
　
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究

(A)
﹁
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
︱
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ

ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
」
の
最
終
年
度
四
年
目
の
二
〇
一
四
年
度
も
活
動
全
開
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
一
五
回
の
定
例
公
開
研
究
会
、
一
回
の
大
荒
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
六
回
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
︵
倉
島
哲
分
担
研
究
者
の
大
峯
修
験
道
参
与
観
察
三
回
、
鎌
田
の
東
北
被
災
地
調
査
、
天
河
大

辨
財
天
社
例
大
祭
・
鬼
の
宿
・
節
分
祭
・
立
春
祭
調
査
、
羽
黒
修
験
道
松
例
祭
調
査
︶、
毎
月
二
度
の
定
例

分
科
研
究
会
﹁
世
阿
弥
研
究
会
」
を
行
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
フ
ル
回
転
で
あ
っ
た
。

　
本
年
度
に
行
な
っ
た
研
究
会
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
〇
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
四
年
四
月
二
四
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
藤
守
創
﹁
身
心
変
容
技
法
と
し
て
の
現
代
日
本
手
技
療
法
〜
補
完
代
替
医
療
﹃
ヴ
ァ
ー
ト
セ
ラ
ピ

ー
﹄
に
お
け
る
客
観
的
指
標
の
確
立
」

･
研
究
計
画
の
確
認
と
意
見
交
換

第
二
一
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
五
月
一
五
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
棚
次
正
和
﹁
心
身
問
題
と
魂
の
永
生
」

･
森
田
真
生
﹁
岡
潔
の
数
学
と
情
緒
」

第
二
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
五
月
二
九
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
津
城
寛
文
﹁
心
霊
研
究
圏
内
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
そ
の
他
」

･
齋
木
潤
﹁
瞑
想
の
認
知
科
学
」

第
二
三
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
六
月
三
日
︵
火
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
檜
垣
樹
理
﹁
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
」

･
ロ
イ
ス
・
ド
ゥ
・
サ
ン
・
シ
ャ
マ
﹁
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
修
行
論
」

･
桑
野
萌
﹁
湯
浅
泰
雄
の
修
行
論
と
身
体
技
法
論
」

第
二
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
六
月
二
六
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
西
平
直
﹁
稽
古
と
無
心
」

･
魚
住
孝
至
﹁
宮
本
武
蔵
と
修
行
︱
身
心
変
容
技
法
へ
の
一
視
点
」

第
二
五
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
七
月
二
四
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
加
藤
雅
裕
﹁
倍
音
声
明
の
測
定
の
分
析
と
考
察
」

･
永
澤
哲
﹁
倍
音
声
明
と
身
心
変
容
技
法
」

第
二
六
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
七
月
二
九
日
︵
火
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
ト
マ
ス
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
﹁
賀
川
豊
彦
の
教
育
論
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
宇
宙

観
と
倫
理
観
の
相
補
性
」

第
二
七
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
一
〇
月
二
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
濱
田
覚
﹁
自
律
療
法
︵
心
身
医
学
︶
と
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
の
神
話
と
啓
示
の
哲
学
」

･
意
見
交
換

第
二
八
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
一
〇
月
三
〇
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
今
福
龍
太
﹁
身
心
変
容
技
法
と
歌
・
芸
能
」

･
安
田
登
﹁︿
あ
わ
い
﹀
の
身
心
変
容
技
法
」

第
二
九
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
一
一
月
一
三
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
金
香
淑
﹁
現
代
韓
国
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
﹃
癒
し
﹄
の
実
態
」

･
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
﹁
い
ま
を
生
き
る
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
︱
ワ
ザ
を
中
心
と
し
て
」

科
研
研
究
年
報
誌『
身
心
変
容
技
法
研
究
』第
四
号

刊
行
に
あ
た
っ
て

研
究
代
表
者

鎌
田
東
二
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身
心
変
容
技
法
研
究
会
総
括
「
大
荒
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」　
一
一
月
二
〇
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛

財
団
記
念
館

･
田
中
利
典
﹁
吉
野
修
験
道
の
荒
行
︵
奥
駈
け
︶」

･
星
野
尚
文
﹁
羽
黒
修
験
道
の
荒
行
︵
峰
入
り
︶」

･
高
木
亮
英
﹁
熊
野
修
験
：
那
智
四
十
八
滝
の
荒
行
︵
青
岸
渡
寺
滝
行
︶」

･
戸
田
日
晨
﹁
日
蓮
宗
遠
壽
院
の
百
日
荒
行
」

･
鎌
田
東
二
﹁
天
台
修
験
道
の
荒
行
︵
千
日
回
峰
行
と
十
二
年
籠
山
行
︶」

･
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
倉
島
哲
＋
町
田
宗
鳳
＋
小
西
賢
吾
＋
棚
次
正
和
＋
奥
井
遼
＋
津
城
寛
文
＋
ア

ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
＋
篠
原
資
明
＋
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
＋
永
澤
哲

︹
＊
﹁
大
荒
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
全
記
録
は
、
本
誌
の
姉
妹
誌
﹃
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
﹄
第
九
号
︵
二

〇
一
五
年
三
月
三
一
日
刊
行
︶
に
一
挙
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。︺

第
三
〇
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
一
二
月
一
一
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
藤
野
正
寛
﹁
瞑
想
の
認
知
科
学
」

･
林
紀
行
﹁
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
的
観
点
か
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
ケ
ア
と
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
」

第
三
一
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
一
月
一
五
日
　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
松
平
勇
二
﹁
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
憑
依
儀
礼
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
と
ン
ビ
ラ
音
楽
」

･
小
西
賢
吾
﹁
祭
り
に
お
け
る
﹃
反
復
﹄
と
﹃
興
奮
﹄
に
み
る
身
心
変
容
︱
秋
田
県
角
館
の
事
例

か
ら
」

第
三
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
＋
第
一
回
身
体
の
哲
学
研
究
会
合
同
研
究
会
　
一
月
二
二
日
︵
木
︶

京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
奥
井
遼
﹁Investigation for Philosophy of the Body in Japan

」

･
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
﹁From
 Phenom

enology to Em
ersiology: The birth of living body 

in the philosophical research in France am
ong 1990

」

第
三
三
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
月
一
二
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
奥
井
遼
﹁
身
心
変
容
技
法
と
人
形
浄
瑠
璃
の
身
体
論
︱
教
育
学
の
観
点
か
ら
」

･
鈴
鹿
千
代
乃
﹁
筑
紫
舞
・
傀
儡
︵
く
ぐ
つ
︶
舞
と
芸
能
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

･
鎌
田
東
二
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
会
総
括
〜
洞
窟
体
験
か
ら
始
ま
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・
芸
能
・

瞑
想
」

第
三
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
＋
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
公
開
セ
ミ
ナ
ー
合
同
開
催
　

三
月
五
日
︵
木
︶　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

･
三
宅
一
樹
﹁
木
彫
刻
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」

･
伊
勢
武
史
﹁
森
の
自
然
と
人
の
か
か
わ
り
︱
生
態
学
・
進
化
生
物
学
の
視
点
」

　
以
上
、
身
心
変
容
技
法
研
究
会
で
発
表
し
た
研
究
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
本
誌
に
論
文
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

　
上
記
四
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
、
倉
島
哲
分
担
研
究
者
が
二
〇
一
四
年
七
月
に
行
な
っ
た

金
峯
山
修
験
本
宗
の
峰
修
行
の
参
与
観
察
調
査
、
鎌
田
東
二
が
二
〇
一
四
年
五
月
一
日
〜
六
日
に
行

な
っ
た
東
北
被
災
地
調
査
と
二
〇
一
四
年
一
二
月
三
〇
日
〜
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
に
行
な
っ
た
羽

黒
修
験
道
﹁
冬
の
峰
入
り
・
松
例
祭
」
調
査
と
二
〇
一
五
年
二
月
二
日
〜
四
日
に
行
な
っ
た
天
河
大

辨
財
天
社
の
﹁
鬼
の
宿
︵
二
日
︶・
節
分
祭
︵
三
日
︶・
立
春
祭
︵
四
日
︶」
参
与
観
察
調
査
で
あ
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
同
様
、
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
輪
読
会
＋
自
由
討
議
の
形
式
で
行
な
っ
て
い
る
世
阿

弥
研
究
会
で
は
、
世
阿
弥
の
全
テ
キ
ス
ト
読
解
に
取
り
組
み
、
自
由
討
議
を
深
め
、
広
げ
、
そ
の
内

容
を
身
心
変
容
技
法
研
究
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
七
日
、
世
阿

弥
研
究
会
メ
ン
バ
ー
七
名
で
﹁
春
日
大
社
若
宮
お
ん
祭
」
見
学
を
行
な
っ
た
。

　
分
担
研
究
者
各
自
の
個
別
研
究
に
つ
い
て
は
、
各
自
が
本
年
度
の
研
究
成
果
を
本
誌
に
発
表
し
て

い
る
。

f
M
R
I
を
使
っ
た
研
究
論
文
も
順
次
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
学
会
研
究
発
表
の
活
動
と
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
四
に
第
七
三
回
日
本
宗
教

学
会
で
パ
ネ
ル
発
表
﹁
宗
教
研
究
と
し
て
﹃
身
心
変
容
技
法
﹄
が
問
い
か
け
る
も
の
」、
一
一
月
二
九

日
に
第
二
四
回
人
体
科
学
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
身
心
変
容
技
法
と
人
体
科
学
・
脳
科
学
」
を
行
な

っ
た
。

　
こ
の
四
年
間
の
研
究
成
果
の
整
理
と
ま
と
め
は
本
誌
で
も
行
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
継
続
し
て

理
論
的
研
究
と
事
例
的
研
究
と
実
験
的
研
究
の
突
き
合
わ
せ
と
ま
と
め
を
行
な
い
、
そ
れ
を
書
籍
化

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は
今
後
も
随
時
身
心
変
容
技
法
研
究
会
H
P
：http://waza-

sophia.la.coocan.jp/

や
科
研
研
究
年
報
﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
な
ど
に
随
時
公
開
・
発
表
し
て
い

く
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
併
せ
て
、
本
誌
の
姉
妹
誌
﹃
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
﹄

第
九
号
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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1
「
愚
か
な
る
心
」を
許
す
こ
と
な
く

―『
発
心
集
』と
歌

賀か

茂も

御み

祖お
や

神
社
禰
宜
鴨
長
継
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
鴨

長
明
︵
一
一
五
五
―一
二
一
六
︶
は
大
変
優
れ
た
名
文
家
で
あ

り
歌
人
で
あ
り
琵
琶
の
名
手
で
あ
っ
た
。
日
本
三
大
随
筆
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
﹃
方
丈
記
﹄
は
ど
こ
を
採
っ
て
も
そ
の

ま
ま
歌
に
な
る
よ
う
な
歌
謡
的
名
調
子
の
綴
れ
織
り
で
飽
き

さ
せ
る
こ
と
が
な
い
。

そ
の
鴨
長
明
が
晩
年
、
仏
教
説
話
集
の
﹃
発
心
集
﹄
を
ま

と
め
、
そ
の
﹁
序
」
の
冒
頭
に
﹁
心
の
師
と
は
な
る
と
も
、
心

を
師
と
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と
﹃
日
本
霊
異
記
﹄
や
﹃
往
生

要
集
﹄
な
ど
に
依
拠
し
た
格
言
を
記
し
て
心
の
は
か
な
さ
と

愚
か
さ
を
戒
め
、
心
を
許
さ
ず
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
﹁
一
念

の
発
心
」
を
起
こ
す
事
例
集
を
編
む
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。

こ
と
に
ふ
れ
て
、
我
が
心
の
は
か
な
く
愚
か
な
る
こ
と

を
顧
み
て
、
か
の
仏
の
教
へ
の
ま
ま
に
、
心
を
許
さ
ず
し

て
、
こ
の
た
び
生
死
を
は
な
れ
て
、
と
く
浄
土
に
生
れ
ん

こ
と
、
喩
へ
ば
、
牧
士
の
荒
れ
た
る
駒
を
随
へ
て
、
遠
き

境
に
至
る
が
如
し
。

た
だ
こ
の
心
に
強
弱
あ
り
、
浅
深
あ
り
。
か
つ
自
心
を

は
か
る
に
、
善
を
背
く
に
も
あ
ら
ず
、
悪
を
離
る
る
に
も

あ
ら
ず
。
風
の
前
の
草
の
な
び
き
や
す
き
が
如
し
。
ま
た

浪
の
上
の
月
の
静
ま
り
が
た
き
に
似
た
り
。
い
か
に
し
て

か
、
か
く
愚
か
な
る
心
を
教
へ
ん
と
す
る
。

仏
は
衆
生
の
心
の
さ
ま
ざ
ま
な
る
を
鑑
み
給
ひ
て
、
因

縁
譬
喩
を
も
つ
て
、
こ
し
ら
へ
教
へ
給
ふ
。
我
ら
仏
に
値

ひ
奉
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
な
る
法
に
付
い
て
か
、
勧
め
給

は
ま
し
。
他
心
智
も
得
ざ
れ
ば
、
た
だ
我
が
分
に
の
み
理

を
知
り
、
愚
か
な
る
を
教
ふ
る
方
便
は
か
け
た
り
。
所
説

妙
な
れ
ど
も
、
得
る
所
は
益
す
く
な
き
か
な
。

こ
れ
に
よ
り
、
短
き
心
を
顧
み
て
、
こ
と
さ
ら
に
深
き

法
を
求
め
ず
。
は
か
な
く
見
る
こ
と
聞
く
こ
と
を
注
し
あ

つ
め
つ
つ
、
し
の
び
に
座
の
右
に
置
け
る
こ
と
あ
り
、
す

な
は
ち
賢
き
を
見
て
は
、
及
び
難
く
と
も
こ
ひ
ね
が
ふ
縁

と
し
、
愚
か
な
る
を
見
て
は
、
み
づ
か
ら
改
む
る
媒
と
せ

ん
と
な
り
。

﹁
心
」
は
﹁
は
か
な
い
」。
そ
し
て
﹁
愚
か
」
で
あ
る
。
だ

か
ら
﹁
心
を
許
さ
ず
」
に
極
楽
浄
土
を
願
い
往
生
を
遂
げ
る

べ
く
努
め
る
。
た
だ
﹁
心
」
に
は
﹁
強
弱
・
浅
深
」
が
あ
る
。

振
り
返
っ
て
自
分
の
﹁
心
」
を
顧
み
る
に
、
ふ
ら
ふ
ら
と
と

り
と
め
が
な
く
、
鎮
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
ん
な

﹁
愚
か
な
る
心
」
を
ど
う
や
っ
て
教
化
で
き
る
と
い
う
の
か
？

仏
な
ら
ば
さ
ま
ざ
ま
な
方
便
法
を
持
っ
て
教
化
で
き
る
で
あ

ろ
う
が
、
愚
か
な
る
こ
の
身
を
教
導
す
る
よ
き
方
策
は
な
い
。

そ
こ
で
一
計
を
案
じ
て
、
深
い
叡
智
を
宿
す
法
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
こ
の
﹁
短
き
心
」
に
見
合
う
よ
う
な
事
例
集
を

集
め
、
そ
れ
を
座
右
に
置
い
て
繰
り
返
し
読
む
こ
と
に
よ
っ

て
自
ら
を
改
め
る
契
機
と
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
記
し
て
、﹃
発
心
集
﹄
と
題
し
た
﹁
発
心
」
事

例
集
を
始
め
、
そ
の
第
一
番
目
の
事
例
と
し
て
次
の
玄げ

ん

敏ぴ
ん

僧そ
う

都ず

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
示
す
の
だ
。

「
身
心
変
容
技
法
」と
し
て
の
歌
と
剣

―
「
身
心
変
容
技
法
研
究
」試
論

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
の
光
と
闇

鎌
田
東
二

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
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昔
、
興
福
寺
の
﹁
や
ん
ご
と
な
き
智
者
」
で
立
派
な
学
僧

で
あ
っ
た
玄
敏
僧
都
は
、﹁
世
を
厭
ふ
心
深
く
」、
三
輪
川
の

ほ
と
り
の
小
さ
な
庵
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
桓
武
天
皇
か
ら

お
召
が
あ
っ
て
し
ぶ
し
ぶ
宮
中
に
参
内
し
た
。
次
代
の
平
城

天
皇
が
大
僧
都
職
を
授
け
よ
う
と
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
断

り
の
歌
を
詠
ん
で
忽
然
と
姿
を
消
し
た
。

三
輪
川
の
清
き
流
れ
に
す
す
ぎ
て
し

衣
の
袖
を
ま
た
は
け
が
さ
じ

手
を
尽
く
し
て
探
し
た
が
、
つ
い
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

何
年
か
経
っ
て
、
弟
子
が
北
陸
に
出
か
け
、
大
河
を
渡
る
渡

し
舟
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
薄
汚
れ
た
衣
を
着
た
船
頭
が

師
匠
に
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
が
、
そ
こ
で
問
い
質
す

こ
と
も
で
き
ず
、
帰
り
に
じ
っ
く
り
と
話
を
し
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

だ
が
、
帰
り
に
同
じ
渡
し
舟
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
、
船
頭

は
別
の
人
に
変
わ
っ
て
い
た
。
訊
く
と
、
そ
の
船
頭
は
﹁
常

に
心
を
澄
ま
し
て
、
念
仏
を
の
み
申
し
」
唱
え
て
い
た
の
だ

が
、
こ
の
前
忽
然
と
姿
を
消
し
た
の
だ
と
い
う
。

﹃
古
今
和
歌
集
﹄
に
、

山
田
守
る
僧
都
の
身
こ
そ
あ
は
れ
な
れ

秋
は
て
ぬ
れ
ば
問
ふ
人
も
な
し

と
い
う
歌
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
玄
敏
僧
都
の
歌
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

と
ま
あ
、
こ
ん
な
事
例
を
鴨
長
明
は
い
の
一
番
に
書
き
留

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

鴨
長
明
は
な
ぜ
こ
の
玄
敏
僧
都
の
事
例
を
真
っ
先
に
挙
げ

た
の
だ
ろ
う
か
？
　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
﹁
厭
離
穢
土
、
欣

求
浄
土
」の
発
心
事
例
に
適
う
と
考
え
た
の
で
は
あ
ろ
う
。
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
事
例
の
核
心
部
が
歌
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
、
と
り
わ
け
二
首
の
歌
が
引
か

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
を
考
え
る
に
、
歌
人

で
あ
る
鴨
長
明
は
歌
を
通
し
て
﹁
発
心
」
と
隠
遁
と
い
う
﹁
身

心
変
容
」
の
最
適
事
例
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
歌
で
こ
そ
、
い
か
な
る
凡
夫
に
も
﹁
発
心
」
の
﹁
心
」

を
伝
え
て
く
れ
る
。
歌
は
﹁
発
心
」
と
い
う
﹁
身
心
変
容
」

を
的
確
適
切
に
示
す
ワ
ザ
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
鴨
長
明
は
考

え
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
玄
敏
僧
都
は
実
在
の
人
物
で
あ
る
。
玄
賓
︵
七
三
四

―八
一
八
︶
と
書
か
れ
る
こ
と
の
多
い
奈
良
・
平
安
時
代
初
期

の
法
相
宗
の
僧
侶
で
、
実
際
に
桓
武
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈

願
し
て
大
僧
都
に
任
じ
ら
れ
た
が
辞
退
し
た
。
現
在
、
三
輪

山
の
西
南
麓
、
檜
原
神
社
の
近
く
に
﹁
玄
賓
庵
」
と
い
う
真

言
宗
醍
醐
派
の
寺
院
が
あ
る
が
、
そ
こ
が
玄
賓
僧
都
が
庵
を

結
ん
だ
と
こ
ろ
と
言
わ
れ
、
世
阿
弥
作
の
﹁
三
輪
」
に
も
謡

わ
れ
て
い
る
。
能
﹁
三
輪
」
は
次
の
よ
う
な
あ
ら
す
じ
で
あ

る
。︱

大
和
の
国
の
神
の
山
・
三
輪
山
の
麓
に
玄
賓
僧
都︵
ワ

キ
︶
が
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
い
つ
も
閼あ

伽か

を
汲
み
に
訪
れ

る
女
︵
前
シ
テ
︶
が
い
た
。
あ
る
秋
の
夜
、
訪
れ
た
女
が
夜

寒
に
な
っ
て
衣
を
所
望
し
た
の
で
、
玄
賓
僧
都
は
衣
を
与
え

て
素
性
を
問
う
と
、
女
は
自
分
の
住
処
は
﹁
山
も
と
近
き
所
」

に
あ
る
か
ら
そ
こ
の
﹁
杉
立
て
る
門
」
を
し
る
し
に
訪
ね
て

き
て
ほ
し
い
と
僧
都
に
答
え
た
。
そ
こ
で
あ
る
日
、
玄
賓
僧

都
は
三
輪
の
里
を
訪
ね
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
杉
の
木

に
あ
の
女
に
与
え
た
衣
が
掛
け
て
あ
る
。
そ
こ
に
女
が
三
輪

の
神
︵
後
シ
テ
︶
と
し
て
登
場
し
、﹁
ち
は
や
ぶ
る
。
神
も
願

ひ
の
あ
る
故
に
。
人
の
値
遇
に
。
あ
ふ
ぞ
嬉
し
き
」
と
謡
い

つ
つ
、
三
輪
の
縁
起
や
神
代
の
物
語
を
語
り
、﹁
ま
づ
ハ
岩
戸

の
そ
の
始
め
。
隠
れ
し
神
を
出
さ
ん
と
て
。
八
百
万
の
神
遊
。

こ
れ
ぞ
神
楽
の
始
め
な
る
」
と
、
天
岩
戸
の
場
面
を
再
現
す

る
。
こ
う
し
て
天
照
大
神
が
岩
戸
か
ら
出
て
く
る
場
面
が
舞

い
広
げ
ら
れ
、﹁
思
へ
ば
伊
勢
と
三
輪
の
神
。
一
体
分
身
の
御

事
。
今
更
何
と
磐
座
や
。
そ
の
関
の
戸
の
夜
も
明
け
。
か
く

あ
り
が
た
き
夢
の
告
。
覚
む
る
や
名
残
な
る
ら
ん
」
と
閉
じ

ら
れ
る
。
︱

こ
の
﹁
三
輪
」
は
三
輪
明
神
の
裏
伝
説
と
も
言
え
る
大
変

神
秘
的
な
内
容
で
あ
る
。
三
輪
山
の
神
は
﹁
大
物
主
神
」
で

蛇
の
姿
と
も
な
る
男
神
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
男
神
が
謡
曲

﹁
三
輪
」
で
は
女
神
と
な
り
、
さ
ら
に
伊
勢
の
天
照
大
神
と
一

体
で
あ
る
と
語
ら
れ
、
天
岩
戸
の
場
面
が
再
現
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
、
神
隠
れ
と
神
顕
れ
の
神
事
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が

一
挙
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
﹁
三
輪
」
は

大
変
神
聖
視
さ
れ
、
観
世
宗
家
伝
承
の
秘
曲
の
小
書
き
﹁
誓せ

い

納の
う

」
と
な
っ
て
い
る
。

能
﹁
三
輪
」
で
は
、
ワ
キ
の
玄
賓
僧
都
が
﹁
さ
て
さ
て
御

身
は
何
処
に
住
む
人
ぞ
」
と
訊
く
と
、
シ
テ
の
女
は
、

我
が
庵い

ほ

は
三
輪
の
山
も
と
恋
し
く
は

訪と
ぶ
らひ
来
ま
せ
杉
立
て
る
門か

ど

と
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
十
八
雑
歌
下
の
詠
み
人
知
ら
ず
の

第
九
八
二
番
歌
を
引
い
て
謡
い
、
女
が
後
シ
テ
の
三
輪
の
神

と
化
す
後
半
部
で
は
、

ち
は
や
ぶ
る
神
も
願
ひ
の
あ
る
故
に

人
の
値ち

遇ぐ
う

に
あ
ふ
ぞ
嬉
し
き

と
謡
う
。

鎌
倉
時
代
に
著
さ
れ
た
鴨
長
明
の
﹃
発
心
集
﹄
の
玄
敏
僧

都
は
隠
遁
し
歌
だ
け
が
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
室
町
時
代
に
作

ら
れ
た
世
阿
弥
の
﹁
三
輪
」
の
玄
賓
僧
都
は
神
と
出
逢
い
、
神

4
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の
歌
を
聴
く
。
鴨
長
明
の
玄
敏
伝
承
と
世
阿
弥
の
玄
賓
僧
都

伝
承
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、
歌
が
﹁
心
」
を
表
現
し
て

い
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
共
通
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
歌
が
﹁
身
心
変
容
」
の
ワ
ザ
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に

示
し
た
の
が
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
で
、
そ
の
こ
と
を
改
め
て

確
認
し
た
の
が
、
紀
貫
之
が
記
し
た
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
仮
名

序
の
次
の
冒
頭
の
一
節
で
あ
っ
た
。

和や
ま
と

歌う
た

は
、
人
の
心
を
種
と
し
て
、
万
の
言
の
葉
と
ぞ
な

れ
り
け
る
。
世
の
中
に
あ
る
人
、
事
・
業
し
げ
き
も
の
な

れ
ば
、
心
に
思
ふ
事
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
、

言
ひ
だ
せ
る
な
り
。
花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
住
む
か
は
づ
の

声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を

よ
ま
ざ
り
け
る
。
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天あ

め

地つ
ち

を
動
か
し
、
目

に
見
え
ぬ
鬼お

に

神が
も

を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
、
男
女
の
な
か
を

も
や
は
ら
げ
、
猛
き
武も
の

士の
ふ

の
心
を
も
な
ぐ
さ
む
る
は
、
歌

な
り
。

こ
の
歌
、
天
地
の
開
け
始
ま
り
け
る
時
よ
り
、
い
で
来

に
け
り
。
天
の
浮
橋
の
下
に
て
、
女
神
男
神
と
な
り
た
ま
へ
る
こ

と
を
言
へ
る
歌
な
り
。
然
あ
れ
ど
も
、
世
に
伝
は
る
こ
と
は
、

久
方
の
天あ

め

に
し
て
は
下
照
姫
に
始
ま
り
、
下
照
姫
と
は
、
天

わ
か
み
こ
の
妻
な
り
。
兄
の
神
の
か
た
ち
、
丘
谷
に
う
つ
り
て
か
ゞ

や
く
を
よ
め
る
え
び
す
歌
な
る
べ
し
。
こ
れ
ら
は
、
文
字
の
数
も
定

ま
ら
ず
、
歌
の
や
う
に
も
あ
ら
ぬ
こ
と
ど
も
な
り
。
あ
ら
が
ね
の

地つ
ち

に
し
て
は
、
す
さ
の
を
の
命
よ
り
ぞ
お
こ
り
け
る
。
ち

は
や
ぶ
る
神
世
に
は
、
歌
の
文
字
も
定
ま
ら
ず
、
す
な
ほ

に
し
て
、
言
の
心
わ
き
が
た
か
り
け
ら
し
。
人
の
世
と
な

り
て
、
す
さ
の
を
の
命
よ
り
ぞ
、
三
十
文
字
あ
ま
り
一
文

字
は
よ
み
け
る
。
す
さ
の
を
の
命
は
、
天
照
大
神
の
こ
の
か
み
な

り
。
女
と
住
み
た
ま
は
む
と
て
、
出
雲
の
国
に
宮
造
り
し
た
ま
ふ
時

に
、
そ
の
処
に
八
色
の
雲
の
立
つ
を
見
て
、
よ
み
た
ま
へ
る
な
り
。
や

雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
め
に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を

か
く
て
ぞ
花
を
め
で
、
鳥
を
う
ら
や
み
、
霞
を
あ
は
れ

び
、
露
を
か
な
し
ぶ
心
・
言
葉
お
ほ
く
、
様
々
に
な
り
に

け
る
。
遠
き
所
も
い
で
た
つ
足
も
と
よ
り
始
ま
り
て
年
月

を
わ
た
り
、
高
き
山
も
麓
の
塵
土
よ
り
な
り
て
天
雲
た
な

び
く
ま
で
生
ひ
の
ぼ
れ
る
ご
と
く
に
、
こ
の
歌
も
か
く
の

ご
と
く
な
る
べ
し
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
和
歌
は
甦
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
再
浮
上
し
、

﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
し
て
の
﹁
歌
の
道
」︵
歌
道
︶
が
始
ま

っ
た
と
い
え
る
。
勅
撰
和
歌
集
と
し
て
最
初
の
歌
集
で
あ
る

﹃
古
今
和
歌
集
﹄
が
持
つ
権
威
と
威
力
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
こ
に
、﹁
あ
ら
が
ね
の
地
に
し
て
は
、
す
さ
の
を
の
命

よ
り
ぞ
お
こ
り
け
る
」
と
三
十
文
字
あ
ま
り
一
文
字
の
歌
が

輝
き
渡
っ
た
。
そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
力
と
わ
が
国
の
身
心
変
容
技

法
の
問
題
を
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

2
「
ス
サ
ノ
ヲ
の
到
来
」展
と
ス
サ
ノ
ヲ
力

二
〇
一
四
年
十
月
十
八
日
か
ら
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
栃

木
県
足
利
市
立
美
術
館
で
﹁
ス
サ
ノ
ヲ
の
到
来
展
」
が
開
催

さ
れ
た1

。
わ
た
し
は
求
め
ら
れ
て
同
展
覧
会
図
録
に
﹁
ス
サ

ノ
ヲ
と
い
う
爆
発
」
と
題
す
る
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
、
十

一
月
九
日
に
同
名
の
記
念
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
の
画
期
的

な
テ
ー
マ
と
内
容
の
展
覧
会
が
地
方
の
一
市
立
美
術
館
か
ら

始
ま
っ
た
こ
と
に
驚
き
と
時
代
の
大
き
な
転
換
を
感
じ
る
。

ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
は
﹃
古
事
記
﹄
の
中
で
も
っ
と
も
重

要
な
は
た
ら
き
を
す
る
キ
ー
マ
ン
的
な
神
で
あ
る
。
利
か
ん

気
の
大
変
な
乱
暴
者
で
あ
り
な
が
ら
、
八
頭
八
尾
の
怪
物
八や

ま

俣た
の

大お
ろ
ち蛇
を
退
治
し
て
、﹁
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
籠
み
に
八

重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
」
と
日
本
で
最
初
の
短
歌
を
詠
ん

だ
と
さ
れ
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
文
化
英
雄
で
あ
る
。
関
東

で
は
氷
川
神
社
、
関
西
で
は
八
坂
神
社
や
祇
園
社
の
主
祭
神

と
な
っ
て
い
る
。

記
紀
神
話
に
お
い
て
は
﹁
八
百
万
」
と
も
言
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
日
本
の
神
々
は
基
本
的
に
﹁
天
つ
神
」
と
﹁
国
つ
神
」

の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
が
、
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ

コ
ト
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
ま
た
が
り
な
が
ら
ど
ち
ら
か
ら
も

逸
脱
す
る
神
で
あ
る
。﹁
天
つ
神
」
と
﹁
国
つ
神
」
を
ブ
リ
ッ

ジ
し
つ
つ
超
越
す
る
特
異
な
神
。
そ
れ
が
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
る
。

﹁
身
心
変
容
」
な
い
し
﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
も
っ
と
も
重
要
な
は
た
ら
き
と
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
拙
著
﹃
歌
と
宗
教
︱
歌
う
こ
と
。
そ
し
て
祈

る
こ
と
﹄︵
ポ
プ
ラ
新
書
、
二
〇
一
四
年
︶
な
ど
で
繰
り
返
し
指

摘
し
て
き
た
。

﹁
ス
サ
ノ
ヲ
の
到
来
」
展
に
は
縄
文
土
偶
か
ら
現
代
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
ま
で
、
時
代
を
串
刺
し
に
す
る
﹁
ス
サ
ノ

ヲ
的
な
る
も
の
」
が
館
内
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
会

場
入
口
で
現
代
ア
ー
ト
の
佐
々
木
誠
の
木
彫
作
品
﹁
八や

つ

拳か

須ひ
げ

」

が
来
場
者
を
迎
え
、
続
い
て
縄
文
時
代
の
土
偶
、
例
え
ば
女

性
像
で
頭
の
上
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
蛇
が
造
形
さ
れ
た
重
要

文
化
財
の
﹁
蛇
を
戴
く
土
偶
」
や
人
面
香
炉
形
土
器
が
待
ち

受
け
、
途
中
で
は
神
道
家
金
井
南
龍
の
﹁
妣
の
国
」﹁
昇
り
龍

　
降
り
龍
」﹁
富
士
諏
訪
木
曽
御
嶽
の
ウ
ケ
ヒ
」
な
ど
に
描
か

れ
て
い
る
富
士
山
や
浅
間
山
や
霧
島
・
高
千
穂
の
峰
や
御
嶽

山
が
噴
火
し
て
い
る
の
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
地
を
揺
る
が
し
草
木
を
枯
ら
す
荒
ぶ
る
啼な

き
い
さ
ち
る

神
ス
サ
ノ
ヲ
。
地
震
や
台
風
や
雷
な
ど
の
破
壊
的
な
自
然
災

害
と
も
結
び
つ
く
が
、
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
﹁
ケ
ガ
レ
︵
穢
れ
・

気
枯
れ
︶」
を
禊
祓
い
、
新
し
い
創
造
世
界
を
切
り
拓
く
ス
サ

ノ
ヲ
。
破
壊
と
創
造
、
勇
猛
と
繊
細
。
こ
の
両
義
的
で
相
反

す
る
性
格
を
持
つ
﹁
ス
サ
ノ
ヲ
の
到
来
」
こ
そ
今
の
日
本
に

真
に
必
要
な
﹁
爆
発
」
で
あ
ろ
う
。
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展
覧
会
の
全
体
は
七
つ
の
章
と
コ
ー
ナ
ー
に
区
切
ら
れ
て

い
る
。

序
　
章
　
日
本
神
話
と
縄
文
の
神
々

第
一
章
　
神
話
の
な
か
の
ス
サ
ノ
ヲ

第
二
章
　
ス
サ
ノ
ヲ
の
変
容

第
三
章
　
う
た
と
ス
サ
ノ
ヲ

第
四
章
　
マ
レ
ビ
ト
た
ち
の
祈
り
と
う
た

第
五
章
　
平
田
篤
胤
の
異
界
探
求

第
六
章
　 

ス
サ
ノ
ヲ
を
生
き
た
人
々
︱
清
ら
か
な
い
か

り
︵
田
中
正
造
・
南
方
熊
楠
・
折
口
信
夫
︶

第
七
章
　
ス
サ
ノ
ヲ
の
予
感

の
全
七
章
で
あ
る
。
ほ
ぼ
歴
史
的
な
時
系
列
に
従
っ
て
展
示

さ
れ
て
い
る
が
、﹁
う
た
」
と
﹁
祈
り
」
に
焦
点
が
当
た
っ
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。﹃
古
事
記
﹄
の
中
で
、
父
神
イ
ザ

ナ
ギ
に
﹁
海
原
を
治
め
よ
」
と
明
示
さ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
姉

の
天
照
大
神
が
太
陽
神
︵
日
神
︶、
兄
の
月
読
命
が
月
神
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
水
の
惑
星
で
あ
る
地
球
神
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
﹁
地
球
神
」
ス
サ
ノ
ヲ
の
泣
き
声

は
、
地
球
の
叫
び
で
も
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
生

ま
れ
て
か
ら
こ
の
方
ず
っ
と
母
を
恋
い
慕
っ
て
啼
き
い
さ
ち

っ
て
い
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ポ
セ
イ
ド
ン
に

も
似
た
﹁
水
の
惑
星
」
の
神
で
あ
り
、
地
球
神
格
な
の
で
あ

る
。﹁

身
心
変
容
」
お
よ
び
﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
多
様
性
と
そ
の
変
容
を
﹃
古
事
記
﹄

と
﹃
日
本
書
紀
﹄
と
﹃
風
土
記
﹄
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

﹃
古
事
記
﹄
の
中
の
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
行
動
と
特
性
は
次
の
四

点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

① 

母
神
イ
ザ
ナ
ミ
を
恋
い
慕
っ
て
泣
き
叫
び
、
海
山
を
枯

ら
し
て
父
神
イ
ザ
ナ
ギ
に
追
放
さ
れ
る
反
抗
神
。

②�

姉
の
天
照
大
御
神
に
別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
高
天
原
に

上
る
が
、
そ
こ
で
乱
暴
狼
藉
を
し
、
機
織
女
を
殺
し
て

し
ま
い
、
日
の
神
の
姉
を
天
の
岩
戸
に
閉
じ
籠
ら
せ
て

し
ま
い
、
姉
に
も
追
放
さ
れ
る
破
壊
神
。

③�

出
雲
の
地
に
降
り
立
っ
て
八
頭
八
尾
の
怪
物
八
俣
大
蛇

を
退
治
し
、
わ
が
国
最
初
の
歌
︵
詩
︶
を
詠
う
文
化
英

雄
神
。
こ
れ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
﹁
自
己
身
心
変
容
＝
イ
ニ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

④�

訪
れ
て
き
た
子
孫
神
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
三
種
の
神
宝
︵
生

太
刀
・
生
弓
矢
・
天
詔
琴
︶
と
﹁
大
国
主
神
」
と
い
う
神

名
を
授
け
、
自
分
の
娘
の
ス
セ
リ
ビ
メ
と
結
婚
さ
せ
て

祝
福
を
与
え
る
智
略
神
。
こ
れ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
﹁
他
者

身
心
変
容
」
で
あ
り
、
大
国
主
神
の
﹁
自
己
身
心
変
容

＝
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

そ
の
前
半
部
は
破
壊
す
る
荒
ぶ
る
ス
サ
ノ
ヲ
が
、
後
半
部

は
﹁
自
己
身
心
変
容
」
を
遂
げ
、
創
造
す
る
文
化
英
雄
的
ス

サ
ノ
ヲ
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
﹃
古
事
記
﹄

の
ス
サ
ノ
ヲ
像
で
あ
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
﹁
身
心
変
容
」
で
あ

る
。こ

こ
で
重
要
な
の
は
剣
と
歌
で
あ
る
。
外
界
の
敵
＝
八
俣

大
蛇
を
倒
す
剣
と
内
界
の
敵
＝
母
へ
の
思
慕
と
暴
力
性
を
浄

化
す
る
歌
で
あ
る
。
剣
に
よ
っ
て
外
界
を
制
御
し
、
歌
に
よ

っ
て
内
界
を
制
御
し
、
両
方
に
平
安
と
秩
序
を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
剣
と
歌
と
は
交
換
可
能
な
ツ
ー
ル
と
言
え
る
。

剣
は
歌
で
あ
り
、
歌
は
剣
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
戦
い
歌
う
こ

と
で
﹁
身
心
変
容
」
を
遂
げ
、
そ
れ
を
子
孫
の
大
国
主
神
に

移
譲
す
る
ス
サ
ノ
ヲ
が
い
る
。
そ
の
内
界
の
敵
と
は
母
か
ら

受
け
継
ぐ
﹁
辱
」
や
悲
し
み
な
ど
の
﹁
負
の
感
情
」
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
外
界
の
敵
＝
八
俣
大
蛇
の
い
な
い
時
に
は
内
界

で
暴
れ
ま
く
り
暴
力
的
に
発
現
す
る
が
、
ひ
と
た
び
外
界
の

敵
を
見
出
し
焦
点
化
さ
れ
た
時
に
は
そ
れ
を
撃
破
す
る
凄
ま

じ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。
剣
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
焦
点

化
と
発
現
の
象
徴
物
と
な
り
、
そ
れ
が
歌
に
変
容
す
る
。

そ
こ
に
お
い
て
、
母
へ
の
思
慕
＝
分
離
と
悲
し
み
・
苦
悩

は
歌
を
通
し
て
結
合
＝
一
体
化
・
鎮
静
に
向
か
う
。﹁
八
重

垣
」
と
﹁
八
」
が
頻
出
す
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
﹁
八
雲
立
つ
出

雲
八
重
垣
妻
籠
み
に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
」
の
祝
婚

歌
は
、
そ
の
結
合
と
解
放
と
喜
び
の
見
事
な
表
出
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
物
語
的
文
脈
の
中
で
は
、﹁
言

霊
」
の
制
御
者
と
使
い
手
で
あ
る
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
が
神

託
を
引
き
出
す
呪
具
・
祭
具
と
し
て
の
﹁
天
詔
琴
」
の
原
所

有
者
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
と
な
り
、
不
自
然
さ
は
な

い
。
そ
れ
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘
で
あ
る
ス
セ
リ
ビ
メ
と
一
緒
に

大
国
主
神
に
移
譲
さ
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
﹃
古
事
記
﹄
の
ス
サ
ノ
ヲ
と
﹃
日
本

書
紀
﹄
の
ス
サ
ノ
ヲ
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
例
え
ば
、
第
五

段
本
文
に
は
、﹁
こ
の
神
勇
悍た

け
く
、
安い

ぶ
り忍
に
ま
し
て
、
ま
た
常

に
哭

な
き
い
さ
つ
る
泣
を
以
て
行わ

ざ

と
為
た
ま
ふ
。
故
れ
国
内
の
人
民
を
多
に

夭
折
な
し
め
、
ま
た
青
山
を
枯

か
ら
や
まに
な
す
。
故
れ
其
の
父
母
二

神
、
素
戔
嗚
尊
に
勅
し
た
ま
は
く
、
汝
は
甚い

と
あ
ぢ
き
な
し

無
道
。
宇あ

め
の
し
た宙
に

君き

臨み

た
る
可
か
ら
ず
。
ま
こ
と
に
当
に
遠
く
根
国
に
適ま

か

る
べ

し
と
の
た
ま
ひ
て
、
遂
に
逐や

ら

ひ
た
ま
ひ
き
」
と
あ
っ
て
、
父

母
に
追
放
さ
れ
る
﹁
無
道
神
」
な
の
で
あ
る
。﹃
古
事
記
﹄
で

は
母
を
恋
い
慕
っ
て
啼
き
い
さ
ち
っ
て
い
た
の
で
、
父
に
追

放
さ
れ
た
母
恋
の
神
で
あ
る
。
だ
が
、﹃
日
本
書
紀
﹄
本
文
で

は
両
親
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
最
初
の
﹁
勘
当

神
」
な
の
だ
。
し
か
も
﹁
一
書
」
の
中
で
は
そ
の
残
虐
ぶ
り

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
一
書
に
﹁
素
戔
嗚
尊
は
こ
れ

性
残そ

こ
な
ひ
害や

ぶ

る
こ
と
を
好
み
た
ま
ふ
、
故
れ
下
し
て
根
国
を
治

し
め
た
ま
ひ
き
」、
第
二
の
一
書
に
﹁
こ
の
神
性
悪
く
し
て
、

常
に
哭
き
恚ふ

づ

く
こ
と
を
好
み
、
国
の
民
多
に
死
に
、
青
山
は

枯
に
為
り
ぬ
。
故
れ
そ
の
父
母
勅
し
て
曰
は
く
、
も
し
汝
こ

の
国
を
治
ば
、
必
ず
残
ひ
傷や

ぶ

る
所
多
か
ら
ま
し
。
故
れ
汝
は

極
め
て
遠
き
根
国
を
馭し

ら

す
可
し
と
の
り
た
ま
ひ
き
」
と
か
と

あ
る
。

﹃
古
事
記
﹄
と
﹃
日
本
書
紀
﹄
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
大
き
な
違
い
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は
、
他
に
、﹃
日
本
書
紀
﹄
で
は
﹁
大
己
貴
神
」︵
大
国
主
神
︶

が
直
接
の
子
神
と
さ
れ
て
い
る
点
と
、
新
羅
国
の
ソ
シ
モ
リ

や
韓
郷
之
島
に
渡
っ
て
い
た
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

ス
サ
ノ
ヲ
の
髯
や
毛
か
ら
杉
や
檜
や
柀
や
樟
が
生
え
た
と
あ

る
点
で
あ
る
。
こ
の
両
神
話
の
違
い
が
何
に
よ
る
も
の
か
、
そ

れ
を
ど
う
解
釈
す
る
べ
き
か
は
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
拙
著
﹃
古
事
記
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
﹄︵
角
川
選
書
、
二

〇
一
二
年
︶
な
ど
で
基
本
的
な
考
え
は
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
こ
の
問
題
に
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
ず
、﹃
出
雲
国
風
土

記
﹄
の
ス
サ
ノ
ヲ
を
検
討
し
て
み
る
。

﹃
出
雲
国
風
土
記
﹄
で
は
、
大
草
郷
、
山
口
郷
、
方か

た

結え

郷
、

多
太
郷
、
八
野
郷
、
滑な

め

狭さ

郷
の
六
つ
の
地
名
伝
説
に
ス
サ
ノ

ヲ
の
子
神
の
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
佐
世
郷
に
は
、

﹁
須
佐
能
袁
命
、
佐
世
の
木
の
葉
を
頭
刺
し
て
踊
躍を

ど

り
た
ま
ふ

時
に
、
刺
さ
せ
る
佐
世
の
木
の
葉
、
地
に
墜
ち
た
り
。
故
れ

佐
世
と
云
ふ
」
と
ス
サ
ノ
ヲ
自
ら
が
頭
に
木
の
葉
を
刺
し
て

﹁
踊
躍
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。﹃
古
事
記
﹄
で
は
、
ス
サ

ノ
ヲ
は
啼
き
い
さ
ち
る
神
で
あ
り
戦
う
神
で
あ
り
、
歌
う
神

で
あ
り
祝
福
す
る
神
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
葵
祭
に
祭

員
が
葵
桂
を
頭
に
挿
し
て
踊
る
よ
う
に
神
聖
舞
踊
を
す
る﹁
踊

る
神
」
で
あ
る
。
飛
躍
し
て
言
え
ば
、
踊
り
な
が
ら
﹁
え
え

じ
ゃ
な
い
か
」
を
招
来
し
、
楽
し
い
世
直
し
を
実
現
す
る
神
、

大
本
教
の
出
口
王
仁
三
郎
が
顕
わ
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
そ
の
よ

う
な
歌
い
踊
り
な
が
ら
﹁
世
直
し
・
心
直
し
」
を
す
る
﹁
身

心
変
容
」
を
も
た
ら
す
神
で
あ
っ
た
。
今
わ
た
し
た
ち
に
必

要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
楽
し
い
世
直
し
を
す
る
﹁
ス
サ
ノ

ヲ
の
到
来
」
で
あ
り
、﹁
ス
サ
ノ
ヲ
力
の
爆
発
」
で
あ
ろ
う
。

ス
サ
ノ
ヲ
が
啼
き
い
さ
ち
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
昨
今
の

災
害
多
発
の
時
代
、
わ
た
し
た
ち
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
荒
魂
を
祭

り
や
歌
や
文
化
で
浄
化
し
和
魂
化
す
る
と
と
も
に
、
激
動
の

中
を
逞
し
く
生
き
抜
い
て
い
く
ス
サ
ノ
ヲ
力
の
爆
発
と
活
性

を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、﹁
ス
サ
ノ
ヲ
の
到
来
」

展
は
時
宜
を
得
た
現
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
た
り
え
て
い
た
と
い

え
る
。

3
「
身
心
変
容
」と
し
て
の
出
雲
神
話

﹁
身
心
変
容
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、﹃
古
事
記
﹄
に

お
け
る
出
雲
神
話
は
大
変
興
味
深
く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
出
雲
神
話
の
根
源
を
な
す
の
は
母
神
イ
ザ

ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
負
の
感
情
で
あ
る
。
そ
れ
は
夫
の
イ
ザ
ナ

ギ
に
見
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
死
体
を
見
ら
れ
た
時
の
﹁
辱
」

の
感
情
と
、﹁
見
な
い
で
」
と
約
束
し
た
も
の
を
裏
切
ら
れ
た

怒
り
の
感
情
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
の
死
体
が
﹁
穢
れ
」

と
見
ら
れ
た
こ
と
の
持
つ
意
味
は
深
く
複
雑
で
、﹁
辱
」
の
感

情
と
﹁
穢
れ
」
や
﹁
清
明
」
の
状
態
と
は
緊
張
関
係
に
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
夫
イ
ザ
ナ
ギ
と
の
絶
縁
の
言
葉
の
や
り
取
り

と
呪
詛
と
な
る
。
後
に
﹁
幽か

く

世り
よ

」
と
さ
れ
て
い
く
出
雲
に
は

そ
う
し
た
イ
ザ
ナ
ミ
の
負
の
感
情
が
わ
だ
か
ま
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
そ
の
負
の
感
情
が
ス
サ
ノ
ヲ
に
継
承
・
転
移
さ

れ
る
。
そ
れ
は
い
つ
な
ん
ど
き
ど
の
よ
う
に
暴
発
す
る
か
わ

か
ら
な
い
制
御
不
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
る
。
そ
の
制

御
不
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
最
初
の
子
ヒ
ル

コ
と
最
後
の
子
カ
グ
ツ
チ
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
不
定
形

な
ヒ
ル
コ
の
異
様
と
激
烈
な
熱
を
発
す
る
カ
グ
ツ
チ
の
こ
の

﹁
異
常
」
が
ス
サ
ノ
ヲ
に
転
移
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
象

徴
論
的
に
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
ヒ
ル
コ
と
カ
グ
ツ
チ
が
変
容
し

た
姿
で
あ
り
、
こ
の
三
神
は
重
複
神
格
で
あ
る
。
こ
の
負
の

連
鎖
の
三
神
一
体
が
ヒ
ル
コ
︱
カ
グ
ツ
チ
︱
ス
サ
ノ
ヲ
に
は

あ
る
。
ヒ
ル
コ
は
流
さ
れ
、
カ
グ
ツ
チ
は
殺
さ
れ
た
が
、
ス

サ
ノ
ヲ
は
父
イ
ザ
ナ
ギ
と
姉
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
っ
て
二
度
追

放
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
最
後
に
、﹁
三
貴
子
」
の
三
番
目
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
母
イ
ザ
ナ
ミ
の
負
の
感
情
だ
け
で
な
く
、

葦
船
に
乗
せ
て
流
さ
れ
た
ヒ
ル
コ
の
悲
し
み
と
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
で
父
神
イ
ザ
ナ
ギ
に
殺
害
さ
れ
た
カ
グ
ツ
チ
の
悲
し

み
を
背
負
い
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
解
消
・
解
放
す
べ
き
役
割

を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
消
・
解
放
が
、
八
俣
大
蛇
退

治
と
神
剣
・
草
薙
剣
の
発
見
と
﹁
八
雲
立
つ
」
の
祝
婚
歌
の

発
声
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
が
赴
こ
う
と
し
た
﹁
妣

は
は
の
く
に国
根ね

の
か
た
す
く
に

堅
州
国
」
に

は
、
母
な
る
も
の
・
根
な
る
も
の
と
い
う
い
の
ち
の
根
源
性

が
付
託
さ
れ
て
い
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
最
終
的
に
は
﹁
根
の
堅

州
国
」
に
至
り
、
そ
こ
の
主
神
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
ス

サ
ノ
ヲ
が
﹁
天
詔
琴
」
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
は
和
歌
神
・

言
霊
神
と
し
て
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
象
徴
性
が
あ
る
。

第
三
に
、
ト
リ
ッ
キ
ー
な
ス
サ
ノ
ヲ
の
試
練
を
乗
り
越
え
、

最
終
的
に
ス
サ
ノ
ヲ
の
承
認
と
祝
福
を
受
け
て
国
作
り
の
神

と
な
る
﹁
大
国
主
神
」
の
﹁
身
心
変
容
」
も
極
め
て
劇
的
で

あ
る
。
ま
ず
、
大
国
主
神
は
ヒ
ル
コ
と
カ
グ
ツ
チ
と
も
似
て

兄
神
た
ち
に
二
度
殺
さ
れ
る
。
だ
が
、
ヒ
ル
コ
や
カ
グ
ツ
チ

と
異
な
る
と
こ
ろ
は
大
国
主
神
︵
そ
の
時
は
オ
ホ
ナ
ム
チ
︶
が

母
た
ち
の
思
い
と
力
で
甦
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
も
二
度
も
甦

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
再
生
す
る
神
と
い
う
と
こ
ろ
が
大

国
主
神
の
特
性
で
あ
る
。
こ
の
特
異
な
﹁
自
己
変
容
」。
加
え

て
、
大
国
主
神
は
稲
羽
の
素
兎
を
助
け
る
癒
し
の
神
・
医
療

神
で
も
あ
る
か
ら
、﹁
他
者
身
心
変
容
」
を
促
す
神
で
も
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
課
し
た
難
題
を
妻
と
な
る
ス

セ
リ
ビ
メ
の
助
力
を
得
て
解
決
し
、
生
太
刀
・
生
弓
矢
・
天

詔
琴
と
い
う
出
雲
型
三
種
の
神
器
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘
の
ス
セ

リ
ビ
メ
を
奪
っ
て
逃
走
し
、
追
走
し
よ
う
と
し
た
ス
サ
ノ
ヲ

か
ら
祝
福
の
言
葉
を
引
き
出
し
、﹁
大
国
主
神
・
宇
都
志
国
玉

神
」
と
名
乗
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
を
託
さ
れ
る
。
こ
の
天

詔
琴
を
移
譲
さ
れ
た
大
国
主
神
も
、
ス
サ
ノ
ヲ
同
様
、
歌
う

神
と
な
り
、
言
霊
神
と
な
り
、
折
口
信
夫
の
言
う
﹁
色
好
み
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の
神
」、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
を
持
つ
豊
饒
神
・
多
産
神
と
な

り
、
国
作
り
の
神
と
な
る
。

第
四
に
、
そ
の
国
作
り
は
、
大
国
主
神
一
人
で
成
し
遂
げ

た
も
の
で
な
く
、
少
名
毘
古
那
神
と
と
も
に
成
し
遂
げ
た
も

の
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
の
﹁
身
心
変
容
」

で
あ
る
。
大
国
主
神
が﹁
出
雲
の
御み

大ほ

の
御み

前さ
き

に
坐
す
時
、
波

の
穂
よ
り
天
の
羅か

か
み摩
船ぶ

ね

に
乗
り
て
、
鵝
の
皮
を
内
剝
に
剝
ぎ

て
衣
服
に
し
て
、
帰よ

り
来
る
神
」
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ス

ク
ナ
ビ
コ
ナ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
は
大
国
主
神

と
と
も
に
﹁
こ
の
国
を
作
り
堅
め
」
た
後
、﹁
常
世
国
」
に
渡

っ
て
い
っ
た
来
訪
通
過
神
で
あ
る
。
そ
し
て
問
題
は
そ
の
体

の
小
さ
さ
と
到
来
通
過
性
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
出
雲
神
話
の
世
界
で
は
、
剣
使
い
に

し
て
歌
使
い
で
あ
る
流
浪
す
る
ス
サ
ノ
ヲ
、
琴
弾
く
歌
詠
み

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
、
旅
す
る
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
、
そ
し
て
﹁
負
の

感
情
」
な
ら
ぬ
﹁
負
の
体
形
」
を
す
べ
て
背
負
っ
た
出
雲
神

話
の
怪
物
八
俣
大
蛇
、
そ
の
八
頭
八
尾
の
﹁
負
の
体
形
」
の

中
か
ら
神
剣
・
草
薙
剣
が
出
来
す
る
。

そ
こ
で
、
第
五
に
、
こ
の
怪
物
か
ら
剣
を
産
出
し
た
八
俣

大
蛇
の
﹁
身
心
変
容
」
の
あ
り
よ
う
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
タ
タ
ラ
製
鉄
の
擬
人
的
表
現
と
す
る
解
釈
は
古
く
か

ら
あ
る
。
そ
う
し
た
還
元
主
義
的
な
解
釈
も
否
定
は
で
き
な

い
。
出
雲
大
社
近
く
に
あ
る
荒
神
谷
遺
跡
の
銅
剣
三
五
八
本

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
高
度
な
金
属
技
術
が
伝

承
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
、
銅
剣
や
銅
矛
や
銅
鐸
が
造
ら
れ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
金
属
技

術
を
錬
金
術
と
同
様
に
﹁
身
心
変
容
技
法
」
な
い
し
霊
的
変

成
と
結
び
つ
け
な
が
ら
解
釈
し
た
い
。

つ
ま
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
も
う
一
つ
の
負
の
身
体
と
し
て
の

八
俣
大
蛇
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
自
己
制
御
と
自
己
身
心
変
容
に
よ

っ
て
神
剣
に
変
容
し
た
。
そ
れ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
ウ
ケ
ヒ

に
お
い
て
証
明
し
よ
う
と
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
の
﹁
邪
心
・
異
心

な
き
清
明
心
」
の
顕
現
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
初
め
て

ス
サ
ノ
ヲ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
問
い
か
け
ら
れ
た
﹁
然
ら
ば

汝
の
心
の
清
く
明
き
は
何
に
し
て
知
ら
む
」
と
い
う
問
い
に

対
す
る
答
え
を
示
し
得
た
の
だ
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
そ
の
剣

を
ア
マ
テ
ラ
ス
に
献
上
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ

が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
孫
の
天
皇
家
の
神
器
の
一
つ
と
し
て
、

﹁
清
明
心
」
と
偉
力
の
象
徴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4
「
身
心
変
容
技
法
」と
し
て
の
歌

―『
古
今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』仮
名

序
の
思
想
と
能

﹃
古
事
記
﹄
に
お
け
る
﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
﹁
負
の
感
情

処
理
」
を
見
る
と
、
①
禊
祓
、
②
神
事
︵
祭
り
︶、
③
詠
歌
の

三
種
が
重
要
な
意
味
と
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
。
禊
祓
に
よ
っ
て
﹁
身
心
」
を
清
め
、
神
事
・
祭
り
に

よ
っ
て
﹁
身
心
魂
」
を
賦
活
し
、
詠
歌
に
よ
っ
て
﹁
心
」
を

﹁
清
明
」
に
浄
化
解
放
す
る
。
そ
の
詠
歌
の
部
分
が
後
に
神
楽

や
芸
能
な
ど
に
も
取
り
込
ま
れ
転
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
て
三
種
の
ワ
ザ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
連
動
・
連
携
し
な
が
ら

の
﹁
身
心
魂
変
容
」
の
ワ
ザ
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

さ
て
そ
の
詠
歌
で
あ
る
が
、﹁
大
和
歌
＝
和
歌
」
が
初
め
て

公
の
大
事
と
な
っ
た
の
は
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
編
纂
に
よ
っ

て
で
あ
っ
た
。﹁
延
喜
の
帝
」
と
呼
ば
れ
た
第
六
十
代
醍
醐
天

皇
︵
在
位
八
九
七
―九
三
〇
︶
の
勅
命
に
よ
り
延
喜
五
年
︵
九

〇
五
︶
に
奏
上
さ
れ
た
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
が
﹃
古
今
和
歌

集
﹄
で
あ
る
。
撰
者
は
紀
友
則
と
紀
貫
之
と
凡
河
内
躬
恒
と

壬
生
忠
岑
の
四
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
四
名
の
中
で
も
紀
貫
之

が
撰
者
の
中
心
に
な
っ
た
こ
と
は
先
に
引
い
た
仮
名
序
の
執

筆
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
冒
頭
部
に
﹁
あ

ら
が
ね
の
地
に
し
て
は
、
す
さ
の
を
の
命
よ
り
ぞ
お
こ
り
け

る
」
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
名
を
挙
げ
て
和
歌
︵
特
に
短
歌
︶
の
起
こ

り
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
再
度
注
目
し
た
い
。

こ
の
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
に
は
仮
名
序
の
他
に
真
名
序
が
あ

る
が
、
そ
の
真
名
序
冒
頭
部
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

夫
和
歌
者
、
託
其
根
於
心
地
、
発
其
華
於
詞
林
者
也
。
人

之
在
世
、
不
能
無
為
、
思
慮
易
遷
、
哀
楽
相
変
。
感
生
於

志
、
詠
形
於
言
。
是
以
逸
者
其
声
楽
、
怨
者
其
吟
悲
。
可

以
述
懐
、
可
以
発
憤
。
動
天
地
、
感
鬼
神
、
化
人
倫
、
和

夫
婦
、
莫
宜
於
和
歌
。
和
歌
有
六
義
。
一
曰
風
、
二
曰
賦
、

三
曰
比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
。
若
夫
春
鶯
之
囀

花
中
、
秋
蟬
之
吟
樹
上
、
雖
無
曲
折
、
各
発
歌
謡
。
物
皆

有
之
、
自
然
之
理
也
。
然
而
神
世
七
代
、
時
質
人
淳
、
情

欲
無
分
、
和
歌
未
作
。
逮
于
素
戔
烏
尊
、
到
出
雲
国
、
始

有
三
十
一
字
之
詠
。
今
反
歌
之
作
也
。
其
後
雖
天
神
之
孫
、

海
童
之
女
、
莫
不
以
和
歌
通
情
者
。

そ
れ
　
和
歌
は
、
そ
の
根
を
心
地
に
託
け
　
そ
の
花
を
詞

林
に
発
く
も
の
な
り
。
人
の
　
世
に
あ
る
、
無
為
な
る
こ

と
能
は
ず
、
思
慮
遷
り
易
く
、
哀
楽
あ
ひ
変
る
。
感
は
志

に
生
り
、
詠
は
言
に
形
る
。
こ
こ
を
も
ち
て
、
逸
す
る
者

は
そ
の
声
楽
し
く
、
怨
ず
る
者
は
そ
の
吟
悲
し
。
も
ち
て

懐
を
述
べ
つ
べ
く
、
も
ち
て
憤
を
発
し
つ
べ
し
。
天
地
を

動
か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
め
、
人
倫
を
化
し
、
夫
婦
を
和

ぐ
る
こ
と
、
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
な
し
。
和
歌
に
六
義
あ

り
。
一
に
曰
く
　
風
、
二
に
曰
く
　
賦
、
三
に
曰
く
　
比
、

四
に
曰
く
　
興
、
五
に
曰
く
　
雅
　
六
に
曰
く
　
頌
。
か

の
　
春
の
鶯
の
花
中
に
囀
り
、
秋
の
蟬
の
樹
上
に
吟
ふ
が

ご
と
き
、
曲
折
な
し
と
い
へ
ど
も
、
各
歌
謡
を
発
す
。
物

皆
こ
れ
あ
り
、
自
然
の
理
な
り
。
然
れ
ど
も
、
神
の
世
七

代
は
、
時
質
に
人
淳
う
し
て
、
情
欲
分
つ
こ
と
な
く
、
和

歌
い
ま
だ
作
ら
ず
。
素
戔
烏
尊
の
出
雲
の
国
に
到
る
に
逮

び
て
、
始
め
て
三
十
一
字
の
詠
あ
り
。
今
の
反
歌
の
作
な

り
。
そ
の
後
天
神
の
孫
、
海
童
の
女
と
い
へ
ど
も
、
和
歌
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を
も
ち
て
情
を
通
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

　 

︵
佐
伯
梅
友
校
注
、
岩
波
文
庫
︶

こ
こ
に
は
仮
名
序
の
よ
う
な
ま
さ
に
和
歌
的
な
あ
わ
い
の

抒
情
的
例
示
は
な
く
、
漢
文
的
な
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
概
念

的
な
表
現
で
統
叙
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、

こ
の
真
名
序
に
は
仮
名
序
に
は
な
い
記
述
が
あ
る
の
だ
。

そ
れ
が
、
ほ
か
で
も
な
い
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
つ
い
て
の
記
述

で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
一
文
﹁
素
戔
烏
尊
、
到
出
雲
国
、
始

有
三
十
一
字
之
詠
。
今
反
歌
之
作
也
。
其
後
雖
天
神
之
孫
、

海
童
之
女
、
莫
不
以
和
歌
通
情
者
」
が
そ
れ
で
あ
る
。﹁
素
戔

烏
尊
の
出
雲
の
国
に
到
る
に
逮お

よ

び
て
、
始
め
て
三
十
一
字
の

詠
あ
り
。
今
の
反
歌
の
作
な
り
。
そ
の
後
天
神
の
孫
、
海
童

の
女
と
い
へ
ど
も
、
和
歌
を
も
ち
て
情
を
通
ぜ
ず
と
い
ふ
こ

と
な
し
」。

仮
名
序
で
は
こ
う
で
あ
っ
た
。﹁
ち
は
や
ぶ
る
神
世
に
は
、

歌
の
文
字
も
定
ま
ら
ず
、
す
な
ほ
に
し
て
、
言
の
心
わ
き
が

た
か
り
け
ら
し
。
人
の
世
と
な
り
て
、
す
さ
の
を
の
命
よ
り

ぞ
、
三
十
文
字
あ
ま
り
一
文
字
は
よ
み
け
る
。
す
さ
の
を
の
命

は
、
天
照
大
神
の
こ
の
か
み
な
り
。
女
と
住
み
た
ま
は
む
と
て
、
出
雲

の
国
に
宮
造
り
し
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
処
に
八
色
の
雲
の
立
つ
を
見
て
、

よ
み
た
ま
へ
る
な
り
。
や
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
め
に
八
重
垣
作
る

そ
の
八
重
垣
を
」。

つ
ま
り
、
仮
名
序
本
文
に
は
﹁
出
雲
の
国
に
到
る
」
と
い

う
言
葉
は
出
て
こ
な
い
。
割
注
に
、﹁
女
︵
引
用
者
注
︱
櫛
名

田
比
売
の
こ
と
︶
と
住
み
た
ま
は
む
と
て
、
出
雲
の
国
に
宮
造

り
し
た
ま
ふ
時
に
、
そ
の
処
に
八
色
の
雲
の
立
つ
を
見
て
、
よ

み
た
ま
へ
る
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
よ
り
具
体
的
に
櫛
名
田

比
売
と
の
祝
婚
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
問
題
は
、
い
か
に
も

漢
文
的
か
も
し
れ
な
い
、
真
名
序
の
﹁
素
戔
烏
尊
の
出
雲
の

国
に
到
る
に
逮
び
て
、
始
め
て
三
十
一
字
の
詠
あ
り
。
今
の

反
歌
の
作
な
り
」
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
が
﹁
出

雲
国
」
に
到
っ
て
初
め
て
﹁
三
十
一
字
の
詠
」、
つ
ま
り
﹁
反

歌
︵
＝
短
歌
︶」
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
、﹁
天
神
の

孫
」
や
﹁
海
童
の
娘
」
な
ど
も
み
な
﹁
情
︵
＝
心
︶」
を
通
じ

さ
せ
る
た
め
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
醍
醐
天
皇
の
治
世
は
先
代
の
宇
多
天
皇
の
﹁
寛
平
の

治
」
に
続
い
て
﹁
延
喜
の
治
」
と
呼
ば
れ
た
治
世
で
あ
っ
た
。

﹃
日
本
三
大
実
録
﹄
な
ど
の
歴
史
書
︵
六
国
史
の
最
後
の
書
︶

の
編
纂
・
完
成
や
﹃
延
喜
格
式
﹄
な
ど
の
法
律
儀
式
書
の
編

纂
に
加
え
て
延
喜
五
年
に
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
﹃
古
今
和
歌

集
﹄
が
撰
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
動
き
が

い
わ
ゆ
る
﹁
国
風
文
化
」
を
形
作
る
動
力
と
も
な
っ
た
。
そ

こ
に
お
い
て
こ
の
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
が
極
め
て
重
要
な
位
置

と
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
本

﹁
日
本
の
身
心
変
容
技
法
」
の
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も

っ
と
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
の
再
発
見
・

再
発
現
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
強
調
し
て
お
き
た

い
点
で
あ
る
。

中
古
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
再
出
現
。
そ
こ
で
の
﹁
和
歌

創
始
神
」
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
。
こ
れ
が
﹃
古
今
和

歌
集
﹄
が
達
成
し
た
﹁
身
心
変
容
技
法
」
の
文
化
価
値
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
が
後
鳥
羽
院
の
院
宣
に
よ
る
八
代
集
最
後
の

和
歌
集
の
﹃
新
古
今
和
歌
集
﹄
で
は
次
の
よ
う
に
継
承
さ
れ

て
い
る
。﹃
新
古
今
和
歌
集
﹄
仮
名
序
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

や
ま
と
う
た
は
、
昔
あ
め
つ
ち
開
け
は
じ
め
て
、
人
の

し
わ
ざ
い
ま
だ
定
ま
ら
ざ
り
し
時
、
葦
原
中
国
の
言
の
葉

と
し
て
、
稲
田
姫
素
鵞
の
里
よ
り
ぞ
つ
た
は
り
け
る
。
し

か
あ
り
し
よ
り
こ
の
か
た
、
そ
の
道
さ
か
り
に
興
り
、
そ

の
流
れ
い
ま
に
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
し
て
、
色
に
ふ
け
り
、
心

を
の
ぶ
る
な
か
だ
ち
と
し
、
世
を
お
さ
め
、
民
を
や
は
ら

ぐ
る
道
と
せ
り
。 

か
ゝ
り
け
れ
ば
、
代
ゝ
の
み
か
ど
も
こ

れ
を
捨
て
た
ま
は
ず
、
え
ら
び
を
か
れ
た
る
集
ど
も
、
家
〃

の
も
て
あ
そ
び
も
の
と
し
て
、
言
葉
の
花
の
こ
れ
る
木
の

も
と
か
た
く
、
思
ひ
の
露
も
れ
た
る
草
が
く
れ
も
あ
る
べ

か
ら
ず
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
伊
勢
の
海
き
よ
き
渚
の
玉

は
、
ひ
ろ
ふ
と
も
尽
く
る
こ
と
な
く
、
泉
の
杣
し
げ
き
宮

木
は
、
ひ
く
と
も
絶
ゆ
べ
か
ら
ず
。
も
の
み
な
か
く
の
ご

と
し
。
う
た
の
道
ま
た
お
な
じ
か
る
べ
し
。

こ
こ
で
は
、
冒
頭
で
ス
サ
ノ
ヲ
の
事
績
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

﹁
や
ま
と
う
た
」
は
こ
の
﹁
葦
原
中
国
の
言
の
葉
と
し
て
、
稲

田
姫
素
鵞
の
里
よ
り
ぞ
つ
た
は
り
け
る
」
と
記
さ
れ
る
の
だ
。

ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
︵﹁
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
と
も
い
う
︶
と
ス
サ
ノ

ヲ
の
里
か
ら
伝
わ
っ
た
ワ
ザ
で
あ
る
と
。

そ
れ
が
真
名
序
で
は
こ
う
な
る
。

夫
和
歌
者
、
群
徳
之
祖
、
百
福
之
宗
也
。
玄
象
天
成
、
五

際
六
情
之
義
未
著
、
素
鵞
地
静
、
三
十
一
字
之
詠
甫
興
。

爾
来
源
流
寔
繁
、
長
短
雖
異
、
或
抒
下
情
而
達
聞
、
或
宣

上
徳
而
致
化
、
或
属
遊
宴
而
書
懐
、
或
採
艶
色
而
寄
言
。

誠
是
理
世
撫
民
之
鴻
徽
、
賞
心
楽
事
之
亀
鑑
者
也
。
是
以

　
聖
代
明
時
、
集
而
録
之
。
各
窮
精
微
、
何
以
漏
脱
。
然

猶
崑
嶺
之
玉
、
採
之
有
余
。
鄧
林
之
材
、
伐
之
無
尽
。
物

既
如
此
、
歌
亦
宜
然
。

夫
れ
和
歌
は
、
群
徳
の
祖
、
百
福
の
宗
な
り
。
玄
象
天
成

な
り
、
五
際
六
情
の
義
未
だ
著
れ
ず
、
素
鵞
の
地
静
か
に
、

三
十
一
字
の
詠
甫
め
て
興
る
。
爾
来
源
流
寔
に
繁
く
、
長

短
異
な
り
と
雖
も
、
或
は
下
情
を
抒
べ
て
聞
に
達
し
、
或

は
上
徳
を
宣
べ
て
化
を
致
し
、
或
は
遊
宴
に
属
り
て
懐
を

書
し
、
或
は
艶
色
を
採
り
て
言
を
寄
す
。
誠
に
是
理
世
撫

民
の
鴻
徽
、
賞
心
楽
事
の
亀
鑑
な
る
者
な
り
。
是
を
以
て

聖
代
の
明
時
、
集
め
て
之
を
録
す
。
各
精
微
を
窮
む
、
何

を
以
て
か
漏
脱
せ
む
。
然
れ
ど
も
猶
崑
嶺
の
玉
、
之
を
採
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れ
ど
も
余
り
有
り
。
鄧
林
の
材
、
之
を
伐
れ
ど
も
尽
く
る

こ
と
無
し
。
物
既
に
此
の
如
し
、
歌
も
亦
宜
し
く
然
る
べ

し
。

﹁
和
歌
は
、
群
徳
の
祖
、
百
福
の
宗
」
で
、﹁
素
鵞
の
地
静

か
に
、
三
十
一
字
の
詠
甫
め
て
興
る
」
と
い
う
の
だ
。
こ
ち

ら
も
真
名
序
の
方
が
端
的
に
和
歌
の
功
徳
を
表
現
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
和
歌
︵
＝
短
歌
︶
が
﹁
百
福
の
宗
」
の
功

徳
を
持
っ
て
い
て
、﹁
素
鵞
の
地
静
か
に
、
三
十
一
字
の
詠
」

が
詠
ま
れ
て
和
歌
が
始
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、﹁
地
静
か
に
」
と
い
う
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
と

い
う
の
も
、
こ
れ
が
始
ま
る
前
は
こ
の
﹁
地
」
は
狂
乱
凄
絶

の
地
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
八
俣
大
蛇
の
仕

業
で
、
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
は
今
に
も
食
い
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
を
ス
サ
ノ
ヲ
が
救
い
、
初
め
て
そ
の
﹁
地
」

が
﹁
静
か
に
」
な
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
荒
ぶ
る
﹁
心
」
も
﹁
静

か
に
」
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
時
、
歌
が
生
ま
れ
、
詠
ま
れ

た
。詠

歌
の
鎮
静
作
用
を
﹃
新
古
今
和
歌
集
﹄
真
名
序
は
﹁
静

か
に
」
主
張
し
て
い
る
。﹃
新
古
今
和
歌
集
﹄
の
撰
者
は
源
通

具
、
六
条
有
家
、
藤
原
定
家
、
藤
原
家
隆
、
飛
鳥
井
雅
経
、
寂

蓮
の
六
名
で
あ
る
。
寂
蓮
は
建
仁
元
年
︵
一
二
〇
一
︶
に
後
鳥

羽
院
の
命
を
受
け
た
翌
年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
寂
蓮
を
除

く
五
名
と
後
鳥
羽
院
自
身
が
実
質
的
な
撰
者
と
な
っ
た
。

さ
て
こ
こ
で
、
別
の
観
点
か
ら
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
撰
以
降

の
ス
サ
ノ
ヲ
の
﹁
変
容
」
を
考
え
て
み
る
。
第
一
に
、
第
六

十
二
代
村
上
天
皇
の
治
世
︵
在
位
九
四
六
―九
六
七
︶
に
出
雲

国
の
式
内
社
日
御
碕
神
社
︵﹃
延
喜
式
﹄
で
は
﹁
御
崎
神
社
」︶

に
素
戔
嗚
尊
が
祀
ら
れ
、
そ
れ
が
素
戔
嗚
流
神
道
の
起
こ
り

だ
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
出
雲
大
社
の
祭
神

が
十
一
世
紀
以
降
に
大
国
主
神
か
ら
素
戔
嗚
尊
に
変
わ
っ
た

こ
と
。
そ
し
て
、
十
三
世
紀
に
成
っ
た
﹃
古
今
集
序
聞
書
三

流
抄
﹄
に
は
﹁
素
戔
嗚
尊
ハ
出
雲
ノ
大
明
神
也
。
金
神
也
」

と
記
さ
れ
、
十
四
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た
﹃
太
平
記
﹄
巻

第
二
十
五
に
は
﹁
素
戔
嗚
尊
は
、
出
雲
の
大
社
に
て
御
座
す
。

此
尊
、
草
木
を
枯
し
、
禽
獣
の
命
を
失
ひ
、
諸
荒
く
坐
せ
し

間
、
出
雲
の
国
へ
流
し
奉
る
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

特
に
﹃
太
平
記
﹄
巻
第
二
十
五
で
は
、
日
野
前
大
納
言
資

明
卿
が
平
野
神
社
の
神
主
で
神
祇
大
副
卜
部
兼
員
を
呼
ん
で
、

長
々
と
三
種
の
神
器
論
を
巡
っ
て
﹃
日
本
書
紀
﹄
の
解
釈
を

述
べ
る
や
り
取
り
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
卜
部
兼

員
は
次
の
よ
う
に
ス
サ
ノ
ヲ
の
八
俣
大
蛇
退
治
の
場
面
を
物

語
る
の
で
あ
る
。

電
の
光
に
是
を
見
れ
ば
、
八
の
頭
に
各
二
の
角
有
て
、
あ

は
い
に
松
栢
生
茂
た
り
。
十
八
の
眼
は
、
日
月
の
光
に
不

異
、
喉
の
下
な
る
鱗
は
、
夕
日
を
浸
せ
る
大
洋
の
波
に
不

異
。
暫
は
槽
の
底
な
る
稲
田
姫
の
影
を
望
見
て
、
生
牲
爰

に
有
と
や
思
け
ん
、
八
千
石
湛
へ
た
る
酒
を
少
し
も
不
残

飲
尽
す
。
尽
ぬ
れ
ば
余
所
よ
り
筧
を
懸
て
、
数
万
石
の
酒

を
ぞ
呑
せ
た
る
。
大
蛇
忽
に
飲
酔
て
惘ほ

れ

然ぼ
れ

と
し
て
ぞ
臥
た

り
け
る
。
此
時
に
尊
剣
を
抜
て
、
大
蛇
を
寸
々
に
切
給
ふ
。

至
尾
剣
の
刃
少
し
折
て
切
れ
ず
。
尊
怪
み
て
剣
を
取
直
し
、

尾
を
立
様
に
割
て
見
玉
へ
ば
、
尾
の
中
に
一
の
剣
あ
り
。

此
所
謂
天
叢
雲
剣
也
。
尊
是
を
取
て
天
照
太
神
に
奉
り
玉

ふ
。﹁
是
は
初
当
我
高
天
原
よ
り
落
し
た
り
し
剣
也
」
と
悦

玉
ふ
。
其
後
尊
出
雲
国
に
宮
作
し
玉
て
、
稲
田
姫
を
妻
と

し
玉
ふ
。

八
雲
立
出
雲
八
重
垣
妻
籠
に
や
へ
垣
造
る
其
や
へ
垣
を

是
三
十
一
字
に
定
た
る
歌
の
始
也
。

﹃
日
本
書
紀
﹄
の
伝
承
に
依
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
独
自
の
解

釈
が
付
け
加
わ
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
ア
マ
テ
ラ
ス
に
献
上
し
た

﹁
天

あ
ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

叢
雲
剣
」︵
草
薙
剣
の
正
称
︶
が
実
は
ア
マ
テ
ラ
ス
自
身

が
高
天
原
か
ら
落
と
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
、
続
い
て
、﹁
八
雲

立
つ
」
の
三
十
一
字
が
詠
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

安
徳
天
皇
が
壇
ノ
浦
で
二
位
の
尼
︵
平
時
子
︶
に
抱
か
れ

て
入
水
し
た
際
に
、
三
種
の
神
器
も
水
没
し
、
草
薙
剣
は
つ

い
に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
武
士
団
の
登
場
と

政
権
確
立
の
現
実
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ

れ
物
語
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
、
詠
歌
の
始
ま
り
と
と
も
に
ス

サ
ノ
ヲ
の
剣
の
物
語
す
な
わ
ち
草
薙
剣
の
発
見
の
物
語
が
拡

大
解
釈
さ
れ
て
物
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
荒
ぶ

る
ス
サ
ノ
ヲ
が
乱
世
の
荒
神
的
神
格
と
し
て
再
浮
上
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

日
御
碕
神
社
に
は
、
現
在
、
天
照
大
御
神
を
祀
る
下
の
本

社
︵
日ひ
し
ず
み
の
み
や

沈
宮
︶
と
そ
の
弟
神
の
素
戔
嗚
尊
を
祀
る
上
の
本
社

︵
神
宮
︶
の
二
社
が
あ
る
。
日
御
碕
神
社
の
由
緒
で
は
、
天
暦

二
年
︵
九
四
八
︶
に
村
上
天
皇
か
ら
同
社
宮
司
の
小
野
高
光

に
勅
命
が
下
っ
て
﹁
日
鎮
宮
」︵
下
の
本
社
＝
日
沈
宮
︶
が
造

ら
れ
た
と
さ
れ
、
こ
の
時
に
現
在
の
よ
う
な
上
下
の
本
社
の

造
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
神
宮
寺
も
造
ら
れ
、﹁
天

一
山
」
の
山
号
を
持
つ
真
言
宗
の
寺
院
と
な
り
、
釈
迦
牟
尼

仏
を
本
尊
と
し
た
と
い
う
。

問
題
は
、
こ
れ
が
天
暦
二
年
の
こ
と
で
、
村
上
天
皇
の
勅

命
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
村
上

天
皇
の
治
世
に
申
楽
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
世
阿
弥

が
﹃
風
姿
花
伝
﹄
第
四
神
儀
云
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
か
ら
だ
。

平
の
城
に
し
て
は
、
村
上
天
皇
の
御
宇
に
、
昔
の
上
宮
太

子
の
御
筆
の
申
楽
延
年
の
記
を
叡
覧
あ
る
に
、
先
づ
、
神

代
、
仏
在
所
の
始
ま
り
、
月
氏
・
震
旦
・
日
域
に
伝
わ
る

狂
言
綺
語
を
も
て
、
讃
仏
転
法
輪
の
因
縁
を
守
り
、
魔
縁

を
退
け
て
、
福
祐
を
招
く
、
申
楽
舞
を
奏
す
れ
ば
、
国
穏
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か
に
、
民
静
か
に
、
寿
命
長
遠
な
り
と
、
太
子
の
御
筆
あ

ら
た
な
る
に
よ
り
て
、
村
上
天
皇
、
申
楽
を
も
て
天
下
の

御
祈
禱
た
る
べ
し
と
て
、
そ
の
比
、
か
の
河
勝
、
こ
の
申

楽
の
芸
を
伝
ふ
る
遠
孫
、
秦
氏
安
な
り
。
六
十
六
番
の
申

楽
を
紫
宸
殿
に
て
仕
る
。
そ
の
比
、
紀
権
守
と
申
す
人
、
才

智
の
人
な
り
け
り
。
こ
れ
は
、
か
の
氏
安
が
娘
婿
な
り
。
こ

れ
を
も
相
伴
ひ
て
、
申
楽
を
す
。

世
阿
弥
は
、
村
上
天
皇
の
代
に
申
楽
を
﹁
天
下
の
御
祈
禱
」

と
し
て
秦
河
勝
の
﹁
遠
孫
」
の
秦
氏
安
が
六
十
六
番
の
申
楽

を
紫
宸
殿
で
上
演
奉
仕
し
た
と
記
す
の
だ
。
そ
れ
は
、﹁
魔

縁
」
を
退
け
、﹁
福
祐
」
を
招
き
、﹁
国
穏
か
に
、
民
静
か
に
、

寿
命
長
遠
」
を
祈
る
﹁
天
下
の
御
祈
禱
」
で
、
世
の
平
安
を

保
ち
導
く
た
め
に
上
演
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
村
上
天
皇
の
治
世
は
﹁
延
喜
天
暦
の
治
世
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
﹁
国
風
文
化
」
が
栄
え
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の

時
代
に
、
出
雲
の
岬
の
突
端
に
あ
る
日
御
碕
神
社
に
素
戔
嗚

尊
を
祀
る
﹁
日
鎮
宮
」
を
造
営
す
る
﹁
勅
命
」
が
下
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
村
上
天
皇
は
天
暦
五
年
︵
九
五
一
︶

に
﹃
後
撰
集
﹄
編
纂
を
命
じ
、
ま
た
天
徳
四
年
︵
九
六
〇
︶

に
は
内
裏
歌
合
を
催
し
た
歌
人
と
し
て
も
優
れ
、
歌
壇
庇
護

者
で
も
あ
っ
た
天
皇
で
あ
る
。﹃
古
今
和
歌
集
﹄
を
よ
く
諳
ん

じ
琴
や
琵
琶
に
優
れ
神
楽
や
舞
楽
や
管
弦
に
通
暁
し
て
い
た

の
で
、
素
戔
嗚
尊
が
和
歌
の
創
始
者
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が

﹃
古
今
和
歌
集
﹄
仮
名
序
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
ん
じ
、

そ
れ
が
素
戔
嗚
尊
を
祀
る
﹁
日
鎮
宮
」
を
創
建
し
た
、
あ
る

い
は
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
が
出
雲
大
社
の

主
祭
神
が
古
代
の
大
国
主
神
か
ら
素
戔
嗚
尊
に
変
じ
る
要
因

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
安
時
代
中
期
に
は
出
雲
大
社
の
祭

神
は
大
国
主
神
か
ら
素
戔
嗚
尊
に
交
替
し
た
。
そ
し
て
そ
の

前
に
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
に
お
け
る
和
歌
の
創
始
神
と
し
て
の

ス
サ
ノ
ヲ
の
顕
彰
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
中
世
以
降
の

歌
学
勃
興
に
由
来
す
る
﹁
素
戔
嗚
神
道
」
の
形
成
を
促
し
た
。

そ
の
﹁
素
戔
嗚
神
道
」
の
形
成
に
は
﹁
神
宮
寺
」
の
真
言
宗

の
僧
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
。

世
阿
弥
作
と
さ
れ
る
﹁
草
紙
洗
小
町
」
に
は
、
最
後
に
、

﹁
大
和
歌
の
起
り
は
、
あ
ら
か
ね
の
土
に
し
て
、
素
戔
嗚
の
尊

の
守
り
給
へ
る
神
国
な
れ
ば
、
花
の
都
の
春
も
長の

ど
か閑
に
、
花

の
都
の
春
も
長
閑
に
、
和
歌
の
道
こ
そ
め
で
た
け
れ
」
と
謡

わ
れ
る
。

ま
た
、
世
阿
弥
作
﹁
高
砂
」
に
は
、﹁
然
る
に
、
長
能
が
言

葉
に
も
、
有
情
非
情
の
そ
の
声
み
な
歌
に
も
る
ゝ
事
な
し
、
草

木
土
砂
、
風
声
水
音
ま
で
万
物
を
こ
も
る
心
あ
り
、
春
の
林

の
、
東
風
に
動
き
秋
の
虫
の
、
北
露
に
鳴
く
も
み
な
、
和
歌

の
姿
な
ら
ず
や
」
と
謡
わ
れ
る
。
世
阿
弥
は
、
中
古
三
十
六

歌
仙
の
一
人
で
﹃
拾
遺
和
歌
集
﹄
以
下
の
勅
撰
和
歌
集
に
五

十
一
首
が
入
集
し
て
い
る
藤
原
長
能
︵
九
四
九
―一
〇
〇
九
︶

の
言
葉
を
引
い
て
、﹁
い
の
ち
あ
る
も
の
も
な
き
も
の
も
す
べ

て
森
羅
万
象
が
発
す
る
声
は
み
な
和
歌
の
数
に
入
ら
な
い
も

の
は
な
い
。
草
木
も
土
砂
も
風
の
声
も
水
の
音
も
み
な
万
物

に
深
い
心
が
籠
っ
て
い
る
。
春
に
な
っ
て
東
風
が
吹
き
万
物

が
蠢
く
の
も
秋
に
な
っ
て
霜
が
降
り
て
虫
が
鳴
く
の
も
み
な

和
歌
の
姿
で
あ
る
」
と
い
う
和
歌
観
が
展
開
す
る
が
、
そ
こ

で
は
和
歌
神
は
住
の
江
︵
住
吉
大
社
︶
の
住
吉
明
神
と
さ
れ
て

い
る
。﹁
惣
じ
て
当
社
︵
引
用
者
注
︱
高
砂
神
社
︶
と
住
吉
と

は
、
一
体
分
身
の
御
神
に
て
、
和
歌
の
道
栄
行
く
こ
と
も
、
又

男
女
夫
婦
の
末
栄
え
め
で
た
き
こ
と
も
、
ひ
と
へ
に
両
神
の

御
神
徳
な
る
と
申
す
」
と
あ
る
。

世
阿
弥
は
﹃
風
姿
花
伝
﹄
で
﹁
魔
縁
を
退
け
て
、
福
祐
を

招
く
、
申
楽
舞
を
奏
す
れ
ば
、
国
穏
か
に
、
民
静
か
に
、
寿

命
長
遠
」
と
述
べ
、﹁
高
砂
」
の
最
後
を
、﹁
悪
魔
を
払
ひ
、
収

む
る
手
に
は
、
寿
福
を
抱
き
、
千
秋
楽
は
民
を
撫
で
、
万
歳

楽
に
は
命
を
延
ぶ
。
相
生
の
松
風
颯さ

つ

颯さ
つ

の
声
ぞ
楽
し
む
颯
颯

の
声
ぞ
楽
し
む
」
と
謡
い
結
ぶ
。

世
阿
弥
は
﹁
申
楽
」
が
﹁
寿
命
長
遠
」﹁
寿
福
」﹁
福
祐
」

を
招
く
﹁
身
心
変
容
技
法
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
そ

の
根
底
に
は
言
霊
の
幸
は
う
﹁
和
歌
の
道
」
が
し
っ
か
り
と

息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

5
「
身
心
変
容
技
法
」と
し
て
の
剣
と
修

験
道
と
武
道

わ
た
し
は
能
︵
申
楽
︶
を
﹁
平
時
の
修
験
道
」
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
そ
の
修
験
道
は
山
伏
神
楽
に
も
武
道
に
も
多
大

な
影
響
を
与
え
、
剣
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ザ
を
発
達
さ

せ
た
。

わ
た
し
の
住
む
京
都
市
左
京
区
一
乗
寺
に
は
、
東
山
三
十

六
峰
第
八
峰
の
瓜
生
山
山
頂
付
近
に
狸
谷
山
不
動
院
と
い
う

﹁
真
言
宗
修
験
道
」
を
標
榜
す
る
寺
院
が
あ
る
。
そ
こ
に
宮
本

武
蔵
︵
一
五
八
四
―一
六
四
五
︶
が
修
行
し
た
と
言
わ
れ
る
滝

が
あ
り
、
そ
こ
で
武
蔵
は
﹁
吾
は
神
仏
を
尊
ぶ
が
、
神
仏
に

恃
む
こ
と
は
し
な
い
」
と
い
う
悟
り
を
得
た
と
宣
伝
さ
れ
て

い
る
が
、
史
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

宮
本
武
蔵
は
寛
永
二
十
年
︵
一
六
四
三
︶
金
峰
山
に
あ
る
霊れ

い

巌が
ん

洞ど
う

で
﹃
五
輪
書
﹄
の
執
筆
を
始
め
た
と
い
う
が
、
た
だ
し

そ
の
﹃
五
輪
書
﹄
に
は
﹁
廿
一
歳
に
し
て
都
へ
上
り
、
天
下

の
兵
法
者
に
あ
ひ
、
数
度
の
勝
負
を
け
つ
す
と
い
へ
ど
も
、
勝

利
を
得
ざ
る
と
い
ふ
事
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

宮
本
武
蔵
の
養
子
の
宮
本
伊
織
が
著
し
た
﹃
小
倉
碑
文
﹄
で

は
、
宮
本
武
蔵
﹁
扶
桑
第
一
之
兵
術
」
の
吉
岡
清
十
郎
と
洛

外
蓮
台
野
で
戦
い
、
そ
れ
に
武
蔵
は
木
刀
の
一
撃
で
清
十
郎

を
撃
ち
破
り
、
の
ち
に
吉
岡
伝
七
郎
と
洛
外
で
戦
い
、
こ
れ

ま
た
伝
七
郎
を
撃
ち
倒
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
、
足

利
義
昭
の
下
で
吉
岡
一
門
と
試
合
し
、
そ
れ
に
も
勝
利
を
修

め
た
の
で
、
武
蔵
は
﹁
日
下
無
双
兵
法
術
者
」
の
号
を
賜
わ
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っ
た
が
、
吉
岡
一
門
は
滅
び
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
宮
本
武
蔵
が
修
験
道
の
修
行
の
霊
地
道
場
で

あ
っ
た
金
峰
山
の
霊
巌
洞
に
お
い
て
、
地
巻
・
水
巻
・
火
巻
・

風
巻
・
空
巻
の
五
巻
構
成
を
持
つ
﹃
五
輪
書
﹄
を
執
筆
し
た
。

場
所
の
力
と
記
憶
を
宮
本
武
蔵
も
最
大
限
に
活
用
し
た
と
い

え
る
。

﹃
五
輪
書
﹄
水
の
巻
に
は
、﹁
兵
法
二
天
一
流
の
心
、
水
を

本
と
し
て
、
利
方
の
法
を
お
こ
な
ふ
に
よ
つ
て
水
の
巻
と
し

て
、
一
流
の
太
刀
筋
、
此
書
に
書
顕
は
す
も
の
也
」
と
あ
る
。

﹁
水
」
を
手
本
を
す
る
。
水
は
器
に
よ
っ
て
形
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
、
場
や
関
係
に
よ
っ
て
﹁
臨
機
応
変
」
に
姿

を
変
え
よ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、﹁
目
の
付
け
や
う
は
大
き
に
広
く
付
く
る
目
也
。
観

見
二
つ
の
事
、
観
の
目
つ
よ
く
、
見
の
目
よ
は
く
、
遠
き
所

を
近
く
見
、
ち
か
き
所
を
遠
く
見
る
事
、
兵
法
の
専
也
。
敵

の
太
刀
を
し
り
、
聊
か
も
敵
の
太
刀
を
見
ず
と
い
ふ
事
、
兵

法
の
大
事
也
。
工
夫
有
る
べ
し
。
此
眼
付
、
ち
い
さ
き
兵
法

に
も
、
大
き
な
る
兵
法
に
も
同
じ
事
也
。
目
の
玉
う
ご
か
ず

し
て
両
わ
き
を
見
る
事
肝
要
也
。
か
や
う
の
事
、
い
そ
が
し

き
時
、
俄
に
は
わ
き
ま
へ
が
た
し
。
此
書
付
を
覚
へ
、
常
住

此
目
付
に
な
り
て
、
何
事
に
も
目
付
の
か
わ
ら
ざ
る
所
、
能
々

吟
味
あ
る
べ
き
も
の
也
」
と
記
す
。

目
の
つ
け
よ
う
に
も
二
種
が
あ
る
と
い
う
。﹁
見
」
の
目
付

け
と
﹁
観
の
目
付
け
」。
こ
の
内
、﹁
観
」
が
強
い
目
で
、﹁
見
」

は
そ
れ
に
比
べ
て
弱
い
。
要
す
る
に
、
全
体
を
見
る
こ
と
。
遠

い
と
こ
ろ
を
近
く
に
見
、
近
い
と
こ
ろ
を
遠
く
に
見
る
。
目

の
玉
を
動
か
さ
ず
し
て
両
脇
を
見
る
こ
と
。
こ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
勝
負
に
負
け
る
。

ま
た
、﹁
有
構
無
構
と
い
ふ
は
、
元
来
太
刀
を
か
ま
ゆ
る
と

い
ふ
事
あ
る
べ
き
事
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
共
、
五
方
に
置
く
事

あ
れ
ば
か
ま
へ
と
も
な
る
べ
し
」
と
も
い
う
。﹁
構か

ま
えは
あ
り
て

構
は
な
き
と
い
ふ
利
也
」
の
心
が
﹁
兵
法
」
の
極
意
で
あ
る

と
い
う
の
だ
。

宮
本
武
蔵
最
晩
年
の
自
誓
の
言
葉
と
さ
れ
る
﹁
独
行
道
」

の
二
十
一
个
条
の
自
誓
訓
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
世
々
の
道
を
背
く
事
な
し

一
、
身
に
楽
し
み
を
巧
ま
ず

一
、
万よ

ろ
づ
に
依え

怙こ

の
心
な
し

一
、
身
を
浅
く
思
ひ
世
を
深
く
思
ふ

一
、
一
生
の
間
欲
心
思
は
ず

一
、
我
事
に
於
て
後
悔
を
せ
ず

一
、
善
悪
に
他
を
妬
む
心
な
し

一
、
い
づ
れ
の
道
に
も
別
れ
を
悲
し
ま
ず

一
、
自
他
共
に
恨
み
託か

こ

つ
心
な
し

一
、
恋
慕
の
道
思
ひ
寄
る
心
な
し

一
、
物
毎
に
数
奇
好
む
事
な
し

八大神社
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一
、
私
宅
に
於
て
望
む
心
な
し

一
、
身
ひ
と
つ
に
美
食
を
好
ま
ず

一
、
末
々
代
物
な
る
古
き
道
具
所
持
せ
ず

一
、
わ
が
身
に
至
り
物
忌
み
す
る
事
な
し

一
、
兵
具
は
各
別
余
の
道
具
た
し
な
ま
ず

一
、
道
に
於
て
は
死
を
厭
は
ず
思
ふ

一
、
老
身
に
財
宝
所
領
用
ゆ
る
心
な
し

一
、
仏
神
は
貴
し
仏
神
を
恃
ま
ず

一
、
身
を
捨
て
も
名
利
は
捨
て
ず

一
、
常
に
兵
法
の
道
を
離
れ
ず

戦
国
・
戦
乱
の
世
を
生
き
抜
い
た
宮
本
武
蔵
に
幻
想
も
神

秘
主
義
も
な
い
。
こ
こ
で
宮
本
武
蔵
は
戦
国
の
世
を
生
き
抜

い
て
き
た
兵
法
家
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
貫
い
て
い
る
。﹁
世
々
の

道
」
に
背
か
ず
、
自
己
の
快
楽
に
耽
ら
ず
、
恨
み
・
辛
み
・

妬
み
・
悔
い
・
望
み
︵
欲
︶・
財
を
持
た
ず
、
形
式
ば
る
こ
と

な
く
、
坦
々
と
わ
が
身
を
律
し
、
何
も
の
に
も
依
存
せ
ず
、
し

か
し
矜
持
と
自
負
を
忘
れ
ず
、
い
つ
も
兵
法
家
と
し
て
の
修

行
を
怠
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
骨
太
の
兵
法
家
の
リ
ア
リ
ズ

ム
と
倫
理
を
示
し
て
い
る
。
魚
住
孝
至
は
﹃
宮
本
武
蔵
︱

﹁
兵
法
の
道
」
を
生
き
る
﹄︵
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
八
年
︶
の
中

で
、﹁﹃
独
行
道
﹄
と
い
う
語
は
、
他
に
頼
る
こ
と
な
く
、
独

立
不
羈
の
精
神
を
貫
い
て
生
き
、
兵
法
の
道
を
極
め
て
﹃
万

事
に
お
ゐ
て
我
に
師
匠
な
し
﹄
と
言
い
切
っ
た
武
蔵
そ
の
人

の
生
き
方
を
何
よ
り
端
的
に
言
い
表
し
て
い
る
表
現
で
あ
る
。

﹃
独
行
道
﹄
は
、
死
を
前
に
し
た
武
蔵
が
、
激
動
の
時
代
を
生

き
て
き
た
自
ら
の
生
涯
を
振
り
返
り
、
書
き
付
け
た
も
の
で

あ
る
。
自
ら
の
生
き
方
と
信
条
を
、
簡
潔
に
淡
々
と
示
す
こ

と
で
、
か
え
っ
て
含
蓄
あ
る
訓
え
に
な
っ
て
い
る
。
／
武
蔵

は
、
権
力
が
次
々
と
交
替
し
激
動
す
る
社
会
の
中
を
、
誰
に

臣
従
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
節
を
高
く
し
て
独
り
立
ち
、
そ

の
生
涯
を
兵
法
の
道
の
追
求
で
貫
き
、
直
道
を
後
世
に
伝
え

ん
と
し
た
。
こ
の
﹃
独
行
道
﹄
に
よ
っ
て
、
武
蔵
は
六
十
四

年
の
自
ら
の
生
き
て
来
た
道
を
見
事
に
締
め
括
っ
た
の
で
あ

る
」
と
こ
の
書
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
の
﹁
独
行
道
」
の
中
で
、﹁
仏
神
は
貴
し
仏
神
を
恃
ま

ず
」
と
い
う
第
十
九
条
の
言
葉
に
宮
本
武
蔵
の
合
理
主
義
が

あ
る
。
確
か
に
神
仏
は
貴
い
。
し
か
し
神
仏
を
頼
る
ば
か
り

で
精
進
努
力
を
怠
れ
ば
た
ち
ま
ち
に
し
て
勝
負
に
負
け
て
命

を
落
と
す
。
境
地
と
し
て
、
生
死
を
超
え
る
信
と
し
て
の
他

力
本
願
に
意
味
と
力
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
直
ち
に
自
力
修
行

の
果
て
に
あ
る
生
死
を
決
す
る
勝
負
を
左
右
す
る
わ
け
で
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
今
は
神
仏
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

宮
本
武
蔵
の
言
う
﹁
仏
神
は
貴
し
」
は
、﹁
独
行
道
」
第
一

条
の
﹁
世
々
の
道
を
背
く
事
な
し
」
の
﹁
世
々
の
道
」
の
尊

重
と
通
じ
る
。
ま
た
﹁
い
づ
れ
の
道
に
も
別
れ
を
悲
し
ま
ず
」

と
い
う
執
着
の
捨
象
と
も
通
じ
る
。
宮
本
武
蔵
は
為
政
者
で

も
商
売
人
で
も
な
く
﹁
兵
法
家
」
で
あ
る
。﹁
独
行
道
」
は
そ

ん
な
﹁
兵
法
家
」
の
リ
ア
ル
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

さ
て
、
宮
本
武
蔵
に
つ
い
て
も
っ
と
も
古
い
伝
記
的
な
記

述
は
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
赤
坂
四
丁
目
の
手
向
山
に

あ
る
宮
本
武
蔵
の
養
子
の
宮
本
伊
織
が
建
て
た
﹁
宮
本
武
蔵

碑
文
」
で
あ
る
。
そ
の
﹁
小
倉
碑
文
」
に
は
、﹁
天
仰
、
實
相
、

圓
満
、
兵
法
、
逝
去
、
不
絶
」
の
語
が
冠
頭
に
置
か
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
世
界
に
は
天
地
を
貫
く
﹁
實
相
圓
満

の
兵
法
」
が
存
在
し
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
考
え
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
﹁
碑
文
」
本
文
の
書
き
出

し
は
、﹁
臨
機
応
変
は
良
将
の
達
道
な
り
。
武
を
講
じ
兵
を
習

ふ
は
軍
旅
の
用
事
な
り
。
心
を
文
武
の
門
に
游
ば
せ
、
手
を

兵
術
の
場
に
舞
は
せ
て
名
誉
を
逞
し
う
す
る
人
は
、
其
れ
誰

そ
や
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
、
そ
れ
こ
そ
が
宮
本
武
蔵
そ
の

人
で
あ
る
と
続
け
て
い
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
に
﹁
臨
機
応
変
」
と
い
う
語
が

書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
武
道
の
極
意
は
﹁
臨
機
応
変
」

に
あ
り
と
い
う
宮
本
武
蔵
の
伝
え
る
武
道
哲
学
が
そ
の
四
文

字
に
明
確
に
現
れ
て
い
る
。﹃
五
輪
書
﹄
水
の
巻
で
﹁
水
」
を

手
本
と
す
る
と
い
う
の
も
、
水
が
器
に
よ
っ
て
形
を
変
え
る

よ
う
に
場
所
や
関
係
に
よ
っ
て
﹁
臨
機
応
変
」
に
姿
を
変
え

よ
と
い
う
武
道
の
心
得
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。﹁
臨
機

応
変
」、
す
な
わ
ち
﹁
機
に
臨
み
変
に
応
ず
」
と
は
、
場
と
風

を
読
み
、
そ
の
風
に
乗
っ
て
、
水
の
よ
う
に
変
幻
自
在
に
そ

の
場
で
適
正
解
の
行
動
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
宮
本
武
蔵
よ
り
一
回
り
年
長
の
柳
生
宗
矩
︵
一
五
七

一
―一
六
四
六
︶
は
、
徳
川
将
軍
家
の
兵
法
指
南
役
と
し
て
武

芸
者
中
最
高
位
に
就
き
、﹁
古
今
無
双
の
達
人
」﹁
刀
術
者
之

鳳
」﹁
父
︵
引
用
者
注
︱
柳
生
石
舟
斎
宗
厳
︶
に
も
勝
れ
る
上

手
」﹁
剣
術
古
今
独
歩
」﹁
剣
術
無
双
」
と
か
と
評
さ
れ
、
唯

一
大
名
に
採
り
立
て
ら
れ
た
兵
法
家
で
あ
る
。
宮
本
武
蔵
も

教
示
を
受
け
た
沢
庵
の
教
え
を
受
け
て
、﹁
剣
禅
一
致
︵
剣
禅

一
如
︶」
を
唱
導
し
た
。
主
著
﹃
兵
法
家
伝
書
﹄
で
柳
生
宗
矩

は
﹁
人
を
こ
ろ
す
刀
は
、
人
を
生
か
す
つ
る
ぎ
な
る
べ
き
」

と
﹁
殺
人
刀
」
か
ら
人
を
活
か
す
﹁
活
人
剣
」
へ
の
転
換
を

説
い
た
。
こ
れ
は
実
際
は
﹁
一
人
の
悪
を
こ
ろ
し
て
万
人
を

い
か
す
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
が
、
兵
法
と
は
戦
い
の
中

か
ら
そ
れ
を
潜
り
抜
け
て
生
存
と
平
安
を
求
め
る
ワ
ザ
で
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
柳
生
宗
矩
は
﹁
人
を
こ
ろ
す

刀
、
却
而
人
を
い
か
す
つ
る
ぎ
也
と
は
、
夫
れ
乱
れ
た
る
世

に
は
、
故
な
き
者
多
く
死
す
る
也
。
乱
れ
た
る
世
を
治
め
む

為
に
、
殺
人
刀
を
用
ゐ
て
、
已
に
治
ま
る
時
は
、
殺
人
刀
即

ち
活
人
剣
な
ら
ず
や
」
と
述
べ
、
乱
世
に
お
け
る
﹁
殺
人
刀
」

か
ら
平
和
時
に
お
け
る
﹁
活
人
剣
」
へ
の
道
筋
を
示
す
。

こ
こ
で
、
徳
川
幕
藩
体
制
に
お
け
る
式
楽
と
し
て
の
能
の

採
用
が
﹁
活
人
剣
」
の
思
想
と
も
通
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。﹁
平
時
に
お
け
る
修
験
道
」
と
し
て
の
能
︵
申

楽
︶
は
、﹁
平
時
に
お
け
る
活
人
剣
」
と
同
様
の
心
と
ワ
ザ
を

持
っ
て
い
た
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
歌
と
剣
を
両
手
の
花
と

し
て
持
つ
ス
サ
ノ
ヲ
の
道
の
変
容
で
も
あ
っ
た
と
。
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宮
本
武
蔵
は
﹃
五
輪
書
﹄
の
地
の
巻
で
、

第
一
に
、
よ
こ
し
ま
に
な
き
事
を
お
も
ふ
所

第
二
に
、
道
の
鍛
錬
す
る
所

第
三
に
、
諸
芸
に
さ
は
る
所

第
四
に
、
諸
職
の
道
を
知
る
事

第
五
に
、
物
毎
の
損
徳
を
わ
き
ま
ゆ
る
事

第
六
に
、
諸
事
目
利
を
仕
覚
ゆ
る
事

第
七
に
、
目
に
見
え
ぬ
所
を
さ
と
つ
て
し
る
事

第
八
に
、
わ
づ
か
な
る
事
に
も
気
を
付
く
る
事

第
九
に
、
役
に
た
ゝ
ぬ
事
を
せ
ざ
る
事

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
兵
法
家
・
修
行
者
の
心
構
え
と

し
て
ご
く
当
た
り
前
の
条
項
で
、
特
異
な
言
説
は
一
つ
も
な

い
。
た
ゆ
ま
ず
悪
心
を
持
た
ず
実
直
に
対
処
し
、
諸
芸
諸
職

の
芸
に
触
れ
て
道
を
究
め
、
損
得
利
害
諸
般
細
か
い
と
こ
ろ

に
ま
で
目
を
配
り
、
無
駄
な
こ
と
、
役
に
立
た
な
い
こ
と
は

し
な
い
と
い
う
、
徹
底
的
な
実
利
主
義
だ
か
ら
だ
。
そ
の
ど

こ
に
も
抽
象
も
装
飾
も
な
い
。
あ
く
ま
で
も
具
象
具
体
の
実

践
道
が
あ
る
の
み
。
律
儀
す
ぎ
る
ほ
ど
律
儀
で
常
識
的
な
訓

示
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、﹃
五
輪
書
﹄
は
ど
こ
ま
で
も
合
理
的
か
つ
実

利
的
で
、
徹
底
し
て
﹁
人
を
斬
る
こ
と
」
と
﹁
勝
つ
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
治
世
に
役
立
つ

政
治
的
管
理
術
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
人
を
斬
る
た
め
に
生

き
死
に
を
か
け
た
勝
負
に
勝
つ
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か

を
即
物
的
に
追
究
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
﹃
五
輪
書
﹄
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
実
の
道
」
で
あ
り
、

﹁
直
ぐ
な
る
所
」
で
あ
る2

。﹁
︱
は
実
の
道
に
あ
ら
ず
」
と
い

う
記
述
は
他
流
の
兵
法
を
批
判
的
に
記
し
た
﹁
風
之
巻
」
に

特
に
多
い
。
宮
本
武
蔵
は
繰
り
返
し
強
調
す
る
、﹁
実
の
道
」

を
踏
み
行
な
え
、﹁
直
ぐ
な
る
所
」
を
見
よ
と
。
自
分
の
心
の

﹁
ゆ
が
み
」
や
﹁
う
た
が
ひ
」
や
﹁
ひ
い
き
」
や
﹁
ひ
ず
み
」

を
排
し
て
、
真
っ
直
ぐ
に
そ
の
も
の
を
見
、
対
し
、﹁
実
の

道
」
を
行
な
え
と
。

そ
こ
に
は
、
い
か
な
る
粉
飾
も
な
い
。
実
利
や
合
理
や
直

道
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
﹁
兵
法
の
直
道
」
は
理
念

で
は
な
く
抽
象
で
も
装
飾
で
も
な
く
愚
直
な
ば
か
り
の
実
利
・

実
践
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
宮
本
武
蔵
の
﹁
実
道
」
修
行
が
、

﹁
独
行
道
」
の
第
十
九
条
の
﹁
仏
神
は
貴
し
仏
神
を
恃
ま
ず
」

と
い
う
仏
神
︵
神
仏
︶
観
に
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

こ
う
し
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
始
ま
る
歌
と
剣
の
道
が
ど
の

よ
う
に
宮
本
武
蔵
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
辿
っ
て
き

た
。
だ
が
そ
れ
以
降
今
日
ま
で
い
か
な
る
形
で
継
承
さ
れ
て

き
た
か
は
次
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り

も
、
わ
た
し
自
身
の
﹁
神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
」
や
﹁
東
山

修
験
道
」
の
活
動
な
い
し
実
践
と
し
て
今
現
在
継
承
練
成
し

つ
つ
あ
る
過
程
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
直
近
の
事
態
に
つ

い
て
は
少
し
間
を
置
い
て
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

6
ま
と
め
に
か
え
て
―「
身
心
変
容
技
法
」

研
究
が
問
い
か
け
る
も
の

﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
は
、﹁
身
体
と
心
の
状
態
を
当
事
者

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
理
想
的
な
状
態
に
切
り

替
え
変
容
・
転
換
さ
せ
る
諸
技
法
︵
ワ
ザ
︶」
を
い
う
。
古
来
、

宗
教
・
芸
術
・
芸
能
・
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
な
ど
の
諸

領
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
技
法
」
が
編
み
出
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
、

実
践
さ
れ
て
き
た
。

本
科
研
﹁
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学

︱
心
と
体
と

モ
ノ
を
つ
な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
」
で
は
、
そ
の
﹁
身
心

変
容
技
法
」
を
文
献
・
思
想
研
究
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
、
臨

床
研
究
、
実
験
研
究
の
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
捉
え

よ
う
と
し
て
き
た
。
研
究
対
象
と
し
て
は
、
祈
り
・
祭
り
・

元
服
・
洗
礼
・
灌
頂
な
ど
の
伝
統
的
宗
教
儀
礼
、
種
々
の
瞑

想
・
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
武
道
・
武
術
・
体
術
な
ど
の
修

行
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
歌
・
合
唱
・
舞
踊
な
ど

の
芸
術
や
芸
能
、
治
療
・
セ
ラ
ピ
ー
・
ケ
ア
、
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
諸
領
域
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
起
源
・
諸
相
・
構

造
・
本
質
・
意
義
・
応
用
性
・
未
来
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
問
い
か
け
た
。
ま
た
身
体
論
や
身
体
技
法
論
、
修
行
論
、

変
性
意
識
状
態
・
神
秘
体
験
︵
宗
教
体
験
︶・
回
心
・
心
直
し

研
究
に
も
論
及
し
て
き
た
。

﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
し
て
も
っ
と
も
一
般
的
な
技
法
は

﹁
調
身
・
調
息
・
調
心
」
と
い
う
言
い
方
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

﹁
呼
吸
法
」
で
あ
る
。
日
本
の
芸
能
や
芸
道
・
武
道
に
お
い
て

は
﹁
重
心
」︵
腹
や
腰
の
入
れ
方
・
あ
り
方
︶
も
重
要
と
な
ろ
う
。

ス
ー
フ
ィ
ー
ダ
ン
ス
の
よ
う
な
回
転
や
ジ
ャ
ン
プ
︵
跳
躍
︶、

足
踏
み
・
首
振
り
な
ど
も
身
心
変
容
技
法
と
し
て
重
要
で
あ

る
。本

科
研
の
﹁
身
心
変
容
技
法
」
研
究
の
最
終
論
文
と
し
て
、

不
十
分
で
は
あ
る
が
、
歌
と
剣
と
い
う
二
つ
の
﹁
身
心
変
容

技
法
＝
ワ
ザ
」
の
起
源
神
話
と
そ
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と

で
、
身
心
変
容
し
て
い
く
超
越
と
変
態
・
変
身
の
ワ
ザ
を
試

論
的
に
考
え
て
み
た
。

﹁
体
は
噓
を
つ
か
な
い
が
、
心
は
噓
を
つ
く
。
そ
し
て
、
魂

︵
霊
性
︶
は
噓
を
つ
け
な
い
」
と
い
う
の
が
﹁
身
心
霊
」
三
層

関
係
に
対
す
る
わ
が
持
論
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
噓
を

つ
き
ご
ま
か
す
こ
と
の
で
き
る
﹁
心
」
に
対
す
る
洞
察
と
方

法
的
対
峙
が
最
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
課
題
に
本
科

研
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
の
比
較
宗
教
学
」
は
四
十
名
近
く

の
意
欲
的
な
研
究
者
と
と
も
に
迫
り
応
え
て
き
た
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
し
た
い
。
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第一部 ❖身心変容技法の光と闇



注1
　﹁
ス
サ
ノ
ヲ
の
到
来
展
」
の
開
催
趣
旨
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。﹁
大
地
を
揺
る
が
し
草
木
を
枯
ら
す
荒
ぶ
る
魂
と
和

歌
の
始
祖
と
し
て
の
繊
細
な
美
意
識
を
兼
ね
も
つ
ス
サ
ノ
ヲ
。

ス
サ
ノ
ヲ
は
地
震
や
雷
、
嵐
と
い
っ
た
破
壊
的
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
表
象
さ
れ
ま
す
が
、
同
時
に
既
存
の
も
の
を
原
点
に
も

ど
し
、
新
し
い
世
界
を
開
く
は
た
ら
き
と
し
て
想
起
さ
れ
ま

す
。
破
壊
と
創
造
、
猛
々
し
さ
と
繊
細
さ
と
い
っ
た
相
反
す

る
性
格
を
合
わ
せ
も
つ
ス
サ
ノ
ヲ
は
漂
泊
の
神
で
も
あ
り
、

日
本
人
の
深
層
に
潜
み
、
そ
の
潜
在
意
識
を
支
配
し
て
い
ま

す
。
と
き
と
し
て
ス
サ
ノ
ヲ
は
天
災
と
し
て
顕

現
し
ま
す
が
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
点
は

芸
術
家
に
霊
感
を
あ
た
え
る
そ
の
力
で
す
。
／

本
展
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
多
面
的
な
性
格
を
探
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
本
人
の
深
層
に
迫
る
も
の
で

す
。
和
歌
の
始
祖
と
し
て
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
は
た

ら
き
を
具
現
す
る
出
口
王
仁
三
郎
と
大
本
歌
祭
、

な
ら
び
に
ス
サ
ノ
ヲ
に
始
ま
る
漂
泊
の
精
神
の

体
現
者
と
し
て
の
西
行
法
師
や
松
尾
芭
蕉
、
円

空
ら
を
通
じ
て
、
う
た
と
さ
す
ら
い
に
よ
り
成

就
さ
れ
る
祈
り
や
表
現
を
探
り
ま
す
。
そ
れ
と

と
も
に
、
異
界
を
探
求
し
た
平
田
篤
胤
の
軌
跡

を
辿
り
、
彼
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
幽
冥
界
を

訪
ね
る
こ
と
に
よ
り
夜
見
国
と
そ
の
統
治
者
と

し
て
の
ス
サ
ノ
ヲ
を
考
察
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

古
層
の
神
と
感
応
し
て
作
品
を
遺
し
た
岡
本
天

明
・
金
井
南
龍
、
ま
た
現
代
作
家
の
作
品
を
一

堂
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
創
造
す
る
感

性
に
ス
サ
ノ
ヲ
に
通
じ
る
自
由
な
精
神
の
発
露

を
見
出
そ
う
す
る
も
の
で
す
」。

2
　﹃
五
輪
書
﹄
に
﹁
実
の
道
」
と
﹁
直
道
」
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
世
の
中
に
、
兵

法
の
道
を
な
ら
ひ
て
も
、
実
の
時
の
役
に
は
た

つ
ま
じ
き
と
お
も
ふ
心
あ
る
べ
し
。
其
儀
に
お

ゐ
て
は
、
何
時
に
て
も
、
役
に
た
つ
や
う
に
稽

古
し
、
万
事
に
至
り
、
役
に
た
つ
や
う
に
お
し

ゆ
る
事
、
是
兵
法
の
実
の
道
也
」﹁
心
の
そ
む
け

ば
、
其
身
は
よ
き
道
と
お
も
ふ
と
も
、
直す
ぐ
な
る

所
よ
り
見
れ
ば
、
実
の
道
に
は
あ
ら
ず
。
実
の

道
を
極
め
ざ
れ
ば
、
少
し
心
の
ゆ
が
み
に
付
け

て
、
後
に
は
大
き
に
ゆ
が
む
も
の
也
」﹁
直
ぐ
な

る
所
を
広
く
見
た
て
ざ
れ
ば
、
兵
法
の
達
者
と

は
成
り
が
た
し
」︵
以
上
、
地
之
巻
︶。﹁
直
通
の

心
、
二
刀
一
流
の
実
の
道
を
う
け
て
、
伝
ゆ
る
所
也
」︵
水

之
巻
︶。﹁
我
実
の
道
を
得
て
敵
に
か
ゝ
り
あ
ふ
時
、
敵
何
ご

と
に
て
も
お
も
ふ
気
ざ
し
を
、
敵
の
せ
ぬ
内
に
見
知
り
て
、

敵
の
う
つ
と
い
ふ
う
つ
の
う
の
字
の
か
し
ら
を
お
さ
へ
て
、

跡
を
さ
せ
ざ
る
心
、
是
枕
を
お
さ
ゆ
る
心
也
」﹁
兵
法
の
直

道
世
に
く
ち
て
、
道
の
す
た
る
も
と
い
也
。
剣
術
実
の
道
に

な
つ
て
、
敵
と
た
ゝ
か
ひ
勝
つ
事
、
此
法
聊
か
替
る
事
有
る

べ
か
ら
ず
。
我
兵
法
の
智
力
を
得
て
、
直
ぐ
な
る
所
を
お
こ

な
ふ
に
お
ゐ
て
は
、
勝
つ
事
う
た
が
い
有
る
べ
か
ら
ざ
る
も

の
也
」︵
火
之
巻
︶。﹁
他
の
流
々
、
芸
に
わ
た
つ
て
、
身
す

ぎ
の
為
に
し
て
、
色
を
か
ざ
り
花
を
さ
か
せ
、
う
り
物
に
こ

し
ら
へ
た
る
に
よ
つ
て
、
実
の
道
に
あ
ら
ざ
る
事
か
」﹁
我

道
を
伝
ふ
る
に
、
誓
紙
・
罰
文
な
ど
と
い
ふ
事
を
好
ま
ず
、

此
道
を
学
ぶ
人
の
智
力
を
う
か
ゞ
ひ
、
直
な
る
道
を
お
し
へ
、

兵
法
の
五
道
・
六
道
の
あ
し
き
所
を
す
て
さ
せ
、
お
の
づ
か

ら
武
士
の
法
の
実
の
道
に
入
り
、
う
た
が
ひ
な
き
心
に
な
す

事
、
我
兵
法
の
お
し
へ
の
道
也
」︵
風
之
巻
︶。﹁
武
士
は
兵

法
の
道
を
慥
に
覚
へ
、
其
外
武
芸
を
能
く
つ
と
め
、
武
士
の

お
こ
な
ふ
道
、
少
し
も
く
ら
か
ら
ず
、
心
の
ま
よ
ふ
所
な
く
、

朝
々
時
々
に
お
こ
た
ら
ず
、
心
意
二
つ
の
心
を
み
が
き
、
観

見
二
つ
の
眼
を
と
ぎ
、
少
し
も
く
も
り
な
く
、
ま
よ
ひ
の
雲

の
晴
れ
た
る
所
こ
そ
、
実
の
空
と
し
る
べ
き
也
。
実
の
道
を

し
ら
ざ
る
間
は
、
仏
法
に
よ
ら
ず
、
世
法
に
よ
ら
ず
、
お
の

れ
〳
〵
は
慥
か
な
る
道
と
お
も
ひ
、
よ
き
事
と
お
も
へ
ど
も
、

心
の
直
道
よ
り
し
て
、
世
の
大
か
ね
に
あ
わ
せ
て
見
る
時
は
、

其
身
〳
〵
の
心
の
ひ
い
き
、
其
目
〳
〵
の
ひ
ず
み
に
よ
つ
て
、

実
の
道
に
は
そ
む
く
物
也
。
其
心
を
し
つ
て
、
直
な
る
所
を

本
と
し
、
実
の
心
を
道
と
し
て
、
兵
法
を
広
く
お
こ
な
ひ
、

た
ゞ
し
く
明
ら
か
に
、
大
き
な
る
所
を
お
も
ひ
と
つ
て
、
空

を
道
と
し
、
道
を
空
と
み
る
所
也
」︵
空
之
巻
︶。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

「乱世」における身心の再生（世直し・心直し）

新たな身心哲学の構築　 臨床への応用法の確立

宗教・思想と、その基盤を成す生態智

人間関係（倫理）
モノ 自然と人間

場所性（聖地・霊場）

思想の解明と比較 現象のメカニズムの解明
魂 死

性 脳

社会的位置づけ ワザから技術へ

社会への還元
（社会実践）

社会現象
未来性

研究成果

研究方法
（学・知）

身心変容の場
（自己実践）

総合・
全体的視点

宇宙性ワザの体系

教育 ケア

身心変容技法

フィールド

文 献

実  験

臨  床

修  業

伝  承

儀  礼 芸  術 生存・生業 治  療 武  術

神秘体験

癒  し

小西賢吾・鎌田東二・鶴岡賀雄・津城寛文ほか作成
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「身心変容技法」としての歌と剣  　「身心変容技法研究」試論－



1
「
闇
」の
自
覚

意
識
変
容
体
験
を
も
た
ら
す
方
法
論
と
し
て
の
身
心
変
容

技
法
に
焦
点
を
当
て
る
本
科
研
の
比
較
宗
教
学
的
研
究
は
、

実
に
興
味
深
い
。
そ
れ
は
各
宗
教
が
も
つ
歴
史
や
文
化
、
さ

ら
に
は
教
義
や
儀
礼
と
い
っ
た
障
壁
を
乗
り
越
え
て
、
宗
教

一
般
の
普
遍
性
に
迫
り
得
る
画
期
的
な
学
際
的
研
究
で
も
あ

る
か
ら
だ
。

そ
の
一
方
で
、
積
極
的
な
人
格
変
容
に
つ
な
が
ら
な
い
身

心
変
容
技
法
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
、
一
種
の
危
険
を
伴

う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
余
人
に
は
な
し
得
な
い
難

行
を
こ
な
し
、
特
殊
な
神
秘
体
験
を
も
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

そ
れ
が
心
理
学
で
い
う
自
我
膨
張
を
引
き
起
こ
し
、
結
果
的

に
当
人
の
人
格
を
歪
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
か

ら
だ
。
仏
教
の
伝
統
は
、
そ
の
よ
う
な
危
険
性
を
増
上
慢
と

し
て
警
告
し
、
真
剣
な
修
行
者
ほ
ど
下
座
行
に
徹
す
る
こ
と

を
求
め
て
き
た
。

身
心
変
容
技
法
が
積
極
的
な
人
格
変
容
体
験
に
帰
結
す
る

た
め
に
は
、
当
事
者
が
自
己
内
面
の
﹁
闇
」
に
深
い
内
省
を

及
ぼ
し
、
鋭
い
懺
悔
の
意
識
が
最
初
の
動
機
づ
け
に
な
っ
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
歴
史
上
の
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

宗
教
者
は
、
必
ず
や
自
己
に
絶
望
す
る
よ
う
な
挫
折
体
験
を

も
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
だ
。
伝
教
大
師
最
澄
は
十
九

歳
で
比
叡
山
に
籠
っ
た
折
に
、
次
の
よ
う
な
﹁
願
文
」
を
し

た
た
め
て
い
る
。

是
に
於
い
て
、
愚
中
の
極
愚
、
狂
中
の
極
狂
、
塵
禿
の
有

情
、
底
下
の
最
澄
、
上
は
諸
仏
に
違
い
、
中
は
皇
法
に
背

き
、
下
は
孝
礼
を
闕
く
。
謹
み
て
迷
狂
の
心
に
随
い
三
二

の
願
を
発
こ
す
。
無
所
得
を
以
て
方
便
と
為
し
、
無
上
第

一
義
の
為
に
金
剛
不
壊
不
退
の
心
願
を
発
こ
す
。

﹁
愚
中
の
極
愚
、
狂
中
の
極
狂
、
塵
禿
の
有
情
、
底
下
の
最

澄
」
と
言
い
切
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
彼
の
心
中
に
い
っ
た

い
何
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
至
誠
の
人
・
最
澄
の
出
発
点

が
あ
っ
た
。
比
叡
山
延
暦
寺
が
後
世
、
僧
兵
の
騒
乱
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
権
力
闘
争
の
場
と
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ

る
が
、
そ
の
一
方
で
は
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
方
を
輩
出
し
、
日

本
仏
教
の
骨
格
を
形
成
し
得
た
の
は
、
そ
の
淵
源
に
最
澄
の

表
裏
な
き
懺
悔
心
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

時
代
は
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、
比
叡
山
二
千
日
回
峰
行
を

や
り
遂
げ
た
酒
井
雄
哉
師
の
場
合
、
若
き
日
に
配
偶
者
を
自

死
に
ま
で
追
い
つ
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
悔
悟
の
念
が
、
あ

の
激
し
い
行
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
内
面
的
﹁
闇
」
へ

の
悔
悟
が
な
い
求
道
心
な
ど
あ
り
得
な
い
の
だ
。

﹁
闇
」
と
は
、
今
生
も
し
く
は
前
世
の
事
象
に
起
因
す
る
否

定
的
記
憶
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
無
意
識
層
に
深
く

埋
没
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
意
識
的
に
自
覚
す
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
。
自
我
意
識
に
よ
っ
て
無
意
識
の
記
憶

を
認
識
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
海
面
に
漂
い
な
が
ら
、
深

海
魚
を
見
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
非
現
実
的
な
こ
と

だ
。弘

法
大
師
空
海
は
、﹁
三
界
の
狂
人
は
狂
せ
る
こ
と
を
知
ら

ず
、 

四
生
の
盲
者
は
盲
な
る
こ
と
を
識
ら
ず
、
生
ま
れ
生
ま

れ
生
ま
れ
生
ま
れ
て
、
生
の
は
じ
め
に
暗
く
、
死
に
死
に
死

に
死
ん
で
、
死
の
終
わ
り
に
冥
し
」︵﹃
秘
蔵
宝
鑰
﹄︶
と
言
っ

た
が
、
こ
の
無
明
長
夜
の
﹁
闇
」
か
ら
抜
け
出
す
の
は
、
蟻

が
蟻
地
獄
か
ら
這
い
出
す
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
稀
有
な
こ
と
で

あ
る
。

「
即
の
体
験
」か
ら「
結
び
の
思
想
」へ

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
の
光
と
闇

町
田
宗
鳳

広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
／
比
較
宗
教
学
・
仏
教
研
究
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し
か
し
幸
か
不
幸
か
、
人
間
に
は
挫
折
体
験
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
愚
か
な
凡
夫
が
﹁
闇
」
を
自
覚
す
る
契
機
と
な
る

の
が
、
実
人
生
に
お
け
る
挫
折
体
験
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
親
し
き
者
と
の
生
別
・
死
別
、
あ
る
い
は
疾
患
や
破
産

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
現
れ
る
の
か
、
個
人
に
よ
っ
て
千

差
万
別
だ
が
、
そ
れ
は
自
己
の
存
在
を
全
否
定
し
た
く
な
る

よ
う
な
強
烈
な
否
定
的
感
情
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、

共
通
し
て
い
る
。

そ
の
全
否
定
へ
の
衝
動
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
深
刻
な
う
つ

病
に
罹
っ
た
り
、
自
殺
願
望
に
陥
っ
た
り
す
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
段
階
で
は
苦
の
原
因
が
ま
だ
自
己
の
外
に
対
象
化
さ
れ
て

い
る
。
他
者
と
の
相
対
的
世
界
に
お
い
て
、
挫
折
を
し
た
自

己
に
絶
望
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
自
己
の
内
面
に

蟠わ
だ
か
まる
黒
漫
々
と
し
た
﹁
闇
」
に
気
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
﹁
死
に
至
る
病
」
と
は
、
死
に
た
く
て

も
死
ね
な
い
ほ
ど
の
絶
望
感
の
こ
と
で
あ
る
が
、
内
省
が
そ

こ
ま
で
深
ま
っ
た
時
、
一
切
の
現
象
が
自
己
の
内
面
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
で
絶
望
の
淵
か
ら

立
ち
上
が
る
勇
気
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
な
ら
、
人
は
現

実
に
否
定
的
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
心
の
内
の

﹁
闇
」
を
焼
尽
し
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
る
は

ず
だ
。
も
う
少
し
平
易
な
表
現
を
す
る
な
ら
、
否
定
的
感
情

に
囚
わ
れ
る
古
い
自
分
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
も
っ
と
自
由
で

快
活
な
自
分
に
生
ま
れ
変
わ
り
た
い
と
い
う
願
望
が
頭
を
も

た
げ
て
く
る
と
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
霊
的
挑
戦
が
始
ま
る
こ

と
に
な
る
。

2
「
闇
」の
投
影

と
こ
ろ
が
、
ど
こ
ま
で
も
弱
く
愚
か
な
人
間
と
い
う
生
き

物
は
、
み
ず
か
ら
の
心
の
内
に
あ
る
﹁
闇
」
を
み
ず
か
ら
の

努
力
に
よ
っ
て
焼
尽
し
よ
う
と
す
る
の
と
は
反
対
に
、
そ
れ

を
外
部
に
投
影
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
大
半
だ
。
悪
は
み
ず

か
ら
の
内
に
認
め
る
よ
り
も
、
己
の
外
に
あ
る
と
す
る
ほ
う

が
は
る
か
に
容
易
だ
か
ら
だ
。

﹁
闇
」
の
対
象
化
、
つ
ま
り
他
者
へ
の
投
影
を
行
っ
て
し
ま

う
と
、
幻
影
に
過
ぎ
な
い
仮
想
敵
に
対
し
て
、
不
要
か
つ
過

剰
な
敵
愾
心
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
悲
し
い
こ
と
だ
が
、
古

今
東
西
の
宗
教
史
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
﹁
闇
」
の
集
団
的
投

影
と
い
う
愚
行
の
繰
り
返
し
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
愚
行
は
、
仮
想
敵
に
対
す
る
﹁
聖
戦
」
と
い

う
大
義
名
分
の
も
と
に
、
大
衆
の
喝
采
を
浴
び
な
が
ら
実
行

に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
場

合
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
撲
滅
の
た
め
の
十
字
軍
の
遠
征
に
始
ま

り
、
異
端
審
問
︵
十
三
世
紀
︶、
魔
女
狩
り
︵
十
五
―十
八
世
紀
︶、

ユ
グ
ノ
ー
戦
争
︵
十
六
世
紀
︶、
イ
ン
カ
帝
国
征
服
︵
十
六
世

紀
︶、
三
十
年
戦
争
︵
十
七
世
紀
︶
を
経
て
、
現
代
に
お
け
る

広
島
・
長
崎
原
爆
投
下
、
湾
岸
戦
争
、
黒
人
教
会
襲
撃
、
聖

墳
墓
教
会
事
件
な
ど
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
﹁
闇
」
の
投
影
が
は

て
し
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
凄
惨
な
キ
リ
ス
ト
教

史
の
始
め
に
あ
る
の
は
、
聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る
敵
殲
滅
の

宣
言
で
あ
る
。

ど
う
か
神
よ
、
逆
ら
う
者
を
打
ち
滅
ぼ
し
て
く
だ
さ
い
。

︹
中
略
︺
主
よ
、
あ
な
た
を
憎
む
者
を
私
も
憎
み
、
あ
な
た

に
立
ち
向
か
う
者
を
忌
む
べ
き
も
の
と
し
、
激
し
い
憎
し

み
を
も
っ
て
彼
ら
を
憎
み
、
彼
ら
を
私
の
敵
と
し
ま
す
。

︵
詩
篇
一
三
九
：
一
九
―二
二
︶

蛇
よ
、
蝮
の
子
ら
よ
、
ど
う
し
て
あ
な
た
た
ち
は
地
獄
の

罪
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。︵
マ
タ
イ
二
三
：
三
三
︶

こ
の
よ
う
な
敵
愾
心
が
宗
教
思
想
の
根
幹
に
あ
る
か
ぎ
り
、

ま
ず
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
。﹁
闇
」
の
投
影
に

起
因
す
る
敵
愾
心
に
よ
る
闘
争
は
、
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
教

に
限
ら
ず
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
宗
教
教
団
に
よ
っ
て
、
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
愚
行
で
も
あ
る
。
そ
う
い
う
史
実
を
オ
ス
ロ
国

際
平
和
研
究
所
の
研
究
仲
間
た
ち
と
文
献
学
的
に
明
ら
か
に

す
る
た
め
筆
者
も
共
同
執
筆
し
た
の
が
、﹃
宗
教
、
戦
争
そ
し

て
道
徳
﹄︵
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局
︶
で
あ
る
。
民
族
が
共

有
す
る
普
遍
無
意
識
の
﹁
否
定
的
記
憶
」
が
他
者
排
除
の
論

理
と
な
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
諸
宗
教
の
教
義
の
中
に
潜
伏

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

世
界
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
起
き
た
時
も
、
ア
メ
リ
カ
の

人
気
作
家
デ
ィ
ー
ン
・
ク
ー
ン
ツ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
に
﹁
わ
れ
わ
れ
は
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
首
を

何
と
し
て
も
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
狂
信
者
ど
も
を
ア
フ

ガ
ン
の
洞
窟
か
ら
追
い
出
し
て
、
害
虫
に
ふ
さ
わ
し
く
駆
除

し
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
声
明
を
発
表
し
た
。
ア

メ
リ
カ
国
民
の
大
半
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
好
戦
的
主

張
に
大
い
に
賛
同
し
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
病
的
な
心
理
が
働

い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
者
は
少
な
い
は
ず
だ
。

心
理
学
者
ヴ
ァ
ミ
ク
・
ヴ
ォ
ル
カ
ン
は
﹃
誇
り
と
憎
悪
︱

民
族
紛
争
の
心
理
学
﹄
と
い
う
著
作
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

敵
集
団
を
非
人
間
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
段
階
を
追
っ
て
進

め
ら
れ
る
。
敵
は
最
初
、
悪
魔
化
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も

あ
る
程
度
の
人
間
的
側
面
を
残
す
。
そ
の
後
そ
れ
は
害
虫

と
さ
れ
、
完
全
に
非
人
間
化
さ
れ
る
。

敵
を
非
人
間
化
す
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
﹁
闇
」

の
投
影
が
恐
ろ
し
い
の
は
、
そ
れ
が
本
人
の
自
覚
な
し
に
、
無

意
識
裡
に
行
わ
れ
る
か
ら
だ
。
ヴ
ォ
ル
カ
ン
に
よ
れ
ば
、
独
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裁
者
や
テ
ロ
リ
ス
ト
に
共
通
し
て
観
察
さ
れ
る
心
理
傾
向
と

し
て
、
幼
少
期
に
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
。
両
親
に
よ
る
育
児
放
棄
・
殴
打
・
近
親
相
姦
、
両
親

の
離
婚
に
伴
う
挫
折
感
、
仲
間
外
れ
や
愛
す
る
人
に
背
か
れ

た
り
す
る
失
望
感
な
ど
が
、
彼
ら
の
心
理
発
達
段
階
で
深
刻

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
う
の
だ
。

し
か
も
そ
の
個
人
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス

が
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
す
り
替
え

ら
れ
、
他
の
民
族
や
国
家
に
投
影
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
本
人

も
無
自
覚
の
ま
ま
、
集
団
を
扇
動
し
、
己
が
心
理
的
虚
無
を

埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
大
規
模
闘
争
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

五
世
紀
に
北
イ
ン
ド
で
活
躍
し
た
哲
学
者
・
世
親
は
﹁
阿あ

頼ら

耶や

識し
き

は
暴
流
の
ご
と
し
」
と
言
っ
た
が
、
無
意
識
が
秘
め

る
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
つ
ね
に
爆
発
的
な
も
の
が
あ
る
。

カ
ー
ル
・
ユ
ン
グ
も
﹁
単
な
る
人
間
の
理
性
な
ど
は
、
火
山

に
蓋
を
す
る
よ
う
な
大
仕
事
に
は
ま
っ
た
く
間
に
合
わ
な
い
」

と
し
た
が
、
無
意
識
の
抑
圧
ほ
ど
人
間
生
活
に
と
っ
て
危
険

な
も
の
は
な
い
。

現
代
に
お
け
る
凶
悪
犯
罪
の
多
く
が
、
特
殊
な
組
織
を
背

景
に
も
つ
人
間
で
は
な
く
、
一
般
市
民
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
い
か
に
無
意
識

の
抑
圧
が
深
刻
化
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
ミ
シ
ェ
ル
・

フ
ー
コ
ー
が
﹃
狂
気
の
歴
史
﹄
で
描
い
た
﹁
大
監
禁
時
代
」

が
、
二
十
一
世
紀
の
今
日
も
形
を
変
え
て
存
続
し
て
い
る
の

だ
。近

代
以
前
に
お
い
て
は
、
鬱
屈
し
た
無
意
識
の
心
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
解
放
さ
せ
る
た
め
の
﹁
祭
り
」
が
機
能
し
て
い
た

だ
け
、
救
い
が
あ
っ
た
。
地
域
社
会
に
お
い
て
﹁
祭
り
」
の

存
在
が
暦
の
中
に
し
っ
か
り
と
取
り
込
ま
れ
て
、
ハ
レ
の
日

と
ケ
の
日
の
区
別
が
明
ら
か
だ
っ
た
の
だ
。
ハ
レ
の
日
に
は
、

人
々
は
オ
ー
ジ
ー
︵
集
団
的
恍
惚
︶
に
浸
り
、
神
々
・
英
雄
・

祖
先
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
行
為
で
あ
る
︿
祖
型
﹀
を
反
復

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間
を
破
棄
し
、
永
劫
の
世
界
に
回
帰

し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
い
う
﹁
永
劫
回

帰
」
の
こ
と
だ
。

し
か
し
法
治
主
義
の
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、﹁
祭
り
」
が

法
律
や
安
全
面
へ
の
配
慮
か
ら
骨
抜
き
に
な
っ
て
し
ま
い
、
人

間
が
本
来
も
つ
︿
狂
い
﹀、
つ
ま
り
無
意
識
の
心
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
解
放
さ
せ
る
機
会
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

人
類
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
観
点
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
こ

れ
は
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

共
同
体
の
暦
か
ら
﹁
祭
り
」
の
本
質
的
機
能
が
失
わ
れ
る

一
方
で
、
過
当
な
競
争
原
理
と
皮
相
な
個
人
主
義
の
蔓
延
か

ら
機
能
不
全
家
庭
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
、
人
類
社
会
に
と

っ
て
大
き
な
脅
威
で
あ
る
。
精
神
分
析
家
エ
リ
ク
・
エ
リ
ク

ソ
ン
の
﹁
心
理
社
会
的
発
達
理
論
」
に
よ
れ
ば
、
乳
児
期
に

基
本
的
信
頼
を
形
成
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
さ
れ
る

が
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
、
高

機
能
自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
害
が
多
く
の
子
供
た
ち
に
顕
著

に
な
っ
て
い
る
傾
向
は
、
基
本
的
信
頼
を
形
成
し
損
ね
た
ア

ダ
ル
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
が
、
や
が
て
ど
ん
ど
ん
社
会
に
登
場

し
て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

発
達
障
害
と
い
う
の
も
抑
う
つ
感
情
の
封
じ
込
め
で
あ
り
、

無
意
識
の
抑
圧
で
も
あ
る
が
、
こ
う
い
う
問
題
を
抱
え
た
人

間
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
人
類
社
会
の
大
き
な
悲

劇
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
や
水
資
源
の
枯
渇
以
前
に
、
個
々

人
の
精
神
性
の
問
題
で
文
明
が
崩
壊
す
る
シ
ナ
リ
オ
だ
っ
て

あ
り
得
る
の
だ
。

拙
著
﹃︿
狂
い
﹀
と
信
仰
﹄︵
P
H
P
新
書
︶
で
も
論
じ
た

こ
と
だ
が
、
真
面
目
な
人
ほ
ど
抑
圧
さ
れ
た
無
意
識
の
逆
襲

を
受
け
、
日
常
生
活
に
お
い
て
暴
力
的
な
︿
狂
い
﹀
の
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
身
心
変
容

技
法
と
い
う
の
は
単
な
る
個
人
の
特
殊
体
験
と
い
う
範
疇
に

留
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
範
な
一
般
社
会
に
お

い
て
、
誰
も
が
意
識
と
無
意
識
の
再
統
合
、
あ
る
い
は
魂
と

肉
体
の
﹁
結
び
」
と
し
て
、
例
外
な
く
体
験
す
べ
き
こ
と
な

の
だ
。

3
身
体
感
覚
の
喪
失

無
意
識
の
﹁
闇
」
を
焼
尽
す
る
た
め
に
は
、
身
心
を
結
び

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
生
じ
る
恍
惚
感
情
を
深

く
味
わ
う
必
要
が
あ
る
。
別
時
念
仏
を
通
じ
て
、
没
我
体
験

を
繰
り
返
し
た
数
学
者
・
岡
潔
も
、﹁
日
本
的
情
緒
」
は
懐
か

し
さ
と
喜
び
に
満
ち
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

感
情
が
身
心
変
容
技
法
の
本
質
に
湧
き
起
こ
る
も
の
だ
が
、

肯
定
的
な
世
界
観
は
身
体
性
を
伴
わ
な
い
知
的
認
識
だ
け
で

は
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
身
心
変
容
技
法
は

必
ず
し
も
宗
教
的
手
段
を
と
る
必
要
は
な
く
、
あ
る
一
点
に

意
識
を
集
中
さ
せ
、
歩
く
、
坐
る
、
踊
る
、
唱
え
る
な
ど
の

単
純
行
為
を
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
覚
醒
の
意
識

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
事
実
だ
。

と
こ
ろ
が
近
代
に
な
っ
て
、
よ
ほ
ど
意
識
的
な
努
力
を
し

な
い
か
ぎ
り
、
身
心
不
二
の
体
験
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
の
も
事
実
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代
文
明
が
人
間
か

ら
身
体
感
覚
を
奪
い
取
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
た

ら
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

み
ず
か
ら
が
歩
行
す
る
こ
と
を
止
め
て
も
、
迅
速
に
し
か

も
遠
距
離
を
移
動
す
る
手
段
は
い
ろ
い
ろ
提
供
さ
れ
て
い
る

し
、
水
や
火
な
ど
人
間
の
サ
バ
イ
バ
ル
の
上
で
不
可
欠
な
も

の
も
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
文
明
の
恩
恵
に
浸
る
う
ち
に
、
私
た
ち
は
古
の
人
た
ち

な
ら
誰
で
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
繊
細
な
身
体
感
覚
だ
け
で
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な
く
、
意
志
力
や
体
力
を
も
放
棄
し
、
意
識
変
容
に
至
る
身

心
の
深
い
結
び
合
い
を
体
験
す
る
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
困
難

に
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
近
代
文
明
と
は
、﹁
分
裂
の
文
明
」
の
こ
と
で
あ

る
。
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
だ
け
で
な
く
、
神
と
人
、
心
と
魂
、
自

然
と
人
、
人
と
人
、
病
気
と
健
康
、
貧
困
層
と
富
裕
層
、
理

想
と
現
実
、
優
越
感
と
劣
等
感
、
建
前
と
本
音
、
科
学
と
宗

教
、
東
洋
と
西
洋
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
西
洋
近
代
な
ど
を
真

っ
二
つ
に
引
き
裂
い
て
し
ま
っ
た
。

神
観
念
を
含
め
、
そ
の
実
在
を
証
明
し
得
ぬ
神
秘
的
な
も

の
は
思
考
回
路
か
ら
排
除
し
、
普
遍
的
に
実
証
可
能
な
も
の

だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
科
学
が
劇
的

な
進
化
を
遂
げ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
近
代
産
業
が
派
生
し
、
今

日
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
文
明
進
化
を
可
能

に
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
己
と
他
者
、
コ

コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
、
モ
ノ
と
コ
コ
ロ
を
切
り
離
す
二
律
背
反
的

な
思
考
回
路
は
、
自
然
や
弱
者
に
共
感
す
る
身
体
感
覚
も
も

ぎ
取
り
、
ま
す
ま
す
わ
れ
わ
れ
を
自
己
中
心
的
な
存
在
に
貶

め
、
地
球
環
境
の
大
規
模
な
破
壊
や
絶
望
的
な
経
済
格
差
に

対
し
て
も
無
感
覚
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

人
間
の
欲
望
の
た
め
に
天
然
資
源
が
乱
開
発
さ
れ
、
富
め

る
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、
貧
す
る
者
は
ま
す
ま
す
貧
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
資
本
主
義
経
済
の
中
で
は
、
そ
う

い
う
現
象
も
あ
る
程
度
は
不
可
避
で
あ
る
が
、
現
在
の
状
況

は
明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
人
類
社
会
そ
の
も
の
に
歪

み
を
も
た
ら
す
ほ
ど
危
険
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
、
世

界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
ト
マ
・
ピ

ケ
テ
ィ
の
﹃
21
世
紀
の
資
本
﹄︵
み
す
ず
書
房
︶
も
、
こ
の
絶

望
的
な
経
済
格
差
が
近
代
文
明
を
崩
壊
に
導
く
危
険
性
を
警

告
し
て
い
る
。

旧
約
聖
書
に
出
て
く
る
バ
ブ
ル
の
塔
は
、
神
の
手
に
よ
っ

て
崩
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
代
の
バ
ブ
ル
の
塔

は
、
神
の
手
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
人
類
が
み
ず
か
ら
の
手

に
よ
っ
て
、
木
端
微
塵
に
破
壊
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
起
き
た
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
明
ら
か
に

そ
の
前
兆
と
も
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
生
活
上
の
快
適
さ
が
裏
目
に
出
て
し
ま
っ
た
だ

け
で
な
く
、
現
代
人
の
多
く
は
多
忙
と
い
う
名
の
暴
力
に
も

晒
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
身
体
感
覚
を
奪
う
大

き
な
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
司
祭
で

作
家
で
も
あ
っ
た
ト
マ
ス
・
マ
ー
ト
ン
神
父
が
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

現
代
に
ま
ん
延
す
る
暴
力
の
形
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
︵
積

極
行
動
主
義
︶
と
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
︵
過
労
︶
で
あ
る
。
現

代
生
活
の
あ
わ
た
だ
し
さ
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
暴
力
の

本
質
が
最
も
あ
り
ふ
れ
た
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
い
く
つ
も
の
相
反
す
る
関
心
事
に
夢
中
に
な

り
、
多
す
ぎ
る
要
求
を
受
け
入
れ
、
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
全
力
で
か
か
わ
り
、
誰
で
も
何
で
も
助
け
た
い

と
思
う
こ
と
を
自
分
に
許
し
て
し
ま
う
の
は
、
ま
さ
に
現

代
の
暴
力
に
屈
服
す
る
こ
と
な
の
だ
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム

の
熱
狂
は
、
私
た
ち
の
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
骨
抜
き
に

し
て
し
ま
う
。
そ
の
熱
狂
は
、
平
和
を
求
め
る
内
な
る
能

力
を
破
壊
す
る
。
努
力
を
結
実
さ
せ
る
た
め
の
内
な
る
智

慧
の
根
を
殺
し
て
、
取
り
組
み
の
成
果
を
破
壊
す
る
の
だ
。

︵﹃
平
和
へ
の
情
熱
﹄︶

こ
う
い
う
多
忙
に
晒
さ
れ
て
い
る
現
代
人
が
﹁
内
な
る
智

慧
の
根
」
を
殺
す
こ
と
な
く
、
心
の
平
安
を
取
り
戻
す
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
現
代
世
界
に
生
き
る
宗
教
者
は
解

答
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
過
去
に
お
い
て
、
ど
れ
だ

け
優
れ
た
宗
教
家
を
輩
出
し
た
伝
統
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
時

代
の
社
会
環
境
に
相
応
し
た
改
変
を
経
る
こ
と
な
く
、
一
つ

の
修
行
形
態
が
墨
守
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
必
ず
や
制
度
疲
労

が
起
き
る
こ
と
に
な
る
。
中
世
に
構
築
さ
れ
た
救
済
論

︵soteriology

︶
は
、
教
団
組
織
が
硬
直
化
す
る
と
と
も
に
、
い

よ
い
よ
形
骸
化
・
原
理
主
義
化
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
現

代
人
の
思
考
構
造
に
適
合
す
る
は
ず
も
な
い
。

日
本
の
仏
教
寺
院
や
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
足
を
運
ぶ

人
が
激
減
し
て
い
る
の
も
、
伝
統
的
な
宗
教
が
現
代
人
の
精

神
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
な
い
証
左
で
あ
る
。
歴
史
の
大

き
な
う
ね
り
の
中
で
致
し
方
な
い
傾
向
で
も
あ
る
が
、
厳
し

い
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
時
代
に
応
じ
て
諸
制
度
を
変
化
さ

せ
る
だ
け
の
柔
軟
性
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
聖
職
者
の
職
務
怠

慢
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
必
要
な
こ
と
は
、
宗
教
離
れ
が
著
し
い
現
代
社
会

に
お
い
て
は
、
身
心
変
容
技
法
を
宗
教
的
な
枠
組
み
か
ら
取

り
出
し
て
、
世
俗
的
営
為
の
中
で
実
現
可
能
な
方
法
を
提
示

す
る
こ
と
だ
。
世
界
精
神
保
健
調
査
︵
W
M
H
︶
に
よ
れ
ば
、

超
大
国
ア
メ
リ
カ
で
も
国
民
の
精
神
疾
患
に
関
す
る
生
涯
有

病
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
人
の

二
人
に
一
人
が
何
ら
か
の
メ
ン
タ
ル
の
問
題
を
抱
え
て
、
精

神
科
医
に
か
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
先
進
国
全
般

に
同
様
な
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
も
し
も
心
の
拠
り
所
を

失
っ
た
現
代
人
の
不
安
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が
加
速
度
的
に
増

大
す
る
状
況
を
放
置
す
る
な
ら
、
無
自
覚
の
ま
ま
衆
愚
政
治

に
誘
導
さ
れ
、
大
規
模
戦
争
に
突
入
す
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
代
人
の
抑
圧
感
情
を
で
き
る
だ

け
健
全
な
形
で
昇
華
し
、
生
産
的
な
活
動
に
転
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
火
急
の
要
事
と
も
い
え
る
の
だ
。

4
現
代
に
お
け
る「
即
の
体
験
」

仏
教
者
は
﹁
煩
悩
即
菩
提
」
あ
る
い
は
﹁
色
即
是
空
、
空
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即
是
色
」
の
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
異
質
な
も
の
が
同
一
化
す

る
こ
と
を
﹁
即
」
と
表
現
し
て
き
た
が
、
宗
教
色
を
抜
い
た

身
心
変
容
技
法
の
こ
と
を
私
は
﹁
即
の
体
験
」
と
呼
ん
で
い

る
。﹁
即
」
と
は
﹁
結
び
」
の
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
が
、
煩
悩

が
菩
提
に
な
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
意
識
転
換
の
契
機
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
聖
書
の
中
で
イ
エ
ス
は
、
興
味
深
い

発
言
を
し
て
い
る
。

神
の
国
は
い
つ
来
る
の
か
と
、
パ
リ
サ
イ
人
が
尋
ね
た
の

で
、
イ
エ
ス
は
答
え
て
言
わ
れ
た
、﹁
神
の
国
は
、
見
え
る

か
た
ち
で
来
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
﹃
見
よ
、
こ
こ
に

あ
る
﹄﹃
あ
そ
こ
に
あ
る
﹄
な
ど
と
も
言
え
な
い
。
神
の
国

は
、
実
に
あ
な
た
が
た
の
た
だ
中
に
あ
る
の
だ
。」︵
ル
カ

一
七
：
二
一
・
二
二
︶

こ
の
言
葉
を
何
千
遍
と
読
ん
で
い
る
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
が
、
自
己
内
面
の
﹁
神
の
国
」
を
自
覚
し
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
。
地
獄
必
定
の
凡
夫
が
み
ず
か
ら
の
中
に
﹁
神
の
国
」

を
発
見
す
る
た
め
に
は
、
単
な
る
知
的
な
認
識
で
は
な
く
、
身

体
性
を
伴
っ
た
﹁
即
の
体
験
」
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら

だ
。
ベ
ト
ナ
ム
僧
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
が
、
キ
リ
ス
ト

教
の
﹁
神
の
国
」
を
仏
教
の
﹁
涅
槃
」
と
同
一
視
し
、
よ
り

具
体
的
な
文
脈
で
語
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
誰
で
も
、
存
在
の
究
極
の
次
元
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
ひ
と
つ
の
も
の
に
深
い
気
づ
き
を
も

っ
て
触
れ
る
と
き
、
す
べ
て
の
も
の
に
触
れ
て
い
る
の
で

す
。
現
在
の
こ
の
瞬
間
に
深
く
心
を
と
ど
め
る
な
ら
ば
、
現

在
は
過
去
か
ら
で
き
、
未
来
を
創
造
し
て
い
る
と
、
は
っ

き
り
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
一
杯
の
お
茶
を
深
く
味
わ
え
ば
、

永
遠
が
見
え
る
の
で
す
。
瞑
想
や
祈
り
の
暮
ら
し
は
、
一

瞬
一
瞬
を
深
く
生
き
る
こ
と
な
の
で
す
。
瞑
想
や
祈
り
に

よ
っ
て
、
波
は
水
だ
と
い
う
こ
と
を
、
そ
し
て
、
歴
史
的

時
間
の
次
元
と
究
極
の
次
元
は
ひ
と
つ
の
も
の
だ
と
知
る

の
で
す
。
波
の
世
界
に
生
き
な
が
ら
、
水
に
触
れ
、
波
は

水
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
知
る
の
で
す
。
波
と
し
て
の
自
分

し
か
見
え
な
い
と
き
、
人
は
苦
悩
し
ま
す
。
し
か
し
、
水

と
一
体
と
な
っ
て
生
き
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
か
ら
、
大

い
な
る
平
安
が
訪
れ
る
の
で
す
。
涅
槃
に
触
れ
、
神
の
国

と
ひ
と
つ
に
な
る
者
は
、
人
の
世
の
心
配
ご
と
か
ら
解
放

さ
れ
ま
す
。︵﹃
死
も
な
く
、
怖
れ
も
な
く
﹄︶

﹁
水
と
一
体
と
な
っ
て
生
き
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
か
ら
、

大
い
な
る
平
安
が
訪
れ
る
の
で
す
」
と
い
う
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ

ト
・
ハ
ン
の
言
葉
は
、
白は

く

隠い
ん

慧え

鶴か
く

︵
一
六
八
五
―一
七
六
九
︶

の
﹁
衆
生
本
来
仏
な
り
　
水
と
氷
の
如
く
に
て
　
水
を
離
れ

て
氷
な
く
　
衆
生
の
外
に
仏
な
し
」
と
い
う
﹃
坐
禅
和
讃
﹄

を
想
起
さ
せ
る
。
波
と
水
、
水
と
氷
が
相
即
関
係
に
あ
る
こ

と
を
身
体
的
に
納
得
す
る
の
が
、﹁
即
の
体
験
」
だ
。

西
田
幾
多
郎
は
﹁
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
化
」
と
言
っ
た

が
、
そ
の
﹁
自
己
同
一
化
」
を
可
能
に
す
る
の
も
﹁
即
の
体

験
」
で
あ
る
。
西
田
は
﹁
我
は
す
な
わ
ち
天
な
り
。
天
す
な

わ
ち
我
な
り
」
と
か
、﹁
過
去
と
未
来
と
が
現
在
に
お
い
て
互

い
に
否
定
し
あ
い
な
が
ら
も
結
び
つ
い
て
、
現
在
か
ら
現
在

へ
と
働
い
て
い
く
」
と
い
っ
た
言
葉
で
﹁
絶
対
矛
盾
的
自
己

同
一
化
」
を
説
明
し
て
い
る
が
、
相
反
す
る
二
つ
の
対
立
物

が
そ
の
対
立
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
状
態
で
同
一
化
す
る
に
は
、

﹁
即
の
体
験
」
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
。

﹁
自
己
は
自
己
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
真
の
自
己
で

あ
る
」︵﹃
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
﹄︶
と
い
う
西
田
の

﹁
場
所
的
論
理
」
に
も
、﹁
A
は
非
A
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ま
さ
に
A
で
あ
る
」
と
い
う
鈴
木
大
拙
の
﹁
即
非
の
論

理
」
に
も
、
否
定
と
肯
定
を
結
び
合
わ
せ
る
﹁
即
の
体
験
」

が
厳
然
と
し
て
背
後
に
存
在
し
て
い
る
。

日
常
的
に
禅
定
体
験
を
繰
り
返
し
て
い
た
仏
教
学
者
・
玉

城
康
四
郎
は
、
原
始
仏
教
の
﹁
業
異
熟
」
と
い
う
考
え
方
に

注
目
し
て
い
た
。

業
異
熟
は
、
無
限
の
過
去
か
ら
相
続
し
て
い
る
自
己
の
財

産
で
あ
り
、
遺
産
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
優
劣
、
長

寿
・
短
寿
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
が
実
現
し
て
お
り
、
同

時
に
、
自
己
の
胎
で
あ
り
、
所
依
で
あ
る
。
つ
ま
り
業
異

熟
は
、
過
去
よ
り
相
続
し
つ
つ
現
在
の
存
在
を
規
定
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
存
在
の
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、
い
い
か

え
れ
ば
自
己
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

︵﹃
仏
教
の
思
想
﹄︶

こ
こ
に
あ
る
の
も
、
業
︵
カ
ル
マ
︶
と
ダ
ン
マ
︵
法
︶
が
禅

定
に
入
る
玉
城
の
肉
体
に
お
い
て
合
一
し
て
く
る
﹁
即
の
体

験
」
で
あ
る
。
玉
城
の
学
問
に
は
、
つ
ね
に
深
い
洞
察
力
が

伴
っ
て
い
た
が
、
彼
の
中
で
業
の
﹁
闇
」
と
ダ
ン
マ
の
光
が

重
な
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
旺
盛
な
身
体
智
が
具
現
し
て

い
た
に
違
い
な
い
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
﹁
即
の
体
験
」
を

一
般
市
民
が
い
か
に
実
践
し
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
端
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
﹁
あ

る
種
の
空
気
を
吸
う
こ
と
」
で
あ
る
。

平
安
末
期
の
神
祇
官
・
卜
部
兼
友
は
、﹁
こ
の
世
界
に
は
霊

性
が
満
ち
満
ち
て
お
る
。
虚
空
が
す
な
わ
ち
神
で
あ
り
、
そ

れ
が
霊
性
。
こ
の
霊
性
と
い
う
の
を
守
る
の
が
神
道
で
あ
る
」

と
言
っ
た
が
、
そ
の
霊
性
を
空
気
と
し
て
身
心
に
吸
い
込
む

瞬
間
が
﹁
即
の
体
験
」
で
あ
る
。

そ
の
﹁
空
気
」
を
吸
い
さ
え
す
れ
ば
、﹁
な
に
ご
と
の
お
は

し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も
　
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
」

︵
西
行
︶
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
空
気
を
吸
う
わ
け
で
あ
る
か

ら
、﹁
即
の
体
験
」
は
﹁
息
の
体
験
」
で
も
あ
る
。
お
お
よ
そ

の
宗
教
体
験
に
お
い
て
、
呼
吸
法
が
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
そ
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の
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

極
論
す
れ
ば
、
宗
教
体
験
と
は
単
に
﹁
空
気
を
吸
う
行
為
」

で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
寺
院
や
教
会
に
行
か
な
け
れ
ば
、﹁
空

気
」
が
吸
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
瞬
一
瞬
深
く
生
き
る

こ
と
を
説
い
た
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
の
﹁
マ
イ
ン
ド
フ

ル
瞑
想
法
」
も
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸
の
観
察
が
要
と
な

っ
て
い
る
が
、
意
識
さ
え
す
れ
ば
、
慈
悲
の
﹁
空
気
」
は
ど

こ
で
も
吸
え
る
。

イ
ン
ド
生
ま
れ
の
宗
教
思
想
家
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ム
ル
テ
ィ

は
、﹁
あ
な
た
が
食
べ
て
い
る
時
は
、
た
だ
食
べ
な
さ
い
。
散

歩
に
出
か
け
て
い
る
時
は
、
た
だ
散
歩
し
な
さ
い
。
私
は
何

か
他
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
な
い
よ
う
に
。

そ
の
行
為
に
完
全
な
注
意
を
払
い
な
さ
い
」
と
相
談
者
に
語

り
か
け
た
が
、
こ
の
よ
う
な
誰
に
で
も
実
践
可
能
な
身
心
変

容
技
法
こ
そ
、
現
代
人
が
も
っ
と
も
必
要
と
し
て
い
る
﹁
即

の
体
験
」
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
闇
が
光
に
変
わ
る
ほ
ど
の
意
識
変
容
を
体
験

す
る
た
め
に
は
、
単
純
行
為
を
一
定
時
間
、
反
復
す
る
必
要

が
あ
る
。
神
道
に
も
錐
火
神
事
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
一

心
に
錐
を
揉
み
、
火
を
起
こ
す
よ
う
な
真
剣
さ
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
火
が
つ
け
ば
、﹁
泥
多
け
れ
ば
、
仏

大
な
り
」
と
い
う
わ
け
だ
か
ら
悩
み
や
煩
悩
が
大
き
い
ほ
ど
、

大
き
な
炎
が
燃
え
上
が
る
。

﹁
心
が
身
体
を
支
配
す
る
の
で
な
く
、
逆
に
身
体
の
あ
り
方

が
心
の
あ
り
方
を
支
配
す
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
」︵﹃
身
体

論

︱
東
洋
的
心
身
論
と
現
代
﹄︶
と
言
っ
た
の
は
湯
浅
泰
雄

だ
が
、﹁
メ
ン
タ
ル
な
こ
と
は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
に
」
を
持
論
と

し
て
い
る
私
も
、
声
の
瞑
想
法
と
し
て
の
﹁
あ
り
が
と
う
禅
」

を
国
内
外
で
実
践
し
て
い
る
。﹁
あ
り
が
と
う
」
の
母
音
を
横

隔
膜
呼
吸
と
と
も
に
発
声
す
る
と
、
倍
音
が
生
じ
て
く
る
。
こ

の
倍
音
に
は
高
周
波
音
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
微
細

振
動
が
中
枢
脳
に
伝
達
さ
れ
、
意
識
変
容
が
起
き
る
。

こ
の
﹁
あ
り
が
と
う
禅
」
に
は
、
座
禅
・
念
仏
・
真
言
・

内
観
療
法
・
ホ
オ
ポ
ノ
ポ
ノ
な
ど
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
心
理
療
法
的
な
効
果
に
は
驚
く
べ
き
も
の

が
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
以
上
、
踏
み
込
ま
な
い
が
、
興

味
の
あ
る
方
は
拙
著
﹃
心
と
体
が
軽
く
な
る
﹁
あ
り
が
と
う

禅
」
の
す
す
め
﹄︵
角
川
学
芸
出
版
︶
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

か
つ
て
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
﹁
も
し
、
た
だ
一
人

の
人
間
が
最
高
の
愛
を
成
就
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
数
百
万

の
人
々
の
憎
し
み
を
打
ち
消
す
に
十
分
で
あ
る
」
と
言
っ
た

が
、
闘
争
と
裏
切
り
と
憎
し
み
に
満
ち
て
い
る
現
代
世
界
に

お
い
て
、
深
い
苦
悩
が
慈
愛
に
転
換
す
る
よ
う
な
﹁
即
の
体

験
」
を
一
人
で
も
多
く
の
人
が
共
有
し
た
時
、
世
界
平
和
は

机
上
の
空
論
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

5
「
結
び
の
思
想
」の
使
命

私
が
現
代
的
な
﹁
即
の
体
験
」
を
重
視
す
る
の
は
、
そ
れ

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
と
人
、
自
然
と
人
、
モ
ノ

と
コ
コ
ロ
な
ど
を
二
項
対
立
的
に
と
ら
え
る
西
洋
近
代
的
な

思
考
回
路
を
脱
却
す
る
契
機
と
な
る
か
ら
だ
。
異
質
の
も
の

を
引
き
裂
く
の
で
は
な
く
、
結
び
合
わ
せ
る
融
合
思
想
を
私

は
﹁
結
び
の
思
想
」
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
日
本
の
精
神

文
化
の
核
心
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

﹁
結
び
の
思
想
」
の
具
体
的
表
象
は
、
い
ず
れ
の
神
社
に
も

正
面
に
飾
ら
れ
て
い
る
注
連
縄
で
あ
る
。
拙
著
﹃
山
の
霊
力
﹄

︵
講
談
社
︶
で
も
論
じ
た
こ
と
だ
が
、
日
本
の
も
っ
と
も
原
初

的
な
信
仰
形
態
は
縄
文
土
器
や
記
紀
神
話
か
ら
も
う
か
が
え

る
よ
う
に
蛇
体
信
仰
で
あ
り
、
神
社
に
あ
る
﹁
注
連
縄
」
は

雌
雄
の
大
蛇
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

演
繹
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
注
連
縄
は
神
と
人
を
結
ぶ
融

合
思
想
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
代
神
事

に
は
、
神
人
共
食
、
真
衾
な
ど
の
よ
う
に
神
人
合
一
を
意
味

す
る
儀
礼
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
れ
は
神
と

人
と
の
断
絶
を
大
前
提
と
す
る
﹁
一
神
教
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」

と
は
真
逆
の
思
想
に
基
づ
く
宗
教
儀
礼
で
あ
る
。

異
質
な
も
の
を
結
び
合
わ
せ
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
価
値
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
と
い
う
発
想
は
、
日
本
文
化
固
有

の
﹁
文
化
的
発
酵
力
」
の
所
産
と
も
い
え
る
。
日
本
列
島
に

は
先
史
時
代
か
ら
大
量
の
渡
来
民
が
漂
着
し
、
彼
ら
と
闘
争

や
融
合
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
日
本
文
化
と
呼
ば
れ
る
も
の

を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
文
化
の
祖
型
を

も
つ
国
な
ら
で
は
の
﹁
発
酵
力
」
が
結
実
し
た
結
果
、﹁
結
び

の
思
想
」
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

﹁
結
び
」
と
は
和
解
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
が
、
実
は
﹁
和
の

国
」
日
本
の
歴
史
を
通
じ
て
放
置
さ
れ
て
い
る
不
和
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
、
蘇
我
氏
と
物
部
氏
、
蝦
夷
と
渡
来

人
、
平
氏
と
源
氏
、
南
朝
と
北
朝
、
関
个
原
東
軍
と
西
軍
、
佐

幕
派
と
尊
皇
派
、
左
翼
と
右
翼
、
資
本
家
と
労
働
者
の
間
に

厳
然
と
し
て
存
在
す
る
不
和
で
あ
る
。
国
民
に
深
い
内
省
が

な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
不
和
の
﹁
型
」
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
近
い
将
来
、
人
類
は
文
明
の
軌
道
修
正
を
迫
ら

れ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
こ
に
文
明
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が

起
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
村
山
節
の
﹁
文
明
法

則
史
学
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
二
十
一
世
紀
前
半
は
そ

の
転
換
期
に
相
当
し
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
文
明
が
樹
立
さ
れ

る
ま
で
、
相
当
の
混
乱
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
過
去
か
ら
継
承
し
た
精

神
遺
産
と
し
て
の
﹁
結
び
の
思
想
」
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、

自
国
の
歴
史
の
中
に
存
続
し
て
い
る
不
和
を
少
し
で
も
和
解

に
近
づ
け
る
努
力
を
怠
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
で
こ
そ
、
こ
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の
国
の
国
際
社
会
で
の
存
在
感
を
不
動
の
も
の
と
す
る
の
だ
。

か
つ
て
伝
教
大
師
最
澄
は
﹁
一
隅
を
照
ら
す
、
こ
れ
を
国

宝
と
な
す
」
と
言
っ
て
、
法
華
一
乗
思
想
の
流
布
に
邁
進
し

た
が
、
近
代
日
本
に
お
い
て
同
じ
思
想
的
使
命
感
を
抱
い
て

い
た
の
が
、
宮
沢
賢
治
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
﹁
わ
た
く
し
と

い
ふ
現
象
は
仮
定
さ
れ
た
有
機
交
流
電
燈
の
ひ
と
つ
の
青
い

照
明
で
す
」︵﹁
春
と
修
羅
」︶
と
語
り
、
美
し
い
童
話
や
詩
を

通
じ
て
、
日
本
人
の
心
に
明
か
り
を
灯
し
続
け
た
。
私
の
場

合
、
日
本
人
の
心
に
明
か
り
を
灯
す
の
が
﹁
即
の
体
験
」
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
世
界
発
信
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
が
﹁
結
び
の
思
想
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

鎌
田
東
二
・
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
が
代
表
を
務
め
る
本
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
︵
A
︶

﹁
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学

︱
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ

な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
」
は
、
既
存
の
学
問
領
域
を
超
え

て
、
過
去
四
年
間
に
わ
た
り
人
間
性
や
宗
教
体
験
に
つ
い
て

有
識
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
実
践
者
も
巻
き
込
ん
で
、
深

い
洞
察
が
可
能
と
な
っ
た
。

あ
え
て
非
礼
を
顧
み
ず
告
白
す
る
の
な
ら
、
長
年
、
研
究

仲
間
と
し
て
協
働
し
て
き
た
鎌
田
東
二
と
い
う
人
物
は
、
現

代
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
最
大
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ

ー
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
一
切
の
否
定

的
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
な
く
、
既
成
の
価
値
観
や
規
範
を
破
壊
し
、

そ
こ
か
ら
新
た
な
も
の
を
創
造
す
る
元
型
と
し
て
の
鎌
田
氏

の
働
き
を
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
時
代

の
転
換
期
に
神
出
鬼
没
に
登
場
す
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
は
、
時

代
や
共
同
体
の
新
陳
代
謝
を
促
す
使
命
を
帯
び
て
い
る
の
だ

が
、
ま
さ
に
本
研
究
を
通
じ
て
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
面
目
躍

如
た
る
鎌
田
東
二
氏
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
こ
と
は
、
望

外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。

�
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1
問
題
関
心

表
題
に
は
﹁
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
掲

げ
た
が
、﹁
神
秘
主
義
」
の
範
囲
や
定
義
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

広
く
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
か
ら
見
た
と
き
の
﹁
身
心
変
容
技

法
」
と
い
う
問
題
系
な
い
し
問
題
設
定
を
巡
る
基
本
的
論
点

を
、
若
干
の
事
例
を
交
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。
以
て
、﹁
身

心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」
と
い
う
こ
の
﹁
科
研
」
の
研
究

課
題
に
、﹁
比
較
宗
教
学
」
の
観
点
か
ら
の
貢
献
を
試
み
た
い1

。

﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
魅
力
的
な
テ
ー
マ
を
キ
リ
ス
ト

教
︵
神
秘
主
義
︶
の
伝
統
に
対
し
て
向
け
た
と
き
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で

は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
身
心
変
容
技
法
が
研
究
の
対
象
と
な

っ
て
き
た
。
そ
の
範
囲
の
広
さ
、
ま
た
多
様
性
は
、
本
号
を

含
む
﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
の
既
刊
号
に
お
い
て
も
十
分

に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
が
、
そ
の
多
く
は
、
と

く
に
身
体
行
法
と
い
う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
の
事
例
は
、
い

わ
ゆ
る
東
洋
の
宗
教
伝
統
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
な
ぜ
な
の
か
。
日
本
と
い
う
東
ア
ジ
ア
の
場
で
の
研
究
だ

か
ら
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
か
。
む
し
ろ
、﹁
西
洋
」、
と

く
に
キ
リ
ス
ト
教
西
洋
に
は
、﹁
東
洋
」
の
そ
れ
に
類
同
化
し

う
る
よ
う
な
行
法
が
比
較
的
未
開
発
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
宗
教
の
性
格
に
由
来
す
る
こ
と
な
の
か
︱
。
こ
れ
が
本

稿
の
、
よ
り
広
く
は
、
本
共
同
研
究
に
関
わ
る
際
の
筆
者
の

重
要
な
問
題
関
心
だ
っ
た
。

な
お
、
本
稿
は
﹁
比
較
宗
教
学
」
的
考
察
を
志
す
る
の
で
、

﹁
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
宗
教
伝
統
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て

大
ま
か
な
把
握
に
留
め
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
も
、
と
く
に

西
欧
で
発
展
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
統

を
主
に
考
え
る
が
、
そ
の
﹁
大
ま
か
」
さ
に
よ
っ
て
か
え
っ

て
大
胆
な
議
論
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
期
し
て
も
い
る
。
そ

し
て
予
め
言
っ
て
お
け
ば
、
筆
者
は
、
上
の
見
立
て
︱
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
お
い
て
は
、﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
い
っ

た
問
題
設
定
に
そ
の
ま
ま
呼
応
す
る
よ
う
な
事
例
が
稀
で
あ

る
こ
と
︱
の
根
本
的
原
因
を
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教

自
体
の
性
格
に
見
て
取
り
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
論
ず
る
た
め
に
、
ま
ず
﹁
身
心
変
容
技
法
」

と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
柄
を
、

﹁
身
心
」﹁
変
容
」﹁
技
法
」
と
い
う
三
つ
の
場
面
に
分
節
し
て
、

そ
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
捉
え
ら
れ
方
な
い
し
意
義
づ
け

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

2
キ
リ
ス
ト
教
の「
身
心
」論

ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
﹁
身
心
」
と
い
う
問
題
設

定
に
つ
い
て
。﹁
身
心
」
と
い
う
言
葉
は
、﹁
心
身
」
と
い
う

通
常
の
言
い
方
よ
り
も
﹁
身
体
」
の
面
を
強
調
す
る
た
め
に

敢
え
て
採
用
さ
れ
た
言
い
方
で
、
い
わ
ゆ
る
心
と
体
を
不
可

分
不
可
同
︵
不
一
不
二
？
︶
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
る
見
方
と

言
え
よ
う
が
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
身
体
観
は
キ
リ
ス
ト
教

に
お
い
て
も
重
要
な
、ほ
と
ん
ど
本
質
的
な
意
義
を
持
つ
。
図

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
の
伝
統
に
お
け
る

身
心
変
容
技
法

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
の
光
と
闇

鶴
岡
賀
雄

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
／
宗
教
学
・
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
研
究
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式
的
な
理
解
で
は
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ア
的
な
霊
肉
二
元
論
、
す

な
わ
ち
人
間
の
本
来
の
姿
な
い
し
完
成
態
は
、﹁
墓セ

ー
マ場

」
な
る

﹁
肉ソ

ー
マ体

」
か
ら
﹁
魂

プ
シ
ュ
ケ
ー」

が
離
脱
し
て
、
本
源
の
故
郷
た
る
純

粋
知
性
の
境
域
に
飛
翔
し
帰
還
し
て
い
く
こ
と
だ
と
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
観
・
世
界
観
を
、
キ
リ
ス
ト
教
は
採

ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
で
は
、
こ
れ
を
﹁
グ
ノ
ー
シ

ス
的
」
と
し
て
異
端
視
し
て
き
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
人

間
観
に
忠
実
に
、
人
間
と
は
身
心
で
あ
る

0

0

0

、
つ
ま
り
身
体
を

も
つ
こ
と
が
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
と
す
る
人
間
観
を
固
持

し
て
き
た
。

と
は
い
え
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的

心
身
二
元
論
は
濃
厚
に
流
れ
込
ん
で
も
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教

が
宗
教
と
し
て
確
立
し
、
教
義
や
実
践
の
基
本
形
態
が
構
築

さ
れ
て
い
っ
た
環
境
で
あ
る
古
代
地
中
海
世
界
に
行
き
渡
っ

て
い
た
人
間
観
、
世
界
観
の
影
響
は
被
う
べ
く
も
な
い
。︵
こ

の
射
程
に
つ
い
て
は
本
稿
第
7
節
で
若
干
私
見
を
述
べ
る
。︶
し

か
し
そ
れ
で
も
、
い
わ
ゆ
る
ギ
リ
シ
ア
的
な
人
間
観
と
の
根

本
的
な
異
質
性
を
保
ち
つ
つ
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
発
展
し
て

き
た
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
人
間
把
握
の
不
動
の
原
点
と
し
て
据
え
ら
れ
る
の
が
、

﹁
人
と
な
っ
た
神
」、
神
の
﹁
受
肉
︵
託
身
︶incarnation

︵
肉

体
と
な
る
こ
と
︶」
と
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
定
義
す
る

核
心
教
義
に
歴
然
と
し
て
い
る
。
そ
の
定
式
表
現
と
し
て
、

ニ
カ
イ
ア
公
会
議
、
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
な
ど
の
信
条
、
信

経
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
の
神
学

的
術
語
に
よ
る
説
明
は
略
す
が
、
受
肉
と
は
、
要
は
﹁
神
が

︵
身
心
と
し
て
の
︶
人
と
成
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
神
観
念
か
ら
し
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
神

観
念
か
ら
し
て
も
、
不
条
理
と
し
か
言
え
な
い
。
そ
れ
で
も
、

絶
対
に
人
間
で
は
な
い
唯
一
神
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
ナ
ザ

レ
の
イ
エ
ス
と
し
て
人
と
成
っ
た
と
信
ず
る
こ
と
、
こ
れ
が

キ
リ
ス
ト
教
を
ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
と
、
ま
た
ギ
リ
シ

ア
な
ど
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
諸
宗
教
と
を
区
分
す
る
決
定
的
メ
ル

ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
と
き
の
﹁
人
間
」
と
は
、
肉

体
を
持
つ
、
な
い
し
肉
体
で
あ
る

0

0

0

こ
と
、
そ
の
限
り
で
ま
た

死
す
べ
き
者
で
も
あ
る
こ
と
が
十
全
に
含
意
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
が
身
体
を
も
つ
、﹁
身
心
と
し
て
の
人
」
と
な
っ
た

の
だ
か
ら
、﹁
身
心
」
と
し
て
人
間
を
捉
え
る
の
で
な
け
れ
ば

キ
リ
ス
ト
教
は
成
立
し
な
い
。

3
キ
リ
ス
ト
教
の「
変
容
」論

し
た
が
っ
て
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
は
﹁
身
心
変
容
」
と
い

う
こ
と
を
核
心
に
有
す
る
。
受
肉
・
託
身
と
は
、
身
体
︵
＝

身
心
︶
と
﹁
成
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
身
心
へ
の
﹁
変
容
」

に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
神
の
変
容
で
あ
っ
て
ま
だ
人
の
変

容
で
は
な
い
。
が
、
神
が
変
容
す
る
と
い
う
思
想
こ
そ
が
キ

リ
ス
ト
教
の
神
観
念
の
特
徴
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
敷
衍
し
た

い
。﹁

変
容
」
と
い
う
日
本
語
は
、
本
研
究
を
通
じ
て
一
律
に
定

義
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、こ
れ
を`transform

ation ʼ

と
英
訳
し
て
よ
い
な
ら2

、
受
肉
と
は
、
絶
対
者
で
あ
る
神
が

そ
の
姿
︵form

︶
を
変
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の`form

ʼ

が
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
い
う
形
相
︵eidos, form

a

︶
で
あ
る
と
す

る
な
ら
、
こ
の
﹁
変
容
す
る
神
」
と
い
う
思
想
が
、﹁
不
動
の

動
者
」
と
も
称
さ
れ
る
典
型
的
に
ギ
リ
シ
ア
的
な
神
概
念
と

齟
齬
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
変
容
・
変
化
は
一
種

の
動
き
で
あ
る
。
一
方
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
の
唯
一
神
は
、
絶

対
者
で
あ
り
つ
つ
不
動
で
は
な
く
、
動
く
神
で
あ
る
。
ヘ
ブ

ラ
イ
語
聖
書
に
語
ら
れ
た
神
は
、
た
し
か
に
人
と
の
関
わ
り

の
な
か
で
、
少
な
く
と
も
情
動
的
に
動
く
。
キ
リ
ス
ト
教
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
動
き
は
、﹁
形`m

orphe ʼ

を
変
え
る
」
と

い
う
大
き
な
動
き
と
な
る3

。
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
神
々
の

変メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ

容
は
、﹁
変
身
」
す
な
わ
ち
あ
る
身
体
か
ら
別
の
身
体

へ
の
変
化
変
相
で
あ
る
が
、
受
肉
、
す
な
わ
ち
﹁
神
が
人
と

な
る
」
と
い
う
こ
の
変
形
は
、
人
間
を
含
む
被
造
物
い
っ
さ

い
の
あ
り
方
か
ら
の
超
越
を
保
つ
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
観
念
を
保

持
し
た
ま
ま
説
か
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
通
常
の
理
性
で
は

考
え
ら
れ
な
い
秘ミ

ス
テ
リ
ウ
ム

義
・
神
秘
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
﹁
変
容
」

と
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
大
の
変
容
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
の
意
味
を
考
え
つ
づ
け
、
こ
の
﹁
事
実
」
を
信
じ
、
受
け

入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
私
見
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
核

心
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
神ミ

ス
テ
ィ
シ
ズ
ム

秘
主
義
の
源
泉
も
、
ひ
と
え
に

こ
こ
に
存
す
る
。

神
さ
え
も
動
き
、
変
容
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
間
も
ま
た
、

そ
の
本
質
規
定
た
る
不
変
の
形
相
に
徹
す
る
こ
と
に
で
は
な

く
、
そ
の
形
姿
、
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
、
人

で
あ
る
こ
と
の
意
義
が
、
あ
る
い
は
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
に
は
、
不
変
不
動
の
本

質
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
﹁
ヒ
ト
」、
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
し
て
自
然
︵
科
学
︶
的
に
そ
の
あ

り
方
が
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
変
容
可
能
、

可
変
的
、
可
塑
的
で
あ
る
こ
と
自
体
が
人
間
の
本
質
で
あ
る

こ
と
に
も
な
る4

。
そ
し
て
、
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
人

間
と
は
﹁
身
心
」
で
あ
る
の
だ
か
ら
、﹁
身
心
変
容
」
と
い
う

こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
そ
の
人
間
理
解
の
根
本
に

あ
る
こ
と
と
な
る
。
身
心
は
、﹁
変
容
」
し
う
る
も
の
、
変
容

す
べ
き
も
の
、
変
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
、
と
し
て
始
め

か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
変
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
ど
こ
ま
で
変
容
し
う
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
か
。

そ
の
意
味
を
ど
う
捉
え
る
か
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
に
せ
よ
、

正
統
神
学
の
伝
統
で
は
︱
い
わ
ゆ
る
神
秘
主
義
的
諸
潮
流

で
は
と
く
に
︱
、﹁
神
が
人
に
成
っ
た
の
は
人
が
神
に
成
る

た
め
だ
っ
た
」
と
の
言
い
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た5

。
つ
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ま
り
身
心
た
る
人
は
︵
身
心
た
る
︶
神
へ
と
変
容
し
う
る
、
と

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
た
し
か
に
思
考
不
能
な
よ
う
に
響
く
。
厳

密
な
意
味
で
は
そ
う
で
あ
る
に
せ
よ
、
し
か
し
こ
の
﹁
人
間

神
化
︵theosis, divinisation

︶」
は
、
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
う
る
だ
ろ
う
か
。

続
い
て
こ
の
こ
と
を
、
キ
リ
ス
ト
教
が
そ
う
呼
ば
れ
る
ゆ

え
ん
で
も
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
つ
ま
り
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
は
何
で
あ
る
の
か
を
見
る
こ
と
で
ま
ず

示
唆
し
た
い
。

4
キ
リ
ス
ト
の「
身
心
変
容
」

キ
リ
ス
ト
教
は
上
述
の
よ
う
に
身
心
変
容
と
い
う
こ
と
を

核
心
に
有
す
る
。
実
に
キ
リ
ス
ト
の
事
績
自
体
が
一
連
の
身

心
変
容
過
程
を
な
す
と
言
え
る
。
神
の
受
肉
、
つ
ま
り
神
自

体
の
変
容
と
い
う
こ
と
は
、
自
身
が
神
で
あ
る
神
の
ひ
と
り

子
に
し
て
神
の
言
葉
＝
ロ
ゴ
ス
が
、
全
人
類
の
救
済
者
た
る

キ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
と
い
う
一
人
の
人
間

と
﹁
な
っ
た
」
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
出
来
事
は
し

か
し
、
あ
る
時
点
で
生
じ
、
完
結
し
た
事
件
と
い
う
よ
り
も
、

﹁
神
の
子
キ
リ
ス
ト
」
の
一
連
の
変
容
経
過
と
し
て
実
現
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
変
容
経
過
を
た
ど
る
こ
と
が
す
な

わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
骨
格
を
た
ど
る
こ
と
と
も
な
る

と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
以
下
、
そ
の

要
点
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
思
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
え
を
学
び
、﹁
身
に
」
つ
け
る
た
め
の
最
も
広
く
行
わ

れ
て
い
る
方
法
︱
﹁
技
法
」
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
︱

だ
っ
た
。
い
ま
も
、
い
わ
ゆ
る
日
曜
学
校
な
ど
で
の
幼
児
キ

リ
ス
ト
教
教
育
に
は
、
こ
の
﹁
技
法
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
入
門
者
、
求
道
者
た
ち
だ
け
の
た
め
の

技
法
で
は
な
い
。﹁
前
稿
」
で
も
触
れ
た
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教

に
お
け
る
修
行
法
と
し
て
最
も
有
名
な
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ

ヨ
ラ
の
﹁
霊
操
」
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
者
︱
そ
れ
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
︱
が
必
ず
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
練
り
上
げ
ら
れ
た
修
練
シ
ス
テ
ム
だ

が
、そ
こ
で
も
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
に
つ
い
て
瞑
想︵m

editación

︶

す
る
こ
と
が
重
要
な
技
法
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

瞑
想
は
、﹁
現
場
の
想
設
」
と
名
付
け
ら
れ
る
一
種
の
身
心
動

員
を
特
徴
と
す
る
。
こ
れ
は
、
概
念
的
言
語
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
核
心
を
、
た
ん
な
る
知
的

理
解
・
概
念
的
理
解
に
留
め
ず
、
各
人
が
い
わ
ば
﹁
身
心
を

以
て
」
生
き
る
真
理
と
し
て
体0

得
し
身0

に
つ
け
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。﹃
霊
操
﹄
の
冒
頭
近
く
に
そ
の
や
り
方
が
簡
潔
に

示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
ま
ず
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
キ

リ
ス
ト
が
い
た
の
と
同
じ
歴
史
の
時
空
に
想
像
力
を
総
動
員

し
て
参
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

︹
瞑
想
の
た
め
の
︺
第
一
の
前
備
は
、
現
場
の
想
設
︹
場
所

を
見
る
こ
と
の
構
成
︵com

posición viendo el lugar

︶︺
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
見
え
る
も
の
の
観
想
な
い
し
瞑
想
、

た
と
え
ば
目
に
見
え
る
御
方
で
あ
る
主
キ
リ
ス
ト
の
場
合
で

あ
れ
ば
、
こ
の
想
設
は
、
観
想
し
よ
う
と
す
る
事
柄
が
起
こ

っ
て
い
る
物
体
的
場
所
︵lugar corpóreo

︶、
想
像
力
の
眼
で

観
想
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
物
体
的
場
所
と
い
う
の
は
、
観

想
し
よ
う
と
す
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
や
聖
母
が
お
ら
れ
る

神
殿
と
か
山
上
と
か
の
こ
と
で
あ
る6

。

そ
の
た
め
に
、
視
覚
だ
け
で
は
な
く
、
聴
覚
か
ら
嗅
覚
、
触

覚
、
味
覚
に
い
た
る
全
身
体
感
覚
を
作
動
さ
せ
て
、
キ
リ
ス

ト
の
側
に
身
を
置
く
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。﹁
罪
」
と
い
っ
た

神
学
上
の
枢
要
概
念
に
つ
い
て
も
、
そ
の
身
心
的
理
解
・
体

得
の
た
め
に
、
こ
の
技
法
が
用
い
ら
れ
る
。

見
え
な
い
も
の
、
こ
こ
で
は
諸
々
の
罪
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
観
想
の
場
合
は
、
こ
の
朽
ち
て
ゆ
く
体
に
自

分
の
魂
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
構
成
体︵com

pósito

︶

の
全
体
が
、
こ
の
涙
の
谷
に
流
謫
さ
れ
て
あ
る
こ
と
を
、
想

像
力
の
眼
で
見
て
、
思
い
巡
ら
す
の
で
あ
る
。
構
成
体
の
全

体
と
は
、
魂
︵alm

a

︶
と
体
︵cuerpo

︶
で
構
成
さ
れ
て
い
る

人
間
の
こ
と
で
あ
る7

。

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
風
に
言
え
ば
キ
リ
ス
ト
と
の
﹁
同
時
性
」

を
実
現
せ
ん
と
す
る
こ
の
身
体
感
覚
の
動
員
は
、
も
と
よ
り

容
易
で
は
な
い
。
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
瞑
想
の
要
所
を
実

際
に
画
像
化
し
た
﹃
福
音
書
画
伝
﹄
と
称
さ
れ
る
一
連
の
版

画
集
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
も
﹁
前
稿
」
で
紹
介
し
た8

。
そ
こ

に
は
、
文
字
ど
お
り
﹁
見
ら
れ
る
」
も
の
と
し
て
の
キ
リ
ス

ト
の
身
体
が
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
の
﹁
見
ら
れ
る
身
体
」

が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
き
た
か
が
、
見
て
取
れ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
身
心
＝
身
体
は
、
始
め
か
ら

﹁
見
ら
れ
る
た
め
の
身
体
」
と
し
て
の
意
義
を
担
わ
さ
れ
て
い

る
。
受
肉
と
は
、﹁
見
ら
れ
る
」
︱
ロ
ヨ
ラ
の
言
う
よ
う
に

視
覚
だ
け
で
は
な
く
、
五
感
を
以
て
関
わ
り
う
る
︱
身
体

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お

き
な
が
ら
、﹃
福
音
書
画
伝
﹄
に
も
描
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
キ
リ

ス
ト
の
生
涯
の
身
心
変
容
を
追
っ
て
み
た
い
。
有
名
な
シ
ー

ン
ば
か
り
な
の
で
、
そ
の
姿
を
逐
一
説
明
す
る
こ
と
は
省
く
。

○
私
生
涯

イ
エ
ス
の
生
涯
は
、
私
生
涯
、
公
生
涯
、
受
難
、
に
三
分

さ
れ
る
。
私
生
涯
は
、
イ
エ
ス
が
い
わ
ゆ
る
教
祖
の
よ
う
に

し
て
人
々
の
前
に
登
場
す
る
以
前
の
出
来
事
を
い
う
が
、
そ

こ
で
物
語
ら
れ
る
の
は
、
何
よ
り
も
神
の
子
が
﹁
人
の
子
」
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イ
エ
ス
と
し
て
﹁
人
」
に
変
容
し
た
こ
と
自
体
で
あ
り
、
な

れ
ば
こ
そ
、﹁
受
胎
告
知
」
が
決
定
的
な
出
来
事
と
し
て
大
切

に
さ
れ
て
き
た
。﹁
胎
児
イ
エ
ス
」
も
す
で
に
﹁
人
」
な
の
で

あ
る
。﹁
ご
聖
誕
」
直
後
の
羊
飼
い
た
ち
や
東
方
三
博
士
の

﹁
嬰
児
イ
エ
ス
」
の
礼
拝
は
、
ま
さ
に
イ
エ
ス
の
身
体
自
体
が
、

そ
の
人
間
と
し
て
の
精
神
性
、
内
面
性
は
ほ
と
ん
ど
未
形
成

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
救
い
主
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
﹁
神
の
可
視
化
」
は

視
覚
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
の
身
体
性
を

た
ん
に
﹁
見
え
る
」
だ
け
の
表
象
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
文

字
ど
お
り
﹁
仮
現
説
」
の
﹁
異
端
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教

と
し
て
の
核
心
を
外
す
考
え
方
と
さ
れ
て
き
た
。
嬰
児
キ
リ

ス
ト
、
あ
る
い
は
聖
母
子
像
に
見
ら
れ
る
幼
児
キ
リ
ス
ト
も
、

﹁
人
間
」
で
あ
る
こ
と
の
本
質
を
す
で
に
十
全
に
有
し
て
い
る
。

そ
れ
は
聖
母
に
﹁
抱
か
れ
」、
養
い
育
て
ら
れ
る
身
体
で
あ
る
。

幼
児
な
る
が
ゆ
え
の
独
自
の
聖
性
を
そ
こ
に
見
て
取
る
こ
と

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い9

。

イ
エ
ス
の
私
生
涯
中
に
は
、
他
に
も
い
く
つ
も
名
高
い
場

面
が
あ
る
が
、
そ
の
身
体
性
が
問
題
と
さ
れ
う
る
場
面
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
悪
魔
に
よ
る
﹁
誘
惑
」
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
は
イ
エ
ス
は
、
断
食
苦
行
に
よ
っ
て
山
中
で
﹁
餓
え
」

る
。
一
般
に
身
体
は
、
感
覚
的
快
楽
を
与
え
る
と
と
も
に
、
お

そ
ら
く
は
そ
れ
以
上
に
苦
し
み
の
座
で
も
あ
ろ
う
。
洗
礼
者

ヨ
ハ
ネ
の
教
団
と
の
関
わ
り
を
含
め
、
こ
こ
に
人
間
と
し
て

の
イ
エ
ス
の
﹁
身
心
錬
磨
」
の
時
期
を
見
て
取
る
こ
と
は
自

然
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
イ
エ
ス
の
姿
が
の
ち
の
キ
リ
ス
ト

教
修
道
制
の
典
拠
と
も
な
っ
て
い
く
。
で
は
人
間
イ
エ
ス
は

こ
の
山
中
で
何
を
し
て
い
た
の
か
。
伝
承
は
こ
の
点
に
つ
い

て
は
昏
い
。
身
体
行
法
と
言
っ
て
い
い
よ
う
な
実
践
が
あ
っ

た
と
想
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
現
代

の
聖
書
学
も
確
た
る
こ
と
は
何
も
教
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
青
年
イ
エ
ス
の
自
己
形
成
に
つ
い
て
の
関
心
を
伝

統
が
示
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
自
体
が
、
本
稿
に
と
っ
て
示

唆
的
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
具
体
的

な
身
体
技
法
に
つ
い
て
は
冷
淡
な
よ
う
で
あ
る
。

○
公
生
涯

山
中
で
独
り
﹁
修
行
」
す
る
イ
エ
ス
の
身
心
性
を
﹁
一
人

称
の
身
心
」
の
事
柄
と
い
う
と
す
れ
ば
、
公
生
涯
に
お
け
る

イ
エ
ス
の
身
心
は
、
人
々
の
前
に
現
れ
、
見
ら
れ
、
説
き
か

け
、
問
答
し
、
語
り
か
け
、︵
と
き
に
体
に
触
れ
て
︶
病
を
癒

や
す
な
ど
、
信
徒
た
ち
と
の
身
体
に
よ
る
関
わ
り
を
結
ぶ
﹁
二

人
称
の
身
心
」
性
が
際
立
つ
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
キ
リ
ス
ト

の
身
体
性
の
本
領
を
見
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。

い
ま
仮
に
用
い
た
﹁
一
人
称
・
二
人
称
の
身
心
性
」
と
い

う
概
念
は
、
よ
く
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
宗

教
の
領
域
で
の
身
体
な
い
し
身
心
の
意
義
を
考
え
る
際
に
一

定
の
有
効
性
を
も
つ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
人
称
の
身
心

性
と
は
、﹁
一
箇
の
身
心
と
し
て
私
が
い
る
こ
と
」
に
必
然
的

に
伴
う
意
識
的
・
無
意
識
的
な
身
体
感
覚
で
あ
り
、
そ
の
人

自
身
に
と
っ
て
の
一
種
の
内
感
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
よ
う
も

の
で
あ
る
。
上
記
の
﹁
飢
え
る
」
身
体
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
﹁
二
人
称
の
身
心
性
」
と
は
、
他
者
と
の
関

わ
り
に
お
け
る
身
心
性
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
人
は
他
者
と

の
関
わ
り
を
結
ぶ
に
際
し
て
は
、
一
箇
の
身
体
と
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
私
が
他
者
と
関
わ
る
た
め
に
は
、
と
り
あ
え
ず

他
者
に
﹁
見
ら
れ
る
」︵
聞
か
れ
る
、
触
ら
れ
る
︶
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。
そ
う
し
て
﹁
私
」
は
他
者
に

よ
っ
て
﹁
私
の
身
体
」
と
同
定
さ
れ
、
あ
る
意
味
で
そ
れ
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
ま
た
そ
の
限
り
で

私
が
私
と
し
て
世
界
に
、
む
し
ろ
︱
人
々
︵
他
者
た
ち
︶
に

﹁
一
人
の
人
」
と
し
て
認
定
さ
れ

0

0

承
認
さ
れ

0

0

て
︱
社
会
に
、

存
在
し
う
る
。
い
わ
ゆ
る
社
会
的
存
在
性
を
与
え
ら
れ

0

0

る
。

こ
の
身
心
は
、
他
者
た
ち
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
存
在
を
与
え

ら
れ
る
受
動
的
身
心
で
あ
る
。
こ
の
﹁
二
人
称
的
身
心
性
」

に
お
い
て
こ
そ
、
私
と
あ
な
た
と
の
関
わ
り
が
生
じ
う
る
。
そ

れ
は
、
人
々
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
あ
る
限
り
で
の
私
の
あ

り
方
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
﹁
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
︵
顔
と

顔
の
間
︶」
と
し
て
の
身
体
性
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

た
し
か
に
人
と
人
と
の
関
わ
り
は
、
身
体
に
よ
っ
て
、
身

体
に
お
い
て
、
身
体
の
行
為
と
し
て
、
実
現
す
る
。
た
と
え

ば
他
者
の
身
心
が
二
人
称
の
身
体
︵﹁
あ
な
た
の
身
体
」︶
と
し

て
、
つ
ま
り
そ
の
他
者
の
ま
な
ざ
し
と
と
も
に
私
に
切
実
に

臨
む
と
き
、
私
は
、
あ
る
と
き
に
は
そ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ

れ
、
愛
し
さ
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
あ
る
と
き
に
は
そ
の
お

ぞ
ま
し
さ
に
恐
怖
し
、
踵
を
返
し
て
遠
ざ
か
る
だ
ろ
う
。
そ

の
魅
了
や
嫌
悪
は
私
の
一
人
称
の
身
心
性
を
巻
き
込
む
も
の

と
し
て
発
生
す
る
が
、
そ
の
と
き
私
は
、
当
の
他
者
に
と
っ

て
の
﹁
二
人
称
の
身
体
」
で
あ
る
者
と
な
っ
て
、
そ
の
他
者

︵
の
身
体
︶
に
﹁
身
を
以
て
＝
身
体
を
動
か
し
て
」
近
づ
い
て

行
き
、
あ
る
い
は
遠
ざ
か
る
。
手
を
さ
し
の
べ
、
あ
る
い
は

手
を
引
っ
込
め
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
と
し
て
の
身
体
性
に
と
っ
て
は
、
物
理
的
身
体
の
出
来

事
と
し
て
の
接
触
︵
触
覚
を
伴
う
︶
の
有
無
が
決
定
的
な
こ
と

と
な
ろ
う
。
信
徒
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
と
関
わ
る
と
は
、
イ
エ

ス
の
身
体
に
﹁
触
れ
る
・
触
れ
ら
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。﹁
長

血
を
患
う
女
」
や
﹁
盲
人
た
ち
」
や
﹁
ら
い
病
者
た
ち
」
を

イ
エ
ス
は
、
触
れ
、
触
れ
ら
れ
る
こ
と
で
癒
や
す
。
ベ
タ
ニ

ヤ
の
マ
リ
ア
は
イ
エ
ス
の
足
を
自
ら
の
髪
で
拭
い
、
イ
エ
ス

は
ま
た
弟
子
た
ち
の
足
を
手
づ
か
ら
洗
う
、
等
々
。
地
上
に

お
け
る
﹁
公
生
涯
」
の
キ
リ
ス
ト
の
身
体
は
、
見
ら
れ
、
触

れ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
こ
そ
、
そ
の
存
在
意
義
を
有
す
る10

か

の
ご
と
く
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
の
身
体
は
、﹁
フ

ェ
イ
ス
︵
顔
＝
面
＝
お
も
て
︶」
と
し
て
他
者
の
顔
と
関
わ
り

つ
つ
、﹁
お
も
て
︵
表
︶」
な
ら
ざ
る
﹁
う
ら
︵
裏
︶」
を
、
一
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人
称
の
い
わ
ば
私
秘
的
な
側
面
︵﹁
内
面
」︶
を
つ
ね
に
有
す

る
だ
ろ
う
。
こ
の
、
私
秘
性
と
対
面
性
の
併
存
が
人
を
人
た

ら
し
め
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
齟
齬
が
、
誤
解

や
噓
が
、
ひ
い
て
は
優
れ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
に
解
さ
れ
た

﹁
罪
」
も
ま
た
、
生
じ
う
る
。
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
主
流
を

﹁
律
法
主
義
」
と
し
て
批
判
す
る
イ
エ
ス
の
い
く
つ
も
の
比
喩

や
説
諭
、
パ
ウ
ロ
の
思
想
に
は
、
こ
の
方
向
へ
の
人
間
観
の

深
化
が
歴
然
と
し
て
い
る
。

イ
エ
ス
の
﹁
二
人
称
の
身
体
」
は
、
通
常
の
人
と
人
と
の

関
わ
り
の
か
た
ち
以
上
の
鮮
烈
な
︱
﹁
超
自
然
的
」
な
、
と

言
っ
て
も
よ
い
︱
か
た
ち
で
人
々
に
臨
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
身
体
が
、﹁
顔
と
衣
が
」
白
く
輝
き
、
ま
さ
し
く
﹁
変
容

し
た
︵m

etam
orphethe

︶」
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
﹁
主
の
変

容
」︵
マ
タ
イ
一
七
章
な
ど
︶
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
キ
リ
ス
ト

が
﹁
人
と
な
っ
た
神
」
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
﹁
見
ら
れ
る

身
体
」
に
お
い
て
強
調
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
受

難
を
前
に
イ
エ
ス
が
﹁
高
い
山
」
に
登
り
、
モ
ー
セ
と
エ
リ

ヤ
と
三
人
で
語
ら
う
の
が
弟
子
た
ち
に
目
撃
さ
れ
る
場
面
で

あ
る
。
こ
の
出
来
事
で
イ
エ
ス
の
身
体
が
光
る
こ
と
は
、
イ

エ
ス
自
身
に
と
っ
て
︵
一
人
称
の
身
体
性
と
し
て
︶
意
味
の
あ

る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
弟
子
た
ち
に
﹁
見
ら
れ
る
」
限
り

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
エ
ス
の
神
性
が
顕
示
さ
れ
る
限
り
に

お
い
て
有
意
味
な
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
イ
エ
ス
の

身
体
性
は
、
だ
か
ら
二
人
称
的
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
を
、
い

わ
ば
三
人
称
の
身
体
性
に
お
い
て
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
超
常
現
象
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
今
日

の
知
的
状
況
下
で
は
、
自
然
科
学
的
研
究
の
対
象
と
も
な
し

う
る
。
し
か
し
本
質
的
に
三
人
称
︵
む
し
ろ
非
人
称
︶
の
言
説

お
よ
び
世
界
把
握
︱
自
然
科
学
の
言
語
は
本
質
的
に
こ
れ

で
あ
る
︱
を
、
一
人
称
お
よ
び
二
人
称
の
そ
れ
に
適
切
に

ま
た
有
意
義
に
接
続
す
る
方
途
を
見
出
す
に
は
、
な
お
多
く

の
難
問
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る11

。

○
受
難
物
語

イ
エ
ス
の
生
涯
に
お
け
る
身
心
変
容
は
、
い
わ
ゆ
る
受
難

物
語
に
お
い
て
ま
さ
に
主
題
と
な
る
。
受
難
物
語
と
は
、
苦

し
む
身
心
、
苦
し
ん
で
死
に
、
葬
ら
れ
る
、﹁
人
と
し
て
の
身

心
」
の
鮮
烈
な
形
象
化
だ
か
ら
で
あ
る
。

お
よ
そ
人
の
死
と
は
、
人
に
と
っ
て
最
大
の
身
心
変
容
で

あ
る
。
変
容
す
る
先
︵
死
後
︶
が
端
的
な
無
と
し
て
し
か
想

定
し
え
な
い
に
せ
よ
、﹁
無
へ
と
帰
る
」
変
化
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
肉
体
の
水
準
で
は
、
生
体
か
ら
死
体
・
屍
体
へ
の

変
容
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
も
、
身
体
を
も
っ
た
人
と
な
っ
た

以
上
、
こ
の
死
を
死
ぬ
。
そ
の
場
面
の
重
要
さ
は
、
多
く
の

教
会
堂
に
お
け
る
十
字
架
︵
像
︶
の
位
地
を
見
れ
ば
歴
然
と

し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
最
も
大
切
な
人
の
死
の
場
面
、

生
体
か
ら
死
体
へ
の
文
字
ど
お
り
の
変
容
を
な
し
つ
つ
あ
る

場
面
を
凝
視
し
つ
づ
け
て
き
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
一

人
称
の
身
体
・
身
心
と
し
て
の
苦
痛
・
苦
悶
の
な
か
で
、
そ

の
苦
悶
す
る
身
体
を
二
人
称
的
身
体
と
し
て
衆
目
に
晒
し
つ

つ
死
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
到
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
受

難
」
の
場
面
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
広
義
の
修
行
法
と

言
え
よ
う
﹁
十
字
架
の
道
行
き
︵via C

rucis

︶」
で
の
瞑
想
の

対
象
と
し
て
、
見
つ
め
ら
れ
立
ち
会
わ
れ
て
き
た
。

ち
な
み
に
、
人
の
肉
体
は
死
に
よ
っ
て
死
体
へ
と
変
容
し
、

こ
の
死
体
は
さ
ら
に
物
理
的
変
容
を
続
け
て
い
く
。
イ
エ
ス

の
死
体
も
当
時
の
死
体
処
理
法
に
従
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
。
お

よ
そ
葬
儀
と
は
、
二
人
称
の
身
体
に
対
す
る
関
わ
り
の
一
環

な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
死
体
処
理
と
し
て
の
葬
儀
・
葬
法
の

問
題
は
、
お
そ
ら
く
﹁
宗
教
」
発
生
の
根
幹
に
関
わ
る
。
そ

れ
は
物
体
と
し
て
の
︵
三
人
称
的
な
︶
死
体
の
衛
生
処
理
と
は

本
質
的
に
異
な
る
。

○
神
学
的
身
体

キ
リ
ス
ト
の
変
容
は
さ
ら
に
続
く
。
新
約
聖
書
に
は
、
キ

リ
ス
ト
は
三
日
の
後
に
﹁
復
活
」
し
、
再
び
身
を
以
て
信
徒

と
交
わ
り
、
衆
人
環
視
の
中
﹁
昇
天
」
す
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
復
活
の
身
体
の
性
格
に
つ
い
て
は
パ
ウ
ロ
以
来

の
思
索
が
あ
る
。
そ
の
身
体
は
生
前
の
も
の
と
は
異
質
で
は

あ
る
が
︵
壁
を
通
り
抜
け
る
、
な
ど
︶、
し
か
し
目
に
見
え
、
食

事
し
、
触
る
こ
と
の
で
き
る
身
体
だ
っ
た
。
触
覚
は
、
あ
る

意
味
で
最
も
動
物
的
な
感
覚
だ
が
、
最
も
重
要
な
感
覚
で
も

あ
る
。
復
活
が
幻
覚
︵
幽
霊
︶
で
な
い
こ
と
は
、
そ
の
身
体

の
可
触
性
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
る
。
疑
い
深
い
弟
子
の
ト

マ
ス
は
、
イ
エ
ス
の
脇
腹
の
傷
に
手
で
触
れ
て
は
じ
め
て
復

活
を
﹁
信
じ
た
」。
触
れ
て
確
か
め
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
上
の

懐
疑
の
可
能
性
を
絶
つ
。
触
れ
あ
う
こ
と
は
、
上
述
の
よ
う

に
最
も
濃
厚
な
人
と
人
の
関
わ
り
で
あ
る
。
復
活
の
身
体
は
、

﹁
生
前
」
の
そ
れ
よ
り
も
そ
の
存
在
の
密
度
を
減
じ
た
も
の
で

は
な
い
。

し
か
し
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
は
こ
の
地
上
に
長
く
は
留
ま

ら
ず
、﹁
昇
天
」
す
る
。
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
の
身
体
と
し
て
は

不
可
視
・
不
可
触
と
な
る
。
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
身
体
は
も

う
、
見
て
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
の
か
。
し
か
し
、

キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
は
、
こ
れ
を
以
て
キ
リ
ス
ト
の
身
心
変

容
が
終
了
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
教
義
と
実
践
を
開
拓

し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
身
体
は
、﹁
神
秘
の
身
体
」
︱
﹁
神
秘

体
︵corpus m

ysticum

︶」
︱
へ
と
さ
ら
に
大
胆
に
変
容
し
つ

つ
、
そ
の
身
体
は
地
上
に
現
存
し
つ
づ
け
る
、
と
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
祭
儀
の
最
も
重
要
な
も
の

で
あ
る
聖
体
礼
儀
︵
ミ
サ
・
聖
餐
式
︶
に
お
い
て
、
パ
ン
と
葡

萄
酒
と
い
う
﹁
形
色
」
の
も
と
で
、
キ
リ
ス
ト
の
身
体
は
現

存
す
る
。
こ
こ
で
の
キ
リ
ス
ト
の
身
体
は
、
見
ら
れ
る
、
聞

か
れ
る
、
触
れ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、﹁
食
べ
ら
れ
る
」。﹁
食
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べ
る
」
と
い
う
最
も
身
体
的
な
行
為
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト

の
二
人
称
の
﹁
神
秘
の
体
」
は
信
徒
の
一
人
称
の
身
体
と
﹁
合

一
」
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
世
界

で
は
、﹁
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
」
は
、
キ
リ
ス
ト
を
頭
、
信
徒

た
ち
を
そ
の
肢
体
︵
メ
ン
バ
ー
︶
と
す
る
信
徒
の
共
同
体
と
し

て
の
教
会
を
い
う
も
の
と
も
な
る
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の

教
会
論
の
基
本
で
あ
る
。
身
体
性
を
欠
い
て
は
、
儀
礼
や
教

会
︵
教
団
︶
か
ら
成
る
実
体
と
い
う
意
味
で
の
、﹁
宗
教
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
教
」
が
あ
り
え
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
身
体
は
再
び
人
々
の
前

に
現
れ
、
眺
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
、
と
待
望
さ
れ
る
。
終

末
の
と
き
に
再
臨
す
る
﹁
栄
光
の
身
体
」
で
あ
る
。
こ
の
栄

光
の
身
体
の
身
体
性
な
い
し
身
心
性
は
ま
た
、
終
末
に
お
い

て
い
っ
さ
い
が
完
成
す
る
と
き
に
、
す
べ
て
の
信
徒
が
ま
と

う
こ
と
と
な
る
も
の
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
永
遠
の
至
福

状
態
に
あ
っ
て
も
、
人
の
身
心
性
︱
心
と
体
が
不
可
分
・

不
可
同
な
も
の
と
し
て
あ
る
こ
と
︱
は
失
わ
れ
ず
、
む
し

ろ
そ
の
理
想
型
を
獲
得
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
相
に

つ
い
て
は
、
も
は
や
具
体
的
に
語
る
こ
と
も
想
像
す
る
こ
と

も
困
難
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
キ

リ
ス
ト
教
の
時
間
的
・
歴
史
的
展
開
の
全
貌
を
と
も
か
く
も

描
い
て
み
せ
た
晩
年
の
大
著
﹃
神
の
国
﹄
の
掉
尾
近
く
で
、
彼

に
と
っ
て
可
能
な
限
り
の
語
り
を
試
み
て
い
る
一
節
を
掲
げ

て
お
き
た
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
説
く
身
心
変
容
の
極
致
に
つ

い
て
の
、
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

私
た
ち
が
、
か
の
︹
終
末
の
︺
時
の
新
た
な
天
と
新
た
な

地
と
の
身
体
・
物
体
を
︵corpora caeli novi et terrae novae

︶
観

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、
可
能
で
あ
り
、
ま
た
大
い

に
信
じ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
私
た
ち
は
︹
新
天
新

地
を
見
る
こ
と
で
︺、
遍
く
現
前
し
て
い
る
神
を
︹
神
が
遍
く
現

前
し
て
い
る
の
を
︺、
ま
た
物
体
的
な
宇
宙
万
物
を
宰
領
し
て

い
る
神
を
︹
神
が
物
体
的
な
宇
宙
万
物
を
宰
領
し
て
い
る
の
を
︺、

私
た
ち
が
︹
そ
の
時
︺
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
身
体
、
私
た
ち

が
見
て
取
る
こ
と
に
な
ろ
う
物
体
・
身
体
を
通
し
て
︵per 

corpora

︶、
ど
の
方
向
に
目
を
向
け
て
も
、
こ
の
上
な
い
透
明

な
明
る
さ
で
観
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
今
現
在
も
、
神

の
見
え
ざ
る
と
こ
ろ
︵invisibilia D

ei

︶
が
、
創
造
さ
れ
た
物

ど
も
を
通
し
て
、
謎
の
す
が
た
で
、
ま
た
部
分
的
に
鏡
に
映

し
て
、
知
性
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
も
の
と
し
て
見
て
取
ら

れ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
に
し
て
で
は
な
い
。
今
︹
こ
の
世
で
︺

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、︹
神
を
観
る
こ
と
に
関
し
て
は
︺
身
体

の
目
に
よ
っ
て
見
分
け
る
諸
事
物
の
姿
形
よ
り
も
、
何
か
を

信
ず
る
信
仰
が
、
優
位
を
占
め
て
い
る
。
し
か
る
に
︹
か
の

時
に
は
︺
私
た
ち
は
神
を
以
下
の
よ
う
な
仕
方
で
観
る
こ
と

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、︹
こ
の
世
で
は
︺
私
た
ち
は
人
々
の
な

か
で
生
き
て
お
り
、
生
き
て
い
る
ゆ
え
の
動
き
を
な
し
つ
つ

生
き
て
い
る
の
だ
が
、
私
た
ち
は
︹
他
の
人
々
の
身
体
を
︺
知

覚
す
る
や
い
な
や
、
彼
ら
が
生
き
て
い
る
の
を
、
信
ず
る
の

で
は
な
く
、︹
彼
ら
が
生
き
て
い
る
の
を
端
的
に
︺
見
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
彼
ら
の
身
体
な
し
に
彼
ら
の
生
を
見
る
こ
と

は
私
た
ち
に
は
で
き
な
い
か
ら
だ
が
、
ま
た
身
体
を
通
じ
て
、

な
ん
の
曖
昧
さ
も
な
し
に
、
彼
ら
の
生
を
見
て
取
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち
は
、︹
か
の
時
に
は
、︺
か
の
時
の

私
た
ち
の︹
復
活
の
︺身
体
の
霊
的
な
光
を︵spiritalia illa lum

ina 

corporum
 nostrorum

︶
ど
の
方
向
に
さ
し
向
け
て
も
、
す
べ

て
に
君
臨
し
て
い
る
神
を
︹
神
が
す
べ
て
に
君
臨
し
て
い
る
こ

と
を
︺、
諸
身
体
・
物
体
を
通
し
て
、
直
視
す
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、︹
そ
の
時
に
は
︺
か
の
︹
復
活
の
身

体
の
︺
目
に
よ
っ
て
、
神
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

︹
…
…
︺︹
そ
の
と
き
に
は
︺、
神
は
次
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち

に
知
ら
れ
、
ま
た
見
て
取
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、︹
神
は
、︺
私
た
ち
の
一
人
ひ
と
り
に
よ
っ
て
、

霊
︹
こ
こ
ろ
︺
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
誰
に
よ

っ
て
も
、
誰
の
う
ち
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
自
分
自

身
の
う
ち
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
新
し
い
天
と
新
し

い
地
に
お
い
て
、
そ
し
て
か
の
時
に
あ
る
の
だ
ろ
う
す
べ
て

の
被
造
物
の
う
ち
に
も
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
身

体
・
物
体
に
よ
っ
て
︹
身
体
・
物
体
を
通
じ
て
︺︵per corpora

︶、

あ
ら
ゆ
る
身
体
・
物
体
の
う
ち
に
︹
身
体
・
物
体
に
お
い
て
︺

︵in om
ni corpore

︶、
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
霊
的
な
身
体

の
目
が
、
そ
の
視
線
の
先
端
を
ど
こ
に
向
け
よ
う
と
も
︹
神

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︺。
そ
う
し
て
ま
た
、
私
た
ち
の
心

の
思
い
も
、
私
た
ち
の
間
で
み
な
明
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。︹
…
…
︺︵﹃
神
の
国
﹄
第
二
十
二
巻
二
十
九
章
末
尾12

︶

5
人
間
の「
変
容
」可
能
性

要
点
の
み
を
拾
い
見
て
き
た
キ
リ
ス
ト
の
こ
の
身
心
変
容

過
程
は
、
そ
の
ど
こ
に
力
点
を
置
く
か
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
全

体
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
つ
ね
に
見
つ
め
関
わ
り
つ
つ
生

き
る
範
型
で
あ
り
、
倣
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
本
稿
で
は
、
筆
者
の
知
識
の
偏
り
か
ら
、
お
も
に
カ

ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に
属
す
る
題
材
に
よ
っ
て
論
じ
て
い
る
が
、

﹁
キ
リ
ス
ト
の
倣
び
」
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
根
本
精
神
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
行
う
瞑
想
、
黙
想
、
聖
書
の
読
解
は
、
も
っ
ぱ
ら

こ
れ
ら
の
変
容
の
要
所
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
神
秘
主
義
的
伝
統
に
お
け
る
﹁
神
と
の
合
一
」
と
い
え

ど
も
、
そ
れ
は
い
っ
さ
い
の
身
体
性
を
超
え
た
唯
一
神
と
の

合
一
・
融
合
と
し
て
よ
り
も
、
も
っ
ぱ
ら
人
と
な
っ
た
神
で

あ
る
キ
リ
ス
ト
と
の
合
一
、
す
な
わ
ち
自
身
が
キ
リ
ス
ト
の

身
心
と
重
な
る
こ
と
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
そ
う
し
た
変
容
が
人
間
に

28
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と
っ
て
可
能
だ
と
す
る
人
間
観
を
有
す
る
。
人
間
は
不
変
の

永
遠
の
本
質
を
も
ち
、
そ
れ
に
留
ま
り
つ
づ
け
る
わ
け
で
は

な
く
、
あ
る
時
に
一
つ
の
身
体
＝
身
心
と
し
て
生
ま
れ
、
成

長
し
、
身
心
を
以
て
互
い
に
関
わ
り
、
そ
の
身
体
は
死
に
、
復

活
し
、
変
容
し
て
、
神
の
ご
と
く
に
成
る
︵
成
り
う
る
︶
の
で

あ
り
、
こ
の
長
い
時
間
を
経
て
の
変
容
の
過
程
自
体
が
、
人

間
の
﹁
い
の
ち
」
の
あ
り
方
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る

な
ら
、
上
述
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
﹁
身
心
変
容
」
を

目
指
す
宗
教
で
あ
る
。

6
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る「
技
法
」論

さ
て
、
で
は
身
心
変
容
﹁
技
法
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ど
の
よ
う
な
技
法
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
内
に
見
出
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
問
う
た
め
に
は
、
ま
ず
﹁
技
法
」
と

い
う
こ
と
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
﹁
身
体
」
に
明
示
的
に
関
与
す
る
技
法
に
着
目
し
て

論
を
進
め
た
い13

。
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
私
見
で
は
こ
こ

に
、
比
較
宗
教
論
的
に
見
た
と
き
の
キ
リ
ス
ト
教
の
一
特
徴

が
あ
る
。

具
体
例
を
紹
介
す
る
い
と
ま
も
な
い
が
、
東
西
の
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
統
の
中
で
、
身
体

0

0

技
法
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
な
身

心
の
錬
磨
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
断
食
、

徹
夜
、
粗
衣
、
膝
行
、
佇
立
、
鞭
打
な
ど
、
身
体
的
苦
行
の

方
法
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
お
い
て
も
古
来
豊
富
で
あ

る
。
多
く
の
神
秘
思
想
は
そ
う
し
た
禁
欲
苦
行
を
と
も
な
う

修
道
生
活
の
基
盤
の
上
に
生
ま
れ
て
い
る
。
修
道
生
活
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
・
戒
律
に
則
っ
た
生
活
の
長
年
の
実
践
に

よ
っ
て
身
心
を
錬
磨
し
て
い
く
も
の
と
み
て
も
よ
い
。
そ
こ

で
の
生
活
上
の
基
本
と
な
る
禁
欲
苦
行
︵ascetica

︶
は
、﹁
浄

化
︱
照
明
︱
合
一
」
と
い
う
神
秘
主
義
の
基
本
構
成
に
当
て

は
め
る
な
ら
、﹁
浄
化
」
の
段
階
な
い
し
場
面
の
こ
と
が
ら
で

は
あ
る
。
神
秘
主
義
の
基
本
階
梯
論
で
は
、
身
体
が
そ
こ
に

位
置
す
る
こ
の
世
の
地
平
の
徹
底
否
定
の
彼
方
に
、
神
秘
の

現
前
の
出
来
事
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
照
明
︵illum

inatio

︶」
︱

が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
身
心
な
い
し
身
体
上

の
異
象
に
も
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
は
事
欠
か
な
い
。
聖
痕
、

軽
揚
、
脱
魂
︵
失
神
︶、
身
体
発
光
、
奇
跡
的
治
癒
、
絶
食
な

ど
。
ま
た
、
幻
視
、
千
里
眼
、
同
時
出
現
、
テ
レ
パ
シ
ー
な

ど
の
神
通14

。

そ
れ
で
も
、
身
体
技
法
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
の
乏
し

さ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
一
特
徴
と
見
え
る
。﹁
前
稿
」
で
一
言
し

た
東
方
教
会
の
ヘ
シ
カ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
﹁
技
法
」
は
、
イ

ス
ラ
ム
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
刺
激
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い15

。

つ
ま
り
、
お
そ
ら
く
は
イ
ン
ド
宗
教
の
ヨ
ー
ガ
に
淵
源
す
る

よ
う
な
、
自
己
の
身
体
な
い
し
身
心
︵﹁
一
人
称
の
身
心
」︶
自

体
を
な
ん
ら
か
対
象
化
し
て
、
そ
れ
に
働
き
か
け
、﹁
操
作
」

す
る
よ
う
に
見
え
る
﹁
技
法
」
は
、
概
し
て
体
系
化
さ
れ
な

か
っ
た
。
自
覚
的
・
意
図
的
に
、
一
定
の
時
間
を
区
切
っ
て

能
動
的
に
実
践
す
る
技
法
、
行
法
の
乏
し
さ
が
、
近
年
の
キ

リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
東
洋
的
瞑
想
法
の
人
気

の
背
景
に
あ
る
と
見
て
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
下
、
こ
の
身
心
変
容
﹁
技
法
」
の
乏
し
さ
の
所
以
を
、
禁

欲
苦
行
の
実
践
や
身
心
的
異
象
へ
の
関
心
に
は
事
欠
か
な
い

時
代
・
地
域
で
あ
る
近
世
初
期
の
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
、
い

わ
ゆ
る
ス
ペ
イ
ン
神
秘
主
義
に
お
け
る
事
情
を
一
瞥
す
る
こ

と
で
確
認
し
て
み
た
い
。

○
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・
デ・ロ
ヨ
ラ

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
ロ
ヨ
ラ
の
﹃
霊
操
﹄
は
、
原
題

の
英
訳
はSpiritual Exercises

で
あ
り
︵physical exercise
が
﹁
体

操
」︶、
そ
こ
で
は
た
し
か
に
、﹁
祈
り
」﹁
瞑
想
」﹁
観
想
」
な

ど
の
名
で
呼
ば
れ
る
あ
る
種
の
技
法
・
方
法
・
行
法
が
開
発

さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
で
は
最
も
代
表
的
な
﹁
技

法
」
と
も
い
え
る
。
し
か
し
そ
こ
で
も
、
た
し
か
に
キ
リ
ス

ト
の
変
容
次
第
の
瞑
想
を
重
視
す
る
が
、
そ
の
際
の
自
ら
の

︵﹁
一
人
称
的
」︶
身
体
の
操
作
は
主
題
化
さ
れ
な
い
。
瞑
想
の

際
の
呼
吸
法
も
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
な
い
。
霊
操
は
、
自
ら

の
身
体
の
外
的
操
作
で
も
内
感
へ
の
集
中
で
も
な
く
、
自
ら

の
身
心
を
挙
げ
て
の
キ
リ
ス
ト
の
身
体
・
身
心
へ
の
接
近
に

そ
の
関
心
を
集
中
を
第
一
義
と
す
る
。

○
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア

で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
を
代
表
す
る
神
秘
家
の
一

人
で
、
そ
の
脱
魂
や
軽
揚
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
う
し
た
折
の

﹁
内
感
」
の
詳
細
な
記
述
に
よ
っ
て
名
高
い
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ

ア
は
ど
う
か16

。
彼
女
は
、
従
来
の
定
式
化
さ
れ
た
信
心
行
へ

の
不
満
か
ら
、﹁
念
禱
︵oración m

ental

︶」
と
呼
ぶ
内
面
的
瞑

想
を
独
自
に
実
践
し
、
そ
の
中
で
多
彩
な
神
秘
体
験
を
得
、
キ

リ
ス
ト
と
の
﹁
霊
的
婚
姻
」
と
呼
ぶ
合
一
の
境
地
に
ま
で
到

る
。
そ
う
し
た
念
禱
の
実
践
が
可
能
な
修
道
生
活
の
あ
り
方

を
確
保
す
る
こ
と
が
、
彼
女
の
修
道
会
改
革
の
目
的
だ
っ
た
。

テ
レ
ジ
ア
の
説
き
、
実
践
し
た
念
禱
と
は
、
し
か
し
、
具
体

的
事
相
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
は
瞑
目
し
沈
黙
し
て
、
神
と

内
的
に
交
わ
る
・
交
際
す
る
︵tratar con D

ios

︶
と
い
う
こ
と

に
留
ま
り
、
そ
の
際
の
身
心
技
法
の
よ
う
な
も
の
は
と
く
に

説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
彼
女
が
﹁
念
禱
」
の
や
り
方
を
︵
お

そ
ら
く
読
書
で
︶
学
ん
だ
重
要
な
典
拠
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
デ
・
オ
ス
ナ
の
﹃
霊
的
ア
ベ
セ
ダ
リ
オ
　
第
三
篇
﹄
で

も
、
そ
こ
で
勧
め
ら
れ
る
い
わ
ば
沈
黙
無
相
の
祈
り
た
る
﹁
内

的
潜
心
︵recogim

iento interior

︶」
に
際
し
て
の
身
体
の
あ
り

方
へ
の
指
示
は
わ
ず
か
で
あ
る17

。

○
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ

テ
レ
ジ
ア
と
と
も
に
カ
ル
メ
ル
修
道
会
改
革
を
遂
行
し
た
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十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
自
ら
の
霊
的
経
験
、
同
志
の
テ
レ
ジ

ア
は
じ
め
多
く
の
修
道
者
・
修
道
女
を
指
導
し
た
経
験
に
基

づ
い
て
、﹁
暗
夜
」
と
い
う
こ
と
を
根
本
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
否

定
神
学
的
霊
的
階
梯
論
を
構
築
し
た18

。
そ
れ
は
、
大
き
く﹁
感

覚
の
暗
夜
」
と
﹁
精ス

ピ
リ
ッ
ト

神
＝
霊
の
暗
夜
」
に
大
別
さ
れ
る
が
︵
そ

れ
ぞ
れ
は
さ
ら
に
、﹁
感
覚
の
能
動
的
暗
夜
」
と
﹁
受
動
的
暗
夜
」、

﹁
精
神
の
能
動
的
暗
夜
」
と
﹁
受
動
的
暗
夜
」
に
区
分
さ
れ
る
。
こ

の
区
分
に
つ
い
て
は
後
に
一
言
す
る
︶、
前
者
に
お
い
て
身
体
レ

ベ
ル
の
感
覚
や
欲
求
に
つ
い
て
の
徹
底
的
否
定
が
説
か
れ
る

ば
か
り
で
、
修
道
生
活
の
目
標
た
る
﹁
魂
と
神
と
の
合
一
」

に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
﹁
精
神
の
暗
夜
」
の
段
階
に
お

い
て
は
、
身
体
性
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
感
覚
性
や
精
神
的
能
動
行
為
が
無
の
闇
の
中
に
沈

む
﹁
暗
夜
」
の
中
で
は
、
逆
説
的
な
こ
と
に
、
豊
穣
な
霊
的

感
覚
性
・
肉
感
性
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
目
覚
め
て
き
て
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
ヨ
ハ
ネ
特
有
の
恋
愛
神
秘
主
義
的
言
語
で
豊

か
な
言
説
が
紡
が
れ
る
の
だ
が
、
し
か
し
そ
こ
に
到
る
た
め

の
﹁
身
体
技
法
」
と
言
い
う
る
も
の
は
見
出
し
に
く
い
。

7
「
技
法
」の
貧
困
の
由
来

以
上
、
キ
リ
ス
ト
教
︵
神
秘
主
義
︶
の
伝
統
に
お
い
て
は
、

身
心
変
容
と
い
う
こ
と
は
枢
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
そ
し
て
実
際
に
身
心
変
容
と
称
さ
れ
て
よ
い
事
柄
は
、

事
柄
と
し
て
は
た
し
か
に
存
在
し
て
い
よ
う
け
れ
ど
も
、
し

か
し
そ
の
身
心
変
容
自
体
を
目
的
に
掲
げ
て
、
そ
の
実
現
成

就
を
企
図
す
る
営
み
と
い
う
意
味
で
の
﹁
技
法
」
は
、
と
り

た
て
て
探
求
、
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
稀
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、﹁
身
心
変
容
技
法
」
は
あ
っ
て

も
、
そ
れ
が
一
定
の
﹁
身
体
技
法
」
と
し
て
は
練
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
。
以
下
で
は
、
こ
の
技
法
の
未
開
発
の
重
要
な

理
由
と
し
て
、
広
義
の
比
較
宗
教
な
い
し
比
較
思
想
的
な
観

点
か
ら
、
二
、
三
の
点
を
試
論
と
し
て
述
べ
て
本
稿
を
閉
じ

た
い
。

ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
が
発
展
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
は
、

そ
の
教
義
や
制
度
、
実
践
の
整
備
に
関
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
哲

学
以
来
の
主
語
＝
主
体
と
客
語
＝
客
体
を
明
確
に
区
分
し
て

思
考
し
言
語
化
す
る
態
度
が
根
強
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
み

た
い
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
ま
た
、
言

語
構
造
︵
文
法
︶
に
よ
っ
て
人
の
思
考
が
決
定
さ
れ
る
と
す

る
見
方
に
単
純
に
与
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
定
の
有
効

性
を
も
つ
観
点
と
思
わ
れ
る
。

思
考
の
言
語
化
に
際
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
西
欧
言
語
で
は
、

文
法
的
要
請
と
し
て
主
語
と
客
語
を
﹁
二
肢
的
」
に
措
定
す

る19

。
主
語
は
客
語
に
対
し
て
、
能
動
か
受
動
か
、
と
い
う
二

つ
の
﹁
態
︵voice

︶」
が
区
別
さ
れ
発
生
す
る
。﹁
身
心
変
容
」

と
い
う
事
態
に
お
い
て
は
、
主
語
＝
主
体
は
﹁
身
心
」
で
あ

ろ
う
が
、
で
は
そ
の
﹁
変
容
」
と
い
う
こ
と
は
、
身
心
が
﹁
能

動
的
」
に
為
す
こ
と
な
の
か
、﹁
受
動
的
」
に
為
さ
れ
る
こ
と

な
の
か
。
後
者
だ
と
す
れ
ば
、
で
は
そ
れ
は
何
︵
誰
︶
に
よ

っ
て
︵
何
・
誰
が
主
体
と
な
っ
て
︶
為
さ
れ
る
の
か
。
し
か
る

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
東
洋
的
」
身
心
変
容
技
法
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
問
い
は
生
ず
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。
身
体
に

関
心
を
集
中
す
る
技
法
の
実
践
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
意

識
と
し
て
の
主
体
性
が
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
身
体
に
委
ね

ら
れ
︱
そ
の
﹁
委
ね
」
を
な
さ
し
め
る
も
の
が
﹁
技
法
」

だ
ろ
う
︱
、
そ
の
状
態
の
中
か
ら
、
通
常
の
意
識
の
次
元

と
は
異
な
る
﹁
身
心
」
が
、
自
ら
の
新
た
な
真
の
主
体
と
し

て
目
覚
め
、
立
ち
上
が
っ
て
く
る
、
と
い
っ
た
事
情
が
想
定

さ
れ
る
。

し
か
る
に
そ
う
し
た
、︵
心
と
区
別
さ
れ
た
︶
身
体
に
主
体

性
を
委
ね
る
発
想
を
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
は
と
り
に

く
か
っ
た
。
上
に
言
及
し
た
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
一
種
の
神

秘
階
梯
論
は
そ
の
典
型
と
見
え
る
。﹁
能
動
的
暗
夜
」
と
﹁
受

動
的
暗
夜
」
の
区
分
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
者
に
決
定
的
に
重

要
な
意
義
が
置
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
魂

︵
人
間
︶
の
真
の
浄
化
は
、
人
間
の
側
か
ら
す
る
あ
ら
ゆ
る

﹁
主
体
」
的
努
力
︱
自
ら
が
主
体
と
し
て
為
す
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
た
限
り
で
の
﹁
技
法
」
を
含
む
︱
を
能
動
的
に

行
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
一
切
の
無
効
・
無
力
化
︵
い
わ
ゆ
る

﹁
無
化
」︶
を
要
件
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う

し
た
自
己
無
化
の
な
か
で
生
じ
て
く
る
神
秘
体
験
に
類
し
よ

う
出
来
事
な
い
し
事
態
は
、
魂
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
﹁
受

動
的
に
為
さ
れ
る
」
他
は
な
く
、
そ
し
て
そ
う
し
た
も
の
こ

そ
が
神
自
身
が
能
動
的
に
﹁
為
す
」
真
正
の
神
秘
体
験
で
あ

り
、﹁
神
と
の
合
一
に
属
す
る
」
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
思
考
法
は
、
総
じ
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
に
通
有
の
も
の

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
た
し
か
に
一
つ
の
徹
底
し
た
態
度
と
見
え

る
。
い
わ
ゆ
る
自
力
性
の
徹
底
否
定
、﹁
信
仰
の
み
」
へ
と
収

斂
し
て
い
く
志
向
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
徹
底
化
の
過
程
で
、

﹁
身
心
」
と
い
う
視
点
が
次
第
に
消
滅
し
て
い
く
。
人
が
能
動

的
に
為
す
か
、
神
が
能
動
的
に
働
く
︵
そ
の
と
き
人
は
徹
底
的

十字架のヨハネが祈りの中で「見た」とされている
十字架のキリスト像（十字架のヨハネの自筆）
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に
受
動
態
と
な
る
︶
か
の
二
分
法
が
、
事
態
を
語
る
言
語
の
文

法
の
次
元
で
言
説
と
思
考
自
体
を
支
配
し
て
い
る
か
に
思
わ

れ
る
。
そ
こ
に
は
、
あ
る
能
動
的
操
作
と
し
て
の
﹁
技
法
」

に
よ
っ
て
、
意
識
と
し
て
の
自
己
か
ら
す
れ
ば
十
全
な
把
握

が
不
可
能
な
︱
そ
の
意
味
で
は
他
者
と
し
て
の
︱
自
己

の
身
体
に
働
き
か
け
、
あ
る
い
は
身
体
を
操
作
し
て
、
そ
の

﹁
身
体
の
自
然
」、
身
体
と
い
う
﹁
自
然
」
の
地
平
か
ら
﹁
自

ず
か
ら
」
生
じ
立
ち
上
が
っ
て
く
る
、
通
常
の
意
識
的
能
動

性
と
は
異
質
の
事
態
を
想
定
し
語
る
︱
そ
れ
は
、
文
法
的

に
は
﹁
受
動
態
」
以
前
の
中
動
態
、
な
い
し
﹁
自
発
」
形
に

拠
る
こ
と
に
な
ろ
う
︱
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な

い
。こ

の
徹
底
化
は
、
純
化
で
あ
り
浄
化
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ

で
︱
事
柄
と
し
て
は
生
じ
て
い
る
に
せ
よ
︱
見
失
わ
れ

て
い
る
次
元
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
、
西
欧
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
統
で
は
十
分
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
次
元
を
自
覚

的
に
取
り
出
す
こ
と
は
、
研
究
と
し
て
も
実
践
と
し
て
も
、
今

後
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
第
二
に
、
身
体
技
法
の
未
開
発
は
、
そ
れ
が
キ

リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
上

述
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
追
求
さ
れ
る
身
心
変

容
と
は
、
こ
の
世
に
身
体
と
し
て
生
ま
れ
、
人
々
と
身
心
を

以
て
関
わ
り
、
肉
体
の
死
と
い
う
最
大
の
身
心
変
容
を
経
て
、

終
末
に
お
け
る
栄
光
の
身
心
の
獲
得
に
到
る
長
い
時
間
過
程

全
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
一
定
の
時
間
を
区
切
っ
て
、
特
殊
な
状
況
に
身
を
置

い
て
、
特
定
の
﹁
行
法
」
を
実
践
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
の
、

い
わ
ば
局
所
的
な
身
体
技
法
を
開
発
す
る
要
請
が
比
較
的
小

さ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る20

。
そ
こ
に
﹁
技
法
」
を
見
る
と
す
れ

ば
、﹁
私
の
身
心
」
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う

他
者
︵﹁
汝
」
と
し
て
の
二
人
称
的
他
者
︶
の
身
心
を
見
つ
め
、

触
れ
、
重
ね
て
い
く
こ
と
全
体
を
言
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
の
意
味
で
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
は
制
度
と
し
て
存
す
る
修
道
制
に
お
い

て
は
︱
と
く
に
古
代
以
来
の
祈
り
と
労
働
に
徹
す
る
、
あ

る
い
は
壮
麗
な
典
礼
の
奉
献
を
中
心
と
す
る
修
道
会
に
お
い

て
は
︱
日
々
の
単
純
な
、
し
か
し
﹁
身
心
を
挙
し
て
」
の

生
活
自
体
が
、
肉
体
の
死
を
以
て
完
遂
さ
れ
る
長
い
身
心
変

容
技
法
を
な
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
し
、
組
織

と
し
て
は
修
道
制
を
廃
し
た
宗
教
改
革
の
精
神
も
ま
た
、
あ

る
意
味
で
世
俗
の
生
活
自
体
の
修
道
化
︱
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

い
わ
ゆ
る
﹁
世
俗
内
禁
欲
」
︱
を
目
指
し
た
と
も
い
え
る
。

﹁
技
法
」
を
広
義
に
、
ま
た
深
義
に
と
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
な

ろ
う
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
う
し
た
生
涯
を
通
じ

て
の
身
心
変
容
行
は
、
い
わ
ゆ
る
技
法
を
多
く
開
発
し
て
き

た
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
伝
統
に
お
い
て
も
当
然
見
出

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

上
記
二
点
を
要
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
身
心
変
容
と
い

う
事
態
を
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
身
心
変
容
に
ま
ず
は
集

中
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
信
徒
た
ち
は
、
こ
れ
を
黙
想
し
、
こ

の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
﹁
一
つ
に
な
る
」
ほ
ど
に
﹁
関
わ

る
」
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
身
心

変
容
を
求
め
、
実
現
し
て
き
た
、
と
概
括
で
き
る
だ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
黙
想
・
瞑
想
は
、
第
一
義
的
に
は

自
己
の
内
面
の
観
察
で
は
な
く
、
他
者
た
る
キ
リ
ス
ト
へ
の

凝
視
で
あ
る
。
最
も
大
切
な
身
心
変
容
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
自

力
」
的
技
法
、
身
体
操
作
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
な
い
。
む
し

ろ
そ
の
よ
う
な
修
行
は
﹁
で
き
な
い
」、
と
い
う
不
能
性
の
自

覚
、
徹
底
か
ら
、
あ
る
意
味
で
キ
リ
ス
ト
教
は
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
総
じ
て
﹁
罪
」
の
自
覚
と
し
て
表
白
さ
れ
る
。
十

字
架
の
ヨ
ハ
ネ
ら
が
﹁
受
動
的
暗
夜
」
を
強
調
す
る
所
以
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
が
﹁
奴
隷
の
宗
教21

」
と
さ
れ
る
所
以
で

あ
る
。
恩
寵
は
技
法
の
範
囲
を
原
理
的
に
超
え
た
と
こ
ろ
か

ら
来
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、
そ
の
、﹁
恩
寵
の
み
」
に
恃
む
地

平
、
地
点
、
次
元
に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
﹁
技
法
」
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
、
こ
れ
も
上
述
の
と
お
り
、
そ
う
し
た
キ
リ

ス
ト
教
の
根
本
性
格
へ
の
不
満
か
ら
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教

の
内
部
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
技
法
へ
の
関
心
が
、
ま
た

需
要
が
わ
き
上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
の
根
本
性
格
が
喪
わ
れ
る
の
で
は
な
く
展
開
す
る
か

た
ち
で
、
そ
の
伝
統
が
さ
ら
に
﹁
変
容
」
し
て
い
く
こ
と
は

あ
り
う
る
し
、
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
一
研
究

者
と
し
て
の
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。

注1
　﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
一
号
︵
一
五
―二
〇
頁
︶
に
、
拙

稿
﹁
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
﹃
身
心
変
容
﹄
研
究
へ
の

展
望
」︵
以
下
﹁
前
稿
」
と
よ
ぶ
︶
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い

た
。
本
稿
は
、
そ
こ
で
示
し
た
諸
論
点
の
い
く
つ
か
に
つ
い

て
の
考
察
を
、
こ
の
三
年
余
り
の
研
究
会
参
加
を
経
て
、
い

さ
さ
か
な
り
と
も
進
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
論
が
﹁
前
稿
」
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
、

再
説
を
避
け
る
た
め
に
本
稿
で
は
説
明
を
簡
略
に
し
た
箇
所

も
あ
る
。
論
旨
の
主
要
部
分
は
、
日
本
宗
教
学
会
第
七
四
回

学
術
大
会
︵
二
〇
一
四
年
九
月
︶
に
お
い
て
、
鎌
田
東
二
氏

を
代
表
と
す
る
パ
ネ
ル
﹁
宗
教
研
究
と
し
て
﹃
身
心
変
容
技

法
﹄
研
究
が
問
い
か
け
る
も
の
」
に
て
概
要
を
発
表
し
た
。

2
　
日
本
宗
教
学
会
で
の
パ
ネ
ル
発
表
題
目
の
た
め
に
、
ト
ー
マ

ス
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
博
士
に
、﹁
身
心
変
容
技
法
」
の

英
訳
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、“ A

rts and Principles of Body-
M

ind Transform
ation”

を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
。

3
　
フ
ィ
リ
ピ
書
の
い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
賛
歌
の
冒
頭
が
よ
く
引

か
れ
る
。﹁
キ
リ
ス
ト
は
神
の
形
︵m

orphe theou

︶
の
う
ち

に
あ
っ
た
が
／
︹
…
…
︺
己
れ
自
身
を
空
し
く
し
て
、
奴
隷

の
形m

orphe doulou

を
と
っ
た
」(Phil, 2, 6-7) 

。

4
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
﹃
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
﹄
に
お
け
る
動
的

宗
教
論
、
神
秘
家
論
は
、
こ
の
﹁
人
間
」
と
い
う
﹁
種
」
の
、
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現
状
で
考
え
ら
れ
る
最
も
大
き
な
質
的
変
容

︱
人
か
ら

﹁
人
以
上
」
た
る
﹁
神
々
」
へ
の
超
﹁
創
造
的
進
化
」

︱

の
可
能
性
、
な
い
し
は
現
実
性
を
、
哲
学
的
思
惟
の
限
り
を

尽
く
し
、
あ
る
い
は
越
え
て
、
説
こ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
試
み
を
﹁
リ
ア
ル
に
」
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
に
、
同
書
読
解
の
成
否
は
存
す
る
の
だ
ろ
う
。
詳
細
は

別
稿
を
期
し
た
い
。

5
　
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
で
の
主
導
的
神
学
者
だ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
言
葉
と
し
て
知
ら
れ
る
。

6
　Ignatio de Loyola, Ejercicios Espirituales , 47.

7
　Ibid.  

8
　
よ
り
詳
し
く
は
、
拙
論
﹁﹃
異
界
の
表
象
﹄
の
誕
生
と
消
滅

︱
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
の
幻
視
の
行
方
」
渡

辺
和
子
・
細
田
あ
や
子
編
﹃
異
界
の
交
錯
︵
下
巻
︶﹄
リ
ト

ン
、
二
〇
〇
六
年
、
四
一
九
―四
四
六
頁
、
参
照
。

9
　
鎌
田
東
二
氏
の
一
連
の
﹃
翁
童
論
﹄
が
参
照
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

10
　
瀕
死
の
人
の
穢
れ
た
身
体
に
触
れ
て
ゆ
く
﹁
善
き
サ
マ
リ
ア

人
」
の
譬
え
に
つ
い
て
は
、
拙
論
﹁﹃
宗
教
﹄
的
共
同
体
の

成
立
根
拠

︱
﹃
共
感
﹄
の
根
源
を
め
ぐ
っ
て
」
宮
本
久

雄
・
武
田
ほ
な
み
編
﹃
あ
な
た
の
隣
人
は
だ
れ
か

︱
現
代

に
お
け
る
共
生
の
行
方
﹄
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二

〇
一
二
年
、
二
〇
三
―二
三
〇
頁
、
で
少
し
触
れ
た
。

11
　
一
人
称
的
瞑
想
状
態
に
あ
る
と
き
の
脳
の
状
態
を
物
理
的
に

同
定
し
て
、
そ
こ
に
心
と
身
体
︵
脳
︶
と
の
何
ら
か
の
対
応

関
係
を
見
出
そ
う
と
す
る
た
ぐ
い
の
試
み
は
、
こ
の
人
称
性

の
差
異
を
架
橋
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
有
意
義
な
実

践
的
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
私
見

で
は
、
そ
こ
に
は
た
ん
に
技
術
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い

原
理
的
な
い
し
哲
学
的
な
問
題
が
多
く
伏
在
す
る
。
た
と
え

ば
こ
の
︵
想
定
さ
れ
る
︶﹁
対
応
」
関
係
を
何
ら
か
の
﹁
因

果
」
関
係
に
も
た
ら
そ
う
と
す
る
と
き
そ
の
問
題
性
が
端
的

に
露
呈
す
る
だ
ろ
う
。
広
義
の
身
心
問
題
に
属
す
る
こ
の
難

問
を
考
え
る
際
に
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
点

を
一
点
だ
け
記
し
て
お
く
な
ら
、
そ
れ
は
、
こ
の
﹁
対
応
」

関
係
を
想
定
す
る
前
提
と
し
て
、︵
本
稿
で
の
言
葉
を
使
え

ば
︶
一
人
称
の
身
心
性
の
側
の
対
応
項
が
ま
ず
先
に
︵
そ
の

自
然
科
学
の
言
語
に
よ
る
対
応
物
の
措
定
と
は
独
立
に
︶、
そ

れ
と
し
て
同
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
自

明
の
点
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可

能
な
の
か
が
ま
ず
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

12
　A

ugustinus, D
e civitate D

ei , Lib.X
X

, cap.xxix.

13
　
注
2
に
記
し
た
よ
う
に
、﹁
身
心
変
容
技
法
」
の
﹁
技
法
」

に
つ
い
て
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
博
士
は
、technique 

と
い
っ

た
言
葉
は
使
わ
ず
、arts and principles

と
い
う
、
内
容
を
明

示
し
た
訳
を
工
夫
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
自
体
が
、
身
心
変
容

技
法
と
い
う
問
題
設
定
の
射
程
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
だ
ろ

う
。﹁
技
法
」
は
、︵
テ
ク
ネ
ー
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
源
に
遡

る
の
な
ら
と
も
か
く
︶﹁
た
ん
な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
に
は
留

ま
ら
な
い
深
い
意
味
で
の
術
、
技
、
ワ
ザ
で
あ
り
ア
ー
ト
で

あ
っ
て
、
そ
の
﹁
原
理
」
が
何
な
の
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
何
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
造
語

と
さ
れ
る
﹁
身
体
技
法
」
は“ technique du corps”

で
あ
る
。

14
　
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
こ
の
種
の
異
象
世
界
に
つ
い
て
の
近

年
の
参
照
資
料
と
し
て
、C

f.Patrick Sbalchiero, D
ictionnaire 

des miracles et de l’extraordinaire chrétiens , Fayard, 2002.

15
　
ヘ
シ
カ
ズ
ム
の
思
想
、
お
よ
び
実
践
に
つ
い
て
は
、
大
森
正

樹
﹃
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
と
光
の
神
学

︱
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
・
パ

ラ
マ
ス
研
究
﹄
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
久
松
英
二
﹃
祈
り

の
心
身
技
法

︱
十
四
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
の
ア
ト
ス
静
寂
主

義
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
参
照
。

16
　
テ
レ
ジ
ア
の
﹁
身
心
変
容
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
ア
ビ
ラ

の
テ
レ
ジ
ア
の
﹃
身
心
変
容
﹄
の
諸
相

︱
﹃
内
感
﹄
と
そ

の
行
方
」﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
、

二
〇
―二
八
頁
、
で
論
じ
た
。

17
　Francisco de O

suna, Tercer Abecedario Espiritual , 1527. 

オ
ス

ナ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
オ
ス
ナ
の

﹃
内
的
潜
心
﹄
論

︱
﹃
ス
ペ
イ
ン
神
秘
主
義
﹄
の
源
流
と

し
て
の
」﹃
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
﹄
二
六
号
、
二
〇
〇
九

年
、
一
―一
八
頁
、
参
照
。

18
　
詳
し
く
は
、
拙
著
﹃
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
﹄
創
文
社
、
二
〇
〇

〇
年
、
参
照
。

19
　﹁
二
肢
︵
両
肢
︶」
言
語
に
つ
い
て
は
、﹃
言
語
学
大
事
典
﹄

三
省
堂
、
一
九
八
八
―二
〇
〇
一
年
、﹁
態
」
の
項
を
参
照
。

20
　
青
年
期
に
禅
を
修
し
て
の
ち
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
、
さ
ら

に
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
の
伝
統
に
深
く
棹
さ
す
跣
足
カ
ル

メ
ル
会
士
と
な
っ
た
奥
村
一
郎
神
父
は
、﹁
キ
リ
ス
ト
教
の

修
道
生
活
と
禅
な
ど
の
修
行
を
比
べ
る
な
ら
、
前
者
は
い
わ

ば
生
涯
続
く
長
距
離
走
、
後
者
は
一
時
期
に
集
中
し
て
行
う

短
距
離
走
だ
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

21
　
本
稿
注
3
参
照
。
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
仏
教
瞑
想
に
起
源
を
も
ち
医
療
や
心
理
療
法

な
ど
の
領
域
で
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
に
つ
い
て
、
ブ
ッ
ダ
が
ど
の
よ
う
な
身
心
の
訓
練
体
系
と

し
て
構
想
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
は
、
看
取
り

を
含
め
た
看
病
が
大
切
な
実
践
現
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お

り
、
現
代
の
ケ
ア
の
現
場
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
広
く
応

用
さ
れ
つ
つ
あ
る
根
拠
が
見
て
取
れ
る
。

次
に
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
る
解
脱
・

悟
り
と
呼
ば
れ
る
変
容
体
験
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
過
程
を
経
て
変
容
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
吟
味
す
る
。
自
我
意
識
に
お
け
る
所
有
感
、
主
体
感
な
ど

が
超
越
さ
れ
る
と
す
る
説
明
体
系
は
、
近
年
の
脳
科
学
研
究

が
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
自
己
主
体
感
、
自
己
所
有
感
、
自

己
存
在
感
の
神
経
基
盤
の
概
略
と
比
較
し
て
み
て
も
興
味
深

い
一
致
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
ビ
ダ
ン
マ
に
説
か
れ
たvīthi

︵
心
路
︶
と
い

う
意
識
の
生
起
過
程
に
関
す
る
分
析
体
系
を
紹
介
す
る
。
上

座
部
仏
教
の
伝
統
に
特
有
な
こ
の
心
理
学
的
分
析
は
現
在
の

認
知
科
学
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

の
観
察
視
座
が
人
称
性
や
擬
人
化
傾
向
を
ど
の
よ
う
に
乗
り

越
え
て
い
く
の
か
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
視
点
を
提
供

し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
唯
識
思
想
に
お
け
る
阿あ

頼ら

耶や

識し
き

の

よ
う
な
構
造
論
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
意
識
の
プ
ロ
セ

ス
の
み
を
追
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
擬
人
化
と
い
う
思
考
の
習
慣

的
依
存
性
を
脱
し
て
ゆ
く
た
め
の
重
要
な
視
点
を
与
え
て
く

れ
る
。

最
後
に
、
死
生
観
を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
死
と

再
生
あ
る
い
は
世
代
間
伝
達
の
問
題
に
つ
い
て
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
の
実
践
者
た
ち
が
到
達
し
た
生
命
維
持
心
・
誕
生

心
・
死
心
、
そ
し
て
臨
終
心
路
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
紹
介

し
、
現
在
的
な
ケ
ア
の
観
点
か
ら
次
世
代
の
科
学
的
探
究
に

つ
な
げ
る
べ
く
ま
と
め
て
み
た
い
。

1
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
ま
ず
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
中
部
経
典
のSatipatt4
4hāna-

sutta

1

を
概
観
し
、
さ
ら
に
は
当
時
の
修
行
共
同
体
︵
サ
ン
ガ
︶

に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
看
病
体
験
に
関
す
る
律
蔵
の
記
述
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
ど
の
よ
う
な
訓

練
体
系
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
。

1-

1
　
サ
ティ
パッ
タ
ー
ナ・ス
ッ
タ
の
構
造

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
い
う
呼
称
の
由
来
は
、
テ
ー

ラ
ワ
ー
ダ
仏
教2

が
伝
え
る
中
部
経
典
︵M

ajjhim
a N

ikāya 3

︶
の

第
一
〇
番
目
に
配
置
さ
れ
たSatipatt4
4hāna-sutta

がThe 
foundations of m

indfulness

︵Ñ
ānam

oli &
 Bodhi, 1995, 145

︶

あ
る
い
はEstablishing of m

indfulness 4

と
訳
さ
れ
る
こ
と
に

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
彼
方
へ

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
の
光
と
闇

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

高
野
山
大
学
文
学
部
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
・
仏
教
瞑
想
研
究
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よ
る
。G

ethin

︵2013

︶に
よ
る
と
、sati

を
最
初
にm

indfulness

と
英
訳
し
た
の
はT. W

. R
hys D

avids

で
、
先
達
の
さ
ま
ざ
ま

な
試
行
錯
誤
を
経
て
一
八
八
一
年
に
た
ど
り
つ
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
一
〇
年
に
妻
のC

. A
. F. R

hys D
avids

と
共
訳
し
た
長
部
経
典
の
拡
大
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
対
す
る

“ Fourfold setting up of m
indfulness”

と
い
う
訳
か
ら
こ
の
訳

語
が
定
着
し
て
い
っ
た
。
漢
訳
で
は
﹁
念
住
経
」
あ
る
い
は

﹁
念
処
経
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
﹁
気
づ
き
の
確
立

に
関
す
る
教
え
」
と
訳
す
こ
と
に
し
て
い
る5

。

こ
の
経
典6

に
は
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
多
く
の
瞑
想
法
が
、
気

づ
き7

と
自
我
の
虚
構
性8

に
関
す
る
洞
察
と
い
う
視
点
か
ら
総

合
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
瞑
想
対
象
は
1
　
身
体

︵kāya

︶、
2
　
感
受
︵vedanā

：
身
体
感
覚
︶、
3
　
心
︵citta

：

心
の
状
態
︶、
4
　
法
︵dham

m
a

：
身
心
相
関
現
象
と
法
則
性
︶

と
い
う
四
領
域
に
分
類
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な

一
三
種
類
が
説
か
れ
て
い
る
。

1
　
身
体
：
呼
吸9

、
姿
勢10

、
日
常
動
作11

、
身
体
部
分12

、
地
水

火
風13

、
死
体
の
崩
壊
過
程14

。

2
　
感
受
：
快
・
不
快
・
中
性
の
身
体
感
覚15

。

3
　
心
：
心
が
欲
望
、
怒
り
、
無
自
覚
に
汚
染
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
集
中
し
て
い
る
か
散
乱
し
て
い
る
か
、
囚
わ
れ

て
い
る
か
解
放
さ
れ
て
い
る
か
な
ど16

。

4
　
法
：
人
間
存
在
を
構
成
す
る
五
つ
の
集
合
体
︵
五
蘊17

︶、

心
を
曇
ら
せ
る
五
つ
の
要
素
︵
五
蓋18

︶、
六
つ
の
感
覚
器
官
と

そ
こ
に
生
じ
る
意
識
活
動
︵
六
感
覚
処19

︶、
悟
り
に
導
く
七
つ

の
要
素
︵
七
菩
提
分
支20

︶、
四
つ
の
聖
な
る
真
理
︵
四
聖
諦21

︶。

本
経
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
上
記
の
す
べ
て
の
瞑
想
対

象
が
内︵ajjhatta

︶・
外
︵bahiddhā

︶・
内
外
︵ajjhatta-bahiddha

︶

と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
観
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
か

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
注
釈
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
つ

は
自
ら
の
呼
吸
な
ど
、
他
人
の
呼
吸
な
ど
、
自
他
の
呼
吸
な

ど
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う22

。
な
ぜ
こ
う
し
た
三

つ
の
視
点
か
ら
の
観
察
が
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
関
し

て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
解
説
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た23

。
筆

者
は
、
こ
れ
ら
の
三
視
点
を
主
観
的
観
察
、
客
観
的
観
察
、
間

主
観
的
観
察24

と
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
を
見

い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
哲
学
的
あ
る
い
は
認
識
論
的
思

考
に
お
い
て
は
個
人
と
個
人
と
の
間
に
関
係
性
が
生
ま
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
ブ
ッ
ダ
の
説
く
三
視
点
か
ら
の
観

察
に
よ
っ
て
﹁
個
人
︵
あ
る
い
は
﹁
私
」︶
と
い
う
観
念
は
関

係
性
の
海
か
ら
一
時
的
に
生
ま
れ
て
は
消
え
て
ゆ
く
泡
の
よ

う
な
仮
想
的
構
造
物
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
洞
察
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
無
我
や
空
を
理
解
す

る
た
め
に
重
要
な
観
点
で
あ
り
、
ま
た
自
我
が
ど
の
よ
う
に

し
て
養
育
者
と
の
関
係
性
の
中
か
ら
育
ま
れ
て
く
る
か
に
関

す
る
研
究25

に
も
通
じ
る
視
点
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
四
つ
の
対
象
領
域
と
三
つ
の
観
察
視
点
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
、
各
瞑
想
対
象
に
お
い
て
洞
察
が
ど
の
よ
う
に

発
生
し
て
く
る
か
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
経
典
の
最
後
に
は
、

こ
う
し
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
に
よ
っ
て
、
人
に
よ

っ
て
早
い
か
遅
い
か
の
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
必
ず
解
脱
が

も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

1-

2
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
ビ
ジ
ョ
ン

本
経
の
冒
頭
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
関
し
て
以
下

の
よ
う
な
総
説
が
説
か
れ
て
い
る
。

修
行
者
た
ち
よ
、
こ
の
道
は
衆
生
た
ち
を
清
め
、
憂
い

や
悲
嘆
を
乗
り
越
え26

、
苦
し
み
や
煩
悶
を
消
滅
さ
せ
、
理

に
か
な
っ
た
方
法
を
獲
得
し
、
涅
槃
を
実
現
す
る
た
め
の

一
路
で
あ
る
。︵
筆
者
訳
︶

こ
の
総
説
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、

①
存
在
が
浄
化
さ
れ
る
。

②
喪
失
の
悲
し
み
を
う
ま
く
通
過
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

③
人
生
の
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

④
知
的
に
納
得
可
能
な
生
き
る
た
め
の
方
法
論
が
得
ら
れ

る
。⑤

静
け
さ
と
安
ら
か
さ
を
自
ら
実
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

と
い
う
五
つ
の
事
柄
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
の
宣
言
に
な
っ
て

い
る
。

①
は
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
応
用
可
能
で
あ
る
こ
と
、
②
は
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
の
基
盤
と
な
り
う
る
こ
と
、
③
は
心
理
療
法
の

基
盤
と
な
り
う
る
こ
と
、
④
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
の
基
本
と

な
り
う
る
こ
と
、
⑤
は
平
和
実
現
へ
の
基
礎
と
な
り
う
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
特
に
④
は
近
年
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
企
業
研
修
に
活
発
に
応
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
⑤
は
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
が
か
な
ら
ず

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
こ
と

の
理
由
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

1-

3
　
観
察
法
の
特
徴

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
観
察
法
の
特
徴
は
、
ブ
ッ
ダ
の
如

実
知
見
︵yathābhūtañān

4adassana 27

︶
と
い
う
言
葉
が
最
も
よ
く

表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
の
ご
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ

め
る
姿
勢
で
あ
る28

。

た
と
え
ば
呼
吸
に
関
し
て
は
、
呼
吸
法
の
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
時
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
身
体

に
現
れ
て
き
た
呼
吸
の
長
短
や
深
浅
を
そ
の
ま
ま
に
観
察
す

る
。
吸
う
息
と
吐
く
息
の
温
度
や
湿
度
の
違
い
な
ど
も
実
感

す
る
。
こ
う
し
て
毎
回
微
妙
に
変
化
し
て
ゆ
く
呼
吸
の
様
相

34
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を
実
感
す
る
こ
と
か
ら
無
常
や
無
我
に
関
す
る
洞
察
が
導
か

れ
る
。

感
情
や
思
考
の
観
察
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
れ
、
善
悪
を
裁
く
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
が
あ
る
状
態
と
な

い
状
態
を
確
認
し
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
怒
り
が
発
生
し
た
時

に
は
、﹁
怒
っ
て
い
る
」﹁
怒
り
が
あ
る
」﹁
怒
り
」
と
い
う
よ

う
に
短
い
言
葉
を
添
え
て
自
覚
す
る
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
と
呼
ば

れ
る
こ
の
手
法
は
、
熟
練
す
る
に
つ
れ
て
不
要
に
な
り
場
合

に
よ
っ
て
は
洞
察
の
妨
げ
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
実

践
の
初
期
段
階
で
は
客
観
的
に
見
つ
め
る
た
め
に
極
め
て
有

用
な
助
け
と
な
り
う
る
。

次
に
、
そ
れ
ら
の
感
情
や
思
考
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
発
生
し
、
変
化
し
、
生
滅
し
て
ゆ
く
の
か
を
観
察
す

る
。
何
を
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
、
あ
る
い
は
思
い
出
し

て
怒
り
が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
の
か
。
正
義
感
に
燃
え
て
い

る
時
に
は
、
怒
り
に
は
あ
る
種
の
魅
惑
が
あ
る
。
怒
り
が
収

ま
っ
て
く
る
と
、
後
悔
の
よ
う
な
思
い
も
出
て
く
る
。
無
理

や
り
抑
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
ま
た
い
つ
か
機
会
を
見
つ

け
て
再
燃
し
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
再
発
と
い
う
観
点
を
含
め
て
感
情
や
思
考
の

プ
ロ
セ
ス
全
体
を
見
守
っ
て
い
る
う
ち
に
、
怒
り
の
背
後
に

あ
っ
た
自
ら
の
欲
求
、
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
か
っ
た
無
力

感
、
何
か
ほ
か
の
喜
び
が
怒
り
を
中
和
し
て
く
れ
る
働
き
、
喜

び
に
囲
ま
れ
て
後
悔
や
罪
悪
感
が
思
い
や
り
へ
と
変
容
し
て

ゆ
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
理
解
さ
れ
て
く
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た

変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
そ
の
時
々
の
身
体
感
覚
を
含
め
て
体

験
的
に
自
覚
し
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
心
の
中
に
何
が
浮
か

ん
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
に
自
覚
し
て
呼

吸
に
戻
る
と
い
う
基
本
姿
勢29

の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
や

思
考
が
身
体
に
残
し
て
い
っ
た
余
韻
を
味
わ
い
確
か
め
る
と

い
う
作
業
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
感
情
体
験
を
身
体
感
覚

レ
ベ
ル
で
受
け
と
め
る
こ
と
は
、
そ
の
感
情
の
受
容
に
寄
与

す
る
。
坐
禅
の
最
初
に
自
然
な
上
半
身
の
真
っ
直
ぐ
さ
を
整

え
る
こ
と
は
、
感
情
や
思
考
の
影
響
に
よ
っ
て
身
体
感
覚
の

変
化
が
姿
勢
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
の
自
覚
を
育
む
た
め

の
基
盤
と
な
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
指

導
の
基
本
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
な
る
﹁
気

づ
き
の
作
法
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

心
が
呼
吸
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、

1
　
善
悪
の
価
値
判
断
を
せ
ず
に
、
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の

か
を
あ
り
の
ま
ま
に
確
認
す
る
。﹁
考
え
て
い
た
」﹁
心
配
し

て
い
た
」﹁
欲
望
」
な
ど
と
短
い
言
葉
で
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て
も

よ
い
。
価
値
判
断
を
し
て
自
分
を
責
め
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
ら
、﹁
責
め
て
い
る
」
あ
る
い
は
﹁
嫌
悪
感
」
な
ど
と
自

覚
し
て
み
る
。

2
　
そ
の
想
念
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
身
体
の
ど
の
部

分
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
受
け
て
い
る
か
、﹁
肩
が
こ
っ
て
い

る
」﹁
胸
が
温
か
く
な
っ
て
き
た
」
な
ど
と
、
具
体
的
に
感
じ

て
み
る
。

3
　
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
を
確
認
し
、
姿
勢
を
自
然
な
真
っ
直

ぐ
さ
に
整
え
、
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
に
心
を
連
れ
戻
す
。

こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
現
象
学
的
︵
あ
る
い
は
精
神
分

析
的
︶
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
禅
宗
で
︵
雑
念
が
浮
か
ん
で

き
て
も
︶﹁
追
う
な
、
追
う
な
」
と
指
導
し
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
で

﹁
大
空
に
浮
か
ん
で
き
た
雲
が
変
化
し
て
消
え
て
ゆ
く
の
を
た

だ
見
守
る
よ
う
に
」
と
指
導
す
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
誘

導
催
眠
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い30

。
宗

派
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
心
理
療
法
に
お
け
る
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
多
様
な
用
い
ら
れ
方
の
中
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ

か
ら
は
第
三
章
で
取
り
上
げ
るvīthi

と
い
う
意
識
体
験
の
プ

ロ
セ
ス
分
析
が
生
ま
れ
、
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
は
阿
頼

耶
識
の
よ
う
な
構
造
論
的
な
構
築
作
業
が
生
ま
れ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

1-

4
　
看
病
と
い
う
実
践
の
現
場

出
家
修
行
者
の
生
活
規
律
を
集
成
し
た
律
蔵
に
、
サ
ン
ガ

と
呼
ば
れ
る
修
行
共
同
体
の
中
で
は
病
気
に
な
っ
た
者
を
無

条
件
で
命
終
に
至
る
ま
で
看
病
し
あ
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ

て
い
る31

。
そ
の
精
神
は
﹁
私
の
世
話
を
し
よ
う
と
思
う
の
で

あ
れ
ば
、
病
者
の
世
話
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
ブ
ッ
ダ
の
言

葉
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
看
病
と
い
う
実
践
に
お
い
て
は
、
相

手
を
観
察
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
相
手
に
向
か
い
合
っ
て

い
る
自
分
自
身
を
よ
く
見
つ
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
現

在
で
は
反
省
的
実
践
︵Reflective practice

︶
と
呼
ば
れ
て
い
る

看
護
実
践32

に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
瞑
想
に
お
け
る
内
・
外
・
内
外
と
い
う
三
つ
の
視
点

か
ら
の
観
察
を
実
践
す
る
た
め
に
は
絶
好
の
場
と
な
る
。

こ
の
教
え
は
サ
ン
ガ
の
中
で
幅
広
く
実
践
さ
れ
た
ら
し
く
、

い
く
ら
心
を
込
め
て
看
病
し
た
と
し
て
も
難
し
い
患
者
は
い

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、﹁
看
病
し
に
く
い
人
の
五
条
件
」

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

1
　
快
方
に
向
か
う
こ
と
を
実
行
し
な
い
。

2
　
快
方
に
向
か
う
こ
と
だ
か
ら
と
い
っ
て
や
り
す
ぎ
て
し

ま
う
。

3
　
処
方
さ
れ
た
薬
を
服
用
し
な
い
。

4
　
た
め
を
思
っ
て
世
話
し
て
く
れ
る
人
に
、
病
状
に
つ
い

て
あ
り
の
ま
ま
に
報
告
し
な
い
。

5
　
痛
み
を
我
慢
で
き
な
い
性
質
で
あ
る
。

こ
う
し
た
困
難
さ
に
向
か
い
合
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
病

気
で
あ
る
こ
と
に
隠
さ
れ
て
い
る
利
益
︵
疾
病
利
得
︶
を
見
つ

け
だ
す
、
不
安
を
和
ら
げ
て
ほ
ど
よ
い
加
減
を
感
じ
取
る
身

体
感
覚
を
取
り
戻
さ
せ
る
、
そ
の
人
が
信
じ
て
い
る
も
の
や

心
の
薬
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
探
求
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

35
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シ
ョ
ン
障
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
幼
少
期
の
体

験
を
推
察
し
な
が
ら
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
﹁
私
」
を
主
語

と
し
た
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
働
き
か
け
を
継
続
す
る
、
痛
み
か

ら
気
を
そ
ら
せ
る
た
め
に
熱
中
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
探
し

出
す
な
ど
の
対
応
が
必
要
に
な
る33

。

こ
の
よ
う
に
し
て
臨
終
に
至
る
ま
で
お
互
い
に
寄
り
添
い

世
話
し
あ
う
こ
と
は
、
自
他
を
繰
り
返
し
観
察
し
な
が
ら
人

生
を
深
く
理
解
し
て
、
苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
た
め
に

有
効
な
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
臨
床
的
実
践
と
な
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
よ
き
看
護
者
の
五
条
件
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

1
　
薬
を
調
合
し
た
り
、
調
達
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
病
気
に
よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
わ
か
り
、
悪
化
を
予

防
し
回
復
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
慈
し
み
の
心
か
ら
看
病
し
、
見
返
り
を
求
め
な
い
。

4
　
糞
尿
や
唾
や
痰
や
嘔
吐
物
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
を
厭

わ
な
い
。

5
　
適
当
な
時
を
見
つ
け
て
法
に
か
な
っ
た
話
を
し
、
理
解

さ
せ
、
励
ま
し
、
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
、
3
の
慈
し
み
を
中
心
に
、
前
半
1
、
2
が
治

療
︵cure

︶、
後
半
4
、
5
が
ケ
ア
︵care

︶
の
配
置
と
な
っ
て

い
る
。
嘔
吐
物
の
除
去
に
関
し
て
は
、
怒
り
や
イ
ラ
イ
ラ
な

ど
の
心
理
的
な
嘔
吐
物
に
対
す
る
対
応
も
重
要
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
転
移
・
逆
転
移
に
関
す
る
理
解
が
必
要
に
な
り
、

こ
こ
で
も
自
他
を
見
守
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
が
問

わ
れ
る
。
法
に
か
な
っ
た
話
と
は
真
理
に
関
す
る
談
話
の
こ

と
で
あ
り
、
現
在
で
は
告
知
に
関
す
る
取
り
組
み
に
通
じ
る

も
の
が
あ
ろ
う
。
告
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
を
チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組
ん
で
ゆ
く
実
践
が
大
切

に
な
る34

。

慈
し
み
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
関
係
に
関
し
て
は
、
愛

憎
の
よ
う
に
両
極
端
に
分
裂
し

て
揺
れ
動
く
心
を
し
っ
か
り
と

見
守
っ
て
ゆ
く
中
道
の
実
践
が

中
核
と
な
り
、
そ
れ
は
ア
ン
ビ

バ
レ
ン
ス
を
抱
き
留
め
る
器
を

育
て
る
作
業
と
し
て
進
展
し
て

ゆ
く
も
の
で
あ
る35

。
ま
た
、﹁
見

返
り
を
求
め
な
い
」
と
い
う
点

に
関
し
て
は
、
患
者
や
家
族
か

ら
の
感
謝
を
自
ら
の
存
在
価
値

と
し
て
無
意
識
的
に
求
め
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る

こ
と
が
、
燃
え
尽
き
を
防
ぐ
た

め
に
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
以
上
の
考
察
を
ま
と

め
て
、
思
い
や
り
と
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ス
の
統
合
に
つ
い
て
図
示

す
る
と
上
表
の
よ
う
に
な
る
。

2
解
脱
へ
の
道
の
り

本
章
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
洞
察
を
確
認
し
、
解
脱
の
最
初
の
段
階
に
入
る
た
め
の
条

件
を
考
察
し
、
ど
の
よ
う
な
認
知
の
変
容
過
程
を
経
て
解
脱

の
完
成
と
い
う
大
き
な
変
化
に
到
達
し
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て

吟
味
す
る
。

2-

1
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
る
洞
察

サ
テ
ィ
パ
ッ
タ
ー
ナ
・
ス
ッ
タ
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
瞑
想
で
呼
吸
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
内
・
外
・

内
外
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
繰
り
返
し
見
つ
め
続
け
て
い

る
と
次
の
よ
う
な
洞
察
が
起
こ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
己
の
身
体
に
お
い
て
身
体36

を
繰
り
返

し
観
察
し
続
け
、
あ
る
い
は
他
者
の
身
体
に
お
い
て
身
体

を
繰
り
返
し
観
察
し
続
け
、
あ
る
い
は
自
他
の
身
体
に
お

い
て
身
体
を
観
察
し
続
け
る
。
ま
た
、
身
体
に
お
い
て
﹁
生

起
し
て
く
る
現
象
で
あ
る
」
と
繰
り
返
し
観
察
し
続
け
、
あ

る
い
は
身
体
に
お
い
て
﹁
消
滅
す
る
現
象
で
あ
る
」
と
繰

り
返
し
観
察
し
続
け
、
あ
る
い
は
身
体
に
お
い
て
﹁
生
起
・

消
滅
す
る
現
象
で
あ
る
」
と
繰
り
返
し
観
察
し
続
け
る
。

そ
こ
で
﹁
身
体
︵
呼
吸
︶
の
み
が
あ
る
」
と
い
う
気
づ
き
が

起
こ
る
。
そ
れ
こ
そ
は
智
慧
の
た
め
、
さ
ら
な
る
気
づ
き

の
た
め
に
な
る
。
修
行
者
は
世
の
何
物
に
も
執
着
し
な
い
。

修
行
者
た
ち
よ
、
修
行
者
は
こ
の
よ
う
に
身
体
に
お
い
て

身
体
を
繰
り
返
し
観
察
し
続
け
る
の
で
あ
る
。︵
筆
者
訳
︶

こ
こ
で
﹁
身
体
︵
呼
吸
︶
の
み
が
あ
る
」
と
い
う
洞
察
は
、

解
説
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
﹁
私
」
だ
と
思
い
込
ん
で
い

た
観
念
が
抜
け
落
ち
て
、
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
和
合

し
て
呼
吸
が
生
じ
て
消
え
て
ゆ
く
だ
け
の
生
命
現
象
が
あ
る

だ
け
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
体
験
で
あ
る37

。﹁
私
」
と
い
う
主

体
観
念
は
実
体
の
な
い
仮
想
的
構
築
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と

い
う
洞
察
で
あ
り
、
こ
れ
が
無
我
や
空
に
通
じ
る
窓
口
に
な

る
。
こ
れ
は
﹁
私
」
と
い
う
概
念
的
枠
組
み
か
ら
の
脱
中
心

化38

で
あ
り
、
そ
う
し
た
習
慣
的
思
考
パ
タ
ー
ン
か
ら
の
脱
感

作
プ
ロ
セ
ス
の
始
ま
り
で
あ
る
。

﹁
さ
ら
な
る
気
づ
き
︵pat

4issati

︶」
と
い
う
言
葉
は
、
気
づ

き
を
意
味
す
る
サ
テ
ィ
に
反
照
を
意
味
す
る
パ
テ
ィ
と
い
う

接
頭
辞
が
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
づ
き
に
つ

い
て
さ
ら
に
ふ
り
か
え
っ
て
見
つ
め
る
メ
タ
認
知
作
用
が
意

味
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

思いやりとアンビバレンスの統合

似て非なるもの（近い敵） 思いやり（四無量心） 正反対のもの（遠い敵）

愛欲 慈しみ 怒り、憎しみ、敵意
センチメンタリズム 痛みへの共感（悲） 非難、中傷

過剰な同一化、有頂天 喜びへの共感 嫉妬

無関心、無視 平静に見守る（捨） 執着
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2-

2
　
解
脱
の
条
件

ブ
ッ
ダ
は
、
言
語
的
観
念
で
あ
る
﹁
私
」
意
識
が
脱
構
築

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
と
呼
ば
れ
る
束
縛39

か
ら
解
放
さ

れ
る
変
容
体
験
を
解
脱
と
呼
ん
だ
。
そ
こ
に
は
預
流
、
一
来
、

不
還
、
阿
羅
漢
と
い
う
四
段
階40

と
そ
こ
に
到
達
す
る
際
に
超

越
す
べ
き
条
件
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
解
脱
の

第
一
段
階
で
あ
る
預
流
に
至
る
た
め
に
超
越
さ
れ
る
べ
き
三

条
件
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
確
認
し
て
お
く
。

1
　
有う

身し
ん

見け
ん

：
こ
の
身
体
が
自
分
の
所
有
物
で
あ
る
と
い
う

思
い
込
み
。

2
　
戒か

い

禁ご
ん

取し
ゅ

見け
ん

：
修
行
法
を
含
め
て
社
会
宗
教
的
な
儀
礼
や

慣
習
へ
の
囚
わ
れ
。

3
　
疑ぎ

：
真
理
や
解
脱
に
関
す
る
疑
い
。

有
身
見
が
超
越
さ
れ
る
際
に
は
、﹁
こ
の
呼
吸
は
次
の
瞬
間

必
ず
出
て
き
て
く
れ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
」
と
い
う
当
た

り
前
だ
が
気
づ
い
て
み
る
と
冷
や
汗
の
出
る
よ
う
な
洞
察
体

験
が
起
こ
る
。
そ
れ
は
、
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
残
響
で
あ
る
﹁
自

分
は
死
な
な
い
」
と
い
う
無
意
識
的
な
錯
覚
に
よ
る
安
心
感41

か
ら
脱
錯
覚
す
る
体
験
で
あ
る
。
こ
の
体
験
は
自
己
の
有
限

性
に
直
面
す
る
体
験
で
も
あ
り
、
死
の
受
容
体
験
に
も
似
て

い
る
。
有
身
見
が
超
越
さ
れ
る
と
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
感
謝
の
念
が
湧
き
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
本
当
の

意
味
で
身
体
を
大
切
に
ケ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
自
ら
の
死
へ
の
不
安
に
直
面
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
へ
の
不
安
を
抱
え
た
終

末
期
患
者
な
ど
へ
の
共
感
的
な
寄
り
添
い
が
し
や
す
く
な
る
。

戒
禁
取
見
が
超
越
さ
れ
る
と
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
儀
式
や

儀
礼
へ
の
参
加
を
主
体
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
必

要
で
あ
れ
ば
そ
の
場
に
応
じ
た
儀
式
や
儀
礼
を
作
り
出
し
、

人
々
が
そ
の
場
に
集
っ
て
な
す
べ
き
こ
と
の
本
質
に
形
と
手

順
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
瞑
想
実
践
や

指
導
に
お
い
て
も
形
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
自
分
や
相

手
に
合
わ
せ
た
微
調
整
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
し
て
本
質
的

な
も
の
を
継
承
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
も
の
を
創

出
で
き
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の

働
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

疑
を
超
越
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
的
権
威
に
依
存
す
る

こ
と
な
く
自
ら
が
感
じ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
判
断
し
な

が
ら
試
行
錯
誤
し
て
ゆ
く
自
己
信
頼
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
自
尊
感
情
の
基
盤
と
な
り
、
社
会

文
化
的
な
規
範
に
束
縛
さ
れ
ず
に
自
ら
を
表
現
し
て
ゆ
く
際

の
勇
気
の
源
に
も
な
る
。
一
方
で
、﹁
私
」
意
識
の
発
生
を
洞

察
す
る
こ
と
に
よ
り
﹁
私
」
と
い
う
観
念
の
陰
に
な
っ
て
い

る
存
在
の
部
分
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
過
去
世
や

来
世
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
陰
の
部
分
が
投
影
さ

れ
る
舞
台
と
し
て
腑
に
落
ち
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
解
脱
が
起
こ
る
際
の
個
人
的
な
深
い
洞
察
内
容

︵
あ
る
い
は
物
語
：
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
︶
を
悟
り
と
呼
ぶ
が
、
ブ
ッ
ダ

は
そ
れ
を
無
常
・
苦
・
無
我
の
三
特
相
に
よ
っ
て
ま
と
め
て

い
る
。

無
常
が
洞
察
さ
れ
た
時
の
実
感
は
﹁
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
れ
、
生
じ
た
も
の
は
す
べ
て
滅
す
る
」
と
表
現
さ
れ
、＂
法

眼
が
開
け
る
〞
体
験
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
無
常
を
理
解
す
る

こ
と
は
変
化
を
受
け
入
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
れ

は
心
の
傷
に
よ
っ
て
凍
り
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
た
時
間
が
流

れ
出
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
身
体
で
感
じ
て
い
る

こ
と
が
今
と
は
違
っ
た
状
態
に
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
を
見
守

っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
P
T
S
D
の
治
療
に
お

い
て
重
要
な
過
程
と
な
る
。
ト
ラ
ウ
マ
研
究
家
の
コ
ー
ク︵
二

〇
〇
六
、
一
三
頁
︶
は
そ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
の
内
的
感
覚
が
常
に
移
り
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に

気
づ
く
と
、
特
に
深
呼
吸
や
体
を
動
か
す
こ
と
で
肉
体
状

態
を
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
学
べ
ば
、
彼

ら
は
本
能
的
に
、
過
去
を
思
い
出
す
こ
と
が
圧
倒
的
な
感

情
を
引
き
起
こ
す
結
果
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
に
よ
っ
て
人
生
の
さ
ま
ざ
ま

な
苦
し
み
を
繰
り
返
し
見
つ
め
て
い
る
と
、
苦
し
み
に
は
①

身
体
的
な
痛
み
を
伴
う
苦
︵
苦
苦
：dukkha-dukkha

︶、
②
変

化
に
よ
る
苦
︵
変
壊
苦
：viparinām

a-dukkha

︶、
③
何
か
を
成

そ
う
と
す
る
こ
と
に
伴
う
苦
︵
行
苦
：sa ṅkhāra-dukkha

︶
の

三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
。
苦
苦

の
理
解
は
、
医
療
的
な
身
体
的
ケ
ア
に
つ
な
が
る
。
快
楽
や

幸
福
体
験
も
し
が
み
つ
く
と
苦
悩
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
解

す
る
変
壊
苦
の
理
解
は
、
喪
失
体
験
へ
の
心
理
的
ケ
ア
に
つ

な
が
る
。
善
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
も
自
分
の
思
い
込
み

や
相
手
の
思
い
が
け
な
い
反
応
に
よ
っ
て
予
想
外
の
展
開
に

な
っ
て
し
ま
う
行
苦
の
理
解
は
、
理
想
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
よ
っ
て
自
己
存
在
感
や
価
値
観
や
人
生
の
意
味
が
失
わ

れ
る
こ
と
に
よ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ペ
イ
ン42

へ
の
ケ
ア
に

つ
な
が
る
。

こ
う
し
て
苦
に
関
す
る
理
解
が
熟
成
さ
れ
る
と
、
人
生
に

対
す
る
希
望
を
抱
き
な
が
ら
も
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ

と
に
対
し
て
絶
望
す
る
こ
と
な
く
歩
み
続
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

無
我
の
理
解
は
、﹁
私
」
に
色
づ
け
ら
れ
た
感
情
や
思
考
か

ら
の
脱
中
心
化
を
通
し
て
、
自
我
意
識
に
よ
る
束
縛
か
ら
脱

し
た
世
界
観
の
獲
得
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。
一
方
で
、

﹁
私
」
と
い
う
仮
想
現
実
の
発
生
過
程
を
見
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
い
い
意
味
で
﹁
私
」
を
使
い
こ
な
し
て

ゆ
く
自
在
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ

う
し
て
無
我
を
洞
察
し
た
生
き
方
が
、
東
西
の
文
化
的
な
装

い
の
中
で
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
現
れ
方
を
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
は
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る43

。
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2-

3
　
解
脱
が
完
成
し
た
状
態
の
表
現

﹁
無
我
相
経
」
で
は
、
法
眼
が
開
け
た
後
で
五
蘊
に
分
類
さ

れ
る
身
心
現
象
の
観
察
を
続
け
て
い
る
と
次
の
よ
う
な
洞
察

を
経
て
解
脱
が
完
成
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
私
の
所
有
物
で
は
な
い
。
こ
れ
は
私
で
は
な
い
。

こ
れ
は
私
の
我
で
は
な
い
。︵
筆
者
訳
︶

こ
れ
は
﹁
私
」
と
い
う
観
念
を
構
成
す
る
所
有
感
覚
、
主

体
感
覚
、
主
体
の
背
景
の
存
在
感
覚
が
脱
構
築
さ
れ
て
ゆ
く

と
き
の
実
感
な
の
で
あ
る
が
、
乾
︵
二
〇
一
四
、
一
〇
七
頁
︶

が
﹁
最
近
、
認
知
神
経
科
学
の
分
野
で
は
自
己
主
体
感
と
自

己
所
有
観
な
ら
び
に
自
己
存
在
感
の
神
経
基
盤
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
項
目
と
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
興
味
深
い
。

こ
う
し
て
解
脱
が
完
成
さ
れ
た
時
の
実
感
を
ブ
ッ
ダ
は
﹁
無

我
相
経
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

生
ま
れ
る
こ
と
は
尽
き
た
。
清
ら
か
な
修
行
が
な
さ
れ

た
。
為
す
べ
き
こ
と
は
な
さ
れ
た
。
も
は
や
再
び
こ
の
よ

う
な
状
態
に
な
る
こ
と
は
な
い
︵
筆
者
訳
︶

こ
れ
が
死
と
再
生
を
繰
り
返
す
輪
廻
か
ら
の
解
放
を
意
味

す
る
宣
言
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
仏
教
の
伝
統
で
あ
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
目
指
す
究
極
の
到
達
点
も
こ
こ
に
あ

る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2-

4
　「
私
」意
識
の
発
達
過
程
の
見
守
り

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
る
解
脱
へ
の
道
の
り
で
は
、
解

体
さ
れ
て
ゆ
く
﹁
私
」
と
い
う
観
念
的
意
識
が
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
成
立
し
て
く
る
の
か
に
関
し
て
精
緻
な
観

察
も
同
時
に
遂
行
さ
れ
て
ゆ
く
。
成
立
過
程
が
つ
ぶ
さ
に
観

察
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
脱
構
築
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
相
応
部
・
蘊
品
・
長
老
相
応
に
集
め
ら
れ
た

一
〇
経
を
分
析
し
て
み
る
と
、
私
と
い
う
存
在
認
識
が
生
成

さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
分
節
化
が
ど
の
よ
う
に
発
達
し
て
く

る
か
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
位
相
が
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
︵
井
上
、
二
〇
〇
八
、
七
八
頁
︶。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
分
節
化
を
促
進
す
る
原
動
力
と
し
て
、

所
有
観
に
は
渇
愛
︵tan

4hā

︶、
主
体
感
に
は
プ
ラ
イ
ド
︵m

āna

︶、

背
後
の
自
我
の
存
在
感
に
は
見
解
︵ditt4
4hi

︶
が
働
い
て
い
る

と
観
察
さ
れ
て
い
る
︵
前
掲
書
、
九
三
頁
︶。

ま
た
、
私
と
い
う
観
念
が
発
生
す
る
過
程
で
﹁
私
」
な
ど

の
表
象
に
接
近
す
る
過
程
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
近
づ
く
︵upeti

︶
と
い

う
言
葉
は
、
後
に
大
乗
仏
教

で
方
便
︵upāya

︶
と
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
言
葉

の
動
詞
形
で
あ
る
︵
前
掲
書
、

九
二
頁
︶。
事
象
そ
の
も
の
か

ら
表
象
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
ゆ
く
そ
の
仕
方
の
中
に
、

私
意
識
が
成
立
し
た
日
常
意

識
レ
ベ
ル
で
の
こ
と
の
良
し

悪
し
を
左
右
す
る
原
因
が
あ

る
と
す
る
観
察
で
あ
る
。
こ

れ
は
真
実
諦
︵
第
一
義
諦
︶
と

世
俗
諦
︵
第
二
義
諦
︶
と
の
関

係
を
考
察
す
る
基
盤
と
な
る

観
察
実
践
で
も
あ
る
。

3V
īthi

に
つ
い
て

水
野
︵
一
九
六
四
、
八
四
七
―八
四
九
頁
︶
に
よ
れ
ば
、
論

蔵
の
ア
ビ
ダ
ン
マ
文
献
に
分
析
さ
れ
て
い
る
心
・
心
所
が
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
展
開
し
て
ゆ
く
の
か
を
考
察
す
るvīthi

︵
心
路
︶
と
い
う
概
念
は
上
座
部
仏
教
に
特
有
の
も
の
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
論
蔵
の
成
立
︵
前
二
世
紀
か
ら
一
世
紀
く
ら
い
︶
と

時
期
を
同
じ
く
し
て
師
弟
関
係
の
口
伝
に
よ
る
注
釈
伝
承
の

中
で
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
心
路
の
概

略
と
、
最
も
深
い
無
意
識
で
あ
る
生
命
維
持
心
︵Bhava ṅga-

citta

：
有
分
心
︶
が
誕
生
と
死
の
瞬
間
に
ど
の
よ
う
に
情
報
エ

ネ
ル
ギ
ー
伝
達
を
し
な
が
ら
発
生
し
て
く
る
の
か
と
い
う
観

点
を
交
え
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
行
者
た
ち
の
死
生
観
に

ま
つ
わ
る
考
察
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

3-

1一
〇
世
紀
頃
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
学
僧
ア
ヌ
ル
ッ
ダ
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
﹃
ア
ビ
ダ
ン
マ
ッ
タ
サ
ン
ガ
ハ
﹄
に
よ
る

と
、
網
膜
に
光
が
触
れ
て
視
覚
対
象
が
認
知
さ
れ
る
過
程
は
、

ま
ず
は
五
感
に
お
け
る
認
知
過
程
が
﹁
五
門
心
路
」
と
し
て

発
生
し
て
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
上
位
の
意
識
の
過
程
で
あ

る
﹁
意
門
心
路
」
に
引
き
継
が
れ
て
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か

に
つ
い
て
の
判
断
が
な
さ
れ
る
。

五
門
心
路
に
お
い
て
は
、
対
象
︵
光
︶
が
感
覚
器
官
︵
網

膜
︶
に
接
触
す
る
と
、
深
層
無
意
識
の
流
れ
で
あ
る
生
命
維

持
心
の
流
れ
が
二
回
動
揺
し
、
視
覚
器
官
に
心
を
向
け
る
引

転
心
︵āvajjana-citta

︶
に
よ
っ
て
生
命
維
持
心
の
流
れ
が
切
断

さ
れ
、
目
で
見
え
る
意
識
︵
眼
識
：cakkhu-viññān

4a

︶
が
発
生

す
る
。
そ
の
直
後
に
は
、
そ
の
体
験
を
領
受
心

︵sam
paticchana-citta

︶
が
受
け
取
り
、
推
察
心
︵santīrana-citta

︶

が
考
察
し
、
確
定
心
︵votthapana-citta

︶
が
判
断
し
た
後
で
、

過程と実感 言語的表現

1 主客身分の存在を感じる 「ある、いる」
2 主客が分化して、「私」が感じられる 「私である」
3 所有観念が現れる 「それは私のものである」

4 私が客観化される 「それは私である」

5 私の背後や奥底に自我機能が感じられる 「それは私の我である」
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業
を
作
る
意
思
と
し
て
働
く
速
行
心
︵javana-citta

︶
が
七
回

生
じ
る
。
そ
の
後
で
、
彼
所
縁
︵tadāram

m
ana-citta

︶
と
呼

ば
れ
る
心
が
二
回
生
じ
て
記
憶
に
登
録
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
一
七
回
の
心
の
生
滅
が
連

続
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
対
象
と
し
て
の
物
質
︵
こ

の
場
合
は
光
︶
は
一
回
生
滅
す
る
。
す
な
わ
ち
、
物
質
の
最
小

単
位
時
間
の
間
に
心
は
一
七
回
生
滅
す
る
と
考
え
た
わ
け
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
心
の
う
ち
、
業
を
作
る
力
が
あ
る
の
は
速
行
心

の
七
回
で
あ
り
、
そ
の
他
の
生
命
維
持
心
、
引
転
心
、
眼
識
、

領
受
心
、
推
察
心
、
確
定
心
、
彼
所
縁
心
の
一
〇
回
は
過
去

の
業
の
結
果
と
し
て
発
生
し
て
く
る
心
︵
異
熟
心
：vipāka-

citta

︶
と
さ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

意
門
心
路
に
お
け
る
対
象
は
、
五
門
心
路
か
ら
の
情
報
に

加
え
て
、
物
質
的
な
基
盤
を
持
た
な
い
イ
メ
ー
ジ
、
言
語
、
概

念
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
意
門
心
路
で
は
、
二
回
の
生
命
維
持

心
、
引
転
心
の
後
で
速
行
心
が
七
回
発
生
し
、
彼
所
縁
心
二

回
の
後
で
生
命
維
持
心
に
落
ち
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
を
図
示
す

る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

花
を
見
て
、﹁
バ
ラ
の
花
だ
」
と
認
識
す
る
の
は
意
門
心
路

に
お
け
る
高
度
な
意
識
の
働
き
で
あ
り
、﹁
私
」
と
い
う
自
我

意
識
も
意
門
心
路
の
レ
ベ
ル
で
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヴ

ァ
レ
ラ
︵
二
〇
〇
一
、
一
二
二
―一
二
四
頁
︶
は
こ
う
し
た
意

識
の
階
層
性
を
踏
ま
え
て
、
高
度
に
統
合
さ
れ
た
過
程
で
の

み
発
生
す
る
自
我
意
識
の
特
性
を
﹁
自
己
の
な
い
五
蘊
」
と

呼
び
、
さ
ら
に
は
存
在
の
無
根
拠
性
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
禅
定
と
呼
ば
れ
る
高
度
な
集
中
状
態
に
入
る
過
程
、

神
通
力
と
呼
ば
れ
る
超
能
力
を
発
揮
す
る
過
程
、
あ
る
い
は

解
脱
す
る
時
の
過
程
も
意
門
心
路
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

3-
2
　
い
の
ち
の
連
鎖
に
関
す
る
考
察

こ
の
よ
う
な
心
の
連
続
的
発
生
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
考
察

に
お
い
て
、
生
命
維
持
心
は
、
夢
も
見
な
い
よ
う
な
い
ち
ば

ん
深
い
無
意
識
状
態
に
お
い
て
身
心
の
生
命
活
動
を
維
持
す

る
た
め
に
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
受
精

の
瞬
間
に
は
結
生
心
︵pa ṭisandhi-citta

︶
と
呼
ば
れ
、
死
の
瞬

間
に
は
死
心
︵cuti-citta

︶
と
呼
ば
れ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
﹁
心
は

白
く
輝
い
て
い
る
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
生
命
維
持

心
を
体
験
す
る
と
き
に
は
そ
の
よ
う
な
光
と
し
て
体
験
す
る

こ
と
が
多
く
、
そ
れ
は
瑜
伽
行
派
に
お
け
る
阿
頼
耶
識
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る44

。

受
精
か
ら
死
の
瞬
間
ま
で
い
ち
ば
ん
深
い
無
意
識
状
態
で

生
命
活
動
を
維
持
す
る
こ
の
生
命
維
持
心
は
、
過
去
の
業
の

結
果
を
相
続
す
る
異
熟
心
と
し
て
発
生
し
て
く
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
去
と
は
、
前
世
の
死
の
間

際
に
お
い
て
そ
の
生
涯
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
力
を
持
つ
業
を

思
い
出
す
臨
終
心
路
︵m

ara ṇā nna-vīthi

︶
に
お
い
て
、
そ
の

瞬
間
実
際
に
体
験
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
あ
り
あ
り
と
回
想

さ
れ
た
業45

の
情
報
が
転
送
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
者
た
ち
は
、
死
と
誕
生
の
瞬

間
の
連
結
し
て
ゆ
く
様
子
を
こ
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
1-

4
で
取
り
上
げ
た
看
病
の
一
部
と

し
て
の
看
取
り
の
実
践
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
し
、
以
下
に
紹
介
す
る
出
家
修
行
者
の
日
常
反
省
す
べ
き

一
〇
項
目
︵
増
支
部
︶
の
一
つ
か
ら
も
そ
の
実
践
の
あ
り
よ

う
が
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

私
に
は
特
別
な
聖
な
る
知
見
を
可
能
に
す
る
超
人
的
な

法
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
最
期
の
時
に
清

ら
か
な
行
い
を
共
に
す
る
友
人
た
ち
か
ら
問
わ
れ
て
赤
面

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。︵
筆
者
訳
︶

五門心路における心の発生プロセス

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

生
命
維
持
心

生
命
維
持
心

生
命
維
持
心

引
転
心

眼
識
領
受
心

推
察
心

確
定
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

彼
所
縁
心

彼
所
縁
心

異
熟
心

異
熟
心

異
熟
心

異
熟
心

異
熟
心

異
熟
心

異
熟
心

異
熟
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

異
熟
心

異
熟
心

←　物質の最小単位時間　→

意門心路における心の発生プロセス

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

生
命
維
持
心

生
命
維
持
心

引
転
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

速
行
心

彼
所
縁
心

彼
所
縁
心

異
熟
心

異
熟
心

異
熟
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

業
を
作
る
心

異
熟
心

異
熟
心
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4
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
ケ
ア
の
循
環
へ

本
章
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
自
体
が
内
包
す
る
ケ
ア

的
要
素
に
つ
い
て
吟
味
し
た
う
え
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
俯
瞰
的
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
の
可
能
性
を
吟
味
し
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
↓
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
↓
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
↓
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
と
循
環

し
て
ゆ
く
関
係
性
の
育
成
を
ケ
ア
の
循
環
と
い
う
視
点
か
ら

考
察
し
て
み
た
い
。

4-

1
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
ケ
ア

ア
ビ
ダ
ン
マ
と
い
う
仏
教
心
理
学
に
よ
る
と
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
︵sati

︶
の
特
徴
は
﹁
浮
遊
し
て
し
ま
わ
な
い
と
い

う
性
格
が
あ
り
、
対
象
と
向
か
い
合
っ
て
守
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
現
れ
て
き
て
、
し
っ
か
り
と
注
意
を
向
け
て
身
体
な

ど
へ
の
気
づ
き
を
確
立
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
基
盤
と
な
る
」

と
分
析
さ
れ
て
い
る
︵G

ethin, 2001, 40

︶。
対
象
に
注
意
深
く

心
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
し
っ
か
り

と
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

sati-patt4
4hāna

と
い
う
合
成
語
に
関
し
て
も
、
気
づ
き
と
い
う

心
の
作
用
そ
の
も
の
に
近
く
に
寄
り
添
っ
て
仕
え
る
働
き

︵upa ṭṭhāna

︶
が
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
︵G

ethin, 2001, 32

︶。

こ
う
し
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
働
き
は
、
養
育
者
が
乳

幼
児
に
し
っ
か
り
と
心
を
向
け
て
何
が
必
要
か
を
察
し
て
世

話
し
て
あ
げ
る
と
乳
幼
児
が
安
心
し
て
喜
び
に
満
た
さ
れ
て

く
る
こ
と
に
類
似
し
て
い
る
。
乳
幼
児
に
と
っ
て
、
養
育
者

か
ら
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
生

き
る
た
め
の
滋
養
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る46

。

ボ
ウ
ル
ビ
ィ
︵
一
九
七
六
、viii-ix

頁
︶
は
人
間
の
健
康
の
基

盤
と
し
て
、﹁
乳
幼
児
と
母
親
︵
あ
る
い
は
母
親
代
理
者
︶
と

の
人
間
関
係
が
、
親
密
で
、
継
続
的
で
、
し
か
も
両
者
が
満

足
と
、
よ
ろ
こ
び
に
満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
が
、
精

神
衛
生
の
根
本
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら

れ
た
親
密
性
、
継
続
性
、
互
恵
性
は
あ
ら
ゆ
る
ケ
ア
に
共
通

し
た
要
素
で
あ
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
個
人
の
み
な
ら

ず
関
係
性
の
中
に
も
た
ら
す
効
果
を
言
い
表
し
て
も
い
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
自
他
を
繰
り
返

し
見
つ
め
、
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
人
生
の
要
素
を
抱
き
か
か

え
て
見
守
っ
て
ゆ
く
作
業
だ
か
ら
で
あ
る
。

4-

2
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ティ
と
俯
瞰
的
視
点

窪
寺
︵
二
〇
〇
四
、
八
頁
︶
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を

次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、
人
生
の
危
機
に
直
面
し

て
﹁
人
間
ら
し
く
」﹁
自
分
ら
し
く
」
生
き
る
た
め
の
﹁
存

在
の
枠
組
み
」﹁
自
己
同
一
性
」
が
失
わ
れ
た
と
き
に
、
そ

れ
ら
の
も
の
を
自
分
の
外
の
超
越
的
な
も
の
に
求
め
た
り
、

あ
る
い
は
自
分
の
内
面
の
究
極
的
な
も
の
に
求
め
る
機
能

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
岡
本
︵
二
〇
一
四
、
一
二
三
頁
、
一
二
八

頁
︶
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
定
義
と
本
体
を
分
け
て
説

明
す
る
次
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
経

験
」
を
生
み
出
す
人
間
の
能
力
で
あ
る
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
本
体
は
、﹁
シ
ン
ボ
ル
化
能

力
」
と
﹁
メ
タ
認
知
能
力
」
で
あ
る
。

一
見
す
る
と
ま
っ
た
く
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
あ
る
が
、

窪
寺
の
﹁
超
越
的
な
も
の
」﹁
究
極
的
な
も
の
」
と
い
う
視
点

と
岡
村
の
﹁
メ
タ
認
知
能
力
」
と
い
う
視
点
は
、
そ
れ
ま
で

の
自
分
の
認
識
パ
タ
ー
ン
の
枠
組
み
を
出
て
、
い
の
ち
の
全

体
性
に
触
れ
て
新
た
な
も
の
の
見
方
を
得
て
ゆ
く
と
い
う
点

に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
存
在
や
関

係
性
の
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

働
き
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

熊
野
︵
二
〇
一
二
、
九
三
―九
五
頁
︶
は
ウ
ェ
ル
ズ
の
メ
タ

認
知
療
法
に
お
け
るD

etached M
indfulness

︵
以
下
D
M
と

略
称
︶
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
が
自
ら
の
内
面
の
呼
吸
や
身
体
感
覚
に
注
意
を
向
け
て

無
我
と
い
う
法
則
性
の
洞
察
を
目
標
と
す
る
の
に
対
し
て

D
M
は
常
識
的
な
自
分
の
内
側
・
外
側
と
い
う
区
別
を
置
い

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

ケアの循環を作り出す

ケアの循環を作り出す
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し
か
し
、
ブ
ッ
ダ
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
説
く
に
あ
た
っ
て
内
・
外
・
内
外
︵
主
観
的
、
客
観
的
、

間
主
観
的
︶
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
の
観
察
を
奨
励
し
て
、

そ
の
自
然
な
発
展
と
し
て
無
常
・
苦
・
無
我
へ
の
洞
察
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

本
来
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
両
者
を
含
み
こ
む
広
さ
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
メ
タ
認
知
的
な
機
能
を

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
俯
瞰
的
視
点
を
育
む
器
の
役
割
を

果
た
す
も
の
と
み
な
し
て
次
の
よ
う
に
図
示
し
て
い
る
。

4-

3
　
ケ
ア
の
循
環
に
向
け
て

人
類
は
直
立
二
足
歩
行
す
る
哺
乳
類
と
し
て
の
進
化
の
戦

略
を
選
択
し
た
。
他
の
動
物
た
ち
に
比
べ
て
未
熟
児
状
態
で

赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
落
と
し
、
両
親
は
群
れ
に
守
ら
れ
な
が
ら

濃
密
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
。
乳
幼
児
は
こ
う
し
た
環
境
の
中

で
言
語
を
獲
得
し
、
自
我
意
識
を
確
立
さ
せ
、
社
会
性
を
身

に
つ
け
て
ゆ
く
。
ケ
ア
な
く
し
て
は
人
間
に
な
れ
な
い
の
で

あ
り
、
ケ
ア
は
人
間
の
本
質
の
一
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

ケ
ア
︵care

︶
と
い
う
言
葉
の
中
核
に
は
、
相
手
の
こ
と
を

気
に
か
け
て
心
配
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
相
手

を
大
切
に
思
い
、
好
ま
し
く
思
い
、
相
手
の
た
め
に
世
話
を

す
る
。
こ
う
し
た
ケ
ア
は
家
庭
の
中
で
な
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
が
、
社
会
構
造
の
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
家
庭
の
力

が
弱
ま
り
、
学
校
化
、
病
院
化
な
ど
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て

介
護
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
ケ
ア
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が

進
む
時
代
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
か
つ

て
は
家
庭
の
中
で
な
さ
れ
て
い
た
子
育
て
︵
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ

ア
︶
や
看
取
り
︵
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
︶
や
悲
嘆
の
ケ
ア
︵
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
︶
な
ど
が
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
同
時
に
専
門
的
な
ケ
ア
の
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
る
よ
う

に
も
な
っ
て
き
た
。

ボ
ウ
ル
ビ
ィ
︵
一
九
七
六
、
四
四
六
頁
︶
は
愛
着
研
究
に
関

す
る
ま
と
め
と
し
て
﹁
あ
る
人
間
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
ど

の
よ
う
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
後
の
逆

境
的
な
状
態
、
と
り
わ
け
、
拒
絶
、
離
別
、
喪
失
の
状
態
に

お
け
る
そ
の
人
間
の
反
応
の
仕
方
を
規
定
す
る
う
え
に
お
い

て
、
最
も
重
要
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
人
生
の
危
機
に
対

す
る
対
応
パ
タ
ー
ン
が
影
響
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど

の
よ
う
に
子
ど
も
を
育
て
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
か

ら
ど
の
よ
う
に
看
取
っ
て
も
ら
え
る
か
が
大
き
く
影
響
さ
れ

る
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
し
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
現
場
に
い
る
と
そ
の
よ
う
な
思
い

を
強
く
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

悲
嘆
の
研
究
に
お
い
て
も
愛
着
の
問
題
を
理
解
し
て
お
く

こ
と
の
重
要
性
が
十
分
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
︵
ウ
ォ
ー
デ
ン
、
二
〇
一
二
、
一
二
頁
︶。
よ
き
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
を
受
け
て
失
っ
た
も
の
の
意
味
が
見
い
だ
さ
れ
る
と
、
人

は
死
別
し
た
そ
の
人
か
ら
し
て
も
ら
っ
た
優
し
さ
を
誰
か
新

し
く
出
会
っ
た
人
に
提
供
し
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
の
重
要
性
は
、
自
他
を
大
切
に
し
て
悲
し
む
こ
と

に
よ
っ
て
次
の
世
代
へ
の
新
た
な
思
い
や
り
が
育
ま
れ
る
こ

と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
実
践
の
具
体
的
様
相
を

概
観
し
た
う
え
で
、
実
践
者
た
ち
が
看
病
や
看
取
り
の
現
場

で
獲
得
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
洞
察
を
踏
ま
え
て
、
死
生
観
の

基
盤
と
な
る
死
と
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
考
察
を
紹
介

し
た
。
こ
う
し
た
議
論
が
科
学
的
に
検
証
さ
れ
て
ゆ
く
た
め

に
は
、
細
胞
や
組
織
レ
ベ
ル
で
の
研
究
に
加
え
て
、
細
胞
内

の
イ
オ
ン
水
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
達
媒
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に

機
能
し
て
い
る
か
に
関
す
る
研
究
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う

し
、
量
子
力
学
に
お
け
る
非
局
在
性
に
関
す
る
理
論
や
実
験

研
究
も
援
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
数
十
年
後
、

そ
の
よ
う
な
時
代
が
来
た
時
に
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
ど

の
よ
う
に
社
会
貢
献
し
て
い
る
か
を
期
待
し
て
筆
を
お
く
こ

と
に
し
よ
う
。

注1
　
本
経
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
最
後
の
四
聖
諦
に
関
す
る
部
分 

いのちのゆりかごとしての呼吸

俯瞰的視点
（離見の見）

Spiritus：
呼吸によって
生かされているもの
見守る息づかい

スピリチュアルな器としてのマインドフルネス
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が
詳
説
さ
れ
て
い
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
長
部
経
典

︵D
īgha N

ikāya

︶のM
ahā-satipatt4

4hānasutta

が
あ
る
が
、
本

稿
で
は
中
部
経
典
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
議
論
を
進
め
る
。

2
　
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
な
ど
に
伝
わ
る
仏
教
。
日
本
に
伝
わ
っ
た
大
乗
仏
教
か

ら
は
小
乗
仏
教
と
蔑
称
さ
れ
て
き
た
が
、
ブ
ッ
ダ
の
教
え
や

瞑
想
法
や
修
行
生
活
の
ス
タ
イ
ル
に
関
し
て
は
、
後
の
大
乗

仏
教
や
密
教
よ
り
も
原
始
的
で
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
が

伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
。
経
典
言
語
で
あ
る
パ
ー
リ
語
は
イ

ン
ド
の
古
典
口
語
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
近
い
関

係
を
持
つ
。
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
と
は
、
パ
ー
リ
語
で
長
老
の
教

え
・
主
張
と
い
う
意
味
。

3
　
中
く
ら
い
の
長
さ
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
一
五
二
経
集
め
た
経

典
群
。

4
　G

ethin

は
、
そ
の
主
著︵2001, 29-30

︶に
お
い
て
、satipatt4
4hāna

を
こ
の
よ
う
に
訳
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

5
　
思
い
出
す
︵sarati

︶
と
い
う
動
詞
か
ら
派
生
し
た
名
詞
で
あ

るsati

を
気
づ
き
と
訳
す
理
由
に
関
し
て
は
、
井
上
︵
二
〇

一
二
a
、
五
〇
頁
︶
を
参
照
。

6
　
こ
の
経
典
の
現
代
語
訳
と
し
て
は
、
ウ
・
ウ
ェ
ー
プ
ッ
ラ

﹃
南
方
仏
教
基
本
聖
典
﹄
中
山
書
房
佛
書
林
、
一
九
八
〇
年
、

八
三
―一
一
八
頁
、
あ
る
い
は
片
山
一
良
訳
﹃
中
部
根
本
五

十
経
篇
I
﹄
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
、
一
六
四
―一
八
七

頁
、
を
推
薦
し
た
い
。

7
　
注
意
深
く
心
を
向
け
て
お
く
こ
と
、
失
念
し
な
い
こ
と
、
継

続
的
に
見
守
る
こ
と
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
。

8
　
仏
教
の
伝
統
で
は
無
我
あ
る
い
は
空
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

F
・
ヴ
ァ
レ
ラ
︵
二
〇
〇
一
、
三
〇
六
頁
︶
は
存
在
の
無
根

拠
性
と
い
う
呼
び
方
を
試
み
て
い
る
。

9
　
呼
吸
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ず
に
、
そ
の
長
短
や
深
浅
を
あ
り

の
ま
ま
に
見
つ
め
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
呼
吸
の
見
つ

め
方
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
教
え
は
、
同
じ
中
部
経
典
の
第

一
一
八
経
﹁
出
入
息
念
経
︵
呼
吸
に
よ
る
気
づ
き
の
教
え
︶」

に
お
い
て
一
六
の
観
察
法
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

10
　
歩
く
、
立
つ
、
坐
る
、
横
に
な
る
と
い
う
行
住
坐
臥
の
四
つ

の
姿
勢
に
つ
い
て
、﹁
歩
い
て
い
る
時
に
は
歩
い
て
い
る
」

な
ど
と
あ
り
の
ま
ま
に
自
覚
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

11
　
ど
こ
を
見
て
い
る
か
、
手
足
の
曲
げ
伸
ば
し
、
飲
食
と
味
覚
、

排
泄
、
語
り
と
沈
黙
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
行
動
を
あ

り
の
ま
ま
に
自
覚
し
て
ゆ
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
特
に

語
り
と
沈
黙
に
関
す
る
自
覚
は
、
心
理
療
法
を
支
え
る
治
療

的
沈
黙
︵Therapeutic silence

：
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
自
分
の

経
験
に
見
合
っ
た
言
葉
を
探
し
て
い
る
間
、
静
か
に
見
守
る

治
療
者
の
存
在
と
そ
の
態
度
︶
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
重
要

な
下
地
作
り
と
な
る
。

12
　
髪
、
体
毛
、
爪
、
歯
、
皮
膚
、
肉
、
筋
、
内
臓
、
分
泌
物
な

ど
三
二
に
分
類
さ
れ
た
身
体
の
部
分
を
詳
細
に
観
察
し
て
、

そ
れ
ら
が
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
自

然
に
支
え
ら
れ
た
生
命
の
活
動
と
し
て
一
時
的
に
表
れ
て
は

消
え
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
自
覚
す
る
。

13
　
地
の
要
素
と
は
、
身
体
の
重
さ
や
硬
さ
な
ど
。
水
の
要
素
と

は
身
体
各
部
が
バ
ラ
バ
ラ
に
分
散
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

つ
な
げ
て
お
く
湿
潤
性
。
火
の
要
素
と
は
身
体
の
温
か
さ
や

冷
た
さ
。
風
の
要
素
と
は
身
体
の
動
き
。

14
　
風
葬
の
墓
場
に
捨
て
ら
れ
た
死
体
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
様
子
を

観
察
す
る
こ
と
。
か
つ
て
、
こ
の
修
行
を
し
て
い
た
修
行
者

た
ち
が
嫌
悪
感
に
さ
い
な
ま
れ
て
集
団
自
殺
を
し
て
し
ま
う

と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
ブ
ッ
ダ

は
呼
吸
を
見
守
る
瞑
想
を
教
え
た
と
い
う
。
そ
の
死
体
観
察

の
瞑
想
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

瞑
想
対
象
の
一
つ
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

P
T
S
D
治
療
の
中
核
的
技
法
と
し
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

が
有
効
で
あ
り
う
る
と
い
う
現
代
の
脳
科
学
的
視
点
に
も
合

致
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

15
　
快
に
は
貪
欲
が
、
不
快
に
は
怒
り
が
、
中
性
に
は
無
自
覚
が

付
随
し
て
ゆ
く
。

16
　
ひ
と
言
で
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
時
の
心
の
状
態
を
観
察
す
る

こ
と
。

17
　
身
体
、
感
覚
、
認
知
、
意
志
、
意
識
の
五
要
素
。
伝
統
的
に

は
色
・
受
・
想
・
行
・
識
と
訳
さ
れ
て
き
た
。
無
意
識
や
魂

に
当
た
る
も
の
は
最
後
の
識
に
含
ま
れ
る
。

18
　
貪
欲
、
怒
り
、
眠
気
・
不
活
発
性
、
後
悔
と
浮
つ
き
、
疑
い
。

貪
欲
は
一
体
感
に
よ
っ
て
、
怒
り
は
喜
び
に
よ
っ
て
、
眠

気
・
不
活
発
性
は
心
を
向
け
る
思
考
に
よ
っ
て
、
後
悔
と
浮

つ
き
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
疑
い
は
観
察
す
る
思
考
に

よ
っ
て
中
和
さ
れ
る
。
心
を
向
け
る
思
考
、
観
察
す
る
思
考
、

喜
び
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
一
体
感
の
五
要
素
は
禅
支
と
呼
ば
れ
、

禅
定
や
三
昧
と
呼
ば
れ
る
集
中
力
を
支
え
る
働
き
を
す
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
高
度
な
実
践
の
中
で
は
こ
う
し
た
分

析
も
自
然
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

19
　
目
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
体
、
意
と
い
う
六
つ
の
感
覚
器
官
に
、

視
覚
対
象
と
な
る
光
量
子
、
聴
覚
対
象
と
な
る
空
気
の
振
動
、

嗅
覚
対
象
と
な
る
匂
い
物
質
、
味
覚
対
象
と
な
る
物
質
、
接

触
対
象
と
な
る
物
質
、
イ
メ
ー
ジ
や
概
念
な
ど
が
接
触
し
て

く
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
識
が
成
立
し
て
ゆ
く
過
程
を
つ
ぶ
さ

に
観
察
す
る
。
意
に
関
し
て
は
、
心
の
生
起
消
滅
の
連
続
が

対
象
を
映
し
出
す
川
面
の
水
鏡
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

20
　
気
づ
き
︵
念
︶、
現
象
の
分
析
︵
択
法
︶、
精
進
、
喜
び
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
、
精
神
集
中
︵
三
昧
︶、
平
静
な
見
守
り
︵
捨
︶

と
い
う
七
つ
の
心
の
働
き
が
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
解
脱

に
導
く
と
い
う
教
え
。
気
づ
き
が
要
と
な
り
、
現
象
の
分
析
、

精
進
、
喜
び
と
い
う
高
揚
系
の
三
要
素
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
精

神
集
中
、
平
静
な
見
守
り
と
い
う
鎮
静
系
の
三
要
素
の
バ
ラ

ン
ス
が
保
た
れ
る
。

21
　
苦
し
み
に
関
す
る
真
理
、
苦
し
み
の
起
因
に
関
す
る
真
理
、

苦
し
み
の
消
滅
に
関
す
る
真
理
、
苦
し
み
の
消
滅
に
至
る
実

践
に
関
す
る
真
理
と
い
う
聖
者
に
よ
っ
て
悟
ら
れ
る
べ
き
四

つ
の
真
理
の
教
え
。
井
上
︵
二
〇
一
二
b
、
一
四
―一
五

頁
︶
を
参
照
。

22
　
ウ
ェ
ー
プ
ッ
ラ
︵
一
九
八
〇
︶、
片
山
︵
一
九
九
七
︶
を
参

照
。

23
　
こ
の
内
的
・
外
的
・
内
外
的
と
い
う
三
つ
の
視
点
に
関
す
る

ま
と
ま
っ
た
考
察
はA

nālayo

︵2003, 94-102

︶
が
あ
る
が
、

そ
こ
で
も
な
ぜ
三
つ
の
視
点
が
必
要
な
の
か
と
い
う
充
分
な

議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
の
文
献
学
的
な
総
合
的
研

究
と
し
て
はSchm

ithausen

︵2012

︶
が
新
し
い
。

24
　
間
主
観
的
観
察
は
、
息
づ
か
い
の
自
覚
な
ど
を
介
し
て
非
言

語
レ
ベ
ル
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
よ
う
に

気
づ
か
せ
、
現
在
の
認
知
パ
タ
ー
ン
が
生
育
歴
の
中
で
ど
の

よ
う
に
し
て
学
習
さ
れ
て
き
た
の
か
を
関
係
性
と
い
う
視
点

か
ら
理
解
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。

25
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、︵
ス
タ
ー
ン
、
一
九
八
九
︶
に
お
い

て
説
か
れ
た
四
つ
の
自
己
感
や
情
動
調
律
に
関
す
る
考
察
を
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参
照
す
る
こ
と
。

26
　
悲
し
み
が
完
全
に
消
え
去
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
喪
失
の
意

味
を
見
い
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
抱
え
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
と
な
り
、
新
た
な
思
い
出
の
場
所
が
で
き
、
そ
の
人

の
い
な
い
新
し
い
人
生
に
踏
み
出
し
て
ゆ
く
勇
気
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
ウ
ォ
ー
デ
ン
︵
二
〇
一

二
︶
な
ど
の
現
代
悲
嘆
研
究
の
知
見
に
照
ら
し
て
、
乗
り
越

え
て
︵sam

atikkam
āya

︶
と
い
う
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
は
、

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

27
　
こ
の
言
葉
は
、
ブ
ッ
ダ
の
最
初
の
説
法
︵
初
転
法
輪
︶
の
時

に
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
。

28
　
ブ
ッ
ダ
が
布
教
を
開
始
し
た
当
初
は
、
ヨ
ガ
の
修
行
な
ど
に

よ
っ
て
集
中
力
の
養
成
に
関
し
て
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
積
ま

れ
て
い
た
弟
子
た
ち
が
多
か
っ
た
た
め
に
如
実
知
見
と
い
う

表
現
で
充
分
で
あ
っ
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
集
中
力
の

準
備
が
で
き
て
い
な
い
修
行
者
も
多
く
な
り
、
あ
り
の
ま
ま

に
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
も
あ
い
ま

い
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
注
釈
書
に
な
る
と
止
観
︵sam

atha-
vipassanā

︶
と
い
う
言
葉
で
、
集
中
力
と
洞
察
力
の
組
み
合

わ
せ
の
必
要
性
、
洞
察
力
で
無
常
・
苦
・
無
我
の
三
特
相
を

理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
っ
た
。
ま
た
、
止
観
の
組
み
合
わ
せ
方
に
関
し
て
は
、

①
止
を
完
成
さ
せ
て
か
ら
観
を
行
う
。
②
観
の
み
を
行
う
。

③
止
と
観
を
交
互
に
組
み
合
わ
せ
て
実
践
す
る
。
④
神
秘
的

体
験
な
ど
の
高
揚
を
契
機
と
し
て
観
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
と
い

う
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
説
か
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ポ
ン
サ
ッ

ク
︵
二
〇
〇
九
、
五
二
頁
︶
を
参
照
。

29
　
大
谷
︵
二
〇
一
四
、
一
三
七
―一
三
八
頁
︶
は
、
こ
れ
を
タ

ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
リ
タ
ー
ン
と
呼
ん
で
い
る
。

30
　
催
眠
療
法
を
ベ
ー
ス
と
す
る
大
谷
︵
二
〇
一
四
︶
の
記
述
を

参
照
。

31
　
詳
し
く
は
、
井
上
︵
二
〇
一
〇
、
四
二
―四
三
頁
︶
を
参
照
。

32
　
バ
ー
ン
ズ 

&
 バ
ル
マ
ン
︵
二
〇
〇
五
、
五
五
―五
六
頁
︶
の

﹁
自
己
へ
の
気
づ
き
」
に
関
す
る
記
述
を
参
照
。

33
　
井
上
︵
二
〇
一
〇
、
五
二
―六
三
頁
︶
を
参
照
。

34
　
前
掲
書
、
四
四
―五
〇
頁
を
参
照
。

35
　
井
上
︵
二
〇
一
二
b
、
一
二
―一
三
頁
︶
を
参
照
。

36
　﹁
身
体
に
お
い
て
身
体
を
」
と
い
う
冗
長
な
言
い
回
し
は
、
身

体
、
感
受
、
心
、
法
と
い
う
四
つ
の
領
域
が
入
り
混
じ
り
あ

っ
て
﹁
私
」
と
い
う
複
合
的
観
念
が
発
生
し
て
く
る
過
程
に

お
け
る
認
識
の
カ
テ
ゴ
リ
エ
ラ
ー
を
排
除
す
る
た
め
の
対
策

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
身
体
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
感
受
や
心
な
ど
か
ら
の
情
報
を
無
意

識
的
に
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
多

く
の
錯
覚
が
あ
る
。
前
述
し
た
痛
み
に
対
す
る
観
察
が
そ
の

よ
い
例
で
あ
ろ
う
。

37
　
片
山
︵
一
九
九
七
、
四
三
六
頁
︶
を
参
照
。

38
　
脱
中
心
化
︵decentering

︶
は
、
第
三
世
代
の
認
知
療
法
に

お
け
る
中
核
技
法
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
働
き
を

説
明
す
る
重
要
概
念
で
あ
る
。
大
谷
︵
二
〇
一
四
、
七
三
―

七
四
頁
︶
を
参
照
。
脱
同
一
化
な
ど
の
類
似
概
念
と
の
比
較

に
関
し
て
は
、
安
藤
︵
二
〇
一
二
、
二
七
二
―二
七
三
頁
︶

を
参
照
の
こ
と
。

39
　
束
縛
︵sa ṁ

yojana

︶
に
は
、
有
身
見
、
戒
厳
取
見
、
疑
、
貪

欲
、
瞋
恚
、
微
細
な
身
体
を
持
つ
世
界
へ
の
欲
望
、
身
体
を

持
た
な
い
世
界
へ
の
欲
望
、
慢
︵
プ
ラ
イ
ド
︶、
浮
つ
き
、
無

明
の
一
〇
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

40
　
預
流
は
、
聖
者
の
流
れ
に
入
る
と
い
う
意
味
で
の
解
脱
の
第

一
段
階
。
一
来
は
、
も
う
一
度
だ
け
人
間
的
体
験
世
界
に
戻

っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
が
完
成
す
る
と
い
う
意
味
の

第
二
段
階
。
不
還
は
、
も
う
人
間
的
体
験
世
界
に
は
戻
る
こ

と
な
く
天
界
的
体
験
世
界
の
中
で
解
脱
が
完
成
す
る
と
い
う

意
味
で
の
第
三
段
階
。
阿
羅
漢
は
、
解
脱
が
完
成
し
て
人
々

か
ら
の
供
養
を
受
け
る
価
値
の
あ
る
人
と
い
う
意
味
で
の
最

終
段
階
。
詳
し
く
は
、
井
上
︵
二
〇
一
二
b
、
七
八
―七
九

頁
︶
を
参
照
。

41
　
人
は
こ
の
錯
覚
に
よ
る
安
心
感
の
う
え
で
毎
日
を
生
き
て
い

る
の
で
あ
り
、
が
ん
な
ど
の
告
知
を
受
け
る
と
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
る
の
は
、
そ
の
錯
覚
の
安
心
感
が
一
気
に
突
き

崩
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

42
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
、
岡
本
︵
二
〇
一
四
、

一
五
三
頁
︶
は
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
と
は
、
個
人
に

お
い
て
、
彼
／
彼
女
が
置
か
れ
て
い
る
状
態
と
、
彼
／
彼
女

が
抱
い
て
い
る
信
念
体
系
と
の
間
の
調
和
が
崩
れ
る
こ
と
か

ら
生
じ
る
辛
さ
で
あ
る
」、
小
澤
︵
二
〇
〇
八
、
一
〇
頁
︶

は
﹁
存
在
と
意
味
の
消
滅
か
ら
生
じ
る
苦
痛
」、
窪
寺
︵
二

〇
〇
四
、
四
三
頁
︶
は
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
と
は
、

人
生
を
支
え
て
い
た
生
き
る
意
味
や
目
的
が
、
死
や
病
の
接

近
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
経
験
す
る
、
全
存
在
的
苦
痛
で
あ

る
。
特
に
、
死
の
接
近
に
よ
っ
て
﹃
わ
た
し
﹄
意
識
が
も
っ

と
も
意
識
さ
れ
、
感
情
的
、
哲
学
的
、
宗
教
的
問
題
が
顕
著

に
な
る
」
な
ど
と
定
義
し
て
い
る
。
柏
木
︵
一
九
九
六
、
一

一
五
―一
一
六
頁
︶
に
よ
れ
ば
、
①
人
生
の
意
味
へ
の
問
い
、

②
価
値
体
系
の
変
化
、
③
苦
し
み
の
意
味
、
④
罪
の
意
識
、

⑤
死
の
恐
怖
、
⑥
神
の
存
在
へ
の
追
求
、
⑦
死
生
観
に
対
す

る
悩
み
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。

43
　
エ
プ
ス
タ
イ
ン
︵
二
〇
〇
九
、
二
二
三
―二
二
六
頁
︶
の
﹁
東

洋
に
お
け
る
＂
編
み
込
ま
れ
た
自
己
＂、
西
洋
に
お
け
る
＂
疎

外
さ
れ
た
自
己
＂
と
い
う
出
発
点
の
相
違
に
よ
っ
て
違
っ
た

瞑
想
体
験
が
な
さ
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
参
照
の

こ
と
。

44
　
井
上
︵
二
〇
一
二
b
、
三
九
頁
︶
を
参
照
。

45
　
臨
終
心
路
で
浮
か
ん
で
く
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
業
、
業
相
︵
そ

の
業
を
成
し
た
時
の
場
面
を
象
徴
す
る
も
の
︶、
趣
相
︵
生

ま
れ
変
わ
る
先
の
様
子
︶
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
井

上
︵
二
〇
一
二
b
、
一
三
八
頁
︶
を
参
照
。

46
　
こ
う
し
た
育
児
環
境
を
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
︵
一
九
七
七
、
五
八

頁
、
二
六
八
頁
︶
は
﹁
適
切
な
母
親
的
環
境
」
あ
る
い
は

﹁
発
達
促
進
的
環
境
」
と
呼
び
、
養
育
者
が
そ
の
よ
う
に
心

を
向
け
る
こ
と
を
ス
タ
ー
ン
︵
一
九
八
九
、
一
六
四
頁
︶
は

﹁
情
動
調
律
」
と
呼
び
、
エ
ム
デ
ィ
ら
︵
二
〇
〇
三
、
四
三

頁
︶
は
共
感
的
応
答
性
と
呼
ん
で
い
る
。
カ
バ
ッ
ト
ジ
ン
が

妻
マ
イ
ラ
と
共
著
し
たEveryday Blessings

の
中
で
展
開
し
て

い
る
育
児
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
重
要
性
は
、
こ

う
し
た
精
神
医
学
的
研
究
が
探
究
し
て
い
る
養
育
者
の
資
質

の
重
要
性
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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ボ
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心
理
療
法
、
臨
床
心
理
学
の
立
場
か
ら
の
﹁
身
心
変
容
技

法
」
に
つ
い
て
関
わ
っ
て
き
た
研
究
を
総
括
し
た
い
。
そ
れ

は
こ
こ
ろ
と
体
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
じ
ま
っ

て
、
最
後
は
そ
の
中
間
領
域
と
も
言
え
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
に
つ
い
て
の
考
察
に
至
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
こ
こ
ろ

と
体
を
分
け
る
心
理
療
法
の
考
え
方
を
確
認
し
た
上
で
進
め

る
こ
と
に
す
る
。

1
近
代
の
心
理
療
法
と
身
心
関
係

ラ
カ
ン
の
﹁
デ
カ
ル
ト
な
く
し
て
精
神
分
析
な
し
」
と
い

う
有
名
な
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
近
代
の
心
理
療
法
は
こ
こ

ろ
と
体
を
分
け
た
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ト
ラ
ン

ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
の
よ
う
に
身
体
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
例
外
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
心
理
療
法
は
こ
こ
ろ

の
悩
み
や
症
状
を
主
に
言
葉
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
こ
こ
ろ
に

よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
こ
ろ

の
変
容
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
身
心
変
容
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
。
ま
た
逆
に
科
学
的
な
見
方
を
強
調
す
る
行
動
療
法
で

は
、こ
こ
ろ
で
は
な
く
て﹁
行
動
変
容︵behavioral m

odification

︶」

を
問
題
に
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
身
心
変
容
の
よ
う
な
身

心
を
統
一
的
に
捉
え
る
全
体
的
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り

心
理
療
法
に
お
い
て
﹁
身
心
変
容
」
と
い
う
観
点
は
原
則
的

に
欠
け
て
い
る
。

エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
︵1970; 1980

︶
は
、
近
代
の
心
理
療
法

の
始
祖
を
、
古
代
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
求
め
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
こ
こ
ろ
と
身
体
の
区
別
は
な
く
、
ま
さ
に
身
心

変
容
の
世
界
で
あ
る
。﹃
無
意
識
の
発
見
﹄
を
著
し
た
エ
レ
ン

ベ
ル
ガ
ー
の
紹
介
し
て
い
る
、
ド
イ
ツ
の
人
類
学
者
ア
ド
ル

フ
・
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ン
が
ギ
ア
ナ
で
調
査
を
し
て
い
る
と
き

に
頭
痛
と
発
熱
を
来
し
て
呪
医
に
受
け
た
治
療
で
は
、
原
住

民
が
三
十
人
ば
か
り
参
加
し
た
六
時
間
に
わ
た
る
儀
式
の
後

に
、
毛
虫
が
証
拠
と
し
て
取
り
出
さ
れ
る
。
ま
た
イ
ン
デ
ィ

オ
の
ケ
チ
ュ
ア
族
の
治
療
で
は
、
失
わ
れ
た
魂
が
呼
び
戻
さ

れ
る
儀
式
が
行
わ
れ
、
最
後
に
患
者
は
自
分
の
魂
が
人
に
慣

れ
た
動
物
の
形
で
戻
る
夢
を
見
る
。
こ
れ
ら
の
儀
式
に
よ
る

治
療
に
お
い
て
、
こ
こ
ろ
と
体
の
区
別
は
な
く
、
ま
た
個
人

と
集
団
の
こ
こ
ろ
の
区
別
も
な
く
、
つ
ま
り
こ
こ
ろ
が
閉
じ

ら
れ
た
個
人
に
限
ら
れ
て
い
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
て
、
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
は
他
者
や
自
然
を
超
え
て
、
異
界
や
死
者
の
国
に
ま
で
広

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
近
代
に
成
立
し
た
心
理
療
法
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
個
人
の
こ
こ
ろ
に
限
局
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
ど
の
よ
う
に
身
体
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
可
能
な
の

か
を
ま
ず
確
認
し
て
か
ら
、
そ
の
超
克
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

2
心
身
症・身
体
疾
患
の
心
理
学

心
理
療
法
は
フ
ロ
イ
ト
に
よ
る
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
治
療
に
は

身
心
分
離
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
お
け
る

身
心
変
容
技
法

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
の
光
と
闇

河
合
俊
雄

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
ユ
ン
グ
研
究
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じ
ま
っ
て
、
不
安
神
経
症
︵
不
安
障
害
︶、
強
迫
神
経
症
︵
強

迫
性
障
害
︶
な
ど
の
心
理
的
な
症
状
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
は
身
体
的
な
症
状
は
も
ち
ろ
ん
対
象
に
入
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
現
在
で
は
身
体
表

現
性
障
害
と
呼
ば
れ
て
い
る
身
体
に
現
れ
て
き
た
症
状
に
お

い
て
も
、
立
て
な
い
と
か
、
腕
の
あ
る
部
分
が
麻
痺
す
る
な

ど
の
症
状
は
身
体
的
な
原
因
に
よ
る
の
で
は
な
く
て
、
心
理

的
な
も
の
が
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
た
り
、
置
き
換
え
た
り
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
治
療
上
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
心
理
療
法
が
そ
の
対
象
を
子
ど
も
、
精

神
病
な
ど
に
広
げ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
身
体
的
な
症
状

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
心
理
的
な
要
因
が
大
き
く
関
与
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
心
身
症
も
、
そ
の
対
象
に
入
っ
て
く
る
。

精
神
分
析
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
︵1950

︶
が
、
消
化
器
性
潰

瘍
、
本
態
性
高
血
圧
症
な
ど
と
し
て
挙
げ
た
、
い
わ
ゆ
る
﹁
七

つ
の
聖
な
る
病
」
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

心
身
症
に
つ
い
て
は
、
初
期
に
は
個
々
の
疾
病
に
つ
い
て

の
象
徴
的
な
解
釈
が
中
心
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
胃
潰
瘍

に
な
る
人
は
依
存
性
と
関
係
が
あ
る
と
か
、
高
血
圧
の
人
は

ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
と
関
係
が
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
い
ろ
い

ろ
な
病
気
に
対
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
か
、
象

徴
的
な
読
み
取
り
と
い
う
の
が
か
な
り
多
か
っ
た
。
け
れ
ど

も
、
後
にSifneos

︵1973

︶
は
、
心
身
症
全
般
に
共
通
す
る

特
徴
と
し
て
、
ア
レ
キ
シ
サ
イ
ミ
ア
を
挙
げ
、
そ
れ
が
大
き

な
方
向
性
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
心
身
症
に
罹
る
人
は
、
感

情
を
言
葉
に
し
に
く
く
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
乏
し
い
と

い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
筆
者
た
ち
は
、
甲
状
腺
疾
患
の
患
者
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
質
問
紙
、
バ
ウ
ム
・
テ
ス
ト

︵
描
画
テ
ス
ト
︶、
半
構
造
化
面
接
に
よ
る
研
究
を
行
っ
た

︵H
asegawa, et al. 2013

︶。
甲
状
腺
疾
患
と
し
て
は
、
甲
状
腺
機

能
が
昂
進
す
る
バ
セ
ド
ウ
病
、
低
下
す
る
橋
本
病
、
腫
瘍
の

で
き
る
甲
状
腺
腫
を
神
経
症
群
と
比
較
し
た
。
こ
の
三
つ
の

疾
患
の
中
で
は
、
バ
セ
ド
ウ
病
が
心
身
症
の
一
つ
と
し
て
こ

れ
ま
で
も
挙
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
調
査
の
結
果
、
質

問
紙
に
よ
る
調
査
で
は
、
甲
状
腺
疾
患
の
患
者
は
、
質
問
紙

の
標
準
と
な
る
正
常
な
値
を
示
し
て
い
て
、
神
経
症
傾
向
を

明
ら
か
に
示
し
た
神
経
症
群
と
差
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
言
語

レ
ベ
ル
や
意
識
レ
ベ
ル
で
は
、
甲
状
腺
疾
患
の
患
者
に
は
心

理
的
問
題
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
﹁
実
の
な
る
木
を
一
本
」
描
く
と
い
う
教
示
で
な
さ
れ

る
バ
ウ
ム
・
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
甲
状
腺
疾
患
の
患
者
は
、
神

経
症
群
よ
り
も
大
き
な
混
乱
や
破
綻
を
示
し
た
。
特
に
樹
冠

が
途
切
れ
て
い
た
り
、
そ
も
そ
も
描
か
れ
な
か
っ
た
り
、
あ

る
い
は
極
端
な
場
合
は
幹
が
上
に
開
放
し
て
い
た
り
し
て
、

﹁
境
界
」
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
描
画
が
多
か
っ
た
。

境
界
は
、
わ
れ
わ
れ
が
人
間
関
係
を
持
っ
た
り
、
ま
た
問
題

や
葛
藤
と
適
度
な
距
離
を
持
っ
て
関
わ
っ
た
り
す
る
た
め
に

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
境
界
に
欠
陥
が
あ
る
こ
と
は
、
境
界

線
で
の
問
題
が
生
じ
に
く
く
、
葛
藤
や
心
理
的
問
題
が
生
じ

に
く
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
、
ア
レ
キ
シ
サ
イ
ミ
ア
な

ど
と
言
わ
れ
る
心
身
症
の
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
一
致

す
る
。
他
方
で
境
界
が
弱
い
こ
と
は
、
自
分
へ
の
直
接
的
な

侵
入
を
許
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
、
大
胆
な
推

察
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
身
体
レ
ベ
ル
で
の
病
気
に
な
っ
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
甲
状
腺
疾
患
の
三
つ
の
疾
病
群
で
比
較
を
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
心
身
症
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
、
最
も
心
理
的
な
要

因
や
ス
ト
レ
ス
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
バ
セ

ド
ウ
病
よ
り
も
、
橋
本
病
や
、
さ
ら
に
は
ホ
ル
モ
ン
と
関
係

の
な
い
甲
状
腺
腫
の
ほ
う
が
描
画
テ
ス
ト
の
示
す
混
乱
や
脆

弱
性
が
強
く
見
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
大
胆
な
考

察
を
す
る
な
ら
ば
、
心
身
症
と
さ
れ
て
き
た
病
気
で
は
、
ま

だ
心
理
的
に
受
け
と
め
る
態
勢
が
で
き
て
い
て
、
む
し
ろ
身

体
疾
患
と
さ
れ
て
き
た
病
気
の
ほ
う
が
、
現
実
適
応
や
意
識

的
な
レ
ベ
ル
で
は
問
題
が
な
く
て
も
、
心
理
学
的
に
見
る
と

よ
り
脆
弱
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
純

粋
な
身
体
疾
患
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
心

理
学
的
に
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
結
果
で
あ
り
、
ま
た
病
気
と
い
う
身
体
の
変

容
と
こ
こ
ろ
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
示

唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。﹁
境
界
」
と
い
う
概
念
は

生
物
学
的
な
免
疫
力
や
抵
抗
力
と
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
今
後
調
査
対
象
を
広
げ
、
医
学
的
な
デ
ー
タ

と
の
関
連
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

3
心
理
療
法
と
身
体
の
変
容

前
節
で
の
研
究
は
、
心
身
症
や
身
体
疾
患
に
罹
る
人
が
、ど

の
よ
う
な
心
理
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
研
究
で
あ

っ
て
、
心
身
症
や
身
体
疾
患
と
心
理
療
法
と
の
関
係
を
検
討

し
た
研
究
で
は
な
い
。
そ
こ
で
心
理
療
法
と
身
体
の
変
化
に

は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
研
究
し
て
み
た
。

従
来
か
ら
、
心
理
療
法
に
よ
っ
て
身
体
的
な
変
化
が
生
じ

る
こ
と
が
多
く
の
事
例
研
究
に
よ
っ
て
経
験
的
に
認
め
ら
れ

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
自
閉
症
の
子
ど
も
は
、
身
体
的
な
病

気
に
あ
ま
り
な
ら
な
い
が
、
心
理
療
法
に
よ
っ
て
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
関
係
が
つ
い
て
き
た
り
、
対
人
関
係
に
開
け
て
き
た
り

す
る
と
風
邪
を
ひ
い
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
報
告
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
摂
食
障
害
の
な
か
の
古
典
的
な
ア
ノ
レ
キ
シ
ア︵
拒

食
症
︶
に
お
い
て
も
、
身
体
疾
患
に
罹
り
に
く
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
極
端
に
や
せ
て
い
て
、
し
か
も
体
重

を
減
ら
す
た
め
に
極
端
な
運
動
を
す
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

風
邪
を
ひ
い
た
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

も
、
治
療
が
進
ん
で
い
く
と
身
体
的
な
病
気
に
罹
る
こ
と
が
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知
ら
れ
て
い
る
。
北
添
紀
子
に
よ
る
箱
庭
療
法
を
用
い
た
拒

食
症
の
成
功
例
に
お
い
て
も
、
治
療
を
は
じ
め
て
ま
も
な
く

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
肺
炎
に
罹
る
。
そ
の
後
は
箱
庭
で
見
事
に

治
療
プ
ロ
セ
ス
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
身
体
症
状
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
固
か
っ
た

防
衛
が
ゆ
る
む
現
象
と
し
て
理
解
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

身
体
症
状
が
問
題
の
あ
る
種
の
身
体
的
な
引
き
受
け
と
し
て

理
解
で
き
る
場
合
も
多
い
。
子
ど
も
の
心
理
的
問
題
や
症
状

の
た
め
に
母
親
が
面
接
に
来
て
い
る
場
合
に
、
母
親
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
弱
か
っ
た
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
義
務
的
に
面

接
に
来
て
い
る
だ
け
で
、
ま
っ
た
く
問
題
に
関
わ
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
非
常
に
事
実
関
係
に
関
す

る
や
り
取
り
に
終
始
し
た
り
、
少
し
で
も
母
親
の
生
活
史
や

内
面
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
と
、
話
が
そ
ら
さ
れ
た
り
す
る
。
と

こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
、
面
接
の
過
程
で
病

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
を
心
理
学
的
に

解
釈
す
る
こ
と
に
は
危
険
も
伴
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
心
理

的
な
こ
と
か
ら
遠
く
、
そ
れ
に
ま
っ
た
く
関
わ
ろ
う
と
し
な

か
っ
た
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
、
病
気
と
い
う
身
体
的
な
形
で
引

き
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
の
で

あ
る
。
心
身
症
の
よ
う
に
、
身
体
症
状
を
持
つ
こ
と
は
心
理

的
な
問
題
か
ら
遠
い
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
極

端
な
場
合
に
は
、
ま
ず
身
体
症
状
を
持
つ
こ
と
が
自
分
の
問

題
へ
の
最
初
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
の
で
あ
る
。

逆
に
身
体
的
な
症
状
が
、
そ
れ
を
別
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
な
く
て
も
、
心
理
療
法
の
過
程
で
よ
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。
筆
者
が
ス
イ
ス
で
臨
床
を
し
て
い
た
頃
に
、
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
の
腰
痛
︵
背
中
の
痛
み
︶
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
身
体
の
痛
み
に
は
非
常
に
文
化
の
影
響
が

大
き
く
て
、
日
本
で
よ
く
話
題
に
な
る
肩
こ
り
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
よ
く
訴

え
ら
れ
る
の
は
腰
痛
︵
背
中
の
痛
み
︶
で
あ
る
。
多
く
の
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
に
お
い
て
、
心
理
療
法
を

重
ね
て
い
く
う
ち
に
改
善
が
見
ら
れ

た
。
こ
れ
は
心
身
症
と
言
わ
れ
る
も

の
の
治
療
可
能
性
に
つ
い
て
示
唆
的

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
す
で
に
経
験
的
に
は

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
わ
れ

わ
れ
は
、
二
つ
の
研
究
を
試
み
た
。

一
つ
は
、
バ
セ
ド
ウ
病
患
者
に
つ
い

て
、
薬
物
に
よ
る
治
療
に
よ
っ
て
改

善
の
見
ら
れ
た
人
と
、
改
善
の
見
ら

れ
な
か
っ
た
人
と
の
間
に
心
理
的
な

デ
ー
タ
で
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
の

研
究
で
あ
る
︵
田
中
他
、
二
〇
一
〇
︶。

薬
物
療
法
を
行
っ
て
も
、
ホ
ル
モ
ン

値
の
改
善
が
見
ら
れ
て
寛
解
す
る
人

も
い
れ
ば
、
改
善
し
な
い
難
治
性
の

人
も
い
る
。
半
年
後
に
改
善
し
た
人
、

改
善
し
な
か
っ
た
人
の
バ
ウ
ム
・
テ

ス
ト
を
比
べ
て
み
る
と
、
改
善
し
た

人
で
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
描
か
れ

る
木
の
境
界
が
は
っ
き
り
と
し
た
の

に
対
し
て
、
改
善
の
見
ら
れ
な
か
っ

た
人
で
は
、
そ
の
よ
う
な
境
界
の
変

化
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
境
界
の

変
化
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
下
に
開

い
て
い
た
根
が
閉
じ
る
（
図
1
、
図

3
）、
樹
冠
が
閉
じ
る
（
図
2
）、
描

線
が
は
っ
き
り
と
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
合
が
あ
る
が
、
境
界
が
は

っ
き
り
と
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
す

る
と
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図2　正常化群　37歳男性（左1回目／右2回目）

図4　亢進群　25歳女性（左1回目／右2回目）

図１　正常化群　27歳女性（左1回目／右2回目）

図3　正常化群　25歳女性（左1回目／右2回目）
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甲
状
腺
疾
患
と
神
経
症
を
比
べ
た
際
に
、
境
界
が
問
題
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
心
理
的
特
徴
の
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
な
変
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
何
も
心
理
療
法

を
受
け
な
く
て
も
、
薬
物
療
法
に
よ
っ
て
症
状
が
改
善
し
た

人
は
、
心
理
的
指
標
に
お
い
て
も
改
善
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
身
体
的
な
改
善
と
心
理
的
な
改
善
が
連
動
し
て
い
る
こ

と
が
推
察
で
き
る
。

も
う
一
つ
行
っ
た
研
究
が
、
甲
状
腺
疾
患
専
門
病
院
で
主

治
医
か
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
依
頼
さ
れ
た
バ
セ
ド
ウ
病
患

者
の
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
期
間
と
バ
セ
ド
ウ
病
の
寛
解
率
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
︵
田
中
他
、
二
〇
一
三
︶。

そ
も
そ
も
表
1
が
示
す
よ
う
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
リ

フ
ァ
ー
さ
れ
て
く
る
患
者
の
寛
解
率
は
低
く
、
い
わ
ゆ
る
難

治
性
の
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。次

に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
群

を
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
継
続

回
数
が
五
回
以
下
の
短
期
群
、

五
回
か
ら
三
〇
回
の
中
期
群
、

三
一
回
以
上
の
長
期
群
に
分

け
て
比
較
し
て
み
た
（
表
2
）。

す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
寛
解
率

は
一
四
、
九
、
三
三
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
有
意
差
が
認
め
ら

れ
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

リ
フ
ァ
ー
さ
れ
て
く
る
人
の

寛
解
率
は
通
常
悪
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
長
く
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
と
、

身
体
的
に
も
変
化
が
生
じ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

甲
状
腺
専
門
病
院
で
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、

短
い
回
数
で
﹁
話
し
て
す
っ
き
り
し
ま
し
た
」
と
か
、
嫁
姑

関
係
や
夫
婦
関
係
を
訴
え
て
い
た
人
が
﹁
そ
の
問
題
は
解
決

し
ま
し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
、
終
結
す
る
場
合
が
よ
く
あ
る
。

そ
れ
は
短
期
で
も
効
果
が
あ
る
と
こ
れ
ま
で
は
理
解
し
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
身
体
レ
ベ
ル

で
の
変
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

認
知
や
物
の
見
方
が
多
少
変
化
し
て
も
、
身
心
全
体
の
変
容

は
生
じ
て
こ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
長
く
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
と
、

ホ
ル
モ
ン
の
値
の
よ
う
な
身
体
レ
ベ
ル
で
の
変
化
も
生
じ
て

き
て
、
ま
さ
に
身
心
変
容
が
起
こ
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
理
療
法
に

よ
っ
て
、
身
心
の
変
容
は
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
た

め
に
は
短
期
で
効
率
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
長
い
時
間
を

か
け
る
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
本
当
の
心
理
療
法
は
、
認
知
の
変
化
に
と

ど
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
身
心
変
容
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
心
身
症
や
身
体
疾
患

に
つ
い
て
も
、
長
い
心
理
療
法
に
よ
る
働
き
か
け
に
よ
っ
て

変
容
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
お
け
る

身
心
変
容

こ
れ
ま
で
の
記
述
、
お
よ
び
研
究
は
、
身
心
の
分
離
を
前

提
に
、
い
か
に
そ
の
両
者
が
関
係
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
そ
れ
を
超
え
る
可
能
性
と
技
法
を

示
唆
し
た
い
。
冒
頭
に
エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
紹
介
し
て
い
た

イ
ン
デ
ィ
オ
の
ケ
チ
ュ
ア
族
の
例
で
、
失
わ
れ
た
魂
が
患
者

の
身
体
に
戻
っ
て
く
る
と
き
に
、
患
者
は
人
に
慣
れ
た
動
物

の
形
に
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
の
を
夢
で
見
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
魂
が
体
と
つ
な
が
り
、
外
の
世
界
や
魂
の
世
界

表1　寛解率の群間比較（カウンセリング群と一般群）

合計（人） 寛解（人） 非寛解（人） 寛解率

一般患者群 837 219 618 26%

カウンセリング群 90 14 76 ＊16%

合  計 927 233 694

χ2=4.86, *p<0.05

表2　カウンセリング群における寛解率の群間比較（治療期間）

寛解率（％） 平均年齢（才） Co依頼までの期間（年） FT4平均値 FT4レンジ 甲状腺横径（cm）

短期群

（43人）

寛解（6人）
14

37.2 8.5 1.02 0.78〜1.24 4.35

非寛解（37人） 41.3 8.3 1.23 0.63〜3.33 4.64

中期群

（29人）

寛解（2人）
9

43 5 1.06 1.02〜1.09

非寛解（27人） 39.2 5.07 1.32 0.5〜4.24 4.85

長期群

（18人）

寛解（6人）
＊33

39 3.5 0.93 0.8〜1.13 4

非寛解（12人） 37.8 4.64 1.59 0.85〜4.15 4.14

χ2=7.05, *p<0.05
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と
体
が
つ
な
が
る
た
め
に
は
、
夢
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
が
働
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
を
ユ
ン
グ
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

技
法
や
、
村
上
春
樹
の
小
説
に
お
い
て
夢
の
よ
う
な
、
し
か

し
夢
よ
り
も
は
っ
き
り
と
し
た
状
態
に
お
い
て
、
他
者
や
死

者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
を
指
摘
し
て
き
た
︵
河
合
、
二

〇
一
四
︶。
村
上
春
樹
の
﹃
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
﹄
に
お

け
る
﹁
壁
抜
け
」
の
よ
う
に
、
そ
の
夢
と
覚
醒
の
中
間
の
よ

う
な
状
態
に
お
い
て
は
、
身
体
の
境
界
、
他
者
と
の
境
界
、
そ

し
て
死
へ
の
境
界
が
超
え
ら
れ
て
い
く
。
心
理
療
法
は
ヨ
ガ

や
シ
ャ
ー
マ
ン
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
よ
う
に
意
図
的
に
そ
の

よ
う
な
状
態
を
作
り
出
す
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
自
我
の

統
制
を
ゆ
る
め
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
飛
躍
が
起
こ
る
こ

と
を
常
に
準
備
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
が
あ
る
種
の
身

心
変
容
技
法
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
準
備
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
事
例
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
二
つ

の
例
を
手
が
か
り
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
一
つ
は
﹃
宇
治
拾
遺
物
語
﹄
に
お
け
る
い
く
つ
か

の
話
で
、
特
に
賀
能
ち
院
と
地
蔵
の
話
︵
第
五
巻
一
三
話
︶
が

興
味
深
い
。
そ
こ
に
は
、
い
か
に
前
近
代
の
世
界
で
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
イ
ス
が
機
能
し
て
い
た
か
が
如
実
に
う
か
が
わ
れ
る
。

以
下
は
河
合
隼
雄
﹃
日
本
人
の
心
を
解
く
﹄
に
お
け
る
現
代

語
で
の
要
約
で
あ
る
。

賀
能
ち
院
と
い
う
名
の
僧
侶
は
、
戒
を
守
ら
ず
、
俗
事

に
し
か
興
味
が
な
い
人
で
あ
っ
た
。
自
分
の
寺
に
至
る
道

脇
に
塔
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
古
い
地
蔵
様
の
像
が
う
ち
捨

て
ら
れ
て
い
た
。
賀
能
は
通
り
が
か
る
と
き
に
と
き
ど
き

頭
巾
を
脱
い
で
、
お
地
蔵
様
を
拝
む
こ
と
が
あ
っ
た
。

賀
能
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
師
の
僧
都
は
、﹁
賀
能
は
い

つ
も
戒
を
破
っ
て
い
た
。
さ
だ
め
し
地
獄
に
落
ち
た
に
違

い
な
い
」
と
言
っ
た
も
の
の
、
憐
れ
に
思
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
お
寺
の
人
々
が
塔
の
地
蔵
が
姿

を
消
し
た
の
に
気
づ
い
た
が
、
き
っ
と
修
理
の
た
め
に
持

ち
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

あ
る
夜
、
師
の
僧
都
は
夢
を
見
た
。
一
人
の
僧
侶
が
現

れ
て
、﹁
あ
の
お
地
蔵
様
は
賀
能
ち
院
を
助
け
る
た
め
に
一

緒
に
地
獄
に
お
入
り
に
な
っ
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
師
の

僧
都
が
、
お
地
蔵
様
は
ど
う
し
て
あ
れ
ほ
ど
も
悪
い
僧
侶

の
お
伴
を
さ
れ
た
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
僧
侶
は
﹁
塔

を
通
り
す
が
る
と
き
に
、
賀
能
ち
院
が
お
地
蔵
様
を
と
き

ど
き
拝
ん
で
い
た
た
め
だ
」
と
答
え
た
。
目
覚
め
て
か
ら

師
の
僧
都
は
自
分
で
塔
ま
で
出
か
け
て
行
っ
て
確
か
め
た

と
こ
ろ
、
お
地
蔵
様
が
本
当
に
な
く
な
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
師
の
僧
都
は
ま
た
夢
を
見
た
。
夢
の
中

で
塔
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
、
お
地
蔵
様
が
立
っ
て
い
た
。
お

地
蔵
様
に
、
ど
う
し
て
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
を
お
尋
ね

す
る
と
、﹁
お
地
蔵
様
は
地
獄
に
赴
い
て
賀
能
ち
院
を
助
け

て
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
御
御
足
が
焼
け

て
い
ま
す
」
と
誰
か
の
声
が
し
た
。
目
覚
め
て
か
ら
師
の

僧
都
が
塔
の
と
こ
ろ
に
急
ぐ
と
、
お
地
蔵
様
の
御
御
足
が

本
当
に
焦
げ
て
い
た
。
師
の
僧
都
は
深
く
心
を
打
た
れ
、

涙
を
は
ら
は
ら
と
流
し
た
。

こ
の
話
を
聞
い
て
、
多
く
の
人
が
塔
に
あ
る
お
地
蔵
様

を
お
参
り
に
い
っ
た
と
の
こ
と
。

現
在
の
心
理
療
法
に
お
い
て
夢
分
析
を
受
け
て
も
、
そ
れ

は
ま
ず
夢
を
見
て
い
る
本
人
の
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
こ
の
話
で
は
、
主
人
公
の
賀
能
ち
院
の
師
が
夢
を
見
て
、

ま
た
地
蔵
が
代
わ
り
に
救
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
そ
し

て
そ
れ
が
単
な
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
こ
と
は
、
地

蔵
の
足
が
焦
げ
て
い
た
こ
と
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
夢

と
現
実
が
交
錯
し
、
夢
が
現
実
や
死
者
へ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
平
安
時
代
の
こ
と
な
の
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

に
よ
っ
て
生
じ
る
身
心
変
容
を
現
代
の
例
か
ら
考
え
て
み
た

い
。
も
う
一
つ
の
例
は
、
佐
渡
裕
の
﹃
棒
を
振
る
人
生
﹄
に

書
か
れ
て
い
る
、
級
友
の
死
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
四
番
の
演
奏
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
佐
渡

裕
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
四
番
を
指
揮
す

る
に
あ
た
っ
て
、
弦
楽
器
と
ピ
ア
ノ
が
交
互
に
主
題
を
演
奏

し
、
対
話
す
る
よ
う
に
進
ん
で
い
る
。
ま
ず
ユ
ニ
ゾ
ン
で
の

力
強
い
弦
楽
の
演
奏
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
で
、
ピ
ア
ノ
が

弱
々
し
く
演
奏
さ
れ
る
第
二
楽
章
と
い
う
の
が
問
題
に
な
る
。

佐
渡
裕
に
は
、
何
か
が
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
。﹁
午
後
か
ら
の

本
番
を
前
に
一
眠
り
し
た
。
そ
の
と
き
、
僕
は
あ
る
鮮
烈
な

夢
を
見
た
。
そ
の
夢
は
、
僕
が
少
年
時
代
に
体
験
し
た
親
友

の
死
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
」
と
い
う
ふ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
、
ゲ
ネ
プ
ロ
を
朝
に
し
て
昼
間
に
寝
る
の
が
興
味

深
い
と
思
わ
れ
る
。
昼
間
に
寝
る
と
、
夜
見
る
夢
と
違
っ
て
、

本
当
に
異
空
間
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
時
々
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
村
上
春
樹
の
小
説
で
壁
抜
け
を
し
た

り
、﹃
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の
年
﹄

に
出
て
く
る
、
夢
と
は
違
う
よ
う
な
、
現
実
と
あ
ま
り
区
別

が
つ
か
な
い
よ
う
な
世
界
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
す
る
瞬
間

が
訪
れ
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

夢
の
話
の
前
に
、
作
者
は
現
実
の
話
に
ふ
れ
て
い
る
。﹁
中

学
3
年
の
と
き
に
、
小
学
生
時
代
か
ら
の
仲
良
し
の
タ
ナ
カ
・

ジ
ュ
ン
ペ
イ
が
昼
休
み
、
遊
び
に
誘
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

僕
は
行
か
な
か
っ
た
。
ジ
ュ
ン
ペ
イ
は
そ
の
昼
休
み
に
、
砂

場
の
縁
に
頭
を
強
く
ぶ
つ
け
て
亡
く
な
っ
た
。
葬
式
に
出
て
、

昼
休
み
に
誘
い
を
断
っ
た
こ
と
を
誰
に
も
言
わ
な
か
っ
た
。

も
し
も
断
ら
な
か
っ
た
ら
、
ジ
ュ
ン
ペ
イ
は
死
な
ず
に
す
ん

だ
か
も
し
れ
な
い
」。
こ
こ
で
佐
渡
裕
が
と
て
も
罪
悪
感
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
人
が
亡
く
な
る
と
、
肉
親
や
親
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し
い
人
に
は
、
あ
れ
さ
え
し
て
い
た
ら
こ
の
人
は
亡
く
な
ら

な
か
っ
た
の
だ
と
か
、
ど
う
し
て
あ
の
人
は
亡
く
な
っ
た
の

だ
ろ
う
と
か
は
、
よ
く
あ
る
感
情
だ
と
思
わ
れ
る
。
佐
渡
裕

も
そ
の
こ
と
を
自
分
の
中
で
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を

誰
に
も
言
わ
な
か
っ
た
の
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
し
も

誰
か
に
語
る
と
、
安
易
な
慰
め
や
打
ち
消
し
を
も
ら
っ
て
、
自

分
の
中
に
た
ま
る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
解
消
さ
れ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。

昼
休
み
に
見
た
夢
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。﹁
夢
の
中
で
僕

は
高
校
の
音
楽
教
室
に
い
た
。
放
課
後
、
ジ
ュ
ン
ペ
イ
と
ふ

ざ
け
合
っ
て
い
た
僕
が
彼
を
突
き
飛
ば
す
と
、
ジ
ュ
ン
ペ
イ

は
弾
み
で
頭
を
机
の
角
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
。﹃
お
い
、
ジ

ュ
ン
ペ
イ
、
大
丈
夫
か
﹄
と
聞
く
と
、
彼
は
﹃
大
丈
夫
や
、
で

も
今
日
は
な
ん
か
し
ん
ど
い
か
ら
帰
る
わ
﹄
と
言
っ
て
帰
宅

し
た
」。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
過
去
の
現
実
と
は
異
な
っ

て
夢
が
音
楽
を
場
面
に
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ

か
ら
佐
渡
裕
の
解
決
は
音
楽
と
い
う
領
域
で
生
じ
る
こ
と
が

す
で
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
現
実
と
の
違

い
は
、
自
分
自
身
が
突
き
飛
ば
し
た
、
と
い
う
ア
ク
テ
ィ
ヴ

な
役
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
で
は
、
ジ
ュ
ン
ペ

イ
に
誘
わ
れ
て
も
行
か
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
夢
の
中

で
は
、
自
分
が
ア
ク
テ
ィ
ヴ
に
関
わ
っ
て
、
ジ
ュ
ン
ペ
イ
を

自
ら
突
き
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

夢
は
さ
ら
に
続
く
。﹁
翌
日
の
朝
、
担
任
の
先
生
が
泣
き
な

が
ら
﹃
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
タ
ナ
カ
君
が
昨
日

の
夜
、
突
然
亡
く
な
り
ま
し
た
。
原
因
は
わ
か
り
ま
せ
ん
﹄

と
報
告
し
た
。
僕
は
と
っ
さ
に
自
分
の
せ
い
で
死
ん
だ
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。
で
も
先
生
は
﹃
原
因
は
わ
か
ら
な
い
﹄

と
言
っ
て
い
る
。
僕
の
せ
い
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
結

局
、
僕
は
黙
っ
て
い
た
」。
夢
は
佐
渡
裕
が
自
分
で
殺
し
た
と

は
っ
き
り
と
言
っ
て
い
る
。
も
し
、
一
緒
に
昼
休
み
遊
ん
で

い
た
ら
死
な
な
か
っ
た
の
で
は
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
お

前
が
殺
し
た
の
だ
と
夢
は
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
や
い

や
そ
ん
な
こ
と
く
ら
い
で
運
命
っ
て
変
わ
ら
な
い
よ
と
か
、
お

前
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
よ
と
か
、
そ
ん
な
に
心
配
す
る
な
と
か

い
う
日
常
の
意
識
と
異
な
っ
て
い
る
。
心
理
学
的
な
真
理
は

そ
う
で
は
な
く
て
、
自
分
が
殺
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
引
き

受
け
な
い
と
自
分
や
世
界
は
変
容
し
て
い
か
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
自
我
は
ま
だ
否
定
し
て
い
る
。

﹁
僕
は
黙
っ
て
い
る
」。
す
ぐ
認
め
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
の

頑
張
り
、
抵
抗
と
い
う
の
が
大
き
な
解
決
の
た
め
の
落
差
を

生
む
た
め
に
と
て
も
大
事
だ
と
思
わ
れ
る
。﹁
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
で
葬
式
に
行
っ
た
」。﹁
そ
こ
は
な
ぜ
か
僕
が
何
度
も
演
奏

会
を
聴
き
に
行
っ
た
京
都
会
館
だ
っ
た
。
僕
が
ロ
ビ
ー
か
ら

会
場
に
入
る
の
を
嫌
が
る
と
、
同
級
生
た
ち
が
﹃
お
ま
え
、
親

友
や
な
い
か
、
ち
ゃ
ん
と
手
を
合
わ
せ
て
や
れ
﹄
と
無
理
や

り
僕
の
手
を
引
い
て
会
場
内
に
引
っ
張
っ
て
い
っ
た
」。
こ
こ

で
ま
す
ま
す
音
楽
と
い
う
の
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

夢
の
中
の
私
︱
自
我
は
抵
抗
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
周
り
が

会
場
に
入
る
と
き
に
﹁
私
」
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。﹁
祭
壇
に

遺
影
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
た
ら
、
そ
れ
は
僕
が

思
っ
て
い
た
タ
ナ
カ
・
ジ
ュ
ン
ペ
イ
と
は
別
の
タ
ナ
カ
君
だ

っ
た
。
僕
は
﹃
あ
あ
、
良
か
っ
た
﹄
と
心
か
ら
胸
を
な
で
お

ろ
し
た
。
そ
こ
で
夢
か
ら
覚
め
た
」。
こ
れ
は
完
全
な
、
自
我

に
よ
る
話
の
す
り
替
え
と
考
え
ら
れ
る
。
せ
っ
か
く
自
分
が

殺
し
た
と
い
う
大
切
な
真
理
に
到
達
し
て
い
な
が
ら
、
最
後

に
夢
を
す
り
替
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

心
理
療
法
に
お
い
て
は
、
す
で
に
気
づ
か
れ
つ
つ
あ
る
真

理
に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
抵
抗
を
超
え
る
か
が
問
題
に

な
る
。
し
か
し
佐
渡
裕
は
心
理
療
法
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
で
は

な
く
て
、
芸
術
家
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
音
楽
に
よ
っ
て
超

え
、
そ
れ
が
非
常
に
創
造
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。﹁
本
番
の

2
楽
章
で
、
弦
楽
器
が
力
強
い
フ
レ
ー
ズ
を
ユ
ニ
ゾ
ン
で
奏

で
た
。
そ
の
と
き
、
突
然
、
僕
は
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
に
了

解
し
た
。﹃
神
様
が
そ
こ
に
い
る
﹄。
僕
の
噓
も
本
当
も
す
べ

て
を
見
通
し
て
い
る
圧
倒
的
な
力
を
持
つ
神
が
そ
こ
に
い
る
。

そ
う
感
じ
た
」。﹁
続
い
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
か
な
し
げ
な
和
音

を
静
か
に
鳴
ら
し
た
。
そ
こ
に
い
る
の
は
弱
く
か
な
し
い
自

分
だ
っ
た
。
神
様
を
前
に
う
な
だ
れ
て
﹃
ジ
ュ
ン
ペ
イ
の
こ

と
黙
っ
て
い
て
ご
め
ん
な
さ
い
﹄﹃
噓
を
つ
い
て
ご
め
ん
な
さ

い
﹄
と
謝
っ
て
い
た
。
す
る
と
指
揮
を
し
な
が
ら
突
然
、
涙

が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
流
れ
出
し
て
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
絶
対
に

過
ち
を
犯
さ
な
い
強
く
正
し
い
神
が
い
て
、
そ
の
前
に
間
違

い
を
犯
し
て
し
ま
う
弱
い
人
間
が
い
る
。
そ
の
と
き
、
僕
は

こ
の
作
品
の
楽
譜
の
す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
僕
の
突
然
の
涙
の
理
由
を
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
者
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

と
き
僕
の
全
身
か
ら
発
せ
ら
れ
た
特
別
な
気
は
確
か
に
伝
わ

っ
た
は
ず
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
演
奏
を
通
し
て
客
席

に
も
伝
わ
っ
て
い
っ
た
と
思
う
」。
佐
渡
裕
が
感
じ
て
い
た
罪

悪
感
は
、
夢
で
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
音

楽
に
よ
っ
て
超
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に

は
彼
の
個
人
的
な
意
味
も
あ
る
し
、
そ
れ
が
音
楽
と
い
う
普

遍
的
な
創
造
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
友
だ
ち
を
亡
く
し
た

の
は
、
身
体
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
回
復
の
な
い
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
変
容
し
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
音
楽
と
い
う

創
造
に
結
び
つ
く
形
で
、
佐
渡
裕
の
、
そ
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
や
聴
衆
の
変
容
を
、
音
楽
を
通
し
て
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
突
然
ポ
ロ
ポ
ロ
と
流
れ
だ
し
た
涙
は
、
ま
ず
は

夢
と
い
う
形
で
、
続
い
て
音
楽
を
通
し
て
生
じ
た
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
の
賜
で
あ
り
、
身
心
変
容
の
結
晶
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

佐
渡
裕
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
心
理
療
法
の
事
例
と
し
て
理

解
で
き
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
夢
、
さ
ら
に

は
涙
を
通
し
て
の
身
心
変
容
は
感
動
的
で
す
ら
あ
る
。
最
後

に
、
こ
の
話
が
さ
ら
な
る
涙
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
ふ
れ
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て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。
以
下
は
同
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

後
年
、
心
理
学
者
の
河
合
隼
雄
先
生
、
元
ラ
グ
ビ
ー
日

本
代
表
の
平
尾
誠
二
さ
ん
と
鼎
談
し
た
と
き
、﹁
僕
は
こ
ん

な
夢
を
見
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
」
と
、
こ
の
夢
を
め
ぐ

る
自
分
の
経
験
を
紹
介
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
不
思
議
な

体
験
で
も
あ
り
、
特
別
な
思
い
出
で
も
あ
っ
た
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
意
味
を
、
夢
の
専
門
家
で
も
あ
る
河
合
先
生
に

教
え
て
ほ
し
か
っ
た
の
だ
。
二
百
人
ほ
ど
の
観
客
を
前
に

河
合
先
生
は
、﹁
夢
の
話
は
僕
が
何
か
言
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ん
で
す
が
、
何
も
言
え
な
い
で
す
…
…
」
と
話
さ
れ

た
後
、
突
然
、
両
手
で
顔
を
覆
っ
て
、
そ
の
場
で
わ
っ
と

泣
か
れ
た
。
僕
は
驚
い
た
。
会
場
も
静
か
に
な
っ
た
。
僕

と
音
楽
、
神
と
人
間
。
河
合
先
生
は
何
を
感
じ
取
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。︹
…
…
︺
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
河
合

先
生
と
の
思
い
出
の
中
で
も
、
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

二
〇
一
二
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
科
学
研
究
費
共
同
研
究

﹁
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」
の
研
究
分
担
者
と
し
て
、

私
は
こ
の
四
年
間
、
二
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
研
究
に
携
わ
っ

て
き
た
。
ひ
と
つ
は
、
一
九
九
九
年
よ
り
続
け
て
い
る
太
極

拳
の
研
究
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
共
同
研
究
の
開
始
と

と
も
に
始
め
た
奈
良
県
吉
野
の
大
峯
修
験
道
の
研
究
で
あ
る
。

一
般
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
い
え
ば
、
太
極
拳
は
武
術
お
よ
び

健
康
法
で
あ
り
、
修
験
道
は
宗
教
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に

身
体
と
精
神
の
修
練
が
結
び
つ
い
た
技
法
、
つ
ま
り
、
身
心

変
容
技
法
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
研
究
開
始
当
時
は
、
修
験
道
を
本
の
中
で
し

か
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
太
極
拳
と
修
験
道
を
ど
の
よ
う
に
比

較
す
れ
ば
よ
い
か
見
当
も
つ
か
ず
、
自
分
が
そ
れ
ま
で
太
極

拳
研
究
に
用
い
て
き
た
研
究
方
法
や
理
論
的
フ
レ
ー
ム
を
応

用
で
き
る
か
否
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
二
〇
一
三
年

五
月
か
ら
二
〇
一
四
年
十
月
に
至
る
ま
で
、
五
回
に
わ
た
り
修

験
道
の
体
験
修
行
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
身
体
的
実
践
と
し

て
の
修
験
道
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ど
こ
か
ら

手
を
付
け
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
状
態
か
ら
、
太
極
拳
研
究

と
修
験
道
研
究
を
接
合
す
る
道
筋
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
比
較
的
長
く
続
け
て
き
た
太
極
拳
の
研
究
も
、
こ

の
四
年
間
で
大
き
な
進
展
を
見
た
。
そ
れ
は
一
方
で
、
本
共

同
研
究
よ
り
も
一
年
遅
れ
て
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
科
学
研

究
費
補
助
金
を
得
て
開
始
し
た
﹁
太
極
拳
の
文
化
間
伝
播
に

お
け
る
間
身
体
性
の
国
際
比
較
研
究
︱
中
国
と
イ
ギ
リ
ス

を
事
例
に
」
の
成
果
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
、
こ
の
成
果
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
本
共
同
研
究
が
開
催
し
た
数
々
の
研
究

会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
、
そ
の
つ
ど
有
益
な
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
太
極
拳
と
修
験
道
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
両

者
を
身
心
変
容
技
法
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
な
か
に
位
置
づ
け

る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

1
太
極
拳
の
相
互
身
体
性

私
の
太
極
拳
研
究
の
発
端
は
、
一
九
九
九
年
に
京
都
市
の

太
極
拳
教
室
で
参
与
観
察
を
開
始
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
二

〇
〇
六
年
よ
り
、
中
国
新
郷
市
と
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と

い
う
二
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
新
た
に
太
極
拳
教
室
の
参
与
観

察
を
開
始
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
教
室
で
も
、

私
自
身
が
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
太
極
拳
の
習
得
を
内

側
か
ら
捉
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た1

。

現
在
ま
で
の
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
の
う
ち
、
社
会
学
的

に
重
要
な
含
意
を
持
つ
の
は
、
同
じ
指
導
者
の
も
と
、
同
じ

教
室
で
、
同
じ
型
︵
太
極
拳
で
は
套と
う

路ろ

と
い
う
︶
を
練
習
し
て

い
る
生
徒
ど
う
し
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
ご
と
の

上
達
の
度
合
い
に
応
じ
て
見
え
る
も
の
が
ま
っ
た
く
違
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
初
心
者
は
指
導
者
の
動
作
を
し
っ
か
り
見
て

い
る
よ
う
で
も
、
指
導
者
が
動
き
終
わ
っ
た
と
き
の
お
お
ま

か
な
手
足
の
位
置
し
か
見
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
く
ら

動
作
を
真
似
よ
う
と
し
て
も
、
動
作
途
中
の
軌
跡
は
真
似
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
練
習
を
重
ね
、
自
身
の
身
体
内

部
に
対
す
る
感
覚
が
鋭
く
な
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
他
者
の

身
体
の
状
態
を
よ
り
精
密
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
具
体
的
に
は
、
動
作
途
中
の
軌
跡
が
見
え
る
よ
う
に
な

太
極
拳
と
修
験
道
に
お
け
る
相
互
身
体
性

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
の
光
と
闇

倉
島
　
哲

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
／
社
会
学
・
身
体
論
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り
、
ま
た
、
手
足
の
位
置
の
み
な
ら
ず
胴
体
の
向
き
や
重
心

の
位
置
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
修
練

を
積
む
と
、
指
先
の
曲
が
り
方
や
掌
の
湾
曲
、
腰
の
反
り
具

合
な
ど
の
細
か
い
点
の
ほ
か
、
身
体
の
中
心
線
や
丹
田
、
力

や
気
の
流
れ
な
ど
身
体
感
覚
の
あ
り
よ
う
も
指
導
者
の
身
体

に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自

分
自
身
の
身
体
に
対
す
る
知
覚
が
、
お
お
ま
か
な
も
の
か
ら

よ
り
精
細
な
も
の
へ
と
、
い
わ
ば
微
分
さ
れ
る
よ
う
に
変
化

し
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
他
者
の
身
体
に
対
す
る
知
覚

の
あ
り
よ
う
も
変
化
す
る
と
い
う
経
験
的
か
つ
基
礎
的
な
事

実
を
、
知
覚
の
相
互
身
体
性
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う2

。

こ
う
し
た
生
徒
の
側
の
知
覚
の
変
化
に
応
じ
て
、
指
導
者

は
指
導
内
容
や
方
法
を
変
え
て
ゆ
く
。
初
心
者
に
対
し
て
は
、

お
お
ま
か
な
手
足
の
動
作
さ
え
で
き
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
十

分
だ
と
褒
め
る
。
生
徒
自
身
に
見
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
指

導
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
生
徒
が
練
習

を
重
ね
、
自
分
の
身
体
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、

指
導
者
は
、
徐
々
に
要
求
水
準
を
高
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、

こ
の
変
化
は
予
定
調
和
的
な
も
の
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り

の
生
徒
の
個
性
や
素
質
、
練
習
に
費
や
す
時
間
、
指
導
者
と

の
相
性
な
ど
の
多
様
な
要
因
に
よ
っ
て
身
体
知
覚
の
深
ま
り

方
は
異
な
り
、
こ
の
深
ま
り
方
に
応
じ
て
し
か
指
導
者
の
身

体
の
あ
り
よ
う
を
知
覚
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
太
極
拳
の
指
導
の
具
体
的
あ
り
よ
う
は
、
生
徒
自
身

の
身
体
知
覚
に
も
と
づ
く
相
互
身
体
的
な
知
覚
と
い
う
、
流

動
的
な
も
の
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
相
手
を
相
互
身
体
的
に
知
覚
す
る
の
は
生
徒

だ
け
で
は
な
い
。
指
導
者
も
、
自
身
の
身
体
知
覚
が
深
ま
る

に
つ
れ
、
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
で
生
徒
の
身
体
を
知
覚
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
互
身
体
的
知
覚
は
、
生
徒

が
指
導
者
を
知
覚
す
る
場
合
と
、
指
導
者
が
生
徒
を
知
覚
す

る
場
合
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
双
方
向

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
双
方
向
性
と
対
称
性
は
異
な
る
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
生
徒
と
指
導
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
相
手
を
相
互
身
体
的
に
知
覚
す
る
が
、
そ
の
さ
い
の
根

拠
は
各
自
の
そ
の
時
点
で
の
自
身
の
身
体
の
知
覚
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
身
体
知
覚
は
個
性
や
素

質
お
よ
び
修
練
な
ど
の
要
素
に
応
じ
て
異
な
る
た
め
、
相
互

身
体
的
知
覚
も
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
生

徒
と
指
導
者
の
間
の
相
互
身
体
的
知
覚
は
、
双
方
向
的
で
は

あ
っ
て
も
非
対
称
的
な
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
生
徒
が

他
の
生
徒
を
知
覚
す
る
場
合
や
、
指
導
者
が
他
の
指
導
者
を

知
覚
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
太
極
拳
教
室
を
構
成

す
る
す
べ
て
の
生
徒
と
指
導
者
が
相
互
身
体
的
知
覚
の
主
体

た
り
う
る
と
同
時
に
対
象
た
り
う
る
た
め
、
教
室
の
空
間
に

は
、
こ
れ
ら
の
構
成
員
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
ベ
ク
ト
ル
の

数
だ
け
の
相
互
身
体
的
知
覚
が
存
在
し
う
る
の
で
あ
る3

。

太
極
拳
教
室
の
空
間
に
交
錯
す
る
相
互
身
体
的
関
係
の
目

ま
ぐ
る
し
い
ほ
ど
の
多
様
性
と
流
動
性
を
考
慮
し
た
な
ら
、
い

っ
そ
の
こ
と
こ
れ
を
捨
象
し
た
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
教
室
の
掲
げ
る
理
念
や
規
則
、
伝

承
さ
れ
た
型
と
そ
の
指
導
方
法
な
ど
の
、
よ
り
客
観
的
で
安

定
し
た
記
号
体
系
に
定
位
し
て
太
極
拳
教
室
を
捉
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
記
号
体

系
に
着
目
し
た
だ
け
で
は
、
自
身
の
身
体
知
覚
が
深
ま
る
こ

と
で
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の

生
徒
と
し
て
の
喜
び
も
、
生
徒
の
発
見
を
認
め
た
と
き
の
指

導
者
と
し
て
の
や
り
が
い
も
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し

た
、
太
極
拳
の
実
践
に
と
っ
て
本
質
的
な
意
味
を
取
り
逃
が

さ
な
い
た
め
に
は
、
太
極
拳
教
室
を
多
様
か
つ
流
動
的
な
相

互
身
体
性
が
重
層
す
る
空
間
と
し
て
捉
え
る
ほ
か
な
い
の
で

あ
る
。

2
間
主
観
的
な
共
通
了
解
と
い
う

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

相
互
身
体
性
の
重
層
と
し
て
身
体
的
実
践
を
捉
え
る
視
点

は
、
従
来
の
社
会
学
的
方
法
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
社
会
学
的
身
体
論
と
し
て
最
有
力
な
も
の
の
ひ
と
つ

で
あ
る
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
実
践
理
論
に
よ
れ
ば
、
実

践
と
は
、
行
為
者
の
う
ち
に
身
体
化
さ
れ
た
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
に

備
わ
る
実
践
感
覚
と
、
特
定
の
社
会
的
場
と
の
弁
証
法
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
構
造
と
社

会
的
場
の
構
造
が
適
合
す
る
と
き
、
行
為
者
は
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
行
為
を
自
然
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
適
合
し
な
い

と
き
は
ぎ
こ
ち
な
く
場
違
い
な
行
為
を
し
で
か
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
［Bourdieu, 1972=1977

］。

以
上
の
紹
介
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
社

会
的
場
に
お
い
て
ふ
さ
わ
し
い
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
に

つ
い
て
の
社
会
的
共
通
了
解
が
間
主
観
的
に
形
成
さ
れ
た
状

態
を
範
型
と
し
、
そ
こ
か
ら
の
偏
差
と
し
て
行
為
の
成
功
お

よ
び
失
敗
を
捉
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
の
も
た
ら
す
問
題
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
理

論
を
応
用
し
て
シ
カ
ゴ
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
を
研
究
し
た
ヴ

ァ
カ
ン
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
ボ
ク
サ
ー
と
し

て
成
功
す
る
た
め
に
必
要
な
実
践
感
覚
を
備
え
た
﹁
ボ
ク
サ

ー
的
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
が
存
在
す
る
と
し
、
こ
の
実
践
感
覚
は

ジ
ム
の
空
間
と
い
う
社
会
的
場
に
お
い
て
の
み
形
成
さ
れ
る

こ
と
を
示
す
［W

acquant, 2004=2013

］。

ヴ
ァ
カ
ン
の
研
究
は
、
彼
自
身
が
見
習
い
ボ
ク
サ
ー
と
し

て
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に
参
加
し
た
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る

が
、
太
極
拳
教
室
に
参
加
し
た
私
の
経
験
に
照
ら
せ
ば
、
彼

の
ジ
ム
空
間
の
捉
え
方
に
は
不
満
が
残
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ボ

ク
シ
ン
グ
未
経
験
者
に
は
ジ
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
練
習
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
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﹁
ボ
ク
サ
ー
の
目
︵eye of a boxer

︶」
を
身
に
付
け
た
者
に
は

理
解
で
き
る
と
い
う
［W

acquant, 2004=2013, p. 117

］。

た
し
か
に
、
あ
る
程
度
の
上
達
に
よ
っ
て
、
未
経
験
者
に

は
見
え
な
い
も
の
が
あ
る
程
度
は
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
あ
る
程
度
見
え
る
状
態
は
、
ジ
ム

空
間
の
全
体
を
見
渡
せ
る
状
態
と
は
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
さ
ら
な
る
上
達
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
視
界

の
変
化
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
と
太
極
拳
と
い
う

種
目
の
違
い
を
差
し
引
い
て
も
容
易
に
推
測
で
き
る
か
ら
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
程
度
の
上
達
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

は
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
状
態
を
、﹁
ボ
ク
サ
ー
の
目
」
の
獲

得
と
形
容
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
飛
躍
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
飛
躍
を
ヴ
ァ
カ
ン
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、

﹁
ボ
ク
サ
ー
の
目
」
と
い
う
実
践
感
覚
を
単
一
の
も
の
と
し
て

特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
ボ
ク
サ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
に
つ
い
て
の
基
準
が
、
単
一

の
社
会
的
場
と
し
て
の
ジ
ム
全
体
に
お
い
て
間
主
観
的
に
共

有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
成
立
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

ブ
ル
デ
ュ
ー
理
論
か
ら
距
離
を
置
い
た
と
き
、
太
極
拳
教

室
に
お
け
る
行
為
の
ふ
さ
わ
し
さ
の
基
準
、
行
為
の
成
功
と

失
敗
の
基
準
は
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
教

室
の
構
成
員
を
結
び
つ
け
る
多
様
な
相
互
身
体
的
関
係
の
ほ

か
に
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
全
体
化
し
、
間

主
観
的
な
共
通
了
解
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
塗
り
つ
ぶ
し

て
し
ま
っ
た
な
ら
、
前
述
し
た
太
極
拳
の
楽
し
み
や
や
り
が

い
を
は
じ
め
と
す
る
、
生
徒
お
よ
び
指
導
者
に
と
っ
て
本
質

的
で
あ
る
は
ず
の
意
味
は
取
り
逃
が
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
た
と
え
初
級
・
中
級
・
上
級
な
ど
の
ク
ラ
ス
分
け
が

な
さ
れ
た
太
極
拳
教
室
で
あ
っ
て
も
、
各
ク
ラ
ス
の
内
部
で

間
主
観
的
な
共
通
了
解
が
成
立
し
て
い
る
は
ず
だ
と
決
め
て

か
か
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

太
極
拳
教
室
を
複
数
の
相
互
身
体
性
の
交
錯
す
る
空
間
と

し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
太
極
拳
の
習
得
に
対
す
る
新
し
い
見

方
が
可
能
に
な
る
。
太
極
拳
の
学
習
を
、
伝
統
の
型
や
教
室

の
規
則
な
ど
の
記
号
体
系
の
一
方
的
な
刷
り
込
み
と
し
て
捉

え
る
見
方
の
虚
構
性
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
型
も
規
範

も
、
社
会
な
る
も
の
を
構
成
す
る
匿
名
的
存
在
に
よ
っ
て
、
間

主
観
性
と
い
う
神
秘
的
方
法
に
よ
り
宙
吊
り
に
さ
れ
る
こ
と

で
、
す
べ
て
の
成
員
に
等
し
く
見
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
ら
は
、
指
導
者
や
生
徒
と
い
う
特
定
の
身
体
的
存
在
が

習
得
し
た
か
ぎ
り
で
存
在
し
、
習
得
し
た
本
人
自
身
の
内
的

な
身
体
知
覚
の
あ
り
よ
う
、
お
よ
び
、
こ
の
身
体
的
存
在
を

外
か
ら
知
覚
す
る
他
者
の
相
互
身
体
的
知
覚
の
あ
り
よ
う
に

応
じ
て
の
み
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3
修
験
道
の
相
互
身
体
性

修
験
道
の
調
査
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
太
極
拳
の
調
査

で
得
ら
れ
た
知
見
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
未
知

数
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
修
験
道
の
関
連
文
献
を
読
み
、

金
峯
山
寺
の
修
行
案
内
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
る
か
ぎ
り
で

は
、
修
験
道
の
修
行
は
、
起
床
か
ら
就
寝
ま
で
す
べ
て
が
集

団
行
動
で
あ
り
、
そ
の
全
体
が
規
範
に
支
配
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
金
峯
山
寺
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
白
の
地

下
足
袋
を
履
き
、
金
剛
杖
を
持
つ
な
ど
の
服
装
や
持
ち
物
の

規
定
と
、
四
時
半
起
床
、
五
時
出
発
な
ど
の
綿
密
な
行
程
表

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
集
団
的
規
範
は
、
太
極
拳

の
型
の
よ
う
に
、
修
練
を
積
む
に
つ
れ
て
そ
の
見
方
が
変
化

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
見
方
の
変
化
は
、
指
導

者
に
よ
っ
て
相
互
身
体
的
に
知
覚
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
い
に
対
す
る
答
え
を
、
文
献
か
ら
見
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
知
り
た
い
の
は
、
修
験
道
の
歴
史
で
も
、

教
義
で
も
、
理
論
で
も
、
組
織
で
も
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、
間
主
観
的
な
共
通
了
解
と
し
て
の
修
験
道
で
あ

る
こ
と
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
私
が
求

め
る
の
は
、
修
行
者
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の
修
験
道
、
し

か
も
、
修
行
を
経
て
獲
得
さ
れ
定
着
し
た
修
験
道
の
意
味
で

は
な
く
、
修
行
の
た
だ
な
か
に
お
い
て
、
修
行
者
の
身
体
の

あ
り
よ
う
の
変
化
に
応
じ
て
そ
の
つ
ど
姿
を
変
え
る
修
験
道

の
意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
修
行
者
の
体
験
記
は

大
い
に
参
考
に
な
る
が
、
修
験
道
の
多
様
で
流
動
的
な
あ
り

よ
う
を
直
接
知
る
た
め
に
は
、
私
自
身
が
修
行
に
参
加
す
る

ほ
か
な
い
だ
ろ
う4

。

私
が
参
加
し
た
の
は
、
修
験
本
宗
総
本
山
金
峯
山
寺
の
主

催
す
る
体
験
修
行
で
あ
る
。
体
験
修
行
に
は
日
帰
り
の
も
の

と
泊
ま
り
︵
一
泊
二
日
︶
の
も
の
が
あ
り
、
私
は
二
〇
一
三
年

五
月
か
ら
二
〇
一
四
年
十
月
に
か
け
て
、
三
回
の
日
帰
り
修

行
と
二
回
の
泊
ま
り
の
修
行
に
参
加
し
た
。
い
ず
れ
の
修
行

も
、
二
、
三
名
の
先せ

ん

達だ
ち

が
、
二
、
三
十
名
前
後
の
修
行
者
を

リ
ー
ド
す
る
。
修
行
者
の
う
ち
約
半
数
は
新
客
︵
初
回
の
参

加
者
︶
で
あ
る
。
体
験
修
行
は
、
大
峯
奥
駈
行
︵
五
泊
六
日
︶

と
蓮れ

ん

華げ

奉ほ
う

献け
ん

入に
ゅ

峯う
ぶ

︵
二
泊
三
日
︶
に
対
す
る
入
門
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
繰
り
返
し
参
加
す
る
こ
と
で
、

修
験
道
の
見
え
方
の
変
化
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た5

。

参
与
観
察
を
開
始
し
て
最
初
に
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
修
験

道
に
お
け
る
集
団
的
規
範
が
、
特
定
の
客
観
的
基
準
に
も
と

づ
く
行
為
を
求
め
る
規
範
で
は
な
く
、
周
囲
に
合
わ
せ
た
行

為
を
求
め
る
規
範
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
隊

列
を
な
し
て
歩
く
こ
と
︵
抖と

擻そ
う

と
呼
ば
れ
る
︶
は
、
修
行
の
重

要
な
要
素
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
、
前
の
人
と
の
間

隔
を
常
に
一
定
に
保
つ
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
、
疲

れ
て
歩
く
の
が
苦
し
く
て
も
、
全
体
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
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歩
き
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
全

体
と
し
て
の
意
思
疎
通
が
で
き
な
く
な
り
、
危
険
だ
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
修
行
者
ど
う
し
の
間
隔
が
開
き
、
隊
列
が

前
後
に
伸
び
す
ぎ
る
と
、
全
体
を
統
括
す
る
た
め
に
隊
列
の

ほ
ぼ
中
央
を
歩
い
て
い
る
先
達
に
、
先
頭
と
末
尾
の
様
子
が

伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
危
険
箇

所
を
通
る
さ
い
に
は
、﹁
頭
上
注
意
」
や
﹁
足
元
注
意
」
な
ど

の
伝
言
が
隊
列
の
前
か
ら
後
ろ
へ
送
ら
れ
る
が
、
一
カ
所
で

も
間
隔
が
開
き
す
ぎ
る
と
そ
こ
で
伝
言
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

修
行
の
要
素
と
し
て
抖
擻
に
劣
ら
ず
重
要
な
の
は
、
勤ご

ん

行
ぎ
ょ
う

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
修
行
の
最
初
︵
日
帰
り
の
修
行
で
は
六
田

の
渡
し
、
泊
ま
り
の
修
行
で
は
東
南
院
︶
と
最
後
︵
日
帰
り
、
泊

ま
り
と
も
に
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
︶、
お
よ
び
、
途
中
で
立
ち
寄
る

神
社
や
寺
院
、
祠
や
石
碑
で
、
全
員
が
声
を
合
わ
せ
て
各
種

の
真
言
と
般
若
心
経
を
読
む
こ
と
で
あ
る
。
抖
擻
で
ペ
ー
ス

を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
勤
行
の
さ
い
も
、
リ

ズ
ム
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
最
初
か
ら
大
声
で
自
分
勝
手
に
読

む
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
周
囲
の
音
を
よ
く
聞
い
て
、
調
和

す
る
よ
う
声
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
、
後

半
部
分
の
読
み
方
が
自
分
の
知
っ
て
い
る
の
と
異
な
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。﹁
是
無
上
呪
」
を
﹁
ぜ
ー
む
ー
じ
ょ
ー
し
ゅ
」

で
は
な
く
、﹁
ぜ
ー
む
じ
ょ
ー
し
ゅ
」
と
読
む
あ
た
り
か
ら
独

特
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
、
こ
れ
が
﹁
菩
提
薩
婆

訶
」
を
﹁
ぼ
じ
そ
わ
か
」
で
は
な
く
、﹁
ぼ
ー
じ
そ
わ
か
」
と

読
む
ま
で
続
く
。
こ
う
し
た
微
妙
な
違
い
に
気
づ
き
、
周
囲

に
合
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

食
事
も
修
行
の
一
環
で
あ
り
、
や
は
り
周
囲
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
参
加
回
数
の
多
い
順
に
整
列
し
て
着

座
し
、
般
若
心
経
と
食
前
観
を
唱
え
て
か
ら
一
斉
に
食
事
を

開
始
す
る
。
食
事
の
間
は
正
座
を
崩
さ
ず
に
、
一
言
も
喋
ら

ず
に
、
周
囲
と
食
べ
る
速
さ
を
合
わ
せ
て
、
と
り
わ
け
、
先

達
よ
り
も
遅
く
食
べ
終
わ
ら
ぬ
よ
う
注
意
し
つ
つ
、
出
さ
れ

た
も
の
を
残
さ
ず
食
べ
る
。
食
事
の
後
は
、
各
自
で
作
法
に

則
っ
て
自
分
の
食
器
を
お
茶
で
洗
っ
て
か
ら
、
全
員
が
食
べ

終
わ
る
の
を
静
か
に
待
つ
。
全
員
が
食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
、
一

斉
に
食
後
観
を
唱
え
、
協
力
し
て
食
器
の
片
付
け
を
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
抖
擻
・
勤
行
・
食
事
な
ど
、
修
行
の
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
に
わ
た
っ
て
、
周
囲
の
人
と
比
べ
て
突
出
も
せ

ず
、
遅
れ
も
と
ら
ず
、
周
囲
に
合
わ
せ
て
振
る
舞
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
周
囲
に
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
受

動
性
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
の
人
に
対
し
て
積
極
的
に
気
を
遣

い
、
配
慮
す
る
と
い
う
能
動
性
を
も
含
ん
で
い
る
。
後
者
が

も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
抖
擻
の
さ
い
の
隊
列
編
成

の
あ
り
よ
う
と
、
後
述
す
る
掛
け
念
仏
で
あ
る
。

歩
き
始
め
る
前
に
隊
列
を
編
成
す
る
さ
い
、
全
体
を
統
括

す
る
先
達
は
、﹁
脚
に
自
信
の
な
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
」
と
呼
び
掛
け
て
、
申
し
出
た
女
性
や
高
齢
者
な
ど
に
、
先

頭
を
リ
ー
ド
す
る
先
達
の
す
ぐ
後
ろ
に
並
ぶ
よ
う
に
言
い
、
反

対
に
、
健
脚
な
若
者
や
複
数
回
の
参
加
経
験
者
は
で
き
る
だ

け
後
ろ
の
ほ
う
に
並
ぶ
よ
う
に
言
う
。
こ
の
よ
う
な
隊
列
を

組
む
こ
と
で
、
先
頭
の
先
達
は
す
ぐ
後
ろ
を
歩
く
人
々
を
気

遣
い
な
が
ら
歩
く
速
さ
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

そ
の
す
ぐ
後
ろ
を
歩
く
人
々
は
、
先
達
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

よ
う
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
後
ろ
に
連
な
る
人
々
の
迷
惑
に
な

ら
ぬ
よ
う
努
力
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
双
方
が
積
極
的
に
配

慮
し
つ
つ
歩
く
こ
と
で
、
先
達
の
も
の
で
も
そ
の
後
ろ
の
人
々

の
も
の
で
も
な
い
、
全
体
と
し
て
の
ペ
ー
ス
が
形
成
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
修
験
道
の
修
行
に
お

い
て
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
受
動
的
自
己
抑
制
と
能
動

的
配
慮
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、

い
ず
れ
の
側
面
に
お
い
て
も
、
修
行
者
自
身
の
身
体
知
覚
に

も
と
づ
く
他
者
認
識
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
歩
く
ペ
ー
ス
を
周
囲
に
合
わ
せ
る
た
め
に
必
要

な
の
は
、
そ
の
時
点
で
の
自
分
の
自
然
な
ペ
ー
ス
と
比
べ
た

と
き
の
周
囲
の
ペ
ー
ス
を
身
体
感
覚
と
し
て
把
握
す
る
こ
と

で
あ
る
。
主
観
的
な
身
体
知
覚
を
基
準
に
し
た
と
き
に
は
じ

め
て
、
少
し
無
理
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
少
し
セ
ー
ブ
す

る
か
を
瞬
時
に
判
断
し
て
ペ
ー
ス
を
調
整
で
き
る
。
反
対
に
、

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
や
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
な
ど
の
客
観
的
基
準

を
も
と
に
周
囲
の
ペ
ー
ス
を
把
握
し
た
な
ら
ば
、
同
じ
客
観

的
基
準
に
照
ら
し
て
自
分
の
ペ
ー
ス
も
測
定
し
、
二
つ
の
ペ

ー
ス
を
比
較
し
て
は
じ
め
て
自
分
の
ペ
ー
ス
を
調
整
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
ん
で
い
て
は
、
周
囲
の
ペ
ー
ス
が

変
化
し
た
と
き
に
即
応
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
勤
行
の
リ

ズ
ム
や
食
事
の
速
さ
を
周
囲
に
合
わ
せ
る
さ
い
に
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る
。
自
分
自
身
の
身
体
知
覚
に
照
ら
し
て
他
者
の

身
体
を
知
覚
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
他
者
の
相
互
身
体
的
知

覚
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

他
者
の
相
互
身
体
的
な
知
覚
が
、
認
知
的
次
元
の
み
な
ら

ず
心
理
的
次
元
お
よ
び
身
体
的
次
元
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
示
す
の
が
、
掛
け
念
仏
で
あ
る
。
急
な
登
り
坂
や

危
険
な
箇
所
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
全
体
を
統
括
す
る
先

達
が
﹁
懴
悔
、
懴
悔
︵
さ
ー
ん
げ
、
さ
ん
げ
︶」
と
声
を
掛
け
る
。

す
る
と
、
他
の
修
行
者
た
ち
が
全
員
で
声
を
合
わ
せ
て
、﹁
懴

悔
、
懴
悔
︵
さ
ー
ん
げ
、
さ
ん
げ
︶」
と
応
え
る
の
で
あ
る
。
次

に
、
先
達
の
﹁
六
根
清
浄
︵
ろ
っ
こ
ー
ん
、
し
ょ
ー
う
じ
ょ
う
︶」

の
呼
び
掛
け
に
、
修
行
者
た
ち
が
﹁
六
根
清
浄
︵
ろ
っ
こ
ー
ん
、

し
ょ
ー
う
じ
ょ
う
︶」
と
応
え
る
。
こ
う
し
た
大
声
の
掛
け
合

い
は
、
懴
悔
と
六
根
清
浄
と
い
う
宗
教
的
意
味
を
持
つ
一
方

で
、
修
行
者
た
ち
の
心
理
と
身
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

私
は
、
先
達
の
頑
張
り
に
応
え
て
自
分
も
頑
張
ら
ね
ば
と
感

じ
る
一
方
で
、
脚
が
軽
く
な
り
、
歩
く
の
が
楽
に
な
る
の
を

感
じ
た
。
こ
れ
ら
の
心
理
と
身
体
の
両
面
に
わ
た
る
効
果
は
、
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私
が
先
達
の
掛
け
念
仏
を
知
覚
す
る
と
き
、
掛
け
念
仏
を
唱

え
て
い
る
自
分
自
身
の
身
体
知
覚
を
基
準
に
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
出
し
て
い
る
声
と
そ
れ
を
出
す

た
め
の
努
力
に
照
ら
し
て
、
先
達
の
よ
う
な
大
声
を
出
す
た

め
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
努
力
が
必
要
か
を
無
意
識
の
う
ち
に
知

覚
し
た
こ
と
で
、
先
達
の
努
力
に
匹
敵
す
る
努
力
で
応
え
よ

う
と
す
る
気
持
ち
が
芽
生
え
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
大
声

を
出
し
て
い
る
先
達
の
身
体
的
構
え
に
匹
敵
す
る
身
体
的
構

え
が
自
分
自
身
に
お
い
て
も
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

4
相
互
身
体
性
の
比
較

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
太
極
拳
と
修
験
道
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
他
者
の
相
互
身
体
的
知
覚
は
実
践
の
本
質

的
部
分
を
な
し
て
い
る
が
、
両
者
に
は
違
い
も
認
め
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
重
要
な
相
違
は
、
太
極
拳
に
お
け
る
相
互
身
体

的
知
覚
が
、
主
と
し
て
動
作
の
過
程
に
向
け
ら
れ
る
の
に
対

し
、
修
験
道
に
お
け
る
そ
れ
は
、
主
と
し
て
動
作
の
結
果
に

向
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
太
極
拳
の
生
徒

は
、
指
導
者
が
実
演
す
る
套
路
を
見
た
と
き
、
自
分
の
身
体

知
覚
に
応
じ
て
、
手
足
の
位
置
に
始
ま
り
、
力
や
気
の
流
れ

に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
相
互
身
体
的
に
知
覚
す

る
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
練
習
を
始
め
た
ば
か
り
の

初
心
者
は
動
作
が
終
了
し
た
と
き
の
手
足
の
位
置
し
か
見
て

い
な
い
が
、
指
導
者
は
、
動
作
途
中
の
手
足
の
軌
跡
を
よ
く

見
る
こ
と
を
生
徒
に
繰
り
返
し
促
す
こ
と
で
、
生
徒
自
身
の

身
体
知
覚
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
太
極
拳
の
動
作
の
相
互
身
体
的
知
覚
は
微
分

的
に
深
ま
っ
て
ゆ
く
。

そ
れ
に
対
し
、
修
験
道
の
指
導
者
は
、
動
作
の
過
程
に
お

け
る
身
体
の
具
体
的
あ
り
よ
う
よ
り
も
、
動
作
の
結
果
と
し

て
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
た
と
え
ば
、
歩
行

の
ペ
ー
ス
を
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
る
が
、
歩

く
と
き
の
姿
勢
や
重
心
移
動
の
仕
方
な
ど
の
細
か
な
点
に
つ

い
て
は
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
い
。
同
様
に
、
勤
行
や
掛
け

念
仏
に
お
い
て
も
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
が
、

具
体
的
な
発
声
方
法
や
息
継
ぎ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の

細
か
い
指
導
は
な
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
食
事
の
速
さ
を
周
囲

に
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
食
べ
る
ス
ピ
ー
ド
を
増
減
す

る
た
め
の
目
安
や
、
苦
手
な
食
物
を
出
さ
れ
た
と
き
の
対
処

方
法
に
つ
い
て
の
具
体
的
ア
ド
バ
イ
ス
は
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
指
導
の
焦
点
が
、
動
作
が
結
果
的
に
周
囲
と
調
和
し
て

い
る
か
否
か
に
あ
る
た
め
、
修
行
者
は
、
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
周
囲
の
先
達
や
修
行
者
を
相
互
身
体
的
に
知
覚
す
る

こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
修
験
道
に
お
い
て
も
、
明
示
的
に
指
導
さ
れ

て
い
な
い
動
作
の
過
程
を
、
修
行
者
が
相
互
身
体
的
に
知
覚

す
る
こ
と
、
い
わ
ば
、
修
行
者
が
先
達
や
他
の
修
行
者
の
﹁
技

を
盗
む
」
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
私
は
般
若
心
経
の
独
特
の
リ
ズ
ム
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
気
づ
い
た
が
、
こ
れ
は
一
度
の
勤
行
で
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
は
な
く
、
最
初
の
日
帰
り
の
修
行
の
さ
い
に
、
ほ

ぼ
一
日
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
勤
行
を
行
う
な
か
で
見
え
て

き
た
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
に
気
づ
く
こ
と
な
し
に
正
確

に
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え

ば
、
こ
う
し
た
気
づ
き
に
よ
っ
て
﹁
技
を
盗
む
」
こ
と
は
修

行
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

﹁
技
を
盗
む
」
こ
と
は
太
極
拳
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
り
、
こ

の
点
で
、
太
極
拳
と
修
験
道
は
変
わ
ら
な
い
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
、
太
極
拳
は
、
動
作
の
過
程
の
相
互
身
体

的
知
覚
を
微
分
的
に
深
め
て
ゆ
く
た
め
の
指
導
方
法
を
制
度

化
し
て
い
る
点
で
、
生
徒
が
﹁
技
を
盗
む
」
こ
と
の
比
重
は
相

対
的
に
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
太
極
拳
の
相
互
身
体
的
知
覚

は
動
作
の
過
程
に
向
け
ら
れ
、
修
験
道
の
そ
れ
は
動
作
の
結

果
に
向
け
ら
れ
る
と
整
理
す
る
こ
と
は
や
は
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
の
結
論
は
、
修
験
道
に
お
け
る
相
互
身
体
的
知
覚
が

な
ぜ
動
作
の
過
程
で
は
な
く
、
結
果
に
向
け
ら
れ
る
の
か
と

い
う
疑
問
を
提
起
す
る
。
純
粋
な
技
芸
の
上
達
と
い
う
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
太
極
拳
に
お
け
る
よ
う
に
、
生
徒
に
よ
る
動

作
知
覚
の
微
分
を
促
進
す
る
指
導
を
行
っ
た
ほ
う
が
効
率
が

よ
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
動
作
の
結
果
で

は
な
く
過
程
を
よ
く
見
る
こ
と
を
教
え
、
次
に
、
動
作
の
過

程
を
捉
え
る
区
切
り
を
精
細
化
し
て
ゆ
く
こ
と
を
教
え
た
ほ

う
が
、
た
だ
動
作
の
結
果
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
教
え
る
よ
り

も
上
達
が
速
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
修
験
道
で
は
そ
う
し
た
指
導
方
法
を
と
ら
な
い
の
は
な

ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
一
方
で
、
技
芸
の
指
導
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

相
違
と
し
て
説
明
可
能
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
技
芸
に
お
け

る
伝
統
的
教
育
実
践
の
研
究
は
、
手
取
り
足
取
り
教
え
る
よ

り
も
、
学
習
者
自
身
に
発
見
の
余
地
を
残
す
こ
と
で
か
え
っ

て
よ
り
広
い
意
味
で
の
教
育
効
果
が
高
ま
る
こ
と
を
示
し
て

き
た
。
代
表
的
な
も
の
に
、
生
田
久
美
子
の
日
本
舞
踊
の
研

究
や
、
レ
イ
ヴ
と
ウ
ェ
ン
ガ
ー
に
よ
る
徒
弟
制
の
研
究
が
あ

げ
ら
れ
る
［
生
田
、
一
九
八
〇
、Lave &

 W
enger, 1991

］。

だ
が
他
方
で
、
こ
の
相
違
を
技
芸
と
宗
教
の
違
い
に
求
め

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
修
験
道
は
抖
擻

や
勤
行
な
ど
の
身
体
的
実
践
を
重
視
す
る
た
め
、
修
行
を
通

し
て
歩
行
や
読
経
の
た
め
の
技
芸
は
上
達
す
る
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
、
修
験
道
は
宗
教
で
あ
る
以
上
、
修
行
は
こ
う
し
た
技

芸
の
上
達
の
み
な
ら
ず
、
何
ら
か
の
精
神
的
向
上
を
も
も
た
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ら
す
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
技
芸
の
上
達

と
精
神
的
向
上
の
結
び
つ
き
ゆ
え
に
、
修
験
道
は
動
作
の
過

程
を
微
分
す
る
の
で
は
な
く
、
動
作
の
結
果
の
調
和
を
重
視

す
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
み
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
太
極
拳
教
室
に
お
け
る
相
互
身
体
的
知

覚
は
動
作
の
過
程
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
上
達
に
と
も
な
い

動
作
の
過
程
は
微
分
さ
れ
て
ゆ
く
た
め
、
教
室
の
空
間
に
は

多
様
か
つ
流
動
的
な
相
互
身
体
的
知
覚
が
重
層
す
る
こ
と
に

な
る
。
同
じ
空
間
を
共
有
し
て
い
て
も
見
え
て
い
る
も
の
が

違
う
と
い
う
状
態
は
、
教
室
の
構
成
員
ど
う
し
の
連
帯
感
を

弱
め
る
は
ず
で
あ
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、
社
会
的

連
帯
の
弱
さ
は
宗
教
的
基
盤
の
弱
さ
な
の
で
あ
る
。

修
験
道
に
お
い
て
、
動
作
の
結
果
を
周
囲
に
合
わ
せ
る
た

め
の
相
互
身
体
的
知
覚
が
重
視
さ
れ
る
反
面
、
動
作
の
過
程

の
微
分
は
個
人
が
﹁
技
を
盗
む
」
に
ま
か
せ
て
い
る
の
は
、
修

行
の
参
加
者
た
ち
の
社
会
的
連
帯
を
強
め
る
た
め
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
聖
な
る
も
の
を
奉
ず
る
力
を
強
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
相
互
身
体
的
知
覚
の
多
様
性
と
流
動
性
の
お

か
げ
で
、
他
者
に
は
見
え
な
い
も
の
が
自
分
に
は
見
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
太
極
拳
の
楽
し
み
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
相

互
身
体
的
知
覚
の
多
様
性
と
流
動
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他

者
と
同
じ
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
こ
と
が
修
験
道
の
楽
し
み

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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注1
　
本
稿
で
概
略
的
に
紹
介
し
た
太
極
拳
に
お
け
る
相
互
身
体
性

に
つ
い
て
は
、［
倉
島
、
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
八
・
二
〇
〇

九
・
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
三
］
を
参
照
。

2
　
数
学
概
念
と
し
て
の
﹁
微
分
」
と
は
、
あ
る
関
数
の
変
化
を

捉
え
る
た
め
の
時
間
の
区
切
り
を
無
限
に
短
く
す
る
こ
と
で
、

瞬
間
に
お
け
る
変
化
率
を
導
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
導

か
れ
た
瞬
間
の
変
化
率
に
は
、
関
数
の
全
体
が
集
約
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
動
作
を
捉
え
る
た
め
の
時
間
の
区
切
り

の
微
小
化
と
、
動
作
全
体
の
本
質
の
集
約
と
い
う
二
つ
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
る
た
め
に
﹁
微
分
」
と
い
う
比
喩
を
用
い

た
。
詳
し
く
は
、［
倉
島
、
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
八
］
を
参
照
。

3
　
こ
こ
で
﹁
ベ
ク
ト
ル
」
と
い
う
数
学
概
念
を
用
い
た
の
は
、

﹁
組
み
合
わ
せ
」
の
概
念
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
両
者

と
も
に
二
要
素
の
関
係
を
表
す
が
、﹁
組
み
合
わ
せ
」
は
要

素
間
の
順
序
を
問
題
に
し
な
い
の
に
対
し
、﹁
ベ
ク
ト
ル
」

は
こ
れ
を
問
題
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
A
B
と
B
A
は
組

み
合
わ
せ
と
し
て
は
同
値
で
あ
る
が
、
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
は
、

A
↓
B
と
B
↓
A
と
い
う
二
つ
の
方
向
性
を
表
す
た
め
、

別
物
で
あ
る
。
太
極
拳
教
室
を
構
成
す
る
任
意
の
二
者
間
に

お
け
る
相
互
身
体
的
知
覚
は
非
対
称
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す

た
め
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
ベ
ク
ト
ル
の
語
を
用
い
た
。

4
　
修
行
者
の
体
験
記
と
し
て
は
、［
坂
本
、
二
〇
一
二
］、［
宮

家
、
二
〇
〇
一
］、［
塩
沼
、
二
〇
〇
八
］
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、［
宮
家
、
二
〇
〇
一
］
に
は
、
日
本
各
地
の
霊
山
に
お
け

る
修
験
道
の
紹
介
と
修
験
者
の
体
験
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

5
　
本
稿
で
概
略
的
に
紹
介
し
た
大
峯
修
験
道
に
お
け
る
相
互
身

体
性
に
つ
い
て
は
、［
倉
島
、
二
〇
一
四
］
で
詳
述
し
た
。
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は
じ
め
に
―
そ
れ
は「
技
法
」な
の
か

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、
さ
ら
に
は
芸
能
、
武
道
に
お
け
る
身

心
変
容
技
法
を
比
較
し
、
そ
こ
に
通
底
す
る
共
通
の
構
造
を

取
り
出
そ
う
と
す
る
と
き
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
い
は
、
そ

れ
は
は
た
し
て
﹁
技
法
」
な
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
ろ
う
。

﹁
技
法
」
と
は
ま
さ
に
﹁
技
術
」
で
あ
り
﹁
方
法
」
で
あ
る
わ

け
だ
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う

目
的
に
即
し
て
﹁
技
法
」
と
い
え
る
の
か
。
そ
も
そ
も
そ
れ

は
﹁
技
法
」
と
い
う
か
た
ち
で
取
り
出
せ
る
よ
う
な
何
か
な

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま

れ
の
演
出
家
で
あ
り
、
同
時
に
二
十
世
紀
の
偉
大
な
﹁
教
師

︵teacher

︶」
の
一
人
で
も
あ
っ
た
イ
ェ
ジ
イ
・
グ
ロ
ト
フ
ス
キ

︵Jerzy G
rotowski 1933-1999

︶
は
、
わ
れ
わ
れ
に
格
好
の
材
料

を
提
供
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
ま
ず
演
劇

人
と
し
て
身
体
と
精
神
の
関
係
に
つ
い
て
実
践
的
に
探
究
し
、

し
か
も
演
劇
と
い
う
世
俗
的
な
活
動
を
あ
る
意
味
で
宗
教
以

上
に
宗
教
的
な
も
の
と
し
て
深
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
自
身
、
古
今
東

西
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
心
変
容
技
法
を
研
究
し
試
し
な
が
ら
、い

わ
ば
独
自
の
﹁
技
法
」
を
つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
。

だ
が
す
ぐ
さ
ま
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
そ
れ
は
決
し
て
﹁
方
法
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。﹁
方
法
」
と
は
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
に
と
っ
て
、
一
つ
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
に
則
っ
て
や
れ
ば
創
造
性
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
彼
自
身
、
ス
タ
ニ
ス

ラ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
か
ら
出
発
し
た
。
そ
れ
も
熱
狂
的
な
信

奉
者
と
し
て
、﹁
自
分
は
俳
優
と
し
て
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

に
憑
依
さ
れ
て
い
た
」
と
ま
で
語
っ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
だ
が

結
局
、
創
造
性
へ
の
近
道
と
な
る
よ
う
な
理
想
的
な
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
﹁
方
法
」
な
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
結
論
に
達

す
る
こ
と
に
な
る
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
答
え
は
明
快
だ
。
生
き
る
な
か
で
経
験

す
る
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
自
身
に
対
す

る
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
取
る
。
そ
れ
が
超
越
的
な

存
在
か
ら
の
も
の
な
の
か
、
運
命
と
呼
ば
れ
る
べ
き
な
の
か
、

名
前
は
ど
う
で
も
よ
い
。
大
切
な
の
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

わ
れ
わ
れ
に
向
け
ら
れ
た
﹁
問
い
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
そ
の
﹁
問
い
」
に
対
し
て
何
と
か
し
て
答
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
に
と
っ
て
、
創
造
的
な
行
為

と
は
、
端
的
に
そ
の
答
え
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
答

え
は
、
自
身
に
対
し
て
噓
を
つ
か
な
い
、
隠
さ
な
い
と
い
う

努
力
か
ら
し
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
。﹁
だ
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
と

い
う
意
味
で
の
方
法
は
、
存
在
し
な
い
の
だ
」［G

rotowski 

1980: 185

］。

で
は
﹁
技
術
」
の
ほ
う
は
ど
う
か
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
日
々

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
不
可
欠
の
時
期
は
間
違
い
な
く
あ
る
と

言
う
。
た
だ
そ
の
際
、
真
実
か
ら
目
を
そ
む
け
身
を
隠
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
二
つ
の
や
り
方
が
あ
る
。
第
一
の
も
の

は
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
り
、﹁
自
由
」
の
名
の
下
に

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
自
己
流
に
曲
げ
、
そ
の
結
果
、
み
ず
か
ら

の
怖
れ
や
怠
惰
を
正
当
化
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
欠
け
て
い

る
の
は
厳
格
さ
で
あ
り
、
こ
の
厳
格
さ
こ
そ
が
幻
想
の
な
か

に
逃
げ
込
ま
な
い
た
め
の
精
確
な
技
術
を
要
求
す
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
技
術
そ
の
も
の
が
ま
た
、
真
実
か
ら
身
を
隠
す
た

め
の
衝
立
て
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

な
か
に
逃
げ
込
む
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
ど
れ
だ

俳
優
か
ら
パフォ
ーマ
ーへ
―
グロ
ト
フス
キ
の〈
否
定
の
道
〉

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
の
光
と
闇

松
嶋
　
健

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員
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け
高
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
技
術
や
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
自
体
が
そ
れ
と
し
て
重
要
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
デ
ィ

レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
の
両
方
が

克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
言

う
。﹁
自
分
固
有
の
技
術
を
つ
く
り
出
す
技
術
だ
け
が
重
要
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
ど
ん
な
技
術
も
方
法
も
不
毛
で
あ

る
」［G

rotowski 1980: 195
］。

﹁
技
法
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
な
の
は
、
こ
う
し
た
﹁
自
分
固

有
の
技
術
を
つ
く
り
出
す
技
術
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
解
に
い
た
る
た
め
の
手
段
で
は
な
い
。
人
生
に
お
け
る
﹁
問

い
」
が
異
な
っ
て
い
る
以
上
、
他
人
と
同
じ
答
え
に
な
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
そ
れ
は
手
段
で
は
な
く
、

一
つ
の
﹁
道
︵via

︶」
と
な
る
。﹁
こ
の
道
を
あ
ら
か
じ
め
定

め
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
し
、
計
算
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
と
て
つ
も
な
い
努
力
に
よ
っ
て
、
た
だ
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
」［G

rotowski 1980: 195

］。
以
下
の

論
考
は
こ
う
し
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
﹁
道
」
に
つ
い
て
、
紙

幅
の
許
す
範
囲
で
素
描
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る1

。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
か
ら
始
ま
る

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
﹁
道
」
に
つ
い
て
語
る
う
え
で
、
ス
タ

ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
か
ら
始
め
る
の
が
や
は
り
正
当
だ
ろ
う
。
本

人
も
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
﹁
道
」
と
は

あ
る
意
味
で
、
死
に
よ
っ
て
途
絶
し
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ

ー
の
﹁
道
」
を
、
さ
ら
に
先
ま
で
歩
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に

開
け
て
い
っ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ク
ラ
ク
フ
の
国
立
演
劇
学
校
の
学
生
だ
っ
た
と
き
、
学
校

で
教
え
ら
れ
る
演
技
に
つ
い
て
の
授
業
は
何
の
役
に
も
立
た

な
い
と
見
切
っ
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
そ
こ
で
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
ス
キ
ー
の
﹁
方
法
」
を
発
見
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
創
造
性

の
す
べ
て
の
扉
を
開
く
鍵
だ
と
信
じ
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
モ

ス
ク
ワ
に
ま
で
留
学
し
、
徹
底
的
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
学
ん

だ
の
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
の
国
立
演
出
高
等
学
院
で
教
え
て

い
た
ザ
ヴ
ァ
ー
ツ
キ
イ
は
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
特
徴

と
し
て
記
憶
し
て
い
る
こ
と
と
若
き
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
仕
事

の
仕
方
に
不
思
議
な
類
似
が
あ
る
と
密
か
に
語
っ
て
い
た［
ウ

ォ
ル
フ
ォ
ー
ド
　
二
〇
〇
五
：
三
八
〇
］。

後
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
限
界
を
悟
っ

た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
独
自
の
方
法
を
探
す
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
最

晩
年
の
探
究
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
自
分
が
発
見
し
た
す
べ

て
を
疑
問
に
付
す
よ
う
な
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
探
究
と

は
、
身
体
行
動
︵azioni fisiche

︶
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
過
去
の
も
の
と
同

じ
感
情
を
呼
び
起
こ
す
た
め
の
﹁
感
情
記
憶
」
を
重
視
し
て

い
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
だ
っ
た
の
だ
。
現
在
行
な
わ
れ
て
い

る
俳
優
教
育
の
も
と
と
な
る
方
法
を
編
み
出
し
た
こ
の
大
演

出
家
の
晩
年
の
啓
示
と
は
、﹁
感
情
は
、
自
分
の
意
志
に
よ
ら

な
い
」
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
自
身
よ
く
知
っ

て
い
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
誰
か
を
愛
そ
う
と
し
て
も
愛

せ
な
い
し
、
逆
に
誰
か
を
愛
し
た
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

愛
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
俳
優
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
身
体
行

動
を
往
々
に
し
て
感
情
の
タ
ー
ム
で
処
理
し
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
例
え
ば
、﹁
彼
女
は
彼
を
憎
ん
で
い
る
」
と
い
う
具

合
に
、
関
係
性
を
憎
悪
と
い
う
感
情
の
タ
ー
ム
で
理
解
し
、
そ

の
次
元
で
演
技
を
し
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は

身
体
行
動
で
は
な
い
。
身
体
行
動
と
い
う
の
は
文
字
ど
お
り

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
も
の
で
あ
っ
て
、
相
手
の
ど
こ
を
ど
ん
な
ふ

う
に
ど
れ
く
ら
い
の
あ
い
だ
見
つ
め
る
か
、
相
手
と
の
距
離

は
、
そ
の
と
き
の
自
分
の
姿
勢
は
、
等
々
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
関
係
性
を
感
情
の
タ
ー
ム
で
理
解
し
、
感
情
の
次
元
で

演
技
を
す
る
こ
と
と
は
全
く
違
う
次
元
の
こ
と
な
の
だ
。

だ
が
同
時
に
身
体
行
動
は
運
動
や
身
ぶ
り
と
も
違
う
。
ま

ず
運
動
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
例
え
ば
﹁
右
手
を
挙

げ
人
差
し
指
を
突
き
出
す
」
と
い
う
動
き
は
そ
れ
だ
け
で
は

単
な
る
運
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
誰
か
あ
る
い
は
何
か
を
指

し
示
す
と
き
に
は
、
身
体
行
動
と
な
る
。
で
は
身
ぶ
り
と
は

ど
う
違
う
か
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
と
て
も
印
象
的
な
例
で
説

明
し
て
い
る
。

都
会
の
人
は
握
手
を
す
る
と
き
に
身
ぶ
り
で
行
な
う
。
そ

れ
に
対
し
て
農
夫
は
身
体
行
動
と
し
て
握
手
を
す
る
。
何
が

違
う
の
か
。
前
者
は
手
を
差
し
出
す
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
後
者
の
場
合
は
、
意
図
が
身
体
の
全
体
で
表
わ
さ
れ
る
。

実
際
に
農
夫
と
握
手
を
し
た
経
験
の
あ
る
人
な
ら
、
体
全
体

で
向
か
っ
て
く
る
あ
の
力
強
い
握
手
を
即
座
に
想
い
起
こ
す

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
に
と
っ
て
、

身
ぶ
り
が
身
体
の
周
縁
部
を
使
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
身
体
行
動
と
は
内
的
な
意
図
と
結
び
つ
い
た
有

機
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
［R

ichards 1993: 85-86

］。

そ
れ
は
単
な
る
運
動
と
は
違
っ
て
、
他
者
︵
そ
れ
は
人
間
に

限
ら
れ
な
い
︶
に
向
か
う
反
応
で
あ
る
［G

rotowski 1980: 187

］。

だ
か
ら
こ
そ
身
体
行
動
は
﹁
生
き
た
」
も
の
に
な
る
の
で
あ

る
。
ま
さ
に
こ
こ
に
俳
優
に
固
有
の
問
題
が
生
ま
れ
る
。
つ

ま
り
、
プ
ロ
の
俳
優
と
し
て
、
同
じ
動
き
を
精
確
に
何
百
回
、

何
千
回
と
再
現
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
俳
優
の
職
業
的

な
技
能
と
し
て
そ
れ
は
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

同
時
に
、
そ
れ
が
﹁
死
ん
だ
」
単
な
る
運
動
や
身
ぶ
り
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
も
い
け
な
い
。
こ
こ
に
精
確
さ
︵precisione

︶

と
自
然
発
生
性
︵spontaneità

︶
の
相
克
と
い
う
問
題
が
生
じ

る
。そ

の
た
め
に
、﹁
身
体
に
よ
る
ス
コ
ア
︵partitura fisica

︶」

を
つ
く
る
の
で
あ
る
。
音
楽
に
お
け
る
楽
譜
に
あ
た
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
際
、
感
情
を
覚
え
て
再
現
し
よ
う
と
す
る
の
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で
は
な
く
、
身
体
行
動
を
覚
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
一

連
の
身
体
行
動
の
連
鎖
を
微
細
な
と
こ
ろ
ま
で
、﹁
次
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
」
考
え
る
必
要
が
な
い
と
こ
ろ
ま
で
精
確

に
身
に
つ
け
る
の
で
あ
る
［R

ichards 1993: 41

］。
重
要
な
の

は
、
こ
の
ス
コ
ア
は
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
俳

優
が
自
分
で
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
た
と
え
テ
ク
ス
ト
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
身
体

行
動
の
す
べ
て
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ

か
ら
そ
れ
を
ゼ
ロ
か
ら
編
み
出
す
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

は
途
方
も
な
い
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像

が
つ
こ
う
。

〈
演
劇
実
験
室
〉と「
身
体
―
記
憶
」

ロ
シ
ア
か
ら
帰
国
し
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
南
西
に
あ
る
オ
ポ
ー
レ
の
﹁
十
三
列
劇
場
︵Teatr 13 

R
z ędów

︶」
の
監
督
に
就
任
す
る
。
演
出
家
と
し
て
グ
ロ
ト
フ

ス
キ
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
、
イ
ヨ
ネ
ス
コ
、

コ
ク
ト
ー
ら
の
作
品
を
上
演
し
た
。
後
に
、
こ
の
時
期
を
み

ず
か
ら
﹁
上
演
の
演
劇
」﹁
提
示
の
演
劇
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

当
時
の
上
演
の
サ
イ
ク
ル
は
お
お
む
ね
三
カ
月
だ
っ
た
が
、
そ

れ
で
は
あ
た
か
も
植
樹
を
せ
ず
に
森
の
木
を
伐
る
よ
う
な
も

の
で
、
俳
優
は
き
ち
ん
と
芸
術
的
か
つ
個
人
的
な
発
見
を
す

る
た
め
の
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
で
に
知
っ
て

い
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
い
回
す
だ
け
に
な
っ
て
、
未
知
の
も

の
を
発
見
す
る
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
と
グ
ロ
ト
フ

ス
キ
は
痛
感
す
る
［G

rotowski 2007b: 207

］。

だ
か
ら
こ
そ
、
演
劇
集
団
、
つ
ま
り
劇
団
︵com

pagnia

︶

が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
劇
団
の
持
続
性
の
な
か
で
実

験
と
研
究
に
費
や
す
こ
と
の
で
き
る
場
も
必
要
と
な
る
。
そ

こ
で
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
上
演
の
サ
イ
ク
ル
を
徐
々
に
長
く
し

て
い
き
、
一
九
六
二
年
に
稽
古
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
中
心
と

す
る
俳
優
の
実
験
と
研
究
の
場
と
し
て
︿
十
三
列
演
劇
実
験

室
︵Teatr Laboratorium

 13 R
z ędów

︶﹀
を
文
芸
・
演
劇
批
評

家
の
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
フ
ラ
シ
ェ
ン
と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
の

で
あ
る
。

演
劇
に
お
け
る
稽
古
と
上
演
と
い
う
サ
イ
ク
ル
か
ら
稽
古

だ
け
を
切
り
離
し
、
上
演
に
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
稽
古
を

行
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
最
晩
年
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

で
あ
っ
た
。
題
材
は
モ
リ
エ
ー
ル
の
﹁
タ
ル
チ
ュ
フ
」。
集
ま

っ
た
俳
優
た
ち
に
老
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、﹁
初
演
を
す

る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
仕
事
の
技
術
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
だ
け
や
っ
て
く
れ
」
と
言

い
渡
し
た
と
い
う
［R

ichards 1993: 85-86

］。
そ
れ
は
観
客
の

た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
俳
優
自
身
の
た
め
だ
け
の
も
の
だ

っ
た
。
彼
は
俳
優
た
ち
を
未
来
の
マ
エ
ス
ト
ロ
、
未
来
の
演

出
家
と
し
て
扱
い
、
稽
古
と
い
う
冒
険
が
い
か
な
る
も
の
な

の
か
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
［G

rotowski 2007b: 209

］。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
も
ま
さ
に
こ
う
し
た
精
神
で
︿
演
劇
実
験
室
﹀

を
開
い
た
の
だ
。

だ
が
そ
こ
に
は
決
定
的
な
違
い
も
あ
る
。
身
体
行
動
の
次

元
に
気
づ
い
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
、﹁
感
情
記

憶
」
と
い
う
考
え
は
乗
り
越
え
ら
れ
た
が
、
演
劇
に
つ
い
て

の
考
え
方
そ
の
も
の
は
以
前
の
も
の
を
引
き
ず
っ
て
い
た
。
つ

ま
り
、﹁
演
ず
る
」
と
い
う
の
は
、
俳
優
が
役
柄
に
同
一
化
す

る
こ
と
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
俳
優
た
ち

に
い
つ
も
尋
ね
た
の
だ
。﹁
も
し
そ
の
状
況
に
あ
っ
た
ら
、
君

な
ら
ど
う
す
る
ね
？
」
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
言
う
﹁
状

況
」
に
は
、
役
柄
の
人
物
の
身
体
的
特
徴
や
年
齢
、
経
験
の

種
類
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

対
し
て
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
や
り
方
は
違
っ
た
。
同
一
化
す

べ
き
﹁
も
し
」
や
﹁
そ
の
状
況
」
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

出
来
事
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
な
い
し
は
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が

あ
り
、
そ
こ
で
俳
優
は
み
ず
か
ら
の
人
生
に
訴
え
る
。
だ
が

﹁
感
情
記
憶
」
を
探
す
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の

と
き
自
分
の
身
体
行
動
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
に
訴
え
る
の

で
あ
る
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
こ
れ
を
﹁
身
体
︱
記
憶
︵corpo-

m
em

oria

︶」
あ
る
い
は
﹁
身
体
︱
生
︵corpo-vita

︶」
と
呼
ぶ

［G
rotowski 1980: 192

］。
身
体
に
つ
い
て
の
記
憶
で
は
な
い
。

そ
の
と
き
の
身
体
行
動
が
そ
の
ま
ま
記
憶
で
あ
り
、
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
感
情
な
の
だ
。

言
い
換
え
る
な
ら
、
俳
優
が
感
じ
て
い
る
、
あ
る
い
は
感

じ
よ
う
と
し
て
い
る
感
情
を
、
見
て
い
る
者
が
そ
の
ま
ま
感

じ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
往
々
に
し
て

俳
優
は
、
舞
台
で
の
高
ぶ
っ
た
気
分
を
感
情
と
混
同
す
る
。

そ
し
て
、
身
体
行
動
の
具
体
的
な
連
鎖
を
構
築
す
る
代
わ
り

に
、
そ
の
空
白
を
観
念
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
埋
め
よ
う
と
し
、
さ

ら
に
そ
れ
を
感
情
的
な
誇
張
で
装
飾
す
る
。
俳
優
が
観
客
も

共
有
し
て
い
る
と
勘
違
い
す
る
﹁
叙
事
詩
的
な
感
情
」
は
身

体
的
な
土
台
の
な
い
空
疎
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
こ
と
を
頭
で
理
解
す
る
こ
と
と
、
実
際
に
具
体

的
な
身
体
行
動
の
連
鎖
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
の
あ
い
だ
に

は
広
大
な
海
が
広
が
っ
て
い
る
。︿
演
劇
実
験
室
﹀
の
俳
優
は
、

こ
の
海
を
漕
ぎ
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
そ
こ
に

は
、
厳
格
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
厳
密
な
技
術
が
必
要
と
な
る
。

︿
演
劇
実
験
室
﹀
は
そ
う
し
た
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
技
術
を
、
稽

古
と
と
り
わ
け
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
場
と

し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

貧
し
い
演
劇

一
九
六
五
年
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
劇
団
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
西

部
の
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
に
移
転
す
る
。
同
年
、
彼
は
エ
ッ
セ
イ
﹁
貧

し
い
演
劇
に
向
け
て
」
を
書
い
た
。﹁
貧
し
い
演
劇
︵Poor 
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Theatre

︶」
と
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
発
展

す
る
な
か
、
同
じ
や
り
方
で
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に

他
の
芸
術
で
表
現
で
き
る
要
素
を
捨
て
て
い
っ
た
末
に
残
る

演
劇
に
と
っ
て
不
可
欠
で
固
有
な
も
の
は
何
か
と
問
う
と
こ

ろ
か
ら
出
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
の
演
劇
は
、
文
学
や
絵
画
、
建

築
に
照
明
、
そ
し
て
演
技
と
い
っ
た
異
な
る
分
野
を
演
出
家

が
統
合
す
る
﹁
総
合
演
劇
」
で
あ
っ
た
が
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ

は
こ
れ
を
﹁
豊
か
な
演
劇
︵R

ich Theatre

︶」
と
呼
ん
で
強
く

批
判
し
た
。

余
分
だ
と
わ
か
っ
た
も
の
を
す
べ
て
徐
々
に
取
り
除
い
て

い
く
こ
と
で
、
ド
ー
ラ
ン
が
な
く
て
も
、
衣
装
や
舞
台
装

飾
が
な
く
て
も
、
区
切
ら
れ
た
上
演
の
場
︵
舞
台
︶
が
な

く
て
も
、
音
響
効
果
や
照
明
な
ど
が
な
く
て
も
、
演
劇
が

存
在
で
き
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
発
見
し
た
。
し
か
し
、
俳

優
と
観
客
の
あ
い
だ
の
、
じ
か
に
知
覚
で
き
る
関
係
、
生

の
交
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
演
劇
は
存
在
し
え
な
い
。

 

［G
rotowski 1970: 25

］

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
に
と
っ
て
演
劇
の
本
質
的
な
要
素
は
、
俳

優
と
観
客
で
あ
る
。
彼
は
、
演
出
家
が
君
臨
し
俳
優
が
そ
れ

に
仕
え
る
よ
う
な
演
劇
で
は
な
く
、
俳
優
の
身
体
を
中
心
に

置
き
、
俳
優
と
観
客
と
の
関
係
を
軸
と
し
た
演
劇
空
間
を
構

想
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
俳
優
な
の
か
。

俳
優
に
私
が
関
心
を
も
つ
の
は
、
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
と
り
わ
け
二
つ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
ず
第

一
に
、
私
と
も
う
一
人
の
人
間
と
の
出
会
い
、
接
触
、
お

互
い
に
分
か
り
あ
っ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
、
他
者
に
対

し
て
開
く
こ
と
と
他
者
を
了
解
し
よ
う
と
す
る
企
て
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
動
揺
、
要
す
る
に
、
み
ず
か
ら
の
孤

独
の
克
服
で
あ
る
。
第
二
に
、
も
う
一
人
の
人
間
の
振
舞

い
を
通
じ
、
彼
の
な
か
に
自
分

自
身
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

み
ず
か
ら
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
努
力
で
あ
る
。
　 

［G
rotowski 1970: 25

］

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
一
人
の
人

間
、
一
人
の
他
者
と
し
て
の
俳
優

に
興
味
が
あ
る
。
だ
か
ら
彼
は
、

部
分
的
な
演
技
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

ひ
け
ら
か
す
の
で
は
な
く
、﹁
全
体

的
行
為
︵atto totale

︶」
を
要
求
す

る
。
俳
優
は
技
術
の
陰
に
身
を
隠

す
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
を
開

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
こ
う
書
き
つ
け

た
。演

劇
と
は
何
か
？
　
演
劇
に
固

有
な
も
の
と
は
何
か
？
　
映
画

や
テ
レ
ビ
に
は
で
き
ず
、
演
劇

に
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
？
　

二
つ
の
ア
イ
デ
ア
が
、
私
の
中

で
具
体
化
し
た
。
貧
し
い
演
劇

と
、
侵
犯
の
行
為
と
し
て
の
上

演
で
あ
る
。

 

［G
rotowski 1970: 25

］

﹁
演
技
」
と
は
通
常
の
理
解
で
は
、

ふ
り
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
噓
を
つ
く
こ
と
で
あ
り
、
衝
立

て
の
陰
に
身
を
隠
す
こ
と
で
あ
る
。

上段左は若い頃のイェジイ ・ グロトフスキ、中央は1972年撮影の仕事中の写真。下段左は演劇実験室でのトレーニングの様子。中央は十三列劇場時代
に上演された「白痴」（ドストエフスキー原作）のポスター。当時のポーランド演劇の雰囲気がよく出ている。 右は代表作「不屈の王子」からのワンシーン。（6 
点とも提供：Instytut im. Jerzego Grotowskiego.下の３点は“Photo of Teatr Laboratorium”）
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そ
れ
は
現
実
の
世
界
に
対
し
て
虚
構
の
世
界
を
束
の
間
つ
く

り
出
す
。
だ
が
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
場
合
は
正
反
対
な
の
だ
。

彼
に
と
っ
て
は
演
劇
こ
そ
が
、﹁
現
実
」
と
い
う
名
の
虚
構
の

世
界
を
侵
犯
し
、
普
段
は
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
い
る
自
身
の
真

実
に
触
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
わ
れ
わ
れ
は
芸
術
に
た
ず
さ
わ
る
の
か
？
　
自
身
の

境
界
を
打
ち
こ
わ
し
、
自
身
の
限
界
を
超
え
、
空
虚
を
満

た
す
た
め
、
す
な
わ
ち
、
自
分
自
身
を
実
現
す
る
た
め
で

あ
る
。
そ
れ
は
到
達
点
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
つ
の
過
程
、

わ
れ
わ
れ
の
内
で
闇
に
沈
ん
で
い
る
も
の
が
、
ゆ
っ
く
り

と
光
を
放
つ
よ
う
に
な
る
過
程
で
あ
る
。
こ
の
自
分
自
身

の
真
実
と
の
闘
い
、
人
生
の
中
で
負
わ
さ
れ
た
仮
面
か
ら

み
ず
か
ら
を
解
き
放
つ
た
め
の
努
力
に
お
い
て
、
演
劇
は
、

そ
の
身
体
的
知
覚
の
力
の
た
め
に
、
私
に
と
っ
て
常
に
挑

発
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
型
に
は
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
、
感
情
、
判
断
を
侵
犯
し
、
自

分
自
身
と
観
客
に
挑
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 

［G
rotowski 1970: 28

］

儀
礼
演
劇

こ
の
地
点
に
お
い
て
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
演
劇
は
、
伝
統
社

会
に
お
け
る
儀
礼
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
と
な
る
。
実
際
彼

は
、﹁
儀
礼
演
劇
︵teatro rituale

︶」
と
い
う
考
え
を
提
示
し
て

い
る
。
そ
れ
は
一
種
の
告
解
、
身
体
を
使
っ
た
告
解
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

︹
俳
優
の
︺
行
為
は
、
自
分
自
身
の
開
示
と
し
て
機
能
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
古
い
が
そ
の
代
わ
り
正
確

な
定
義
を
用
い
た
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
告
解
の
行
為
で

あ
る
。
こ
う
し
た
行
為
は
、
た
だ
み
ず
か
ら
の
生
の
地
平

に
お
い
て
の
み
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
裸
に
し
、
服

を
脱
ぎ
、
ヴ
ェ
ー
ル
を
は
ぎ
、
露
わ
に
し
、
剝
き
出
し
に

す
る
あ
の
行
為
で
あ
る
。
俳
優
は
演
技
を
し
て
は
な
ら
な

い
、
自
身
の
経
験
の
領
野
を
、
あ
た
か
も
身
体
と
声
に
よ

っ
て
分
析
す
る
か
の
よ
う
に
走
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

︹
中
略
︺
俳
優
が
こ
う
し
た
行
為
に
達
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、

今
こ
こ
の
現
象
と
な
る
。
物
語
で
は
な
く
、
幻
想
の
創
出

で
も
な
い
、
現
在
と
な
る
の
だ
。［G

rotowski 2007a: 119

］

興
味
深
い
の
は
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
が
伝
統
社
会
の
儀
礼
を

分
析
し
て
、
秩
序
と
自
然
発
生
性
の
両
方
を
見
出
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
長
い
時
間
を
通
じ
て
集
合
的
な
経
験
か
ら
蒸
溜

さ
れ
準
備
さ
れ
て
き
た
秩
序
と
、
儀
礼
の
﹁
今
こ
こ
」
に
お

い
て
即
興
的
に
お
の
ず
か
ら
発
生
す
る
変
異
で
あ
る
。
つ
ま

り
儀
礼
演
劇
に
お
い
て
俳
優
は
、﹁
今
こ
こ
」
を
生
き
る
た
め

に
こ
そ
、
民
族
の
歴
史
に
お
い
て
抽
出
さ
れ
徐
々
に
か
た
ち

を
な
し
て
き
た
秩
序
の
ご
と
く
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
、
身
体

に
よ
る
ス
コ
ア
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
る
な
ら

そ
れ
は
離
陸
の
た
め
の
滑
走
路
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

［G
rotowski 2007a: 119-120

］。

で
は
俳
優
の
﹁
技
法
」
に
と
っ
て
本
質
的
な
条
件
と
は
な

ん
だ
ろ
う
か
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る

［G
rotowski 1970: 148

］。

︵
1
︶
潜
在
意
識
に
ま
で
わ
た
る
自
己
走
破
の
過
程
を
刺
激

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
刺
激
を
あ
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
達

成
の
た
め
に
水
路
づ
け
る
こ
と
。

︵
2
︶
こ
の
過
程
を
明
確
に
し
、
訓
練
に
よ
っ
て
し
る
し
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
接
触
や

外
界
の
刺
激
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
最
小
要
素
を
音
符
と

す
る
よ
う
な
ス
コ
ア
を
構
成
す
る
こ
と
。

︵
3
︶
み
ず
か
ら
の
有
機
体
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
抵
抗
や

障
害
を
、
そ
れ
が
身
体
的
な
も
の
で
あ
れ
精
神
的
な
も
の

で
あ
れ
、
創
造
的
過
程
か
ら
取
り
除
く
こ
と
。

伝
統
芸
能
に
お
け
る
﹁
型
」
を
想
起
し
て
も
ら
う
と
い
い

が
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
場
合
の
﹁
型
」
は
俳
優
み
ず
か
ら
が

ス
コ
ア
と
し
て
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
わ
ば
川
の

土
手
に
な
る
こ
と
で
水
は
自
由
に
流
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
水
が
流
れ
る
た
め
の
土

手
を
つ
く
る
の
に
、
身
体
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
抵
抗
や
障

害
を
取
り
去
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
で
は
ど

う
や
っ
て
そ
れ
を
行
な
う
の
か
。

呼
吸
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
よ
く
あ
る
の
は
、
最
も
よ

い
呼
吸
法
は
何
か
と
考
え
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
。
例
え
ば
子
供
や
動
物
が
そ
う
し
て
い
る
よ

う
に
、
腹
式
呼
吸
が
よ
い
と
さ
れ
る
。
で
は
、
い
ろ
い
ろ
あ

る
腹
式
呼
吸
の
う
ち
ど
れ
が
一
番
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う

し
て
無
数
の
呼
吸
法
の
な
か
か
ら
ベ
ス
ト
の
も
の
を
ど
れ
か

選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
す
べ
て
、
身
体
を
自
分
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
誤
っ
た
や
り
方
だ
と
グ
ロ
ト
フ
ス

キ
は
言
う
。
な
ぜ
な
ら
呼
吸
は
各
人
の
特
徴
と
結
び
つ
い
た

生
理
的
反
応
で
あ
り
、
そ
の
時
々
の
状
況
、
活
動
の
種
類
、
身

体
の
運
動
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
客
観

的
に
完
全
で
﹁
正
し
い
」
腹
式
呼
吸
を
無
理
や
り
押
し
つ
け

よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
本
人
に
と
っ
て
最
も
自
然
な
呼
吸
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
呼
吸
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
代
わ
り

に
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
あ
る
俳
優
が
な
ぜ
緊
張
し
て
い
る
の

か
を
問
う
。
彼
の
呼
吸
に
何
か
障
害
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
他
の
要
因
が
あ
る
の
か
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
そ
の
俳
優

が
遊
ん
だ
り
、
他
の
俳
優
と
言
い
争
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
観

62

第一部 ❖身心変容技法の光と闇



察
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
俳

優
の
自
然
な
呼
吸
法
が
わ
か
っ
て
く
れ
ば
、
そ
う
し
た
自
然

な
反
応
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
要
因
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ

で
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
そ
の
俳
優
の
精
神
と
肉
体
を
総
動
員

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
課
題
を
課
す
の
で
あ
る

［G
rotowski 1970: 238-239

］。

ど
ん
な
課
題
が
課
さ
れ
る
か
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
き

わ
め
て
複
雑
な
も
の
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
単
に
倒
立
や
宙
返

り
を
さ
せ
る
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。
鍵
は
、
そ
の
俳
優
の
精

神
と
肉
体
を
総
動
員
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
課
題
か

ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
自
分
の
力
量
に
余
る
と
感
じ
る

困
難
な
課
題
に
全
力
で
集
中
す
る
こ
と
で
、
そ
の
課
題
が
な

い
と
こ
ろ
で
は
緊
張
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
、
例

え
ば
こ
の
相
手
と
組
ん
で
う
ま
く
や
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
っ

た
心
の
働
き
を
超
え
出
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
自
分
の
内

に
あ
る
よ
り
大
き
な
力
に
身
を
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。
そ
の
と
き
人
は
、
そ
れ
と
知
ら
ず
に
、
胸
と
腹
の

両
方
を
使
っ
た
﹁
全
体
的
呼
吸
」
を
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

〈
否
定
の
道
〉と
イ
ン
パ
ル
ス

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
こ
う
し
た
や
り
方
を
、﹁
方
法
」
で
は
な

く
﹁
道
」、
そ
れ
も
︿
否
定
の
道 ︵Via negativa

︶﹀
と
呼
ん
だ
。

そ
れ
は
、
自
己
を
保
持
し
た
ま
ま
、
そ
の
自
己
の
目
的
や
理

想
に
し
た
が
っ
て
新
た
な
技
術
を
学
習
し
付
け
加
え
て
い
く

足
し
算
的
な
や
り
方
で
は
な
く
、
精
神
的
・
肉
体
的
な
抵
抗

を
一
つ
一
つ
取
り
去
っ
て
い
く
引
き
算
の
道
で
あ
る
。

今
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
訓
練
の
個
人
的
な
か
た
ち
を
つ

く
り
出
す
た
め
の
単
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
俳
優
は
、

創
造
性
の
課
題
を
妨
げ
る
も
ろ
も
ろ
の
抵
抗
と
も
ろ
も
ろ

の
障
害
を
突
き
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
個
人
的
な
妨
げ
を
克
服
す
る
手
段
と
な

る
。
俳
優
は
も
は
や
﹁
ど
う
や
っ
た
ら
こ
れ
が
で
き
る
の

か
？
」
と
問
う
こ
と
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、﹁
何
を
し

な
い
の
か
」
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。︹
中
略
︺

こ
れ
が
︿
否
定
の
道
﹀
と
い
う
表
現
で
私
が
意
図
し
て
い

る
も
の
、
つ
ま
り
消
去
の
過
程
な
の
で
あ
る
。

 

［G
rotowski 1970: 154

］

日
常
生
活
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
の
身
体
行
動
の
大
部
分

は
自
動
化
さ
れ
無
意
識
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を

放
置
し
た
ま
ま
で
﹁
何
を
し
よ
う
か
」
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
自
動
的
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
う
ち
﹁
何

を
し
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

自
動
化
さ
れ
た
動
き
と
い
う
の
は
い
わ
ば
埋
め
立
て
ら
れ
た

川
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
を
水
が
流
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
土
を
取
り
の
け
、
水
が
通
れ
る
よ

う
に
す
る
。
同
時
に
土
手
を
つ
く
り
、
そ
の
土
手
を
さ
ら
に

掘
削
し
て
川
幅
を
広
げ
て
い
く
よ
う
な
作
業
が
必
要
な
の
で

あ
る
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、

衣
類
も
ま
た
最
小
限
に
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
。
で
き
れ

ば
裸
が
い
い
。
少
な
く
と
も
裸
足
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
か
を
履
く
こ
と
で
、
足
が
生
き
て
動
く
の
を
妨
げ
る
か
ら

で
あ
る
［G

rotowski 1970: 218
］。
問
題
は
こ
う
し
た
消
去
の

過
程
の
末
に
、
何
が
立
ち
現
れ
る
か
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
演
劇
に
お
い
て
、
俳
優
を
養
成
す
る
と
は
、
何

か
を
教
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
心
的
過

程
に
お
け
る
肉
体
の
抵
抗
を
取
り
除
こ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
内
的
イ
ン
パ
ル
ス
が
即
、
外
的

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
よ
う
に
、
内
的
イ
ン
パ
ル
ス
と
外

的
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
あ
い
だ
の
時
間
間
隔
が
ゼ
ロ
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
パ
ル
ス
と
行
動
は
同
時
で
あ
る
。

身
体
は
燃
え
尽
き
て
姿
を
消
し
、
た
だ
一
連
の
可
視
的
な

イ
ン
パ
ル
ス
だ
け
を
観
客
は
見
る
の
で
あ
る
。

 

［G
rotowski 1970: 22

］

﹁
イ
ン
パ
ル
ス
︵im

pulso

︶」
と
い
う
の
は
グ
ロ
ト
フ
ス
キ

に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
イ
ン
パ
ル
ス
と

は
、﹁
内
側
か
ら
押
す
も
の
︵in/pulso

︶」
で
あ
る
。
そ
れ
は

身
体
行
動
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
潜
在
し
て
い
る
。
外
か

ら
見
え
る
行
動
に
先
だ
っ
て
、
か
ら
だ
の
内
で
生
ま
れ
る
も

の
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
身
体
行
動
は
、
死
ん
だ
因
習
的
な
も

の
に
な
る
か
、
身
ぶ
り
の
よ
う
に
周
縁
的
な
も
の
に
な
る
か

ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
俳
優
は
映
画
の
待
ち
時
間
に
、
あ
る
い

は
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
だ
っ
て
、
こ
の
イ
ン
パ
ル
ス

の
次
元
に
と
ど
ま
っ
て
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
な
う
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
身
体
行
動
と
し
て
現
働
化
す
る
手
前
の
と
こ
ろ

で
、
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
［R

ichards 1993: 105

］。

た
だ
イ
ン
パ
ル
ス
は
、
身
体
行
動
の
種
で
あ
る
以
上
、
相

手
な
し
で
は
存
在
し
な
い
。
演
技
の
相
手
と
い
う
意
味
で
は

な
い
。
自
分
と
は
別
の
存
在
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

人
間
で
も
、
動
物
で
も
、
神
で
も
、
火
で
も
、
木
で
も
か
ま

わ
な
い
、
相
手
が
い
て
は
じ
め
て
イ
ン
パ
ル
ス
も
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
決
し
て

﹁
わ
た
し
」
と
﹁
あ
な
た
」
と
の
あ
い
だ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

も
の
な
の
で
は
な
い
。
名
前
の
な
い
、
未
知
の
何
か
が
﹁
今

こ
こ
」
で
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
［G

rotowski 1980: 192-193

］。

こ
こ
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
決
定

的
な
差
異
が
あ
る
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
場
合
、
行
動

し
て
い
る
の
は
常
に
﹁
わ
た
し
」
で
あ
っ
て
、﹁
役
柄
」
で
は

な
い
。﹁
役
柄
の
状
況
に
お
け
る
わ
た
し
」
が
、
そ
の
定
式
で

63

俳優からパフォーマーへ  　グロトフスキの〈否定の道〉－



あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
場
合
、
行
動
し
て

い
る
の
は
﹁
わ
た
し
」
で
は
な
い
の
だ
。
イ
ン
パ
ル
ス
は
﹁
わ

た
し
」
か
ら
で
は
な
く
、
わ
た
し
の
な
か
に
あ
る
﹁
こ
れ
」

か
ら
発
し
て
い
る
。﹁
こ
れ
」
の
こ
と
を
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、

端
的
に
﹁
人
間
」
と
呼
ん
で
い
る
。﹁
わ
た
し
」
で
は
な
く
、

﹁
わ
た
し
の
な
か
の
人
間
」
が
行
動
し
て
い
る
の
だ
。
あ
る
い

は
、﹁
わ
た
し
」
と
﹁
わ
た
し
の
な
か
の
人
間
」
が
同
時
に
行

動
し
て
い
る
の
だ
。﹁
わ
た
し
の
な
か
の
人
間
」
と
は
、
わ
た

し
の
な
か
の
﹁
動
物
」
で
あ
り
﹁
自
然
」
で
あ
り
﹁
人
類
」

で
あ
る
。
そ
れ
は
わ
た
し
の
記
憶
、
わ
た
し
の
思
考
、
わ
た

し
の
経
験
、
わ
た
し
の
振
舞
い
、
わ
た
し
の
潜
在
性
に
記
銘

さ
れ
て
い
る
［G

rotowski 1980: 190-194

］。﹁
あ
な
た
の
な
か

の
人
類
を
発
見
せ
よ
」、
こ
れ
が
い
わ
ば
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
定

式
で
あ
り
、
こ
れ
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
は
生
命
の
全
自
然
史

に
内
側
か
ら
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
乗
り
物
と
し
て
の
芸
術
」と

パ
フ
ォ
ー
マ
ー

純
粋
な
イ
ン
パ
ル
ス
の
生
き
た
流
れ
、
こ
れ
こ
そ
グ
ロ
ト

フ
ス
キ
が
俳
優
と
の
仕
事
の
な
か
で
生
涯
一
貫
し
て
関
心
を

抱
き
続
け
た
も
の
で
あ
っ
た
［R

ichards 1993: 110

］。
そ
う
で

あ
る
な
ら
、
こ
の
︿
否
定
の
道
﹀
は
ど
こ
に
至
る
の
だ
ろ
う

か
。グ

ロ
ト
フ
ス
キ
は
み
ず
か
ら
の
探
究
の
道
程
を
四
つ
の
時

期
に
区
分
し
て
い
る
。
最
初
の
﹁
上
演
の
演
劇
」
な
い
し
﹁
提

示
の
演
劇
」
に
続
く
時
期
は
、﹁
パ
ラ
演
劇
」
あ
る
い
は
﹁
参

加
の
演
劇
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
劇
場
を
出
て
外
の

世
界
へ
と
積
極
的
に
参
与
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
演
劇
を
人

類
学
や
宗
教
学
、
心
理
学
な
ど
の
領
域
と
の
境
界
線
上
に
置

い
て
み
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
も
は
や
、
舞
台
上
の
俳
優
の

技
術
で
は
な
く
、
人
間
と
人
間
と
の
出
会
い
、
接
触
が
主
た

る
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
時
期
は
、﹁
源
泉
の
演
劇
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
世

界
中
の
伝
統
的
身
心
技
法
の
差
異
の
根
源
に
あ
る
共
通
の
源

泉
に
ま
で
遡
ろ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば

野
外
で
行
な
わ
れ
、
人
間
が
み
ず
か
ら
の
孤
独
と
ど
の
よ
う

に
対
決
し
て
き
た
の
か
が
探
究
さ
れ
た
。
演
劇
も
ま
た
、
そ

う
し
た
広
い
意
味
で
の
身
心
変
容
技
法
の
一
つ
と
し
て
捉
え

直
さ
れ
た
の
で
あ
る
［G

rotowski 2007b: 210

］。

こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
﹁
道
」
と
し
て
、
あ
る
探
究
が
次
の

探
究
の
道
を
開
く
と
い
う
か
た
ち
で
展
開
し
て
き
た
わ
け
だ

が
、
同
時
に
そ
れ
は
鎖
の
連
鎖
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

連
鎖
の
最
後
の
輪
が
、
第
四
の
時
期
の
、
そ
し
て
グ
ロ
ト
フ

ス
キ
が
死
ぬ
ま
で
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
﹁
乗
り
物
と
し
て

の
芸
術
︵l

ʼarte com
e veicolo

︶」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
に
よ
る
と
、
パ
ラ
演
劇
に
も
源
泉
の
演
劇

に
も
、
一
つ
の
限
界
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
﹁
水
平
性
」

と
い
う
限
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
命
力
の
次
元
で
あ
り
、
身

体
と
本
能
の
平
面
で
あ
る
。
だ
が
﹁
乗
り
物
と
し
て
の
芸
術
」

に
お
い
て
追
求
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ま
で
欠
け
て
い

た
も
の
、
す
な
わ
ち
﹁
垂
直
性
」
で
あ
る
。

一
九
八
六
年
か
ら
す
で
に
、
イ
タ
リ
ア
の
ポ
ン
テ
デ
ラ
に

設
立
さ
れ
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
た
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
、
垂
直
性
の
探
究
の
た
め

に
二
つ
の
軸
を
立
て
る
。
そ
の
一
つ
は
俳
優
の
養
成
で
あ
り
、

か
つ
て
の
︿
演
劇
実
験
室
﹀
の
厳
格
さ
や
精
確
さ
に
比
さ
れ

る
べ
き
も
ろ
も
ろ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
も
と
づ
く
。
そ
し
て

も
う
一
つ
の
軸
が
、﹁
乗
り
物
と
し
て
の
芸
術
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ま
た
、﹁
儀
礼
の
芸
術
」﹁
儀
礼
の
客
観
性
」
と
も
呼

ば
れ
た
［G

rotowski 2007b: 211

］。

で
は
、
最
初
期
の
﹁
上
演
の
演
劇
」
と
﹁
儀
礼
の
客
観
性
」

と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
い
く
つ
も
違
い
が
あ
る
な

か
で
最
も
重
要
な
の
は
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。﹁
上
演
の

演
劇
」
で
は
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
が
最
終
的
に
完
成
す
る
場
は
、

観
客
に
お
い
て
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
実
際
に
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
の
作
業
を
す
る
の
は
﹁
第
一
の
観
客
」
と
し
て
の
演
出
家

で
あ
り
、
そ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
結
果
、
す
な
わ
ち
﹁
全
体

性
」
が
観
客
に
お
い
て
成
就
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、﹁
儀
礼

の
客
観
性
」
の
場
合
、
そ
の
﹁
全
体
性
」
は
俳
優
に
お
い
て

こ
そ
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
こ
こ
で
﹁
乗
り
物
」
の
比
喩
を
使
っ
て

い
る
。
上
演
さ
れ
る
演
劇
と
は
、
い
わ
ば
巨
大
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
あ
る
。
俳
優
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
す
ぎ
ず
、
観
客
は

そ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
連
れ

て
行
か
れ
る
が
本
人
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。﹁
乗
り
物

と
し
て
の
芸
術
」
の
場
合
、
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
原
始
的

で
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
綱
に
つ
な
が
れ
た
手
か
ご

で
あ
る
が
、
こ
の
手
か
ご
の
お
か
げ
で
俳
優
は
、
よ
り
微
細

で
軽
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
う
へ
と
上
昇
し
、
降
り
る
と
き
も

ま
た
同
じ
手
か
ご
を
使
っ
て
本
能
の
次
元
の
身
体
に
戻
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
﹁
儀
礼
の
客
観
性
」
と
グ
ロ
ト
フ

ス
キ
が
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
［G

rotowski 2007b: 212-214

］。

﹁
乗
り
物
」
と
し
て
彼
が
よ
く
使
っ
た
の
が
、
ア
フ
リ
カ
か

ら
カ
リ
ブ
海
域
で
歌
わ
れ
て
き
た
古
い
伝
統
的
な
儀
礼
歌
で

あ
る
。
と
て
つ
も
な
く
長
い
時
間
の
な
か
で
彫
啄
さ
れ
て
き

た
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
は
、
儀
礼
に
お
い
て
ま
さ
に
乗
り
物
と
し

て
使
わ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
東
洋
の
伝
統
に
お
け
る

マ
ン
ト
ラ
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
マ
ン
ト
ラ
は
、
自
分
が
求
め
る
有
機
的
・
全
体
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
る
と
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
言

う
。
そ
れ
に
対
し
て
儀
礼
歌
に
お
い
て
は
、
歌
＝
身
体
で
あ

り
、
そ
れ
に
乗
っ
て
︵
ノ
っ
て
︶
俳
優
は
微
細
で
軽
や
か
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
う
へ
と
上
昇
し
、
そ
し
て
ま
た
粗
雑
で
鈍

重
な
肉
体
の
ほ
う
に
降
り
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
［G

rotowski 

2007b: 212-216

］。
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こ
の
﹁
乗
り
物
と
し
て
の
芸
術
」
に
お
い
て
、
人
は
も
は

や
俳
優
︵attore

︶
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
そ

れ
を
単
に
実
行
者
︵attuante

︶
と
呼
ん
で
い
る
。
参
照
点
が

水
平
軸
の
観
客
で
は
な
く
、
垂
直
軸
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
［G

rotowski 2007b: 221

］。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
別
の
呼

び
名
で
は
︿
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
︵Perform

er

︶﹀
と
呼
ば
れ
て
い

る
。大

文
字
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
行
動
の
人
で
あ
る
。︹
中

略
︺
そ
れ
は
ダ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
僧
侶
で
あ
り
、
戦
士
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
外
に
あ
る
。
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
そ
の
儀
礼
で
あ
り
、
完
遂
さ
れ
た
行
動
は
一

つ
の
行
為
と
な
る
。︹
中
略
︺︿
わ
た
し
―わ
た
し
﹀︵Io-Io

︶

な
る
も
の
が
存
在
す
る
。
二
番
目
の
︿
わ
た
し
﹀
は
ほ
と

ん
ど
潜
在
的
な
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
な
か
に
あ
る

の
で
も
な
け
れ
ば
、
他
者
の
ま
な
ざ
し
で
も
な
く
、
良
識

な
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
ま
る
で
す
べ
て
を
照
ら
す
太
陽

の
よ
う
な
、
不
動
の
ま
な
ざ
し
、
沈
黙
の
現
前
、
た
だ
そ

れ
だ
け
だ
。
各
人
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
こ
の
不
動
の
現
前
の

文
脈
に
お
い
て
の
み
果
た
さ
れ
る
。︿
わ
た
し
―わ
た
し
﹀。

経
験
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
重
性
は
分
離
さ
れ
た
も
の
と

し
て
は
現
れ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
充
実
し
た
唯
一
の

も
の
と
し
て
現
れ
る
の
だ
。 

［G
rotowski 1988: 165-167

］

身
体
行
動
の
ほ
う
に
完
全
に
降
り
て
い
く
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
身
体
と
精
神
と
い
う
別
々
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
常
に
こ
の
唯
一
の
も
の
と
し
て
の
︿
わ
た
し
―わ
た
し
﹀

の
二
重
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
は
身
体
は
一
種
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
﹁
精
神
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く

そ
れ
も
ま
た
身
体
の
一
次
元
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
グ

ロ
ト
フ
ス
キ
は
そ
う
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
︿
否
定
の
道
﹀

は
、﹁
方
法
」
で
は
な
く
、
文
字
ど
お
り
一
つ
の
道
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
俳
優
に
は
じ
ま
っ
て
終
に
は
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
と
い
う
あ
り
方
へ
と
通
じ
て
い
た
。
捨
て
て
捨
て
て
捨
て

去
っ
た
先
に
開
け
る
光
景
で
あ
る
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
︿
否

定
の
道
﹀
は
ま
さ
に
﹁
身
を
捨
て
て
こ
そ
」
の
道
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

注1
　
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
く
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
が
ど

う
い
う
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
い
か
な
る
立
場
か
ら
書
く
の

か
と
い
う
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
書

い
た
も
の
を
読
む
だ
け
で
は
、
す
ぐ
さ
ま
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ

ィ
ズ
ム
の
罠
に
陥
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
グ
ロ
ト
フ
ス

キ
の
実
践
に
関
係
す
る
筆
者
の
経
験
と
し
て
は
、︿
演
劇
実

験
室
﹀
の
経
験
が
あ
る
。
た
だ
こ
れ
も
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
本
人

か
ら
直
接
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
︿
演
劇
実
験
室
﹀
を
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
と
と
も
に
立
ち

上
げ
た
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
フ
ラ
シ
ェ
ン
︵Ludwik Flaszen

︶
や
、

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
﹁
弟
子
」
の
一
人
と
も
い
え
る
存
在
で
そ

こ
か
ら
独
自
の
道
を
歩
ん
で
き
た
エ
ウ
ジ
ェ
ニ
オ
・
バ
ル
バ

︵Eugenio Barba

︶
の
関
与
が
あ
っ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
筆

者
が
参
加
し
た
︿
演
劇
実
験
室
﹀
に
つ
い
て
は
、
松
嶋
［
二

〇
一
四
］
の
第
六
章
﹁︿
演
劇
実
験
室
﹀
と
中
動
態
」
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
自
他
と
も
に
認
め
る
グ
ロ

ト
フ
ス
キ
の
﹁
弟
子
」
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
イ
ェ
ジ

イ
・
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
現
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
で
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
︵Thom

as R
ichards

︶

の
著
作
［R

ichards 1993

］
は
、
み
ず
か
ら
の
経
験
を
ま
さ

に
一
つ
の
道
程
と
し
て
描
い
て
お
り
、﹁
教
師
」
と
し
て
の

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
姿
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
本
論
は
、
筆
者
自
身
の
経
験
と
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
経
験
、

そ
し
て
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
自
身
の
言
葉
を
も
と
に
構
想
さ
れ
て

い
る
。
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は
じ
め
に

ま
ぶ
さ
び
、
そ
れ
は
、﹁
ま
ぶ
し
さ
」
と
﹁
さ
び
し
さ
」
を

掛
け
あ
わ
せ
た
、
わ
た
し
の
造
語
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
終

わ
り
ご
ろ
、
こ
の
言
葉
を
思
い
つ
い
て
以
来
、
知
行
遊
に
わ

た
る
思
索
と
実
践
を
続
け
て
き
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
本

科
研
の
分
担
者
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
で
き
る
か
ぎ

り
身
心
変
容
と
い
う
大
テ
ー
マ
に
則
し
て
、
総
括
め
い
た
こ

と
を
つ
づ
り
た
い
と
思
う
。

身
心
変
容
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
美
学
の
問
題
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
世
界
の
感
じ
方
が
変
わ
る

こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
身
心
変
容
の
あ
か
し
に
ほ
か
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
、
古
来
、
芸
術
が
取

り
く
ん
で
き
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

だ
。芸

術
と
は
、
自
己
と
世
界
と
の
感
じ
分
け
を
と
お
し
た
異

交
通
装
置
で
あ
る
。
わ
た
し
な
り
の
芸
術
定
義
を
い
わ
せ
て

も
ら
え
ば
、
そ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
い
い
か
え
る
な
ら
、

感
じ
分
け
を
と
お
し
て
自
己
と
何
も
の
か
と
の
二
重
生
成
を

生
じ
さ
せ
る
装
置
、
そ
れ
が
芸
術
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
二

重
生
成
と
は
、
す
な
わ
ち
、
自
分
も
変
わ
れ
ば
、
当
の
何
も

の
か
の
感
じ
方
も
変
わ
る
こ
と
を
い
う
。

た
だ
、
日
本
の
場
合
、
西
洋
と
違
っ
て
、
風
雅
の
伝
統
が

あ
る
。
風
雅
を
わ
た
し
な
り

に
定
義
す
れ
ば
、
自
然
を
友

と
す
る
二
重
生
成
で
あ
る
。

数
学
の
関
数
に
あ
や
か
っ
て

記
号
化
す
る
な
ら
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
桜
の
花
を
友

と
し
て
、
和
歌
を
詠
む
。
そ

れ
が
す
ぐ
れ
た
歌
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
花
と
い
う
自
然

の
感
じ
方
も
変
わ
れ
ば
、
自

分
の
あ
り
よ
う
も
変
わ
る
だ

ろ
う
。
桜
を
友
と
す
る
二
重

生
成
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

1
滝
を
友
と
し
て

で
は
、
ま
ぶ
さ
び
は
、
ど
う
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
滝

を
友
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
学
生
の
こ
ろ
、
熊

野
の
地
で
見
た
那
智
の
滝
の
鮮
烈
な
印
象
が
元
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
那
智
の
滝
と
い
わ
れ
る
大
滝
は
、
那
智
の
四

八
滝
の
一
の
滝
、
四
八
番
目
の
滝
は
、
内
陣
の
滝
と
呼
ば
れ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
内
陣
の
滝
は
、
所
在
を
明
か
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
て
、
実
の
と
こ
ろ
、
心
の
中
に
し
か

存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
そ

う
思
い
込
ん
で
感
動
し
た
わ
た
し
は
、
那
智
の
一
の
滝
に
始

ま
り
、
内
陣
の
滝
に
終
わ
る
詩
集
を
創
作
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
が
﹃
滝
の
書
﹄︵
思
潮
社
、
一
九
九
五
年
︶
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
わ
た
し
は
詩
人
と
し
て
は
、
一
九
九
二
年
の

﹃
サ
イ
遊
記
﹄︵
思
潮
社
︶
以
来
、
方
法
詩
を
提
唱
し
、
実
践

し
て
き
た
。
方
法
詩
と
は
、
詩
作
の
型
そ
の
も
の
を
創
案
し
、

そ
れ
に
則
っ
て
創
作
す
る
タ
イ
プ
の
詩
を
い
う
。﹃
滝
の
書
﹄

の
型
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
規
則
か
ら
な
る
。

風雅＝{ｂ2＝ｆ（ｎ）}

ｂ＝becoming　ｆ＝friend

ｎ＝nature　ｂ2＝二重生成

ま
ぶ
さ
び
、そ
の
美
学
と
宗
教
学

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

篠
原
資
明

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
／
美
学
・
ま
ぶ
さ
び
瞑
想
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①
　
お
お
む
ね
一
行
に
、
同
音
異
字
を
配
列
す
る
こ
と
で
、

流
れ
落
ち
る
滝
を
象
形
す
る
。

②
　
×
印
の
ま
わ
り
に
二
つ
の
同
音
異
字
列
を
配
す
る
こ

と
で
、
お
お
む
ね
滝
壺
を
象
形
す
る
。

③
　
滝
と
滝
壺
を
象
形
す
る
文
字
群
の
中
や
周
囲
に
、
滝

の
名
を
示
す
文
字
を
配
す
る
。

こ
こ
で
実
例
を
引
く
の
は
ひ
か
え
る
が
、
要
は
、
こ
の
よ

う
に
詩
作
自
体
が
、
一
種
の
苦
行
で
も
あ
る
こ
と
だ
。
詳
し

く
は
明
か
せ
な
い
が
、
言
葉
の
こ
と
で
、
あ
る
人
に
申
し
訳

な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
苦
し

み
な
が
ら
詩
作
す
る
と
い
う
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
苦
行
に
も
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
滝
は
滝
で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
具
合
に
、
五
五
五

の
計
一
五
文
字
の
一
行
詩
の
簡
単
な
詩
形
を
行
じ
る
こ
と
に

し
た
。

ま
ぶ
し
さ
の
、
さ
び
し
さ
に
、
ふ
り
そ
そ
ぐ
　

 

︵
ま
ぶ
さ
び
の
滝
︶

こ
の
よ
う
な
詩
型
を
、
ま
ぶ
さ
び
詩
と
呼
び
、
一
千
一
篇

あ
る
い
は
一
千
一
滝
、
作
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
な
ぜ
、

一
千
一
か
と
い
え
ば
、
京
都
の
三
十
三
間
堂
に
あ
る
一
千
一

体
の
観
音
像
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
だ
。

も
う
一
つ
、
滝
を
友
と
す
る
詩
型
と
し
て
、
超
絶
短
詩
な

る
も
の
も
始
め
た
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
語
句
を
別
の
語
句
と

間
投
詞
に
分
解
す
る
と
い
う
詩
型
で
、
間
投
詞
に
は
擬
音
語

と
擬
態
語
も
含
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
で
き
た

超
絶
短
詩
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
だ
。

あ
ら
　
　
詩
　
　︵
嵐
︶

ま
ぶ
さ
び
詩
で
、
一
筋
の
滝
を
象
形
し
、
超
絶
短
詩
で
、
滝

し
ぶ
き
を
象
形
す
る
、
と
い
う
の
が
、
詩
人
と
し
て
、
滝
を

友
と
す
る
、
自
分
な
り
の
風
雅
の
実
践
で
あ
る
。
ま
ぶ
さ
び

詩
と
い
い
、
超
絶
短
詩
と
い
い
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
方
法
詩

や
詩
型
と
い
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
く
ら
い
の
易
行
に
は
違

い
な
い
。
た
だ
、
苦
行
に
つ
い
て
は
、
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
﹃
滝

の
書
﹄
と
、﹃
平
安
に
し
ず
く
﹄︵
思
潮
社
、
一
九
九
七
年
︶
で

堪
忍
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
と
も
あ
れ
、
苦
行
に
せ
よ

易
行
に
せ
よ
、
大
事
な
こ
と
は
、
世
界
に
滝
が
感
じ
ら
れ
、
自

分
に
も
滝
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
、
滝

を
友
と
す
る
二
重
生
成
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ま
ぶ
さ
び
詩
に
つ
い
て
、
さ
き
ほ
ど
﹁
行
じ
る
」
と
い
っ

た
。
そ
れ
は
、
ま
ぶ
さ
び
詩
が
宗
教
に
も
っ
と
も
近
い
詩
型

だ
か
ら
だ
。
風
雅
と
成
仏
の
接
点
を
示
す
詩
型
と
い
っ
て
も

よ
い
。
宗
教
な
い
し
は
成
仏
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
触
れ
る

と
し
て
、
ま
ぶ
さ
び
の
美
学
的
側
面
な
い
し
は
風
雅
の
側
面

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

2
「
す
き
と
お
り
」と「
ま
ば
ゆ
さ
」

自
然
を
友
と
す
る
二
重
生
成
、
と
い
う
風
雅
の
定
義
に
、
さ

ら
に
深
い
と
こ
ろ
か
ら
、
新
し
み
つ
つ
さ
び
し
む
こ
と
、
と

い
う
定
義
を
加
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
定
義
を
加
え
る
の

は
、
風
雅
の
根
底
に
は
無
常
観
が
あ
り
、
無
常
観
と
い
う
以

上
、
時
間
の
問
題
が
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

こ
で
詳
細
な
議
論
は
省
く
と
し
て
、
要
諦
だ
け
に
限
る
な
ら
、

時
間
そ
の
も
の
を
生
き
る
と
は
、
新
し
み
と
さ
び
し
み
の
、
両

極
を
つ
ね
に
生
き
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

す
な
わ
ち
、
新
し
さ
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
と
は
、
一
方
で
は
、
か

な
ら
ず
や
さ
び
し
む
こ
と
を
伴
う
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
て

は
じ
め
て
、
自
然
に
そ
の
つ
ど
の
新
し
さ
と
、
そ
の
新
し
さ

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
さ
び
し
さ
の
両
面
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
人
も
ま
た
、
新
し
む
自
分
が
そ
の
つ
ど
自
ら
を
さ
び
し

む
自
分
で
あ
る
ほ
か
な
い
こ
と
を
、
痛
切
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
風
雅
と
は
、
そ
の
よ
う
に
解
せ
ら
れ
よ
う
。

ま
ぶ
さ
び
の
、
も
う
一
つ
の
側
面
と
は
、
こ
の
新
し
む
こ

と
に
か
か
わ
る
。
と
い
う
の
も
、
ま
ぶ
さ
び
は
、
一
九
世
紀

半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
を
経
る
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
二
つ

の
新
し
い
感
性
、
す
な
わ
ち
﹁
ま
ば
ゆ
さ
」
へ
の
感
性
と
﹁
す

き
と
お
り
」
へ
の
感
性
を
、
積
極
的
に
受
け
と
め
よ
う
と
す

る
か
ら
だ
。﹁
ま
ば
ゆ
さ
」
へ
の
感
性
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
工

的
な
光
の
開
発
と
使
用
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
。
ま

わ
り
の
環
境
か
ら
暗
闇
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
舞
台
照
明
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
、
い
ろ
い
ろ
な

か
た
ち
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
よ
い
。

﹁
す
き
と
お
り
」
へ
の
感
性
に
つ
い
て
は
、
大
が
か
り
な
も
の

で
は
ガ
ラ
ス
建
築
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
透

明
素
材
を
用
い
た
道
具
類
に
見
ら
れ
る
と
お
り
だ
。

ま
ぶ
さ
び
系
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
、
作
品
制
作
を
す
る
と
き
は
、

透
明
素
材
と
反
射
な
い
し
は
反
映
素
材
と
を
用
い
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
す
き
と
お
り
と
ま
ば
ゆ
さ
と
い
う
、
時
代
と
と

も
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
新
し
い
感
性
を
生
か
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
だ
。
こ
の
面
で
の
個
人
的
な
経
験
か
ら
一
つ
だ
け

挙
げ
れ
ば
、
ま
ぶ
さ
び
掛
軸
を
制
作
し
展
示
し
た
と
き
、
透

明
フ
ィ
ル
ム
と
金
属
シ
ー
ト
を
用
い
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
も
シ

ー
ト
も
、
こ
ん
な
に
薄
い
の
に
、
こ
ん
な
に
丈
夫
な
の
か
と
、

感
心
し
た
こ
と
が
あ
る
。
掛
軸
の
よ
う
な
古
め
か
し
い
ジ
ャ

ン
ル
も
、
新
し
い
透
明
素
材
と
反
映
素
材
を
用
い
る
こ
と
で
、

な
に
が
し
か
の
新
し
み
を
添
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
次
第
だ
。
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3
風
雅
の
四
方
位

自
然
を
友
と
す
る
こ
と
が
基
本
の
は
ず
の
風
雅
に
つ
い
て
、

新
し
い
透
明
素
材
や
反
射
な
い
し
は
反
映
素
材
と
い
っ
た
人

工
物
の
話
が
紛
れ
こ
ん
で
き
た
こ
と
に
、
怪
訝
な
思
い
を
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
思
い
を
払
拭
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
あ
ら
た
め
て
人
間
と
い
う
生
き
も
の
が
置
か
れ
て

い
る
基
本
的
な
条
件
か
ら
、
風
雅
を
と
ら
え
直
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
わ
た
し
が
風
雅
の
四
方
位
と
し
て
提
案

し
て
き
た
の
は
、
い
わ
ば
そ
の
た
め
の
概
念
装
置
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
風
雅
の
四
方
位
の
概
略
を
図
示
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

道
具
と
建
物
の
方
位
は
、
ホ
モ
・
フ
ァ
ベ
ル
︵
製
作
人
︶

と
し
て
規
定
さ
れ
る
人
間
の
基
本
的
な
あ
り
よ
う
に
か
か
わ

る
。
生
き
も
の
と
し
て
の
人
間
の
特
性
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
道
具
や
機
械
を
製
作
・
使
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

四
方
位
の
う
ち
、
道
具
と
建
物
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
は
、
ホ
モ
・

フ
ァ
ベ
ル
と
し
て
の
人
間
の
基
本
条
件
に
か
か
わ
る
も
の
だ
。

こ
こ
で
道
具
と
建
物
の
違
い
は
、
よ
り
小
さ
い
か
、
よ
り
大

き
い
か
の
違
い
で
あ
る
。
た
だ
、
よ
り
大
き
い
方
位
を
推
し

進
め
て
い
け
ば
、
宇
宙
空
間
に
ま
で
及
ぶ
だ
ろ
う
か
ら
、
建

物
に
乗
物
を
加
え
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
こ
こ
で
は
説
明
を
簡

単
に
す
る
た
め
に
、
建
物
に
と
ど
め
て
お
く
。

物
語
の
方
位
も
、
生
き
も
の
と
し
て
の
人
間
を
見
る
と
き
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
あ
る
。
人
は
、
道
具
や
機

械
を
作
り
使
う
だ
け
で
な
く
、
物
語
る
存
在
で
も
あ
る
か
ら

だ
。
架
空
の
存
在
を
信
じ
こ
む
こ
と
で
、
生
き
る
糧
と
し
て

い
る
人
が
い
か
に
多
い
こ
と
か
。
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
、

人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
し
か
じ
か
の
歴
史
の
う
ち
に
自
ら
を
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
歴

史
も
ま
た
物
語
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

や
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
で
、
歴
史
と
物
語
を
さ
す
語
が
同
じ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
う
か
が
え
る
と
お
り
だ
。
た
だ

こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
系
譜
と
い
う
物
語
に
注
目
し
た
い
。
と

い
う
の
も
、
人
は
、
明
示
す
る
か
し
な
い
か
は
別
と
し
て
、
自

分
を
し
か
じ
か
の
系
譜
に
位
置
づ
け
が
ち
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

最
後
に
、
さ
び
の
方
位
を
付
け
く
わ
え
た
の
は
、
生
き
も

の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
は
無
常
を
痛
感
せ
ざ
る
を
え
な
い
か

ら
だ
。
た
だ
、
日
本
人
が
深
い
意
味
を
込
め
て
、
さ
び
と
い

う
語
を
用
い
る
と
き
に
は
、
無
常
が
永
遠
と
表
裏
一
体
の
も

の
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
無
常
／
成

仏
、
と
補
足
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

風
雅
の
四
方
位
の
例
と
し
て
、
茶
の
湯
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

道
具
の
方
位
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
茶
道
具
が
作
り
だ
さ
れ
、
作

ら
れ
て
き
た
し
、
建
物
の
方
位
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
あ

の
茶
の
湯
な
ら
で
は
の
建
物
と
し
て
の
茶
室
が
あ
る
。
ま
た
、

系
譜
と
い
う
物
語
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
多
く
の
茶
人
が
、
利

休
か
ら
の
系
譜
、
た
と
え
狭
義
の
家
元
に
属
さ
ず
と
も
利
休

か
ら
の
系
譜
を
、
意
識
せ
ざ
る
を
え
ま
い
。
当
の
利
休
に
し

た
と
こ
ろ
で
、
村
田
珠
光
︱
武
野
紹
鷗
と
い
う
系
譜
を
意
識

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ろ
う
。
さ
び
に
つ
い
て
は
、﹁
侘
の
本

意
は
、
清
浄
無
垢
の
仏
世
界
を
表
し
」︵﹃
南
方
録
﹄︶
と
い
う

利
休
の
言
葉
に
も
あ
る
と
お
り
、
茶
の
湯
が
、
そ
の
ま
ま
﹁
仏

心
の
露
出
す
る
所
」︵
同
前
︶
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。

で
は
今
度
は
、
ま
ぶ
さ
び
を
風
雅
の
四
方
位
に
即
し
て
見

て
み
よ
う
。
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
新
し
い
透
明
素
材
と
反
射
な

い
し
は
反
映
素
材
へ
の
好
み
は
、
道
具
と
建
物
の
方
位
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。

道
具
と
い
う
か
小
さ
め
の
物
品
に
つ
い
て
は
、
挙
げ
だ
し

た
ら
切
り
が
な
い
だ
ろ
う
が
、
展
覧
会
に
出
し
た
作
品
で
使

用
し
た
も
の
に
限
っ
て
、
少
し
だ
け
挙
げ
て
み
よ
う
。
一
つ

は
、︽
定
家
宛
て
百
人
一
滝
︾
で
使
用
し
た
O
H
P
シ
ー
ト

と
透
明
封
筒
で
あ
る
。
滝
見
立
て
の
詩
作
品
を
プ
リ
ン
ト
し

て
透
明
封
筒
に
入
れ
た
も
の
を
、
ガ
ラ
ス
戸
に
貼
り
つ
け
て

展
示
す
る
こ
と
で
、
三
種
類
の
透
明
素
材
を
重
ね
て
み
た
の

だ
。
反
射
な
い
し
は
反
映
素
材
で
い
え
ば
、
化
粧
用
に
使
わ

れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
鏡
面
も
含
め
、
こ
の
コ
ン
パ
ク

ト
に
超
絶
短
詩
を
書
き
こ
ん
で
、
超
絶
短
詩
オ
ブ
ジ
ェ
に
仕

立
て
た
わ
け
だ
。

建
物
に
つ
い
て
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ぶ
さ
び
と
い
う

語
を
使
い
は
じ
め
た
の
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
名
前
﹁
ま
ぶ

さ
び
庵
」
か
ら
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
見
学
に
来
た
い
と
い

う
人
が
あ
っ
て
、
困
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
何
も
こ
と
さ
ら
期

待
さ
れ
る
よ
う
な
、
し
ゃ
れ
た
庵
め
い
た
も
の
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
種
の
建
物
へ
の
愛
好
が
な
か
っ

た
わ
け
で
も
な
い
も
の
だ
か
ら
、
あ
る
展
覧
会
︵﹁
言
ノ
葉
ノ

か
げ
」
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
︶
の
機
会
に
、
ち

風雅の四方位

道　具 物　語

建　物

さ　び

無常／成仏
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ょ
っ
と
し
た
仕
掛
け
と
し
て
、︽
ま
ぶ
さ
び
鏡
1
︾
と
︽
ま
ぶ

さ
び
鏡
2
︾
を
作
る
こ
と
に
し
た
。︽
ま
ぶ
さ
び
鏡
1
︾
は
ア

ク
リ
ル
・
ミ
ラ
ー
、︽
ま
ぶ
さ
び
鏡
2
︾
は
ア
ク
リ
ル
・
ガ
ラ

ス
を
用
い
て
あ
っ
て
、
い
わ
ば
展
覧
会
場
を
ま
ぶ
さ
び
庵
に

変
え
る
装
置
と
し
て
考
案
し
た
の
で
あ
る
。
ミ
ソ
は
、︽
ま
ぶ

さ
び
鏡
2
︾
を
南
側
壁
面
に
、︽
ま
ぶ
さ
び
鏡
1
︾
は
北
側
壁

面
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
透

明
ガ
ラ
ス
に
よ
る
︽
ま
ぶ
さ
び
鏡
2
︾
を
南
側
に
置
く
こ
と

で
、
月
の
光
が
差
し
こ
む
よ
う
に
と
の
見
立
て
で
あ
る
。
こ

う
す
る
こ
と
で
、
貧
乏
学
者
が
背
伸
び
し
て
庵
な
ん
ぞ
に
趣

向
を
凝
ら
さ
な
く
と
も
、︽
ま
ぶ
さ
び
鏡
︾
二
点
を
持
ち
は
こ

び
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
場
が
、
ま
ぶ
さ
び
庵
に
変
わ
る
だ
ろ

う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
、
高
さ
一
八
〇
セ
ン
チ
、
幅
五

〇
セ
ン
チ
の
︽
ま
ぶ
さ
び
鏡
︾
は
簡
単
に
持
ち
は
こ
べ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
仕
掛
け
を
生

か
せ
た
展
覧
会
は
、
ま
だ
二
回
し
か
開
か
れ
て
い
な
い
。

系
譜
と
い
う
物
語
に
つ
い
て
い
え
ば
、
と
り
わ
け
意
識
し

て
い
る
の
は
、
室
町
時
代
の
僧
で
連
歌
師
の
心
敬
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
心
敬
に
は
、
透
き
と
お
っ
た
水
や
氷
へ
の
異

常
な
ま
で
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
い
わ
ば
そ
れ
を
風
雅
の
理

想
も
し
く
は
美
的
理
念
に
ま
で
高
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
だ
。
彼
の
い
う
﹁
氷
の
艶
」
や
﹁
ひ
え
さ
び
」
と
は
、
そ

の
よ
う
な
理
念
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
が
、
す

き
と
お
り
の
美
学
の
走
り
と
い
え
る
と
す
れ
ば
、
明
恵
上
人

の
絶
唱
歌
﹁
あ
か
あ
か
や
あ
か
あ
か
あ
か
や
あ
か
あ
か
や
あ

か
あ
か
あ
か
や
あ
か
あ
か
や
月
」
は
、
明
恵
と
い
う
絶
妙
の

名
前
と
と
も
に
、
ま
ば
ゆ
さ
の
美
学
の
空
前
絶
後
の
表
明
だ

っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
心
敬
に
せ
よ
、

明
恵
に
せ
よ
、
心
敬
は
台
密
、
明
恵
は
厳
密
と
も
い
わ
れ
る

と
お
り
、
密
教
が
根
底
に
あ
る
こ
と
を
見
の
が
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
さ
び
の
話
に
も

直
結
す
る
。

実
は
、
心
敬
の
﹁
氷
の
艶
」
や
﹁
ひ
え
さ
び
」
の
思
想
は
、

空
海
か
ら
安
然
へ
と
継
承
さ
れ
た
十
識
心
の
考
え
に
裏
打
ち

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
︵
菅
基
久
子
﹃
心
敬
　
宗
教
と
芸
術
﹄
創

文
社
、
二
〇
〇
〇
年
︶。
十
識
心
の
中
で
も
も
っ
と
も
深
い
と

さ
れ
る
第
十
識
心
す
な
わ
ち
一
一
識
心
に
お
い
て
こ
そ
、
無

常
即
永
遠
を
し
っ
か
り
と
理
解
で
き
る
と
考
え
た
心
敬
は
、
表

裏
一
体
の
無
常
と
永
遠
を
、
水
と
氷
と
の
関
係
に
た
と
え
た

の
で
あ
る
。
動
き
波
立
つ
水
は
、
確
か
に
無
常
そ
の
も
の
を

あ
ら
わ
し
も
し
よ
う
が
、
動
か
ず
波
立
ち
も
し
な
い
氷
は
、
永

遠
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
場
合
、
同
じ
水
が
凍
り
、
同
じ
氷
が

溶
け
て
水
に
な
る
。
同
様
に
、
無
常
と
永
遠
も
表
裏
一
体
だ

と
い
う
の
だ
。
さ
び
の
思
想
に
は
、
こ
の
よ
う
な
密
教
哲
学

が
流
れ
て
お
り
、
ま
ぶ
さ
び
も
、
さ
び
と
い
う
以
上
、
そ
の

よ
う
な
哲
学
を
自
分
な
り
に
受
け
つ
ぎ
、
深
め
よ
う
と
す
る

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

4
風
雅
と
成
仏

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
風
雅
は
風
雅
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
密
教
的

に
い
え
ば
、
風
雅
は
成
仏
に
通
じ
る
の
だ
。
ま
ぶ
さ
び
で
い

え
ば
、
ま
ぶ
さ
び
遊
が
風
雅
に
当
た
る
と
す
れ
ば
、
ま
ぶ
さ

び
行
は
成
仏
に
当
た
る
だ
ろ
う
。

ま
ぶ
さ
び
行
は
、
光
の
滝
の
入
我
我
入
の
体
験
か
ら
始
ま

っ
た
。
両
手
の
平
で
く
ぼ
み
を
作
り
、
そ
の
く
ぼ
み
を
滝
壺

と
し
て
光
の
滝
が
降
り
そ
そ
い
で
く
る
︵
入
我
︶。
そ
の
う
ち
、

手
の
平
か
ら
光
の
滝
が
あ
ふ
れ
出
し
、
自
分
が
広
大
な
光
の

滝
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
︵
我
入
︶。
光

の
滝
が
我
に
入
り
、
我
が
光
の
滝
に
入
る
、
と
い
う
入
我
我

入
を
繰
り
か
え
す
。
こ
の
よ
う
な
一
種
の
行
を
、
あ
る
切
羽

詰
ま
っ
た
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
と
き
、
ふ
と
思
い
た
っ

て
始
め
た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
、
苦
し
さ
か
ら
解
き
は
な

《まぶさび鏡2》
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た
れ
、
奥
深
く
か
ら
力
が
湧
い
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
身
体
の
ポ
ー
ズ
と
光
の
滝
の
観
想
か
ら
始

ま
っ
た
ま
ぶ
さ
び
行
は
、
密
教
で
い
う
身
口
意
の
三
密
の
う

ち
、
身
と
意
だ
け
で
、
口
を
欠
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
こ

に
﹁
ま
ぶ
し
さ
の
、
さ
び
し
さ
に
、
ふ
り
そ
そ
ぐ
」
と
い
う
、

ま
ぶ
さ
び
詩
を
あ
わ
せ
唱
え
る
こ
と
で
、
い
ち
お
う
は
、
身

口
意
の
三
密
を
完
備
し
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
こ
れ
ま
た
易
行
と
い
え
ば
、
易
行
に
は
違
い
な

い
。
実
際
に
、
激
し
い
滝
水
に
う
た
れ
る
滝
行
に
打
ち
こ
ん

で
い
る
人
を
見
る
と
、
な
ん
と
な
く
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に

さ
え
な
る
ほ
ど
だ
。
わ
た
し
の
研
究
室
に
来
て
い
た
イ
ス
ラ

エ
ル
の
留
学
生
は
、
朝
お
寺
に
行
っ
て
は
三
〇
分
ほ
ど
坐
禅

を
組
ん
で
い
た
が
、
ま
ぶ
さ
び
行
な
ら
五
分
で
も
で
き
る
よ

と
い
っ
た
ら
、
あ
き
れ
て
も
い
た
。

し
か
し
、
あ
わ
た
だ
し
い
都
市
生
活
の
た
だ
中
で
も
、
簡

単
に
で
き
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の
利
点
も
あ
る
。
わ
た

し
の
よ
う
に
ル
ー
ズ
な
人
間
に
は
、
ど
だ
い
、
難
行
苦
行
を

続
け
る
な
ど
無
理
な
注
文
な
の
だ
。
逆
に
い
う
と
、
こ
の
よ

う
な
易
行
を
と
お
し
て
、
空
海
を
は
じ
め
と
す
る
密
教
者
の

こ
と
を
は
る
か
に
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ

れ
だ
け
で
も
人
生
で
得
ら
れ
た
宝
物
と
い
え
る
。
易
行
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
宝
物
を
手
放
す
必
要
は
あ
る
ま
い
。

と
も
あ
れ
、
ま
ぶ
さ
び
行
は
基
本
が
簡
単
な
だ
け
に
、
環

境
や
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
思
い

出
深
い
の
は
、
ロ
ー
マ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
パ

ン
テ
オ
ン
で
ま
ぶ
さ
び
行
を
試
み
た
こ
と
だ
。
パ
ン
テ
オ
ン

は
、
天
井
が
ぽ
っ
か
り
と
空
い
て
い
る
た
め
、
わ
た
し
に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
光
る
滝
の
聖
域
で
あ
る
。
お
ま
け
に
床
の

下
に
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
を
は
じ
め
と
し
た
偉
人
た
ち
の
墓

も
あ
っ
て
、
さ
び
し
む
聖
所
で
も
あ
る
。
ま
さ
に
、
ま
ぶ
し

さ
の
、
さ
び
し
さ
に
、
ふ
り
そ
そ
ぐ
、
場
所
と
も
い
え
る
パ

ン
テ
オ
ン
で
、
観
光
客
の
行
き
交
う
中
、
立
ち
ど
ま
っ
た
ま

ま
、
う
っ
す
ら
と
目
を
開
き
、
両
手
の
平
で
く
ぼ
み
を
作
り
、

光
る
滝
の
入
我
我
入
を
、
何
度
か
体
験
し
た
の
だ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
体
験
も
、
易
行
な
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
と
思
う
。
要

す
る
に
、
あ
ま
り
目
立
た
ず
に
試
み
た
い
。
ど
こ
か
に
そ
ん

な
思
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

風
雅
の
試
み
、
ま
ぶ
さ
び
遊
だ
け
で
あ
れ
ば
、
思
い
つ
い

た
と
き
、
あ
る
い
は
展
覧
会
や
本
の
出
版
な
ど
の
よ
う
な
与

え
ら
れ
た
機
会
に
応
じ
て
、
試
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、

ど
う
し
て
も
散
発
的
で
、
へ
た
を
す
る
と
断
片
的
に
な
り
や

す
い
。
ま
ぶ
さ
び
行
な
ら
、
毎
日
、
い
つ
で
も
や
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
そ
れ
な
り
の
集
中
性
を
も
つ
。
ま
ぶ
さ
び
行
は
、

拡
散
し
が
ち
な
こ
と
を
集
約
し
、
ぐ
っ
と
引
き
し
め
る
役
割

を
果
た
す
の
だ
。
そ
れ
こ
そ
、
お
し
な
べ
て
風
雅
に
対
す
る

成
仏
の
関
係
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

5
そ
ら
う
み
間
、い
ま
か
つ
て
間

歴
代
の
高
僧
の
名
前
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
思
想
な
り
活
動

な
り
を
象
徴
し
て
い
る
か
に
見
え
る
も
の
も
多
く
て
、
あ
れ

こ
れ
と
思
い
を
は
せ
さ
せ
て
も
ら
え
る
。
明
恵
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
触
れ
た
。
臨
済
の
禅
僧
で
日
本
庭
園
の
ク
リ
エ
イ
タ

ー
だ
っ
た
夢
窓
疎
石
の
名
な
ど
は
、
く
や
し
い
ほ
ど
に
素
敵

で
あ
る
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
、
そ
の
大
き
さ
と
深
さ

に
お
い
て
空
海
の
名
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。

考
え
て
み
れ
ば
、
滝
も
ま
た
、
空
と
海
の
あ
い
だ
を
実
感

さ
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。
空
海
そ
の
人
の
思
想
と
行
動
が
、
空

の
よ
う
に
高
く
、
海
の
よ
う
に
深
い
と
こ
ろ
か
ら
、
無
常
で

あ
る
ほ
か
な
い
こ
の
世
の
あ
れ
こ
れ
を
、
力
強
く
肯
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
ぶ
さ
び
行
に
せ
よ
、
ま
ぶ
さ
び

遊
に
せ
よ
、
こ
の
肯
定
を
受
け
つ
ぎ
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
創

造
的
に
繰
り
ひ
ろ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

た
だ
、
そ
の
た
め
に
も
大
切
な
の
は
、
人
間
が
あ
く
ま
で

生
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
失
わ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
生
き

も
の
ゆ
え
に
無
常
に
さ
ら
さ
れ
、
生
き
も
の
ゆ
え
に
無
常
な

る
ま
ま
肯
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
生

き
も
の
は
、
生
命
進
化
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
海
か
ら
生
ま
れ
、
進

化
の
果
て
に
は
宇
宙
空
間
へ
と
活
動
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
海
か
ら
空
へ
、
そ
の
広
が
り
は
、
確
か
に
、
生
き
も
の

と
し
て
の
人
間
の
勢
い
を
象
徴
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
勢

い
も
肯
定
し
つ
つ
、
現
存
の
生
存
者
数
を
は
る
か
に
凌
駕
す

る
死
者
た
ち
へ
の
思
い
も
忘
れ
な
い
。
そ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
、

新
し
み
つ
つ
さ
び
し
み
、
さ
び
し
み
つ
つ
新
し
む
こ
と
な
の

だ
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
ら
う
み
間
は
、
い
ま
か
つ
て
間
に

裏
打
ち
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ま

を
新
し
み
、
か
つ
て
を
さ
び
し
む
、
そ
れ
こ
そ
が
、
生
き
も

の
と
し
て
の
人
間
の
基
本
的
な
あ
り
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
基

本
的
な
あ
り
よ
う
こ
そ
が
、
そ
ら
う
み
間
の
広
が
り
に
満
ち

満
ち
て
い
る
の
だ
か
ら
。

そ
う
い
っ
た
次
第
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
文
章
を
、
京
都

学
派
の
哲
学
に
つ
ら
な
る
評
論
家
だ
っ
た
唐
木
順
三
の
﹃
無

常
﹄︵
一
九
六
四
年
︶
か
ら
引
く
。

芭
蕉
は
造
化
の
中
に
ゐ
る
。
飛
花
落
葉
の
中
に
ゐ
る
。

旅
人
芭
蕉
の
歩
調
と
と
も
に
、
自
然
も
歩
調
を
合
せ
て
歩

ん
で
ゐ
る
。
時
が
荘
厳
さ
れ
る
の
は
こ
の
世
界
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
裸
形
の
時
間
と
い
ふ
抽
象
は
な
い
。
山
の
時
間
、

石
の
時
間
、
そ
し
て
人
お
の
お
の
の
時
間
が
あ
る
。
こ
の

さ
ま
ざ
ま
な
時
間
の
共
同
体
へ
出
る
こ
と
が
、
広
い
世
界

へ
出
る
と
い
ふ
こ
と
の
本
質
的
な
意
味
で
あ
る
。
時
で
は

な
い
﹁
有
時
」
と
い
ふ
の
は
か
う
い
ふ
時
間
を
い
ふ
の
で

あ
ら
う
。
無
常
が
無
常
の
ま
ま
に
荘
厳
さ
れ
て
、
そ
の
ま

ま
に
表
現
世
界
と
な
る
と
い
ふ
趣
で
あ
る
。
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芭
蕉
に
触
れ
つ
つ
、
風
雅
に
つ
い
て
、
成
仏
に
つ
い
て
、
そ

ら
う
み
間
に
つ
い
て
、
い
ま
か
つ
て
間
に
つ
い
て
、
本
論
考

で
語
っ
て
き
た
こ
と
ど
も
を
、
言
葉
豊
か
に
語
り
な
お
し
た

か
の
よ
う
な
文
章
で
は
あ
る
。
た
だ
、
惜
し
む
ら
く
は
、﹁
有

時
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
も
う
か
が
え
る
と
お
り
、
唐
木
は

道
元
の
思
想
に
依
拠
し
て
い
る
の
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ

の
よ
う
な
か
た
ち
で
﹁
荘
厳
」
を
語
る
の
は
、
基
本
的
に
は

空
海
の
考
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
京
都
学
派
を
は
じ
め
、
唐

木
も
ま
た
、
平
安
密
教
に
無
知
な
時
代
の
子
だ
っ
た
の
で
あ

る
。い

ま
一
つ
惜
し
む
ら
く
は
、
道
元
に
究
極
の
﹁
無
常
の
形

而
上
学
」
を
見
る
唐
木
は
、
無
常
を
、
そ
れ
以
上
に
突
き
つ

め
て
考
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。﹁
さ
ま
ざ
ま
な
時

間
の
共
同
体
」
を
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
い
ま
か
つ
て
間
の
リ

ズ
ム
の
多
様
性
、
い
わ
ば
ポ
リ
リ
ズ
ム
が
前
提
と
な
る
は
ず

だ
ろ
う
し
、
そ
ら
う
み
間
の
広
や
か
な
世
界
も
ま
た
、
い
ま

か
つ
て
間
の
ポ
リ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
成
り
た
っ
て
い
る
は
ず

な
の
だ
か
ら
。

6
ま
ぶ
さ
び
的
大
日
如
来
観

そ
ら
う
み
間
と
、
い
ま
か
つ
て
間
、
そ
れ
を
突
き
つ
め
た

と
こ
ろ
に
開
か
れ
る
世
界
こ
そ
、
密
教
で
い
う
密
厳
国
土
に

当
た
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
密
厳
国
土
と
不
可
分

の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
即
身
成
仏
で
あ
る
。
密

厳
国
土
と
成
仏
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
参
考
に
な
る
の
は
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
い
ま
か
つ
て
間
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
か
ら
抽
出
し
た
も
の

だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
晩
年
に
た
ど
り
つ

い
た
開
い
た
社
会
と
神
秘
家
に
つ
い
て
の
考
え
を
参
照
し
た

い
。ベ

ル
ク
ソ
ン
の
い
う
神
秘
家
と
は
、
単
に
観
想
に
ふ
け
る

人
の
こ
と
で
は
な
く
、
あ
り
あ
ま
る
行
動
の
人
で
あ
る
。
対

象
の
な
い
愛
、
限
界
の
な
い
愛
と
い
う
ほ
か
な
い
愛
に
魅
せ

ら
れ
る
こ
と
で
、
神
秘
家
は
、
多
く
の
人
々
が
置
か
れ
て
い

る
閉
じ
た
社
会
の
束
縛
を
破
り
、
開
い
た
社
会
を
か
い
ま
見

せ
る
と
い
う
の
だ
。

わ
た
し
の
言
葉
で
言
い
な
お
し
つ
つ
、
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す

る
な
ら
、
人
と
宇
宙
と
の
異
交
通
な
い
し
は
二
重
生
成
に
よ

っ
て
、
人
は
、
同
じ
個
人
で
あ
り
な
が
ら
、
神
秘
家
と
い
う

別
様
の
人
格
へ
と
変
成
し
、
こ
の
世
も
ま
た
、
こ
の
世
の
ま

ま
で
、
開
い
た
社
会
へ
と
変
成
す
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
世

の
あ
り
と
あ
る
も
の
が
、
神
の
愛
の
対
象
と
し
て
感
じ
ら
れ

て
こ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
感
じ
方
の
転
換
こ
そ
、
身
心
変
容

を
証
し
だ
て
る
も
の
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

ほ
ぼ
同
じ
こ
と
は
、
即
身
成
仏
と
密
厳
国
土
と
の
関
係
に

も
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
人
は
、
そ
の
人
で
あ

る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
身
の
ま
ま
で
仏
に
成
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
成
仏
し
た
者
た

ち
に
よ
り
織
り
な
さ
れ
る
の
が
、
密
厳
国
土
だ
。
即
身
成
仏

も
密
厳
国
土
も
、
や
は
り
人
と
宇
宙
と
の
異
交
通
な
い
し
は

二
重
生
成
に
よ
り
出
来
し
よ
う
。
人
は
人
で
あ
り
な
が
ら
、
別

様
の
人
格
す
な
わ
ち
仏
へ
と
変
成
し
、
こ
の
世
も
ま
た
、
こ

の
世
の
ま
ま
で
、
密
厳
国
土
へ
と
変
成
す
る
。
そ
の
結
果
、
あ

り
と
あ
る
も
の
が
仏
性
あ
る
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
も
こ

よ
う
。
ま
さ
に
悉
皆
成
仏
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
感
じ
方
の

転
換
も
ま
た
、
身
心
変
容
を
証
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

空
海
の
即
身
成
仏
論
は
、
宇
宙
そ
の
も
の
を
尊
格
化
し
た

と
い
っ
て
よ
い
大
日
如
来
が
、
自
分
の
心
の
深
奥
に
存
在
す

る
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
夜
空
の

星
た
ち
を
新
し
み
つ
つ
も
、
い
ま
感
取
さ
れ
る
星
た
ち
の
中

に
は
、
す
で
に
滅
び
た
も
の
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

思
い
も
込
め
て
さ
び
し
む
。
そ
の
よ
う
な
受
け
と
め
方
を
す

る
と
き
、
す
で
に
心
は
大
日
如
来
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
星
た
ち
を
新
し
み
つ
つ
さ
び
し

む
と
き
、
宇
宙
は
荘
厳
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

4
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本
稿
は
﹁
無
心
の
知
恵
」
を
﹁
ケ
ア
の
思
想
」
と
つ
な
ぐ

試
み
。
そ
の
目
標
を
﹁
無
心
の
ケ
ア
」
と
呼
ん
で
み
る
な
ら
、

い
つ
の
日
か
本
格
的
に
﹁
無
心
の
ケ
ア
」
を
検
討
す
る
た
め

の
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

1
ケ
ア
す
る
側
が
無
心
に
な
る

1-

1「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」と
い
う
言
葉

﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
、
現
時
点
で
は
、

一
義
的
な
定
義
は
な
い1

。

本
稿
は
、
広
く
﹁
人
生
の
危
機
に
あ
る
人
と
関
わ
る
こ
と
」

と
理
解
す
る
。
人
生
の
い
か
な
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ

﹁
人
生
の
危
機
」
の
渦
中
に
あ
る
人
と
関
わ
る
こ
と
を
﹁
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
と
理
解
す
る
。

そ
う
し
た
危
機
の
最
た
る
場
面
が
﹁
死
と
向
き
合
う
終
末

期
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
若
い
人
た
ち
も
、

形
は
違
う
と
し
て
も
﹁
人
生
の
危
機
」
に
直
面
す
る
。
若
い

人
た
ち
も
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
を
必
要
と
す
る
。
し

た
が
っ
て
本
稿
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
終
末
期
医
療
に

限
定
し
な
い
。
人
生
に
お
け
る
﹁
危
機
」
に
直
面
し
た
場
合
、

人
は
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
を
必
要
と
す
る
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
本
稿
の
焦
点
は
﹁
ケ
ア
す
る
人
」
に
あ
る
。

﹁
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
」
で
は
な
く
て
﹁
ケ
ア
す
る
人
」。

﹁
人
生
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
人
た
ち
を
ケ
ア
す
る
側
」
の

問
題
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
の
が
よ
い
の
か
。
ど
の
よ
う
な
心
で
接
す

る
の
が
よ
い
の
か
。
そ
し
て
自
分
自
身
の
心
を
ど
の
よ
う
に

整
え
て
お
く
の
が
よ
い
の
か
。

1-

2
　「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」と
い
う
言
葉
の
問
題

﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
」
と
い
う
場
合
、
注
意
し
た
い

の
は
、
そ
れ
が
﹁
精
神
的
な
ペ
イ
ン
」
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
で
あ
る
。﹁
精
神
的
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
頭
の

中
の
悩
み
ご
と
や
気
持
ち
の
問
題
︵
気
の
持
ち
よ
う
︶
が
連
想

さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
違
う
。﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
」

は
単
な
る
気
持
ち
の
痛
み
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
単
な
る
肉
体

の
痛
み
で
も
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
同
じ
だ
け
精
神
の
痛
み

と
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
肉
体
と
精
神
と
を

区
別
し
た
上
で
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
痛
み
な
の
で
は
な

い
。
肉
体
も
精
神
も
す
べ
て
含
ん
だ
そ
の
人
全
体
の
痛
み
。

全
人
格
が
痛
ん
で
い
る
。
肉
体
も
精
神
も
含
ん
だ
そ
の
す
べ

て
の
土
台
に
関
わ
っ
て
い
る
。
身
体
性
も
精
神
性
も
そ
の
す

べ
て
を
含
み
込
ん
だ
ひ
と
り
の
人
の
全
体
に
関
わ
る
次
元
な

の
で
あ
る
。

﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
も
そ
う
し
た
次
元
で
理
解
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ケ
ア
は
、
ひ
と
り
の
人
全
体
に

関
わ
る
こ
と
。
全
人
格
を
ま
る
ご
と
ケ
ア
す
る
こ
と
。
そ
の

点
が
決
定
的
に
重
要
に
な
る
。
そ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
﹁
ケ

ア
す
る
人
」
に
は
何
が
必
要
に
な
る
の
か
。

1-

3
　�

最
後
は
、無
心
に
な
っ
て
患
者
と
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か

本
稿
は
﹁
無
心
の
知
恵
」
を
手
掛
か
り
に
す
る
。
ケ
ア
す

る
人
が
﹁
無
心
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
。﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
」
と
は
、
ケ
ア
す
る
人
が
﹁
無
心
に
な
っ
て
ケ
ア
す
る
」

こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

あ
る
時
、
精
神
医
学
の
先
生
が
こ
ん
な
こ
と
を
語
っ
て
お

ら
れ
た
。﹁
最
後
は
、
無
心
に
な
っ
て
患
者
と
向
き
合
う
こ
と

無
心
の
ケ
ア
の
た
め
に
―
断
片
ノ
ー
ト

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

西
平 

直

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
／
教
育
人
間
学
・
教
育
哲
学
・
臨
床
教
育
学
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が
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
鍵
に
な
る
」。

精
神
科
の
治
療
に
は
大
切
な
知
識
や
理
論
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
だ
が
、
し
か
し
最
後
は
﹁
無
心
に
な
っ
て
患
者
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
」、
そ
れ
が
試
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
こ
の
言
葉
が
﹁
理
論
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
大
切
さ
」
を
語
る
話
の
中
に
登
場
し
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
理
論
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
大
切
な
の
だ
が
、
し
か

し
そ
れ
が
通
用
し
な
く
な
る
時
が
あ
る
。
そ
の
時
、﹁
最
後
は
、

無
心
に
な
っ
て
患
者
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
」。

そ
れ
が
試
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
の

だ
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
が
通
用
し
な
く
な
る
時
が
あ
る
。
そ

の
時
、
最
後
に
は
、
無
心
に
な
っ
て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
あ
る
い
は
知
識
や
テ
ク
ニ

ッ
ク
の
使
い
方
も
、
実
は
、
初
め
か
ら
﹁
無
心
に
な
っ
て
向

き
合
う
」
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味

合
い
が
違
っ
て
く
る
。
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
べ
て
解
決

で
き
る
と
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
最
初
か
ら
そ
の
限
界

を
心
得
な
が
ら
用
い
る
の
か
。

知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
べ
て
対
応
で
き
る
と
考
え
る
場

合
、﹁
無
心
に
な
っ
て
向
き
合
う
」
な
ど
と
い
う
話
は
意
味
を

な
さ
な
い
。
有
効
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
怠
慢
に
見

え
る
。
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぼ
う
と
す
る
向
学
心
を
惑

わ
す
危
険
な
思
想
と
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
困
っ
た
こ

と
に
、
医
療
現
場
に
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
を
根
付
か

せ
よ
う
と
努
力
し
て
お
ら
れ
る
方
々
に
、
し
ば
し
ば
戸
惑
い

を
与
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
経
験
豊
か
な
実
践
家
ほ
ど
、
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク

の
限
界
を
心
得
て
い
る
。
そ
し
て
予
測
で
き
な
い
事
態
を
自

分
の
守
備
範
囲
に
入
れ
て
い
る
。
自
分
の
枠
組
み
で
は
対
応

で
き
な
い
場
面
。
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
通
用
し
な
い
状
況
。

あ
る
い
は
、
危
機
や
挫
折
や
行
き
詰
ま
り
に
お
い
て
、
今
ま

で
の
自
分
の
枠
組
み
が
な
く
な
っ
た
時
、
初
め
て
、
内
側
か

ら
動
き
出
す
と
い
う
。
そ
し
て
﹁
最
後
は
、
無
心
に
な
っ
て

患
者
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
」、
そ
れ
が
試
さ

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る2

。

1-

4
　
用
語
の
整
理

こ
こ
で
用
語
を
少
し
だ
け
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
﹁
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
﹁
無
心
」
の
関
係
に
つ
い
て
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
＝
無
心
」
で
は
な
い
。
無
心

と
は
関
係
の
な
い
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
も
あ
り
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
関
わ
り
の
な
い
無
心
と
い
う
用
語
法
も

あ
る
。
し
か
し
互
い
に
一
部
分
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
一
断
面
、
無

心
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
一
断
面

に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

次
は
、﹁
ケ
ア
」
と
﹁
無
心
」
の
関
係
に
つ
い
て
。
無
心
の

知
恵
は
日
本
の
思
想
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
て
き
た
の

だ
が
、﹁
ケ
ア
の
世
界
」
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
無
心
は
書
道

や
剣
道
の
中
で
語
ら
れ
て
も
、﹁
ケ
ア
」
と
結
び
付
け
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
、
す
な
わ
ち
、
無
心
の

知
恵
が
人
間
関
係
︵
対
人
関
係
︶
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
語
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
は
、﹁
無
心
の
思
想
に
お
け
る
他

者
の
問
題
」
と
し
て
、
息
の
長
い
検
討
を
必
要
と
す
る3

。

1-

5
　
無
心
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

無
心
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
多
様
な
理
解
が
あ
っ

た
。
手
掛
か
り
と
し
て
二
つ
の
視
点
を
見
る
。

一
つ
は
、﹁
無
心
に
な
る
時
、
も
の
は
初
め
て
、
そ
の
本
来

の
姿
を
現
わ
す
」
と
い
う
鈴
木
大
拙
の
理
解
。
こ
ち
ら
側
が

無
心
に
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、
も
の
が
、
あ
ち
ら
側
か
ら
、
そ

の
本
来
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。

ケ
ア
の
場
面
で
言
え
ば
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ア
す

る
側
が
無
心
に
な
る
時
、
初
め
て
、
ケ
ア
さ
れ
る
人
は
、
そ

の
﹁
本
来
の
姿
」
を
現
わ
す
。
逆
に
、
ケ
ア
す
る
側
が
無
心

に
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、
ケ
ア
さ
れ
る
人
が
﹁
本
来
の
姿
」
を

見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
私
た
ち
が
、
無
心
に
な
る
時
︵
正
確

に
は
、
無
心
に
な
ろ
う
と
努
め
な
が
ら
相
手
と
向
き
合
う
時
︶、
相

手
は
、
強
が
っ
た
り
偽
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
素
直
に
自

分
を
表
現
で
き
る
。
正
確
に
は
、
そ
の
時
こ
そ
、
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
が
最
も
素
直
に
自
分
自
身
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、
そ

し
て
そ
れ
が
自
分
自
身
の
﹁
姿
」
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入

れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

も
う
一
つ
は
、﹁
ど
こ
に
も
置
か
ぬ
心
」
と
い
う
沢
庵
禅
師

の
理
解
。﹁
無
心
」
と
は
心
を
一
カ
所
に
留
め
な
い
こ
と
。
常

に
流
れ
る
、
し
な
や
か
な
心
。
柔
軟
で
、
自
在
に
動
く
心
。

ケ
ア
の
場
面
で
言
え
ば
、
ケ
ア
す
る
人
は
、
水
の
よ
う
に
、

自
由
に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

の
固
ま
っ
た
心
を
溶
か
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
ケ
ア
す
る
側

の
心
が
固
ま
っ
て
い
た
ら
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
大
切
な
の
は

相
手
の
心
の
流
れ
に
寄
り
添
う
よ
う
に
、
自
在
に
動
く
こ
と
。

本
稿
は
こ
う
し
た
二
つ
の
理
解
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、

無
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
い
る4

。

2
世
阿
弥
の「
用
心
」

2-

1
　
用
心
し
て
い
る
限
り
名
人
で
は
な
い

﹁
無
心
の
ケ
ア
」
と
い
う
発
想
の
土
台
は
世
阿
弥
の
﹁
伝

書
」
で
あ
る
。
世
阿
弥
は
﹁
用
心
し
て
い
る
限
り
名
人
で
は

な
い
」
と
い
う
。
一
方
で
、﹁
用
心
」
の
必
要
を
繰
り
返
し
強

調
し
つ
つ
、
し
か
し
他
方
で
、﹁
用
心
し
て
い
る
限
り
名
人
に

は
な
れ
な
い
」、﹁
名
人
は
用
心
し
な
い
」
と
い
う5

。

こ
の
﹁
用
心
」
は
、
ケ
ア
の
話
で
言
え
ば
﹁
知
識
や
テ
ク
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ニ
ッ
ク
」
に
当
た
る
。
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
重
要
で
あ
る

の
だ
が
、
し
か
し
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
頼
っ
て
い
る
か
ぎ

り
名
人
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
稽

古
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
人
は
初
め
か
ら
名
人
を
真
似

て
は
い
け
な
い
。
あ
く
ま
で
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
そ

の
先
に
、
そ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2-

2
　「
似
す
る
」「
似
せ
ぬ
」「
似
得
る
」

世
阿
弥
は
﹁
似
す
る
」﹁
似
せ
ぬ
」﹁
似
得
る
」
と
い
う
言

葉
を
使
う
。
あ
ら
か
じ
め
図
に
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

関
係
に
な
る
。

2-

3
　「
似
す
る
」

﹁
似
す
る
」
は
、
真
似
る
・
学
ぶ
で
あ
る
。
知
識
を
学
び
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
習
得
す
る
。
当
然
そ
の
時
に
は
細
心
の
注
意︵
用

心
︶
が
必
要
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
段
階
に
至
る
と
、
も

は
や
﹁
似
す
る
」
必
要
が
な
く
な
る
。

2-

4
　「
似
せ
ぬ
」

﹁
似
せ
ぬ
」
は
、
も
は
や
、
似
せ
よ
う
と
し
な
い
。
知
識
や

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
こ
と
と
は
異
な
る
次
元
が
開
け
る
。
と

こ
ろ
が
て
い
ね
い
に
見
る
と
世
阿
弥
の
語
り
方
に
は
い
く
つ

か
異
な
る
議
論
が
含
ま
れ
て
い
る
。

︵
1
︶
似
す
る
必
要
が
な
い
。
例
え
ば
、﹁
物
ま
ね
に
似
せ
ぬ

位
あ
る
べ
し
。
物
ま
ね
を
究
め
て
、
そ
の
も
の
に
真
に
成
り

入
り
ぬ
れ
ば
、
似
せ
ん
と
思
ふ
心
な
し
」︵﹃
風
姿
花
伝
﹄﹁
第

七
別
紙
口
伝
」
五
八6

︶。
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
学
習
を
極
め
、

完
全
に
身
に
つ
く
と
︵
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
達
す
る
と
︶、
も
は
や

今
ま
で
の
よ
う
な
学
び
は
必
要
で
な
く
な
る
時
が
来
る
と
い

う
の
で
あ
る
。

︵
2
︶
習
い
た
く
て
も
習
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
い
わ
ば
伝
達
不
可
能
、
学

習
不
可
能
の
次
元
で
あ
る
。
世
阿
弥

は
能
に
特
有
の
﹁
音
楽
性
」
に
つ
い

て
語
る
。
音
楽
性
は
伝
達
し
た
く
て

も
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。﹁
習

道
と
は
こ
れ
ま
で
な
り
。
こ
の
上
は

不
伝
の
曲
分
な
り
」︵﹃
五
音
曲
条
々
﹄

二
〇
三
︶。
い
わ
ば
、
知
識
や
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
習
う
の
と
同
じ
意
味
で
は

﹁
習
う
」
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、﹁
似
せ
ぬ
」
と
い

う
。

︵
3
︶﹁
似
せ
ぬ
」
と
思
っ
て
も
﹁
似

す
る
」
が
残
っ
て
し
ま
う
。﹁
似
せ

ぬ
」
の
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
り

わ
け
﹁
用
心
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。

心
を
用
い
な
い
と
思
っ
て
も
心
が
働
い
て
し
ま
う
。﹁
気
に
し

な
い
」
と
思
っ
て
も
﹁
気
に
し
て
し
ま
う
」。
眠
れ
ぬ
夜
に
、

眠
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
逆
効
果
に
な
る
の
に
も
似
て
、

﹁
気
に
す
ま
い
」
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
逆
に
﹁
気
に
な
っ
て

し
ま
う
」。
そ
う
し
た
、
い
わ
ば
、
無
心
の
困
難
も
含
め
て
、

﹁
似
せ
ぬ
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
異
な
る
議
論
を
含
み
つ
つ
世
阿
弥
は
﹁
似
せ
ぬ
」

と
繰
り
返
し
強
調
す
る
。
当
然
そ
れ
ら
は
無
心
の
知
恵
と
重

な
る
。﹁
真
似
る
こ
と
は
な
い

0

0

」
と
﹁
心
を
用
い
る
こ
と
は
な0

い0

」。
そ
の
必
要
と
必
然
と
困
難
で
あ
る
。

2-

5
　「
似
得
る
」

し
か
し
そ
の
先
に
、
世
阿
弥
は
﹁
似
得
る
」
と
い
う
段
階

を
語
っ
た
。﹁
似
せ
ぬ
」
に
至
る
と
、
お
の
ず
か
ら
、﹁
似
得

る
」
が
生
じ
て
く
る
。
無
心
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
と
意
図

せ
ず
し
て
﹁
似
得
る
」
が
生
じ
て
く
る
。
然
る
べ
き
経
過
を

た
ど
っ
た
後
に
、
内
側
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
、
一
定
の
結
果

に
落
ち
つ
く
。
世
阿
弥
の
言
葉
で
い
え
ば
﹁
落ら

っ

居き
ょ

」。
内
的
必

然
性
に
よ
っ
て
生
じ
る
﹁
現
成
」、
あ
る
い
は
﹁
到
来
」
で
あ

る
。こ

う
し
た
出
来
事
は
意
図
的
に
は
生
じ
な
い
。
計
画
的
に

生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
図

的
に
稽
古
し
計
画
的
に
努
力
を
続
け
て
い
な
け
れ
ば
、
や
っ

て
こ
な
い
。
努
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
努

力
が
な
け
れ
ば
生
じ
て
こ
な
い
。
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ

っ
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学

ぶ
努
力
が
な
け
れ
ば
生
じ
て
こ
な
い
。

つ
ま
り
﹁
わ
ざ
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
﹁
わ
ざ
」

に
縛
ら
れ
な
い
。﹁
わ
ざ
と
ら
し
く
」
な
い
。
何
ら
の
無
理
も

な
く
最
も
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。
そ
の
時
そ
の
場
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
響
き
合
う
身
体
。
い
わ
ば
、
即
興
性
を
可
能
に
す

る
身
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
世
阿
弥
は
風
に
漂
う
よ
う
な

空
の
鳥
を
理
想
と
し
て
い
た
。﹁
飛
鳥
の
風
に
し
た
が
ふ
よ
そ

お
ひ
︵
も
は
や
羽
ば
た
く
の
を
や
め
て
、
風
に
乗
っ
て
漂
う
姿
︶」

︵﹃
花
鏡
﹄
八
八
︶。

﹁
似
得
る
」
に
至
る
と
、
最
も
﹁
う
ま
く
」
ゆ
く
。
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
な
る
。
今
日
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
﹁
ゾ

ー
ン
」
と
語
る
特
別
な
状
態
。
そ
う
し
た
状
態
の
中
で
成
り

立
つ
﹁
ケ
ア
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
れ
を
﹁
無

心
の
ケ
ア
」
と
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

3
う
ま
く
ゆ
く
時
、何
が
生
じ
て
い
る
か

―
無
心
の
ケ
ア

3-

1
　
ケ
ア
が
う
ま
く
ゆ
く
時

ケ
ア
が
﹁
う
ま
く
ゆ
く
」
時
、
無
理
が
な
い
。
最
も
自
然

な
﹁
や
り
と
り
」
に
な
る
。
ケ
ア
さ
れ
る
人
に
も
無
理
が
な

似せぬ

似得る似する

74

第二部 ❖身心変容のワザ学



い
。
強
が
っ
た
り
偽
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
素
直
に
自
分
を

表
現
で
き
る
。
正
確
に
は
そ
の
時
こ
そ
最
も
素
直
に
自
分
と

向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
自
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
自

然
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
ケ
ア
す
る
人
も
、
あ
れ
こ
れ
心
配
し
な
い
。
結
果

の
こ
と
も
気
に
な
ら
な
い
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
こ
と
も
気
に
な

ら
な
い
。
余
計
な
力
が
入
る
こ
と
な
く
自
然
に
流
れ
て
い
る
。

単
な
る
受
け
身
で
は
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
能
動
的
な
働
き

か
け
で
も
な
い
。
や
り
と
り
の
中
で
自
然
に
流
れ
が
生
じ
て

く
る
。
あ
た
か
も
﹁
明
け
渡
し
た
」
か
の
よ
う
な
感
覚
。
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
が
﹁
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ぶ
﹁
特
別
な
境
地
︵
領

域
、
神
の
域
︶」。
そ
こ
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
最
高
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
な
る
。
そ
の
状
態
を
本
稿
は
﹁
無
心
」
と
重
ね

て
理
解
す
る
。

そ
れ
を
﹁
神
の
働
き
」
と
い
う
な
ら
、
そ
の
と
お
り
、﹁
無

心
」
と
は
﹁
神
の
働
き
」
を
私
た
ち
の
﹁
心
の
働
き
」
で
曇

ら
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
﹁
神

の
働
き
」
を
歪
め
て
し
ま
わ
な
い
。
私
た
ち
の
心
を
透
明
に

し
て
お
く
。
と
い
う
こ
と
は
、
明
け
渡
す
こ
と
。
任
せ
る
こ

と
。
鈴
木
大
拙
も
、﹁
無
心
」
と
は
﹁
御
心
が
我
が
身
に
な
り

ま
す
よ
う
に
」
と
祈
る
心
の
こ
と
で
あ
る
と
、
欧
米
の
聴
衆

に
語
っ
て
い
た
。

演
奏
家
た
ち
も
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
後
に
、﹁
無

心
に
弾
い
て
い
た
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
」
と
語
っ
た
り

す
る
。
余
計
な
こ
と
は
考
え
な
い
。
演
奏
に
集
中
し
楽
器
と

一
体
に
な
っ
て
い
た
。﹁
楽
器
が
、
そ
れ
自
身
︵
お
の
ず
か
ら
︶、

音
楽
を
奏
で
て
い
た
」
と
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
厳
し
い

稽
古
の
果
て
に
も
は
や
結
果
の
こ
と
な
ど
気
に
な
ら
な
い
。

緊
張
の
極
み
に
お
い
て
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
こ
と
な
ど
気
に
な
ら

な
い
。
楽
器
と
一
体
に
な
り
、
音
楽
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い

た
。ケ

ア
の
営
み
も
ま
た
、
無
心
に
な
っ
て
行
わ
れ
る
時
、
最

も
自
然
な
﹁
や
り
と
り
」
に
な
る
。
私
が
助
け
る
の
で
は
な

い
。
わ
が
身
を
犠
牲
に
し
て
奉
仕
す
る
の
で
も
な
い
。︿
わ
た

し
と
い
う
い
の
ち
﹀
と
︿
あ
な
た
と
い
う
い
の
ち
﹀
が
互
い

に
出
会
っ
て
一
瞬
輝
く
、
そ
の
輝
き
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

3-

2
　
無
心
は
無
意
識
で
は
な
い

し
か
し
﹁
無
心
」
は
無
意
識
で
は
な
い
。
無
心
は
、
意
識

が
働
か
な
い
こ
と
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
﹁
通
常
と
は
異
な

る
特
別
な
意
識
が
働
く
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
の
点
を
、
井
筒

俊
彦
は
﹁
琴
の
名
人
」
に
喩
え
、
こ
ん
な
ふ
う
に
解
き
明
か

す7

。名
人
は
、
演
奏
し
な
が
ら
、
自
分
が
琴
を
弾
い
て
い
る
と

は
感
じ
な
い
。
あ
た
か
も
、
琴
そ
れ
自
身
が
奏
で
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
名
人
は
、
あ
ま
り
に
完
全
に
演
奏
に
入
り
込

ん
で
い
る
た
め
に
、
も
は
や
自
分
の
指
を
意
識
し
な
い
。
音

楽
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
も
は
や
楽
器
の
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
。

確
か
に
、
ど
ん
な
楽
器
で
も
、
習
い
始
め
は
、﹁
楽
器
と
ひ

と
つ
」
に
な
れ
な
い
。
い
い
音
が
出
な
い
か
ら
楽
器
を
必
死

に
操
作
す
る
。
何
度
も
間
違
う
自
分
の
指
が
気
に
な
っ
て
仕

方
が
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
﹁
楽
器
」
と
﹁
自
分
」
は
ま
っ

た
く
別
物
。
だ
か
ら
こ
そ
、
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
楽
器
を

相
手
に
必
死
に
努
力
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
名
人
は
、
楽
器
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
。

必
死
に
操
作
す
る
こ
と
は
な
い
。﹁
自
分
が
・
楽
器
を
・
演
奏

す
る
」
の
で
は
な
く
て
、
あ
た
か
も
、
楽
器
が
お
の
ず
か
ら

曲
を
奏
で
て
い
る
か
の
よ
う
に
体
験
す
る
。
し
か
し
無
意
識

で
は
な
い
。
む
し
ろ
名
人
は
流
れ
る
曲
を
鮮
明
に
聴
い
て
い

る
。﹁
曲
と
一
体
と
な
っ
た
自
分
自
身
」
に
気
が
つ
い
て
い
る
。

あ
ま
り
に
鮮
明
に
﹁
音
楽
と
一
体
と
な
っ
た
自
分
自
身
」
を

感
じ
る
た
め
に
、﹁
自
分
が
・
楽
器
を
・
演
奏
し
て
い
る
」
と

は
意
識
し
な
い
だ
け
で
あ
る
。
無
心
と
は
、
意
識
が
働
か
な

い
こ
と
で
は
な
い
。
普
段
と
は
異
な
る
仕
方
で
働
く
特
別
な

﹁
意
識
」
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ケ
ア
の
場
面
も
同
じ
で
あ
る
。﹁
無
心
に
な
っ
て
ケ
ア
す

る
」
と
い
っ
て
も
︿
意
識
が
働
か
な
い
﹀
の
で
は
な
い
。︿
自

己
陶
酔
﹀
に
陥
る
わ
け
で
も
︿
相
手
の
感
情
に
捲
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
﹀
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
慎
重
な
﹁
気
配
り
」

を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
の
﹁
気
配
り
」
は
通
常
の
意
識

か
ら
生
じ
た
気
配
り
と
は
違
う8

。

3-

3
　
相
手
と
一
体
に
な
っ
た
自
分
を
見
て
い
る

無
心
に
な
る
と
、
互
い
の
や
り
と
り
の
中
に
入
り
込
み
、
相

手
と
一
体
に
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
︿
相
手

と
一
体
に
な
っ
た
自
分
﹀
を
見
て
い
る
。
一
体
に
な
っ
た
︿
や

り
と
り
﹀
に
耳
を
澄
ま
せ
て
い
る
。
そ
の
時
、
自
然
と
、
為

す
べ
き
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

そ
う
し
た
﹁
有
り
難
い
」
出
来
事
を
、
臨
床
家
た
ち
は
﹁
関

係
が
語
ら
せ
て
く
れ
る
」
と
語
る
。
私
が
適
切
な
言
葉
を
選

ぶ
の
で
は
な
い
。
二
人
の
︿
や
り
と
り
﹀
が
私
に
言
葉
を
与

え
て
く
れ
る
。
あ
る
い
は
、﹁
あ
い
だ
の
言
葉
が
、
私
を
通
し

て
、
表
に
出
て
ゆ
く
」。
二
人
の
︿
や
り
と
り
﹀
の
中
か
ら
、

言
葉
が
、
自
然
に
現
わ
れ
て
き
て
、
私
の
口
を
通
し
て
、
二

人
を
つ
な
ぐ
。
そ
う
し
た
﹁
有
り
難
い
」
出
来
事
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
理
想
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
心
配
し

た
り
困
惑
し
た
り
、
ケ
ア
す
る
側
が
少
し
ず
つ
﹁
無
心
」
に

近
づ
い
て
ゆ
く
し
か
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
、
と
も
か
く
そ

れ
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。
常
に
﹁
無
心
の

方
向
」
に
身
を
整
え
よ
う
と
心
掛
け
て
い
る
こ
と
。
自
分
の

力
で
ケ
ア
す
る
の
で
は
な
い
。﹁
神
の
働
き
」
が
、
私
を
通
し

て
現
わ
れ
る
よ
う
に
。
そ
の
﹁
働
き
」
を
邪
魔
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
無
心
を
願
う
。
正
確

に
は
、﹁︵
私
が
︶
願
う
」
と
い
う
、
そ
の
﹁
私
」
を
明
け
渡
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し
て
ゆ
く
。
祈
り
の
よ
う
な
願
い9

。

4
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を「
我
執
性
」

か
ら
問
い
直
す

4-

1
　
我
執
性

以
上
の
考
察
を
﹁
我
執
性
」
と
い
う
視
点
か
ら
問
い
直
し

て
み
る
。﹁
無
心
に
な
る
」
と
は
﹁
我
執
性
か
ら
離
れ
る
」
こ

と
で
は
な
い
か
。

で
は
﹁
我
執
性
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
確
か
に
﹁
我

執
」
と
い
う
言
葉
は
仏
教
用
語
に
由
来
す
る
。
し
か
し
仏
教

思
想
に
お
け
る
﹁
我
執
」
が
、﹁
本
来
実
体
の
な
い
自
我
を
実

体
と
み
な
し
て
執
着
す
る
」
と
い
う
点
を
強
調
し
た
の
と
比

べ
て
み
れ
ば
、
本
稿
の
語
る
﹁
我
執
性
」
は
よ
り
広
く
ゆ
る

や
か
で
あ
る
。

例
え
ば
、
私
た
ち
人
間
の
も
つ
自
分
自
身
に
執
着
す
る
傾

向
。
自
己
中
心
的
で
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
。
あ
る
い

は
、
自
分
を
中
心
と
し
て
世
界
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
。
他

の
一
切
を
自
分
の
枠
組
み
に
回
収
し
、
自
己
を
中
心
と
し
た

一
つ
の
秩
序
の
中
に
組
み
入
れ
て
し
ま
う
。
も
し
く
は
、
他

人
を
自
分
の
た
め
に
利
用
す
る
。
他
の
一
切
を
自
分
の
た
め

に
利
用
し
、
自
分
の
も
の
と
し
て
保
存
し
た
が
る
執
着
的
な

支
配
欲
。
手
放
す
こ
と
が
で
き
ず
、
固
く
し
が
み
付
い
て
し

ま
う
閉
鎖
性
。
西
洋
中
世
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
そ
う
し
た
私

た
ち
の
根
深
い
傾
向
性
を
﹁Eigenschaft

」
と
呼
ん
で
繰
り
返

し
警
告
し
た
。
そ
の
訳
語
が
﹁
我
執
性
」
で
あ
る10

。

4-

2
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を「
我
執
性
」か
ら
問
い
直
す

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
﹁
我
執
性
か
ら
離
れ
よ
う
と
す

る
営
み
」
と
理
解
し
て
み
る
。
正
確
に
は
、
順
に
み
て
ゆ
く

よ
う
に
、
以
下
の
よ
う
な
理
解
で
あ
る11

。

一
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
、
自
我
へ
の
執
着
に
縛

ら
れ
な
い
関
係
性
︵
や
り
と
り
︶
で
あ
る
。

二
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
、︿
自
我
へ
の
執
着
か
ら

離
れ
よ
う
と
す
る
﹀
こ
と
を
助
け
る
働
き
か
け
で
あ
る
。

三
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
、
そ
の
や
り
と
り
の
中

で
、
ケ
ア
す
る
人
自
身
も
、︿
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
て
ゆ

く
﹀
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
や
り
と
り
で
あ
る
。

4-

3
　�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
、自
我
へ
の
執
着
に
縛
ら
れ

な
い
関
係
性（
や
り
と
り
）で
あ
る

ま
ず
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
﹁
自
我
へ
の
執
着
、
自

己
自
身
へ
の
囚
わ
れ
、
我
執
性
」
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
営
み
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
営
み
は
﹁
関
係
性
︵
や
り
と
り
︶」
で
あ

る
。
個
人
の
心
の
中
で
生
じ
る
営
み
で
は
な
い
。
互
い
の
や

り
と
り
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
自
我
へ
の
執
着
か

ら
離
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
点
が
﹁
普
通
の
ケ
ア
」
と
違
う
。

重
要
な
の
は
こ
の
場
合
、﹁
ケ
ア
す
る

0

0

側
」
が
﹁
我
執
性
か

ら
離
れ
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
ケ
ア
す
る
人
が
﹁
我
執
性

か
ら
離
れ
る
」
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま
ず
ケ
ア
す
る
側

が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う

理
解
な
の
で
あ
る
。

当
然
批
判
が
来
る
。﹁
ケ
ア
す
る
人
」
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
い
る
。︿
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
﹀
こ
と
よ
り
、

︿
ケ
ア
す
る
側
の
人
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
な
る
﹀
こ
と
を
優

先
し
て
い
る
。
ケ
ア
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

確
か
に
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
、
一
般
的
に
は
﹁
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
領
域
に
関
わ
る
ケ
ア
」
と
理
解
さ
れ
て
い

る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
と
い
う
特
別
な
領
域
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
ケ
ア
。
ま
ず
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
﹁
ペ
イ
ン
」

が
あ
り
﹁
ニ
ー
ズ
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
仕
方
で
﹁
ケ

ア
」
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、﹁
ケ
ア
の
営
み
そ
れ
自
体
が
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
点
を
強
調
す

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
極
端
に
言
え
ば
、
た
と
え
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
と
し
て
も
、
そ

の
応
え
方
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
で
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
呼
ば
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
ケ
ア
の
営
み
そ
れ
自
身
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
で

な
い
か
ぎ
り
、
本
当
の
意
味
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ケ
ア
す
る
人
が
︿
自
我
へ
の

執
着
を
手
放
そ
う
﹀
と
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
が
︿
自
我
の
執
着
を
手
放
す
﹀
手
伝
い
な
ど
で
き
な
い
と

い
う
理
解
な
の
で
あ
る
。

4-

4
　�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は〈
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ

よ
う
と
す
る
〉こ
と
を
助
け
る
働
き
か
け
で
あ
る

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
側
が
、︿
自

我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
﹀
こ
と
を
、
ケ
ア
す
る

人
が
助
け
よ
う
と
願
っ
て
な
さ
れ
る
働
き
か
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
検
討
す
べ
き
課
題
が
三
つ
あ
る
。
①
﹁
働
き
か

け
」
で
あ
る
。
②
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
﹁
助
け
」
と
な
る
。
③

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
﹁
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
」

こ
と
を
助
け
る
。

①
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
﹁
働
き
か
け
」
で
あ
る
か
。
む

し
ろ
﹁
や
り
と
り
」
で
は
な
い
か
。﹁
働
き
か
け
」
と
い
う
言

葉
は
、
ケ
ア
す
る
人
が
ケ
ア
さ
れ
る
人
に
対
し
て
働
き
か
け

る
と
い
う
一
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、﹁
や
り
と
り
」

は
相
互
的
で
あ
り
、
一
方
向
的
な
働
き
か
け
と
は
違
う
。
本

稿
は
、
ケ
ア
す
る
側
と
ケ
ア
さ
れ
る
側
の
関
係
を
、
初
め
か

ら
対
等
と
考
え
る
こ
と
に
賛
成
し
な
い
。
役
割
と
し
て
﹁
ケ

ア
す
る
側
」
は
何
ら
か
﹁
働
き
か
け
る
」
必
要
が
あ
る
。
む

ろ
ん
そ
の
働
き
か
け
は
、
ひ
た
す
ら
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
初
め
か
ら
受
け
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身
で
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
こ
ち
ら
か
ら
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
を
﹁
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
何

ら
か
の
﹁
働
き
か
け
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
る12

。

逆
に
、
自
ら
の
営
み
が
﹁
働
き
か
け
」
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
な
い
の
は
危
険
で
あ
る
。
初
め
か
ら
﹁
対
等
な
や
り
と

り
」
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
と
、
自
分
の
﹁
働
き
か

け
」
が
相
手
に
と
っ
て
負
担
と
な
り
う
る
危
険
に
気
が
つ
き

に
く
い
。
本
当
は
助
け
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
状
況
に
お
い

て
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
自
分
が
相
手
を
﹁
助
け
て
い

る
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
う
し
た
傲
慢
が
入
り
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
を
警
戒
す
る
た
め
に
、
一
度
﹁
働
き
か
け
」

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②
相
手
を
﹁
助
け
る
」
の
か
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
問
題

領
域
に
お
い
て
、
本
当
は
、
助
け
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
に
逆
説
的
に
聞
こ
え
よ
う
と
も
、
自

ら
の
﹁
働
き
か
け
」
が
相
手
の
た
め
の
﹁
助
け
」
に
な
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
常
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
も

ま
た
相
手
を
﹁
助
け
て
い
る
」
と
思
い
込
む
傲
慢
に
気
づ
く

た
め
で
あ
る13

。

し
か
し
ケ
ア
と
い
う
関
係
性
に
お
い
て
、
ケ
ア
す
る
側
の

人
が
﹁
相
手
を
助
け
た
い
」
と
思
う
の
は
自
然
で
あ
る
。
逆

に
そ
こ
か
ら
完
全
に
自
由
に
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
助
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
関
わ
り

が
深
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
知
ら
な
い
う
ち
に
、
助
け
た
く

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
常
に
自
覚
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
自
分
の
﹁
働
き
か
け
」
が
相
手
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
吟
味
す
る
。
そ
し
て
、
実
は
﹁
助

け
る
」
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
、
そ
の
つ
ど
確
認
す
る
。
そ

う
し
た
二
段
階
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
﹁
助
け
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
初
め
か
ら
﹁
助
け
る
こ
と

な
ど
で
き
な
い
」
と
悟
り
澄
ま
し
た
冷
静
な
︵
冷
淡
な
︶
人

に
、
ケ
ア
を
お
願
い
し
た
く
な
い
。
助
け
た
い
、
で
も
本
当

は
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
つ
ど
そ
の
事
実
に
直
面

し
て
く
れ
る
人
に
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
︿
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と

す
る
﹀
こ
と
を
助
け
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
﹁
働
き

か
け
」
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
、
自
ら
の
我
執
性
か
ら
離
れ

よ
う
と
す
る
こ
と
を
助
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
﹁
ペ
イ
ン
︵
痛
み
・
苦
し

み
・
悩
み
︶」
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
﹁
自
我
へ
の
執
着
」
に
由

来
す
る
の
か
。﹁
自
我
へ
の
執
着
」
は
、
一
般
的
に
は
、
ペ
イ

ン
︵
痛
み
・
苦
し
み
・
悩
み
︶
と
し
て
意
識
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
自
我
が
強
い
ほ
ど
社
会
的
に
成
功
す
る14

。
と
こ

ろ
が
、
仕
事
に
失
敗
し
、
あ
る
い
は
、
突
然
の
病
に
襲
わ
れ

る
時
、
自
我
が
今
ま
で
の
よ
う
に
活
躍
で
き
な
く
な
る
。
そ

し
て
、
今
ま
で
の
強
い
自
我
こ
そ
が
、
自
分
を
苦
し
め
る
。
も

は
や
今
ま
で
の
生
き
方
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
諦
め

が
必
要
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
諦
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
価
値
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
典
型
と
し
て
、
終
末
期
の
患
者
さ
ん
た
ち
の
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
ペ
イ
ン
が
語
ら
れ
る
。
自
分
の
人
生
に
別
れ
を

告
げ
る
と
い
う
事
実
の
前
で
、
し
か
し
手
放
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
今
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
執
着
し
て
し
ま
う
。﹁
自
我

へ
の
執
着
、
自
我
へ
の
囚
わ
れ
、
我
執
性
」
が
姿
を
見
せ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
手
伝
い
を

す
る
。︿
自
我
へ
の
執
着
を
手
放
す
﹀
た
め
の
﹁
助
け
」
と
な

る
よ
う
な
﹁
働
き
か
け
」
を
す
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
﹁
ケ
ア
す
る
人
」
で

あ
る
。
ケ
ア
す
る
人
自
身
が
、︿
自
我
へ
の
執
着
を
手
放
そ

う
﹀
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
正
確
に
は
、
そ
の
働
き
か
け

が
、
ケ
ア
す
る
人
に
と
っ
て
も
︿
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ

て
ゆ
く
﹀
営
み
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
も
し
そ
う
で
な

か
っ
た
ら
、
た
と
え
一
時
的
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
︿
自
我

へ
の
執
着
を
手
放
す
﹀
こ
と
を
妨
げ
て
し
ま
う
。
逆
に
、
結

果
と
し
て
何
ら
か
﹁
助
け
」
と
な
り
得
た
と
し
た
ら
、
そ
の

関
係
は
、
そ
の
中
で
ケ
ア
す
る
人
自
身
も
︿
自
我
へ
の
執
着

か
ら
離
れ
て
ゆ
く
﹀
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
や
り
と
り
に
な

っ
て
い
る
。
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
ケ
ア
す
る
人
自

身
が
︿
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
い
た
﹀
こ
と

が
、
最
も
大
切
な
分
岐
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の

意
味
で
、﹁
自
我
へ
の
執
着
︵
我
執
性
︶」
が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
と
考

え
た
い
の
で
あ
る
。

4-

5
　�

ス
ピ
リ
チュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
、そ
の
や
り
と
り
の
中
で
、ケ

ア
す
る
人
自
身
も
、自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
て
ゆ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、や
り
と
り
で
あ
る

あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
が
、
仮

に
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
ケ
ア
す
る
側
の
人
が
自
我
へ
の
執
着
を
強
め

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
本
当
の
意
味
で
は
、
相
手
の
︿
自
我

の
執
着
か
ら
離
れ
る
﹀﹁
助
け
」
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
む
し
ろ
、
自
我
へ
の
執
着
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
ケ
ア
す
る
人
に
と
っ
て
、
相
手
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
喜
び
は
自
信
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
自
信
が
、

い
つ
し
か
誇
り
に
な
り
傲
慢
に
な
り
、
気
が
つ
く
と
﹁
自
分
」

を
優
先
し
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
傾
向
を
私
た
ち
は
常
に
持

つ
。﹁
手
伝
う
」
と
い
う
仕
方
で
、
ケ
ア
す
る
側
の
人
が
、
ま

す
ま
す
自
分
の
自
我
に
縛
ら
れ
て
ゆ
く
危
険
。
そ
の
危
険
に

対
し
て
は
、
い
く
ら
用
心
し
て
も
、
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
、
人
と
人
と
の
関
係
性
︵
や
り

と
り
︶
で
あ
る
。
そ
の
や
り
と
り
の
中
で
、
ケ
ア
さ
れ
る
側
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の
人
も
︿
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
る
﹀
こ
と
が
で
き
、
同

時
に
ケ
ア
す
る
側
の
人
も
︿
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
る
﹀

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
関
係
。
そ
の
た
め
に
は
、

ケ
ア
す
る
人
が
、
ケ
ア
と
い
う
営
み
の
中
で
、︿
自
分
自
身
の

自
我
へ
の
執
着
を
手
放
す
﹀
こ
と
を
、
何
よ
り
も
大
事
に
す

る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
本
稿
が
思
い
描
く
﹁
無
心
の
ケ
ア
」
と
は
、︿
自

我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
ケ
ア
﹀
で
あ
る
。
そ
の
や
り

と
り
の
中
で
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
、
自
我
か
ら
離
れ
て
ゆ
く

こ
と
が
で
き
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
、
そ
の
営
み
を

助
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
ケ
ア
す
る
人
自
身
も
、
自
我

へ
の
執
着
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
や
り

と
り
で
あ
る
。

以
下
、
い
く
つ
か
、
補
足
的
な
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

4-

6
　
自
我
へ
の
執
着
は「
つ
な
が
り
」を
閉
ざ
し
て
し
ま
う

我
執
性
は
相
手
を
支
配
し
操
作
し
よ
う
と
す
る
。
自
分
は

操
作
す
る
側
に
立
ち
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
よ
く
相
手
を
利

用
す
る
。
そ
う
し
た
自
我
が
、
本
当
の
意
味
で
、
相
手
と
つ

な
が
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

﹁
つ
な
が
り
・
や
り
と
り
」
の
中
で
は
、
常
に
自
分
の
側
が

優
位
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
相
手
の
都
合
を
優
先
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
自
然
の
摂
理
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。﹁
自
分
」
と
﹁
相
手
」
と
の
境
が
消
え

去
る
こ
と
も
あ
る
。﹁
つ
な
が
り
・
や
り
と
り
」
が
成
り
立
つ

と
き
、﹁
自
分
」
が
中
心
で
は
あ
り
え
な
い
。

自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
時
、
つ
な
が
り
が

回
復
さ
れ
て
ゆ
く
。
固
ま
っ
て
い
た
自
我
に
風
穴
が
あ
き
、
風

通
し
が
よ
く
な
る
。
他
者
と
や
り
と
り
が
で
き
、
自
分
が
変

わ
っ
て
ゆ
く
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
そ
れ
を
願
っ
て
い

る15

。

4-

7
　
離
れ
よ
う
と
す
る

自
我
へ
の
執
着
か
ら
﹁
離
れ
る
」
と
い
う
場
合
、
あ
く
ま

で
﹁
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
で
あ
っ
て
、﹁
自
我
か
ら
離
れ

て
し
ま
う
」
の
で
は
な
い
。﹁
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
は
、
離
れ
る
方
向
に
自
分
を
向
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
完
全
に
離
れ
た
︵
放
棄
し
去
っ
た
︶
の
で
は
な

い
。
本
稿
の
﹁
無
心
」
は
、
そ
の
意
味
で
、︵
禅
の
立
場
か
ら

見
た
ら
︶
極
め
て
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
﹁
離
れ
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
、
自
然
と
、
新
し
い
状
況
が
生
じ
て
く

る
。
自
我
を
完
全
に
手
放
す
こ
と
を
徹
底
す
る
の
で
は
な
い
。

﹁
手
放
す
」
方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
、﹁
手
放
そ
う
と
し
て

い
る
」
こ
と
を
大
切
に
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

4-

8
　
お
の
ず
か
ら

﹁
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
」
と
し
て
い
る
と
、﹁
新

し
い
事
態
」
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
﹁
新
た
な
事
態
」
が
大

切
な
の
だ
が
、
重
要
な
の
は
、
そ
の
事
態
を
直
接
的
に
求
め

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

例
え
ば
、
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
、

お
の
ず
か
ら
、
か
ら
だ
が
動
き
出
す
。
こ
の
時
、﹁
か
ら
だ
が

動
き
出
す
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
直
接

的
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
直
接
︵
回
り
道
を
せ
ず
に
︶
か
ら

だ
を
動
か
そ
う
と
す
る
と
、
作
為
的
に
な
る
。
わ
ざ
と
ら
し

く
な
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
直
接
的
に
は
﹁
自
我
へ
の
執

着
か
ら
離
れ
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
、
お
の
ず
か
ら
、

か
ら
だ
が
動
き
出
す
。
そ
の
﹁
お
の
ず
か
ら
動
き
出
す
」
こ

と
が
大
切
に
な
る
。
間
接
的
に
︵
直
接
的
に
目
指
す
の
で
は
な

く
︶、
生
じ
て
く
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

4-

9
　
自
分
が
か
ら
だ
で
あ
る

﹁
実
は
自
分
が
か
ら
だ
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
く
」
と
い

う
語
り
も
同
型
で
あ
る
。
実
は
、
自
分
が
、
か
ら
だ
に
支
え

て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
忘
れ
て
、
か
ら
だ
を
酷
使
し
て

い
た
。
正
確
に
は
、﹁
身
体
性
の
欠
如
し
た
意
識
」
が
、
実
は

自
ら
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
か
ら
だ
に
気
が
つ
き
、
の
み
な

ら
ず
、
自
分
自
身
が
﹁
か
ら
だ
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ

く
。
そ
う
い
う
仕
方
で
、
お
の
ず
か
ら
、
か
ら
だ
が
生
き
生

き
と
し
て
く
る
。

し
か
し
、
そ
の
生
き
生
き
し
た
か
ら
だ
を
、
最
初
か
ら
、
直

接
に
狙
っ
て
は
な
ら
な
い
。
直
接
的
に
生
じ
さ
せ
よ
う
と
す

る
と
、
逆
効
果
に
な
る
。
意
識
を
向
け
た
途
端
、
か
ら
だ
が

こ
わ
ば
る
。
自
分
の
力
で
そ
の
状
態
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
意

識
を
向
け
た
途
端
、
生
き
た
流
れ
は
固
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
、
眠
れ
ぬ
晩
に
眠
ろ
う
と
す
る
努
力
に
似
て
い
る
。
徒

労
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
逆
効
果
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
を
、﹁
無
意
識
」
と
い
う
問
題
で
考
え
る
と
こ
う

い
う
こ
と
に
な
る
。
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て

い
る
と
、
お
の
ず
か
ら
、
無
意
識
が
動
き
出
す
。﹁
意
識
」
だ

け
が
活
躍
す
る
状
態
を
緩
め
て
ゆ
く
と
、
お
の
ず
か
ら
、
無

意
識
が
動
き
出
す
。
む
ろ
ん
、
そ
う
し
た
無
意
識
の
動
き
は
、

し
ば
し
ば
意
識
に
と
っ
て
は
、
都
合
の
悪
い
不
快
な
状
態
と

し
て
体
験
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
し
か
し
結
果
と
し

て
み
れ
ば
、
そ
の
出
来
事
が
心
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
も
た

ら
す16

。
あ
る
い
は
、﹁
感
じ
る
心
」
が
動
き
出
す
と
語
ら
れ
る
時
も

あ
る
。
頭
だ
け
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
共
感
す
る
心
が

働
き
出
す
。
し
か
し
初
め
か
ら
そ
の
共
感
す
る
心
を
働
か
せ

よ
う
と
狙
っ
て
は
い
け
な
い
。
直
接
的
に
生
じ
さ
せ
よ
う
と

す
る
と
、
逆
効
果
に
な
る
。
直
接
的
に
共
感
す
る
心
を
生
じ

さ
せ
よ
う
と
す
る
と
﹁
自
我
へ
の
執
着
」
の
罠
に
陥
っ
て
し

ま
う
。
共
感
す
る
心
す
ら
自
分
の
た
め
に
使
い
、
相
手
を
利

用
し
、
結
局
自
我
へ
の
執
着
を
強
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
故
、
直
接
的
に
は
目
指
さ
な
い
。
間
接
的
に
、
共
感
す

る
心
が
生
じ
て
く
る
こ
と
を
待
つ
こ
と
に
な
る17

。
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4-

10
　
何
か
が
顕
れ
る

以
上
み
て
き
た
事
態
は
、
実
は
、
そ
の
背
後
に
﹁
何
か
が

顕
れ
た
」
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
あ
る
。
実
は

﹁
何
か
」
が
私
を
通
し
て
顕
れ
て
き
た
。
そ
の
出
来
事
を
、
当

事
者
は
︵
心
理
学
的
に
は
︶﹁
か
ら
だ
」
と
感
じ
﹁
無
意
識
」

と
感
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

話
を
一
般
化
す
る
た
め
に
、
方
程
式
を
作
っ
て
み
れ
ば
、
こ

う
い
う
こ
と
に
な
る
。﹁
自
我
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
す

る
と
、
お
の
ず
か
ら
、
〇
が
生
じ
る
。
そ
の
○
は
、
実
は
、
X

の
顕
れ
で
あ
っ
た
」。

こ
の
﹁
X
」
は
、
大
い
な
る
い
の
ち
、
超
越
的
な
何
も
の

か
、
い
の
ち
の
根
源
、Som

ething beyond
、
等
々
、
多
様
に

語
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
相
互
の
差
異
に
つ
い
て
は
て
い
ね
い

な
考
察
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
の
﹁
何

か
X
」
が
顕
れ
る
時
、
人
は
○
を
体
験
す
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
の
み
な
ら
ず
、
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
実
は
、
そ

の
X
は
初
め
か
ら
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
。
た
だ
私
が︵
自

我
が
︶
気
が
つ
か
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
。
実
際
は
、
そ
の

X
に
よ
っ
て
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
自

我
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
我
へ
の
執
着

か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
そ
の
最
初
の
最
初
か
ら
、
実
は
こ
の

X
の
恩
寵
が
働
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
時
、
自
分
の
力
で
生
き
る
と
い
う
よ
り
、﹁
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
実
感
す
る
。
そ
し
て
﹁
自
我
へ
の
執
着
」
か
ら

離
れ
よ
う
と
い
う
心
理
学
的
・
人
間
学
的
試
み
が
、
X
の
顕

現
と
い
う
形
而
上
学
的
裏
づ
け
と
と
も
に
語
ら
れ
る
。
ま
さ

に
ひ
と
つ
の
形
而
上
学
︵
神
学
︶
に
な
る
。

心
理
学
的
視
点
に
限
定
し
て
語
る
の
か
、
そ
れ
で
は
不
十

分
と
し
て
、
形
而
上
学
的
背
景
と
と
も
に
語
る
の
か
、
思
想

の
重
大
な
分
岐
点
と
い
う
こ
と
に
な
る18

。

5
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
具
体
的
場
面

に
戻
っ
て

5-

1
　
い
か
に
し
た
ら
無
心
に
な
れ
る
か

さ
て
、
そ
も
そ
も
私
た
ち
は
無
心
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
例
え
ば
、
禅
寺
の
修
行
僧
た
ち
は
厳
し
い
修
行
を
続

け
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
無
心
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
う
。

い
っ
た
い
私
た
ち
凡
人
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
努
力
が
必
要
な
の

か
。面

白
い
こ
と
に
、
無
心
の
知
恵
は
、
無
心
を
目
指
し
て
ひ

た
す
ら
努
力
せ
よ
と
は
語
ら
な
い
。
む
し
ろ
︵
見
て
き
た
よ
う

に
︶
無
心
を
直
接
的
に
追
求
す
る
こ
と
の
危
険
を
語
る
。
必

死
に
求
め
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
求
め
る
自
分
の
力
に
よ
っ
て
、

無
心
が
吹
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
と
警
告
す
る
。
努
力
し
て
必

死
に
な
る
と
逆
効
果
に
な
る
。
む
し
ろ
意
図
的
な
追
求
な
ど

諦
め
た
と
こ
ろ
に
、
い
わ
ば
﹁
恵
み
の
よ
う
に
」、
や
っ
て
く

る
。で

は
、
求
め
な
い
ほ
う
が
よ
い
の
か
。
そ
う
は
思
わ
な
い
。

や
は
り
求
め
続
け
な
け
れ
ば
、
道
が
開
け
て
こ
な
い
。
で
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
無
心
の
知
恵
は
﹁
求
め
つ
つ
求
め
な

い
」
と
い
う
。
た
だ
ぼ
ん
や
り
待
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
必

死
に
求
め
る
の
で
も
な
い
。

同
時
に
、
無
心
の
知
恵
は
﹁
か
ら
だ
で
覚
え
る
」
こ
と
を

勧
め
る
。
意
識
し
な
く
て
も
、
気
が
つ
い
た
ら
、
自
然
に
﹁
か

ら
だ
」
が
動
い
て
い
る
。
そ
の
状
態
に
至
る
ま
で
、
か
ら
だ

に
覚
え
込
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
。﹁
身
体
に
落
と
し
込
む
」
こ

と
。
そ
の
た
め
の
稽
古
を
続
け
よ
と
い
う
。

加
え
て
、
無
心
の
知
恵
は
、﹁
呼
吸
」
に
注
目
す
る
。
無
心

を
直
接
求
め
る
の
で
は
な
く
て
、
ま
ず
息
に
集
中
し
、
息
を

大
切
に
す
る
。
息
は
、
心
と
か
ら
だ
の
中
間
に
あ
っ
て
、
心

と
か
ら
だ
を
つ
な
ぐ
働
き
を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

自
分
の
息
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ

以
外
の
意
識
の
働
き
を
静
め
よ
う
と
す
る
。
正
確
に
は
、
息

を
意
識
し
な
が
ら
稽
古
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
﹁
か

ら
だ
」
そ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ケ
ア
の
場
面
に
お
い
て
も
、
自
分
の
息
に
気
持
ち
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
相
手
の
呼
吸
に
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
て
も
よ
い
。
し
か

し
こ
の
場
合
も
、
あ
ま
り
熱
心
に
集
中
し
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、

逆
効
果
に
な
る
。
自
分
の
息
に
意
識
を
集
中
さ
せ
す
ぎ
て
、

心
の
働
き
が
固
ま
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
何

も
の
に
も
囚
わ
れ
な
い
、
し
な
や
か
な
心
の
た
め
に
、
息
に

手
伝
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

確
実
に
無
心
に
至
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。
そ
の

代
わ
り
、
そ
の
つ
ど
﹁
無
心
を
求
め
る
課
題
に
立
ち
返
る
こ

と
」
が
大
切
で
あ
る
と
、
無
心
の
知
恵
は
教
え
る
。
仕
事
の

中
で
も
、
家
庭
の
中
で
も
、
む
し
ろ
日
々
の
暮
ら
し
の
す
べ

て
の
中
で
、
そ
の
つ
ど
、
無
心
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
。
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
、
そ
の
つ
ど
自
分
の
息
を
見
つ
め
て
い
る

こ
と
。
そ
う
し
た
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ
る
と
、
教

え
て
い
る
。

5-

2
　
無
心
の
知
恵
、稽
古
の
知
恵

同
じ
こ
と
を
稽
古
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
る
。
初
心
の

段
階
か
ら
順
に
稽
古
を
積
み
重
ね
、
名
人
に
至
る
ま
で
の
長

い
修
行
の
過
程
。

面
白
い
の
は
、
そ
う
し
た
稽
古
の
延
長
上
に
、
無
心
の
境

地
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
無

心
は
計
画
的
な
努
力
に
よ
っ
て
は
獲
得
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ

意
図
的
な
追
求
な
ど
諦
め
た
と
こ
ろ
に
、
恵
み
の
よ
う
に
、
や

っ
て
く
る
。
で
は
求
め
な
い
ほ
う
が
よ
い
の
か
と
言
え
ば
、
そ

う
で
は
な
い
。
や
は
り
求
め
続
け
な
け
れ
ば
開
け
て
こ
な
い
。

し
か
し
必
死
に
求
め
る
と
、
そ
の
﹁
求
め
る
自
分
の
力
」
が
、

無
心
を
吹
き
消
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
求
め
つ
つ
、
求
め
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な
い
。
た
だ
ぼ
ん
や
り
待
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
必
死
に
求

め
る
の
で
も
な
い
。
そ
の
微
妙
な
﹁
揺
れ
」
に
馴
染
ん
で
く

る
と
、
無
心
が
、
あ
ち
ら
か
ら
、
恩
寵
の
よ
う
に
、
や
っ
て

く
る
。
あ
る
い
は
、
実
は
、﹁
求
め
つ
つ
求
め
な
い
」
仕
方
で

無
心
を
願
い
始
め
る
時
、
す
で
に
、
無
心
が
始
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

何
の
こ
と
は
な
い
、
無
心
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
を
大
舞
台
で
演
じ
る
。
一
回
き
り
の
大
舞

台
で
、
無
心
に
遊
ぶ
心
に
な
る
。
世
阿
弥
の
﹃
伝
書
﹄
が
私

た
ち
に
語
る
の
は
、
単
な
る
無
心
の
勧
め
で
は
な
く
て
、︿
無

心
を
求
め
始
め
た
途
端
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
困
難
な
問

い
﹀
を
見
つ
め
な
が
ら
、
そ
の
中
で
、
無
心
を
わ
が
身
に
願

い
続
け
る
祈
り
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
ゆ
だ
ね
る
こ
と
の

で
き
な
い
わ
が
身
の
傲
慢
︵
我
執
︶
を
見
つ
め
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
や
は
り
、﹁
御
心
が
わ
が
身
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と

願
い
続
け
る
祈
り
な
の
で
あ
る
。

5-

3
　
相
手
の
側
も
無
心
に
な
る
と
い
う
問
題

と
こ
ろ
で
、
無
心
の
ケ
ア
は
、
最
終
的
に
は
、
相
手
の
側

も
無
心
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
今
こ
の
時
を
無
心
に

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
人
生
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
人
が
、
自
分
に
し
が
み
付
く
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
離
れ

て
、﹁
御
心
が
わ
が
身
に
な
る
よ
う
に
」
と
祈
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
。

で
は
、
ケ
ア
す
る
側
が
無
心
に
な
ろ
う
と
願
っ
て
い
れ
ば
、

相
手
の
側
に
も
無
心
が
生
じ
る
も
の
な
の
か
。
と
て
も
そ
う

は
思
え
な
い
。
仮
に
私
が
無
心
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
し

て
も
、
相
手
の
側
も
同
じ
く
無
心
に
な
る
と
い
う
保
証
は
な

い
。
と
い
う
よ
り
、
そ
も
そ
も
他
者
の
う
ち
に
﹁
無
心
を
起

こ
さ
せ
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
人
間
に
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

そ
う
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
私
は
、
や
は
り
無
心
に

賭
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
保
証
は
な
い
の
だ
が
、
私

は
、
自
分
自
身
を
無
心
に
す
る
こ
と
に
賭
け
て
み
る
。
私
自

身
が
無
心
に
近
づ
く
よ
う
に
願
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相

手
の
う
ち
に
も
同
じ
く
、
無
心
が
、
恵
み
の
よ
う
に
到
来
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
無
心
の
ほ
う
へ
、
自
我
の
匂
い
の

し
な
い
ほ
う
へ
。
神
の
息
吹
が
、
無
心
を
願
う
私
を
通
し
て

顕
れ
出
る
こ
と
を
、
願
っ
て
い
る
。

5-

4
　
無
心
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
馴
染
ま
な
い

無
心
の
知
恵
は
﹁
す
ぐ
に
役
立
つ
便
利
な
知
識
」
で
は
な

い
。
む
し
ろ
無
心
の
知
恵
は
﹁
す
ぐ
に
役
立
つ
知
識
」
を
求

め
る
私
た
ち
の
願
い
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
う
。
正
確
に

言
え
ば
、
無
心
を
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
﹁
利
用
す
る
」
こ

と
は
で
き
な
い
。
無
心
の
知
恵
は
、
そ
の
よ
う
に
﹁
自
分
の

都
合
に
合
わ
せ
て
利
用
す
る
」
と
い
う
態
度
を
放
棄
せ
よ
と

教
え
る
。

理
論
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
上
手
な
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
を
求
め
て
い
る
時
期
に
は
、
無
心
の

知
恵
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
理
論
や
テ
ク
ニ

ッ
ク
が
通
用
し
な
く
な
る
時
、
は
じ
め
て
、
無
心
の
知
恵
が

生
き
て
く
る
。

し
か
も
無
心
の
知
恵
は
正
解
を
出
さ
な
い
。
あ
る
い
は
、
無

心
は
正
解
の
な
い
世
界
に
お
け
る
知
恵
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
も
﹁
処
方
箋
」
が
成
り
立
た
な
い

世
界
で
あ
る
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
す
べ
て
解
決
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
と
ど

こ
か
に
無
理
が
く
る
。

あ
る
方
が
語
っ
て
く
れ
た
。﹁
も
し
自
分
が
患
者
で
、
ケ
ア

し
て
も
ら
う
と
し
た
ら
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
す
べ
て
解
決
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
と
気
づ
い
て
い
る
人
に
、
お
願
い
し
た

い
。
そ
う
い
う
人
の
ほ
う
が
や
さ
し
い
よ
う
な
気
が
す
る
」。

こ
の
感
覚
を
大
切
に
し
た
い
。

5-

5
　
最
後
に
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ティ
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

私
た
ち
は
し
ば
し
ば
、
自
分
が
﹁
か
ら
だ
」
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
、﹁
い
の
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
、
傲
慢
に
な
っ
て
い
る
。
か
ら
だ
を
支
配

し
、
い
の
ち
を
操
作
し
、
自
分
の
力
で
生
き
て
い
る
と
思
い

込
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
意
識
︵
近
代
的
自
我
・
身
体
性
の
欠

如
し
た
主
観
性
︶
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
。
そ
の
思
い
を

﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
た
い
。
そ
の

点
を
こ
そ
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
の
核
心

部
分
と
し
て
手
放
す
こ
と
な
く
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を

考
え
た
い19

。

そ
の
工
夫
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
本
の
中
で
語
り
継
が
れ

て
き
た
﹁
無
心
の
知
恵
」
を
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

注1
　
鎌
田
東
二
編
著
﹃
講
座
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
学
1
　
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ケ
ア
﹄︵
ビ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
一

四
年
︶
な
ど
。

2
　
拙
論
、
D
V
D
﹃
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
無
心
﹄︵
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
学
ぶ
9
、
医
学
映
像
教
育
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
四
年
︶
の
中
で
も
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

3
　
拙
論
﹁
世
阿
弥
の
還
相

︱
還
相
に
お
け
る
︿
他
者
﹀
の
問

題
」︵﹃
思
想
﹄
九
六
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
四
月
︶
な
ど
。

4
　
拙
著
﹃
無
心
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
﹄︵
岩
波
現
代
全
書
、
二
〇

一
四
年
︶。

5
　
拙
著
﹃
世
阿
弥
の
稽
古
哲
学
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
九
年
︶。
な
お
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
会
」
の
報
告
﹁
稽

古
と
無
心

︱
世
阿
弥
を
中
心
に
、
鈴
木
大
拙
の
無
心
理
解

を
経
由
し
て
、
ケ
ア
の
問
題
へ
」︵
二
〇
一
四
年
六
月
二
六

日
︶
で
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。 

6
　
世
阿
弥
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
﹃
日
本
思
想
大
系
二
四
　
世

阿
彌
・
禪
竹
﹄︵
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
︶
に
拠
る
。

7
　
前
掲
拙
著
﹃
無
心
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
﹄﹁
第
五
章
、
井
筒
俊

彦
の
禅
哲
学
」
参
照
。

80

第二部 ❖身心変容のワザ学



8
　

S
・
フ
ロ
イ
ト
﹁
平
等
に
漂
う
注
意
」
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
前
掲
拙
著
、
一
四
二
頁
、
参
照
。

9
　
拙
論
﹁
無
心
に
な
っ
て

︱
日
本
的
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
の
た
め
に
︵
上
・
下
︶」︵﹃
キ
リ
ス
ト
新
聞
﹄
二
〇
一
二

年
九
月
二
二
日
、
一
〇
月
六
日
︶
に
お
い
て
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ

を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。

10
　
宮
本
久
雄
氏
の
多
く
の
論
稿
、
と
り
わ
け
そ
の
﹁
ハ
ヤ
ト
ロ

ギ
ア
」
の
思
想
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。
そ
の
一
端
は
、
例
え

ば
、
拙
論
﹁
宗
教
哲
学

︱
概
念
と
方
法
」﹃
岩
波
講
座
哲

学
一
三
　
宗
教
／
超
越
の
哲
学
﹄︵
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八

年
︶。﹁
無
心
の
ケ
ア
」
と
﹁
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
」
の
関
連
は
今

後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

11
　
拙
論
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
﹃
我
執
性
﹄」︵
日
本
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
協
会
編
﹃
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ア

︱

新
た
な
つ
な
が
り
の
中
の
看
護
・
福
祉
・
教
育
﹄
せ
せ
ら
ぎ

出
版
、
二
〇
〇
九
年
︶
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。 

12
　﹁
ケ
ア
」
に
含
ま
れ
る
困
難
に
つ
い
て
は
、
拙
論
﹁
ケ
ア
と

云
わ
な
い
ケ
ア
の
思
想

︱
ケ
ア
論
が
私
た
ち
に
突
き
つ
け

た
問
い
」︵
西
平
直
編
﹃
講
座
ケ
ア
三
　
ケ
ア
と
人
間
﹄
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
︶
で
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

13
　
こ
の
点
は
異
世
代
間
ケ
ア
︵
子
ど
も
の
ケ
ア
・
高
齢
者
介

護
︶
か
ら
の
問
い
掛
け
で
あ
る
。
多
少
論
点
は
異
な
る
が
、

拙
論
﹁﹃
ジ
ェ
ネ
レ
イ
シ
ョ
ナ
ル
・
ケ
ア
﹄
の
危
機
と
﹃
不

生
﹄
の
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト

︱
教
育
・
臨
床
・
哲
学
の
フ
ィ
ー

ル
ド
」︵﹃
理
想
﹄
第
六
九
四
号
、
特
集
、
教
育
・
臨
床
・
哲

学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
理
想
社
、
近
刊
︶
で
考
え
た
こ

と
が
あ
る
。

14
　﹁
我
執
性
」
と
﹁
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
概
念
と
の
関
連
は

て
い
ね
い
な
考
察
を
必
要
と
す
る
。
単
に
﹁
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
行
き
過
ぎ
、
閉
鎖
的
・
排
他
的
に
な
っ
た
結
果
」
を

﹁
我
執
性
」
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
位
相
の

違
い
と
関
連
は
課
題
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
拙
論
﹁
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」︵﹃
現
代
と
親

鸞
﹄
第
九
号
、
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
︶
な
ど
。

15
　﹁
自
我
と
い
う
箱
に
閉
ざ
さ
れ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
は
興
味
深
い
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

は
万
人
が
持
つ
の
だ
が
、
い
つ
も
は
自
我
と
い
う
箱
の
中
に

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
箱
の
ふ

た
を
開
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
点
を
含
め
、﹁
本
覚
思
想
」
と

の
関
連
は
課
題
で
あ
る
。

16
　
例
え
ば
、
拙
論
﹁
元
型
・
イ
マ
ー
ジ
ュ
・
変
容

︱
﹃
魂
の

学
と
し
て
の
心
理
学
﹄
の
た
め
に
」︵﹃
岩
波
講
座
宗
教
一
〇

　
宗
教
の
ゆ
く
え
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
︶
な
ど
。

17
　
拙
論
﹁
か
ら
だ
・
い
の
ち
・
無
の
は
た
ら
き

︱
無
の
思
想

の
地
平
か
ら
」︵﹃
緩
和
ケ
ア
﹄
第
五
巻
第
五
号
︵
特
集
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
︶、
青
海
社
、
二
〇
〇
五
年
︶
で
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
。

18
　
こ
の
点
を
含
め
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
を
整
理
す

る
試
み
と
し
て
、
拙
論
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
再
考

︱

ル
ビ
と
し
て
の
﹃
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹄」︵﹃
日
本
ト
ラ

ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
／
精
神
医
学
﹄
四
号
、
日
本
ト
ラ

ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
／
精
神
医
学
会
、
二
〇
〇
三
年
︶。

19
　
拙
論
﹁
無
心
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

︱
日
本
的
な
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
た
め
に
」
窪
寺
俊
之
編
著
﹃
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

︱
生
き
る
希
望
と
尊
厳
を

支
え
る
﹄︵
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
学
ぶ
3
、
聖
学
院
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
︶、
ま
た
、
拙
論
﹁
霊
性
を
大
切

に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」︵
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
編
﹃
現
代
世
界
に
お
け
る
霊
性
と
倫
理

︱
宗
教
の
根

底
に
あ
る
も
の
﹄
行
路
社
、
二
〇
〇
五
年
︶
な
ど
。
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あ
ら
ゆ
る
ブ
ッ
ダ
の
慈
悲
を
一
身
に
集
め
、

そ
の
恩
義
は
か
ぎ
り
な
い
。

悪
業
に
ま
み
れ
た
わ
た
し
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
唯
一
な
る

聖
な
る
ラ
マ
よ
、

心
の
奥
底
か
ら
祈
り
ま
す
。

そ
の
み
心
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ご
加
持
く
だ

さ
い
。
…
…

若
々
し
い
子
供
の
壺
の
身
体
に
解
脱
で
き
る
よ
う
、
ご
加

持
く
だ
さ
い
。

今
生
に
お
い
て
、
虹
の
身
体
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ご
加
持
く
だ
さ
い
。

輪
廻
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ご
加
持
く
だ
さ
い
。

︵
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ノ
ル
ブ
﹁
あ
ら
ゆ
る
ブ
ッ
ダ
の
慈
悲
を
一
身

に
集
め
た
ラ
マ
へ
の
祈
り1

」︶

ケ
ン
ポ・ア
チ
ュ
ー

一
九
九
八
年
、
北
京
で
発
行
さ
れ
て
い
る
﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・

チ
ベ
ッ
ト
﹄
に
、
一
つ
の
短
い
、
奇
妙
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・
チ
ベ
ッ
ト
﹄
は
、
こ
の
時
期
、
年
に
六

回
発
行
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
、
西
蔵
自
治
区
、
青
海

省
、
四
川
省
、
甘
粛
省
、
雲
南
省
に
ま
た
が
る
チ
ベ
ッ
ト
人

地
域
の
政
治
、
環
境
、
社
会
、
経
済
、
文
化
に
つ
い
て
の
多

様
な
報
告
、
記
事
が
、
七
〇
頁
ほ
ど
の
紙
面
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

そ
こ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

逝
去
し
た
ラ
マ
の
体
が
縮
む
。﹃
甘
孜
日
報
﹄
に
よ
る
と
、

新
龍
県
ル
ン
モ
寺
の
僧
院
長
ア
チ
ュ
ー
が
九
月
十
三
日
に

逝
去
し
た
。
そ
の
遺
体
は
仏
教
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
、
七

日
間
お
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
六
日
目
の
午
後
に
は

イ
ン
ク
瓶
の
大
き
さ
に
ま
で
縮
ん
だ
。
八
日
目
に
は
豆
粒

大
に
な
り
、
十
日
目
に
は
完
全
に
消
え
た2

。

﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・
チ
ベ
ッ
ト
﹄
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
地
域
に
お

け
る
地
方
政
策
の
進
展
や
、
開
発
状
況
、
最
近
の
経
済
指
標
、

気
候
変
動
に
と
も
な
う
農
業
、
牧
畜
の
現
状
に
つ
い
て
の
記

事
が
大
半
を
占
め
る
、
か
な
り
﹁
お
堅
い
」
雑
誌
だ
。

中
国
政
府
は
、
チ
ベ
ッ
ト
侵
攻
後
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

﹁
迷
信
」
を
批
判
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
五
十
年
に
わ
た
っ

て
続
け
て
き
た
。
遷
化
し
た
ラ
マ
の
身
体
が
縮
ん
で
姿
を
消

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
の
記
事
は
、﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・
チ
ベ

ッ
ト
﹄
の
性
格
を
考
え
る
と
、
い
か
に
も
そ
の
誌
面
に
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
だ
。
チ
ベ
ッ
ト
の
政
治
や
経
済
の
現
況
を
伝
え

る
前
後
の
記
事
か
ら
は
、
ま
っ
た
く
突
拍
子
も
な
い
も
の
に

み
え
る
。

も
う
一
つ
、
こ
の
記
事
に
は
、
ひ
ど
く
奇
妙
な
と
こ
ろ
が

あ
る
。﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・
チ
ベ
ッ
ト
﹄
は
、
英
語
と
中
国
語
の

二
カ
国
語
で
発
行
さ
れ
て
い
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
雑
誌
だ
っ

た
︵
現
在
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
は
、
五
カ
国
語
に
な
っ
て
い
る
︶。
英

語
版
は
主
に
国
外
の
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
や
欧
米
在
住
の
チ
ベ

ッ
ト
人
た
ち
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い

し
て
中
国
版
の
読
者
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
行
政
や
教
育
に
関
わ

る
チ
ベ
ッ
ト
人
や
中
国
人
の
官
僚
や
共
産
党
員
だ
。

と
こ
ろ
で
、
た
い
へ
ん
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
記
事
は

英
語
版
の
み
に
掲
載
さ
れ
、
中
国
語
版
に
は
ケ
ン
ポ
・
ア
チ

ュ
ー
の
死
を
告
げ
る
言
葉
は
、
一
行
も
見
つ
か
ら
な
い
の
で

あ
る
。
中
国
版
と
英
語
版
の
ほ
か
の
頁
を
見
比
べ
て
み
る
と
、

両
者
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
こ

虹
の
身
体

第
二
部
❖
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ザ
学
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の
奇
妙
な
記
事
は
、
英
語
版
だ
け
に
載
せ
ら
れ
、
中
国
語
版

か
ら
は
注
意
深
く
取
り
除
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
れ
は
ま
る
で
、﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・
チ
ベ
ッ
ト
﹄
の
編
集
者

が
、
こ
の
驚
異
に
満
ち
た
ニ
ュ
ー
ス
を
、
中
国
の
外
部
の
読

者
に
向
け
て
、
秘
か
に
発
信
し
よ
う
と
し
た
、
賭
け
に
も
似

た
試
み
に
み
え
る
。

こ
の
記
事
が
あ
ら
わ
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
弟
子
の

一
人
だ
っ
た
ロ
サ
ン
・
ニ
ェ
ン
ダ
ク
が
書
い
た
ケ
ン
ポ
・
ア

チ
ュ
ー
︵﹁
ケ
ン
ポ
」
は
﹁
僧
院
長
」
の
意
︶
の
伝
記
が
、
私
家

版
で
発
行
さ
れ
た3

。

﹃
虹
の
身
体
か
ら
自
然
に
鳴
り
わ
た
る
金
剛
の
う
る
わ
し
き

太
鼓
の
音
﹄
と
題
さ
れ
た
、
こ
の
伝
記
に
よ
る
と
、
ケ
ン
ポ
・

ア
チ
ュ
ー
は
、
一
九
一
八
年
に
東
チ
ベ
ッ
ト
・
ニ
ャ
ク
ロ
ン

地
方
︵
現
在
の
四
川
省
新
龍
地
方
︶
の
ル
モ
ラ
プ
に
生
ま
れ
た
。

十
四
歳
の
時
、
生
ま
れ
故
郷
に
あ
っ
た
ニ
ン
マ
派
の
ル
モ
ラ

プ
寺
︱
﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・
チ
ベ
ッ
ト
﹄
の
記
事
の
﹁
ル
ン

モ
寺
」
︱
に
入
門
、
六
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ニ
ン
マ
派
で

用
い
ら
れ
る
仏
教
経
典
の
学
問
に
邁
進
し
た
。

二
十
歳
で
、
ニ
ン
マ
派
の
典
籍
を
学
び
つ
く
す
と
、
今
度

は
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
あ
る
ゲ
ー
ル
ク
派
の
重
要
な
学
問
寺

で
あ
る
セ
ラ
寺
に
移
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
経
典
の
学
問
を

続
け
る
と
と
も
に
、
二
十
六
歳
か
ら
は
、
ニ
ン
マ
派
の
偉
大

な
密
教
行
者
と
し
て
令
名
の
高
か
っ
た
ド
ゥ
ジ
ョ
ム
・
リ
ン

ポ
チ
ェ
を
師
と
し
て
、
密
教
の
教
え
を
学
ん
だ
と
い
う
。

長
期
に
わ
た
る
中
央
チ
ベ
ッ
ト
で
の
顕
密
の
勉
強
を
終
え

た
ア
チ
ュ
ー
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
ル
モ
ラ
プ
に
戻
り
、
ル
モ

ラ
プ
寺
に
付
設
さ
れ
て
い
た
僧
院
大
学
の
僧
院
長
と
な
り
、

後
輩
の
教
育
に
い
そ
し
ん
だ
。
引
退
後
も
、
寺
か
ら
五
百
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
小
さ
な
家
で
、
三
人
の
弟
子
と
い
っ
し

ょ
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
瞑
想
修
行
を
続
け
た
。

死
に
先
立
つ
数
年
間
、
ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
の
周
囲
で
は
、

不
思
議
な
出
来
事
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
。

数
人
の
知
り
合
い
が
訪
ね
た
時
の
こ
と
だ
。
彼
ら
は
、
ケ

ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
を
家
の
中
に
残
し
た
ま
ま
、
外
か
ら
扉
の

錠
を
か
け
、
用
事
を
す
ま
せ
に
外
出
し
た
。
戻
っ
て
驚
い
た

の
は
、
ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
が
、
庭
に
出
て
た
た
ず
ん
で
い

た
こ
と
だ
っ
た
。

﹁
ど
う
や
っ
て
外
に
出
た
の
で
す
か
？
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た

ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
は
、﹁
扉
か
ら
だ
よ
」
と
こ
と
も
な
げ
に

答
え
た
。
だ
が
、
扉
は
し
っ
か
り
外
か
ら
錠
が
か
か
っ
た
ま

ま
、
窓
も
閉
ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

死
の
数
日
前
、
地
元
の
人
々
は
、
ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
の

家
の
左
右
か
ら
、
二
つ
の
虹
が
、
天
空
に
向
か
っ
て
垂
直
に

立
ち
上
が
る
の
を
見
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
毎
日
、
若

い
女
の
美
し
い
歌
声
が
鳴
り
わ
た
る
の
が
聞
こ
え
る
。
家
の

中
に
誰
か
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
っ
て
入
っ
て
み
る
と
、
誰

も
い
な
い
。
そ
の
声
は
、
今
度
は
ま
る
で
上
空
で
鳴
り
響
い

て
い
る
か
の
よ
う
に
、
聞
こ
え
て
く
る
。

一
九
九
八
年
の
チ
ベ
ッ
ト
暦
七
月
七
日
の
午
後
、
ケ
ン

ポ
・
ア
チ
ュ
ー
は
示
寂
し
た
。

病
を
し
め
す
兆
候
は
何
も
な
く
、
数
珠
を
繰
り
、
観
音
菩

薩
の
真
言
を
唱
え
な
が
ら
の
最
期
だ
っ
た
。

夜
の
七
時
、
近
し
い
弟
子
が
、
服
を
着
替
え
さ
せ
よ
う
と

部
屋
に
入
っ
て
み
る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
、
肌
の
し
わ
は
消

え
失
せ
、
ま
る
で
子
供
の
よ
う
に
ピ
ン
ク
色
に
輝
い
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
少
し
体
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。

翌
日
、
仏
壇
に
供
え
る
バ
タ
ー
・
ラ
ン
プ
を
替
え
に
い
っ

た
。
さ
ら
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

三
日
後
、
困
り
果
て
た
弟
子
は
、
近
く
の
別
の
僧
院
長
の

と
こ
ろ
に
相
談
に
出
か
け
た
。
答
え
は
﹁
一
週
間
誰
に
も
言

わ
ず
、
秘
密
に
し
て
お
き
な
さ
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

八
日
目
、
ご
く
親
し
か
っ
た
四
人
の
弟
子
と
他
に
二
人
が
、

い
っ
し
ょ
に
見
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ッ
ド
に
ま
っ
す

ぐ
立
っ
て
い
る
法
衣
を
取
り
除
い
て
み
る
。

な
に
も
な
い
。
爪
も
、
髪
も
、
な
に
ひ
と
つ
残
さ
れ
て
い

な
い
。

チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
高
い
悟
り
を
得
た
ラ
マ
が
亡
く
な
る
と
、

生
前
身
に
つ
け
て
い
た
服
や
、
荼
毘
に
付
し
た
時
に
姿
を
あ

ら
わ
す
仏
舎
利
を
大
事
に
し
て
、
仏
像
の
中
に
入
れ
た
り
、
新

し
く
そ
れ
を
お
さ
め
る
た
め
の
仏
塔
を
建
立
す
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
あ
と
に
の
こ
さ
れ
た
自
分
が
修
行
を
続
け
る
た
め

の
心
の
よ
す
が
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
弟
子
は
、
頭
を
床
に

打
ち
つ
け
、
大
声
で
泣
き
始
め
た
。

そ
も
そ
も
遺
体
が
姿
を
消
し
た
な
ど
と
、
誰
が
信
じ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。
六
人
は
、
茫
然
と
し
て
立
ち
つ
く
し
た
。

虹
の
身
体

﹃
チ
ャ
イ
ナ
ズ
・
チ
ベ
ッ
ト
﹄
の
短
い
記
事
や
、
ロ
サ
ン
・

写真１　ケンポ・アチュー（1998年、死の数カ月前）
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ニ
ェ
ン
ダ
ク
の
伝
記
の
中
に
描
か
れ
た
ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー

の
死
と
そ
れ
に
と
も
な
う
奇
瑞
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
や
そ
の
周

囲
に
ひ
ろ
が
る
社
会
に
、
そ
の
後
、
し
だ
い
に
静
か
な
、
し

か
し
深
い
波
紋
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
最
初
の
例
の
一
つ
は
、
東
チ
ベ
ッ
ト
・
ゴ
ロ
ク
地
方

の
有
名
な
学
僧
で
あ
る
ケ
ン
ポ
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ロ
ー
ド
ー

が
、
ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
の
死
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
に
つ
い

て
綿
密
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
刊
し
た
こ
と
で
あ

る
。
最
後
の
日
々
を
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
た
弟
子
た
ち
や
、
ケ

ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
の
友
人
で
、
死
の
時
に
遺
体
を
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
い
い
か
、
弟
子
た
ち
の
相
談
を
受
け
て
助
言
を
あ

た
え
た
僧
院
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

表
し
た
の
で
あ
る4

。 

ケ
ン
ポ
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ロ
ー
ド
ー
は
、
師
の
ケ
ン
ポ
・

ジ
グ
メ
・
プ
ン
ツ
ォ
ッ
ク
亡
き
後
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
最

高
の
学
僧
に
し
て
清
浄
な
比
丘
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
、

仏
教
の
も
っ
と
も
簡
単
な
戒
律
で
あ
る
三
帰
依
戒
を
あ
た
え

る
授
戒
の
儀
式
に
は
、
十
万
人
を
超
え
る
人
々
が
、
チ
ベ
ッ

ト
全
土
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
そ
の
彼

が
、
ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
が
最
期
の
日
を
過
ご
し
た
ル
モ
ラ

プ
寺
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
お
も
む
き
、
調
査
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ケ
ン
ポ
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ロ

ー
ド
ー
は
、
そ
の
後
、
一
九
五
八
年
中
国
人
民
軍
が
チ
ベ
ッ

ト
に
侵
攻
し
た
と
き
に
捕
え
ら
れ
、
馬
で
強
制
収
容
所
に
連

れ
ら
れ
て
い
く
途
中
、
馬
上
か
ら
空
中
に
浮
か
び
上
が
り
、
そ

の
ま
ま
姿
を
消
し
た
別
の
ラ
マ
僧
、
ケ
ン
ポ
・
ツ
ェ
ワ
ン
・

リ
グ
ズ
ィ
ン
︵
一
八
八
三
―一
九
五
八
︶
に
つ
い
て
も
、
同
じ

よ
う
な
調
査
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
人
々
の
中
に
は
、
護
送
し
て
い

た
中
国
人
兵
士
や
、
役
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
空

中
に
浮
か
び
上
が
る
ケ
ン
ポ
・
ツ
ェ
ワ
ン
・
リ
グ
ズ
ィ
ン
に

向
け
て
発
砲
し
た
弾
丸
が
、
光
の
バ
リ
ア
の
よ
う
な
も
の
に

よ
っ
て
は
じ
き
返
さ
れ
、
地
上
に
落
ち
て
き
た
こ
と
、
そ
し

て
、
こ
の
事
件
を
上
司
に
報
告
し
た
さ
い
、
黙
っ
て
い
る
よ

う
に
命
令
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
、
約
四
十
年
の
沈
黙
の
後

に
、
は
じ
め
て
生
々
し
く
語
っ
た
の
で
あ
る5

。

ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
や
、
ケ
ン
ポ
・
ツ
ェ
ワ
ン
・
リ
グ
ズ

ィ
ン
の
よ
う
に
、
死
の
時
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、

肉
体
が
虹
の
光
に
溶
け
い
り
、
消
え
て
し
ま
う
こ
と
を
、
チ

ベ
ッ
ト
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
密
教
の
伝
統
に
お
い
て
は
、﹁
虹
の
身

体
」
と
呼
ぶ
。

ド
ゥ
ン
ジ
ョ
ム
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
が
著
わ
し
た
﹃
ニ
ン
マ
仏

教
史
﹄
に
よ
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
に
ゾ
ク
チ
ェ
ン
密
教
が
移
植

さ
れ
て
か
ら
最
初
の
十
九
人
の
血
脈
相
承
の
導
師
た
ち
の
う

ち
、
十
一
人
が
﹁
虹
の
身
体
」
の
成
就
を
得
、
残
り
の
八
人

は
、
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
し
た
後
も
、
瞑
想
の
ポ
ー
ズ
に
と

ど
ま
る
﹁
ト
ゥ
ク
タ
ム
」
︱
そ
の
長
さ
は
数
日
か
ら
一
カ

月
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
︱
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
た
と
さ
れ

る6

。ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
の
死
は
、
こ
の
伝
統
が
、
現
代
に
い

た
る
ま
で
き
わ
め
て
強
力
に
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
、
チ

ベ
ッ
ト
人
た
ち
や
そ
の
周
囲
の
人
々
に
、
あ
ら
た
め
て
強
く

印
象
づ
け
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

パ
ロ・二
〇
一
二
年
、東
チ
ベ
ッ
ト・

二
〇
一
四
年

ケ
ン
ポ
・
ア
チ
ュ
ー
の
後
も
、
チ
ベ
ッ
ト
の
内
外
で
﹁
虹

の
身
体
」
を
悟
っ
た
実
例
の
報
告
は
、
続
い
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
た
い
へ
ん
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
二

〇
一
一
年
末
に
ア
メ
リ
カ
で
遷
化
し
た
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ノ
ル

ブ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
場
合
だ
っ
た
。
テ
ィ
ン
レ
ー
・
ノ
ル
ブ
・

リ
ン
ポ
チ
ェ
の
遺
体
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
パ
ロ
で
荼
毘
に
付
さ

れ
た
。
そ
の
さ
い
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
ビ
デ
オ
が
、
公
開
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
虹
の
身
体
」
の
悟
り
を
得
た
密

教
行
者
の
肉
体
は
、
光
に
な
っ
て
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
た

だ
し
、
多
く
の
弟
子
を
も
っ
た
ラ
マ
の
場
合
、
完
全
に
は
消

え
去
る
こ
と
な
く
、﹁
八
歳
の
子
供
ほ
ど
の
大
き
さ
」
の
遺
体

が
残
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

テ
ィ
ン
レ
ー
・
ノ
ル
ブ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ

ン
ド
、
ブ
ー
タ
ン
、
ア
メ
リ
カ
に
多
く
の
弟
子
を
持
っ
て
い

た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
遺
骸
は
完
全
に
は
消
え
ず
、
子

供
く
ら
い
の
大
き
さ
の
か
ら
だ
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
か
ら
ブ
ー
タ
ン
に
運
ば
れ
た
遺
体
は
、
厨
子
に
入
れ

ら
れ
た
ま
ま
、
約
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
、
ブ
ー
タ
ン
の
各
地

に
車
で
運
ば
れ
た
。
そ
の
ど
こ
で
も
、
多
く
の
信
心
深
い
ブ

ー
タ
ン
人
た
ち
が
集
ま
り
、
五
体
投
地
の
礼
拝
行
を
し
、
あ

る
い
は
敬
意
を
表
現
す
る
絹
の
布
︵﹁
カ
タ
」︶
を
さ
さ
げ
た

の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
三
月
、
パ
ロ
で
行
わ
れ
た
荼
毘
に
あ
た
っ
て

は
、
遺
体
を
燃
や
す
た
め
の
伝
統
的
な
仏
塔
の
よ
う
な
形
を

し
た
特
別
な
建
物
︵﹁
プ
ル
カ
ン
」︶
が
作
ら
れ
、
弟
子
や
行
者

を
は
じ
め
と
し
、
数
千
人
の
人
々
が
集
ま
っ
た
︵
そ
の
中
に

は
、
即
位
し
て
間
も
な
い
第
五
代
国
王
ジ
グ
メ
・
ゲ
サ
ル
・
ワ
ン

チ
ュ
ク
夫
妻
の
姿
も
あ
っ
た
︶。

密
教
の
阿
闍
梨
が
か
ぶ
る
宝
冠
の
つ
い
た
マ
ス
ク
を
つ
け
、

両
手
は
報
身
の
ブ
ッ
ダ
で
あ
る
金
剛
薩
埵
の
ム
ド
ラ
を
組
む

テ
ィ
ン
レ
ー
・
ノ
ル
ブ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
遺
体
︱
そ
れ
は

誰
の
目
に
も
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
収
縮
し
て
い
た
︱

は
、
み
こ
し
に
乗
せ
ら
れ
、
仏
塔
の
ま
わ
り
を
巡
行
し
な
が

ら
進
ん
だ
。
そ
の
姿
が
、
じ
か
に
、
あ
る
い
は
写
真
や
録
画

を
つ
う
じ
て
、
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る7

。さ
ら
に
二
〇
一
四
年
、
東
チ
ベ
ッ
ト
・
カ
ム
地
方
の
ゾ
ク

チ
ェ
ン
僧
院
の
近
く
に
あ
る
洞
窟
で
、
孤
独
な
瞑
想
修
行
を
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続
け
て
い
た
ラ
マ
・
カ
ル
マ
の
場
合
、
そ
の
身
体
が
収
縮
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
身
近
な
弟
子
が
携
帯
電
話
で
撮
影
し
た
。

そ
の
写
真
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
う
じ
て
世
界
中
に
転

送
さ
れ
、
拡
散
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

虹
の
身
体
と
光
の
哲
学

﹁
虹
の
身
体
」
は
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
密
教
に
特
有
の
悟
り
の
形

で
あ
り
、
ブ
ッ
ダ
の
二
つ
の
類
型
の
う
ち
の
一
つ
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
も
っ
と
も
古
い
層
に
属
す
﹁
秘

訣
部
十
七
タ
ン
ト
ラ
︵rgyud bcu bdun

︶」
の
一
つ
に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る8

。

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
真
実
に
完

全
な
ブ
ッ
ダ
と
、
現
前
に
完
全
な
ブ
ッ
ダ
で
あ
る
。
真
実

に
完
全
な
ブ
ッ
ダ
と
は
、
肉
体
を
残
す
こ
と
な
く
ブ
ッ
ダ

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
現
前
に
完
全
な
ブ
ッ
ダ
と
な
っ
た

場
合
、
光
、
音
響
、
仏
舎
利
、
仏
像
、
大
地
の
震
動
が
生

じ
る
。 

︵﹃
金
剛
薩
埵
の
心
臓
の
鏡9

﹄︶

完
全
な
覚
者
と
な
っ
て
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
入
る
。
そ
の
時

に
は
、
素
晴
ら
し
い
芳
香
が
空
中
を
満
た
し
、
う
る
わ
し
い

楽
の
音
が
鳴
り
響
く
。
周
囲
に
は
、
ま
る
で
光
の
宮
殿
の
よ

う
な
、
あ
る
い
は
垂
直
に
立
ち
上
が
る
大
き
な
虹
が
、
何
重

に
も
姿
を
あ
ら
わ
す
。
荼
毘
に
付
さ
れ
た
遺
骸
か
ら
は
、
五

色
に
輝
く
宝
石
や
真
珠
の
よ
う
な
仏
舎
利
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
生

ま
れ
、
心
臓
や
舌
か
ら
は
仏
像
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
が
、

﹁
現
前
に
完
全
な
ブ
ッ
ダ
」
と
な
っ
た
場
合
の
し
る
し
だ
。

と
こ
ろ
が
、
死
の
時
に
、
粗
大
な
物
質
で
で
き
た
肉
体
が
、

完
全
に
光
に
溶
け
さ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
や
っ

て
﹁
真
実
に
完
全
な
ブ
ッ
ダ
」
に
な
っ
た
者
は
、
純
粋
な
光

で
で
き
た
﹁
光
の
身
体
︵
ʼod lus

︶」
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ

し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
に
利
他
の
活
動
を
続
け
る
の
で
あ
る
、
と

ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
タ
ン
ト
ラ
は
述
べ
る
。﹁
虹
の
身
体
」
と
は
、

﹃
金
剛
薩
埵
の
心
臓
の
鏡
﹄
タ
ン
ト
ラ
が
い
う
﹁
真
実
に
完
全

な
ブ
ッ
ダ
」
に
な
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
見
る
よ
う
に
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
思
考
法
に
お
い

て
、
物
質
か
ら
な
る
肉
体
は
、
外
部
と
内
部
の
二
元
論
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
る
行
為
と
環
境
の
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
土
台
に
し
な
が
ら
、
い
く
つ
も
の
条
件
が
複
雑
に
積
み
重

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
存
在
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
す
べ

て
の
生
き
も
の
の
根
底
に
は
、
叡
智
に
満
ち
た
真
空
場
と
そ

こ
か
ら
自
由
状
態
で
溢
れ
出
し
て
い
る
純
粋
な
光
や
、
慈
悲

写真２　生前のティンレー・ノルブ・リンポチェ

写真４　生前のラマ・カルマ（東チベット・ゾクチェン寺
近くの洞窟で）

写真５　幼児の大きさに縮んだラマ・カルマの遺骸（白
髪の頭がコートの上部から覗いている）

写真３　荼毘のために運び出されるティンレー・ノルブ・
リンポチェの遺体（2012年、パロ）
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の
力
が
、
存
在
し
、
つ
ね
に
浸
透
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ

る
。深

々
と
し
た
瞑
想
に
よ
っ
て
、
物
質
的
な
肉
体
を
つ
き
動

か
し
て
い
る
煩
悩
や
、
二
元
論
に
も
と
づ
い
た
世
界
の
イ
メ

ー
ジ
を
作
り
出
す
固
定
し
た
パ
タ
ー
ン
が
解
き
放
た
れ
、
消

え
去
っ
て
い
く
。
そ
れ
と
と
も
に
、
物
質
か
ら
で
き
て
い
る

肉
体
は
、
し
だ
い
に
変
容
し
て
い
く
。
存
在
の
土
台
に
内
蔵

さ
れ
て
い
る
叡
智
、
光
、
慈
悲
の
力
が
、
直
接
、
自
由
に
、
湧

き
お
こ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
肉
体
も
ま
た
純

粋
な
光
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

﹁
虹
の
身
体
」
は
、
こ
う
し
た
変
容
の
究
極
の
到
達
点
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

法
界
と
明
知

﹁
虹
の
身
体
」
の
悟
り
は
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
き
わ
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
﹁
光
の
存
在
論
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
、
秘
訣
部
十
七

タ
ン
ト
ラ
や
、
十
四
世
紀
チ
ベ
ッ
ト
に
出
現
し
、
ゾ
ク
チ
ェ

ン
の
存
在
論
を
き
わ
め
て
洗
練
さ
れ
た
形
式
で
表
現
し
た
天

才
的
哲
学
者
、
ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
︵
一
三
〇
八
―一

三
六
四
︶
の
哲
学
書
を
参
照
し
な
が
ら
、
明
ら
か
に
す
る
作

業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
よ
う
。

ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
哲
学
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
現
象
の
根
源

に
は
、
空
な
る
法
界
と
明
知
が
分
か
ち
が
た
く
一
体
と
な
っ

た
﹁
土
台
」
が
あ
る
。
こ
の
土
台
は
、
広
々
と
深
く
晴
れ
わ

た
っ
た
青
空
の
よ
う
に
、
空
っ
ぽ
で
何
も
な
い
空
性
で
あ
り

な
が
ら
、
し
か
も
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
の
は
た
ら
き
を
生
み
出

す
叡
智
の
輝
き
を
、
未
発
の
ま
ま
内
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
あ

り
よ
う
に
つ
い
て
、
ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

あ
る
が
ま
ま
で
完
成
し
て
お
り
、
方
向
性
を
欠
き
、
一
切

に
遍
満
し
、
あ
ふ
れ
る
城
。

上
も
下
も
中
間
も
な
い
、
広
々
と
し
た
原
初
の
法
界
の
城
。

方
向
性
を
欠
き
、
一
切
を
包
み
込
む
、
生
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
法
身
の
城
。

不
壊
に
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
で
完
成
し
て
い
る
宝
の
秘
密

の
城
。

器
世
間
と
有
情
世
間
、
輪
廻
と
涅
槃
は
、

原
初
の
城
に
お
い
て
、
す
べ
て
統
一
さ
れ
、
完
成
し
て
い

る
。 

︵﹃
法
界
の
宝
蔵10

﹄︶

 

ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
が
言
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、

こ
う
い
う
こ
と
だ
。

す
べ
て
の
現
象
の
根
源
、
そ
の
無
底
の
底
に
は
、
広
々
と

し
た
大
空
の
よ
う
な
原
初
の
空
間
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
方
向

も
、
部
分
も
な
い
。
完
全
な
対
称
性
が
支
配
し
て
い
る
。

だ
が
、
何
も
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
た

し
か
に
、
具
体
的
な
物
質
や
現
象
や
形
は
存
在
し
な
い
。
け

れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
、
叡
智
の
輝
き
が
未
発
の
ま
ま
、
内
蔵

さ
れ
て
い
る
。

ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
は
、
こ
の
輝
き
の
こ
と
を
、
別

の
論
書
で
は
、﹁
深
遠
な
る
光
明
︵gTing gsal

︶」、
あ
る
い
は

﹁
内
な
る
光
明
︵nang gsal

︶」
と
呼
ん
で
い
る
。

︵
原
初
の
土
台
︶
の
本
体
は
、
原
初
か
ら
清
ら
か
な
空
性

で
あ
り
、
一
方
、
あ
る
が
ま
ま
で
完
成
し
て
い
る
側
面
が
、

深
遠
な
る
光
明
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
空

性
と
光
明
は
分
か
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
体
で
あ
る
原

初
か
ら
清
ら
か
な
明
知
は
、
具
体
的
事
物
や
特
性
と
し
て

は
実
在
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
性
な
る
あ
る
が

ま
ま
で
完
成
し
て
い
る
微
細
な
光
明
が
、
内
な
る
光
明
と

し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
顕
現
の
本
体
は
空
で
あ
り
、
空
性
の
自
性
は

光
明
で
あ
る
。
こ
の
光
明
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
明
知
で
あ
る
。

 

︵﹃
至
高
の
乗
の
宝
蔵11

﹄︶

こ
う
し
て
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
哲
学
に
よ
る
と
、
存
在
の
土

台
に
お
い
て
、
空
性
と
光
明
、
法
界
と
明
知
は
分
か
ち
が
た

く
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
根
源
的
な
統
一
状
態
に
あ
る
。

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
光
に
満
ち
た
ブ
ッ
ダ
た
ち
の
姿
や
浄
土
も

ま
た
、
こ
の
原
初
か
ら
清
ら
か
な
根
源
空
間
の
た
だ
な
か
か

ら
、
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
高
次
の
対
称
性
が
貫
く
、
時
空
を

超
え
た
、
原
初
か
ら
清
ら
か
な
真
空
場
。
そ
れ
こ
そ
が
、
す

べ
て
の
現
象
の
土
台
だ
と
ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
は
語

る
。虹

の
光
に
満
ち
た
ブ
ッ
ダ
の
身
体
と
浄
土
は
、
こ
の
法
界

か
ら
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
、
ち
ょ
う

ど
、
太
陽
か
ら
放
射
さ
れ
る
光
線
の
よ
う
な
も
の
だ
。
す
べ

て
は
、
も
と
も
と
法
界
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
叡
智
の
輝
き
か

ら
、
自
然
に
放
射
さ
れ
て
く
る
。
多
様
な
身
振
り
、
色
、
形

を
そ
な
え
た
自
由
状
態
に
あ
る
光
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
す
べ
て

は
、
法
界
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
未
発
の
叡
智
の
輝
き
か
ら
、
立

ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
空
性
と
光
明
、
法
界
と
明
知
が
分
か
ち
が
た
く
統
一

さ
れ
て
い
る
原
初
の
空
間
は
、
け
が
れ
の
な
い
無
垢
の
光
が

出
現
す
る
土
台
だ
。
そ
の
こ
と
を
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
哲
学
で

は
、﹁
若
々
し
い
子
供
の
壺
の
身
体
︵gzhon nu bum

 pa

ʼi sku

︶」

と
い
う
、
別
の
詩
的
な
言
葉
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
る
。

86

第二部 ❖身心変容のワザ学



対
称
性
の
自
発
的
破
れ
と

「
若
々
し
い
子
供
の
壺
の
身
体
」

だ
が
、
こ
の
﹁
壺
」
の
比
喩
に
は
、
若
々
し
さ
や
無
垢
と

い
っ
た
の
と
は
少
し
ち
が
っ
た
別
の
意
味
も
、
こ
め
ら
れ
て

い
る
。

法
界
に
は
、
鮮
や
か
な
虹
色
の
光
と
し
て
溢
れ
出
す
こ
と

の
で
き
る
、
生
き
生
き
と
し
た
輝
き
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
ち
ょ
う
ど
密
閉
さ
れ
た
容
器
︵﹁
壺
」︶
の
中
に
閉

じ
こ
め
ら
れ
た
光
が
、
外
に
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
現
象
す
る
こ
と
が
な
い
。

輝
き
を
秘
め
た
深
い
闇
。
そ
れ
が
法
界
だ
。

こ
う
し
た
法
界
の
あ
り
よ
う
を
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
テ
キ
ス

ト
は
、﹁
封
印
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。

﹁
若
々
し
い
子
供
の
壺
の
身
体
」
で
あ
る
法
界
に
は
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
光
が
、
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
封
印
さ

れ
た
ま
ま
で
、
外
に
出
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
高
次
の
対
称
性
が
貫
い
て
い
る
法
界
の

根
源
空
間
に
、
自
発
的
な
対
称
性
の
破
れ
が
生
じ
、
特
異
点

が
あ
ら
わ
れ
、
封
印
が
破
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

明
知
に
は
、
四
つ
の
分
節
を
そ
な
え
た
生
命
を
維
持
す

る
風
、
す
な
わ
ち
五
つ
の
智
慧
の
風
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
、
存

在
し
て
い
る
。
そ
の
放
射
力
が
、
外
部
に
現
出
し
て
、
若
々

し
い
子
供
の
壺
の
身
体
の
封
印
が
破
れ
る
。
す
る
と
、
あ

る
が
ま
ま
で
完
成
し
て
い
る
放
射
力
か
ら
、
五
つ
の
光
の

顕
現
が
め
ら
め
ら
と
現
出
す
る
の
で
あ
る
。

 

︵﹃
至
高
の
乗
の
宝
蔵12

﹄︶

こ
う
し
て
対
称
性
が
破
れ
、
特
異
点
が
発
生
す
る
瞬
間
を
、

秘
訣
部
十
七
タ
ン
ト
ラ
の
一
つ
、﹃
明
知
の
自
然
な
現
出
︵rig 

pa rang shar

︶﹄
は
、﹁
宝
の
卵
︵rinpoche

ʼi sbubs

︶」
と
呼
ん
で

い
る
。

こ
の
表
現
に
は
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
思
想
が
抱
い
て
き
た
、
対

称
性
に
つ
い
て
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
直
観
が
、
こ
め
ら
れ
て

い
る
。

方
向
も
、
部
分
も
な
い
。
高
度
の
対
称
性
が
支
配
す
る
空

間
に
、
特
異
点
が
発
生
す
る
。
存
在
と
無
の
﹁
間
」
か
ら
、
光

の
自
然
放
射
が
起
こ
る
。
そ
れ
は
、
対
称
性
の
部
分
的
な
破

れ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
も
の
だ
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
一
方
で
、
自
然
放
射
が
起
こ
る
瞬
間
、
そ

の
特
異
点
に
は
、
法
界
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
光
の
潜
在
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
完
全
に
保
存
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
哲
学
は
強
調
す
る
の
で
あ

る
。二

次
元
や
三
次
元
の
空
間
に
お
い
て
、
円
や
球
体
は
、
も

っ
と
も
対
称
性
の
高
い
図
形
だ
。﹁
宝
の
卵
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
、
こ
の
特
異
点
に
内
在
し
て
い
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
叡
智

の
光
の
本
質
を
、
た
く
み
に
表
現
し
て
い
る
。

光
の
マ
ン
ダ
ラ
と
輪
廻
の
発
生

こ
う
し
て
法
界
の
表
面
に
裂
け
目
が
開
き
、
そ
こ
か
ら
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
な
光
が
溢
れ
出
て
く
る
時
、
そ
の
純
粋
な
光
は
、
ブ

ッ
ダ
の
叡
智
か
ら
展
開
す
る
五
つ
の
原
初
の
知
恵
と
同
じ
構

造
を
、
最
初
か
ら
そ
の
な
か
に
内
包
し
て
い
る
。
ロ
ン
チ
ェ

ン
パ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

と
だ
え
る
こ
と
な
く
、
光
の
ご
と
く
に
現
出
す
る
か
ら
、

顕
現
は
五
つ
の
原
初
の
智
慧
そ
れ
ぞ
れ
の
光
、
ま
る
で
虹

の
よ
う
な
光
に
よ
っ
て
、
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 

︵﹃
至
高
の
乗
の
宝
蔵14

﹄︶

こ
の
と
き
、
法
界
か
ら
溢
れ
出
て
く
る
瞬
間
の
五
体
構
造

の
光
の
マ
ン
ダ
ラ
を
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
は
、﹁
純
粋
な
原
質
」
な

い
し
﹁
大
い
な
る
原
質
︵
ʼbyung ba chenpo

︶」
と
呼
ん
で
い

る
。
こ
の
光
か
ら
、
さ
ら
に
、
ブ
ッ
ダ
や
清
ら
か
な
男
女
の

神
々
の
マ
ン
ダ
ラ
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

秘
訣
部
十
七
タ
ン
ト
ラ
の
中
で
、
光
の
哲
学
を
も
っ
と
も

詳
し
く
説
い
て
い
る
﹃
明
知
の
自
然
な
現
出
﹄
タ
ン
ト
ラ
に

よ
る
と
、
じ
っ
さ
い
に
は
、
こ
の
五
体
構
造
は
、
さ
ら
に
フ

ラ
ク
タ
ル
的
に
反
復
さ
れ
、
よ
り
複
雑
な
構
造
を
自
発
的
に

作
り
出
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
空
間
は
、
寂
静
と
憤
怒
の
相
を
し
め
す
光
に

満
ち
た
神
々
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
満
た
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
、
法
界
か
ら
光
が
出
現
す
る
瞬

間
、
そ
こ
に
は
内
部
と
外
部
、
主
体
と
客
体
を
分
離
す
る
、
か

す
か
な
無
明
の
は
た
ら
き
も
作
動
を
始
め
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
慈
悲
な
る
明
知
の
放
射
力
が
、
分
析

す
る
意
識
の
作
用
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
意
識

作
用
を
み
ず
か
ら
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、﹁
明

知
に
依
存
す
る
無
明
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 

︵﹃
至
高
の
乗
の
宝
蔵15

﹄︶

こ
こ
に
は
、
内
部
と
外
部
、
主
体
と
客
体
の
分
裂
の
起
源

が
語
ら
れ
て
い
る
。

法
界
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
原
初
の
光
の
自
然
放
射
が
起
こ

り
、
五
つ
の
光
に
分
光
す
る
。
そ
の
瞬
間
、
現
出
し
た
光
を

﹁
外
部
」
と
し
て
判
断
し
、
分
析
す
る
微
細
な
二
元
論
的
な
意

識
の
は
た
ら
き
︵﹁
無
明
」︶
も
ま
た
、
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。

法
界
の
﹁
若
々
し
い
子
供
の
壺
の
身
体
」
を
閉
じ
込
め
て

い
た
封
印
が
破
れ
、
新
鮮
な
光
が
漏
れ
だ
し
て
く
る
。
ま
さ

に
そ
の
瞬
間
に
、
輪
廻
の
無
明
を
つ
き
動
か
す
力
も
ま
た
、
う
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ご
め
き
だ
す
の
で
あ
る
。

こ
の
﹁
分
析
す
る
意
識
の
力
」
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
プ

ロ
セ
ス
を
、
赤
裸
々
に
自
覚
し
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
分
裂
に
進
む
力
は
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
果
て
し
な
い
輪
廻
が
始

ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
法
界
の
真
空
場
か
ら

立
ち
上
が
っ
た
純
粋
な
光
が
、
そ
の
生
き
生
き
し
た
生
命
を

失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
鈍
重
な
物
質
の
世
界

が
生
ま
れ
る
。

輪
廻
も
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
も
、
も
と
も
と
そ
の
起
源
は
一
つ

だ
。
純
粋
な
光
が
溢
れ
出
し
た
瞬
間
、
そ
れ
を
﹁
外
部
」
と

し
て
認
識
し
、
分
析
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
は

そ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
失
う
。
そ
し
て
、
地
、
水
、
火
、
風
、

空
と
い
う
、
古
代
原
子
論
で
説
か
れ
た
鈍
重
な
物
質
性
を
帯

び
た
五
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
︵﹁
粗
大
な
原
質
」
な
い
し
﹁
小
さ
な

原
質
」︶
に
、
︱
ま
る
で
観
測
に
よ
る
波
動
関
数
の
収
縮
の

よ
う
に
︱
、
転
化
し
て
し
ま
う
の
だ
と
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の

哲
学
は
語
る
。

け
れ
ど
も
、
逆
に
考
え
る
と
、
輪
廻
の
な
か
に
あ
る
ど
ん

な
生
き
も
の
で
あ
れ
、
純
粋
な
光
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ

る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、﹃
明
知
の
自
然
な
現
出
﹄
タ
ン
ト
ラ
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

エ
マ
ホ
！

稀
有
な
る
教
え
を
わ
た
し
が
説
く
か
ら
、
よ
く
お
聞
き
な

さ
い
。

大
い
な
る
五
つ
の
原
質
は
、
み
ず
か
ら
の
身
体
に
完
全
に

そ
な
わ
っ
て
い
る
。

五
つ
の
風
が
、
智
慧
の
光
を
放
射
す
る
。

五
つ
の
火
が
、
智
慧
の
力
を
生
み
出
す
。

五
つ
の
地
が
、
智
慧
の
本
体
を
な
し
て
い
る
。

五
つ
の
水
が
、
智
慧
の
対
象
を
な
し
て
い
る
。

五
つ
の
虚
空
が
、
智
慧
の
存
在
す
る
場
を
形
成
し
て
い
る16

。

存
在
の
土
台
へ

こ
こ
ま
で
駆
け
足
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の

光
の
存
在
論
に
よ
れ
ば
、
物
質
の
世
界
に
生
き
る
人
間
、
ひ

い
て
は
す
べ
て
の
生
命
体
の
根
底
に
は
、
存
在
の
土
台
か
ら

立
ち
上
が
る
叡
智
に
満
ち
た
純
粋
な
光
と
知
恵
が
、
た
え
ず

浸
透
し
つ
づ
け
て
い
る
。

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
と
輪
廻
、
法
界
か
ら
立
ち
上
が
る
光
と
鈍

重
な
物
質
は
、
起
源
を
一
つ
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
輪
廻
を
さ
ま
よ
う
生
き
も
の
た

ち
は
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
と
輪
廻
、
光
と
物
質
、
叡
智
と
無
明

の
二
重
性
を
つ
ね
に
抱
え
こ
み
な
が
ら
、
異
な
る
平
行
宇
宙

の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
軌
跡
を
描
き
、
生
き
つ
づ
け

て
い
る
。

そ
の
軌
跡
か
ら
離
脱
し
、
原
初
の
土
台
に
帰
還
す
る
こ
と
。

時
間
を
超
え
た
﹁
若
々
し
い
子
供
の
壺
の
身
体
」
に
解
き
放

た
れ
る
こ
と
。﹁
虹
の
身
体
」
は
、
そ
う
い
う
可
能
性
に
つ
い

て
、
わ
た
し
た
ち
に
問
い
か
け
て
い
る
。

付
記
　
本
論
文
の
土
台
と
な
る
研
究
の
一
部
は
、
科
学
研
究
費

﹁
チ
ベ
ッ
ト
医
学
と
仏
教
の
生
命
論
」︵
研
究
代
表
者
、
永
澤
哲
。

研
究
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
〇
七
三
。
平
成
二
十
六
〜
二
十
八

年
度
︶
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
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は
じ
め
に

倍
音
声
明
と
は
、
画
家
で
あ
り
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
る
ジ
ル
・

パ
ー
ス
︵Jill Purce, 

英
国
︶
に
よ
っ
て
一
九
七
〇
年
代
に
考
案

さ
れ
た
発
声
法
を
用
い
た
瞑
想
法
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代

に
、
故
吉
福
伸
逸
氏
に
よ
り
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
現
在
、
複

数
の
指
導
者
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
活
発
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
瞑
想
法
に
つ
い
て
は
、
ジ
ル
・
パ
ー
ス
が
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
ゲ
ー
ル
ク
派
の
ギ
ュ
ト
ゥ
寺
で
声
明
を
学
ん
だ
経
歴
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
従
来
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
瞑

想
だ
と
い
う
誤
解
が
、
日
本
で
は
広
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

倍
音
声
明
の
発
声
法
と
ギ
ュ
ト
ゥ
寺
の
発
声
法
は
、
ま
っ
た

く
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
宗

派
や
ボ
ン
教
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
じ
方
法
は
存
在
し
な

い
。
本
手
法
は
ジ
ル
・
パ
ー
ス
氏
に
よ
る
独
自
の
創
作
で
あ

る
と
考
え
て
か
ま
わ
な
い
。

ジ
ル
・
パ
ー
ス
の
手
法
はO

vertone C
hanting

と
呼
ば
れ

て
お
り
、
彼
女
が
発
声
す
る
様
子
を
記
録
し
た
動
画
が
公
開

さ
れ
て
い
る
︵Just O

ne M
ore Breath Part1, Just O

ne M
ore 

Breath Part2, Jill Purce O
vertone C

hanting at St.Paul ’s C
athedral

な
ど
︶。

こ
れ
ら
の
動
画
に
見
ら
れ
る
ジ
ル
・
パ
ー
ス
の
歌
唱
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
や
ト
ゥ
バ
に
伝
わ
る
ホ
ー
ミ
ー
︵
喉
歌
︶
と
呼
ば

れ
る
独
特
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
唱
法
は
、
ひ

と
り
の
発
声
者
が
、
同
時
に
二
つ
の
声
を
発
す
る
方
法
で
あ

る
。
ド
ロ
ー
ン
︵drone

︶
と
呼
ば
れ
る
声
帯
波
に
由
来
す
る
、

ほ
ぼ
一
定
周
波
数
の
低
音
の
上
に
、
口
腔
共
鳴
に
よ
る
メ
ロ

デ
ィ
音
が
合
わ
さ
り
、
二
つ
の
声
と
し
て
聞
き
取
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

メ
ロ
デ
ィ
音
は
、
主
に
声
道
共
鳴
の
第
二
ホ
ル
マ
ン
ト
の

周
波
数
変
化
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る3

が
、
実

修
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
第
七
ホ
ル
マ
ン
ト

ま
で
の
異
な
る
ホ
ル
マ
ン
ト
を
選
ん
で
、
音
高
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
ホ
ー
ミ
ー
の
音

韻
は
[i]
、
[e]
、
[u]
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ミ

ー
の
発
声
は
、
こ
れ
ら
の
母
音
の
発
声
に
準
じ
た
声
道
形
成

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
い
る3

。

実
際
の
集
団
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
ジ
ル
・
パ
ー

ス
が
参
加
者
に
指
導
し
て
い
る
方
法
は
、
こ
の
ホ
ー
ミ
ー
の

歌
唱
法
を
部
分
的
に
含
み
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
異
な
る
要
素

を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
[u]
、
[o]
、

[a]
、
[e]
、
[i]
の
五
つ
の
母
音
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
二
番
目
は
、
そ
れ
ら
の
音
を
、
性
器
、
臍
、
心
臓
、

の
ど
、
額
の
チ
ャ
ク
ラ
で
響
か
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
行
う

点
で
あ
る
。

ジ
ル
・
パ
ー
ス
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
教
え
て
き
た

O
vertone C

hanting

は
、
声
や
音
を
用
い
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
瞑

想
法
の
中
で
、
最
も
効
果
の
高
い
も
の
の
一
つ
と
し
て
評
価

さ
れ
、
欧
米
を
中
心
に
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る4

。

現
在
日
本
国
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
け
る
﹁
倍
音
声
明
」
で
は
、
ホ
ー
ミ
ー
な
ど
の
特
殊
な
発

声
法
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
発
声
方
法
は
、
集
団
で

1
・
2

倍
音
声
明
の
音
構
造

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

加
藤
雅
裕

関
東
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
／
音
響
学

安
本
義
正

京
都
文
教
短
期
大
学
教
授
・
学
長
／
児
童
教
育
学
・
応
用
物
理
学

永
沢
　
哲

京
都
文
教
大
学
総
合
社
会
学
部
准
教
授
／
宗
教
学
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
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行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
参
加
者
は
指
導
者
の
指
示

に
し
た
が
っ
て
、
自
ら
の
チ
ャ
ク
ラ
に
意
識
を
集
中
し
な
が

ら
、
母
音
を
連
続
し
て
発
す
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
瞑
想
法
に
は
、
身
体
の
内
部
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
は

た
ら
き
が
あ
る
と
さ
れ
、
身
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク

を
解
放
・
浄
化
し
、
生
命
力
を
活
性
化
す
る
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
に

よ
る
と
、
発
声
中
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
や
笙
、
鐘
、
あ
る
い

は
天
国
的
な
音
や
、
天
使
の
声
、
さ
ら
に
は
読
経
の
声
が
聞

こ
え
た
と
す
る
感
想
も
あ
る
。

発
声
方
法
は
、
す
こ
ぶ
る
単
純
か
つ
自
然
な
も
の
で
あ
り
、

特
別
な
訓
練
を
す
る
こ
と
な
く
、
誰
に
で
も
発
声
で
き
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
多
く
が
、
そ

の
効
果
を
体
感
し
、
自
ら
が
発
し
て
い
る
声
と
は
異
な
る
高

周
波
の
音
が
あ
る
こ
と
を
認
知
す
る
場
合
が
あ
る
点
は
、
き

わ
め
て
興
味
深
い
。

音
と
は
弾
性
を
持
つ
媒
質
を
伝
わ
る
粗
密
波
︵
圧
力
波
︶

で
あ
り5

、
ヒ
ト
は
空
気
中
を
伝
搬
す
る
音
波
を
聴
覚
器
官

︵
耳
︶
を
用
い
て
認
知
し
て
い
る6

。
ヒ
ト
の
聴
覚
の
感
度
は
、

音
の
周
波
数
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
超
低
周
波
の
音
波
は
ヒ
ト
の
聴
覚
で
認
知
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
周
波
数
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
感
度
は
上

昇
し
四
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
付
近
で
最
大
感
度
を
示
す
。
こ
れ
よ
り

高
い
周
波
数
で
は
感
度
が
下
降
し
、
二
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
を
超

え
る
と
感
度
が
急
激
に
低
下
す
る
。
感
覚
的
な
音
の
大
き
さ

を
表
す
心
理
尺
度
は
ラ
ウ
ド
ネ
ス
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ラ
ウ

ド
ネ
ス
が
一
定
に
な
る
音
圧
レ
ベ
ル
を
結
ん
だ
曲
線
を
等
ラ

ウ
ド
ネ
ス
曲
線
（
図
1
）
と
い
う
。
可
聴
範
囲
と
は
、
個
体

が
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
音
の
周
波
数
範
囲
と
音
圧
レ
ベ

ル
の
範
囲
を
い
う
。
可
聴
範
囲
は
等
ラ
ウ
ド
ネ
ス
曲
線
か
ら

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
ヒ
ト
に
お
い
て
は
、
青
年
期
で
は

一
般
に
二
〇
ヘ
ル
ツ
か
ら
二
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
の
範
囲
の
音
を

7
9

認
知
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ト
の
聴
覚
で
認
知
で
き
る
音
の
周
波
数
の
上
限
よ
り
高

い
周
波
数
の
音
は
、
超
音
波
と
呼
ば
れ
て
い
る10

。
超
音
波
は

ヒ
ト
の
聴
覚
で
は
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
音
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
は
、
超
音
波
は
ヒ
ト
の
生
理
や
心
理
に
は
影

響
を
与
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
楽
音
に

お
い
て
は
、
超
音
波
成
分
の
有
無
は
音
楽
の
印
象
に
影
響
を

与
え
な
い
と
の
報
告
例11

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
C
D
︵
コ
ン
パ

ク
ト
デ
ィ
ス
ク
︶
な
ど
の
音
響
メ
デ
ィ
ア
や
、
D
V
D
な
ど

の
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
音
声
情
報
も
、
ヒ
ト
の
可
聴
帯
域
で
あ

る
二
〇
ヘ
ル
ツ
か
ら
二
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
に
限
定
し
た
音
響
情

報
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
川
の
水
音
や
、
森
や
林
を
吹
く
風
に
揺
れ
る
木
々

の
音
な
ど
の
自
然
音
に
は
、
き
わ
め
て
広
帯
域
な
超
音
波
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
バ

ル
や
ウ
ィ
ン
ド
チ
ャ
イ
ム
、
ガ
ム
ラ
ン
な
ど
の
体
鳴
楽
器
の

音
に
も
、
多
く
の
超
音
波
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る16

。

12
・
15

近
年
、
超
音
波
を
含
む
音
響
刺
激
が
、
ヒ
ト
の
生
理
や
心

理
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は

ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
エ
フ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
超
音

波
を
含
む
広
帯
域
の
音
響
刺
激
が
、
時
に
脳
波
中
の
α
波
の

強
度
を
増
強
す
る
と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
自
然
音
を
用
い
た
聴
感
実
験
で
は
、
超
音
波
の

有
無
に
よ
る
聴
感
印
象
の
違
い
を
知
覚
し
た
と
い
う
報
告17

も

あ
り
、
聴
覚
器
官
で
は
直
接
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
超

音
波
が
、
聴
感
印
象
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。

倍
音
声
明
は
、
複
数
の
参
加
者
が
同
時
に
声
を
連
続
的
に

発
す
る
瞑
想
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
は
自
ら
声
を
発

す
る
と
同
時
に
、
聴
覚
に
よ
っ
て
音
響
刺
激
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
音
響
刺
激
に
超
音
波
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
倍
音
声
明
の
効
果
の
発
現
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
調
査
は
、
倍
音
声
明
で
発
せ
ら
れ
る
声
の
周
波

数
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
倍
音
声
明
で
認
知

さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
音
響
現
象
︵
天
国
的
な
音
や
天
使
の
声

な
ど
︶
の
解
明
に
資
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た
。

材
料
お
よ
び
方
法

倍
音
声
明
の
方
法

本
調
査
で
観
測
対
象
と
し
た
倍
音
声
明
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
室
内
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
円
形
に
座
布
団

を
配
置
し
、
参
加
者
は
そ
れ
に
着
座
し
た
。
指
導
者
か
ら
は

﹁
自
ら
が
出
せ
る
最
も
低
い
声
で
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
で
き

る
だ
け
長
く
声
を
発
す
る
」
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
発
す
る

声
は
す
べ
て
母
音
で
あ
り
、
一
度
の
発
声
で
一
つ
の
母
音
だ

12
14

図1　自由音場聴音条件下の基準聴力限界

(実線：K.Brinkmann(1994)，破線：H.Takeshima(1994))
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け
を
発
し
続
け
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
発
す
る
母
音
は
、

[u]
、
[o]
、
[a]
、
[e]
、
[i] 
の
五
種
の
み
で
あ
る
。
[u]
は
性
器
、

[o]
は
臍
、
[a]
は
心
臓
、
[e]
は
の
ど
、
[i]
は
額
の
チ
ャ
ク
ラ
を

マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
効
果
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
を
発

声
す
る
と
き
に
は
、
対
応
す
る
チ
ャ
ク
ラ
に
意
識
を
集
中
し
、

響
か
せ
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
な
さ
れ
た
。
最
初
に
指
導

者
が
鳴
ら
す
鐘
の
音
を
合
図
に
[u]
を
連
続
し
て
発
声
し
た
。

次
の
鐘
の
音
を
も
っ
て
発
声
は
終
了
し
た
。
発
声
の
継
続
時

間
は
お
お
よ
そ
五
分
程
度
で
あ
っ
た
。
数
分
程
度
の
イ
ン
タ

ー
バ
ル
で
次
に
発
声
す
る
母
音
と
チ
ャ
ク
ラ
の
関
係
が
解
説

さ
れ
、
そ
の
の
ち
指
導
者
が
鳴
ら
す
鐘
の
音
を
合
図
に
[o]
を

連
続
し
て
発
声
し
た
。
以
下
同
じ
手
順
で 
[a]
↓
[e]
↓
[i]
の

順
で
発
声
が
行
わ
れ
た
。
[i]
の
発
声
の
後
、
[e]
↓
[a]
↓
[o]
の

順
で
発
声
し
調
査
対
象
と
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
終
了
し
た
。

音
響
信
号
の
測
定
装
置

倍
音
声
明
で
は
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
高
音
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
の
音
、
フ
ル
ー
ト
や
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

音
が
聞
こ
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
音
響
現
象
は

ヒ
ト
の
可
聴
帯
域
で
発
生
し
て
い
る
物
理
現
象
で
あ
る
可
能

性
、
ヒ
ト
の
聴
覚
器
官
で
は
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
超

音
波
帯
域
で
発
生
し
て
い
る
物
理
現
象
で
あ
る
可
能
性
、
そ

し
て
そ
れ
以
外
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
調
査
は
、
可
聴
帯
域
の
み
な
ら
ず
超
音
波
帯

域
の
音
響
信
号
を
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
計
測
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
実
施
し
た
。
収
音
装
置
︵
音
響
︱
電
気
変
換
器
︶
に

は
、
可
聴
帯
域
の
音
と
そ
れ
を
超
え
る
超
音
波
帯
域
の
音
響

信
号
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
1
／
4
イ
ン
チ
のLaboratory 

M
easurem

ent G
rade

の
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
︵Brüel &

 K
jær

社
製 

Type4135 without Protection G
rid, 

デ
ン
マ
ー
ク
︶
を
用
い
た
。

こ
の
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
を
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
の
マ
イ
ク
電
源

︵Brüel &
 K

jær

社
製Type2804, 

デ
ン
マ
ー
ク
︶
を
用
い
て
駆
動

し
、
計
測
用
ア
ン
プ
︵
松
貿
機
器
社
製M

E-3215, 

日
本
︶
で
四

〇
デ
シ
ベ
ル
の
ゲ
イ
ン
を
与
え
、
そ
の
信
号
を
高
速
メ
モ
リ

ー
レ
コ
ー
ダ
︵Fostex

社
製FR-2, 

日
本
︶
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
周

波
数
一
九
二
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
二
四
ビ
ッ
ト
︵
解
析
可
能
な
上
限

周
波
数
は
八
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
︶
で
記
録
す
る
方
法
で
広
帯
域
の

音
響
信
号
を
記
録
し
た
。

測
定
対
象
と
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
の
配
置

調
査
対
象
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
に
京
都
市
北
部
の
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
倍
音
声
明
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
参
加
者
は
成
人
女
性
一
九
人
、
男
性
一

四
の
計
三
三
人
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
部
屋
の
床
面
に
円
状

に
配
置
さ
れ
た
座
布
団
の
上
に
着
座
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
は
参
加
者
の
輪
の
外
側
、
床
面
か
ら
高
さ

一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
配
置
し
、
そ
の
軸
線
は
円
の
中

心
に
向
け
ら
れ
た
。

解
析
方
法

エ
ル
ン
ス
ト
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
刺
激
の
弁
別
閾
は
基
準

と
な
る
基
礎
刺
激
の
強
度
に
比
例
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ

の
弟
子
で
あ
る
グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー

の
法
則
の
式
を
積
分
す
る
こ
と
に
よ
り
対
数
法
則
を
導
き
出

し
た
。
こ
れ
は
、
物
理
的
な
刺
激
に
対
す
る
心
理
的
な
感
覚

量
は
、
刺
激
の
強
度
で
は
な
く
、
刺
激
の
大
き
さ
の
対
数
に

比
例
し
て
知
覚
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
法
則
は
、

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
法
則
ま
た
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
―フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の

法
則
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ヒ
ト
の
聴
覚
、
視
覚
、
触
覚
な
ど

の
各
感
覚
で
近
似
的
に
成
立
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ト
は
空
気
の
圧
力
変
動
の
速
度
︵
振
動
数
︶
に
対
し
て

﹁
高
い
」﹁
低
い
」
と
い
う
感
覚
を
有
し
て
い
る
。
音
の
振
動

数
は
周
波
数
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
周
波
数
が
高
い
︵
数
値
が

大
き
い
︶
振
動
を
高
い
音
と
識
別
し
、
周
波
数
が
低
い
︵
数
値

が
小
さ
い
︶
振
動
を
低
い
音
と
感
じ
る
。

周
波
数
に
対
す
る
ヒ
ト
の
感
覚
量
に
も
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
―

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
法
則
の
対
数
尺
度
を
用
い
、
二
つ
の
周
波
数

f1

と
f2
に
対
し
てlog

2

︵f1 /f2

︶
を
オ
ク
タ
ー
ブ
︵octave

︶
数

と
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
f2

が
f1
の
二
倍
の
と
き
を
一
オ
ク

タ
ー
ブ
と
い
う
。
こ
れ
は
音
楽
に
用
い
る
音
階
の
基
本
で
、
周

波
数
が
二
倍
に
な
る
ご
と
に
類
似
の
感
覚
を
生
じ
る
こ
と
か

ら
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
感
覚
量
を
伴
う
音
の
解
析
に
は

1
／
1
オ
ク
タ
ー
ブ
分
析
や
、
1
／
3
オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド

分
析
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
表
1
に
1
／
1
オ
ク
タ

ー
ブ
と
表
2
に
1
／
3
オ
ク
タ
ー
ブ
分
析
の
中
心
周
波
数
と

遮
断
周
波
数
を
示
す
。

音
は
空
気
の
圧
力
変
動
で
あ
り
、
そ
の
変
化
分
は
音
圧

︵Sound Pressure

︶
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
空
気
の
圧
力
変
動
は
、

ヒ
ト
の
聴
覚
器
官
に
到
達
す
る
と
﹁
音
」
と
し
て
知
覚
さ
れ
、

ヒ
ト
は
音
圧
の
大
小
を
、
音
の
大
き
さ
の
大
小
と
し
て
認
知

し
て
い
る
。
音
の
大
き
さ
の
知
覚
に
も
ウ
ェ
ー
バ
ー
―フ
ェ

ヒ
ナ
ー
の
法
則
が
適
用
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
音

の
大
き
さ
は
、
ヒ
ト
が
知
覚
で
き
る
最
も
小
さ
な
音
圧
の
振

幅
の
実
効
値
を
基
準
と
し
た
音
圧
レ
ベ
ル
︵SPL, Sound 

Pressure Level

︶
を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
音
圧
の
単
位

表１　1/1オクターブバンドの中心周波数と遮
断周波数の一覧

1/1オクターブ（Hz）

中心周波数 下限周波数 上限周波数

63 44.5 89.1

125 88.4 176.8

250 176.8 353.6

500 353.6 707.1

1,000 707.1 1,414.2

2,000 1,414.2 2,828.4

4,000 2,828.5 5,656.8

8,000 5,656.9 11,313.6
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は
パ
ス
カ
ル
︵Pa, N

/m
2

︶、
音
圧
レ
ベ
ル

の
単
位
は
デ
シ
ベ
ル
︵dB

︶
で
あ
る
。
基

準
と
な
る
音
圧
は
一
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
の
最
小

可
聴
値
で
あ
り
、
そ
の
値
は2

×10
-5[Pa]

︵0.00002Pa=20μ
Pa

︶
で
あ
る
。

表
3
に
音
圧
レ
ベ
ル
と
音
圧
と
基
準
値

と
の
比
率
︵
倍
率
︶
を
記
す
。

倍
音
声
明
の
発
声
の
音
響
解
析
に
は
、

F
F
T
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア︵PH

S

社
製 SpectraPLU

S SC

︶
を
用
い
た
。

1
／
3
オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド
解
析
で
は
、

F
F
T
ポ
イ
ン
ト
数
を
一
六
三
八
四
ポ
イ

ン
ト
、
周
波
数
重
み
付
け
な
し
︵
聴
感
補

正
な
し
︶、
窓
関
数
にH

anning W
indow

を
適
用
し
て
解
析
を
行
っ
た
。
解
析
対
象

周
波
数
範
囲
は
八
〇
ヘ
ル
ツ
か
ら
八
〇
キ

ロ
ヘ
ル
ツ
と
し
た
。
算
出
し
た
指
標
値
は

五
分
間
の
1
／
3
オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド
等
価
音
圧
レ
ベ
ル
周

波
数
特
性
で
あ
る
。

周
波
数
解
析
で
は
、
F
F
T
ポ
イ
ン
ト
数
四
〇
九
六
ポ
イ

ン
ト
、
周
波
数
重
み
付
け
な
し
︵
聴
感
補
正
な
し
︶、
窓
関
数

にH
anning W

indow

を
適
用
し
て
解
析
を
行
っ
た
。
解
析

対
象
周
波
数
範
囲
は
九
〇
ヘ
ル
ツ
か
ら
五
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
と
し

た
。
算
出
し
た
指
標
値
は
一
〇
〇
秒
間
の
等
価
音
圧
レ
ベ
ル

で
あ
る
。
こ
の
解
析
値
か
ら
倍
音
声
明
で
発
せ
ら
れ
た
母
音

の
周
波
数
重
心
の
算
出
を
試
み
た
。

音
声
解
析
は
、
記
録
信
号
を
四
八
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、 

一
六
ビ

ッ
ト
に
ダ
ウ
ン
サ
ン
プ
リ
ン
グ
処
理
を
施
し
た
後
、
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
型
の
音
声
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
︵Praat

︶
を
用
い

て
ホ
ル
マ
ン
ト
の
算
出
を
行
っ
た
。
算
出
し
た
指
標
値
は
、
母

音
発
声
の
第
一
ホ
ル
マ
ン
ト
と
第
二
ホ
ル
マ
ン
ト
で
あ
る
。

本
調
査
の
主
な
解
析
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

︵
1
︶
倍
音
声
明
の
母
音
発
声
の
周
波
数
範
囲

︵
2
︶
倍
音
声
明
に
よ
る
母
音
発
声
の
周
波
数
の
重
心

︵
3
︶
倍
音
声
明
に
よ
る
母
音
発
声
の
第
一
ホ
ル
マ
ン
ト
お

よ
び
第
二
ホ
ル
マ
ン
ト

結
果

発
声
の
周
波
数
範
囲

倍
音
声
明
で
は
、
指
導
者
の
下
で
参
加
者
が
集
団
で
[u]
、

[o]
、
[a]
、
[e]
、
[i]
の
声
を
発
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
声
継
続

時
間
は
お
お
よ
そ
五
分
程
度
で
あ
っ
た
。
本
調
査
で
は
、
記

録
し
た
音
響
信
号
か
ら
五
分
間
の
1
／
3
オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン

ド
等
価
音
圧
レ
ベ
ル
︵Leq, 5m

in

︶
を
算
出
し
、
発
声
の
周
波

数
の
上
限
値
を
求
め
た
。

な
お
、
対
象
音
の
測
定
値
が
暗
騒
音
レ
ベ
ル
ま
た
は
測
定

器
の
測
定
限
界
値
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
J
I
S
規
格

表３　音圧と音圧レベルと聴感印象の関係 表２　1/3オクターブバンドの中心周波数と遮断周波数の一覧

騒音
音圧レベル

SPL
（dB）

音圧比 音圧
（Pa）

苦痛 120 1,000,000 20

非常に大きな音 110

100 100,000 2

大変大きな音 90

80 10,000 0.2

大きな音 70

60 1,000 0.02

中くらいの音 50

40 100 0.002

小さな音 30

20 10 0.0002

非常に弱い音 10

0 1 0.00002

1/3オクターブ（Hz）

中心周波数 下限周波数 上限周波数

50 44.5 56.1
63 56.1 70.7
80 71.3 89.8

100 89.1 112.3
125 111.4 140.3
160 142.5 179.6
200 178.2 224.5
250 222.7 280.6
315 280.6 353.6
400 356.3 449.0
500 445.4 561.3
630 561.2 707.2
800 712.7 898.0

1,000 890.9 1,122.5
1,250 1,113.6 1,403.1
1,600 1,425.4 1,796.0
2,000 1,781.7 2,245.0
2,500 2,227.2 2,806.3
3,150 2,806.2 3,535.9
4,000 3,563.5 4,490.0
5,000 4,454.3 5,612.5
6,300 5,612.5 7,071.8
8,000 7,126.9 8,980.0

10,000 ８,908.7 11,225.0
12,500 11,135.9 14,031.3
16,000 14,253.9 17,960.0
20,000 17,817.4 22,450.0
25,000 22,271.7 28,062.5
31,500 28,062.4 35,358.8
40,000 35,634.7 44,900.0
50,000 44,543.4 56,125.0
63,000 56,124.7 70,717.5
80,000 71,269.5 89,800.0

100,000 89,086.9 112,250.0

L[dB]=10! log10 (
p
p0
)2 = 20! log10

p
p0
 

 

92

第二部 ❖身心変容のワザ学



︵JIS Z
 8731:1999,

環
境
騒
音
の
測
定
・
表
示
方
法
、
付
属
書
2
暗

騒
音
の
影
響
の
補
正
︶
を
参
考
に
、
暗
騒
音
レ
ベ
ル
と
の
レ
ベ

ル
差
が
三
デ
シ
ベ
ル
を
基
準
に
発
声
周
波
数
の
上
限
値
を
求

め
た
。

図
2
（1）
〜
（5）
に
[u]
、
[o]
、
[a]
、
[e]
、
[i]
の
倍
音
声
明
に

お
け
る
発
声
母
音
の
1
／
3
オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド
周
波
数
特

性
を
示
す
。
[u]
の
発
声
で
は
、
低
い
周
波
数
か
ら
五
〇
〇
ヘ

ル
ツ
ま
で
は
ほ
ぼ
平
坦
な
周
波
数
特
性
で
、
五
〇
〇
ヘ
ル
ツ

を
超
え
る
と
徐
々
に
音
韻
を
構
成
す
る
音
圧
レ
ベ
ル
が
低
下

す
る
傾
向
を
示
し
た
。
[o]
の
発
声
で
は
、
六
三
〇
ヘ
ル
ツ
に

高
い
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
三
一
五
〇
ヘ
ル
ツ
に
小
さ
な
ピ
ー
ク

が
読
み
と
れ
た
。
[a]
の
発
声
で
は
、
八
〇
〇
ヘ
ル
ツ
に
高
い

ピ
ー
ク
、
三
一
五
〇
ヘ
ル
ツ
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
が
読
み
と
れ

た
。
[e]
の
発
声
で
は
、
六
三
〇
ヘ
ル
ツ
と
一
六
〇
〇
ヘ
ル
ツ

に
ピ
ー
ク
が
読
み
と
れ
た
。
[i]
の
発
声
で
は
、
五
〇
〇
ヘ
ル

ツ
と
二
五
〇
〇
ヘ
ル
ツ
に
ピ
ー
ク
が
読
み
と
れ
た
。
[o]
と
[a]

で
は
、
低
い
周
波
数
の
ピ
ー
ク
と
高
い
周
波
数
の
ピ
ー
ク
の

レ
ベ
ル
差
が
大
き
い
︵
一
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
二
〇
デ
シ
ベ
ル
︶

傾
向
が
あ
り
、
[e]
と
[i]
で
は
両
者
の
ピ
ー
ク
の
レ
ベ
ル
差
が

小
さ
い
︵
一
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
︶
の
傾
向
が
あ
っ
た
。

[u]
の
発
声
の
上
限
周
波
数
は
一
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
[o]
は
一

二
・
五
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
[a]
は
一
六
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
[e]
は
二
〇

キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
[i]
は
一
六
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
で
あ
っ
た
。
倍
音
声

明
で
観
測
し
た
五
つ
の
母
音
の
発
声
周
波
数
帯
域
は
、
す
べ

て
可
聴
帯
域
内
に
あ
っ
た
。
本
調
査
で
は
、
可
聴
帯
域
の
上

限
を
超
え
る
超
音
波
帯
域
の
発
声
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。

発
声
の
周
波
数
重
心
の
算
出

図
3
（1）
〜
（5）
に
[u]
、
[o]
、
[a]
、
[e]
、
[i]
の
発
声
周
波
数

特
性
を
示
す
。
九
〇
ヘ
ル
ツ
か
ら
五
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
の
帯
域
の

発
声
周
波
数
と
音
圧
レ
ベ
ル
か
ら
算
出
し
た
倍
音
声
明
に
よ

る
母
音
発
声
の
周
波
数
重
心
は
、
[u]
で
一
四
九
九
ヘ
ル
ツ
、
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(1)　[u]の1/3オクターブバンド周波数特性
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(2)　[o]の1/3オクターブバンド周波数特性
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(3)　[a]の1/3オクターブバンド周波数特性
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(4)　[e]の1/3オクターブバンド周波数特性

20

30

40

50

60

70

80

90

80 10
0

12
5

16
0

20
0

25
0

31
5

40
0

50
0

63
0

80
0

10
00

12
50

16
00

20
00

25
00

31
50

40
00

50
00

63
00

80
00

10
00
0

12
50
0

16
00
0

20
00
0

25
00
0

31
50
0

40
00
0

50
00
0

63
00
0

80
00
0

1/3オクターブバンド中心周波数（Hz）

5分
間
の
等
価
音
圧
レ
ベ
ル
（
dB
）

(5)　[i]の1/3オクターブバンド周波数特性

図中の棒グラフは倍音声明での母音発声の5分間の等価音圧レベルの
1/3オクターブバンド周波数特性を表し、実線の折れ線グラフは測定系の
測定限界値を、点線の折れ線は発声上限周波数の判定基準を表す。発
声の音圧レベルが判定基準値を下回った周波数を発声の上限周波数と
した。その結果、[u]の上限周波数は10kHz、[o]は12.5kHz、[a]は16kHz、
[e]は20kHz、[i]は16kHzであった。

図２　倍音声明における母音発声の５分間の等価音圧レベル1/3オクタ
ーブバンド周波数特性
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[o]
は
一
六
四
九
ヘ
ル
ツ
、
[a]
は
一

七
二
五
ヘ
ル
ツ
、
[e]
は
一
八
〇
二

ヘ
ル
ツ
、
[i]
は
一
八
二
〇
ヘ
ル
ツ

で
あ
っ
た
。

発
声
の
ホ
ル
マ
ン
ト

図
4
に
倍
音
声
明
に
お
け
る
母

音
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
例
を
示
す
。

音
声
は
、
声
帯
振
動
の
基
本
周
波

数
と
そ
の
高
調
波
成
分
と
声
道
の

共
鳴
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
。
ホ

ル
マ
ン
ト
は
、
音
声
の
ス
ペ
ク
ト

ル
包
絡
上
で
特
定
の
周
波
数
領
域

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
し
て
生
じ

る
ピ
ー
ク
を
い
う
。
ホ
ル
マ
ン
ト

は
、
低
い
周
波
数
か
ら
第
一
ホ
ル

マ
ン
ト
、
第
二
ホ
ル
マ
ン
ト
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
ホ
ル
マ
ン
ト
の
周

波
数
や
帯
域
幅
、
そ
の
時
間
変
化

は
音
韻
の
知
覚
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
特
に
母
音
の
音
韻

性
は
第
一
、
第
二
、
第
三
ホ
ル
マ

ン
ト
周
波
数
で
決
定
さ
れ
る18

。

図
5
に
倍
音
声
明
で
観
測
し
た

五
つ
の
母
音
の
第
一
ホ
ル
マ
ン
ト

︵
以
下
F1
と
記
す
︶
︱
第
二
ホ
ル
マ

ン
ト
︵
以
下
F2
と
記
す
︶
分
布
図

を
示
す
。
本
図
に
は
、
比
較
対
照

の
た
め
に
通
常
発
話
に
よ
る
F1

―

F2
図
を
示
す19

。
五
つ
の
母
音
の
位

置
関
係
は
、
倍
音
声
明
と
通
常
発

話
と
で
大
き
な
違
い
が
な
い
こ
と

図３　倍音声明における母音発声の100秒間の等価音圧レベル周
波数特性

図中の折れ線グラフは倍音声明での母音発声の100秒間の等価音
圧レベルの周波数特性を表す。90Hz～5kHzの帯域の発声周波
数と音圧レベルから算出した倍音声明による母音発声の周波数
重心は、 [u]で1499Hz、[o]は1649Hz、[a]は1725Hz、[e]は1802Hz、
[i]は1820Hzであった。

(2) [o]の周波数特性
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(4) [e]の周波数特性
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(1) [u]の周波数特性
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(3) [a]の周波数特性
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(5) [i]の周波数特性
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が
読
み
と
れ
る
。

考
察

超
音
波
を
ふ
ん
だ
ん
に
含
む
音
は
、
超
音
波
を
含
ま
な
い

音
の
刺
激
に
比
し
て
脳
波
中
の
α
波
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
統

計
的
に
有
意
に
増
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
エ
フ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
倍

音
声
明
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
理
的
・
心
理
的
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
発
声
中
の
超
音
波
刺

激
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

倍
音
声
明
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た
母
音
の
発
声
周
波
数
の
上

限
値
は
、
[u]
は
一
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
[o]
は
一
二
・
五
キ
ロ
ヘ

ル
ツ
、
[a]
は
一
六
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
[e]
は
二
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、

[i]
は
一
六
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
可
聴

帯
域
の
音
声
で
あ
り
、
母
音
発
声
に
伴
う
超
音
波
帯
域
の
発

声
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
よ
り
本
調
査
で
は
、
倍
音
声
明
に
よ
る
ハ
イ
パ
ー
ソ

ニ
ッ
ク
エ
フ
ェ
ク
ト
の
発
現
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
デ
ー
タ

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

倍
音
声
明
と
通
常
発
声
の
F1

―F2
の
関
係
に
は
、
大
き
な

差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
観
察
対
象

と
し
た
倍
音
声
明
に
お
け
る
母
音
発
声
は
、
通
常
発
声
と
同

等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

倍
音
声
明
で
は
、
五
つ
の
母
音
を
[u]
↓
[o]
↓
[a]
↓
[e]
↓
[i]

の
順
で
発
す
る
。
各
母
音
に
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
る
チ
ャ
ク

ラ
の
位
置
は
、
[u]
で
は
性
器
、
[o]
で
は
臍
、
[a]
は
心
臓
、
[e]

は
の
ど
、
[i]
は
額
で
あ
る
。
発
声
時
に
意
識
す
る
チ
ャ
ク
ラ

は
、﹁
性
器
」↓﹁
臍
」↓﹁
心
臓
」↓﹁
の
ど
」↓﹁
額
」
の
順
序

と
な
り
、
身
体
の
下
部
︵
足
に
近
い
位
置
︶
か
ら
上
部
︵
頭
に

近
い
位
置
︶
へ
順
に
変
化
を
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
母
音
の
発
声
の
周
波
数
重
心
は
[u]
で
一
四
九

九
ヘ
ル
ツ
、
[o]
で
は
一
六
四
九
ヘ
ル
ツ
、
[a]
で
は
一
七
二
五

ヘ
ル
ツ
、
[e]
で
は
一
八
〇
二
ヘ
ル
ツ
、
[i]
で
は
一
八
二
〇
ヘ

ル
ツ
で
あ
り
、
発
声
順
に
し
た
が
っ
て
発
声
の
周
波
数
重
心

が
高
く
な
る
傾
向
が
示
さ
れ
た
。
発
声
母
音
の
重
心
周
波
数

の
大
小
関
係
と
、
発
声
時
に
意
識
す
る
チ
ャ
ク
ラ
の
上
下
関

係
に
共
通
点
が
見
出
さ
れ
た
点
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

図
6
に
母
音
と
舌
の
位
置
と
顎
の
開
閉
状
態
を
示
し
た
母

音
図
を
示
す20

。
こ
の
図
に
よ
る
と
、
[u]
、
[o]
、
[a]
は
後
舌
母

音
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
後
舌
母
音
と

は
、
舌
の
最
も
高
く
盛
り
上
が
っ
た
位
置
が
最
も
後
ろ
で
調

音
さ
れ
る
母
音
で
あ
る
。
[u]
、 

[o]
、 

[a]
の
発
声
で
は
、
後
舌

の
状
態
で
、
顎
の
開
き
具
合
で
調
音
を
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
と
れ
る
。
[u]
は
顎
の
開
き
が
狭
い
後
舌
狭
母
音
、
[o]
は
顎

の
開
き
が
[u]
よ
り
も
広
い
後
舌
半
狭
母
音
、
[a]
は
顎
を
広
く

開
け
て
い
る
後
舌
広
母
音
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
[e]

と
[i]
は
、
前
舌
母
音
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
前
舌
母
音
と
は
、

舌
の
最
も
高
く
盛
り
上
が
っ
た
位
置
が
最
も
前
で
調
音
さ
れ

図４　倍音声明における母音[a]の周波数スペクトルの例　図５　倍音声明における母音発声の第一ホルマント第二ホルマントの関係

図６　母音の分類（引用文献20改）

図中の実線は倍音声明で発せられた5つの母音の第一ホルマント（F1）と
第二ホルマント（F2）の関係を、点線は普通発声のF1-F2関係1)である。
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る
母
音
で
あ
る
。
[e]
は
顎
が
半
狭
状
態
の
前
舌
半
狭
母
音
、

[i]
は
顎
の
狭
い
上
体
の
前
舌
狭
母
音
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

倍
音
声
明
の
発
声
順
が
、
母
音
図
の
[u]
か
ら
時
計
回
り
の

母
音
の
順
序
、
す
な
わ
ち
[u]
、
[o]
、
[a]
、
[e]
、
[i]
と
一
致

し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

音
声
は
、
大
き
く
母
音
︵vowel

︶
と
子
音
︵consonant

︶
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
母
音
は
、
準
定
常
的
な
声
帯
振
動
の
み

を
音
源
と
し
て
お
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
固
有
の
共
鳴
的
特

徴
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
調
音
は
定
常
的
で
あ
り
、
発
音
に

よ
る
狭
め
も
乱
流
雑
音
を
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
に
は
狭
め
る
こ

と
は
な
い
。
子
音
は
、
そ
の
多
く
が
過
渡
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
特
性
の
時
間
的
変
化
が
聴
こ
え
の
上
で
も
重
要
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
母
音
は
連
続
し
た
発
声
が
可
能
で
あ

る21

。母
音
は
、
声
帯
振
動
を
音
源
と
し
た
連
続
し
た
発
音
が
可

能
な
音
声
で
あ
る
。
声
帯
の
振
動
は
そ
の
反
作
用
と
し
て
身

体
を
振
動
さ
せ
る
。
声
帯
振
動
に
よ
る
身
体
の
加
振
が
、
ヒ

ト
の
生
理
や
心
理
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
声
帯
振
動
に
よ
る
身
体
へ
の
加
振

が
倍
音
声
明
の
効
果
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
﹁
身

体
の
内
部
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
は
た
ら
き
」
と
何
ら
か
の
関

係
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

倍
音
声
明
で
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
笙
、
鐘
、
あ
る
い

は
天
国
的
な
音
や
、﹁
天
使
の
声
」、
さ
ら
に
は
読
経
の
声
を

体
験
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ラ
キ

ラ
し
た
高
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
現
象
は
客
観
的
に
も
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
発

声
方
法
は
、
集
団
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
参
加

者
は
指
導
者
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
個
別
の
チ
ャ
ク
ラ
に

意
識
を
集
中
し
な
が
ら
、
母
音
を
連
続
し
て
発
す
る
。
日
本

人
の
声
帯
振
動
の
基
本
周
波
数
は
、
男
性
で
一
〇
〇
〜
一
五

〇
ヘ
ル
ツ
、
女
性
で
二
五
〇
〜
三
〇
〇
ヘ
ル
ツ
を
中
心
に
広

範
に
分
布
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ト
は
、
こ
の
声
帯

振
動
と
そ
の
倍
音
成
分
に
、
声
道
の
共
鳴
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
音
韻
を
作
っ
て
い
る
。
声
帯
振
動
の
倍
音
成
分
は
、

基
本
周
波
数
の
整
数
倍
の
周
波
数
に
現
わ
れ
る
。
ヒ
ト
の
聴

覚
は
周
波
数
が
二
倍
に
な
る
と
類
似
の
感
覚
を
生
じ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
基
本
周
波
数
が
一
五
〇
ヘ
ル
ツ
の
信
号

に
対
し
て
高
調
が
発
生
し
た
場
合
、
1
／
1
オ
ク
タ
ー
ブ
バ

ン
ド
中
心
周
波
数
一
二
五
ヘ
ル
ツ
バ
ン
ド
に
含
ま
れ
る
振
動

は
基
本
振
動
の
一
波
だ
け
で
あ
る
。
二
五
〇
ヘ
ル
ツ
バ
ン
ド

も
二
次
高
調
波
の
三
〇
〇
ヘ
ル
ツ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
五

〇
〇
ヘ
ル
ツ
バ
ン
ド
で
は
四
五
〇
ヘ
ル
ツ
と
六
〇
〇
ヘ
ル
ツ

の
二
波
が
含
ま
れ
、
一
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
バ
ン
ド
で
は
五
波
、
二

〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
バ
ン
ド
で
は
九
波
、
四
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
バ
ン

ド
で
は
一
九
波
の
高
調
波
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

倍
音
声
明
に
お
い
て
は
、
複
数
の
ヒ
ト
が
ピ
ッ
チ
を
合
わ

せ
ず
に
同
時
に
母
音
を
発
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
声
帯
振
動

数
が
異
な
る
声
を
重
ね
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
重
ね
合
わ
さ

れ
た
声
帯
振
動
音
と
そ
の
倍
音
成
分
は
、
低
い
周
波
数
域
の

オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド
に
比
し
て
、
高
周
波
帯
域
の
オ
ク
タ
ー

ブ
バ
ン
ド
に
よ
り
多
く
の
高
調
波
成
分
を
含
む
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
以
上
の
機
序
に
よ
り
、
低
周
波
域
に
比
し
て
、
高

周
波
帯
域
の
音
響
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
が
高
い
音
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
印
象
を
作
り
出
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

倍
音
声
明
を
記
録
し
た
デ
ー
タ
に
は
、
参
加
者
が
発
す
る

母
音
以
外
の
音
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
知
で
き
た
。
そ

れ
は
単
音
で
あ
り
、
そ
の
音
は
突
然
出
現
し
突
然
消
滅
し
た
。

異
な
る
基
本
周
波
数
の
音
が
重
な
る
と
、
高
次
高
調
波
の
周

波
数
が
偶
然
に
一
致
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
一
五
〇
ヘ

ル
ツ
の
二
〇
次
高
調
波
、
二
〇
〇
ヘ
ル
ツ
の
一
五
次
高
調
波
、

二
五
〇
ヘ
ル
ツ
の
一
二
次
高
調
波
は
三
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
声
を
重
ね
る
と
三
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
に
ピ
ー
ク

性
の
音
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
現
象
が
集
団
で
の

一
斉
発
声
の
最
中
に
、
オ
ル
ガ
ン
や
フ
ル
ー
ト
の
音
、
天
使

の
声
と
呼
ば
れ
る
音
が
聞
こ
え
る
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
声
帯
振
動
は
周
期
的
な
振
動
で
あ
る
が
、

そ
の
周
期
に
は
微
妙
な
ゆ
ら
ぎ
︵
変
動
︶
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
特
定
の
周
波
数
で
の
音
の
重
ね
合
わ
せ
の
発
声
は
偶
然

の
産
物
で
あ
り
、
そ
の
出
現
と
消
滅
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
重

ね
合
わ
せ
が
起
こ
る
周
波
数
に
は
明
確
な
法
則
を
見
出
す
の

は
困
難
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ジ
ル
・
パ
ー
ス
が
考
案
し
たO

vertone C
hanting

は
、
日

本
語
で
は
倍
音
声
明
と
呼
ば
れ
て
い
る
。O

vertone

は
﹁
倍

音
」
と
訳
さ
れ
、C

hanting

は
﹁
聖
歌
」
と
い
う
訳
語
と
同

義
の
意
味
も
持
つ
﹁
声
明
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
か
え
ら
れ

て
い
る
。

﹁
声
明
」
と
は
、
仏
教
に
お
け
る
読
経
に
旋
律
を
与
え
た
宗

教
音
楽
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
日
本
語
は
母
音
を
中
心
に
構

成
さ
れ
た
音
韻
を
持
つ
言
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
読
経
も
母

音
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
音
で
形
作
ら
れ
て
い
る
。﹁
声
明
」

を
実
践
す
る
た
め
に
は
経
典
を
覚
え
、
声
明
の
旋
律
を
覚
え
、

こ
れ
ら
を
実
践
す
る
た
め
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
﹁
声

明
」
か
ら
子
音
を
除
去
す
る
こ
と
で
言
語
的
意
味
を
取
り
除

き
、
旋
律
を
取
り
除
い
て
い
く
と
、
倍
音
声
明
と
よ
く
似
た

音
韻
構
造
が
現
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
常
的
に
日
本
語
を
活
用
し
僧
侶
の
読

経
を
聞
く
機
会
を
有
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
倍
音
声
明
の

音
の
響
き
が
僧
侶
の
読
経
を
連
想
さ
せ
、
読
経
の
声
が
聞
こ

え
た
と
す
る
感
想
に
結
び
つ
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

本
調
査
は
、
倍
音
声
明
で
発
せ
ら
れ
る
声
の
周
波
数
範
囲
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を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
倍
音
声
明
で
認
知
さ
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
音
響
現
象
︵
天
国
的
な
音
や
天
使
の
声
な
ど
︶
の

解
明
に
資
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

た
。倍

音
声
明
で
発
せ
ら
れ
る
声
は
可
聴
帯
域
の
音
で
あ
り
、

そ
の
発
声
に
超
音
波
成
分
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
調
査

で
は
、
倍
音
声
明
に
よ
る
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
エ
フ
ェ
ク
ト

の
発
現
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
母
音
の
ホ
ル
マ
ン
ト
は
通
常
の
母
音
発
声
に
比
べ
て

顕
著
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
観
察
対
象

と
し
た
倍
音
声
明
の
母
音
発
声
は
、
通
常
発
声
と
同
等
の
発

声
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

倍
音
声
明
に
お
い
て
発
声
さ
れ
た
母
音
の
周
波
数
重
心
は
、

[u]
、
[o]
、
[a]
、
[e]
、
[i]
の
順
で
高
く
な
り
、
そ
れ
は
発
声

時
に
意
識
を
集
中
す
る
チ
ャ
ク
ラ
の
位
置
の
上
下
関
係
と
一

致
し
た
。

倍
音
声
明
の
発
声
中
に
聞
こ
え
る
と
さ
れ
る
高
域
の
キ
ラ

キ
ラ
し
た
音
や
天
使
の
声
、
オ
ル
ガ
ン
や
フ
ル
ー
ト
の
音
は
、

客
観
的
に
も
そ
の
現
象
が
観
察
さ
れ
た
。
そ
れ
は
特
殊
な
現

象
で
は
な
く
、
物
理
的
な
現
象
と
し
て
発
現
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
の
発
声
法
を
用
い
た
瞑
想
法
が
、
物

理
的
な
刺
激
と
感
覚
量
を
巧
み
に
利
用
し
た
、
き
わ
め
て
合

理
的
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
報
告
は
二
〇
一
四
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
観
測
し
た
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
か
ら
導
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
は
調
査
事
例
数
を
増
や
し
、
こ
れ
ら
の
現

象
の
一
般
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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は
じ
め
に

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
長
い
年
月
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
変
遷
を
経
て
、
音
楽
、
美
術
、
舞
踊
、
演
劇
、
服
飾
な
ど

文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
仏
教
を

は
じ
め
、
儒
教
、
道
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
外
来
思
想
と

混
合
・
融
合
し
、
韓
国
人
の
信
仰
や
生
活
の
中
に
生
き
て
い

る
。
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
歴
史
の

遺
物
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
代
の
人
々

の
日
常
生
活
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
番
組

に
も
シ
ャ
ー
マ
ン
が
登
場
し
、
映
画
や
芸
術
の
題
材
と
し
て

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
子
ど
も
の
教
育
や
社
会
の
動
向
を
占
う

に
も
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
欠
か
せ
な
い
。
現
代
韓
国
人
は
人

生
の
重
要
な
場
面
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
シ
ャ
ー
マ
ン
や

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
頼
り
、
そ
の
力
を
借
り
て
問
題
解
決
を

試
み
、
よ
り
よ
い
選
択
を
し
よ
う
と
す
る
。

本
稿
で
は
現
代
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
的
な
点

を
概
説
し
た
あ
と
、
韓
国
社
会
の
各
分
野
に
見
ら
れ
る
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
る
。
そ
し

て
そ
れ
ら
が
人
々
の
身
心
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
、
現
代

的
な
悩
み
や
苦
し
み
を
克
服
す
る
た
め
の
﹁
癒
し
」
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。

1
現
代
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

定
義
と
特
徴

韓
国
の
伝
統
的
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
︵
巫
俗
︶
は
、
専
門
的

な
ト
ラ
ン
ス
・
ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
の
技
能
を
持
つ
シ
ャ
ー
マ
ン

︵
巫
堂
︶
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
簡
単
に
巫
俗
の

歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、﹁
巫
」
の
存
在
は
三
国
時
代
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
句
麗
の
次
大
王
三
年
︵
西
暦
一
四

八
年
︶
に
不
審
な
夢
を
占
っ
て
も
ら
っ
た
王
が
、
結
果
に
激
怒

し
て
巫
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
記
録1

や
、
百
済
の
義
慈

王
二
〇
年
︵
六
六
〇
年
︶
に
亀
の
甲
羅
に
表
れ
た
文
の
意
味
を

巡
っ
て
、
王
の
怒
り
を
買
っ
た
巫
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
記
録
が
見
え
る2

。
高
麗
時
代
に
入
る
と
巫
堂
の
性
格
や

役
割
に
は
変
化
が
見
ら
れ
、
楽
器
を
う
る
さ
く
演
奏
し
て
飲

酒
や
歌
舞
、
淫
乱
行
為
を
伴
う
な
ど
し
た
た
め
、
社
会
の
公

序
良
俗
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
と
し
て
排
斥
す
る
動
き
が

現
れ
た
。
本
来
の
占
い
に
加
え
、
芸
能
者
の
性
格
や
、
性
的

な
役
割
を
も
受
け
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
巫
堂
は
、
時
代
ご
と

に
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
に
応
え
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る3

。

朝
鮮
時
代
︵
一
三
九
二
―一
九
一
〇
年
︶
は
五
百
年
以
上
続

き
、
風
俗
を
乱
す
存
在
と
し
て
の
巫
堂
に
対
す
る
迫
害
は
続

い
た
が
、
巫
俗
が
今
日
ま
で
生
き
残
っ
て
き
た
要
因
と
し
て

は
、
仏
教
と
の
習
合
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る4

。
植
民
地

時
代
に
は
朝
鮮
総
督
府
や
警
察
が
巫
俗
の
調
査
・
研
究
を
行

っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
朝
鮮
人
の
伝
統
的
な
文
化
や
習
俗
を
強

制
的
に
捨
て
さ
せ
た
上
で
、
日
本
の
神
道
を
強
い
る
と
い
う

政
策
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
一
般
に
ク
ッ
な
ど
の
巫
俗
祭
儀

は
排
斥
す
べ
き
低
級
な
邪
信
ま
た
は
迷
信
と
決
め
つ
け
ら
れ
、

関
連
施
設
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
巫
堂
の
活
動
が
禁
じ
ら
れ
た

こ
と
さ
え
あ
っ
た5

。

植
民
地
支
配
が
終
わ
っ
た
後
の
韓
半
島
は
南
北
に
分
断
さ

れ
、
韓
国
で
は
急
激
に
近
代
化
・
都
市
化
が
進
み
、
そ
の
過

程
で
巫
俗
は
美
風
良
俗
を
阻
害
す
る
と
し
て
邪
魔
者
扱
い
を

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
産
業
化
の
波
の
中
で
、
巫
俗
の
祭

儀
場
で
あ
る
ク
ッ
堂
や
祠
堂
な
ど
の
破
壊
が
進
み
、
生
活
手

段
を
失
う
巫
堂
が
続
出
し
た
。

現
代
韓
国
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マニ
ズ
ム
と

「
癒
し
」の
実
態

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

金
　
香
淑

目
白
大
学
准
教
授
／
文
化
人
類
学
・
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
・
比
較
文
化
論
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一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
巫
俗
は
伝
統
文
化
と
し
て
見
直

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
く
つ
か
の
地
方
の
ク
ッ
は
国
に
よ

っ
て
重
要
無
形
遺
産
に
指
定
さ
れ
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
巫
堂
や
巫
楽
の
演
奏
者
が
無
形
文
化
財︵
日
本
の
人
間
国

宝
に
当
た
る
︶
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
巫
俗
の
社
会
的
地
位
は

向
上
し
た6

。
現
在
韓
国
で
は
、
巫
俗
を
担
う
存
在
と
し
て
巫

堂
の
ほ
か
に
、
易
学
者
・
易
術
人
、
占
い
師
、
僧
侶
、
菩
薩

︵
と
尊
称
さ
れ
る
人
︶、
道
師
、
居
士
、
観
相
家
、
風
水
地
理
家

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
﹁
巫
俗
人
」
と
言
う
こ

と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
韓
国
に
は
約
五
〇
万
人
の
巫

俗
人
が
い
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
中
に
は
易
術
人
や
占
い
師

も
含
ま
れ
て
い
る7

。
五
〇
万
人
と
い
う
数
字
は
韓
国
の
全
人

口
の
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
、
こ
こ
か
ら
も
巫
俗
に
対

す
る
需
要
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
巫
堂
と
し
て
の
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
る
私
設
の
学

校
︵
伝
授
所
︶
が
登
場
し
て
お
り
、
巫
堂
が
職
業
の
一
つ
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
占
い
屋
は
全
国
に
分
布
し

て
お
り
、
一
般
市
民
の
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
。﹃
全
国

電
話
番
号
譜
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
占
い
屋
二
二
三
七
軒
の

商
号
を
調
べ
る
と
、
一
位
が
﹁
○
○
哲
学
」
一
五
〇
三
軒
で

六
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
二
位
が
﹁
○
○
菩
薩
」
二

四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
位
が
﹁
○
○
道
師
」
一
六
・
〇
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う8

︵
複
数
の
商
号
を
持
つ
場
合
別
々

に
算
入
︶。

現
代
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
と
し
て
は
、
現
在

生
き
て
い
る
人
の
日
常
生
活
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
伝
統
的
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
死
者
と

の
関
わ
り
︵
死
者
の
魂
を
慰
め
、
遺
さ
れ
た
人
に
た
た
り
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
︶
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、
現
代
に
お

い
て
は
現
世
に
お
け
る
立
身
出
世
や
、
よ
り
美
し
く
楽
し
く

生
き
る
た
め
に
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
頼
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

伝
統
的
な
死
霊
祭
な
ど
の
儀
式
よ
り
も
、
街
の
占
い
屋
の
ほ

う
が
現
代
韓
国
人
に
は
身
近
で
あ
り
、
死
者
よ
り
も
生
あ
る

自
分
の
た
め
に
、
巫
堂
や
易
術
人
の
職
能
を
利
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

2
韓
国
社
会
の
各
分
野
に
見
ら
れ
る

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

近
年
目
立
つ
特
徴
は
、
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
な
ど
、

若
者
や
都
市
生
活
者
が
好
む
媒
体
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
︵
巫
俗
︶
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本

節
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
文
化
・
芸
術
、
放
送
・
出
版
、
美

容
・
成
形
、
教
育
、
政
治
・
社
会
の
各
分
野
に
つ
い
て
実
態

を
述
べ
、
そ
の
背
景
と
な
る
人
々
の
思
想
や
生
活
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

2-

1
　
映
画

巫
俗
に
関
連
す
る
映
画
は
、
一
九
三
三
年
の
﹃
明
る
く
な

っ
て
い
く
人
生
﹄︵
イ
・
キ
ュ
フ
ァ
ン
監
督
︶
を
先
駆
的
作
品

と
し
、
戦
後
の
経
済
成
長
期
に
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
制
作
さ

れ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
三
本
も
制
作
さ
れ
て
お
り
、
二
〇

一
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
複
数
の
話
題
作
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
し
た
感
が
あ
る
。
以
下

に
代
表
作
を
挙
げ
る
。

﹃
巫
女
図
﹄︵
一
九
七
二
年
、
チ
ェ
・
ハ
ウ
ォ
ン
監
督
︶

﹃
ハ
ン
ネ
の
昇
天
﹄︵
一
九
七
七
年
、
ハ
・
ギ
ル
ジ
ョ
ン
監
督
︶

﹃
乙
火
﹄︵
一
九
七
九
年
、
ピ
ョ
ン
・
ヂ
ャ
ン
ホ
監
督
︶

﹃
神
弓
﹄︵
一
九
七
九
年
、
イ
ム
・
グ
ォ
ン
テ
ク
監
督
︶

﹃
巫
女
の
夜
﹄︵
一
九
八
二
年
、
ピ
ョ
ン
・
ヂ
ャ
ン
ホ
監
督
︶

﹃
火
の
娘
﹄︵
一
九
八
三
年
、
イ
ム
・
グ
ォ
ン
テ
ク
監
督
︶

﹃
胎
﹄︵
一
九
八
五
年
、
ハ
・
ミ
ョ
ン
チ
ュ
ン
監
督
︶

﹃
旅
人
は
休
ま
な
い
﹄︵
一
九
八
七
年
、
イ
・
ジ
ャ
ン
ホ
監
督
︶

﹃
太
白
山
脈
﹄︵
一
九
九
四
年
、
イ
ム
・
グ
ォ
ン
テ
ク
監
督
︶

﹃
四
人
用
の
食
卓
﹄︵
二
〇
〇
三
年
、
イ
・
ス
ヨ
ン
監
督
︶

﹃
オ
グ
﹄︵
二
〇
〇
三
年
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
監
督
︶

﹃
霊
媒
﹄︵
二
〇
〇
三
年
、
パ
ク
・
キ
ボ
ク
監
督
︶

﹃
パ
ッ
ク
ス
コ
ン
ダ
ル
﹄︵
二
〇
一
二
年
、
チ
ョ
・
チ
ン
ギ
ュ

監
督
︶

﹃
万
神
﹄︵
二
〇
一
三
年
、
パ
ク
・
チ
ャ
ン
ギ
ョ
ン
監
督
︶

﹃
観
相
﹄︵
二
〇
一
三
年
、
ハ
ン
・
ゼ
リ
ム
監
督
︶

イ
・
チ
ョ
ン
ス
ン
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
映
画
に
登
場
す
る

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
社
会
的
機
能
・
役
割
は
、
以
下
の
三
つ

に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
め
は
、﹃
巫
女
図
﹄﹃
乙
火
﹄﹃
巫
女
の

夜
﹄﹃
火
の
娘
﹄
の
よ
う
に
、
巫
俗
を
韓
国
民
族
の
精
神
的
源

泉
と
し
て
、
ま
た
近
代
＝
西
洋
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
つ
め
は
﹃
ハ

ン
ネ
の
昇
天
﹄﹃
神
弓
﹄﹃
胎
﹄
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
権
力

の
抑
圧
に
よ
っ
て
息
を
殺
し
な
が
ら
生
き
て
き
た
す
べ
て
の

人
々
を
解
放
す
る
正
義
の
力
と
し
て
、
巫
俗
を
描
い
て
い
る
。

三
つ
め
は
、﹃
旅
人
は
休
ま
な
い
﹄﹃
太
白
山
脈
﹄
の
よ
う
に
、

南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
韓
半
島
の
ト
ラ
ウ
マ
を
治
癒
し
、
民

族
統
一
の
念
願
を
か
な
え
る
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る9

。
イ
・

チ
ョ
ン
ス
ン
は
、﹁
巫
俗
は
前
近
代
と
近
代
の
橋
渡
し
の
役
割

を
し
て
お
り
、
近
代
性
の
内
部
で
発
生
し
た
不
条
理
を
昇
華

さ
せ
る
前
近
代
の
働
き
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し

て
い
る10

。

人
々
が
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
頼
る
理
由
は
、
ど
の
時
代
、
ど

の
地
域
に
お
い
て
も
現
実
の
差
別
や
抑
圧
が
存
在
す
る
た
め

に
、
心
の
痛
み
や
苦
痛
を
癒
し
、
慰
め
て
く
れ
る
も
の
を
求

め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
差
別
・
抑
圧
す
る
主
体
は
、
朝
鮮

王
朝
時
代
に
は
儒
教
や
両
班
で
あ
り
、
植
民
地
時
代
に
は
日

本
軍
や
警
察
で
あ
り
、
近
現
代
に
は
キ
リ
ス
ト
教
や
西
欧
、
南

北
分
断
や
競
争
社
会
の
激
し
さ
と
し
て
描
か
れ
た
。
こ
れ
ら

の
差
別
や
抑
圧
に
よ
る
痛
み
を
癒
し
、
慰
め
て
く
れ
る
も
の
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が
巫
俗
の
力
な
の
で
あ
る
。
物
質
文
明
が
高
度
に
発
達
し
て

い
る
現
代
韓
国
社
会
に
お
い
て
、
な
お
巫
俗
が
影
響
力
を
及

ぼ
し
続
け
て
い
る
の
は
、
人
々
の
感
じ
る
差
別
や
抑
圧
が
今

も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

韓
国
人
の
二
人
に
一
人
は
﹁
観
相
」
や
﹁
手
相
」
を
信
じ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
映
画
﹃
観
相
﹄︵
邦
題
﹃
観
相
師
﹄︶
は

こ
の
よ
う
な
現
代
韓
国
人
の
心
理
を
う
ま
く
描
い
た
作
品
と

し
て
、
観
客
動
員
数
九
〇
〇
万
人
、
興
行
収
入
額
歴
代
一
二

位
を
記
録
し
、
二
〇
一
四
年
大
鐘
賞
で
最
優
秀
作
品
・
監

督
・
男
優
主
演
賞
な
ど
六
部
門
を
制
覇
す
る
大
ヒ
ッ
ト
作
と

な
っ
た
。 

2-

2
　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

韓
国
人
の
日
常
的
な
娯
楽
と
し
て
重
要
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

で
も
、
近
年
巫
俗
が
題
材
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
高
視
聴
率

を
上
げ
話
題
と
な
っ
た
作
品
を
、
放
送
順
に
い
く
つ
か
取
り

上
げ
て
み
る
。

『
芙
蓉
閣
の
女
た
ち
〜
新
妓
生
伝
』︵
二
〇
一
一
年
一
月
放
送
開

始
、
S
B
S
土
日
ド
ラ
マ
︶

韓
国
西
南
地
方
麗
水
に
あ
る
﹁
芙
蓉
閣
」
の
妓
生
︵
キ
ー

セ
ン
︶
の
物
語
。
全
編
に
わ
た
っ
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
描

写
が
あ
り
、
人
々
の
盲
信
ぶ
り
が
話
題
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
男
主
人
公
の
父
親
ア
ス
ラ
︵
阿
修
羅
︶
に
は
、
あ
る
日
を

境
に
突
然
老
婆
の
鬼
神
、
守
護
霊
の
将
軍
鬼
神
、
童
子
の
鬼

神
が
憑
依
す
る
よ
う
に
な
る
。
重
要
な
場
面
で
は
必
ず
巫
堂

が
キ
ー
マ
ン
の
役
割
を
果
た
し
、
登
場
人
物
た
ち
は
巫
堂
や

占
い
師
の
言
葉
を
疑
う
こ
と
な
く
従
い
、
運
命
や
宿
命
、
懐

妊
の
夢
な
ど
を
信
じ
て
い
る
。

『
太
陽
を
抱
く
月
』︵
二
〇
一
二
年
一
月
放
送
開
始
、
M
B
C
水
木

ド
ラ
マ
︶

人
気
俳
優
キ
ム
・
ス
ヒ
ョ
ン
と
ハ
ン
・
ガ
イ
ン
が
出
演
し
、

N
H
K
で
も
放
送
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
。
ヒ
ロ
イ
ン
は
少

女
の
頃
呪
術
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
か
け
た
経
歴
を
持
ち
、
記
憶

を
な
く
し
た
ま
ま
﹁
星
宿
庁
」︵
朝
鮮
王
室
附
属
の
巫
女
集
団
、

原
作
小
説
に
お
け
る
架
空
の
設
定
︶
の
巫
女
と
な
る
。
そ
の
後

王
の
﹁
厄
受
け
の
巫
女
」
と
し
て
仕
え
る
過
程
で
恋
が
芽
生

え
る
が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
風
の
描
写
の
中
に
、
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
い
祈
禱
や
呪
術
の
場
面
が
ち
り
ば
め
ら
れ
る
。
日
本
の

視
聴
者
に
は
、
こ
の
作
品
を
通
じ
て
初
め
て
韓
国
の
巫
俗
を

知
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

『
ア
ラ
ン
使
道
伝
』︵
二
〇
一
二
年
八
月
放
送
開
始
、
M
B
C
水
木

ド
ラ
マ
︶

﹁
ア
ラ
ン
︵
阿
娘
︶
伝
説
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ラ
ブ
コ
メ

デ
ィ
。
人
気
俳
優
の
イ
・
ジ
ュ
ン
ギ
が
扮
す
る
主
人
公
ウ
ン

オ
は
、
死
者
の
霊
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
対
話
も
で
き
る
。
そ

ん
な
彼
の
前
に
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
記
憶
喪
失
と
な
り
自

分
の
過
去
を
思
い
出
せ
な
い
お
転
婆
の
鬼
神
ア
ラ
ン
が
現
れ

る
。
物
語
は
ア
ラ
ン
を
媒
介
と
し
て
、
ウ
ン
オ
や
彼
の
母
親
、

思
い
を
寄
せ
る
女
性
が
あ
の
世
と
こ
の
世
を
行
き
来
し
な
が

ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
恨
み
を
持
っ
て
い
る
死
者
の
霊
が
い

く
つ
も
登
場
し
、
ウ
ン
オ
ら
が
彼
ら
の
恨
み
を
晴
ら
し
て
や

る
こ
と
も
あ
る
。

『
王
の
顔
』︵
二
〇
一
四
年
一
一
月
放
送
開
始
、
K
B
S
水
木
ド
ラ
マ
︶

朝
鮮
王
朝
の
実
在
の
人
物
光
海
君
︵
ク
ァ
ン
ヘ
グ
ン
︶
の
物

語
。
庶
子
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
世
子
︵
世
継
ぎ
の
王
子
︶
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
が
﹁
王
の
相
」
を
持
っ
て
い

た
か
ら
、
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
一
六
年
間
も
廃
位
と
殺
害

の
恐
怖
に
耐
え
な
が
ら
、
顔
を
武
器
に
王
の
座
へ
上
る
過
程

を
描
い
た
。
若
手
人
気
俳
優
ソ
・
イ
ン
グ
ク
が
新
境
地
を
開

い
た
作
品
で
あ
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
の
は
い
ず
れ
も
時
代
劇
な
い
し
歴
史

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
が
、
近
年
は
現
代

劇
の
中
に
も
人
の
心
が
読
め
る
主
人
公
︵﹃
君
の
声
が
聞
こ
え

る
﹄
二
〇
一
三
年
六
月
放
送
開
始
、
S
B
S
水
木
ド
ラ
マ
︶
や
、

死
者
の
霊
が
見
え
る
ヒ
ロ
イ
ン
︵﹃
主
君
の
太
陽
﹄
二
〇
一
三

年
八
月
放
送
開
始
、
S
B
S
水
木
ド
ラ
マ
︶
が
次
々
に
登
場
し

て
い
る
。
視
聴
者
に
と
っ
て
、
登
場
人
物
が
備
え
る
超
人
的

な
力
は
も
は
や
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
実
の
困

難
を
打
開
す
る
手
段
と
し
て
、
頼
も
し
く
痛
快
な
役
割
を
発

揮
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ド
ラ
マ
は
、
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
、
鬱
屈
し
た
人
々
の
精

神
を
慰
め
る
働
き
が
あ
る
と
言
え
る
。

2-

3
　
バ
ラ
エ
ティ
番
組

巫
俗
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
代
表
的
な
番
組
と
し
て
は
、

M
B
C
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
﹃
黄
金
漁
場
ム
ロ
パ
ッ
ク
道
師
﹄
が

あ
る
︵
ム
ロ
パ
ッ
ク
は
﹁
膝
元
」
の
意
。
相
手
と
の
距
離
の
近
さ
、

親
し
み
や
す
さ
を
表
し
て
い
る
︶。
司
会
者
の
カ
ン
・
ホ
ド
ン
氏

が
巫
堂
の
衣
装
を
身
に
つ
け
、
占
い
屋
の
よ
う
な
セ
ッ
ト
の

中
で
ゲ
ス
ト
の
悩
み
相
談
に
乗
る
。
二
〇
〇
七
年
一
月
に
始

ま
り
、
司
会
者
の
交
代
を
経
て
二
〇
一
三
年
八
月
ま
で
高
視

聴
率
を
誇
っ
た
。 

S
B
S
の
﹃
ス
タ
ー
キ
ン
グ
﹄
で
は
、
日
本
人
の
タ
ロ
ッ

ト
占
星
術
師
ス
テ
ラ
氏
が
出
演
し
、
ゲ
ス
ト
の
未
来
を
占
っ

た
こ
と
が
あ
る
︵
二
〇
〇
九
年
一
月
二
四
日
放
送
︶。
現
在
ソ
ウ

ル
の
街
中
に
は
タ
ロ
ッ
ト
占
星
術
を
専
門
と
す
る
占
い
屋
が

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、
人
々
の
タ
ロ
ッ
ト
占
星
術
へ
の

強
い
関
心
を
反
映
し
て
い
る
。
韓
国
有
数
の
繁
華
街
と
し
て

知
ら
れ
る
梨
花
女
子
大
学
正
門
前
の
大
通
り
に
も
、
占
星
術

の
占
い
屋
や
屋
台
が
一
〇
軒
あ
ま
り
も
あ
る
。
一
回
の
相
談

料
金
が
日
本
円
に
し
て
数
百
円
程
度
と
い
う
手
軽
さ
も
あ
い

ま
っ
て
、
筆
者
が
調
査
に
訪
れ
た
時
も
客
足
が
途
切
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

J
T
B
C
の
﹃
大
韓
民
国
教
育
委
員
会
﹄︵
シ
ー
ズ
ン
Ⅱ
︶
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は
、
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
に

放
送
さ
れ
た
教
育
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
、
毎
回
異
な
る
ト
ピ
ッ
ク

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
番
組
で
あ
る
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ゲ
ス

ト
と
し
て
芸
能
人
や
著
名
人
の
ほ
か
、
観
相
成
形
外
科
専
門

医
や
巫
俗
人
︵
シ
ャ
ー
マ
ン
︶
が
視
聴
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
、

視
聴
率
調
査
で
総
合
一
位
を
占
め
る
人
気
番
組
だ
っ
た
。
そ

の
第
三
八
回
か
ら
五
回
に
わ
た
り
巫
俗
関
連
の
内
容
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
が
、
二
回
目
の
﹁
巫
俗
人
が
明
か
す
﹃
占
い
屋

使
用
説
明
書
﹄」
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
み
る
。
番
組
に

は
ソ
ウ
ル
大
学
出
身
で
、
大
学
で
命
理
学
の
講
義
も
す
る
韓

国
易
術
学
会
会
長
・
報
恩
道
士
が
出
演
し
、
増
加
す
る
巫
俗

関
連
の
詐
欺
事
件
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
現
役
の
占
い
師
や

巫
堂
も
登
場
し
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
が
、
悪
質
な
占
い
屋
の
常
套
文

句
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
だ
っ
た
。

﹁
見
た
目
は
強
そ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
内
面
は
弱
く
寂
し
が

り
屋
だ
。
勉
強
を
続
け
て
い
れ
ば
大
学
教
授
に
も
な
れ
た
は

ず
だ
。
消
化
器
系
統
が
よ
く
な
い
、
生
殖
機
能
が
よ
く
な
い

か
ら
気
を
つ
け
な
さ
い
。
男
運
が
な
い
女
は
子
ど
も
に
恵
ま

れ
な
い
は
ず
だ
」。
こ
れ
ら
の
言
葉
で
依
頼
者
を
不
安
に
さ
せ

た
上
で
、
高
額
の
費
用
を
払
っ
て
厄
払
い
の
ク
ッ
︵
巫
俗
祭

儀
︶
を
す
る
よ
う
勧
め
、
厄
払
い
を
し
な
け
れ
ば
﹁
身
内
に

必
ず
死
者
が
出
る
」
と
脅
す
の
だ
と
い
う11

。

上
記
の
言
葉
に
は
、
人
々
が
占
い
屋
に
相
談
す
る
内
容
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
、
人
間
関
係
、
進
学
・
就
職
、
健

康
、
結
婚
・
出
産
な
ど
、
人
々
が
不
安
や
困
難
を
感
じ
た
時

に
、
そ
れ
を
打
開
す
る
方
法
を
求
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
韓

国
で
は
、
景
気
が
よ
く
な
い
時
に
占
い
屋
が
栄
え
る
と
さ
れ
、

人
々
の
不
安
や
困
難
は
社
会
情
勢
と
も
大
き
な
関
連
を
持
っ

て
い
る
。
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
者
は
、
社
会
の
動
向
に
も
目

を
配
り
つ
つ
、
人
々
の
慰
め
ら
れ
た
い
欲
求
を
先
取
り
し
、
巫

俗
関
連
の
企
画
を
立
て
る
の
で
あ
る
。
番
組
の
視
聴
率
が
上

が
る
と
、
放
送
局
や
広
告
会
社
の
収
入
が
増
え
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
近
年
巫
俗
関
連
の
番
組
が
多
い
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
少
な
い
予
算
で
よ
り
高
い
視
聴
率

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
実
態
が
う
か
が
え
る
。

2-

4
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ

二
〇
一
三
年
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
も
巫
俗
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
代
表
的
な
作
品
と
し
て
は
、
ま
ず

﹃
巫
女
図
東
里
﹄︵
二
〇
一
三
年
一
〇
月
︶
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
韓
国
近
代
文
学
史
を
代
表
す
る
文
豪
金
東
里

︵
キ
ム
・
ド
ン
ニ
︶
の
生
誕
百
周
年
を
記
念
し
、
国
立
中
央
博

物
館
文
化
財
団
と
慶
州
市
文
化
財
団
の
合
作
で
制
作
さ
れ
た
。

小
説
﹃
巫
女
図
﹄
は
金
東
里
の
代
表
作
で
現
在
高
校
の
教
科

書
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
九
八
二
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
の
候
補
に
挙
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
巫
堂
の
母
と
キ
リ

ス
ト
教
信
者
の
息
子
の
葛
藤
と
対
立
を
通
じ
て
、
時
代
や
文

化
の
変
化
、
世
代
間
の
確
執
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
南
北
分
断
の
深
い
傷
を
抱
え
て
生
き
る
現
代
韓
国

人
に
、
分
断
の
現
実
を
克
服
し
、
北
と
南
が
疎
通
で
き
る
和

解
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
﹃
太
白
山
脈
﹄

︵
二
〇
一
四
年
三
月
︶
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
小
説
家
趙
廷
来

︵
チ
ョ
・
チ
ョ
ン
レ
︶
の
小
説
で
、
一
九
八
三
年
か
ら
八
九
年

ま
で
文
学
雑
誌
に
連
載
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
は
イ
ム
・
グ

ォ
ン
テ
ク
監
督
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
の
時

共
産
主
義
陣
営
と
民
主
主
義
陣
営
に
分
か
れ
た
兄
弟
の
争
い

を
巡
る
内
容
で
、
最
後
に
分
断
の
傷
を
癒
す
た
め
に
板
門
店

近
く
で
和
解
の
ク
ッ
を
行
う
場
面
が
あ
る
。
個
人
の
力
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
大
き
な
問
題
を
背
景
と
し
、
み

な
の
心
を
一
つ
に
す
る
た
め
巫
堂
の
力
を
借
り
る
と
い
う
結

末
が
印
象
的
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。﹃
シ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
﹄
が
そ
れ
で
、

﹁
韓
国
の
伝
統
的
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
土
俗
信
仰
を
基
盤
に
全

世
界
的
共
通
分
母
と
も
言
え
る
人
類
の
宗
教
的
信
仰
と
い
う

共
感
体
を
作
り
、
世
界
の
中
に
韓
国
の
伝
統
文
化
を
知
ら
せ

よ
う
と
す
る
目
的
」
で
二
〇
一
四
年
四
月
に
上
演
さ
れ
た12

。

次
の
﹁
文
化
・
芸
術
」
の
項
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
を
ア
ジ
ア
ひ
い
て
は
世
界
の
歴
史
・
文
化
に
通
じ

る
も
の
と
位
置
づ
け
る
動
き
が
活
発
で
あ
る
。
人
類
に
通
じ

る
普
遍
性
と
、
韓
国
の
独
自
性
の
両
方
を
主
張
で
き
る
題
材

と
し
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
新
た
な
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
し
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
﹃
太

陽
を
抱
く
月
﹄︵
前
項
参
照
︶
も
二
〇
一
三
年
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
化
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
は
東
京
六
本
木
で
来
日

公
演
が
行
わ
れ
た
。

巫
俗
が
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
物
議

を
か
も
し
た
例
も
あ
る
。
二
〇
一
二
年
五
月
、
人
気
歌
手
の

チ
ャ
ン
・
ユ
ン
ジ
ョ
ン
が
﹃
招
魂
﹄
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
作

品
を
制
作
し
、
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
恋
人
を
忘
れ
ら

れ
な
い
男
性
が
、
巫
堂
に
恋
人
の
魂
を
呼
び
戻
し
て
も
ら
い
、

別
れ
を
す
る
と
い
う
設
定
で
、
実
在
の
現
役
巫
堂
に
ク
ッ
を

し
て
も
ら
っ
た13

。
こ
れ
に
対
し
て
、
K
B
S
、
M
B
C
、

S
B
S
の
主
要
テ
レ
ビ
局
三
社
は
そ
れ
ぞ
れ
保
留
︵
再
審
︶、

放
送
不
可
、
一
五
歳
以
上
鑑
賞
可
の
判
定
を
行
っ
た
が
、
そ

の
理
由
は
非
科
学
的
内
容
と
暴
力
的
シ
ー
ン
な
ど
が
有
害
で

あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
信

者
た
ち
の
反
発
を
恐
れ
て
の
判
定
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
、

当
時
は
判
定
を
非
難
す
る
意
見
も
多
か
っ
た
。
こ
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
は
現
在
無
料
で
視
聴
で
き
る
よ
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
閲
覧
数
も
多
い
。
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
と
い
う
若
者
向
け
の
媒
体
で
も
、
人
知
を
超

え
る
問
題
解
決
の
方
法
と
し
て
、
巫
俗
が
注
目
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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2-

5
　
文
化
・
芸
術

①
展
覧
会

国
立
民
俗
博
物
館
で
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
か

ら
翌
年
二
月
二
七
日
ま
で
シ
ャ
ー
マ
ン
に
焦
点
を
当
て
た
展

覧
会
﹁
天
と
地
を
結
ぶ
人
︱
シ
ャ
ー
マ
ン
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
最
近
で
は
、
ソ
ウ
ル
市
立
美
術
館
西
小
門
本
館
に
お
い

て
二
〇
一
四
年
九
月
二
日
か
ら
一
一
月
二
三
日
ま
で
﹁
鬼
神
、

間
諜
、
お
婆
さ
ん
：
近
代
に
立
ち
向
か
う
近
代
」
展
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
﹁
メ
デ
ィ
ア
シ
テ
ィ

ソ
ウ
ル
2
0
1
4
」
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
一

七
カ
国
四
二
チ
ー
ム
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
筆
者
も
開
催
期
間
中
に
参
観
す
る
機
会
を
得
、

絵
画
・
塑
像
・
写
真
・
ビ
デ
オ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
多
様
な
形
態

の
作
品
の
中
で
、
特
に
巫
堂
に
よ
る
ク
ッ
の
記
録
ビ
デ
オ
を

興
味
深
く
見
た
。
し
か
し
﹁
鬼
神
」﹁
間
諜
」﹁
お
婆
さ
ん
」

の
関
連
性
は
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
ず
、
一
般
の
観
客
に
も
説
明

が
必
要
だ
と
感
じ
た
。
展
覧
会
の
図
録
に
は
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
以
下
の
説
明
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
は
同
じ
近
代
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
強
烈
な
植

民
地
の
経
験
と
冷
戦
の
経
験
、
急
速
な
産
業
・
経
済
成
長

と
社
会
的
急
変
を
共
有
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
自
分
た

ち
の
価
値
あ
る
伝
統
と
歴
史
を
失
っ
た
。
展
示
会
の
タ
イ

ト
ル
に
登
場
す
る
﹁
鬼
神
、
間
諜
、
お
婆
さ
ん
」
は
他
者

化
さ
れ
た
客
体
と
し
て
疎
外
と
抑
圧
を
表
象
し
て
い
る
が
、

同
時
に
無
限
の
転
覆
の
可
能
性
を
も
っ
た
代
案
的
な
主
題

で
あ
る
と
い
う
点
で
、
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
の
メ
タ
フ

ァ
ー
と
し
て
の
力
を
発
す
る
。
ア
ジ
ア
、
特
に
現
代
の
ア

ジ
ア
は
ア
ジ
ア
圏
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
的
に
イ
シ
ュ
ー

化
さ
れ
て
い
る
恒
常
的
な
主
題
で
あ
る
。
自
国
の
伝
統
や

土
俗
文
化
に
陳
腐
さ
を
感
じ
新
し
い
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
求
め
よ
う
と
す
る
ア
ジ
ア
の
新
世
代
に
、
主
流

で
は
な
い
弱
者
、
怪
し
い
者
、
部
外
者
扱
い
を
受
け
て
来

た
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
伝
統
を
象
徴
し
て
い
る
﹁
鬼
神
、
間

諜
、
お
婆
さ
ん
」
の
展
示
を
通
じ
て
現
代
の
ア
ジ
ア
を
考

察
さ
せ
る
目
的
で
企
画
さ
れ
た14

。

つ
ま
り
、
三
者
は
非
主
流
と
し
て
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
ア

ジ
ア
の
歴
史
伝
統
の
象
徴
で
あ
り
、﹁
歴
史
の
叙
述
に
お
い
て

漏
落
さ
れ
た
孤
独
な
幽
霊
を
呼
び
戻
し
、
彼
ら
の
怨
恨
に
満

ち
た
話
を
聴
く
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史
を
顧
み
る
」

︵
パ
ク
・
チ
ャ
ン
ギ
ョ
ン
﹁
鬼
神
、
間
諜
、
お
婆
さ
ん
、
芸
術
家

の
協
業15

」︶
と
い
う
狙
い
の
も
と
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
写
真
・
映
像
な
ど
の
新
し
い
芸
術
様

式
を
用
い
な
が
ら
、﹁
メ
デ
ィ
ア
と
メ
デ
ィ
ウ
ム
︵m

edium

＝

霊
媒
︶
の
再
結
合
を
通
じ
て
、
現
代
科
学
が
追
い
払
っ
た
鬼

神
た
ち
を
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
呼
び
戻
す
」︵
前
掲
パ
ク
︶
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
目
に
見
え
な
い
霊
魂
を
可
視
化
す

る
と
い
う
斬
新
な
試
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
展
覧
会
と
並
行
し
て
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日

か
ら
三
〇
日
ま
で
は
、
ソ
ウ
ル
市
立
美
術
館
主
催
で
﹁
怪
力
・

乱
神
を
語
れ
」
と
い
う
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
儒
教
の

教
え
で
は
、
非
現
実
的
で
目
に
見
え
な
い
怪
力
・
乱
神
を
語

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
主
催
者
は
、
祭
儀
、
神
話
、

宇
宙
観
、
民
譚
な
ど
を
通
じ
て
忘
れ
ら
れ
た
ア
ジ
ア
の
地
域

伝
統
に
改
め
て
注
目
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

②
音
楽
会

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
、
ソ
ウ
ル
の
﹁
韓
国
文
化
の

家
」
で
﹁
キ
ム
・
テ
ソ
ン
　
古
楽
譜
の
ヌ
ン
デ
モ
ク
を
通
じ

た
瞑
想
と
治
癒
」
と
い
う
音
楽
会
が
開
か
れ
た
。
キ
ム
・
テ

ソ
ン
氏
は
一
九
九
一
年
か
ら
民
謡
、
風
物
︵
農
楽
に
使
わ
れ
る

楽
器
の
総
称
︶、
巫
俗
音
楽
な
ど
の
韓
国
伝
統
音
楽
を
中
心
に

作
曲
や
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
音
楽
家
で
あ
る
。
キ
ム
・
テ

ソ
ン
氏
は
こ
の
音
楽
会
で
、﹃
琴
合
字
譜
﹄﹃
韓
琴
新
譜
﹄﹃
洋

琴
新
譜
﹄﹃
大
楽
後
譜
﹄
な
ど
一
六
―一
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ

た
器
楽
の
楽
譜16

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
曲
を
現
代
の
人
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
新
し
く
編
曲
・
作
曲
し
、
癒
し
の
音

楽
と
し
て
演
奏
し
話
題
を
集
め
た
。

�

2-

6
　
放
送
・
出
版

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
放
送
と
し
て
﹁
巫
俗
ポ
ッ
ド
キ
ャ

ス
ト
放
送
」
が
あ
る
。
世
界
中
で
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ

シ
ア
、
日
本
な
ど
に
居
住
す
る
在
外
同
胞
も
含
め
、
一
年
間

に
五
万
人
の
聴
取
者
を
記
録
し
た
。
二
〇
一
四
年
五
月
二
一

日
に
は
、
放
送
開
始
一
周
年
を
記
念
し
て
特
別
公
開
放
送

﹁
そ
う
だ
！
　
私
は
巫
堂
だ
」
を
ソ
ウ
ル
旧
把
撥
所
在
の
使
臣

堂
ク
ッ
堂
で
行
っ
た
。
こ
の
番
組
タ
イ
ト
ル
は
、
数
年
前
に

勝
ち
抜
き
歌
謡
番
組
と
し
て
テ
レ
ビ
で
人
気
を
誇
っ
た
﹁
私

は
歌
手
だ
」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
参
加
者
は
ク
ォ
ン
・

ミ
ス
ク
氏
︵
司
会
者
︶、
イ
・
ソ
ン
ゼ
氏
︵
ソ
ウ
ル
セ
ナ
ム
ク
ッ

保
存
会
会
長
︶、
シ
ン
・
ト
ン
ウ
ク
氏
︵
黄
海
道
ク
ッ
名
人
︶、
ク

ァ
ク
・
シ
ヨ
ン
氏
︵
敬
神
連
合
会
大
邱
・
慶
北
本
部
副
会
長
︶、

イ
・
ソ
ン
ヒ
氏
︵
敬
神
連
合
会
総
括
チ
ー
フ
︶
と
い
う
錚
々
た

る
顔
ぶ
れ
で
、
解
説
者
と
し
て
民
俗
研
究
家
の
イ
・
ウ
ォ
ン

ソ
プ
氏
も
登
場
し
た
。
放
送
を
運
営
す
る
の
は
﹁
ク
ッ
文
化

研
究
会
」
の
会
員
た
ち
で
あ
り
、﹁
巫
教
の
環
境
改
善
、
巫
教

の
歪
曲
さ
れ
た
事
実
を
正
し
、
巫
教
を
正
し
く
普
及
さ
せ
、
底

辺
拡
大
を
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
放
送
を
始
め
た
と
い
う
。
現

在
韓
国
の
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹁
ダ
ウ
ム
」
の
中
に
﹁
そ

う
だ
！
　
私
は
巫
堂
だ
」
の
カ
フ
ェ
︵
日
本
で
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ト
︶
が
設
置
さ
れ
て
い
る17

。

巫
俗
関
連
の
定
期
刊
行
物
と
し
て
は
、
韓
国
巫
俗
連
合
会

が
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
か
ら
発
行
し
て
い
る
﹃
韓
国
巫
俗
新

聞
﹄
や
、
そ
れ
以
前
に
存
在
し
資
金
不
足
の
た
め
す
で
に
廃
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刊
と
な
っ
た
﹃
世
界
巫
俗
新
聞
﹄
が
存
在
す
る
。
二
〇
〇
八

年
七
月
か
ら
は
﹃
巫
堂
新
聞
﹄
が
月
刊
紙
と
し
て
発
行
さ
れ

て
い
る
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
全
一
六
面
で
、
巫
俗
関
連
の
専
門

情
報
紙
と
し
て
全
国
の
主
要
な
ク
ッ
堂
︵
巫
俗
の
祭
儀
場
︶
や

占
い
屋
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
巫
俗
関
連
の
催
し
紹
介
、
コ

ラ
ム
、
研
究
動
向
、
ク
ッ
堂
・
占
い
屋
の
宣
伝
広
告
、
ク
ッ

堂
売
買
広
告
な
ど
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
の

貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。

2-

7
　
美
容
・
成
形

二
〇
一
三
年
に
映
画
﹃
観
相
﹄
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
は

﹁
映
画
」
の
項
で
述
べ
た
。
朝
鮮
王
朝
中
期
の
首
陽
大
君
︵
ス

ヤ
ン
テ
グ
ン
、
の
ち
の
第
七
代
王
世
祖
︶
が
首
謀
し
た
ク
ー
デ

タ
ー
を
背
景
に
、
架
空
の
﹁
天
才
観
相
家
」
ネ
ギ
ョ
ン
が
、
当

代
一
の
権
勢
家
に
抜
擢
さ
れ
て
宮
中
に
入
り
、
相
の
い
い
優

れ
た
人
材
を
次
々
に
選
ん
で
い
く
物
語
で
あ
る
。
以
下
の
よ

う
な
ネ
ギ
ョ
ン
の
セ
リ
フ
は
、
観
相
の
基
準
と
、
観
相
が
な

ぜ
大
切
な
の
か
を
よ
く
表
し
て
い
る
。﹁
頭
は
天
で
あ
る
。
高

く
丸
い
の
が
い
い
。
太
陽
と
月
は
目
で
あ
る
。
澄
み
透
っ
て

輝
い
て
い
る
の
が
い
い
。
額
と
鼻
は
山
岳
で
あ
る
。
見
た
目

よ
く
そ
び
え
て
い
る
の
が
よ
い
。
木
と
草
は
髪
の
毛
と
ひ
げ

で
あ
る
。
透
明
で
秀
麗
で
あ
る
の
が
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
人

の
顔
に
は
自
然
の
理
知
が
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
宇
宙
森
羅
万
象
が
す
べ
て
顔
に
表
れ
て
い
る
。
顔
は
そ
れ

自
体
が
宇
宙
で
あ
る18

」。

と
こ
ろ
で
相
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
過
去
の
も
の
だ
け
で

は
な
い
。
現
代
韓
国
に
お
い
て
は
相
が
進
学
や
就
職
活
動
の

際
に
重
要
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
高
校
生
や
大
学
生
を
中
心

に
﹁
成
形
」
手
術
を
行
う
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
欧
米
や
日

本
で
も
っ
ぱ
ら
中
高
年
女
性
が
若
さ
や
美
を
追
求
す
る
た
め

に
美
容
整
形
を
行
う
の
と
は
異
な
り
、
韓
国
の
若
者
は
﹁
運

命
を
変
え
る
た
め
に
」
顔
を
作
り
直
す
の
で
あ
る
。
就
職
難

や
未
来
に
対
す
る
不
安
を
利
用
し
た
病
院
や
占
い
師
た
ち
の

巧
妙
な
商
法
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
病
院
と
占
い
師
が
結

託
し
て
い
る
例
も
あ
る
と
い
う19

。﹁
よ
い
学
校
に
受
か
る
に
は

鼻
の
形
を
直
す
べ
き
」
な
ど
と
占
い
師
が
指
示
し
、
あ
ら
か

じ
め
提
携
し
た
病
院
に
行
か
せ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
若
者
の

自
意
識
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
実
際
に
サ
ム
ス
ン
な
ど
の

大
企
業
で
面
接
の
際
に
﹁
相
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
現
実
の
ゆ
え
で
あ
る
。

サ
ム
ス
ン
創
立
者
の
李
秉
喆
前
会
長
は
易
術
を
深
く
信
頼

し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
李
前
会
長
の
影
響
で
財
界
に
易

術
が
広
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
李
会
長
と
縁
が
あ

っ
た
易
術
人
は
多
数
の
会
社
の
採
用
試
験
に
関
わ
り
、
面
接

官
と
し
て
応
募
者
の
相
を
見
た
り
、
四
柱
を
分
析
し
た
り
し

た
と
い
う20

。

就
職
の
際
に
学
歴
や
人
間
性
だ
け
で
な
く
、
相
が
重
視
さ

れ
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
大
学
の
学

生
会
会
長
選
挙
で
成
形
手
術
支
援
を
公
約
と
す
る
候
補
者
が

現
れ
た
り
し
た
。
学
生
か
ら
は
﹁
就
職
難
が
激
し
い
現
状
を

考
慮
し
た
現
実
的
な
公
約
で
あ
る
」
と
の
好
意
的
な
評
価
が

あ
っ
た
と
い
う21

。

映
画
﹃
観
相
﹄
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
、﹁
ど
の
よ
う
な
相

が
ど
の
よ
う
な
人
生
に
つ
な
が
る
か
」
と
い
う
人
々
の
関
心

を
く
す
ぐ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の
ド
ラ
マ
﹃
王
の
顔
﹄

︵﹁
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
」
の
項
参
照
︶
の
ヒ
ッ
ト
も
同
じ
背
景
上
に

あ
り
、﹃
観
相
﹄
に
出
演
し
た
俳
優
が
﹃
王
の
顔
﹄
に
も
登
場

し
た
。

2-

8
　
教
育

①
出
生
時
の
作
名

韓
国
で
は
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
名
前
は
祖
父
や
父
親
が
考

え
る
こ
と
が
多
い
が
、
開
運
の
た
め
命
名
の
専
門
家
や
占
い

師
に
依
頼
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
通
常
は
漢
字
二
文
字

の
名
前
で
あ
る
が
、
ハ
ン
グ
ル
に
慣
れ
た
現
代
人
が
漢
字
に

疎
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ

人
々
に
﹁
作
名
」
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
伝
統
的
に
男
性

の
名
前
に
は
﹁
行
列
字
」︵
一
族
の
中
で
祖
父
の
代
、
父
親
の
代
、

子
の
代
と
世
代
ご
と
に
定
め
た
共
通
の
文
字
︶
が
含
ま
れ
る
が
、

﹁
行
列
字
」
は
五
行
説
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

木
、
火
、
土
、
金
、
水
の
五
行
は
﹁
木
は
火
を
生
み
出
し
、
火

に
焼
か
れ
た
木
は
土
と
な
り
、
土
の
中
か
ら
金
属
が
生
じ
、
金

属
は
夜
露
を
集
め
て
水
を
生
じ
、
水
は
木
を
育
て
る
」
と
い

う
自
然
の
理
の
循
環
を
表
す
。
た
と
え
ば
父
親
の
名
前
に

﹁
植
」
な
ど
﹁
木
」
の
入
っ
た
字
が
使
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の

息
子
は
﹁
煥
」
な
ど
﹁
火
」
の
入
っ
た
字
が
、
そ
の
次
の
世

代
で
は
﹁
基
」
な
ど
﹁
土
」
の
入
っ
た
字
が
﹁
行
列
字
」
と

し
て
定
め
ら
れ
る22

。
こ
の
法
則
に
基
づ
い
て
名
前
を
つ
け
る

と
運
勢
が
開
け
、
勉
強
も
で
き
他
人
に
も
好
か
れ
る
の
で
、
高

額
の
謝
礼
を
払
っ
て
専
門
家
に
考
え
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
今
日
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な

っ
て
英
語
名
︵
通
称
︶
を
付
け
る
韓
国
人
も
増
え
て
い
る
が
、

英
語
名
す
ら
五
行
説
を
補
完
す
る
よ
う
に
考
え
る
の
だ
と
い

う
。
た
と
え
ば
子
ど
も
の
四
柱
︵
生
年
月
日
と
時
刻
︶
に
五
行

の
﹁
水
」
が
不
足
し
て
い
る
と
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
水
と

関
連
が
あ
る
﹁
知
恵
」
の
意
味
で
あ
る
﹁Sophie

」
と
名
付

け
る
の
で
あ
る23

。

②
入
試
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
合
格
祈
願
な
ど

日
本
よ
り
も
受
験
戦
争
が
激
し
い
韓
国
社
会
で
は
、
幼
稚

園
や
小
学
校
に
入
る
段
階
か
ら
競
争
が
始
ま
る
。
ど
の
学

校
・
学
部
・
学
科
を
目
指
せ
ば
よ
い
か
、
ど
の
よ
う
な
勉
強

を
し
た
ら
合
格
で
き
る
か
を
占
っ
て
も
ら
い
、
厄
払
い
の
符

籍
︵
お
守
り
︶
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
巫
堂
に
依
頼
し
て

ク
ッ
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
T
O
E
I

C
な
ど
の
資
格
試
験

や
、
留
学
選
抜
試
験
な
ど
の
際
も
同
様
で
あ
る
。
筆
者
も
二
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〇
年
以
上
前
、
初
め
て
日
本
留
学
に
旅
立
つ
時
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
実
家
近
く
の
占
い
師
︵
そ
の
土
地
で
知
ら
れ
た
世
襲

巫
︶
を
訪
れ
た
。
今
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
の
は
﹁
海
外

運
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
の
家
族
は
、
つ

い
最
近
こ
の
占
い
師
が
高
齢
に
よ
り
引
退
す
る
ま
で
、
人
生

の
節
目
ご
と
に
い
つ
も
運
勢
を
見
て
も
ら
っ
て
い
た
。

③
シ
ャ
ー
マ
ン
の
教
育
・
養
成

韓
国
の
伝
統
的
な
シ
ャ
ー
マ
ン
は
降
神
巫
ま
た
は
世
襲
巫

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
自
ら
学
ん
で
巫
堂
を
志
す
場
合
も
あ

る
。
た
と
え
ば
ク
ッ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
巫
堂
と
し
て
の
知
識

を
教
え
る
﹁
ク
ッ
伝
授
所
」
は
、
現
在
ソ
ウ
ル
市
内
だ
け
で

数
十
カ
所
あ
ま
り
あ
る
と
い
う24

。
代
表
的
な
﹁
ク
ッ
伝
授
所
」

と
し
て
は
、
重
要
無
形
文
化
財
一
〇
四
号
ソ
ウ
ル
セ
ナ
ム
ク

ッ
芸
能
保
有
者
の
イ･

サ
ン
ス
ン
氏
︵
無
形
文
化
財
︶
が
運
営

す
る
﹁
ソ
ウ
ル
ク
ッ
伝
授
所
」︵
ソ
ウ
ル
恩
平
区
亀
山
洞
所
在
︶

が
あ
る
。
筆
者
が
入
手
し
た
広
告25

に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
ソ

ウ
ル
ク
ッ
一
二
コ
リ
︵
コ
リ
は
儀
式
を
構
成
す
る
単
位
︶、
天
神

ク
ッ
︵
財
数
ク
ッ
︶、
チ
ノ
ギ
ク
ッ
︵
死
霊
祭
︶
の
詳
細
か
ら
、

供
え
物
の
並
べ
方
、
ゴ
サ
︵
開
運
、
厄
払
い
の
た
め
の
祈
願
供

養
︶、
祈
禱
の
方
法
、
巫
楽
の
演
奏
法
ま
で
教
え
て
く
れ
、
ク

ッ
の
セ
リ
フ
の
言
い
方
や
巫
歌
の
個
人
指
導
も
し
て
く
れ
る

と
い
う
。

さ
ら
に
、
多
く
の
大
学
で
は
教
養
科
目
や
生
涯
教
育
セ
ン

タ
ー
の
科
目
と
し
て
﹁
命
理
学
」
講
座
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、

動
画
サ
イ
ト
を
通
じ
て
多
数
の
講
座
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
柱
命
理
学
が
研
究
の
対
象
と
な
り
、﹁
東
洋
の
四
柱
理
論
と

西
洋
の
客
観
的
性
格
特
性
分
析
間
の
相
関
関
係
」
と
い
う
論

文
ま
で
発
表
さ
れ
た
と
い
う26

。
ま
た
現
役
の
巫
俗
人
が
哲

学
・
相
談
心
理
学
科
に
入
学
し
、
相
談
心
理
士
の
免
許
を
取

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
か
つ
て
巫
俗
の
知
識
や
技
術
は

師
か
ら
弟
子
へ
、
親
か
ら
子
へ
代
々
受
け
継
が
れ
た
も
の
だ

が
、
現
在
は
学
校
教
育
の
中
で
﹁
学
問
」﹁
資
格
」
と
し
て
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
は
巫
俗
人
の
た
め
の
C
E
O
課
程
︵﹁
巫
教
最
高
指
導

者
専
門
課
程
」︶
ま
で
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
教
育
部
の
正
式

な
認
可
を
受
け
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
ソ
ウ
ル
市
城
北
区
所

在
の
東
方
文
化
大
学
院
大
学
校
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︵
平

生
教
育
院
︶
で
は
毎
週
月
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
七
時
ま
で

開
講
さ
れ
て
い
る
。
授
業
料
は
年
間
八
五
万
ウ
ォ
ン
︵
約
八

万
円
余
り
︶、
一
年
間
の
課
程
で
、
現
役
の
巫
俗
人
が
い
わ
ば

学
問
的
な
箔
を
付
け
る
た
め
に
通
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

教
科
の
内
容
は
、﹁
降
神
巫
と
世
襲
巫
・
無
形
文
化
財
ク
ッ
の

現
場
参
観
」﹁
済
州
島
ク
ッ
の
理
解
」﹁
占
卜
」﹁
符
籍
探
究
」

﹁
ク
ッ
現
場
参
観
」﹁
ク
ッ
演
戯
構
造
と
伝
承
形
態
探
究
」﹁
元

老
巫
教
指
導
者
招
聘
講
演
」﹁
元
老
研
究
者
招
聘
講
演
」﹁
国

師
堂
・
ハ
ジ
ュ
堂
踏
査
」﹁
総
合
討
論
会
」
な
ど
で
あ
る27

。

2-

9
　
政
治
・
社
会

①
選
挙
の
当
選
祈
願

韓
国
で
は
国
会
議
員
や
地
方
議
会
議
員
選
挙
な
ど
の
時
、

易
術
家
や
風
水
地
理
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
っ

た
り
、
当
選
祈
願
の
ク
ッ
を
行
う
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
た

と
え
ば
二
〇
一
〇
年
五
月
に
行
わ
れ
た
ソ
ウ
ル
市
教
育
監
選

挙
で
は
、
候
補
者
が
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ
る
番
号
と
し
て

運
の
よ
い
番
号
を
も
ら
え
る
よ
う
、
お
寺
や
占
い
屋
を
訪
れ

て
祈
禱
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う28

。

朴
槿
恵
大
統
領
も
二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
の
前
に
ク
ッ

を
行
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に

対
す
る
配
慮
も
あ
る
の
か
、
大
統
領
本
人
は
認
め
て
い
な
い29

。

大
統
領
選
の
時
は
気
運
が
よ
い
と
さ
れ
る
特
定
の
ビ
ル
に
選

挙
事
務
所
を
構
え
た
。﹁
大
河
ビ
ル
」
と
い
い
、
国
会
議
事
堂

の
近
く
、
与
党
本
部
ビ
ル
の
正
面
に
位
置
し
て
お
り
、
一
九

九
二
年
に
は
金
泳
三
氏
が
、
九
七
年
に
は
金
大
中
氏
が
そ
の

場
所
に
陣
取
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
選
を
果
た
し
て
い
る
。
歴
代

ソ
ウ
ル
市
長
当
選
者
な
ど
も
好
ん
だ
こ
の
場
所
を
、
朴
槿
恵

大
統
領
も
ち
ゃ
ん
と
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る30

。

②
﹁
国
運
占
い
」

政
治
的
・
社
会
的
に
巫
俗
が
大
き
な
注
目
を
受
け
る
の
は
、

新
年
恒
例
の
﹁
国
運
占
い
」
で
あ
る
。
主
要
メ
デ
ィ
ア
が
そ

れ
ぞ
れ
高
名
な
巫
俗
人
に
依
頼
し
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け

て
順
次
発
表
す
る
。
た
と
え
ば
﹃
韓
国
証
券
新
聞
﹄
は
二
〇

一
四
年
一
二
月
二
二
日
に
早
く
も
二
〇
一
五
年
の
国
運
占
い

を
発
表
し
た31

。
占
っ
た
の
は
著
名
な
命
理
学
者
の
テ
イ
ン
居

士
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
の
韓
国
の
国
運

は
、
水
の
気
運
が
ま
っ
た
く
な
い
照
り
つ
く
渇
い
た
土
の
上

に
木
が
一
本
立
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
景
気

沈
滞
が
持
続
・
長
期
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
す
。

政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど
の
状
況
が
全
般
的
に
今
年

よ
り
悪
く
な
る
と
予
測
し
た
。
朴
槿
恵
大
統
領
の
政
権
運
営

も
う
ま
く
い
か
ず
、
社
会
的
葛
藤
も
続
き
、
政
局
が
混
乱
す

る
。
北
朝
鮮
情
勢
も
不
安
定
で
、
内
部
で
も
め
事
が
起
こ
り

体
制
が
崩
壊
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
統
一
に
向
け
て

準
備
す
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
二
〇
一
五
年
韓
国
に
一
番

必
要
な
の
は
、
水
の
気
運
で
あ
る
と
し
た
。
水
の
根
源
で
あ

る
金
は
西
、
水
は
北
の
方
位
を
表
す
た
め
、
外
交
政
策
で
は

西
︵
西
欧
︶
と
北
︵
ロ
シ
ア
・
中
国
・
北
朝
鮮
︶
を
重
視
す
れ

ば
よ
い
結
果
が
あ
る
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
例
に
照
ら
し
て
も
、
国
運
占
い
は

い
ず
れ
も
﹁
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
じ
」
の
感
が
あ
る
。
か

つ
て
は
北
朝
鮮
の
金
日
成
主
席
や
金
正
日
総
書
記
の
死
亡
を

み
ご
と
当
て
た
例
も
あ
り
、
国
民
は
新
し
い
年
の
﹁
国
運
占

い
」
を
か
な
り
の
程
度
信
じ
る
気
持
ち
が
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
北
朝
鮮
の
動
向
が
常
に
気
に
か
か
る
韓
国
人
に
と
っ

て
、
個
人
の
運
勢
だ
け
で
な
く
国
の
未
来
に
関
心
を
寄
せ
る
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の
は
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

③
﹁
易
術
経
営
」

財
界
で
も
、﹁
美
容
・
成
形
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
占
い

や
易
学
に
頼
る
場
面
が
少
な
く
な
い
。
社
屋
や
工
場
の
建
設

地
を
選
定
す
る
場
合
に
風
水
地
理
専
門
家
に
相
談
し
た
り
、

人
事
や
経
営
に
関
す
る
重
要
な
決
定
を
す
る
場
合
に
易
術
家

の
意
見
を
聞
く
な
ど
で
あ
る
。
た
と
え
ば
サ
ム
ス
ン
グ
ル
ー

プ
の
系
列
社
、
C
J
グ
ル
ー
プ
の
イ
・
ゼ
ヒ
ョ
ン
会
長
は
、

映
画
館
︵
C
G
V
︶
を
建
設
す
る
時
﹁
奇
門
遁
甲
」
の
専
門

家
に
依
頼
し
た
と
い
う
。﹁
奇
門
遁
甲
」
と
は
地
勢
を
分
析
し

て
戦
略
的
に
優
位
な
場
所
を
選
定
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

都
心
の
中
で
財
物
が
集
中
す
る
場
所
に
社
屋
や
店
舗
を
構
え

る
こ
と
は
重
要
で
、
こ
の
よ
う
な
﹁
易
術
経
営
」
を
し
て
い

る
の
は
大
手
財
閥
企
業
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業
に
ま
で
広

が
っ
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
中
心
部
の
西
江
大
学
経
営
大
学
院
で

は
、
株
価
指
数
と
四
柱
の
相
関
関
係
を
学
ぶ
コ
ー
ス
も
あ
り
、

株
式
投
資
の
際
は
投
資
家
の
財
運
︵
四
柱
に
よ
っ
て
判
断
す

る
︶
に
よ
っ
て
結
果
が
異
な
る
と
い
う32

。

3
治
癒・癒
し
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

（
ま
と
め
）

本
稿
で
は
時
代
の
要
請
と
と
も
に
変
化
し
た
韓
国
巫
俗
の

実
態
を
紹
介
し
て
き
た
。
筆
者
は
二
〇
一
四
年
夏
に
行
っ
た

実
地
調
査
で
韓
国
各
地
の
ク
ッ
堂
や
占
い
屋
を
調
査
し
た
が
、

そ
の
う
ち
大
邱
市
八
公
山
︵
巫
俗
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
︶

の
ふ
も
と
に
あ
る
﹁
瀑
布
ク
ッ
堂
」
で
見
学
し
た
﹁
財
数
ク

ッ
」
は
と
り
わ
け
印
象
深
い
も
の
だ
っ
た
︵
二
〇
一
四
年
八
月

二
七
日
︶。﹁
財
数
ク
ッ
」
と
は
、
悩
み
や
苦
し
み
を
な
く
し
、

幸
運
を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
四
〇
代
後
半
の
女

性
金
敬
礼
氏
が
依
頼
者
だ
っ
た
。﹁
瀑
布
ク
ッ
堂
」
主
宰
者
の

降
神
巫
チ
ョ
・
ヒ
テ
氏
と
助
巫
︵
女
巫
︶
二
人
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
ク
ッ
は
、
午
後
四
時
半
頃
か
ら
途
中
小
一
時
間
の
休

憩
︵
夕
食
︶
を
挟
ん
で
夜
九
時
過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
、
巫
堂
た

ち
は
鈴
、
扇
、
旗
、
刀
な
ど
の
道
具
を
次
々
に
用
い
、
何
度

も
衣
装
を
取
り
替
え
な
が
ら
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
異
な

る
種
類
の
歌
や
踊
り
を
披
露
し
た
︵
写
真
参
照
︶。

依
頼
者
金
敬
礼
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
祈
願
の
主
な
内
容

は
男
子
を
授
か
る
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
複
数
の
女
子
を
産

ん
で
い
る
彼
女
に
と
っ
て
、
男
子
出
産
が

悲
願
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
す
で

に
四
〇
代
後
半
に
さ
し
か
か
っ
た
金
敬
礼

氏
に
と
っ
て
は
、
実
現
可
能
性
の
薄
い
願

い
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
巫
堂
も
そ

れ
を
見
越
し
て
か
﹁
男
子
が
授
か
ら
な
く

と
も
財
産
は
増
え
る
」
な
ど
の
﹁
お
告
げ
」

︵
神
の
言
葉
︶
を
述
べ
て
い
た
。
ま
た
ア
メ

リ
カ
に
語
学
留
学
中
と
い
う
長
女
に
つ
い

て
、﹁
T
O
E
I

C
の
点
数
が
も
っ
と
伸

び
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
き
わ
め
て
現
実
的

な
﹁
お
告
げ
」
も
述
べ
て
い
た
。
金
敬
礼

氏
は
す
で
に
十
年
以
上
も
こ
の
ク
ッ
堂
に

通
っ
て
定
期
的
に
﹁
財
数
ク
ッ
」
を
行
っ

て
お
り
、
会
場
の
広
さ
︵
ク
ッ
堂
に
は
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
部
屋
が
準
備
さ
れ
て
い
る
︶
や

供
え
物
の
豊
富
さ
か
ら
い
っ
て
、
相
当
な

対
価
を
払
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
経
済

的
に
は
恵
ま
れ
た
境
遇
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
ど
う
し
て
も
男
子
に
恵
ま
れ
な

い
と
い
う
悩
み
を
抱
え
、
何
も
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
と
い
う
心
境
で
あ
る
ら
し
か

っ
た
。
男
子
を
授
か
る
か
ど
う
か
と
い
う

結
果
は
別
と
し
て
、
神
の
前
に
ぬ
か
ず
き

巫
堂
の
お
祓
い
を
受
け
る
こ
と
で
身
心
が
浄
化
さ
れ
た
と
感

じ
、﹁
自
分
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
た
」
と
い
う
満
足

感
を
得
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

現
代
韓
国
に
お
い
て
、
巫
俗
が
﹁
癒
し
」
の
作
用
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
、
街
中
に
目
立
つ
﹁
ヒ
ー
リ
ン
グ
占
い
屋
」

の
看
板
か
ら
も
わ
か
る
。
占
っ
て
も
ら
う
と
い
う
行
為
そ
の

も
の
が
あ
る
種
の
満
足
感
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
占
い
で

示
さ
れ
た
結
果
の
中
に
も
依
頼
者
を
癒
す
要
素
が
含
ま
れ
てご飯を炊いた釜を祭壇に供える巫堂たちと依頼者
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い
る
。
た
と
え
ば
、
占
い
屋
の
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
広
告
な
ど
に
は
﹁
ヒ
ー
リ
ン
グ
旅
行
」
な
る
も
の
が

よ
く
見
ら
れ
る
。
依
頼
者
は
旅
行
に
行
く
前
に
占
い
屋
に
行

き
、
自
分
の
運
勢
や
運
命
に
よ
い
変
化
が
起
こ
る
旅
行
先
を

推
薦
し
て
も
ら
う
。
四
柱
や
五
行
説
に
基
づ
い
て
占
え
ば
、
旅

行
に
出
発
す
る
時
刻
や
行
き
先
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

旅
行
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
志
望
校
に

合
格
、
訴
訟
に
勝
利
、
職
場
で
の
昇
進
、
健
康
増
進
な
ど
の

ほ
か
、
脳
疾
患
・
心
疾
患
・
高
血
圧
・
乳
が
ん
の
予
防
な
ど

を
う
た
う
も
の
も
あ
る
。

ク
ッ
や
占
い
の
結
果
そ
の
も
の
よ
り
、
過
程
で
得
ら
れ
る

慰
め
の
ほ
う
が
重
要
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
裁
判
の

判
例
に
も
表
れ
て
い
る
。
あ
る
依
頼
者
が
日
本
円
に
し
て
数

十
万
円
の
費
用
を
か
け
て
就
職
を
祈
願
す
る
ク
ッ
を
行
っ
た

が
、
効
果
が
な
か
っ
た
の
で
費
用
の
返
還
を
求
め
る
訴
訟
を

起
こ
し
た
。
判
決
で
は
、﹁
巫
俗
行
為
は
必
ず
あ
る
目
的
を
達

成
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
過
程
に
直
接
的
・
間
接

的
に
参
与
す
る
こ
と
で
心
が
慰
め
ら
れ
、
平
安
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」
と
し
、﹁
目
的
が

達
成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
巫
堂
が
ク
ッ
の
依
頼
者
を
騙

し
た
と
は
見
な
し
が
た
い
」
と
結
論
づ
け
、
原
告
敗
訴
の
判

断
を
下
し
た
。
こ
の
判
決
に
対
し
て
、
一
般
市
民
の
意
見
の

中
に
も
﹁
巫
堂
に
支
払
っ
た
ク
ッ
の
費
用
返
還
を
求
め
る
こ

と
は
ナ
ン
セ
ン
ス
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、﹁
牧
師
に
支
払
っ

た
献
金
は
ど
う
な
る
の
か
︵
筆
者
注
：
巫
堂
に
だ
け
費
用
返
還

を
求
め
る
の
は
お
か
し
い
、
の
意
︶」
な
ど
の
声
も
あ
っ
た33

。

現
代
の
韓
国
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
各
世
代
に
お
け
る
自

殺
率
が
O
E
C
D
加
盟
国
の
中
で
最
高
水
準
で
あ
る34

な
ど
、

﹁
生
き
に
く
い
」
社
会
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
経
済
発
展
に

よ
る
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
さ
れ
て
も
な
お
人
々
の
悩
み
や

苦
し
み
が
絶
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
近
代
以
降
、
科
学
や

医
療
の
発
展
に
よ
り
平
均
寿
命
は
格
段
に
延
び
た
が
、
そ
れ

で
も
不
治
の
病
や
人
知
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
長
い
年
月
に
わ
た
り
庶
民
の
問
題
解

決
に
携
わ
っ
て
き
た
巫
俗
が
改
め
て
注
目
を
浴
び
、
巫
俗
の

癒
し
の
力
を
求
め
る
人
々
が
増
え
て
い
く
。
今
後
社
会
が
い

っ
そ
う
複
雑
化
し
、
現
実
の
矛
盾
と
抑
圧
が
大
き
く
な
っ
て

い
け
ば
、
韓
国
の
巫
俗
は
衰
退
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す

拡
大
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注1
　
申
奭
鎬
監
修
・
金
鐘
権
訳
﹃
三
国
史
記
﹄︵
明
文
堂
、
一
九

八
四
年
︶、
巻
第
十
五
﹁
高
句
麗
本
紀
第
三
次
第
王
」
二
七

三
頁
下
段
。

2
　
同
上
﹃
三
国
史
記
﹄、
巻
第
十
五
﹁
百
済
本
紀
第
六
義
慈
王
」

四
六
二
頁
下
段
。

3
　
金
香
淑
﹃
朝
鮮
神
話
の
源
流

︱
﹁
バ
リ
公
主
神
話
」
と

﹁
ダ
ン
ク
ン
神
話
」
を
巡
っ
て
﹄︵
春
風
社
、
二
〇
一
二
年
︶、

二
四
三
―二
四
四
頁
。

4
　
同
上
、
二
四
四
頁
。

5
　
同
上
、
一
二
頁
。

6
　
文
化
財
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
文
化
財
の
三
つ
の

分
類
の
一
つ
﹁
無
形
遺
産
」
と
し
て
、
二
二
の
﹁
伝
統
演
行

の
儀
式
」
が
﹁
重
要
無
形
遺
産
」
と
し
て
指
定
︵
登
録
︶
さ

れ
て
い
る
。
一
番
早
く
指
定
さ
れ
た
の
が
忠
清
南
道
の
﹁
恩

山
別
神
祭
」︵
重
要
無
形
遺
産
第
九
号
︶
で
、
一
九
六
六
年

二
月
一
五
日
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
六
七
年
一
月
一

六
日
に
﹁
江
陵
端
午
祭
」︵
重
要
無
形
遺
産
第
一
三
号
︶
が
、

一
九
八
〇
年
一
一
月
一
七
日
に
﹁
珍
島
シ
ッ
キ
ム
ク
ッ
」︵
重

要
無
形
遺
産
第
七
二
号
︶
が
、
一
九
八
五
年
二
月
一
日
に

﹁
東
海
岸
別
神
ク
ッ
」︵
重
要
無
形
遺
産
第
八
二
︲
一
号
︶
お

よ
び
﹁
西
海
岸
ペ
ヨ
ン
シ
ン
ク
ッ
及
び
大
同
ク
ッ
」︵
重
要

無
形
遺
産
第
八
二
︲
二
号
︶
が
指
定
さ
れ
た
。
最
後
の
ク
ッ

に
つ
い
て
は
注
13
も
参
照
さ
れ
た
い
。
文
化
財
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジU

R
L:http://w

w
w.cha.go.kr/korea/heritage/search/

D
irectory_List_new.jsp?m

axD
ocs=15000&

docStart=1&
docPage=10&

requery=0&
region=&

targetzone=&
queryT

ext=&
fieldText=M

A
T

C
H

%
7BFH

%
7D

%
3A

v_ccba_
gcode+A

N
D

+M
A

T
C

H
%

7B
01%

7D
%

3A
v_ccba_

bcode+A
N

D
+M

ATC
H

%7B05%7D
%3A

v_ccba_m
code

&
page=1&

Province=A
LL&

A
sset=A

LL&
Reign=A

LL&
m

c=N
S_04_03_03&

subcatm
enu=%EC

%A
0%84%ED

%8
6%B5%EC

%97%B0%ED
%96%89%3E%3E%EC

%9D
%98%

EC
%8B%9D

&
queryTag=&

tabG
ubun=4

︵
最
終
閲
覧
日
二

〇
一
四
年
一
二
月
二
四
日
。
本
稿
の
注
で
示
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
す
べ
て
同
日
に
最
終
確
認
し
た
。︶

7
　

M
B
C
ニ
ュ
ー
ス
電
子
版
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
四
日
。

U
R

L:http://im
new

s.im
bc.com

/replay/2011/nw
desk/

article/2862812_13062.htm
l

デ
ー
タ
の
出
所
は
﹁
大
韓
敬
神
連
合
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

﹁
会
員
現
況
」U

R
L: http://w

w
w.kyungsin.co.kr/

　
お
よ
び

﹁
韓
国
易
術
人
協
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

R
L: http://w

w
w.

aokp.or.kr/

　
に
よ
る
。

8
　﹃
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
﹄
電
子
版
、
二
〇
〇
九
年
一
月
二
二
日
。

U
R

L:http://m
edia.daum

.net/society/nation/seoul/news-
view?newsid=20090122135311840

9
　
イ
・
チ
ョ
ン
ス
ン
﹃
映
画
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

︱
韓
国
的

幻
想
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
探
し
て
﹄︵
サ
ル
リ
ム
、
二
〇
〇

五
年
︶、
一
四
頁
―三
一
頁
。

10
　
同
上
、
三
二
頁
。

11
　

J
T
B
C
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
番
組
紹
介
サ
イ
ト
よ
り
。

U
R

L: http://hom
e.jtbc.joins.com

/Vod/Vod.aspx?prog_
id=PR10010148&

m
enu_id=PM

10016250 

　
　

12
　﹃
世
界
日
報
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
八
日
。

U
R

L
:http://w

w
w

.sportsw
orldi.com

/content/
htm

l/2014/03/18/20140318021322.htm
l

13
　
現
役
の
巫
堂
︵
女
巫
︶
で
重
要
無
形
文
化
財
第
八
二
︲
二
号

に
指
定
さ
れ
て
い
る
﹁
西
海
岸
ペ
ヨ
ン
シ
ン
ク
ッ
及
び
大
同

ク
ッ
」
技
能
・
芸
能
保
有
者
︵
日
本
の
人
間
国
宝
に
当
た

る
︶
の
キ
ム
・
ク
ム
フ
ァ
氏
が
ク
ッ
を
行
っ
た
。

14
　﹃
鬼
神
、
間
諜
、
お
婆
さ
ん
：
近
代
に
立
ち
向
か
う
近
代
﹄

︵
展
覧
会
図
録
︶
ソ
ウ
ル
市
立
美
術
館
発
行
、
二
〇
一
四
年

八
月
二
九
日
、
七
頁
。

15
　
同
上
、
九
頁
。

16
　﹃
琴
合
字
譜
﹄
は
一
五
七
二
年
、
掌
楽
僉
正
の
安
瑺
が
作
曲

し
た
玄
琴
の
楽
譜
集
。
合
字
譜
で
記
録
さ
れ
た
最
初
の
楽
譜

で
あ
る
。﹃
韓
琴
新
譜
﹄
は
一
七
二
四
年
頃
作
曲
さ
れ
た
と
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推
定
さ
れ
る
玄
琴
の
楽
譜
集
。﹃
洋
琴
新
譜
﹄
は
一
六
七
〇

年
に
梁
徳
壽
が
作
曲
し
た
玄
琴
の
楽
譜
集
。﹃
大
楽
後
譜
﹄

は
一
七
五
九
年
に
徐
命
鷹
が
王
命
に
よ
り
編
纂
し
た
楽
譜
集
。

17
　U

R
L:http://blog.naver.com

/PostView.nhn?blogId=m
ua-

m
777&

logN
o=220007137901

18
　
ダ
ウ
ム
映
画
サ
イ
ト
﹃
観
相
﹄
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

U
R

L:http://m
ovie.daum

.net/m
oviedetail/m

oviedetailStory.
do?m

ovieId=70609&
t__nil_m

ain_synopsis=m
ore

19
　

M
B
C
ニ
ュ
ー
ス
電
子
版
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
日
。

U
RL:https://www.youtube.com

/watch?v=O
86bm

4TERng

20
　﹃
デ
イ
リ
ー
韓
国
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
四
日
。

U
R

L: http://daily.hankooki.com
/lpage/coverstory/ 

201201/wk20120114070114121180.htm

21
　﹃
東
亜
日
報
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
一
日
。

U
RL: http://news.donga.com

/3/all/20111118/41989645/1

22
　﹃
月
刊
し
に
か
﹄
二
〇
〇
二
年
四
月
号
別
冊
﹁
ま
る
ご
と
韓

国
」
大
修
館
書
店
、
一
二
二
頁
。

23
　﹃
韓
国
日
報
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
二
年
七
月
一
二
日
。

U
R

L:http://m
edia.daum

.net/society/others/newsview?n
ewsid=20120712024307958

24
　
韓
国
国
立
公
演
芸
術
博
物
館
館
長
チ
ェ
・
ソ
ク
ヨ
ン
氏
の
教

示
に
よ
る
︵
二
〇
一
四
年
九
月
三
日
︶。

25
　﹃
巫
堂
新
聞
﹄
二
〇
一
四
年
七
月
二
五
日
発
行
第
七
二
号
の

一
面
下
段
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
。

26
　
メ
ディ
ア
ダ
ウ
ム
・
ニュ
ー
ス
ワ
イ
ア
ー
、
二
〇
一
四
年
九
月
三

〇
日
。

U
R

L: http://m
edia.daum

.net/press/new
sview

?new
s

id=20140930100809033

27
　
前
掲
﹃
巫
堂
新
聞
﹄
の
六
面
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
と
東
方
文

化
大
学
院
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
教
育
課
程
に
よ
る
。

U
R

L: http://dbedu.dongbang.ac.kr/arte/sub02_04.php

28
　﹃
文
化
日
報
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
〇
年
五
月
一
三
日
。

U
R

L
:http://m

.m
un

hw
a.co

m
/m

n
ew

s/view
.

htm
l?no=2010051301070627258004

29
　﹃
東
亜
日
報
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
。

U
RL: http://news.donga.com

/3/all/20121212/51538863/2

30
　﹃
ソ
ウ
ル
新
聞
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
一
一
日
。

U
R

L
: http://w

w
w

.seoul.co.kr/new
s/new

sV
iew

.

php?id=20140611006021

31
　﹃
韓
国
証
券
新
聞
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
二
日
。

U
R

L: http://w
w

w
.ksdaily.co.kr/new

s/articleV
iew

.
htm

l?idxno=47509

32
　﹃
デ
イ
リ
ー
韓
国
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
四
日
。

U
R

L: http://daily.hankooki.com
/lpage/coverstory/ 

201201/wk20120114070114121180.htm

33
　﹃
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
﹄
電
子
版
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
〇
日
。

U
RL:http://www.yonhapnews.co.kr/bulletin/2014/09/05/0

200000000A
K

R20140905202800004.H
TM

L?input=1179m

34
　
二
〇
一
三
年
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
は
一
四
四
二
七
名
で
、

一
日
当
た
り
三
九
・
五
名
が
自
殺
し
た
こ
と
に
な
る
。
二
〇

一
二
年
に
比
べ
死
亡
者
数
は
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
。

︵
韓
国
︶
統
計
庁
﹁
e
︲
国
指
標
：
部
門
別
指
標
：
死
亡
原

因
別
死
亡
率
推
移
」
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
日
。

U
R

L

：http://w
w

w.index.go.kr/potal/enaraIdx/idxField/
userPageC

h.do?chkU
R

L=%2Fpotal%2Fstts%2FidxM
ain%

2FselectPoSttsIdxM
ain.do%3Fclas_div%3D

C
%26idx_

cd%3D
1012%26bbs%3D

IN
D

X
_001&

idx_cd=1012&
Titl

e=%EC
%B6%9C

%EC
%83%9D

+%EC
%82%A

C
%EB%A

7%
9D

+%EC
%B6%94%EC

%9D
%B4&

playurlstr=http%3A
%2

F%2Fw
w

w.index.go.kr%2Fpotal%2Fm
ain%2FEachD

tlPage
D

etail.do%3Fidx_cd%3D
1011&

atchFileId=1011&
fileSn=

&
fileListC

nt=1
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1
は
じ
め
に

シ
ャ
ー
マ
ン
神
偶
の
こ
と
を
モ
ン
ゴ
ル
人
は
﹁
オ
ン
ゴ
ッ

ド
」
と
い
う1

。
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
神
偶
を
指
す

と
同
時
に
崇
拝
対
象
と
な
る
神
霊
を
も
指
す
。
ホ
ル
チ
ン
地

方
で
は
神
偶
化
さ
れ
て
い
な
い
神
霊
が
﹁
シ
ト
ゲ
ン
」
と
呼

ば
れ
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
い
う
と
も
っ
ぱ
ら
神
偶
化
さ
れ
た
神

霊
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
。

神
偶
︵
偶
像
︶
と
し
て
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン

た
る
人
物
ブ
ォ
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
神

鼓
︵
太
鼓
︶
と
な
ら
び
ブ
ォ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
も
う

一
つ
の
象
徴
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
神
偶
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド

に
関
す
る
研
究
は
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ

ブ
ォ
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
な
の
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

考
察
し
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
神
偶
と
し
て
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
に
つ
い
て
紹
介

し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
た
る
人
物
ブ
ォ
と
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
の
関
係

に
焦
点
を
あ
て
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
身
心
変
容
力
に
つ
い
て
考

え
る
。

本
稿
で
用
い
る
資
料
は
、
筆
者
の
ホ
ル
チ
ン
地
方
に
お
け

る
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
関
連
文
献
資
料
に
も
と
づ
く
も
の
で

あ
る
。

2
オ
ン
ゴ
ッ
ド
に
つ
い
て

ブ
ォ
に
と
っ
て
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、

崇
拝
対
象
と
さ
れ
、
伝
統
的
に
毎
年
農
暦
七
月
七
日
と
九
月

九
日
に
オ
ン
ゴ
ッ
ド
祭
祀
が
行
な
わ
れ
る
。

2-

1
　
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
伝
説

ホ
ル
チ
ン
地
方
で
は
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
起
源2

や
由
来
を
め

ぐ
る
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

テ
ィ
ル
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド

テ
ィ
ル
ン
は
本
名
を
ガ
ル
ブ
と
い
う
人
で
、
一
人
の
す
ぐ

れ
た
ブ
ォ
に
霊
術
を
習
っ
た
。
あ
る
日
、
師
匠
が
出
か
け
て

い
る
う
ち
に
、
ガ
ル
ブ
は
師
匠
の
お
経
を
ひ
そ
か
に
読
み
、
即

座
に
ブ
ォ
の
霊
術
を
習
得
し
た
。
師
匠
は
彼
が
霊
術
を
盗
ん

で
習
得
し
た
こ
と
を
知
り
、
お
お
い
に
怒
り
、
天
か
ら
矢
の

雨
を
降
ら
せ
た
。
ガ
ル
ブ
は
す
ぐ
に
地
面
に
一
つ
の
円
を
描

い
て
な
か
に
入
る
と
、
そ
の
矢
の
雨
は
円
の
な
か
に
入
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
前
に
歩
く
と
、
矢
の

雨
も
ま
た
彼
に
つ
い
て
き
て
降
り
、
走
っ
て
も
走
っ
て
も
、
天

は
ず
っ
と
彼
の
後
ろ
に
つ
い
て
き
て
、
音
を
出
し
て
雷
を
落

と
す
。
彼
は
師
匠
の
手
元
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、
あ
え
て
自
分
の
片
手
と
片
足
を
円
の
外
に
出
し
て
雷
に

打
た
せ
た
。
こ
う
し
て
、
師
匠
は
彼
を
追
う
の
を
や
め
て
、
彼

は
命
だ
け
は
助
か
っ
た
。
以
来
、
彼
は
足
の
不
自
由
な
テ
ィ

ル
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
に
な
っ
た
の
だ
。

ウ
ヒ
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド

ホ
ル
チ
ン
地
方
の
ブ
ォ
た
ち
の
考
え
で
は
、
一
八
歳
の
娘

が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
魂
は
こ
の
世
が
恋
し
く
て
向
こ
う
の

世
界
︵
ゾ
ー
ル
ト
・
イ
ン
・
オ
ロ
ン
︶
に
行
け
な
く
な
る
。
昔

は
そ
の
よ
う
な
娘
の
亡
骸
は
棺
に
入
れ
ず
、
野
原
に
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
い
た
。
力
あ
る
ブ
ォ
な
ら
、
一
八
歳
の
娘
の
亡

骸
を
二
一
日
間
見
守
り
な
が
ら
そ
の
魂
を
呼
び
寄
せ
、﹁
ブ
ト

グ
ル
ゲ
・
イ
ン
・
ウ
ヒ
ン
︵
ブ
ォ
の
霊
術
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ

た
娘
︶」
に
し
よ
う
と
試
み
る
。
二
一
日
に
達
す
る
と
、
亡
骸

と
な
っ
た
娘
が
急
に
起
き
上
が
り
、
逃
げ
出
す
ブ
ォ
の
後
を

シ
ャ
ー
マン
神
偶
の
身
心
変
容
力

―
ブォ
の
オ
ン
ゴッ
ド

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ワ
ザ
学
共
同
研
究
員
／
文
化
人
類
学
・
モ
ン
ゴ
ル
シ
ャ
ー
マニ
ズ
ム
研
究
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追
う
。
ブ
ォ
は
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
振
り
向
き
も
せ
ず
に
逃

げ
て
ゆ
き
、
百
歩
先
ま
で
行
く
と
、﹁
完
成
し
た
娘
」
は
急
に

倒
れ
る
。
こ
の
と
き
は
じ
め
て
ブ
ォ
は
振
り
向
き
、
そ
の
﹁
完

成
し
た
娘
」
を
鎮
め
自
分
の
補
助
と
し
て
仕
え
る
よ
う
に
誓

わ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
娘
は
再
び
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
い
う
。

ジ
ャ
ー
チ
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド

サ
ラ
ル
と
い
う
バ
イ
ン
︵
裕
福
な
人
︶
が
お
り
、
彼
に
は
ジ

ャ
ー
チ
と
い
う
奴
隷
が
い
て
熱
心
に
馬
と
牛
の
世
話
を
し
て

い
た
。
ジ
ャ
ー
チ
が
年
を
と
っ
て
死
ぬ
前
に
、
自
分
が
死
ん

だ
ら
放
牧
す
る
と
き
の
服
を
着
せ
、
放
牧
す
る
と
き
の
鞭
を

も
た
せ
、
死
ん
だ
後
も
自
分
の
放
牧
し
た
家
畜
が
み
え
る
よ

う
に
高
い
山
の
頂
に
埋
め
て
く
れ
と
、
バ
イ
ン
に
言
い
残
し

た
。
し
か
し
バ
イ
ン
が
こ
の
こ
と
を
忘
れ
た
た
め
、
ジ
ャ
ー

チ
の
姿
が
草
原
に
あ
ら
わ
れ
、
放
牧
し
て
い
た
家
畜
を
昔
の

牧
草
地
へ
追
い
払
っ
た
。
そ
し
て
、
家
畜
に
は
疫
病
が
は
や

っ
た
。

こ
の
た
め
、
バ
イ
ン
が
ブ
ォ
を
招
い
て
お
告
げ
を
聞
く
と
、

ジ
ャ
ー
チ
の
像
を
つ
く
っ
て
、
祀
れ
ば
い
い
と
い
う
答
え
を

得
た
の
で
、
腕
の
よ
い
未
婚
の
少
女
を
招
き
、
毛
糸
の
身
体
、

真
珠
の
目
を
し
た
ジ
ャ
ー
チ
の
像
を
つ
く
り
、
テ
ン
ト
の
上

に
か
け
た
。
像
に
は
五
種
類
の
殻
物
の
入
っ
た
皮
袋
を
か
け
、

丸
煮
の
羊
と
乳
製
品
を
そ
な
え
て
祀
る
と
、
ジ
ャ
ー
チ
の
姿

も
み
ら
れ
な
く
な
り
、
疫
病
も
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ジ

ャ
ー
チ
は
モ
ン
ゴ
ル
の
家
畜
の
守
護
神
に
な
っ
た
。

な
お
、
長
い
間
そ
な
え
て
い
た
像
の
ど
こ
か
が
壊
れ
た
ら
、

ブ
ォ
を
招
い
て
新
た
な
像
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
壊
れ
た
像
は
捨
て
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ブ
ォ
に
野
原

の
大
樹
に
か
け
て
も
ら
い
、
呪
文
を
唱
え
、
そ
の
像
の
ジ
ャ

ー
チ
の
神
霊
を
新
し
い
像
に
つ
け
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

2-

2
　
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
種
類

ホ
ル
チ
ン
地
方
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
オ
ン
ゴ
ッ

ド
に
は
、
フ
レ
ル
バ
ー
ト
ル
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
た

く
ま
し
い
人
間
の
姿
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
や
ウ
ヒ
ン
・
チ
ャ
ガ
ン
・

オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
白
鳥
の
姿
を
し
た
女
性
の
オ
ン
ゴ

ッ
ド
な
ど
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
鳥
、
虎
、
蜂
や
魚
な
ど
の

動
物
の
姿
を
し
た
オ
ン
ゴ
ッ
ド
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
す

で
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
デ
ム
ジ
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド3

、
衣
装

の
主
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
、
竹
の
白
い
馬
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
、
九
頭

の
黒
い
馬
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
、
九
頭
の
白
い
馬
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
、

狂
気
の
三
英
雄
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
な
ど
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
が
あ
っ

た
と
い
う
話
が
あ
る
。

虎
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
、
力
強
く
て
、
五
重
の
紙
で
押
さ
え
て

も
、
破
っ
て
抜
け
出
し
て
し
ま
う
。
珍
し
い
オ
ン
ゴ
ッ
ド
で

あ
る
た
め
、
力
の
強
い
ブ
ォ
は
呪
文
に
よ
っ
て
横
取
り
し
、
赤

い
糸
で
縛
り
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
皮
膚
病
を
治
せ
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
な

ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ブ
ォ
の
神
偶
で
あ
る
オ
ン
ゴ
ッ
ド4

は
、
一
般
人
の
家
に
も

祀
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ブ
ォ
を
招
き
病
気
治
し
な
ど
の

儀
礼
を
行
な
っ
て
も
ら
う
た
び
に
一
座
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
つ

く
っ
て
も
ら
い
、
儀
礼
の
あ
と
も
そ
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
大
切

に
保
管
し
て
祀
る
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
た
め
、
引
越
し
の

際
に
大
量
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
何
台
も
の
馬
車
に
乗
せ
て
移
動

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う5

。

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
オ
ン
ゴ
ッ
ド
に
は
、
人
間
の
形
を

し
た
銅
製
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
や
動
物
や
龍
の
形
を
し
た
銅
製
オ

ン
ゴ
ッ
ド
が
あ
る
。
ブ
ォ
に
よ
っ
て
持
っ
て
い
る
オ
ン
ゴ
ッ

ド
の
種
類
や
数
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
大
き

さ
も
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
調
査
で
目
に
し
た
オ
ン
ゴ

ッ
ド
の
場
合
は
、
だ
い
た
い
三
セ
ン
チ
〜
一
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
で
あ
る
が
︵
写
真
参
照
︶、
た
ま
に
一
セ
ン
チ
に
満
た
な
い

左 オンゴッドの前姿　中 オンゴッドの後ろ姿　右 さまざまなオンゴッド（筆者撮影、ブォの家にて、2006年）
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も
の
も
あ
れ
ば
、
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
も
の
も
あ
る
と
い
う
。

オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
フ
ェ
ル
ト
、
布
、
皮
や
木
で
作
ら
れ
て
い

た
が
、
い
ま
は
銅
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
入
手
ル
ー
ト
も
ブ
ォ
に
よ
っ
て
異
な
り
、

伝
統
的
に
は
先
代
の
ブ
ォ
か
ら
継
承
す
る
か
、
師
匠
の
ブ
ォ

に
つ
く
っ
て
も
ら
う
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
が
、
近
年
の
ブ

ォ
増
加
現
象
に
よ
り
、
市
場
で
買
っ
て
く
る
と
い
う
か
た
ち

も
み
ら
れ
る
。

3
ブ
ォ
と
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
関
係

ホ
ル
チ
ン
の
ブ
ォ
に
は
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
の
関
係
を
端
的

に
表
す
神
歌
が
あ
る
。

よ
そ
か
ら
見
れ
ば
た
だ
の
銅
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も

わ
れ
わ
れ
︵
ブ
ォ
︶
に
と
っ
て
は
守
護
霊
︵
シ
ト
ゲ
ン
︶
な

ん
で
す

ま
わ
り
か
ら
見
れ
ば
た
だ
の
像
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も

わ
れ
わ
れ
︵
ブ
ォ
︶
に
と
っ
て
は
守
護
霊
︵
シ
ト
ゲ
ン
︶
な

ん
で
す

3-

1
　「
命
を
与
え
る
」

オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
崇
拝
対
象
を
偶
像
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
偶
像
を
つ
く
る
だ
け
で
は
ま
こ
と
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
当
の
偶
像
に
﹁
命
を
与
え
る
」
儀
礼

を
通
し
て
は
じ
め
て
一
座
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
し
て
認
め
ら
れ

る
。﹁
命
を
与
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
モ
ン
ゴ
ル
人
は
﹁
ア

ミ
・
ロ
ラ
ホ
」
と
表
現
す
る
。
ア
ミ
と
は
命
や
息
や
生
を
意

味
す
る
言
葉
の
共
通
の
語
源
で
あ
り
、﹁
ア
ミ
・
ロ
ラ
ホ
」
に

は
蘇
ら
せ
る
と
い
う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ブ
ォ

の
文
脈
に
お
い
て
は
﹁
ア
ミ
・
ロ
ラ
ホ
」
は
﹁
魂
を
吹
き
込

む
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ブ
ォ
が
一
般
的
に
用
い
る
﹁
命
を
与
え
る
」
技
法
に
は
三

種
類
あ
る
。
そ
れ
は
、
偶
像
を
生
の
血
に
浸
す
方
法
、
守
護

霊
の
力
を
借
り
る
方
法
や
呪
文
を
唱
え
る
方
法
な
ど
で
あ
る
。

呪
文
を
唱
え
る
方
法
は
、
師
匠
あ
る
い
は
自
分
で
特
定
の
呪

文
を
唱
え
な
が
ら
、
偶
像
に
向
か
っ
て
息
を
吹
き
か
け
る
と

い
う
最
も
単
純
な
方
法
で
あ
る
。

生
の
血
に
浸
す
方
法
は
最
も
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

供
犠
動
物
︵
山
羊
や
羊
な
ど
︶
の
胸
を
拳
が
入
る
大
き
さ
に
切

開
し
、
偶
像
を
手
に
持
っ
て
そ
の
動
物
の
心
臓
の
と
こ
ろ
の

血
に
少
々
浸
し
て
か
ら
取
り
出
し
、
祭
壇
に
祀
る
と
い
う
方

法
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
肝
心
な
の
は
そ
の
動
物
が
息
絶
え

る
直
前
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
す
る
こ
と
で
供
犠

動
物
の
命
、
魂
を
偶
像
の
中
に
沁
み
こ
ま
せ
る
︵
吸
い
込
ま

せ
る
︶
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

そ
し
て
、
守
護
霊
・
補
助
霊
の
力
を
借
り
る
方
法
と
し
て
、

ブ
ォ
が
憑
依
状
態
の
な
か
で
自
ら
の
守
護
霊
や
補
助
霊
を
呼

び
寄
せ
偶
像
に
憑
か
せ
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
そ
の
な
か

で
も
、
新
米
の
ブ
ォ
が
自
分
の
守
護
霊
を
墓
か
ら
起
こ
し
︵
呼

び
戻
し
︶、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
し
て
蘇
ら
せ
る
﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ド
・

セ
ル
ゲ
ホ
︵
目
覚
め
さ
せ
る
、
復
活
さ
せ
る
︶」
儀
礼
は
最
も
複

雑
で
あ
る
。
い
ま
は
そ
の
よ
う
な
儀
礼
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

命
を
与
え
ら
れ
﹁
蘇
っ
た
」
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
神
聖
化
さ
れ
、

普
段
は
特
定
の
場
所
に
隠
し
て
保
管
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

ブ
ォ
は
神
偶
と
し
て
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
遣
う
と
き
に
だ
け
守

護
霊
や
補
助
霊
を
呼
び
寄
せ
て
そ
れ
に
憑
か
せ
る
た
め
、
霊

が
憑
い
て
い
な
い
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
屍
骸
に
等
し
い
も
の
で
あ

り
、
晒
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
女
性
の
月
の
も
の
が
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
穢
し
て
し
ま

う
た
め
、
生
理
中
の
女
性
は
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
も
し
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
穢

し
た
ら
、
当
の
女
性
に
と
っ
て
も
ブ
ォ
に
と
っ
て
も
よ
く
な

い
こ
と
が
起
こ
り
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
力
も
弱
ま
っ
て
し
ま
う

と
い
う
。

3-

2
　
オ
ン
ゴ
ッ
ド
遣
い

オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
、
守
護
霊
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
補
助
霊
の
オ

ン
ゴ
ッ
ド
に
区
別
さ
れ
る
。
後
者
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る

オ
ン
ゴ
ッ
ド
で
あ
る
が
、
前
者
は
﹁
ジ
ュ
ル
ヘ
ン
︵
心
臓
︶・

オ
ン
ゴ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
、
ブ
ォ
の
命
を
守
る
い
わ
ば
命
の

オ
ン
ゴ
ッ
ド
で
あ
る
。
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
な
か
で
も
ジ
ュ
ル
ヘ

ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
形
が
最
も
小
さ
く
て
力
が
最
も
強
い
オ

ン
ゴ
ッ
ド
で
あ
り
、
ブ
ォ
に
啓
示
し
た
り
、
ブ
ォ
の
命
を
守

っ
た
り
す
る
大
切
な
オ
ン
ゴ
ッ
ド
で
あ
る
。

経
験
と
勇
気
が
あ
る
老
ブ
ォ
は
亡
く
な
る
直
前
に
自
分
の

ジ
ュ
ル
ヘ
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
呑
み
込
み
、
そ
の
オ
ン
ゴ
ッ

ド
に
心
臓
の
血
を
沁
み
込
ま
せ
、
他
の
ブ
ォ
に
取
り
出
し
て

も
ら
い
後
継
者
に
伝
承
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

も
し
ジ
ュ
ル
ヘ
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
呑
み
込
ん
だ
ブ
ォ
が
そ

れ
を
取
り
出
し
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
オ
ン
ゴ
ッ

ド
が
亡
き
ブ
ォ
の
胸
を
飛
び
出
て
、
自
ら
後
継
者
と
な
る
人

物
を
探
す
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る6

。

オ
ン
ゴ
ッ
ド
遣
い
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
も
あ
る
。
た
と

え
ば
、
ブ
ォ
が
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
病
人
の
家
に
遣
わ
し
て
病
気

を
治
し
た
り
、
あ
る
い
は
敵
対
す
る
相
手
の
家
に
遣
わ
し
て

相
手
の
話
を
盗
み
聞
き
し
た
り
す
る
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
ブ

ォ
は
失
踪
し
た
馬
を
探
し
に
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
遣
わ
し
た
と
こ

ろ
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
が
そ
の
馬
の
上
に
く
っ
つ
い
て
一
緒
に
戻

っ
て
き
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る7

。

ま
た
、
移
動
す
る
際
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、

夜
に
な
る
と
火
の
玉
の
よ
う
に
光
っ
て
見
え
る
が
、
ブ
ォ
や

縁
が
あ
る
人
に
し
か
見
え
な
い
。
経
験
あ
る
ブ
ォ
な
ら
相
手

の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
が
や
っ
て
く
る
の
を
察
し
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を

通
り
道
で
捕
ま
え
て
自
分
の
も
の
に
す
る
と
い
う
話
も
あ
る
。

110

第二部 ❖身心変容のワザ学



ブ
ォ
の
な
か
に
は
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
首
に
付
け
る
人
も
い

る
が
、
憑
依
儀
礼
を
行
な
う
際
に
は
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
穀
物

の
中
に
入
れ
て
祭
壇
に
置
き
、
跪
き
祈
り
な
が
ら
招
く
。
ブ

ォ
の
な
か
に
招
く
と
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
す
ぐ
応
じ
、
遣
わ
す

と
す
ぐ
走
っ
て
く
れ
る
と
い
う
ブ
ォ
も
い
れ
ば
、
ブ
ォ
は
オ

ン
ゴ
ッ
ド
を
恐
れ
る
た
め
、
そ
の
悪
口
を
言
っ
て
は
い
け
な

い
、
も
し
悪
口
を
言
っ
た
ら
そ
の
ブ
ォ
の
子
孫
が
盲
目
に
な

る
と
い
う
ブ
ォ
も
い
る8

。

4
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
身
心
変
容

で
は
、
ブ
ォ
に
と
っ
て
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
存
在
な
の
か
。
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
ブ
ォ
の
身
心
変
容
と
の

関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
考
え
で
は
霊
魂
は
目
に

見
え
な
い
空
気
の
よ
う
な
、
風
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
そ
れ
を
安
定
さ
せ
、
交
流
す
る
た
め
に
は
一
時
的
に

何
か
の
物
体
に
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
霊
が

直
接
人
間
に
憑
く
、
人
の
身
体
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う

簡
単
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
身
体
か
ら
遊
離
し
た
魂
を
呼
び
戻
す
モ
ン
ゴ
ル
人

の
呪
術
︵
ド
ム
︶
に
も
、
魂
を
石
や
水
な
ど
の
物
体
を
通
じ

て
身
体
に
戻
す
と
い
う
技
法
が
あ
る9

。

ま
た
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
儀
礼
の
形
態
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
儀
礼
に
は
す
で
に
形
あ
る
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ォ
と
霊
の
間
に
は
架
け
橋
と
な
る
も
の

が
必
要
と
さ
れ
る
。
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
そ
の
よ
う
な
架
け
橋
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
オ

ン
ゴ
ッ
ド
は
一
方
で
は
ブ
ォ
・
人
間
の
目
に
見
え
、
一
方
で

は
目
に
見
え
な
い
霊
の
世
界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
銅
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
に
は
﹁
命
を

与
え
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
オ
ン
ゴ

ッ
ド
と
ブ
ォ
の
交
流
・
交
信
に
あ
た
り
、
両
者
と
も
に
限
界

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
神
偶
と
し
て
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
が
必
要

と
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

オ
ン
ゴ
ッ
ド
遣
い
に
関
す
る
逸
話
か
ら
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と

ブ
ォ
と
の
つ
な
が
り
が
う
か
が
え
る
。
ブ
ォ
の
意
思
は
オ
ン

ゴ
ッ
ド
に
伝
達
さ
れ
る
と
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
ブ
ォ
に
仕
え
る
。

し
か
し
、
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
ブ
ォ
の
そ
の
よ
う
な
関
係
性
を
つ

く
り
だ
し
た
の
は
、
ブ
ォ
の
崇
拝
す
る
心
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
毎
年
行
な
う
オ
ン
ゴ
ッ
ド
祭
祀
や
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
讃

え
る
ブ
ォ
の
歌
か
ら
も
そ
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ

ォ
の
崇
拝
す
る
心
が
あ
っ
て
こ
そ
、
銅
の
偶
像
は
神
偶
そ
し

て
神
霊
に
変
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ブ
ォ
に
仕
え
る
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
﹁
身
心
」
は
、
そ
れ
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ブ
ォ
の
身
心
で
も
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
ブ
ォ
の
身
心
変
容
の
も
う
一
つ
の
か
た
ち
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

注1
　
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
い
う
言
葉
の
語
根
は
﹁
オ
ン
ゴ
」
ま
た
は

﹁
オ
ン
ゴ
ン
」
で
あ
り
、﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ド
」
は
そ
の
複
数
形
で

あ
る
。
こ
の
言
葉
の
意
味
は
、
一
般
的
に
﹁
最
初
の
、
根
源

的
」﹁
聖
な
る
」﹁
墓
」﹁
神
霊
」
な
ど
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
る
。
ジ
ュ
ル
ヘ
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
手
に
入
れ
る
と
、
そ

の
ブ
ォ
は
力
強
く
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
オ
ン
ゴ
ッ
ド
を
持

た
な
い
ブ
ォ
も
い
る
。
ブ
ォ
の
な
か
で
も
、﹁
ジ
ュ
ル
ヘ
ン
・

テ
ル
ニ
︵
心
臓
の
呪
文
︶」
と
い
う
守
護
霊
の
呪
文
を
も
っ

て
い
る
ブ
ォ
は
力
強
い
と
い
う
。

2
　
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
起
源
を
語
る
﹁
一
万
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の
伝
説
」

︵
唐
の
時
代
、
海
に
沈
ん
だ
一
万
人
の
兵
士
の
亡
霊
︶
と
い

う
の
が
あ
る
。

3
　
デ
ム
ジ
ン
・
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
、
交
差
し
た
角
を
持
つ
黒
い
種

山
羊
に
跨
っ
た
鍛
冶
屋
の
職
人
で
、
ブ
ォ
の
す
べ
て
の
道
具

を
つ
く
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
補
助
霊
に
憑
依

さ
れ
た
ブ
ォ
は
、
屋
根
裏
を
走
り
回
る
と
い
う
。

4
　
一
三
世
紀
に
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
旅

行
記
に
オ
ン
ゴ
ッ
ド
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

5
　
一
七
世
紀
に
は
、
仏
教
の
弾
圧
に
よ
り
家
庭
で
祀
ら
れ
て
い

た
祖
先
や
家
畜
の
神
々
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
は
大
量
に
没
収
さ
れ

焼
か
れ
た
。

6
　
ホ
ル
チ
ン
地
方
に
お
け
る
ブ
ォ
の
現
地
調
査
で
得
た
情
報
で

あ
る
︵
二
〇
〇
六
年
︶。

7
　
注
6
に
同
じ
。

8
　
オ
ン
ゴ
ッ
ド
同
士
に
も
力
関
係
が
あ
り
、
い
く
つ
も
の
オ
ン

ゴ
ッ
ド
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
場
合
は
リ
ー
ダ
的
役
割
を
果

た
す
オ
ン
ゴ
ッ
ド
も
い
れ
ば
、
相
手
の
オ
ン
ゴ
ッ
ド
と
オ
ン

ゴ
ッ
ド
同
士
が
力
争
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

9
　
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
民
族
の
伝
統
に
見

出
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。
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︶
内
モ
ン
ゴ
ル

人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
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は
じ
め
に

今
回
﹁
身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
主
題
を
与
え
ら
れ
て
最

初
に
閃
い
た
の
は
、
私
自
身
の
こ
こ
十
二
、
三
年
に
お
よ
ぶ
、

奄
美
群
島
へ
の
旅
を
通
じ
た
島
唄
の
世
界
と
の
関
わ
り
で
す
。

そ
し
て
鍵
に
な
る
概
念
と
し
て
思
い
つ
い
た
の
が
、︽
テ
ン
ペ

ラ
メ
ン
トtem

peram
ent

︾
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
そ
れ
は
音

楽
的
に
い
う
と
﹁
音
律
」
と
い
う
意
味
、
ひ
と
つ
の
楽
曲
が

も
っ
て
い
る
物
理
的
な
音
の
高
低
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る

体
系
の
こ
と
で
す
。
同
時
に
こ
の
言
葉
は
、
人
間
が
内
側
に

も
つ
気
質
の
よ
う
な
も
の
︱
英
語
で
気
性
が
激
し
い
こ
と

をtem
per

と
言
い
ま
す

︱
を
も
意
味
し
ま
す
。﹁
テ
ン
ペ

ラ
メ
ン
ト
」
と
い
う
単
語
に
、
音
の
物
質
性
と
人
間
の
精
神

性
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
私
が
奄
美
の
島
唄
に
感
じ
た
の
は
、

物
質
的
で
あ
り
精
神
的
で
も
あ
る
こ
の
テ
ン
ペ
ラ
メ
ン
ト
の

強
度
あ
る
表
現
で
あ
っ
た
、
と
思
う
の
で
す
。

奄
美
に
お
け
る
島
唄
の
経
験
は
、
必
ず
し
も
宗
教
的
な
も

の
で
は
な
く
世
俗
的
な
か
た
ち
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
﹁
身
心
変
容
技
法
」
の
あ
る
側
面
と
非
常
に

近
い
リ
ア
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
直
観
的

な
問
い
か
け
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
大
き
な

補
助
線
を
引
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
宮
澤
賢

治
で
す
。
現
実
的
に
は
、
郷
土
の
岩
手
で
生
涯
の
大
半
を
過

ご
し
た
賢
治
と
奄
美
群
島
と
の
あ
い
だ
に
は
何
の
つ
な
が
り

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
﹁
テ
ン
ペ
ラ
メ
ン
ト
」
と
い
う
鍵

概
念
を
手
が
か
り
に
、
こ
れ
か
ら
私
自
身
に
と
っ
て
も
未
知

の
も
の
で
あ
る
、︽
奄
美
群
島
の
宮
澤
賢
治
︾
と
い
う
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
に
む
け
て
、
思
考
の
道
行
き
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。人

は
火
山
礫
と
と
も
に
生
き
て
き
た

二
〇
一
四
年
九
月
二
七
日
の
一
一
時
五
二
分
、
木
曽
御
嶽

山
で
水
蒸
気
爆
発
に
よ
る
大
規
模
な
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。

修
験
道
や
御
嶽
講
の
聖
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
こ
の
山
で
、
日

本
国
内
の
噴
火
災
害
と
し
て
は
戦
後
最
悪
の
犠
牲
者
を
出
し

た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
っ
た
く

の
偶
然
で
す
が
、
噴
火
が
起
こ
っ
た
の
が
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の

日
曜
日
、
し
か
も
正
午
近
く
と
い
う
時
間
帯
が
災
い
し
た
の

で
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
連
日
、

﹁
災
害
」
の
犠
牲
者
を
悼
み
、
識
者
が
火
山
の
噴
火
予
知
の
制

度
に
つ
い
て
議
論
し
た
り
、
そ
も
そ
も
火
山
へ
の
登
山
自
体

を
危
険
視
し
た
り
す
る
意
見
ま
で
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
私

は
こ
う
し
た
﹁
災
害
」
と
い
う
視
点
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
御

嶽
山
の
噴
火
と
い
う
出
来
事
を
受
け
と
め
、
考
え
よ
う
と
し

て
き
ま
し
た
。

御
嶽
山
は
有
史
以
前
、
二
万
年
ほ
ど
前
か
ら
こ
れ
ま
で
数

回
の
マ
グ
マ
噴
火
を
く
り
か
え
し
起
こ
し
て
い
て
、
噴
火
に

よ
っ
て
山
の
一
部
が
飛
ば
さ
れ
、
カ
ル
デ
ラ
地
帯
が
形
成
さ

れ
て
い
る
の
を
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
付
近
に

い
く
つ
か
あ
る
池
や
湖
は
、
か
つ
て
の
噴
火
口
で
す
。
し
か

し
こ
れ
は
有
史
以
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
記
録
上
、
御
嶽
山

は
長
い
あ
い
だ
火
山
学
者
に
よ
っ
て
﹁
死
火
山
」
と
み
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
九
年
に
南
西
側
斜
面

で
水
蒸
気
爆
発
が
あ
り
、
有
史
以
来
の
噴
火
活
動
が
初
め
て

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
噴
火
に
よ
っ
て
、
火
山
学
に

お
け
る
﹁
活
火
山
」﹁
休
火
山
」﹁
死
火
山
」
と
い
う
分
類
概

念
の
う
ち
﹁
死
火
山
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
な
く
な
り
ま

「
誰
が
歌
っ
た
の
か
？
」風
聞
の
身
体
、名
も
な
き

実
在
論（
リ
ア
リ
ズム
）
―
奄
美
群
島
の
宮
澤
賢
治

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

今
福
龍
太

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
教
授
／
文
化
人
類
学
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し
た
。
そ
れ
以
後
も
、
一
九
九
一
年
と
二
〇
〇
七
年
に
小
規

模
な
噴
火
活
動
が
起
き
て
い
て
、
こ
こ
三
十
五
年
ほ
ど
の
あ

い
だ
に
御
嶽
山
で
有
史
以
前
に
中
断
し
て
い
た
火
山
活
動
が

再
開
し
て
い
る
こ
と
が
、
地
質
学
的
な
調
査
で
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
御
嶽
山
の
噴
火
を
め
ぐ
る
今
回
の
報
道
を
み
て
い

て
、
私
は
あ
る
生
還
者
が
ふ
と
漏
ら
し
た
証
言
に
興
味
を
ひ

か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
噴
火
の
現
場
か
ら
無
事
に
下
山
し
て

き
た
登
山
者
の
証
言
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
方
は
﹁
空
か

ら
た
く
さ
ん
の
噴
石
が
落
ち
て
き
て
、
な
か
に
は
軽
自
動
車

0

0

0

0

ぐ
ら
い

0

0

0

の
も
の
ま
で
落
ち
て
き
た
」
と
い
う
の
で
す
。
私
は

噴
石
そ
の
も
の
の
大
き
さ
に
驚
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を

﹁
軽
自
動
車
ぐ
ら
い
」
と
喩
え
る
感
覚
に
奇
妙
な
違
和
感
を
覚

え
た
の
で
す
。
噴
石
の
な
か
に
は
五
〇
〇
キ
ロ
を
超
え
る
重

さ
の
巨
大
な
も
の
も
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
た

し
か
に
こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
は
事
実
と
し
て
間
違
い
で
は

な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
い
つ
頃
か
ら
火
山
礫
を
自
動
車

に
喩
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
問
い
が
、
こ

の
と
き
湧
い
て
き
た
の
で
す
。

私
は
ふ
と
、
宮
澤
賢
治
の
、
火
山
地
帯
を
舞
台
に
し
た
傑

作
童
話
﹃
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
﹄
の
あ
る
一
節
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

海
岸
に
あ
る
火
山
が
、
む
く
む
く
器
械
に
感
じ
出
し
て
来

ま
し
た
。
老
技
師
が
叫
び
ま
し
た
。

﹁
ブ
ド
リ
君
。
サ
ン
ム
ト
リ
は
、
け
さ
ま
で
何
も
な
か
つ

た
ね
。」 

﹁
は
い
、
い
ま
ま
で
サ
ン
ム
ト
リ
の
は
た
ら
い
た
の
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。」 

﹁
あ
あ
、
こ
れ
は
も
う
噴
火
が
近
い
。
今
朝
の
地
震
が
刺し

戟げ
き

し
た
の
だ
。
こ
の
山
の
北
十
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
は
サ
ン

ム
ト
リ
の
市
が
あ
る
。
今
度
爆
発
す
れ
ば
、
た
ぶ
ん
山
は

三
分
の
一
、
北
側
を
は
ね
と
ば
し
て
、
牛
や
卓テ

ー
ブ
ル子

ぐ
ら
い

の
岩
は
熱
い
灰
や
瓦ガ

斯ス

と
い
っ
し
ょ
に
、
ど
し
ど
し
サ
ン

ム
ト
リ
市
に
お
ち
て
く
る
。」

主
人
公
の
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
と
火
山
局
の
老
技
師
の
あ
い

だ
で
は
、
火
山
の
噴
石
は
﹁
牛
や
卓テ

ー
ブ
ル子
ぐ
ら
い
の
岩
」
と
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
私
は
、
非
常
に
生
々
し
い
感
覚

と
と
も
に
記
憶
の
ど
こ
か
に
刻
み
込
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
木
曽
御
嶽
山
の
噴
石
に
つ
い
て
﹁
軽
自
動
車
」
と

い
う
形
容
を
聞
い
た
時
に
、
不
思
議
な
違
和
感
が
は
し
っ
た

の
で
す
。

種
類
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
異
な
り
ま
す
が
、
成
牛
の
体
重

が
お
お
よ
そ
七
〇
〇
キ
ロ
ぐ
ら
い
だ
と
す
る
と
、
現
代
風
に

い
え
ば
噴
石
を
﹁
軽
自
動
車
ぐ
ら
い
」
の
大
き
さ
と
捉
え
る

の
は
正
確
な
感
覚
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は

単
に
、
時
代
の
移
り
行
き
に
と
も
な
う
生
活
の
変
化
に
よ
っ

て
生
じ
る
連
想
の
違
い
で
あ
る
、
と
捉
え
て
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
に
は
、
火
山
や
噴
火
と
い
う
﹁
実
在
」
を
め
ぐ

る
認
識
論
的
な
断
絶
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
結
論
か
ら
言

え
ば
、
賢
治
の
説
話
的
な
想
像
力
の
中
で
、
牛
に
な
ぞ
ら
え

ら
れ
る
火
山
礫
や
噴
石
は
人
間
に
と
っ
て
の
異
物
や
他
者
で

は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
﹁
軽
自
動
車
」
と
名
指

し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
人
間
の
身
体
的
な
感
覚
か
ら
完
全
に

分
離
し
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
、
私
は
あ
ら
た
め

て
問
い
直
し
て
み
た
い
の
で
す
。

賢
治
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
の
物
語
世
界
で
あ
る
﹁
イ
ー
ハ

ト
ー
ブ
」
は
、
途
方
も
な
い
活
火
山
圏
と
し
て
想
像
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
見
た
﹃
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
﹄
で
は

こ
の
よ
う
な
描
写
が
み
ら
れ
ま
す
。

も
う
ブ
ド
リ
に
は
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
三
百
幾
つ
の
火
山
と
、

そ
の
働
き
工ぐ

合あ
ひ

は
掌

て
の
ひ
らの
中
に
あ
る
よ
う
に
わ
か
つ
て
来
ま

し
た
。 

じ
つ
に
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
に
は
、
七
十
幾
つ
の
火
山
が
毎

日
煙
を
あ
げ
た
り
、
熔
岩
を
流
し
た
り
し
て
い
る
の
で
し

た
し
、
五
十
幾
つ
か
の
休
火
山
は
、
い
ろ
い
ろ
な
瓦
斯
を

噴
い
た
り
、
熱
い
湯
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
残
り
の
百
六
七
十
の
死
火
山
の
う
ち
に
も
、
い
つ
ま
た

何
を
は
じ
め
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
し
た
。

宮
澤
賢
治
は
、
火
山
の
存
在
を
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
と
い
う
大

地
の
基
本
的
な
条
件
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
賢
治
の
故

郷
で
あ
る
岩
手
県
は
、
岩
手
山
、
栗
駒
山
、
秋
田
駒
ケ
岳
と

い
う
現
在
で
も
噴
火
活
動
を
行
っ
て
い
る
カ
ル
デ
ラ
を
も
つ

山
が
あ
り
、
も
と
も
と
火
山
が
多
い
地
帯
で
す
。
と
り
わ
け

岩
手
山
は
、
彼
が
少
年
期
か
ら
何
度
も
登
っ
て
い
た
山
で
あ

り
、
数
万
年
前
か
ら
七
〇
〇
〇
年
前
に
大
き
な
カ
ル
デ
ラ
噴

火
を
何
度
も
起
こ
し
、
三
二
〇
〇
年
前
に
は
西
側
で
水
蒸
気

爆
発
、
一
六
八
六
年
︵
貞
享
三
年
︶
に
は
東
の
岩
手
側
で
マ
グ

マ
噴
火
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

賢
治
が
生
き
て
い
た
時
代
に
も
、
岩
手
の
風
土
に
火
山
噴

火
の
さ
ま
ざ
ま
な
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
彼
の
作
品
に
は
、
火
山
や
噴
石
、
溶
岩
へ
の
関
心
が

し
ば
し
ば
語
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
心
象
ス
ケ
ッ
チ
の
詩
で
は

﹁
岩
手
山
」
や
﹁
東
岩
手
火
山
」、
ま
た
﹁
熔
岩
流
」
と
い
う

作
品
が
あ
り
ま
す
︵
以
上
す
べ
て
﹃
春
の
修
羅
﹄
に
収
録
︶。
こ

れ
ら
は
、
賢
治
が
御
嶽
山
の
噴
火
を
頂
上
付
近
で
そ
の
ま
ま

見
て
き
た
よ
う
な
、
火
山
噴
火
の
非
常
に
リ
ア
ル
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
描
い
た
詩
で
す
。
そ
し
て
童
話
で
い
え
ば
、
先
ほ
ど

紹
介
し
た
﹃
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
﹄
だ
け
で
は
な
く
、

﹃
狼
森
と
笊
森
、
盗
森
﹄
や
﹃
気
の
い
い
火
山
弾
﹄
な
ど
岩
手

山
麓
を
舞
台
に
し
た
作
品
が
あ
り
ま
す
。

﹃
狼
森
と
笊
森
、
盗
森
﹄
は
、
火
山
礫
で
あ
る
黒
坂
森
の
ま

ん
中
の
大
き
な
岩
が
三
つ
の
森
の
由
来
を
語
る
傑
作
童
話
で
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す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
今
回
の
御
嶽
山
の
噴
火
を
き
っ
か
け

に
賢
治
作
品
を
再
読
し
て
驚
い
た
の
は
、﹃
気
の
い
い
火
山

弾
﹄
と
い
う
短
い
話
で
す
。

こ
の
作
品
は
岩
手
山
麓
を
舞
台
に
、
ベ
ゴ
石
︵
ベ
ゴ
＝
牛
︶

と
い
う
名
の
稜か

ど

の
な
い
丸
く
て
大
き
な
黒
い
石
を
主
人
公
に

し
た
、
石
同
士
の
会
話
か
ら
な
る
物
語
で
す
。
ま
わ
り
の
稜

の
あ
る
火
山
弾
た
ち
か
ら
ベ
ゴ
石
は
徹
底
的
に
か
ら
か
わ
れ
、

あ
ざ
け
ら
れ
、
い
じ
わ
る
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ
も

に
こ
に
こ
し
て
、
ま
わ
り
の
苔
な
ど
と
つ
き
あ
い
な
が
ら
、

時
々
﹁
戯
れ
歌
」
を
歌
っ
て
い
る
。
賢
治
童
話
に
し
ば
し
ば

み
ら
れ
る
、
い
わ
ば
﹁
デ
ク
ノ
ボ
ー
」
タ
イ
プ
で
す
。
言
う

ま
で
も
な
く
賢
治
的
な
デ
ク
ノ
ボ
ー
は
、
単
に
思
慮
の
な
い

存
在
と
い
う
の
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、﹁
神
聖
な
る
無
知
」
を

抱
え
た
特
別
な
存
在
で
す
。
実
は
稜
の
あ
る
ト
ン
ガ
リ
石
た

ち
は
噴
火
で
砕
け
て
空
を
の
ぼ
る
際
に
気
絶
し
て
動
け
な
く

な
っ
た
臆
病
も
の
で
、
一
方
で
ベ
ゴ
石
は
空
中
で
く
る
く
る

回
っ
て
い
た
か
ら
稜
が
な
く
て
丸
い
の
で
し
た
。

あ
る
日
、
標
本
採
集
に
来
た
火
山
学
者
た
ち
が
ベ
ゴ
石
を

み
つ
け
て
﹁
あ
、
あ
っ
た
、
あ
っ
た
。
す
て
き
だ
。
実
に
い
ゝ

標
本
だ
ね
。
火
山
弾
の
典
型
だ
。
…
…
あ
の
帯
の
、
き
ち
ん

と
し
て
る
こ
と
ね
」﹁
こ
ん
な
立
派
な
火
山
弾
は
、
大
英
博
物

館
に
だ
っ
て
な
い
ぜ
」
な
ど
と
言
っ
て
大
切
な
標
本
と
し
て

わ
ら
の
筵
に
包
ん
で
研
究
室
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
し
ま
す
。

そ
し
て
東
京
帝
国
大
学
校
地
質
学
教
室
行
き
の
札
を
つ
け
ら

れ
る
の
で
す
が
、
べ
ゴ
石
ば
か
り
が
権
威
の
世
界
に
よ
っ
て

優
遇
さ
れ
る
や
り
取
り
を
見
て
い
て
、
ト
ン
ガ
リ
石
た
ち
は

嫉
妬
し
て
し
ま
い
、
押
し
黙
っ
て
た
め
息
ば
か
り
つ
く
。
と

こ
ろ
が
ベ
ゴ
石
と
い
う
﹁
気
の
い
い
火
山
弾
」
は
、
地
面
の

苔
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
て
、﹁
私
の
行
く
と
こ
ろ
は
、
こ
ゝ
の

や
う
に
明
る
い
楽
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
嘆
く

と
こ
ろ
で
物
語
は
終
わ
り
ま
す
。

御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
る
犠
牲
者
の
死
因
の
ほ
と
ん
ど
が
噴

石
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
現
在
の

日
本
で
は
人
間
は
い
か
に
し
て
火
山
災
害
か
ら
身
を
守
れ
ば

よ
い
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
噴
石
は
す
っ
か
り
異
物
化
・
他

者
化
さ
れ
、
い
ま
や
﹁
火
山
弾
」
は
完
全
に
悪
者
扱
い
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
賢
治
は
、
ひ
と
つ
の
土
地
が
数
万
年
に

わ
た
っ
て
噴
火
を
く
り
か
え
し
て
き
た
経
験
、
そ
し
て
そ
れ

に
基
づ
く
環
境
と
人
間
と
の
あ
い
だ
の
集
合
的
な
相
互
浸
透

と
照
応
の
関
係
を
も
っ
と
深
く
受
け
と
め
よ
う
と
し
て
﹃
気

の
い
い
火
山
弾
﹄
の
よ
う
な
童
話
を
書
い
て
い
る
。

あ
る
ひ
と
つ
の
土
地
に
お
い
て
火
山
の
噴
火
す
る
野
生
の

状
況
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
草
や
植
物
が
生
え
て
森
が
生
ま
れ
、

そ
こ
に
人
間
が
入
植
し
、
牛
な
ど
を
飼
い
な
ら
し
て
農
業
が

お
こ
な
わ
れ
、
や
が
て
文
明
が
開
か
れ
る
の
で
す
が
、
時
に

火
山
が
ふ
た
た
び
噴
火
す
る
こ
と
が
あ
る
。
風
土
に
お
い
て

野
生
と
文
明
が
こ
う
し
た
連
続
性
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
る

世
界
観
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
火
山
弾
を
牛
に
み
た
て
る
感
覚

の
よ
う
な
、
人
間
と
野
生
と
の
あ
い
だ
に
成
り
立
つ
︽
共
感

／
共
苦com

passion

︾
の
想
像
力
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

「
誰
が
歌
っ
た
の
か
？
」1

有
史
以
前
か
ら
の
環
境
と
人
間
と
の
深
い
関
わ
り
に
つ
い

て
想
像
し
つ
づ
け
る
宮
澤
賢
治
の
物
語
に
は
、
も
う
ひ
と
つ

エ
レ
メ
ン
タ
ル
な
自
然
物
が
非
常
に
重
要
な
要
素
と
し
て
登

場
し
ま
す
。
そ
れ
は
﹁
風
」
で
す
。
賢
治
が
描
く
童
話
で
は
、

物
語
は
風
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
そ
れ

は
︽
風
聞
︾
︱
こ
こ
で
は
単
な
る
噂
や
伝
聞
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
文
字
ど
お
り
﹁
風
の
声
と
し
て
聞
い
た
こ
と
」

と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
を
込
め
た
い
と
思
い
ま
す
︱

と
し
て
定
位
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

有
名
な
﹃
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
﹄
で
は
、
ざ
あ
ざ
あ
吹
い

て
い
た
風
が
突
然
人
の
言
葉
に
変
わ
り
、
鹿
踊
り
の
本
当
の

精
神
を
開
拓
者
に
伝
え
ま
す
。
ま
た
樺
太
を
舞
台
に
し
た

﹃
サ
ガ
レ
ン
と
八
月
﹄
で
も
、﹁
何
の
用
で
こ
こ
へ
来
た
の
、
何

か
し
ら
べ
に
来
た
の
」
と
問
い
か
け
る
風
の
切
れ
切
れ
の
声

と
、
賢
治
ら
し
き
農
林
学
校
の
助
手
が
対
話
を
し
ま
す
。
賢

治
の
世
界
観
で
は
、
風
は
何
か
を
語
り
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
リ
ア
ル
な
実
在
物
と
し
て
想
像
さ
れ
て
い
ま
す
。

賢
治
説
話
の
代
表
作
で
あ
る
﹃
風
の
又
三
郎
﹄
は
、︽
風
の

人
格
化
の
物
語
︾
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。﹃
風
の
又

三
郎
﹄
に
は
、
先
駆
形
の
物
語
と
し
て
﹃
風
野
又
三
郎
﹄
と

い
う
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。﹃
風
野
又
三
郎
﹄
の
又
三
郎
は

﹁
風
童
」
す
な
わ
ち
風
の
精
霊
と
し
て
明
確
に
描
か
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
こ
に
賢
治
の
ほ
か
の
童
話
で
あ
る
﹃
さ
い
か

ち
淵
﹄
な
ど
の
物
語
世
界
を
組
み
込
ん
で
い
っ
て
、
最
終
的

に
現
在
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
﹃
風
の
又
三
郎
﹄
と
い
う

未
完
の
物
語
が
形
作
ら
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
物
語
の
変
換
過

程
で
、
あ
き
ら
か
に
人
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
風
の
精
霊
で

あ
る
風
野
又
三
郎
は
、
転
校
し
て
き
た
小
学
生
と
も
読
め
る

存
在
で
あ
る
高
田
三
郎
に
変
身
し
て
い
る
の
で
す
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
風
の
精
霊
の
よ
う
で
あ
り
子
ど
も
の
よ
う
で
も
あ

る
曖
昧
な
存
在
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

﹃
風
の
又
三
郎
﹄
に
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
﹁
歌
」
が
あ
ら

わ
れ
ま
す
。

ど
っ
ど
ど
ど
ど
う
ど
　
ど
ど
う
ど
　
ど
ど
う
、

青
い
く
る
み
も
吹
き
と
ば
せ

す
っ
ぱ
い
く
ゎ
り
ん
も
ふ
き
と
ば
せ 

ど
っ
ど
ど
ど
ど
う
ど
　
ど
ど
う
ど
　
ど
ど
う

冒
頭
か
ら
、
誰
の
言
葉
と
い
う
こ
と
も
な
く
あ
ら
わ
れ
る

こ
の
歌
は
、
い
っ
た
い
何
者
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
作
品
の
中
で
は
登
場
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
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一
郎
が
又
三
郎
か
ら
聞
い
た
歌
と
し
て
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
又

三
郎
が
直
接
歌
う
場
面
は
ど
こ
に
も
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、﹁
三
郎
か
ら
聞
い
た
ば
か
り
の
あ
の
歌
を
一
郎
は
夢
の

中
で
ま
た
き
い
た
の
で
す
」
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ

ら
く
、
一
郎
が
聴
い
た
﹁
風
の
う
な
り
声
」
な
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
賢
治
が
人
間
の
声
に
変
換
・
翻
訳
し
た
も
の
が
、
あ
の

﹁
ど
っ
ど
ど
」
の
歌
な
の
で
す
。
こ
こ
で
は
自
然
物
の
中
に
聴

き
取
っ
た
歌
が
、
同
時
に
人
間
が
歌
う
歌
に
な
る
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
こ

と
に
し
ま
す
。

「
誰
が
歌
っ
た
の
か
？
」2

つ
ぎ
に
、
先
駆
形
と
し
て
の
﹃
風
野
又
三
郎
﹄
か
ら
﹃
風

の
又
三
郎
﹄
へ
物
語
が
変
換
さ
れ
る
過
程
で
叙
述
の
中
に
組

み
込
ま
れ
た
﹃
さ
い
か
ち
淵
﹄
と
い
う
、
こ
れ
も
ま
た
不
思

議
な
童
話
を
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。﹃
さ
い
か
ち
淵
﹄

と
い
う
の
は
賢
治
の
命
名
で
、
岩
手
県
の
花
巻
に
あ
る
豊
沢

川
の
流
れ
の
速
い
淵
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品

で
は
子
ど
も
た
ち
が
川
で
魚
を
捕
っ
た
り
し
て
遊
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
突
然
夕
立
が
来
て
雷
鳴
が
轟
き
、
大
変
な
豪
雨
の

状
態
に
な
る
。
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
、
淵
に
生
え
る
ね
む

の
木
の
下
に
逃
げ
込
み
ま
す
。

そ
の
と
き
、
あ
の
ね
む
の
木
の
方
か
ど
こ
か
、
烈は

げ

し
い
雨

の
な
か
か
ら
、 

﹁
雨
は
ざ
あ
ざ
あ
　
ざ
っ
こ
ざ
っ
こ
、 　

風
は
し
ゅ
う
し
ゅ
う
　
し
ゅ
っ
こ
し
ゅ
っ
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

。」 と
い
ふ

や
う
に
叫
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
。
し
ゅ
っ
こ

0

0

0

0

は
、
泳
ぎ
な

が
ら
、
ま
る
で
あ
わ
て
て
、
何
か
に
足
を
ひ
っ
ぱ
ら
れ
る

や
う
に
し
て
遁に

げ
た
。
ぼ
く
も
じ
っ
さ
い
こ
わ
か
っ
た
。
や

う
や
く
、
み
ん
な
の
ゐ
る
ね
む
の
は
や
し
に
つ
い
た
と
き
、

し
ゅ
っ
こ

0

0

0

0

は
が
た
が
た
ふ
る
え
な
が
ら
、 

﹁
い
ま
叫さ

か

ん
だ
の
は
お
ま
へ
ら
だ
か
。」
と
き
い
た
。 

﹁
そ
で
な
い
、
そ
で
な
い
。」
み
ん
な
は
一
し
ょ
に
叫
ん
だ
。

ぺ
吉
が
ま
た
一
人
出
て
来
て
、 ﹁
そ
で
な
い
。」
と
云
っ
た
。

し
ゅ
っ
こ

0

0

0

0

は
、
気
味
悪
さ
う
に
川
の
は
う
を
見
た
。
け
れ

ど
も
ぼ
く
は
、
み
ん
な
が
叫
ん
だ
の
だ
と
お
も
ふ
。

﹃
さ
い
か
ち
淵
﹄
は
、﹁
し
ゅ
っ
こ
」
と
い
う
あ
だ
名
の
俊

一
少
年
の
友
人
で
あ
る
﹁
ぼ
く
」
に
よ
る
一
人
称
の
語
り
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
叫
ん
だ
わ
け
で
も
な
く
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
突
然
﹁
し
ゅ
っ
こ
し
ゅ
っ
こ
」
と
い
う
名
を
呼
ば
わ

る
風
の
声
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
﹁
け
れ
ど
も
ぼ
く
は
、
み

ん
な
が
叫
ん
だ
の
だ
と
お
も
ふ
」
と
、
幻
覚
や
幻
聴
の
よ
う

な
も
の
に
意
識
が
引
き
ず
ら
れ
て
い
く
の
を
抑
え
込
む
よ
う

な
理
性
的
な
解
決
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹃
風
の
又
三
郎
﹄
に
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
淵
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
が
ふ
い
に
夕
立
に
遭
遇
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
こ
ち
ら
で
は
、
一
人
称
の
語
り
が
三
人
称
の
語
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
、
い
き
な
り
上
の
野
原
の
あ
た
り
で
、
ご

ろ
ご
ろ
ご
ろ
と
雷
が
鳴
り
出
し
ま
し
た
。
と
思
ふ
と
、
ま

る
で
山
つ
な
み
の
や
う
な
音
が
し
て
、
一
ぺ
ん
に
夕
立
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
風
ま
で
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
吹
き
だ
し
ま

し
た
。
淵ふ

ち

の
水
に
は
、
大
き
な
ぶ
ち
ぶ
ち
が
た
く
さ
ん
で

き
て
、
水
だ
か
石
だ
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し

た
。
み
ん
な
は
河
原
か
ら
着
物
を
か
か
へ
て
、
ね
む
の
木

の
下
へ
遁に

げ
こ
み
ま
し
た
。
す
る
と
又
三
郎
も
何
だ
か
は

じ
め
て
怖
く
な
っ
た
と
見
え
て
さ
い
か
ち
の
木
の
下
か
ら

ど
ぼ
ん
と
水
へ
は
い
っ
て
み
ん
な
の
方
へ
泳
ぎ
だ
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
誰た

れ

と
も
な
く
、 　

﹁
雨
は
ざ
っ
こ
ざ
っ
こ
雨
三
郎 

　
　

　
風
は
ど
っ
こ
ど
っ
こ
又
三
郎
」
と
叫
ん
だ
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
み
ん
な
も
す
ぐ
声
を
そ
ろ
へ
て
叫
び
ま
し
た
。

﹁
雨
は
ざ
っ
こ
ざ
っ
こ
雨
三
郎

　
風
は
ど
っ
こ
ど
っ
こ
又
三
郎
」

す
る
と
又
三
郎
は
ま
る
で
あ
わ
て
て
、
何
か
に
足
を
ひ

っ
ぱ
ら
れ
る
や
う
に
淵
か
ら
と
び
あ
が
っ
て
一
目
散
に
み

ん
な
の
と
こ
ろ
に
走
っ
て
き
て
が
た
が
た
ふ
る
え
な
が
ら 

　

﹁
い
ま
叫
ん
だ
の
は
お
ま
へ
ら
だ
ち
か
い
。」と
き
き
ま
し

た
。 

﹁
そ
で
な
い
、
そ
で
な
い
。」
み
ん
な
一
し
ょ
に
叫
び
ま
し

た
。
ぺ
吉
が
ま
た
一
人
出
て
来
て
、﹁
そ
で
な
い
。」
と
云

ひ
ま
し
た
。
又
三
郎
は
、
気
味
悪
さ
う
に
川
の
は
う
を
見

ま
し
た
が
色
の
あ
せ
た
唇

く
ち
び
るを
い
つ
も
の
や
う
に
き
っ
と
嚙か

ん
で
﹁
何
だ
い
。」
と
云
ひ
ま
し
た
が
、
か
ら
だ
は
や
は
り

が
く
が
く
ふ
る
っ
て
ゐ
ま
し
た
。

こ
の
淵
の
シ
ー
ン
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
の
ど
か
な
自

然
の
風
景
の
背
後
に
広
が
る
︽
存
在
の
深
淵
︾、
す
な
わ
ち
異

空
間
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
人
間
と
非
人
間
が
接
す
る
界
面

の
あ
ら
わ
れ
で
す
。
賢
治
説
話
が
語
ろ
う
と
す
る
真
の
主
題

は
、
こ
の
﹁
存
在
の
深
淵
」
の
﹁
実リ

ア
リ
ズ
ム

在
論
」
な
の
で
す
。
け

っ
し
て
空
想
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
神
秘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹁
淵
」
と
は
人
間
が
知
覚
・
感
覚
で
き
る
世
界
の
臨
界
、
あ
る

い
は
超
自
然
界
と
境
を
接
す
る
へ
り
の
こ
と
で
す
。

﹃
さ
い
か
ち
淵
﹄
で
も
﹃
風
の
又
三
郎
﹄
で
も
先
ほ
ど
紹
介

し
た
引
用
部
分
の
最
後
に
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て

く
る
歌
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。﹁
存
在
の
深
淵
」
か
ら
漏
れ
で
て

く
る
歌
に
、
子
ど
も
た
ち
は
非
常
に
畏
れ
を
感
じ
、
震
え
ま

す
。﹃
さ
い
か
ち
淵
﹄
で
は
、
こ
の
歌
を
聞
い
た
﹁
ぼ
く
」
が

発
す
る
﹁
い
ま
叫
ん
だ
の
は
お
ま
へ
ら
だ
か
」
と
い
う
問
い

か
け
に
、
子
ど
も
ら
は
﹁
そ
で
な
い
、
そ
で
な
い
」
と
応
答
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し
ま
す
。
し
か
し
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
ぼ
く
は
み
ん

な
が
叫
ん
だ
の
だ
と
お
も
ふ
」
と
最
終
的
に
は
、
人
間
︵
子

ど
も
ら
︶
の
歌
と
し
て
こ
の
畏
れ
を
常
識
的
な
解
釈
に
回
収

し
よ
う
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
シ
ー
ン
を
描
き
な
が
ら
、﹃
風

の
又
三
郎
﹄
は
こ
の
よ
う
な
認
識
論
的
な
回
収
を
す
っ
ぱ
り

切
り
捨
て
て
い
ま
す
。﹁
存
在
の
深
淵
」
の
前
に
立
ち
す
く
む

少
年
で
あ
る
又
三
郎
の
か
ら
だ
は
、﹁
誰
が
歌
っ
た
の
か
？
」

と
い
う
答
え
の
な
い
問
い
に
た
だ
ひ
た
す
ら
が
く
が
く
震
え

続
け
て
い
る
。
賢
治
は
﹁
淵
」
の
世
界
か
ら
流
れ
る
そ
の
風

の
歌
の
起
源
を
、
子
ど
も
た
ち
が
叫
ん
だ
も
の
と
解
釈
し
て

み
た
り
、
ま
っ
た
く
人
間
に
は
理
解
で
き
な
い
認
識
の
闇
に

突
き
放
し
た
り
、
と
い
ろ
い
ろ
な
語
り
の
モ
ー
ド
の
中
で
考

え
て
い
る
わ
け
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
科
学
哲
学
者
ロ
イ
・
バ
ス
カ
ー
が
﹃
科
学
と

実
在
論
﹄
と
い
う
影
響
力
あ
る
著
作
で
説
く
︽
知
識
の
自
動

詞
的
対
象intransitive objects of knowledge

︾
と
い
う
戦
略

概
念
に
依
拠
し
な
が
ら
、
賢
治
説
話
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
論
じ
た
本
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ガ
リ
ー
の
﹃
宮
澤
賢
治
と

デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
﹄︵
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
○
一

四
︶
で
す
。

バ
ス
カ
ー
の
﹁
批
判
的
実
在
論
」
に
よ
れ
ば
、
現
実
に
は
、

他
動
詞
的
な
も
の
と
自
動
詞
的
な
も
の
と
が
あ
る
。
他
動
詞

的
と
い
う
の
は
、
人
間
の
科
学
的
な
知
識
や
経
験
の
働
き
か

け
に
よ
っ
て
実
体
的
に
対
象
化
さ
れ
る
世
界
の
あ
り
方
、
例

え
ば
理
論
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
関
係
な
く
自
然
界
に
存
在
す
る

磁
力
が
、﹁
磁
力
」
と
し
て
理
論
化
さ
れ
る
こ
と
で
学
術
的
に

認
知
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
人
間
の
認
識
活

動
と
は
独
立
し
て
つ
ね
に
存
在
し
ふ
る
ま
う
も
の
︱
潮
の

満
干
、
光
の
伝
播
、
風
の
流
れ
、
重
力
の
作
用
な
ど
、
他
律

的
な
理
論
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
探
求
の
方
法
に
関
わ
り
な
く
自

律
的
に
存
在
す
る
﹁
実
在
」
の
こ
と
を
、
バ
ス
カ
ー
は
﹁
知

識
の
自
動
詞
的
対
象
」
と
呼
び
ま
す
。
自
動
詞
的
と
い
う
の

は
、
人
間
が
働
き
か
け
る
指
示
対
象
を
い
っ
さ
い
必
要
と
し

な
い
、
旧
来
の
経
験
主
義
的
実
在
論
を
超
え
た
も
っ
と
も
深

い
と
こ
ろ
に
あ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
あ
り
よ
う
で
す
。
ガ
リ
ー

の
議
論
を
敷
衍
す
れ
ば
、
賢
治
の
説
話
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
︽
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ア
リ
ズ
ムdeep realism

︵
深
い
実
在

論
︶︾
を
通
じ
て
、
自
動
詞
的
な
自
然
物
や
エ
レ
メ
ン
タ
ル
な

存
在
を
人
間
の
知
覚
や
感
覚
に
接
触
・
遭
遇
さ
せ
、
人
間
に

よ
っ
て
代
弁
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
実
在
物
に
み
ず
か
ら
を
語

ら
せ
る
、
と
い
う
冒
険
的
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。﹃

狼
森
と
笊
森
、
盗
森
﹄
で
は
、
黒
坂
森
の
ま
ん
中
の
大
き

な
岩
が
森
の
由
来
を
語
り
ま
す
。
そ
れ
は
岩
手
山
が
ず
っ
と

昔
に
何
回
も
噴
火
し
、
山
か
ら
跳
ね
飛
ば
さ
れ
て
今
の
と
こ

ろ
に
落
ち
て
き
た
巨
大
な
岩
で
す
。
噴
火
に
よ
っ
て
土
地
は

灰
で
う
ず
ま
り
、
や
が
て
小
さ
な
草
が
生
え
、
柏
や
松
も
生

え
、
四
つ
の
森
が
形
成
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名

も
な
い
森
は
﹁
お
れ
は
お
れ
だ
」
と
思
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
物
語
は
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
、
人
間
に
よ
る
目
撃
や
認
知
、
す
な
わ
ち
﹁
命
名
」
と
い

う
負
荷
を
負
う
以
前
の
自
動
詞
的
存
在
で
あ
り
、デ
ィ
ー
プ
・

リ
ア
リ
ズ
ム
の
基
盤
と
な
る
世
界
観
で
す
。

風
の
歌
、
あ
る
い
は
石
の
語
り
。
賢
治
説
話
の
世
界
を
あ

ま
ね
く
流
れ
る
﹁
風
聞
と
し
て
の
歌
」。
そ
れ
は
、
人
間
の
身

体
意
識
や
知
覚
を
超
え
る
﹁
名
も
な
き
実
在
論
︵
リ
ア
リ
ズ

ム
︶」
か
ら
の
呼
び
か
け
で
す
。
そ
う
し
た
世
界
が
た
し
か
に

存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
信
念
体
系
を
人
間
が
感
受
し
想

像
す
る
た
め
の
仕
掛
け
と
し
て
、
賢
治
は
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
流
れ
て
く
る
歌
を
語
り
伝
え
る
﹁
童
話
」
と
い
う
叙
述
の

作
法
を
造
形
し
て
い
っ
た
の
だ
と
言
え
ま
す
。

﹁
存
在
の
深
淵
」
で
あ
る
﹁
知
識
の
自
動
詞
的
な
対
象
」
の

世
界
か
ら
の
呼
び
か
け
と
し
て
の
歌
を
人
間
の
経
験
の
側
に

取
り
込
み
、
そ
の
豊
饒
な
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
説
話
に
変
換
す

る
賢
治
的
な
方
法
論
は
、
し
た
が
っ
て
言
語
的
造
話
に
よ
る

一
種
の
﹁
身
心
変
容
技
法
」
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
実
践
に
も
非
常
に
近
い
と
言
え
ま
す
。

わ
が
師
、里
英
吉

―
奄
美
に
お
け
る
島
唄
と《
心
な
さ
》

奄
美
の
島
唄
は
、︽
心
な
さ
︾
と
い
う
あ
る
種
の
無
意
識
状

態
で
歌
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
唄
に
は
意
図
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己
の
主
体
性
を
解
除
し
、
意
図
や
意

識
か
ら
離
れ
て
、
自
然
物
の
存
在
と
人
間
と
の
あ
い
だ
に
あ

る
﹁
隙
間
」
に
感
覚
を
す
べ
り
こ
ま
せ
る
。
恣
意
的
な
聴
取

の
た
め
に
耳
に
特
定
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
ぶ
せ
る
の
と
は
反

対
に
、
み
ず
か
ら
の
聴
覚
や
身
体
感
覚
を
外
界
に
放
擲
さ
せ

る
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
歌
が
は
じ
ま
る
。
そ
こ
で
起
こ

る
の
は
、
ま
さ
に
ロ
イ
・
バ
ス
カ
ー
が
言
う
﹁
知
識
の
自
動

詞
的
対
象
」
と
人
間
の
身
体
と
の
あ
い
だ
の
︽
調
律tuning

︾

で
す
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
覚
の
主
体
と
知
覚
さ
れ
る
も
の
、
描
写
の
行
為
と
描
写

さ
れ
る
も
の
、
人
間
の
経
験
と
人
間
で
は
な
い
世
界
、
こ
れ

ら
の
あ
い
だ
に
は
乗
り
越
え
が
た
い
隙
間
や
深
淵
が
あ
る
。

こ
の
隙
間
に
﹁
風
聞
と
し
て
の
歌
」
が
宿
る
の
で
あ
り
、﹁
存

在
の
深
淵
」
の
む
こ
う
側
に
あ
る
謎
に
ひ
き
よ
せ
ら
れ
る
感

覚
や
想
像
力
を
通
じ
て
、
こ
の
歌
は
は
じ
め
て
人
間
に
よ
っ

て
聴
き
取
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
、
宮
澤
賢
治
の
説

話
世
界
を
通
じ
て
確
か
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
か
な
り

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
奄
美
の
島
唄
は
、
聴

く
こ
と
と
歌
う
こ
と
の
相
互
浸
透
や
混
淆
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
す
。

私
の
奄
美
大
島
に
お
け
る
唄
の
師
匠
で
あ
る
里
英
吉
さ
ん

の
映
像
を
少
し
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
奄
美
群
島
の
沖
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永
良
部
島
と
い
う
島
に
も
う
ひ
と
り
別
の
私
の
師
匠
で
、﹁
ジ

ュ
ー
テ
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
唄
者
が
い
る
の
で
す
が
、
そ

の
人
が
三
十
年
以
上
弾
き
つ
づ
け
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
歌

を
埋
め
込
ん
で
き
た
よ
う
な
三
線
を
、
あ
る
時
私
は
譲
り
受

け
ま
し
た
。
そ
の
島
唄
の
貯
蔵
庫
と
し
て
の
三
線
を
、
奄
美

大
島
に
お
け
る
師
匠
で
あ
る
英
吉
さ
ん
に
触
ら
せ
た
ら
何
が

起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
師
弟
関
係
も
あ
る
段
階
ま

で
達
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
ひ
そ
か
な
関
心
を

抱
い
て
沖
永
良
部
島
か
ら
や
っ
て
き
た
三
線
を
何
の
解
説
も

な
く
渡
し
て
み
た
の
で
す
。
英
吉
さ
ん
は
そ
の
三
線
を
引
き

取
る
や
否
や
す
ぐ
さ
ま
奄
美
大
島
の
流
儀
で
弾
き
は
じ
め
、
す

る
と
や
は
り
す
ご
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
の

映
像
で
す
。﹁
ひ
き
ぶ
り
じ
ゃ
！
　
ひ
き
ぶ
り
じ
ゃ
！
」
と
手

渡
さ
れ
た
三
線
に
陶
酔
的
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
様
子
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

﹃
里
英
吉
│
歌
の
汀
﹄
一
部
上
映
。

︵
里
英
吉
さ
ん
﹁
あ
さ
ば
な
」﹁
く
る
だ
ん
ど
」
を
歌
う
シ
ー
ン
︶

里
英
吉
さ
ん
は
、
三
線
が
み
ず
か
ら
歌
を
弾
い
て
い
る
、
そ

し
て
三
線
の
音
に
引
き
ず
ら
れ
て
自
分
の
声
も
出
て
く
る
、
と

言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
線
が
良
い
か
ら
歌
も
な
つ
か
し

く
な
る
よ
、
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。﹁
な
つ
か
し
ゃ
！
」
と

い
う
の
は
、
奄
美
の
島
唄
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。
私
た
ち
が
日
常
的
に
使
う
﹁
懐
か
し
い
」
と

い
う
意
味
と
は
異
な
り
、
人
間
の
す
べ
て
の
感
情
が
込
め
ら

れ
た
、
熱
し
た
高
揚
と
冷
静
な
集
中
が
同
居
す
る
刹
那
の
感

興
、
強
度
あ
る
幸
福
感
を
表
現
し
ま
す
。
英
吉
さ
ん
が
こ
の

三
線
と
本
当
に
深
い
と
こ
ろ
で
一
体
化
し
て
い
る
瞬
間
に
こ

の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。﹁
三
線
の
お
か
げ
、
な
つ
か
し

ゃ
や
こ
の
三
線
は
」
と
最
後
に
言
っ
て
い
ま
す
ね
。

私
が
奄
美
大
島
の
節
田
と
い
う
集
落
に
住
む
里
英
吉
さ
ん

奄美大島、西古見の汀、デイゴ樹の陰に座して三線を弾く著者。沖合の立
タチ

神
ガミ

（離れ島）がカミガミの声を風に乗せて媒介す る。（写真：KOSAC）
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と
出
会
っ
た
の
は
彼
が
九
一
歳
の
時
の
こ
と
で
す
。
集
落
で

は
島
唄
の
名
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
芸
能

大
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
た
り
す
る
よ
う
な
人
で
は
お

よ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ず
っ
と
自
分
の
流
儀
に
だ
け
従

っ
て
、
海
辺
で
三
線
を
弾
い
て
唄
を
歌
っ
て
き
た
。
だ
か
ら

こ
そ
非
常
に
古
い
形
態
の
奄
美
島
唄
の
﹁
テ
ン
ペ
ラ
メ
ン
ト
」

が
英
吉
さ
ん
の
身
体
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
言
え

ま
す
。

私
は
奄
美
大
島
へ
と
旅
す
る
た
び
に
、
里
英
吉
さ
ん
が
汀

の
漂
着
物
の
木
材
な
ど
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た
昼

寝
小
屋
に
、
ふ
ら
っ
と
訪
ね
て
行
き
ま
し
た
。
英
吉
さ
ん
は

そ
こ
で
ゴ
ロ
ン
と
寝
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
お
も
む

ろ
に
裏
手
の
自
宅
か
ら
三
線
を
取
っ
て
こ
ら
れ
て
、
あ
る
﹁
心

な
さ
」
の
状
態
の
中
で
、
二
人
で
三
線
を
弾
き
あ
っ
て
唄
遊

び
を
す
る
の
で
す
。
そ
の
時
、
は
じ
ま
り
の
さ
さ
や
か
な
儀

式
と
し
て
、
お
互
い
の
弦
の
調
律
＝
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
︵
ち
ん

だ
み
︶
を
行
い
ま
す
。
英
吉
さ
ん
は
教
室
を
構
え
た
こ
と
も

弟
子
を
採
っ
た
こ
と
も
な
い
唄
者
で
す
か
ら
、
私
自
身
も
何

か
を
教
わ
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
真
似
る
こ
と
だ

け
し
か
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
大
学
な
ど
制
度
的

な
教
育
の
場
に
お
け
る
学
習
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、﹁
ま
ね

び
」
つ
ま
り
模
倣
に
よ
る
学
び
の
豊
饒
な
る
時
間
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。

さ
て
、
三
線
に
は
三
つ
の
弦
が
あ
っ
て
、
最
初
に
一
番
太

い
男う

ー
じ
る弦
の
音
を
合
わ
せ
る
の
で
す
が
、
奄
美
で
も
沖
縄
で
も

現
在
の
三
線
教
室
で
は
基
準
音
を
鳴
ら
す
笛
を
使
っ
た
り
し

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
英
吉
さ
ん
は
そ
う
し
た
道
具
を
い
っ
さ

い
使
い
ま
せ
ん
。
そ
の
日
の
朝
、
起
き
た
時
に
聴
き
取
る
ベ

ー
ス
の
音
が
お
そ
ら
く
あ
る
の
で
す
︱
天
候
、
風
向
き
、
湿

度
、
海
鳴
り
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
の
喉
の
調
子
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
エ
レ
メ
ン
タ
ル
な
要
素
や
肉
体
的
な
要
素
の
配
合

の
中
で
、
そ
の
日
一
回
限
り
で
聴
き
取
る
﹁
固
有
音
」
に
よ

っ
て
男
弦
の
高
さ
を
決
め
る
。
そ
こ
に
は
、
近
代
音
楽
教
育

の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
絶
対
音
に
合
わ
せ
る
と
い

う
よ
う
な
発
想
が
あ
り
ま
せ
ん
。
次
に
ま
ん
中
の
中な

か

弦じ
る

、
そ

し
て
一
番
細
い
女め

ー
じ
る弦
と
音
程
を
合
わ
せ
ま
す
。
こ
れ
も
通
常

の
三
線
の
教
則
本
で
は
平
均
律
的
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ

て
ソ
ド
ソ
と
完
全
四
度
に
合
わ
せ
ま
す
。
し
か
し
英
吉
さ
ん

の
三
線
に
お
い
て
は
、
耳
で
聞
い
た
感
じ
で
は
完
全
四
度
に

近
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
物

理
的
な
ピ
ッ
チ
を
調
整
し
て
調
律
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
奄
美
の
島
唄
そ
の
も
の
の
音
律
的
な
コ
ス
モ
ス

が
、
ひ
と
つ
の
基
底
音
か
ら
は
じ
ま
る
、
あ
る
種
の
﹁
テ
ン

ペ
ラ
メ
ン
ト
」
を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
中
で
三
本
の
弦
の
関

係
性
が
作
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
す
。

さ
ら
に
、
島
唄
で
は
コ
ッ
パ
と
呼
ば
れ
る
装
飾
音
や
雑
音

が
重
要
で
す
。
三
線
は
、
弦
を
は
じ
く
中
で
雑
音
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
三
本
の
刻
み
が
入
っ
た
歌う

た

口む
ち

と
い

う
部
位
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
反
対
側
に
あ
る
弦
を
高
く
張

る
﹁
馬ま

ー

」︵
＝
駒
︶
と
い
う
装
置
に
よ
っ
て
音
程
が
決
ま
る
の

で
す
が
、
歌
口
の
刻
み
を
深
く
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
棹
の

木
と
弦
と
の
あ
い
だ
の
距
離
が
小
さ
く
な
り
、
自
在
に
コ
ッ

パ
が
鳴
る
。
私
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
二
本
の
三
線
で
唄
の
掛

け
合
い
を
す
る
時
は
、
同
じ
よ
う
な
音
調
に
す
る
た
め
に
、
英

吉
さ
ん
は
私
の
三
線
を
分
解
し
て
歌
口
を
取
り
出
し
、
本
当

に
慎
重
に
少
し
ず
つ
ナ
イ
フ
で
刻
み
を
入
れ
て
い
く
の
で
す
。

奄
美
の
三
線
は
、
棹
の
黒
檀
、
太
鼓
の
蛇
皮
、
歌
口
の
水

牛
の
角
、
駒
の
竹
、
バ
チ
の
山
羊
の
角
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
植

物
や
動
物
の
素
材
を
統
合
し
た
生
態
楽
器
で
す
。
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
の
有
機
素
材
が
、
み
ず
か
ら
内
在
さ
せ
る
音
を
役
割

に
応
じ
て
引
き
出
し
て
、
そ
れ
を
共
振
さ
せ
る
装
置
で
す
。
そ

れ
は
、
人
間
の
知
識
や
経
験
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
自
動

詞
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
世
界
の
中
で
生
ま
れ
る
音
の
統
合
体
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
島
唄
の
場
に
は
、
誰
が
歌
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
歌
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
ど
こ
か
か
ら
や
っ
て
く
る
歌

を
つ
か
ま
え
、
み
ず
か
ら
そ
の
共
鳴
体
と
な
る
唄
者
は
、
世

俗
的
な
か
た
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
種
の
﹁
身
心
変
容

状
態
」
に
入
り
、﹁
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
メ

デ
ィ
ア
＝
霊
媒
的
な
存
在
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
共
鳴

が
達
成
さ
れ
る
瞬
間
に
、
里
英
吉
さ
ん
の
口
か
ら
﹁
な
つ
か

し
ゃ
！
」
と
い
う
感
覚
が
漏
れ
る
。﹁
ひ
き
ぶ
り
じ
ゃ
！
」
と

い
う
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
ひ
き
ぶ
り
の
﹁
ぶ
り
」
と

い
う
音
は
、﹁
触
れ
」﹁
振
れ
／
震
え
」﹁
惚
れ
」﹁
気
が
触
れ

る
︵
狂
う
︶」、
古
代
的
・
呪
術
的
所
作
と
し
て
の
﹁
魂
振
り
」

と
い
う
意
味
論
を
す
べ
て
取
り
込
ん
で
い
る
。
賢
治
の
物
語

の
な
か
で
も
﹁
存
在
の
淵
」
で
子
ど
も
た
ち
の
体
が
ぶ
る
ぶ

る
が
く
が
く
震
え
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
震
え
の
な

か
で
、﹁
知
識
の
自
動
詞
的
対
象
」
と
の
奇
蹟
的
な
共
鳴
関
係

が
達
成
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
は
も
は
や
主
体
的
・
人
間

的
行
為
と
し
て
の
歌
は
消
え
ま
す
。

奄
美
島
唄
﹁
あ
さ
ば
な
」
の
歌
詞
を
紹
介
し
ま
す
。
歌
詞

と
い
う
言
い
方
は
実
は
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の

環
境
と
唄
者
の
気
分
に
応
じ
て
、
か
ら
だ
の
中
に
あ
る
無
尽

蔵
の
言
葉
の
ス
ト
ッ
ク
か
ら
﹁
あ
さ
ば
な
」
の
歌
に
合
わ
せ

た
詞
が
ほ
と
ん
ど
即
興
的
に
繰
り
出
さ
れ
る
。
だ
か
ら
一
番

が
ど
う
い
う
歌
詞
、
二
番
が
ど
う
い
う
歌
詞
と
い
う
発
想
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
レ
ー
　
う
ち
ゅ
り
よ

は
い
ぬ
か
じ

や
ま
と
ぅ
や
ま
が
わ
で
ぃ

う
ち
ゅ
り
よ

は
い
ぬ
か
じ

﹁
南
か
ら
風
が
吹
い
て
い
る
／
大
和
村
の
山
の
方
ま
で
／
南
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風
が
吹
い
て
い
る
」。
こ
れ
は
南
風
が
吹
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
け
を
歌
っ
た
詞
で
す
。
風
や
空
気
へ
の
鋭
敏
な
感
覚
は
、

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
調
律
の
時
に
唄
者
の
中
で
ど
ん
ど
ん

研
ぎ
す
ま
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
こ
う
い
う
感
覚
の
中
で
、
歌

を
風
の
世
界
に
む
け
て
返
し
て
ゆ
く
。
あ
る
い
は
風
の
世
界

が
語
る
言
葉
を
聴
き
取
る
こ
と
で
、﹁
存
在
の
深
淵
」
で
あ
る

隙
間
に
み
ず
か
ら
の
精
神
と
身
体
を
参
入
さ
せ
て
ゆ
く
。
そ

の
前
兆
が
、
こ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
次
に
﹁
く

る
だ
ん
ど
」
を
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

く
る
だ
ん
ど

あ
ま
ご
い
ね
っ
が
た
と
ぅ

く
る
だ
ん
ど

ゆ
る
く
ぶ
ぃ
よ

し
ま
ぬ
ち
ゃ
ん
き
ゃ
や

ゆ
る
く
ぶ
ぃ
よ

﹁
暗
く
な
っ
て
き
た
／
雨
乞
い
し
た
ら
／
空
が
黒
ず
ん
で
き

た
／
喜
べ
よ
／
島
の
人
た
ち
／
喜
べ
よ
」。
こ
れ
も
雨
風
の
到

来
と
い
う
臨
界
点
︱
﹃
さ
い
か
ち
淵
﹄
で
空
が
暗
く
な
り

雨
風
が
や
っ
て
き
て
、
風
の
う
な
り
声
の
中
に
﹁
し
ゅ
っ
こ

し
ゅ
っ
こ
」
と
い
う
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
流
れ
て
く
る
歌
が

聞
こ
え
て
く
る
瞬
間
と
の
遭
遇
を
、﹁
く
る
だ
ん
ど
」
と
い
う

唄
も
ま
た
志
向
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
﹁
く
る
だ
ん
ど
」
の

中
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
象
徴
的
な
詞
が
あ
り
ま
す
。

う
た
ち
あ
り
ょ
ん
な

く
る
だ
ん
ど
ぶ
し
が
れ
ぃ

う
た
ち
あ
り
ょ
ん
な
　

い
と
ど
ぅ
あ
る

き
ぃ
ひ
れ
く
さ
き
り
わ
ら
ぶ
い
ん
き
ゃ
ぬ

い
と
ど
ぅ
あ
る

﹁
歌
と
は
い
え
な
い
よ
／
く
る
だ
ん
ど
節
な
ど
／
歌
と
は
い

え
な
い
よ
／
掛
け
声
だ
よ
」。
﹁
い
と
」
と
い
う
の
は
、
奄
美

の
場
合
、
畑
で
さ
と
う
き
び
を
刈
る
苦
し
い
労
働
を
し
て
い

る
時
に
人
々
が
か
け
声
を
掛
け
、
呼
び
合
っ
た
り
す
る
声
で

す
。
そ
し
て
﹁
木
拾
い
草
切
り
の
子
ど
も
た
ち
の
／
呼
び
あ

う
声
だ
よ
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
詞
が
つ
づ
き
ま
す
。

驚
く
べ
き
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
島
唄
自
体

が
、
み
ず
か
ら
の
こ
と
を
人
間
の
芸
術
的
行
動
の
産
物
で
あ

る
芸
能
と
は
呼
べ
な
い
よ
う
な
、
人
間
の
作
為
的
な
意
図
か

ら
離
れ
た
単
な
る
﹁
叫
び
声
」
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
そ
し
て
労
働
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
叫
び
声
は
、
あ

と
一
歩
踏
み
出
せ
ば
も
う
風
の
う
な
り
声
と
見
境
な
く
混
ざ

り
あ
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
歌
で
は
な
い
、
と
み

ず
か
ら
証
言
す
る
歌
。
歌
が
消
え
た
歌
。﹁
意
識
の
歌
」
以
前

の
呼
び
声
、
根
源
的
な
叫
び
。
そ
れ
は
、
自
然
物
が
奏
で
る

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
音
を
知
覚
し
模
倣
し
よ
う
と
す
る
時
に
、
い

わ
ば
自
己
の
存
在
証
明
と
し
て
発
す
る
深
い
応
答
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
﹁
存
在
の
淵
」
に
も
っ
と
も
接
近
し
た
も
う
ひ
と

つ
の
﹁
う
た
」
な
の
で
す
。

﹃
さ
い
か
ち
淵
﹄
で
﹁
風
は
し
ゅ
う
し
ゅ
う
　
し
ゅ
っ
こ
し

ゅ
っ
こ
」
と
い
う
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
歌
わ
れ
る
風
の
声
を

聴
い
て
、
俊
一
︵
し
ゅ
っ
こ
︶
少
年
は
非
常
に
畏
れ
を
感
じ
、

が
た
が
た
震
え
て
、
何
と
か
し
て
そ
れ
を
ほ
か
の
子
ど
も
た

ち
が
叫
ん
だ
声
で
あ
る
と
納
得
し
よ
う
と
す
る
の
だ
け
ど
な

か
な
か
そ
う
も
で
き
な
い
、
と
い
う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
い
う
の
が
、
お
そ
ら
く
﹁
存
在

の
淵
」
か
ら
や
っ
て
く
る
風
の
呼
び
か
け
が
人
間
の
も
と
に

届
く
時
に
起
こ
る
、
は
じ
ま
り
の
出
来
事
だ
と
い
え
ま
す
。
こ

れ
を
奄
美
で
は
、﹁
ア
ブ
グ
イ
︵
呼
び
声
︶」
と
呼
び
ま
す
。
島

人
が
山
に
入
っ
て
、
誰
も
い
な
く
て
怖
い
感
じ
が
す
る
。
風

が
び
ゅ
う
び
ゅ
う
吹
い
て
い
る
。
遠
く
か
ら
海
鳴
り
や
潮
騒

も
聞
こ
え
て
く
る
。
誰
か
に
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
生

ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、﹁
し
ゅ
っ
こ
し
ゅ
っ

こ
」
と
自
分
の
名
を
呼
ぶ
声
が
ふ
と
聞
こ
え
る
。
そ
う
い
う

時
に
あ
ま
り
に
も
恐
ろ
し
い
か
ら
、
奄
美
で
は
﹁
ほ
ー
」
と

呼
び
返
す
の
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
自
己
の
存
在
証
明
を
自

然
に
返
す
、
と
同
時
に
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
そ
の
場
か
ら
逃

げ
出
し
な
が
ら
声
を
出
し
て
ゆ
く
。
こ
の
﹁
ほ
ー
」
と
い
う

声
が
人
間
の
側
か
ら
見
れ
ば
歌
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
し
か

し
そ
の
前
に
﹁
し
ゅ
っ
こ
し
ゅ
っ
こ
」
と
自
分
の
名
前
を
呼

ぶ
﹁
ア
ブ
グ
イ
」
も
ま
た
も
う
ひ
と
つ
の
歌
の
は
じ
ま
り
な

の
で
す
。

﹁
誰
が
歌
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
、
実
は
答
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。﹁
誰
が
歌
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い

が
発
生
す
る
﹁
存
在
の
深
淵
」、
あ
る
い
は
野
生
や
自
然
物
に

人
間
の
身
体
意
識
が
浸
透
し
て
ゆ
く
臨
界
の
地
点
に
お
い
て
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
流
れ
て
く
る
風
の
声
を
聴
き
、
そ
し
て

そ
の
風
へ
の
応
答
と
し
て
声
を
出
し
て
歌
う
と
い
う
こ
と
が

ひ
と
つ
の
連
続
し
た
行
為
と
し
て
生
き
ら
れ
る
身
心
変
容
的

な
世
界
が
実
在
す
る
。
そ
の
深
遠
な
る
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
例

え
ば
︽
奄
美
群
島
の
宮
澤
賢
治
︾
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
通

じ
て
よ
り
厳
密
に
探
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
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1
俳
句
と
能

「
物
に
入
る
」

身
心
変
容
と
直
接
は
関
係
な
さ
そ
う
な
話
か
ら
は
じ
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

俳
人
芭
蕉
の
﹁
古
池
や
　
蛙
飛
び
こ
む
　
水
の
音
」
の
よ

さ
が
ど
う
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
学
校
な
ど
で
も
、
こ

の
句
を
﹁
名
句
」
と
し
て
教
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
﹁
名
句

さ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

俳
句
の
本
な
ど
で
は
﹁
そ
れ
ま
で
の
伝
統
で
は
蛙
と
い
う

の
は
声
を
詠
む
も
の
で
、
飛
び
込
む
姿
を
詠
ん
だ
の
が
斬
新

で
あ
る
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
あ
確
か
に
当
時
は

斬
新
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ま
と
な
っ
て
は
斬
新

で
も
何
で
も
な
い
。
そ
ん
な
数
百
年
で
古
び
る
よ
う
な
斬
新

さ
だ
け
で
﹁
名
句
」
だ
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
句
を
﹁
名
句
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、﹃
お
く
の
ほ
そ
道
﹄
の

平
泉
の
章
に
並
ぶ
二
つ
の
句
を
読
ん
だ
と
き
に
、﹁
お
お
、
そ

う
か
」
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

江
戸
の
深
川
を
旅
立
っ
た
芭
蕉
は
、
門
人
、
曽
良
と
と
も

に
奥
州
へ
の
旅
に
出
、
そ
の
途
次
で
平
泉
を
訪
れ
ま
す
。
そ

こ
で
源
義
経
や
奥
州
藤
原
家
の
旧
跡
に
立
ち
寄
り
、
ふ
た
り

は
各
々
句
を
詠
み
ま
す
。

夏
草
や
　
兵
ど
も
が
　
夢
の
跡
　
　
芭
蕉

卯
の
花
に
　
兼
房
み
ゆ
る
　
白し

ら

毛が

か
な
　
　
曽
良

こ
の
二
句
は
と
て
も
似
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
こ
れ
を
句

と
し
て
で
は
な
く
文
と
し
て
読
む
と
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で

す
。曽

良
の
句
の
方
は
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
卯
の
花
に
義

経
の
家
臣
、
兼
房
の
白
髪
を
幻
視
す
る
と
い
う
句
で
す
。

芭
蕉
の
句
も
句
趣
は
同
じ
で
す
。
芭
蕉
の
方
は
頼
朝
に
滅

ぼ
さ
れ
た
義
経
や
奥
州
藤
原
家
の
武
将
た
ち
の
姿
を
夏
草
に

幻
視
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
曽
良
の
句
が
﹁
卯
の
花
に
」

と
﹁
に
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
芭
蕉
の
方
が
﹁
夏

草
や
」
と
﹁
や
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
の
文
な
ら
ば
﹁
夏
草
は
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を

﹁
や
」
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
た
だ
、
夏
草
に
こ
こ
で
滅
ん

だ
武
将
を
幻
視
し
た
、
と
い
う
単
純
な
話
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
私
た
ち
に
示
し
ま
す
。

﹁
夏
草
」
と
﹁
兵
ど
も
」
の
間
に
は
、
そ
の
ま
ま
す
っ
き
り

と
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
深
い
隔
絶
が
存
在
す
る
。
芭
蕉

と
曽
良
の
二
句
を
こ
こ
に
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ

と
を
よ
り
明
確
に
示
し
た
の
で
す
。

で
は
、
こ
こ
の
﹁
や
」
は
何
か
。

そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
、
芭
蕉
が
弟
子
で
あ
る
土
芳
に

語
っ
た
﹃
三
冊
子
﹄
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
﹁
松

の
事
は
松
に
習
へ
。
竹
の
事
は
竹
に
習
へ
」と
あ
り
ま
す
。
松

の
こ
と
を
詠
も
う
と
思
っ
た
ら
松
に
習
え
、
竹
の
こ
と
を
詠

も
う
と
思
っ
た
ら
竹
に
習
え
と
い
う
こ
と
で
す
。

土
芳
は
こ
れ
を
﹁
私
意
を
は
な
れ
よ
と
い
ふ
事
也
」
と
解

釈
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
た
だ
﹁
私
意
を
離
れ
る
」
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。﹃
三
冊
子
﹄
に
は
﹁
習
へ
と
い
ふ
は
、

物
に
入い

り

て
そ
の
微
の
顕あ

ら
は
れ
て
情
感か

ん
ず
る
や
、
句
と
成
所
也
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。

﹁
習
う
」
と
い
う
の
は
、
た
だ
習
う
の
で
は
な
く
、﹁
物
に

入
る
」
こ
と
な
の
で
す
。
松
な
ら
松
そ
の
も
の
に
入
り
、
竹

〈
あ
わ
い
〉の
身
心
変
容
技
法

第
二
部
❖
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心
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な
ら
竹
そ
の
も
の
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
﹁
私

意
を
離
れ
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
芭
蕉
は
教
え
ま
す
。

面
と
の
一
体
化

こ
の
﹁
物
に
入
る
」
と
い
う
の
を
、
現
代
人
で
あ
る
私
た

ち
は
単
な
る
比ひ

喩ゆ

と
し
て
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
が
、
こ
れ

は
比
喩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詩
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が

知
的
な
比
喩
で
は
な
く
、
身
体
的
実
感
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

﹁
物
に
入
る
」
例
を
ひ
と
つ
、
能
か
ら
示
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
能
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
能
面
を
前
に
し
た
と
き
、

多
く
の
人
が
と
る
態
度
は
大
き
く
分
け
る
と
次
の
三
つ
に
な

る
で
し
ょ
う
。

ひ
と
つ
は
鑑
賞
的
態
度
で
す
。﹁
こ
の
能
面
は
す
ば
ら
し

い
」
と
か
﹁
悲
し
そ
う
に
見
え
る
」
と
か
、
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
い
う
で
し
ょ
う
が
、
い
わ
ゆ
る
鑑
賞
者
の

態
度
、
そ
れ
が
第
一
の
態
度
で
す
。

次
は
批
評
的
態
度
。
批
評
家
が
と
る
態
度
で
、﹁
こ
の
面
は
、

こ
こ
が
甘
い
」
と
か
﹁
こ
こ
を
も
っ
と
こ
う
す
れ
ば
い
い
」

と
か
、
そ
う
い
う
態
度
で
す
。

最
後
が
鑑
定
的
態
度
。﹁
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
も
の
に
違
い

な
い
」
と
か
﹁
こ
れ
は
い
く
ら
く
ら
い
だ
」
と
か
、
そ
ん
な

鑑
定
士
や
骨
董
商
の
よ
う
な
態
度
で
す
。

が
、
能
楽
師
が
能
面
を
前
に
し
て
と
る
態
度
は
こ
の
ど
れ

と
も
違
っ
て
い
ま
す
。

能
で
主
役
︵
シ
テ
︶
を
演
じ
る
人
は
﹁
鏡
の
間
」
と
い
う

楽
屋
で
大
き
な
鏡
を
前
に
座
り
ま
す
。
最
初
に
見
え
る
の
は
、

む
ろ
ん
自
分
の
顔
。
そ
し
て
、
そ
の
日
に
使
う
面
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
顔
に
つ
け
て
、
今
度
は
面
を
つ
け
た
顔
を
見
ま

す
。私

は
能
楽
師
で
も
ワ
キ
方
と
い
う
面
を
使
わ
な
い
役
な
の

で
す
が
、
あ
る
シ
テ
方
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
シ

テ
は
こ
の
間
に
そ
の
面
と
一
体
化
す
る
そ
う
な
の
で
す
。
能

楽
師
に
と
っ
て
の
面
と
は
、
そ
れ
と
一
体
化
す
る
た
め
の
も

の
、
ま
さ
に
芭
蕉
の
い
う
﹁
物
に
入
る
」
の
﹁
物
」
が
面
な

の
で
す
。

面
を
使
う
能
の
シ
テ
の
役
の
多
く
は
、
異
界
の
モ
ノ
で
す
。

あ
る
い
は
幽
霊
の
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
は
動
植
物
の
精
霊

の
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
は
神
の
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
は

生
者
で
あ
り
な
が
ら
、
日
常
で
は
な
い
こ
と
を
体
験
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
私
た
ち
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
心
身
を
得
た
も

の
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
、
日
常
の
私
た
ち
と
は
違
っ
た
モ
ノ
に
な
る
た
め

の
身
心
変
容
技
法
の
た
め
の
装
置
が
﹁
面
」
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
芭
蕉
の
い
う
﹁
松
に
習
い
、
竹
に

習
う
」
こ
と
な
の
で
あ
れ
ば
、
句
も
身
心
変
容
技
法
の
た
め

の
装
置
で
あ
り
、
芭
蕉
の
俳
諧
も
そ
の
技
法
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

「
離
見
の
見
」

が
、﹁
物
に
入
る
」
と
、
そ
の
物
と
一
体
化
し
て
し
ま
う
の

で
、
句
を
作
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
そ
う
思
う
で
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
﹃
三
冊
子
﹄
の
﹁
習
へ
と
い
ふ
は
、
物

に
入い

り

て
」
の
あ
と
の
言
葉
を
も
う
一
度
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

句
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
﹁
そ
の
微
の
顕あ

ら
は
れ
て
情
感か

ん
ず
る
や
、

句
と
成
所
也
」
と
続
け
て
い
ま
す
。

物
に
入
る
と
、
そ
の
隠
れ
た
る
微
細
な
と
こ
ろ
が
顕
現
す

る
。
す
る
と
情
を
感
じ
て
、
自
然
に
句
と
成
る
と
い
う
の
で

す
。﹁
句
と
成
る
」
と
い
う
の
は
、
句
が
自
然
に
生
成
し
て
く

る
と
い
う
意
味
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
自
然
に
生
成
す
る
と
い
っ
て
も
、﹁
句
が

成
る
」
と
き
に
は
そ
れ
が
句
と
成
っ
た
と
き
に
﹁
認
識
」
す

る
自
分
が
必
要
で
す
。
そ
の
物
に
﹁
入
っ
て
」
い
る
自
分
、
す

な
わ
ち
没
我
の
我
と
、
句
を
認
識
す
る
客
観
の
我
が
い
る
。

こ
の
相
矛
盾
す
る
両
者
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の
が
﹁
情
感
る
」

と
い
う
状
態
で
す
。

世
阿
弥
は
、
こ
の
あ
た
り
の
消
息
を
﹁
離
見
の
見
」
と
い

う
言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。

﹁
離
見
の
見
」
と
は
、
離
れ
て
見
る
の
見
る
、
世
阿
弥
は

﹁
見
所
︵
観
客
︶
一
体
の
同
心
の
見
」
と
い
い
ま
す
。
面
と
一

体
化
し
て
舞
っ
て
い
る
自
分
と
、
そ
れ
を
観
客
席
か
ら
客
観

的
に
見
て
い
る
自
分
と
を
両
存
せ
し
め
る
こ
と
で
す
。

こ
の
と
き
に
大
事
な
の
は
没
我
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
客
観

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
没
我
も

客
観
も
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
じ
め
て
﹁
離
見
の
見
」
に

な
り
ま
す
。

両
方
に
片
足
ず
つ
を
か
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
両
方
を

と
も
に
生
き
て
い
る
状
態
、
そ
れ
を
世
阿
弥
は
目
指
し
ま
し

た
し
、
芭
蕉
も
そ
の
境
地
を
目
指
す
べ
く
弟
子
た
ち
を
指
導

し
ま
し
た
。

本
来
は
対
立
す
る
両
方
を
と
も
に
体
現
し
て
い
る
状
態
、

論
理
的
に
考
え
れ
ば
あ
り
得
な
い
境
地
、
そ
れ
を
世
阿
弥
も

芭
蕉
も
目
指
し
た
の
で
す
。

そ
れ
を
、
こ
こ
で
は
﹁
あ
わ
い
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。
面
や
俳
諧
は
確
か
に
変
容
の
た
め
の
装
置
で
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
装
置
だ
け
で
は
変
容
は
引
き
起

こ
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
﹁
あ
わ
い
」
が
存
在
し
て
、
は
じ

め
て
身
心
変
容
が
起
き
る
の
で
す
。

2
あ
わ
い

「
あ
わ
い
」と「
あ
い
だ
」

﹁
あ
わ
い
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

﹁
あ
わ
い
」
は
﹁
あ
い
だ
︵
間
︶」
の
同
義
語
の
よ
う
に
使
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わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
両
者
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。

辞
書
︵﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄︶
の
定
義
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

各
々
の
第
一
義
の
み
を
紹
介
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。﹁

あ
い
だ
︵
間
︶」
二
つ
の
も
の
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
。

﹁
あ
わ
い
」
物
と
物
と
の
交
わ
っ
た
と
こ
ろ
。
重
な
っ
た
と

こ
ろ
。
ま
た
、
境
目
の
と
こ
ろ
。
中
間
。
間
。

﹁
あ
い
だ
︵
間
︶」
が
ふ
た
つ
の
も
の
に
﹁
は
さ
ま
れ
た
」

部
分
で
あ
る
の
に
対
し
、﹁
あ
わ
い
」
は
物
と
物
の
﹁
交
わ
っ

た
」
と
こ
ろ
、﹁
重
な
っ
た
」
と
こ
ろ
を
い
い
ま
す
。

語
源
を
見
て
み
る
と
﹁
あ
わ
い
」
は
﹁
会
う
」
を
重
ね
た

﹁
会
い
会
い
」
を
そ
の
源
と
す
る
よ
う
で
す
。
両
者
が
互
い
に

遭
遇
し
、
そ
の
交
わ
っ
た
部
分
が
﹁
会
い
会
い
」
で
あ
り
、

﹁
あ
わ
い
」
な
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
﹁
あ
い
だ
︵
間
︶」

は
、﹁
空
き
処ど

」
を
語
源
と
す
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。﹁
あ

い
だ
︵
間
︶」
で
は
両
者
が
交
わ
ら
な
い
。
交
わ
ら
な
い
両
者

の
間
隙
、
そ
れ
が
﹁
あ
い
だ
︵
間
︶」
な
の
で
す
。

縁
側わ

が
国
が
、﹁
あ
わ
い
」
文
化
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
い
ろ

い
ろ
な
本
で
書
い
た
の
で
詳
述
は
避
け
ま
す
が
、
象
徴
的
な

も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
ま
ず
は
縁
側
が
そ
う
で
す
。

縁
側
と
は
﹁
う
ち
」
と
﹁
そ
と
」
の
あ
わ
い
の
空
間
で
す
。

こ
の
よ
う
な
﹁
う
ち
」
と
﹁
そ
と
」
の
間
の
空
間
は
﹁
な
か
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

古
い
日
本
語
に
は
﹁
う
ち
」
と
﹁
な
か
」
に
は
、
ぼ
ん
や

り
と
し
た
区
別
が
あ
り
ま
し
た
。
区
切
ら
れ
た
閉
鎖
空
間
の

内
部
と
し
て
の
﹁
う
ち
」。
そ
し
て
、﹁
そ
と
」
で
は
な
い
け

れ
ど
も
﹁
う
ち
」
で
も
な
い
、
曖
昧
な
空
間
、
す
な
わ
ち
﹁
あ

わ
い
」
の
空
間
と
し
て
の
﹁
な
か
」
で
す
。

そ
し
て
、
日
本
家
屋
の
﹁
な
か
」
が
﹁
縁
側
」
で
す
。

﹁
な
か
」
で
あ
る
縁
側
は
、﹁
そ
と
」
ほ
ど
開
放
的
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、﹁
う
ち
」
ほ
ど
の
閉
鎖
性
も
な
い
。
閉
鎖
さ
れ

た
居
住
空
間
で
あ
る
﹁
う
ち
」
ま
で
入
れ
る
の
は
﹁
み
う
ち
」

だ
け
で
す
が
、﹁
な
か
ま
︵
仲
間
︶」
で
あ
れ
ば
入
る
こ
と
が

で
き
る
、
そ
ん
な
﹁
な
か
」
の
空
間
が
縁
側
な
の
で
す
。

﹁
縁
側
」
と
い
う
の
は
単
な
る
建
築
の
構
造
で
は
な
く
、
私

た
ち
日
本
人
が
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
に

裏
打
ち
さ
れ
た
、
あ
る
﹁
場
」
な
の
で
す
。
小
春
日
和
の
日

中
、
猫
と
一
緒
に
日ひ

な
た向
ぼ
っ
こ
を
し
て
お
昼
寝
を
し
て
い
る

と
、
友
達
が
﹁
あ
そ
ぼ
」
な
ど
と
や
っ
て
く
る
。
と
な
り
の

ご
隠
居
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
、
お
婆
ち
ゃ
ん
と
茶
飲
み
話
を

す
る
。
そ
ん
な
﹁
う
ち
の
人
」
と
﹁
そ
と
の
人
」
と
の
出
会

う
﹁
場
」
が
縁
側
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
建
築
構
造
物
に
は

﹁
軒
下
」
も
あ
り
ま
す
。
軒
下
が
あ
れ
ば
、
縁
側
が
な
く
て
も
、

そ
れ
は
あ
わ
い
空
間
た
り
得
ま
す
。

突
然
の
雨
で
駆
け
込
ん
だ
軒
下
。
そ
こ
で
知
り
合
い
に
な

る
。﹁
袖
振
り
合
う
も
他
生
の
縁
」
が
成
立
す
る
の
は
、
そ
こ

に
あ
わ
い
と
し
て
の
軒
下
空
間
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

橋
が
か
り

能
舞
台
の
﹁
橋
が
か
り
」
は
、
そ
の
縁
側
空
間
を
舞
台
上

に
出
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
後
述
し
ま
す
が
、
能
は
こ
の
世
︵
此
岸
︶
と
あ

の
世
︵
彼
岸
︶
の
世
界
と
が
出
会
う
﹁
あ
わ
い
の
芸
能
」
で

す
。
あ
の
世
︵
彼
岸
︶
か
ら
や
っ
て
き
た
亡
霊
が
、
此
岸
で

未
完
の
過
去
を
語
り
舞
う
の
が
能
、
特
に
夢
幻
能
と
呼
ば
れ

て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
の
能
で
す
。

亡
霊
は
、
あ
の
世
で
あ
る
楽
屋
か
ら
、
こ
の
世
で
あ
る
舞

台
へ
と
登
場
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
登
場
に
使
わ
れ
る
の
が

﹁
橋
が
か
り
」
で
す
。﹁
橋
が
か
り
」
は
歌
舞
伎
の
花
道
に
も

譬
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
﹁
橋
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
下
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
こ

と
が
暗
示
さ
れ
ま
す
。
彼
岸
か
ら
此
岸
へ
訪
れ
る
と
な
れ
ば
、

こ
の
川
は
こ
の
世
と
あ
の
世
と
を
結
ぶ
三
途
の
川
で
し
ょ
う
。

演
者
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
橋
が
か
り
は
演
者
の
た
め
の

身
心
変
容
技
法
の
装
置
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
演
者
は

こ
の
橋
が
か
り
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
中
の
何
か
が
変
容
し
て
く
る
の
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
橋
が
か
り
が
つ
な
ぐ
の
は
こ
の
世
と
あ
の
世
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
演
者
と
観
客
を
も
つ
な
ぎ
ま
す
。
橋
が
か

り
は
演
者
と
観
客
と
の
﹁
あ
わ
い
」
の
装
置
で
も
あ
る
の
で

す
。フ

ラ
ン
ス
の
劇
作
家
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
能
の
舞

台
を
見
た
と
き
に
﹁
客
席
の
海
に
迫
り
出
し
て
い
る
舞
台
」

と
表
現
し
ま
し
た
。

う
ち

な
か
（
縁
側
）

そ
と

「なか」の縁側
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﹁
橋
が
か
り
」
に
よ
っ
て
楽
屋
に
つ
な
が
れ
た
﹁
本
舞
台
」

は
、
海
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
に
客
席
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
存
在

し
て
い
ま
す
。
こ
の
舞
台
構
造
に
よ
っ
て
、
能
の
舞
台
と
観

客
と
が
互
い
に
﹁
入
り
込
み
合
っ
て
」
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
結
果
、
能
の
物
語
は
舞
台
の
上
で
は
な
く
﹁
す
べ
て
が
観

客
の
内
部
で
進
行
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
ク
ロ
ー
デ
ル
は
気

づ
く
の
で
す
。

能
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
能
は
眠
く
な
る

と
い
い
ま
す
。
何
度
も
能
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
お
客
さ
ん

も
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
寝
ま
す
。

寝
て
い
る
の
は
お
客
さ
ん
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
舞
台

の
上
で
は
ワ
キ
が
寝
て
い
ま
す
。﹁
仮
寝
」
を
し
て
い
る
の
で

す
。
シ
テ
は
ワ
キ
が
仮
寝
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
本

当
の
姿
を
現
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寝
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

の
意
識
の
膜
は
薄
く
な
り
ま
す
。
そ
の
薄
く
な
っ
た
意
識
の

膜
を
通
り
抜
け
て
シ
テ
は
こ
の
世
に
姿
を
現
す
の
で
す
。

お
客
さ
ん
も
そ
う
で
す
。
能
が
進
行
し
、
眠
く
な
る
に
つ

れ
て
観
客
の
意
識
は
徐
々
に
後
退
し
、
普
段
は
意
識
の
深
層

に
隠
れ
て
い
る
無
意
識
が
、
や
が
て
表
面
に
現
れ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
観
客
は
意
識
と
無
意
識
の
境
界
で
あ
る
﹁
夢
の
世

界
」
に
漂
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
能
の
物
語
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
客
は
よ
り

深
い
無
意
識
界
に
入
っ
て
い
き
、
や
が
て
シ
テ
や
ワ
キ
と
も
、

そ
の
﹁
思
い
︵
無
意
識
︶」
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

い
や
、
シ
テ
、
ワ
キ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
い

る
す
べ
て
の
観
客
、
時
空
を
超
え
た
能
作
者
、
王
朝
時
代
、
武

家
時
代
の
能
の
登
場
人
物
の
無
意
識
と
の
共
有
も
行
わ
れ
ま

す
。観

客
の
﹁
思
ひ
︵
無
意
識
︶」
の
海
に
浮
か
ん
で
い
る
、
浮

島
の
よ
う
な
舞
台
は
、
す
べ
て
の
人
の
境
界
の
﹁
あ
わ
い
」

に
あ
る
の
で
す
。

路
次
の
飛
石

日
本
文
化
の
中
の
あ
わ
い
構
造
と
い
う
も
の
は
、
縁
側
の

よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
あ

わ
い
構
造
が
重
な
る
重
層
的
な
あ
わ
い
構
造
も
あ
る
こ
と
を
、

能
の
﹁
橋
が
か
り
」
は
教
え
ま
す
。

重
層
的
な
あ
わ
い
構
造
だ
け
で
な
く
、﹁
動
的
」
な
あ
わ
い

構
造
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
﹁
飛
石
」
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。﹁
動
的
」
な
あ
わ
い
構
造
は
身
体
に
根
ざ
し
た

も
の
で
、
目
で
見
た
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

場
に
身
を
置
い
て
は
じ
め
て
わ
か
る
も
の
が
多
い
と
い
う
の

が
特
徴
で
す
。

茶
室
の
庭
で
あ
る
露
地
の
飛
石
は
、
そ
の
身
体
性
を
特
に

強
く
感
じ
る
﹁
動
的
」
な
あ
わ
い
構
造
で
す
。
世
俗
の
生
を

営
む
私
た
ち
の
日
常
性
を
引
き
剝
が
し
、
茶
室
と
い
う
聖
な

る
儀
礼
的
空
間
に
入
る
た
め
の
身
心
へ
と
変
容
を
促
す
た
め

の
身
心
変
容
装
置
で
す
。

﹁
露
地
」
は
古
く
は
﹁
路
次
」
と
書
き
ま
し
た
。

﹁
路
次
」
と
い
う
表
記
は
﹁
道
す
が
ら
」
を
あ
ら
わ
す
語
で

あ
り
、
日
本
芸
能
の
特
徴
で
あ
る
﹁
道
行
」
そ
の
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
﹁
路
次
」
は
、
茶
室
に
お
け
る
橋
が
か
り
と
い
っ

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
千
利
休
は
、
路
次
に
は
手
前
に
高
い

樹
を
植
え
、
遠
く
に
低
い
樹
を
用
い
、
古
田
織
部
は
そ
の
逆

に
し
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
お
茶
の
先
人
た
ち
は
ま
る
で
橋

が
か
り
の
三
本
の
松
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

﹁
茶
室
」
は
茶
の
湯
の
舞
台
で
あ
り
、
そ
こ
に
通
じ
る
た
め

の
橋
が
か
り
の
よ
う
な
装
置
、
そ
れ
が
﹁
路
次
」
で
す
。
路

次
は
お
茶
に
お
け
る
﹁
あ
わ
い
」
の
装
置
、
橋
が
か
り
だ
と

い
え
ま
す
。

そ
し
て
﹁
飛
石
」
は
、
そ
の
﹁
あ
わ
い
」
で
あ
る
﹁
路
次

︵
露
地
︶」
の
中
に
入
れ
子
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
、
も

う
ひ
と
つ
の
動
的
な
﹁
あ
わ
い
」
の
装
置
で
す
。
飛
石
に
よ

っ
て
そ
の
あ
わ
い
構
造
は
、
さ
ら
に
﹁
あ
わ
い
」
的
に
な
り
、

そ
し
て
動
的
に
な
り
ま
す
。

飛
石
の
打
ち
方
に
は
二
連
打
、
三
連
打
、
四
連
打
、
五
連

打
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
︵
以
下
、
伊
藤
て
い
じ
﹃
日
本
デ

ザ
イ
ン
論
﹄
鹿
島
出
版
会
、
一
九
六
六
年
︶。
二
連
打
と
は
大
小

二
石
を
一
セ
ッ
ト
と
考
え
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
単
位
に
し

て
繰
り
返
し
打
っ
て
い
く
方
法
を
い
い
、
三
連
打
は
三
石
を

能舞台の橋がかり
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一
セ
ッ
ト
と
し
ま
す
︵
四
連
打
、
五
連
打
も
同
︶。

飛
石
は
、
当
然
な
が
ら
石
を
踏
み
な
が
ら
歩
く
た
め
の
装

置
で
す
。
な
の
で
、
こ
れ
が
同
じ
大
き
さ
な
ら
ば
ポ
ン
、
ポ

ン
、
ポ
ン
、
ポ
ン
と
、
あ
る
リ
ズ
ム
が
自
然
に
出
来
上
が
り

ま
す
。
西
洋
式
の
庭
園
の
石
は
、
こ
の
よ
う
な
同
じ
リ
ズ
ム

が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ

う
で
す
。
庭
園
で
な
く
て
も
、
現
代
の
歩
道
な
ど
に
敷
か
れ

る
石
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
も
の
が
多
く
、
子
ど
も
な
ど
は
そ

の
模
様
を
追
い
な
が
ら
跳
ね
て
、
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
遊
ん
で

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
同
じ
二
連
打
で
も
、
た
と
え
ば
﹁
小
・
大
」、

﹁
小
・
大
」
と
置
か
れ
る
と
、
歩
行
の
リ
ズ
ム
が
一
歩
、
一
歩

狂
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
リ
ズ
ム
が
生

ま
れ
ま
す
。
日
本
人
は
、
同
じ
歩
幅
が
繰
り
返
さ
れ
る
単
調

リ
ズ
ム
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
が
好
き
な
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
頃
、
地
面
に
丸
を
ひ
と
つ
描
い
た
り
、
ふ
た
つ

描
い
た
り
し
て
、
歌
い
な
が
ら
、
そ
の
丸
の
中
に
足
を
踏
み

入
れ
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
び
な
が
ら
遊
ぶ
と
い
う
遊
び
が
あ
り

ま
し
た
。

﹁
ひ
と
つ
丸
」
の
次
に
﹁
ふ
た
つ
丸
」
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
で

二
連
打
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
﹁
ひ
と
つ
丸
」、﹁
ふ
た
つ
丸
」

と
続
け
れ
ば
、
そ
れ
は
二
連
打
の
二
回
の
連
続
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
ま
た
﹁
ひ
と
つ
丸
」
が
く
れ
ば
、
か
ら

だ
は
当
然
、
い
ま
ま
で
の
流
れ
と
し
て
﹁
ふ
た
つ
丸
」
を
予

測
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
予
測
を
裏
切
っ
て
、
ま
た
﹁
ひ
と

つ
丸
」
が
現
れ
る
と
リ
ズ
ム
が
狂
わ
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、﹁
ひ
と
つ
丸
」
の
ふ
た
つ
連
続
の
次
に
﹁
ふ
た
つ

丸
」
が
来
る
。﹁
ひ
と
つ
丸
・
ふ
た
つ
丸
」
の
二
連
打
の
あ
と

に
﹁
ひ
と
つ
丸
・
ひ
と
つ
丸
・
ふ
た
つ
丸
」
と
い
う
三
連
打

が
急
に
現
れ
る
。

こ
れ
を
遊
ぶ
と
き
に
は
﹁
ケ
ン
パ
・
ケ
ン
パ
・
ケ
ン
ケ
ン

パ
」
と
歌
い
な
が
ら
や
る
の
で
、
簡
単
に
で
き
て
し
ま
う
の

で
す
が
、
実
は
こ
れ
は
か
な
り
複
雑
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

で
す
。

茶
室
に
向
か
う
飛
石
の
場
合
は
、
こ
の
遊
び
の
よ
う
に
飛

び
跳
ね
な
が
ら
移
動
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
が
、
飛
石
を
歩
む

身
体
感
覚
は
、
こ
の
と
き
の
そ
れ
に
と
て
も
似
て
い
ま
す
。

路
次
の
飛
石
を
伝
っ
て
数
歩
歩
く
と
、
飛
石
の
リ
ズ
ム
が

自
然
に
歩
行
の
リ
ズ
ム
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
路
次
の
飛
石
は
、
こ
の
歩
行
の
リ
ズ
ム
を
崩

し
て
、
不
思
議
な
身
体
感
覚
に
誘
う
よ
う
に
打
た
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
﹁
踏
み
崩
し
」
あ
る
い
は
﹁
二
、
三
連
打
」
と
い

う
打
ち
方
で
す
。﹁
二
、
三
連
打
」
と
い
う
名
か
ら
は
五
つ
の

石
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
四
石
を
一
セ
ッ
ト
と
し

た
打
ち
方
で
す
。

最
初
の
ふ
た
つ
の
石
は
二
連
打
の
よ
う
に
打
つ
の
で
す
が
、

実
は
こ
の
二
石
目
は
、
次
の
三
連
打
の
第
一
打
で
も
あ
る
、
そ

ん
な
打
ち
方
で
す
。﹁
縁
側
的
」、
あ
る
い
は
﹁
掛
詞
」
的
な

石
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
伊
藤
て
い
じ
氏
は
こ
れ
を

ピ
ヴ
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
と
呼
び
ま
す
。

こ
の
ピ
ヴ
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
に
よ
っ
て
、
二
連

打
の
飛
石
は
、
い
つ
の
間
に
か
三
連
打
の
飛
石
に
変
容
し
て

し
ま
う
の
で
す
。﹁
踏
み
崩
し
︵
二
、
三
連
打
︶」
は
二
連
打
で

も
あ
り
、
三
連
打
で
も
あ
り
、
そ
し
て
二
連
打
で
も
な
く
、
三

連
打
で
も
な
い
と
い
う
不
思
議
な
飛
石
な
の
で
す
。

二
連
打
の
飛
石
が
い
く
つ
か
置
か
れ
た
あ
と
に
、﹁
踏
み
崩

し
」
が
置
か
れ
る
と
、
二
連
打
に
な
れ
た
身
体
感
覚
は
、
こ

の
ピ
ヴ
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
は

気
づ
か
な
い
う
ち
に
三
連
打
の
世
界
に
連
れ
て
い
か
れ
て
し

ま
う
。

﹁
あ
れ
、
ち
ょ
っ
と
変
だ
ぞ
」
と
は
な
ん
と
な
く
思
う
の
で

す
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
三
連
打
に
変
わ
っ
た
と
い
う
は
っ

き
り
し
た
境
界
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
い
つ
の
間
に
か
身
体

感
覚
が
狂
わ
さ
れ
る
と
い
う
不
思
議
な
身
体
性
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
異
界
に
連
れ
て
い
か
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

路
次
と
い
う
﹁
あ
わ
い
」
の
中
に
仕
組
ま
れ
た
、
動
的
な

﹁
あ
わ
い
」、
そ
れ
が
飛
石
で
あ
り
、
そ
の
代
表
が
﹁
踏
み
崩

し
」
な
の
で
す
。

飛
び
石
は
、
動
的
な
身
心
変
容
技
法
装
置
だ
と
い
う
こ
と

三
連
打

二
連
打

二
、
三
連
打

飛石の打ち方例

ケンパ・ケンパ・ケンケンパ
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が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

3
能
は「
あ
わ
い
」の
芸
能

ワ
キ
は
あ
わ
い
の
住
人

こ
の
よ
う
に
異
界
に
私
た
ち
を
誘
う
不
思
議
な
身
体
性
を

言
語
で
実
現
し
た
も
の
が
、
古
典
の
修
辞
法
で
あ
る
﹁
掛
詞
」

で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
立
体
化
し
た
の
が
能
楽
な
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
ま
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
出
て
き
て
い

た
能
の
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

能
こ
そ
﹁
あ
わ
い
」
の
芸
能
で
す
。

現
行
曲
︵
現
在
、
上
演
さ
れ
て
い
る
演
目
︶
は
、
お
よ
そ
二

百
数
十
曲
︵
演
目
︶
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
全
体
を
﹁
現
在
能
」

と
﹁
夢
幻
能
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹁
現
在
能
」
と
は
、
登
場
人
物
が
現
実
の
人
間
で
あ
り
、
現

代
の
演
劇
に
近
い
よ
う
な
能
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て

﹁
夢
幻
能
」
の
登
場
人
物
、
特
に
シ
テ
と
呼
ば
れ
る
主
人
公
は
、

現
実
の
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
の
人
で
は
な
い
の

で
す
。

夢
幻
能
の
多
く
は
ワ
キ
と
呼
ば
れ
る
役
の
人
物
が
旅
を
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
世
の
人
物
で
は
な
い
主

人
公
を
シ
テ
と
い
う
の
に
対
し
て
、
そ
の
シ
テ
に
出
会
う
こ

の
世
の
人
物
の
役
を
ワ
キ
と
い
い
ま
す
。
ワ
キ
は
現
実
の
人
、

生
身
の
人
間
で
す
。

ワ
キ
は
旅
の
途
次
で
目
に
し
た
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
自

然
物
に
対
し
て
﹁
歌
︵
和
歌
︶」
を
謡
い
か
け
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
自
然
物
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
一
本
だ
け
紅

葉
が
残
っ
て
い
る
木
と
か
、
た
っ
た
ひ
と
つ
咲
い
て
い
る
花

と
か
で
す
。
す
る
と
、
そ
こ
に
土
地
の
女
性
か
老
人
︵
シ
テ
︶

が
登
場
し
、
二
人
は
会
話
を
始
め
ま
す
。
そ
の
会
話
は
、
や

が
て
シ
テ
で
あ
る
里
人
の
ひ
と
り
語
り
に
な
る
の
で
す
が
、
そ

れ
が
昔
話
や
古
典
に
ま
つ
わ
る
物
語
が
多
い
。
ど
ち
ら
に
し

ろ
、
こ
の
場
に
い
る
人
間
が
生
き
て
い
た
時
代
の
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
が
、
そ
れ
が
詳
し
す
ぎ
る
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
そ
の
語
り
が
、
ま
る
で
自
身
の
物
語
を
語
る
と
き
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

ワ
キ
で
あ
る
旅
人
は
不
思
議
に
思
っ
て
、﹁
ひ
ょ
っ
と
し
て
、

あ
な
た
は
い
ま
の
物
語
に
ゆ
か
り
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
尋
ね
る
と
、
里
人
は
あ
る
い
は
﹁
そ
う
だ
」
と
応
え
、
あ

る
い
は
何
も
い
わ
ず
に
い
ず
く
と
も
な
く
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。い

つ
し
か
あ
た
り
も
暗
く
な
っ
て
い
る
。
不
思
議
に
思
っ

た
旅
人
。
そ
の
旅
人
が
僧
で
あ
る
場
合
は
一
晩
中
お
経
を
読

誦
し
つ
つ
仮
寝
を
し
、
僧
で
な
い
場
合
は
た
だ
仮
寝
を
し
ま

す
。
先
ほ
ど
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
﹁
仮
寝
」
を
す

る
と
い
う
の
が
と
て
も
大
事
で
す
。

旅
人
が
仮
寝
を
し
て
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
夢
枕
に
先
ほ

ど
の
里
人
が
そ
の
本
当
の
姿
を
現
し
、
さ
ら
に
昔
を
語
り
、
か

つ
舞
う
、
と
い
う
の
が
夢
幻
能
の
基
本
構
造
で
す
。

ま
ず
、
こ
の
旅
人
の
役
を
す
る
﹁
ワ
キ
」
と
い
う
語
で
す

が
、
私
た
ち
は
ワ
キ
＝
脇
役
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
能
の
ワ
キ
は
単
な
る
脇
役
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
キ
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
着
物
の
横
の
部
分
を
い
い

ま
す
。
こ
こ
か
ら
前
を
前
身
頃
、
後
ろ
を
後
身
頃
と
い
い
ま

す
。
着
物
の
ワ
キ
は
前
身
頃
と
後
身
頃
と
を
分
け
る
部
分
を

い
い
ま
す
。

こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
﹁
ワ
キ
」
と
は
﹁
分
く
︵
分
け
る
︶」

の
連
用
形
、
す
な
わ
ち
﹁
分
け
る
も
の
」、﹁
分
け
る
人
」
を

い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
能
の
ワ
キ
も
﹁
分
け
る
人
」
で
あ
り
、
そ
し
て

﹁
ワ
キ
︵
あ
わ
い
︶」
に
い
る
人
な
の
で
す
。
シ
テ
で
あ
る
幽

霊
が
い
る
異
界
と
、
人
の
住
む
こ
の
世
と
の
﹁
ワ
キ
︵
あ
わ

い
︶」
に
住
む
の
が
能
の
ワ
キ
で
す
。

前
に
﹁
ワ
キ
は
現
実
の
人
、
生
身
の
人
間
で
す
」
と
書
い

た
の
に
、
あ
わ
い
に
住
む
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
変
で
す
ね
。

ワ
キ
は
現
実
の
人
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
現
実
の

人
間
で
は
な
く
、
異
界
に
ち
ょ
っ
と
足
を
突
っ
込
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
人
な
の
で
す
。

能
の
シ
テ
で
あ
る
幽
霊
が
住
む
世
界
で
あ
る
彼
岸
と
、
私

た
ち
が
住
む
此
岸
と
は
、
た
と
え
ば
紙
の
表
と
裏
の
よ
う
に

本
来
は
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
ふ
た
つ
の
世
界
で
す
。
紙

で
い
え
ば
表
だ
け
の
紙
、
裏
だ
け
の
紙
が
な
い
よ
う
に
、
こ

の
両
世
界
は
互
い
に
関
係
し
合
っ
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
も
う
ひ
と
つ
表
と
裏
を
結
び
つ
け
る
関
係
性
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、
ふ
た
つ
の
世
界
の
間
に
も
そ
の
ど

ち
ら
に
も
属
す
る
部
分
﹁
あ
わ
い
」
が
あ
り
ま
す
。

ワ
キ
は
こ
の
﹁
あ
わ
い
」
世
界
の
住
人
な
の
で
す
。

な
ぜ
、
ワ
キ
は
現
実
の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
﹁
あ
わ
い
」

に
住
す
る
の
か
。
そ
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
能
は
多
く
は
語

り
ま
せ
ん
。
能
の
ワ
キ
の
多
く
は
﹁
一
所
不
住
の
僧
」
の
よ

う
な
無
名
の
漂
泊
者
で
あ
り
、
そ
の
来
歴
を
語
る
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
中
に
は
な
ぜ
彼
が
﹁
一
所
不
住
」
に
な
っ
た
か

を
語
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
﹃
敦
盛
﹄
と
い
う
能
が
あ
り
ま
す
。
能
﹃
敦
盛
﹄

の
ワ
キ
は
蓮
生
法
師
。
彼
は
平
敦
盛
を
討
っ
た
源
氏
の
武
将
、

熊
谷
直
実
が
出
家
し
た
姿
で
す
。
源
氏
の
猛
将
と
し
て
順
風

満
帆
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
熊
谷
直
実
は
、
わ
が
子
と
同
じ

く
ら
い
の
年
の
敦
盛
を
心
な
ら
ず
も
討
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

彼
は
そ
れ
か
ら
、
こ
の
浮
世
が
味
気
な
く
な
り
出
家
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

能
の
物
語
の
中
で
は
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
多
く
の
﹁
一

所
不
住
の
僧
」
た
ち
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
こ
の
直
実
と

同
じ
境
遇
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ま
で
の

順
風
満
帆
の
生
活
が
、
さ
さ
い
な
き
っ
か
け
で
崩
壊
し
て
し
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ま
う
。
い
ま
ま
で
信
じ
て
い
た
価
値
観
も
崩
れ
、
安
住
し
て

い
た
世
界
に
い
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
そ
の
世
界
を
出
る
、

﹁
出
家
」
を
す
る
。

彼
は
半
分
は
生
者
で
あ
り
な
が
ら
、
半
分
は
死
者
な
の
で

す
。鬱

屈
し
た
気
を
散
じ
る
た
め
に
散
歩
を
す
る
の
と
同
じ
く
、

彼
は
放
浪
を
す
る
。
漂
泊
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
能
の
ワ
キ
が

旅
を
す
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
も
あ
る
の
で
す
。

シ
テ
と
ワ
キ
―
曖
昧
に
な
る
境
界

能
に
登
場
す
る
、
ふ
た
つ
の
世
界
に
生
き
る
ふ
た
り
は
、
ふ

た
つ
の
﹁
時
間
」
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。

ワ
キ
は
、
死
者
の
世
界
と
生
者
の
世
界
と
の
境
に
生
き
る

﹁
あ
わ
い
」
の
人
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
そ
れ
で
も
彼
は

こ
の
世
の
人
で
す
。
こ
の
世
の
論
理
の
中
で
生
き
、
こ
の
世

の
時
間
の
約
束
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
彼
が
生

き
て
い
る
時
間
は
︵
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
間
と
同
じ
く
︶

過
去
か
ら
未
来
へ
と
流
れ
る
軸
と
し
て
の
時
間
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
シ
テ
の
生
き
る
時
間
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た

く
違
い
ま
す
。
シ
テ
は
昔
話
の
主
人
公
で
あ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
彼
女
は
数
百
年
、
数
千
年
前
か
ら
来
た
存
在
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
か
の
人
は
能
と
い
う
も
の

が
存
在
す
る
限
り
、
未
来
に
も
出
現
す
る
。
そ
し
て
、
い
ま

も
こ
こ
に
出
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
シ
テ
は
、
過
去
と
か

現
在
と
か
未
来
と
か
、
そ
ん
な
リ
ニ
ア
な
時
間
軸
と
は
ま
っ

た
く
違
う
、
あ
る
特
殊
な
﹁
と
き
」
か
ら
出
現
す
る
存
在
、
あ

え
て
い
え
ば
永
遠
か
ら
現
在
に
向
か
っ
て
流
れ
く
る
時
間
の

奔
流
の
中
に
生
き
て
い
る
存
在
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。
シ
テ
が
生
き
て
い
る
時
間
は
、
そ
れ
は
時
間
と
す

ら
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
特
殊
な
﹁
と
き
」
な
の
で

す
。能

の
物
語
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
時
間
が
出
会
う
物
語
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
会
話
は
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
会
話
は
進
む
に
つ
れ
て
流
暢
に
な
り
ま
す
。
そ
の

変
化
は
詞
章
の
謡
い
方
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
す
。

最
初
は
﹁
詞コ

ト
バ
」
と
呼
ば
れ
る
セ
リ
フ
の
よ
う
な
謡
い
方
に

よ
る
会
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
﹃
魔
笛
﹄

の
よ
う
な
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル
の
セ
リ
フ
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
詞
に
よ
る
会
話
を
﹁
問
答
」
と
い
い
ま
す
。

詞
に
よ
る
﹁
問
答
」
は
や
が
て
﹁
サ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
拍リ

ズ
ム子

に
合
わ
な
い
謡
に
よ
る
会
話
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。﹁
サ
シ
」

と
は
レ
シ
タ
テ
ィ
ー
ボ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
サ
シ
に
よ
る

会
話
を
﹁
掛
け
合
い
」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
サ
シ
の
﹁
掛
け

合
い
」
謡
の
う
ち
に
ふ
た
り
の
会
話
の
﹁
間ま

」
が
縮
ま
っ
て

く
る
。
こ
の
と
き
、
ふ
た
り
の
掛
け
合
い
を
囃
す
、
鼓
な
ど

の
囃
子
も
変
化
し
て
き
て
、
ふ
た
り
の
会
話
の
ペ
ー
ス
が
ど

ん
ど
ん
と
流
暢
に
な
っ
て
き
ま
す
。

い
や
、
流
暢
に
な
る
と
い
う
よ
り
も
、
シ
テ
と
ワ
キ
と
が

融
合
し
て
き
ま
す
。

こ
の
両
者
が
融
合
し
て
く
る
た
め
の
仕
掛
け
は
謡
い
方
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
能
の
詞
章
自
体
に
そ
の
仕
掛
け
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
能
﹃
羽
衣
﹄
の
中
に
、
シ
テ
で
あ
る
天
人
と
ワ

キ
で
あ
る
漁
師
と
の
次
の
よ
う
な
会
話
が
あ
り
ま
す
。
天
人

が
脱
い
だ
羽
衣
を
漁
師
が
取
っ
て
し
ま
い
、
返
せ
、
返
さ
な

い
と
い
う
会
話
で
す
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
セ
リ
フ
に
よ
る
﹁
問

答
」
が
終
わ
り
、
サ
シ
に
よ
る
﹁
掛
け
合
い
」
に
入
っ
て
い

る
部
分
で
す
。

シ
テ
︵
天
人
︶
〽
今
は
さ
な
が
ら
天
人
も
。
羽
根
な
き
鳥

の
如
く
に
て
。
あ
が
ら
ん
と
す
れ
ば
衣
な
し
。

ワ
キ
︵
漁
師
︶
〽
地
に
ま
た
住
め
ば
下
界
な
り
。

シ
テ 

〽
と
や
あ
ら
ん
か
く
や
あ
ら
ん
と
悲
し
め
ど
。

ワ
キ 

〽
白
竜
衣
を
か
へ
さ
ね
ば
。

シ
テ 

〽
力
及
ば
ず
。

ワ
キ 

〽
せ
ん
か
た
も
。

い
ま
紹
介
し
た
の
は
、
シ
テ
が
観
世
流
と
い
う
流
派
の
と

き
で
す
。
こ
れ
が
ほ
か
の
流
派
に
な
る
と
少
し
変
わ
り
ま
す
。

シ
テ
が
喜
多
流
の
と
き
の
掛
け
合
い
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

シ
テ
︵
天
人
︶
〽
今
は
さ
な
が
ら
天
人
も
。
羽
根
な
き
鳥

の
如
く
に
て
。

ワ
キ
︵
漁
師
︶
〽
あ
が
ら
ん
と
す
れ
ば
衣
な
し
。

シ
テ 

〽
地
に
ま
た
住
め
ば
下
界
な
り
。

ワ
キ 

〽
と
や
あ
ら
ん

シ
テ 

〽
か
く
や
あ
ら
ん
と
悲
し
め
ど
。

ワ
キ 

〽
白
竜
衣
を
か
へ
さ
ね
ば
。

シ
テ 

〽
力
及
ば
ず
。

ワ
キ 

〽
せ
ん
か
た
も
。

喜
多
流
で
は
、
観
世
流
で
は
シ
テ
が
謡
う
と
こ
ろ
を
ワ
キ

が
謡
っ
た
り
、
ワ
キ
が
謡
う
と
こ
ろ
を
シ
テ
が
謡
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
セ
リ
フ
の
交
替
は
、
ほ
か
の
演
劇
で
は
あ
ま

り
聞
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
ロ
ミ
オ
の
セ
リ
フ
を
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
が
言
っ
た
り
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
セ
リ
フ
を
ロ
ミ
オ
が

言
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が

能
で
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
セ
リ
フ
が
属
し
て
い
る
主
体
が
曖
昧
な
た

め
で
す
。
そ
の
セ
リ
フ
は
誰
が
言
っ
て
も
い
い
の
で
す
。
そ

ん
な
の
は
変
だ
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
も
よ
く
行
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
に
で
す
。
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A
：
今
日
の
地
震
…

B
：
大
き
か
っ
た
よ
ね
。

﹁
今
日
の
地
震
」
と
言
い
か
け
た
A
は
、
自
分
が
言
お
う
と

し
た
﹁
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
B
に
先
取
り
さ
れ
て

言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
A
は

こ
れ
に
よ
っ
て
こ
と
さ
ら
気
分
を
悪
く
す
る
こ
と
も
な
い
し
、

﹁
言
お
う
と
思
っ
た
の
に
」
と
が
っ
か
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

西
洋
人
同
士
の
会
話
な
ら
ば
失
礼
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

こ
の
よ
う
な
会
話
も
、
日
本
で
は
失
礼
で
も
何
で
も
な
い
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に
﹁
ひ
と
つ
の
発
話
を
必
ず
し
も
ひ
と
り
の
話

し
手
が
完
結
さ
せ
る
の
で
な
く
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
二
人

で
作
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
に
も
と
づ
い
た
」︵
水
谷
信
子

﹁﹃
非
用
﹄
と
談
話
の
展
開
」﹃
日
本
語
学
﹄
十
二
巻
十
号
、
一
九

九
三
年
六
月
︶
会
話
は
、
日
本
語
に
よ
る
会
話
の
特
徴
で
﹁
共

話
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
共
話
は
、
能
の
中
で
は
頻
繁
に
起
き
ま
す
。
会
話
が

進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
両
者
の
境
は
曖
昧
に
な
り
、
ど
ち
ら
が

ど
ち
ら
の
セ
リ
フ
を
言
っ
て
も
よ
く
な
る
、
す
な
わ
ち
両
者

が
融
合
し
て
く
る
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
別
々
の
ふ
た
つ
の
時
間
を
生
き
て
き
た
両
者
が
、

ひ
と
つ
の
世
界
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
と
き
両
者

の
﹁
間あ

い
だ
」
の
境
は
な
く
な
り
、
お
互
い
の
時
空
間
が
お
互
い

の
時
空
間
を
侵
食
し
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
だ
か
わ
か
ら
な
く

な
る
と
い
う
両
者
の
身
心
未
分
化
の
﹁
あ
わ
い
」
の
世
界
が

出
現
す
る
の
で
す
。

風
景
と
自
己
の
一
体
化

シ
テ
と
ワ
キ
と
の
会
話
︵
掛
け
合
い
︶
の
﹁
間ま

」
が
ど
ん
ど

ん
小
さ
く
な
る
と
、
そ
れ
を
囃
す
囃
子
も
激
し
く
な
り
、
も

う
そ
う
な
る
と
誰
が
誰
な
の
か
も
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
き
に
ふ
た

り
の
謡
は
﹁
地
謡
」
と
呼
ば
れ
る
斉
唱
団
に
引
き
継
が
れ
ま

す
。が

、
こ
の
地
謡
︵
斉
唱
団
︶
は
、
ふ
た
り
の
掛
け
合
い
を

引
き
継
い
で
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
謡
う
内
容
は
、
突
然
、

ふ
た
り
か
ら
離
れ
、
自
然
や
景
色
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
の
も
能
の
特
徴
で
す
。
こ
れ
は
ふ
た
り
の
﹁
思
い
︵
深
層

の
心
的
作
用
︶」
が
身
体
を
離
れ
、
風
景
に
溢
れ
出
し
た
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

掛
け
合
い
の
う
ち
に
自
他
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
た
ふ
た

り
の
身
心
は
、
地
謡
に
引
き
継
が
れ
た
と
き
に
、
こ
の
ふ
た

り
か
ら
す
ら
も
離
れ
て
風
景
の
中
に
溶
け
出
し
て
い
く
。

そ
の
と
き
、
私
た
ち
は
他
者
と
の
境
界
だ
け
で
な
く
、
自

然
と
も
そ
の
境
を
共
有
す
る
、
さ
ら
に
深
い
﹁
あ
わ
い
」
の

世
界
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

風
景
と
自
己
と
が
一
体
化
す
る
と
い
う
の
は
、
最
初
に
お

話
し
し
た
芭
蕉
の
﹁
古
池
や
」
の
句
に
も
通
じ
ま
す
。

ふ
た
り
の
﹁
思
い
」
が
風
景
の
中
に
溶
け
出
し
て
い
く
と

い
う
の
は
、
換
言
す
れ
ば
風
景
の
中
に
﹁
思
い
」
を
感
じ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
﹁
思
い
」
に
刺

激
さ
れ
て
、
自
分
の
中
の
感
情
も
蠢
動
し
ま
す
。
こ
れ
は
た

と
え
ば
﹁
悲
し
い
」
と
か
﹁
嬉
し
い
」
と
か
、
そ
う
い
う
ほ

か
の
言
葉
で
の
置
き
換
え
を
拒
否
す
る
感
情
で
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
は
し
ご
く
当
た
り
前
の

こ
と
で
、
文
部
省
唱
歌
な
ど
を
歌
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
感

情
表
現
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば

﹃
朧
月
夜
﹄
の
歌
詞
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
、
菜
の
花
畠
に
、
入
日
薄
れ
、

　
　
見
わ
た
す
山
の
端は

、
霞
ふ
か
し
。

　
　
春
風
そ
よ
ふ
く
、
空
を
見
れ
ば
、

　
　
夕
月
か
か
り
て
、
に
ほ
ひ
淡
し
。

二
、
里
わ
の
火ほ

影か
げ

も
、
森
の
色
も
、

　
　
田
中
の
小
路
を
た
ど
る
人
も
、

　
　
蛙か

は
づ
の
な
く
ね
も
、
か
ね
の
音
も
、

　
　 

さ
な
が
ら
霞
め
る
朧
月
夜
。

　
　 ︵﹃
朧
月
夜
﹄
文
部
省
唱
歌
。
作
詞
高
野
辰
之
、
作
曲
岡

野
貞
一
︶

感
情
表
現
は
一
切
現
れ
ず
、
た
だ
た
だ
風
景
が
描
か
れ
る

だ
け
で
す
。
二
番
に
至
っ
て
は
、
朧
月
に
よ
っ
て
霞
む
も
の

と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
は
﹁
里
わ
の
火
影
」
と
﹁
森

の
色
」
と
い
う
光
や
色
。
そ
し
て
﹁
田
中
の
小
路
を
た
ど
る

人
」
と
い
う
動
体
、
さ
ら
に
は
﹁
蛙
の
鳴
く
ね
」
や
﹁
か
ね

の
音
」
も
音
。
そ
れ
ら
が
朧
月
に
よ
っ
て
霞
む
と
い
う
の
で

す
。あ

る
年
齢
以
上
の
方
は
、
こ
の
歌
を
歌
う
と
、
う
っ
す
ら

と
涙
を
浮
か
べ
る
方
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
子
ど
も
の
頃
の

記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
し
か

し
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歌
詞
に
歌
わ
れ
る
景
色
、
そ

れ
も
い
ま
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
景
色
に
刺
激
さ
れ
て
、
私

た
ち
の
中
の
感
情
が
湧
き
出
て
く
る
の
で
す
。

あ
る
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
、
奥
に
隠
れ
て
い
る
感
情
が
出

て
く
る
。
そ
の
糸
口
を
、﹁
感
情
の
糸
口
︵
緒
︶」、
す
な
わ
ち

﹁
情
緒
」
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
風
景
の
中
に
そ
の
よ
う

な
﹁
情
緒
」
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
﹁
思
い
」
が
風
景
に
溢
れ
出
す
だ
け
で
な
く
、

﹁
情
緒
」
に
よ
っ
て
風
景
そ
の
も
の
も
溢
れ
出
し
て
私
た
ち
の

中
に
入
っ
て
く
る
の
で
す
。

風
景
は
、
私
た
ち
人
間
と
別
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互

い
が
そ
の
一
部
と
な
っ
て
、
お
互
い
に
溢
れ
出
な
が
ら
、
そ

の
﹁
あ
わ
い
」
を
共
有
し
て
い
る
の
で
す
。

能
の
物
語
構
造
の
と
き
に
、
旅
人
で
あ
る
ワ
キ
は
自
然
物
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に
対
し
て
﹁
歌
︵
和
歌
︶」
を
謡
い
か
け
る
と
い
う
こ
と
を
話

し
ま
し
た
。
歌
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
て
﹁
情
緒
」
か
ら
溢
れ

出
た
﹁
思
い
」、
そ
れ
が
そ
の
土
地
に
宿
る
霊
、
す
な
わ
ち
能

の
シ
テ
な
の
で
す
。

4
芭
蕉
の
旅

歌
枕
―
歌
の
精
霊
が
宿
る
土
地

土
地
や
植
物
に
霊
が
宿
る
と
い
う
考
え
方
は
、
古
典
の
中

に
は
頻
出
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
形
式
に
な
っ
た
の

﹁
歌
枕
」
で
す
。

﹁
歌
枕
」
は
、
後
に
は
名
所
旧
跡
の
同
義
語
の
よ
う
に
使
わ

れ
ま
す
が
、
本
来
は
も
っ
と
呪
術
的
な
言
葉
で
す
。
古
え
の

歌
人
が
和
歌
を
詠
ん
だ
と
こ
ろ
は
﹁
歌
枕
」
に
指
定
さ
れ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
は
現
代
の
世
界
遺
産
指
定
と
は
わ
け
が
違

い
ま
す
。
古
来
、
和
歌
を
詠
ま
れ
た
植
物
は
霊
性
を
持
つ
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
能
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
植
物
の

精
霊
が
シ
テ
と
な
っ
た
物
語
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

と
同
じ
く
和
歌
が
詠
ま
れ
た
土
地
は
霊
性
を
持
つ
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
﹁
歌
枕
」
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
旅
す
る

詩
人
た
ち
に
は
、
そ
の
地
の
地
霊
へ
の
﹁
挨
拶
」、
す
な
わ
ち

通
過
儀
礼
と
し
て
の
詠
歌
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

﹁
枕
」
と
い
う
語
が
、
も
と
も
と
は
﹁
ま
︵
真
︶
＋
く
ら

︵
蔵
︶」、
す
な
わ
ち
﹁
真
実
の
蔵
」
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。﹁
真
実
の
蔵
」
と
い
う
の
は
神
霊
の
宿
る
蔵
と
い
う

意
味
で
す
。

真
蔵
と
し
て
の
﹁
ま
く
ら
」
を
敷
い
て
巫
が
眠
る
。
そ
の

巫
の
夢
に
神
霊
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
能
の
旅
人
の
夢
に
も
似

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
神
霊
は
、
そ
こ
で
眠
っ
た
巫
の
口

を
通
し
て
神
託
を
人
々
に
伝
え
る
の
で
す
。
そ
ん
な
神
霊
の

宿
る
聖
所
が
﹁
ま
く
ら
」
な
の
で
す
。

そ
し
て
、﹁
歌
枕
」
と
は
、
歌
の
精
霊
が
宿
る
土
地
で
す
。

普
段
は
眠
っ
て
い
る
歌
の
精
霊
は
、
歌
人
や
旅
人
が
そ
こ
で

和
歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
目
を
覚
ま
し
、
そ
し
て
あ
る
い

は
能
の
よ
う
に
旅
人
の
夢
に
現
れ
た
り
、
あ
る
い
は
里
人
の

姿
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旅
人
そ
の
人
を
変
容

さ
せ
ま
す
。

能
の
旅
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
旅
で
あ
り
、
ま
た
冒
頭
の

﹁
古
池
や
」
の
松
尾
芭
蕉
の
﹃
お
く
の
ほ
そ
道
﹄
の
旅
も
そ
の

よ
う
な
旅
で
あ
っ
た
の
で
す
。

お
く
の
ほ
そ
道
と
能
の
旅

芭
蕉
の
﹁
お
く
の
ほ
そ
道
」
は
、
い
わ
ゆ
る
紀
行
文
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
旅
は
事
実
か
否
か
と
い
う
視
点
か
ら
い

え
ば
虚
構
の
旅
で
あ
り
、﹁
お
く
の
ほ
そ
道
」
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
す
。
同
行
の
門
人
、
曽
良
が
残
し
た
旅
日
記
に
記
さ
れ

た
旅
程
と
﹁
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
そ
れ
と
は
喰
い
違
う
と
こ

ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
芭
蕉
の
心
的
事
実
、
霊
的
事
実
の
視
点
か
ら
い

え
ば
、
そ
れ
は
真
実
の
旅
で
し
た
。

そ
の
ま
ま
い
け
ば
一
生
、
世
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
出

自
に
生
ま
れ
た
芭
蕉
は
、
運
よ
く
出
会
っ
た
頼
み
に
し
て
い

た
人
に
も
早
逝
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
望
み
を
絶
た
れ
た
芭

蕉
は
、
士
農
工
商
と
い
う
幕
府
の
定
め
た
四
民
の
枠
の
外
︵
四

民
の
方
外
︶
で
生
き
る
決
心
を
し
ま
す
。
社
会
の
中
で
は
出

世
で
き
な
い
身
。
社
会
規
範
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
生
活

を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
四
民
の
方
外
の
職
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
俳
諧
師
に
な
っ
た
の
で
す
。

後
代
、
俳
聖
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
芭
蕉
。
め
き
め
き
と
頭

角
を
現
し
ま
す
。
が
、
俳
諧
師
と
し
て
の
名
が
上
が
れ
ば
上

が
る
ほ
ど
、
芭
蕉
は
そ
の
生
活
に
つ
き
ま
と
う
違
和
感
か
ら

逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

当
時
の
俳
諧
師
の
仕
事
の
多
く
は
、
俳
諧
を
嗜
む
裕
福
な

商
人
の
俳
諧
の
添
削
を
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

収
入
を
得
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
と
き
に
は
追
従
や
お
べ

っ
か
を
使
う
必
要
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
想

像
で
す
が
、
そ
ん
な
﹁
男
芸
者
」
の
よ
う
な
生
活
に
芭
蕉
は

我
慢
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
く

芸
能
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
そ
う
思
う
の
で
す
。

そ
こ
で
芭
蕉
は
、
当
時
、
最
大
の
繁
華
街
で
あ
る
日
本
橋

か
ら
深
川
へ
と
居
を
移
し
ま
す
。
現
代
で
い
え
ば
六
本
木
ヒ

ル
ズ
に
住
ん
で
い
た
芸
能
人
が
、
地
方
の
過
疎
地
に
引
っ
越

し
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
納

得
が
で
き
な
か
っ
た
芭
蕉
は
定
住
す
ら
も
否
定
し
、
晩
年
の

﹁
旅
の
季
節
」
へ
と
入
っ
て
い
く
の
で
す
。

芭
蕉
が
旅
の
季
節
に
入
る
た
め
の
覚
悟
の
句
と
も
い
う
べ

き
も
の
は
﹁
旅
び
と
と
　
我
が
名
よ
ば
れ
む
　
は
つ
し
ぐ
れ
」

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
﹁
笈
の
小
文
」
の
旅
に
出
る
と
き
詠
ん

だ
句
で
す
。

色
紙
や
短
冊
に
こ
の
句
を
書
く
と
き
に
、
芭
蕉
は
句
の
前

に
好
ん
で
次
の
よ
う
な
謡
︵
能
の
詞
章
︶
を
書
き
ま
し
た
。

は
や
こ
な
た
へ
と
い
ふ
露
の

む
ぐ
ら
の
宿
は
う
れ
た
く
と
も

袖
を
か
た
し
き
て
御
と
ま
り

あ
れ
や
た
び
人

　
た
び
人
と
わ
が
名

　
　
　
よ
ば
れ
む

　
　
　
　
　
は
つ
し
ぐ
れ

四
行
の
謡
の
最
後
の
句
は
﹁
御
と
ま
り
あ
れ
や
た
び
人
︵
ど

う
ぞ
、
お
泊
り
く
だ
さ
い
。
旅
の
人
︶」、
す
な
わ
ち
﹁
た
び
人
」

で
終
わ
り
、
そ
し
て
こ
れ
に
続
い
て
書
か
れ
る
芭
蕉
の
句
の
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最
初
も
﹁
た
び
人
」
で
す
。

こ
れ
は
能
﹃
梅
枝
︵
う
め
が
え
︶﹄
の
詞
章
で
す
。
す
な
わ

ち
芭
蕉
に
と
っ
て
の
﹁
旅
人
」
と
は
、
ほ
か
で
も
な
い
﹃
梅

枝
﹄
の
謡
の
中
の
旅
人
で
あ
り
、
芭
蕉
は
能
﹃
梅
枝
﹄
の
旅

人
の
よ
う
な
旅
を
す
る
た
め
に
旅
の
生
活
を
始
め
た
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
能
﹃
梅
枝
﹄
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
簡
単
に
紹
介
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

能
﹃
梅
枝
﹄
も
、
夢
幻
能
の
構
成
を
継
い
で
、
旅
の
僧
と
、

そ
の
従
僧
の
諸
国
遊
行
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

廻
国
行
脚
の
身
延
山
の
僧
た
ち
が
、
津
の
国
、
住
吉
︵
い

ま
の
大
阪
府
︶
に
行
き
か
か
っ
た
と
こ
ろ
に
突
然
の
む
ら
雨
が

降
っ
て
く
る
。
雨
に
降
り
籠
め
ら
れ
た
僧
た
ち
は
、
雨
中
に

庵
を
見
つ
け
て
戸
を
た
た
く
と
、
庵
の
中
か
ら
ひ
と
り
の
女

性
が
現
れ
た
。
僧
は
一
夜
の
宿
を
乞
う
の
で
す
が
、
彼
女
は

﹁
軒
も
傾
き
、
雑
草
も
生
え
、
土
間
に
筵
を
敷
い
た
だ
け
の
賎

し
い
家
、
あ
ま
り
に
む
さ
く
る
し
い
の
で
」
と
い
っ
て
断
り

ま
す
。

し
か
し
、
旅
人
の
重
ね
て
の
願
い
に
﹁
そ
れ
な
ら
ば
」
と
、

先
の
四
行
の
謡
﹁
見
苦
し
い
家
で
す
が
、
ど
う
ぞ
お
泊
り
く

だ
さ
い
」
と
な
る
の
で
す
。

招
き
入
れ
ら
れ
た
庵
に
は
、
こ
の
家
に
は
似
合
わ
な
い
大

き
な
火
炎
太
鼓
と
美
し
い
舞
の
衣
裳
が
あ
っ
た
。
賎
し
い
家

に
は
ま
っ
た
く
似
つ
か
わ
し
く
な
い
ふ
た
つ
の
も
の
で
す
。

僧
が
不
審
に
思
っ
て
い
る
と
、﹁
こ
れ
は
形
見
の
太
鼓
と
衣

裳
で
す
」
と
い
い
、
そ
の
太
鼓
に
ま
つ
わ
る
古
い
伝
説
を
女

は
語
り
は
じ
め
る
の
で
す
。

昔
、
こ
の
地
方
に
は
二
人
の
太
鼓
の
伶
人
︵
演
奏
者
︶
が

い
た
。
ひ
と
り
は
こ
こ
、
住
吉
に
住
む
﹁
富
士
」
と
い
う
伶

人
。
も
う
ひ
と
り
は
天
王
寺
に
住
む
﹁
浅
間
」。

あ
る
日
、
宮
中
で
管
弦
の
宴
が
催
さ
れ
る
と
決
ま
り
、
ふ

た
り
は
上
京
し
た
の
で
す
が
、
宮
中
の
役
を
得
た
の
は
、
こ

の
地
に
住
む
﹁
富
士
」
の
ほ
う
で
し
た
。
浅
間
は
そ
れ
を
恨

み
に
思
い
、
富
士
を
殺
害
し
ま
し
た
。
夫
を
殺
さ
れ
た
富
士

の
妻
は
、
太
鼓
を
打
っ
て
悲
し
み
を
慰
め
て
い
る
う
ち
に
、
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
う
語
っ
た
あ
と
、
女
主
人
は
僧
に
﹁
ど
う
ぞ
彼
女
の
跡

を
弔
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
い
ま
す
。
僧
が
﹁
あ
な
た
は
そ

の
富
士
の
妻
の
ゆ
か
り
の
人
で
す
か
」
と
問
え
ば
、
女
は
涙

を
流
し
な
が
ら
も
自
分
は
ゆ
え
も
ゆ
か
り
も
な
い
と
答
え
つ

つ
、
消
え
失
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

不
思
議
に
思
っ
た
僧
が
、
夜
も
す
が
ら
勤
行
を
し
て
い
る

と
、
形
見
の
舞
の
衣
装
を
着
た
富
士
の
妻
の
幽
霊
︵
後
シ
テ
︶

が
現
れ
て
、
懺
悔
の
舞
を
舞
い
、
夫
を
想
う
と
い
う
﹁
想
夫

恋
」
の
楽
の
鼓
を
打
つ
。
僧
が
夢
う
つ
つ
の
中
に
、
そ
の
舞

を
見
て
い
る
う
ち
に
い
つ
し
か
夜
も
明
け
、
気
が
つ
け
ば
幽

霊
の
姿
は
消
え
て
い
た
と
い
う
能
で
す
。

芭
蕉
の
し
た
か
っ
た
旅
は
、
こ
の
よ
う
な
能
の
旅
だ
っ
た

の
で
す
。

「
も
う
ひ
と
つ
の
東
北
」の
旅

芭
蕉
に
限
ら
ず
、
当
時
、
俳
諧
師
と
名
乗
る
た
め
に
は
允

許
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
允
許
を
与
え
る
の
は
、
そ
の
流
派

の
長
で
す
。
権
威
に
よ
る
許
可
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
俳
諧

師
た
り
得
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
誰
か
の
下
に
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
そ
の

流
派
の
決
め
た
約
束
の
中
で
の
俳
諧
稼
業
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
幕
府
の
定
め
た
四
民
か
ら
は
自
由
に
な
っ
て
も
、
そ

の
し
が
ら
み
か
ら
は
離
れ
ら
れ
な
い
。

そ
ん
な
世
俗
的
な
俳
諧
師
で
あ
る
こ
と
を
超
越
す
る
た
め

に
は
、
芭
蕉
は
ま
っ
た
く
新
し
い
允
許
を
入
手
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
允
許
を
与
え
て
く
れ
る
人
は
、
生
き
て
い

る
人
間
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
允
許
を
与
え
得
る
の

は
古
人
の
詩
人
の
魂
や
、
詩
魂
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

だ
か
ら
芭
蕉
は
、
古
人
の
霊
や
詩
魂
に
出
会
う
能
の
旅
に

出
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
最
大
の
も
の
が
﹁
お
く
の
ほ
そ
道
」

だ
っ
た
の
で
す
。

﹁
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
前
半
は
東
北
を
旅
し
ま
す
。
し
か
し
、

芭
蕉
が
歩
い
た
の
は
現
実
の
東
北
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
い
ま
こ
こ
の
東
北
の
隙
間
に
存
在
す
る
、
別
次
元
の
﹁
も

う
ひ
と
つ
の
東
北
」
で
し
た
。

す
で
に
別
の
本
に
書
い
た
の
で
詳
述
は
避
け
ま
す
が
﹃
お

く
の
ほ
そ
道
﹄
で
は
、
あ
る
ス
イ
ッ
チ
を
踏
ん
で
し
ま
う
こ

と
に
よ
り
、
芭
蕉
が
﹁
も
う
ひ
と
つ
の
東
北
」
に
迷
い
込
ん

で
し
ま
う
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。﹁
も
う
ひ
と
つ
の

東
北
」
へ
の
移
行
ス
イ
ッ
チ
の
多
く
は
、
能
に
ち
な
ん
だ
ス

イ
ッ
チ
で
す
。

﹁
も
う
ひ
と
つ
の
東
北
」
で
芭
蕉
は
、
古
人
の
霊
や
詩
魂
と

出
会
い
、
彼
ら
か
ら
の
允
許
を
得
て
、
そ
れ
ま
で
の
俳
諧
師

と
は
ま
っ
た
く
別
の
俳
諧
師
に
変
容
す
る
の
で
す
。

変
容
の
旅

﹁
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
の
も
つ
力
は
文
学
上
に
留
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。

私
は
い
ま
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
人
た
ち
と
﹁
お
く

の
ほ
そ
道
」
を
歩
く
旅
を
続
け
て
い
ま
す
。
芭
蕉
の
歩
い
た

道
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
た
ど
ろ
う
と
旧
道
や
田
の
中
の
道

を
歩
き
ま
す
。
雨
が
降
っ
て
も
歩
く
し
、
交
通
手
段
が
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
ど
ん
な
に
疲
れ
て
も
た
だ
ひ
た
す
ら

歩
き
ま
す
。

一
日
、
八
時
間
の
歩
行
の
旅
を
一
週
間
か
十
日
ほ
ど
続
け

て
い
る
と
、
彼
ら
に
大
き
な
変
容
が
起
き
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

そ
の
変
容
は
、
ま
ず
彼
ら
の
俳
句
に
現
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
﹁
季
語
の
こ
と
　
考
え
た
け
ど
　
難
し
い
」
と
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か
﹁
俳
句
の
本
　
読
ん
で
み
た
け
ど
　
わ
か
ら
な
い
」
と
か

﹁
あ
あ
ダ
メ
だ
　
ダ
メ
だ
自
分
の
　
こ
と
ば
か
り
」
の
よ
う
な

句
を
作
っ
て
い
た
人
の
句
が
、
あ
る
日
を
境
に
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。

天
高
く
　
心
も
澄
み
し
　
秋
の
空

そ
れ
以
来
、
う
つ
む
い
て
い
た
そ
の
人
の
顔
が
上
を
向
く

よ
う
に
な
り
、
笑
顔
も
自
然
な
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
参
加
者
が
歩
い
て
い
る

う
ち
に
何
ら
か
の
変
容
を
起
こ
す
の
で
す
。

そ
の
変
容
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
が
、

そ
こ
で
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
ど
う
も
ふ
た
つ

あ
る
よ
う
で
す
。
ひ
と
つ
は
気
象
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は

声
で
す
。

気
象
の
変
化

変
容
が
起
き
る
日
か
、
あ
る
い
は
前
日
は
決
ま
っ
て
雨
で

す
。田

の
中
の
道
を
歩
く
こ
と
も
あ
る
の
で
雨
の
日
の
歩
行
は

つ
ら
い
。
合
羽
を
着
て
、
ぬ
か
る
み
の
中
を
八
時
間
歩
く
の

で
す
。
休
憩
も
合
羽
を
着
た
ま
ま
木
陰
で
す
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
そ
の
少
し
あ
と
か
、
あ
る
い
は
翌
日
に
変
容
は

起
き
ま
す
。

能
で
も
何
か
が
起
き
る
前
に
は
急
激
な
天
候
の
変
化
が
起

き
ま
す
。
突
然
の
雨
や
雪
、
あ
る
い
は
暮
れ
る
は
ず
の
な
い

日
が
暮
れ
た
と
き
に
、
シ
テ
が
彼
岸
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。
芭

蕉
が
﹁
も
う
ひ
と
つ
の
東
北
」
移
行
ス
イ
ッ
チ
を
踏
ん
だ
と

き
に
も
天
候
の
変
化
が
起
き
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

別
の
参
加
者
の
句
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
雨
の
中
、
う
つ

む
き
な
が
ら
黙
々
と
歩
き
続
け
て
、
や
が
て
日
光
の
杉
並
木

に
差
し
掛
か
っ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
が
や
み
、

木
々
の
間
か
ら
日
が
射
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
彼
は
句
を
詠

み
ま
し
た
。

旅
の
空
　
わ
が
人
生
に
　
光
射
し

彼
に
と
っ
て
︵
そ
し
て
私
た
ち
に
と
っ
て
も
︶
そ
れ
ま
で
の

天
候
と
い
う
も
の
は
、
天
気
予
報
で
語
ら
れ
る
だ
け
の
抽
象

的
な
も
の
で
し
た
。
雨
が
降
っ
て
も
傘
を
さ
す
の
は
ほ
ん
の

数
分
か
ら
数
十
分
。
す
ぐ
に
乗
り
物
に
乗
っ
た
り
、
建
物
の

中
に
入
っ
た
り
し
て
﹁
雨
」
そ
の
も
の
を
感
じ
る
こ
と
は
、
私

た
ち
の
実
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

が
、
数
時
間
、
雨
に
濡
れ
な
が
ら
、
ぬ
か
る
み
に
足
を
取

ら
れ
な
が
ら
歩
く
う
ち
に
、
彼
は
雨
と
一
体
化
し
た
の
で
し

ょ
う
。﹁
い
や
だ
、
い
や
だ
」
と
思
っ
て
い
た
ら
何
時
間
も
歩

け
ま
せ
ん
。
最
初
の
﹁
い
や
だ
」
は
、
そ
れ
で
も
歩
き
続
け

て
い
る
う
ち
に
消
え
て
い
き
、
彼
は
自
身
も
雨
に
な
り
︵
芭

蕉
の
﹁
雨
に
入
り
」︶、
ぬ
か
る
み
の
日
光
街
道
を
歩
い
て
い
た

の
で
す
。

そ
こ
に
射
し
た
一
筋
の
光
。
雨
と
一
体
化
し
て
い
た
彼
に

射
し
た
日
の
光
は
、
そ
れ
も
や
は
り
彼
自
身
で
す
。
光
と
な

っ
た
彼
は
自
分
の
人
生
に
も
光
が
射
し
た
の
を
深
く
実
感
し

た
の
で
す
。

こ
の
夜
、
宿
で
み
ん
な
で
話
を
し
て
い
た
と
き
に
、
彼
は

今
日
は
じ
め
て
﹁
芭
蕉
の
跡
を
追
っ
て
歩
い
て
い
る
」
実
感

が
あ
っ
た
と
い
い
ま
し
た
。
古
人
に
遭
っ
た
芭
蕉
、
そ
れ
と

同
じ
体
験
を
彼
は
し
、
そ
し
て
彼
自
身
も
変
容
し
た
の
で
す
。

雨
は
表
層
の
意
識
を
洗
い
流
し
、
自
然
や
気
象
と
の
一
体

化
を
生
み
出
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
能
の
地
謡
が
自
然
を

謡
う
と
い
う
話
に
も
通
じ
ま
す
。

自
己
が
自
然
と
一
体
化
す
る
、
そ
れ
は
古
代
の
日
本
人
に

と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
は
そ
れ
を

阻
止
す
る
強
い
表
層
意
識
が
あ
り
ま
す
。
雨
は
そ
れ
を
洗
い

流
す
装
置
に
な
る
の
で
す
。

う
た
、い
の
り
、息

ま
た
、﹁
お
く
の
ほ
そ
道
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
参
加
者

が
詠
ん
だ
句
を
私
が
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
能
の
謡

の
よ
う
に
謡
い
ま
す
。
そ
れ
が
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
で
あ
る

﹁
声
」
で
す
。

彼
ら
の
詠
む
句
は
﹁
い
の
り
」
の
句
で
す
。

﹁
い
の
り
」
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
が
ふ
つ
う
に
イ
メ
ー
ジ

す
る
﹁
祈
り
」
と
は
違
い
ま
す
。﹁
い
︵
接
頭
語
︶
＋
の
り
︵
宣

り
︶」
で
す
。﹁
の
り
」
と
い
う
の
は
﹁
祝
詞
」
の
﹁
の
り
」

で
す
し
、﹁
の
ろ
い
」
の
﹁
の
り
」
で
す
。
す
な
わ
ち
呪
術
的

な
音
声
言
語
を
い
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
音
声
言
語
の
神
の

名
や
聖
な
る
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
﹁
い
の
り
」
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
日
本
の
﹁
歌
」
＝
﹁
和
歌
」
な
の
で

す
。日

本
語
の
﹁
う
た
」
と
い
う
語
は
﹁
打
つ
」
が
語
源
で
あ

る
と
か
﹁
訴
え
る
」
が
語
源
で
あ
る
と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

﹁
う
た
」
で
打
つ
対
象
、
訴
え
る
相
手
は
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄

の
仮
名
序
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
﹁
天
や
地
」
で
あ
り
、
第

二
に
﹁
鬼
︵
先
祖
の
霊
︶
や
神
」
で
す
。
す
な
わ
ち
通
常
の
手

段
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
能
な
対
象
に
何
か
を

訴
え
か
け
る
た
め
の
装
置
が
﹁
歌
」
で
あ
り
﹁
い
の
り
」
な

の
で
す
︵
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼

神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
︶。

そ
し
て
﹁
い
の
り
」
や
﹁
う
た
」
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
当
然
な
が
ら
﹁
息
」
で
す
。

﹁
い
き
︵
息
︶」
の
語
源
は
﹁
生
︵
い
き
︶」
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
生
命
の
根
本
を
日
本
人
は
﹁
息
」
で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。

い
や
、
こ
れ
は
日
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹃
旧
約
聖
書
﹄
の
﹁
創
世
記
」
の
第
一
章
二
節
に
﹁
神
の
霊
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が
水
の
面
を
動
い
て
い
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

﹁
霊
」
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は
﹁

」、
そ
れ
は
﹁
霊
」
で
も

あ
り
、﹁
風
」
で
も
あ
り
、﹁
息
」
で
も
あ
る
の
で
す
︵
ギ
リ

シ
ャ
語
のπνεύμα

︶。

日
本
人
は
、
こ
の
﹁
息
」
に
霊
が
宿
っ
た
も
の
を
﹁
息い

の

霊ち

」
と
呼
ん
だ
ほ
ど
に
﹁
息
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
特
に
能
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
能
で
も
っ
と
も

大
事
な
の
は
無
言
の
息
で
あ
る
﹁
コ
ミ
」
な
の
で
す
。

た
と
え
ば
鼓
を
打
つ
と
し
ま
す
。
鼓
に
は
ポ
ン
と
か
カ
ン

と
か
い
う
﹁
打
音
」
が
あ
り
、
ヨ
ー
と
か
ホ
ー
と
か
い
う
﹁
掛

け
声
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
掛

け
声
の
直
前
に
腹
の
中
で
無
言
で
取
ら
れ
る
深
い
呼
吸
﹁
コ

ミ
」
な
の
で
す
。

能
で
は
、
こ
の
﹁
コ
ミ
」
の
共
有
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
演
技
が
遂
行
さ
れ
ま
す
。
聞
こ
え
る
音
声
で
は
な
く
、
無

言
の
呼
吸
の
同
期
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
す
。

﹁
い
き
」
の
動
詞
は
﹁
い
き
る
」
で
あ
り
、
そ
の
﹁
い
き

る
」
に
対
応
す
る
こ
と
ば
は
﹁
し
ぬ
」
で
す
。
し
か
し
﹁
し

ぬ
」
は
﹁
死
ぬ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。﹁
死
︵
シ
︶」
と
い
う

語
は
音
︵
お
ん
︶
で
す
。
漢
字
の
﹁
死
」
を
動
詞
に
し
た
も

の
は
﹁
死
す
」
で
す
。

﹁
し
ぬ
」
と
い
う
の
は
﹁
萎し

ぬ
」
で
あ
り
、
一
時
的
に
生
気

が
消
失
し
て
萎
な
萎
な
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
が
元
気
に
な
り
、
生
き
生
き
と
し
た
の
が
﹁
い
き
」
で

す
。そ

う
い
う
意
味
で
は
息
を
し
て
い
る
の
は
人
間
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
植
物
も
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
盆
に
戻

っ
て
き
た
死
者
や
能
に
登
場
す
る
死
者
も
生
き
て
い
る
し
、
息

を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
﹁
息
」
に
よ
っ
て
自
然
と
も
死
者
と
も

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
最
大
の
あ
わ
い
の
身
心
変
容
装
置

と
い
う
の
は
﹁
息
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。能

で
観
客
が
眠
く
な
る
の
は
詞
章
が
理
解
で
き
な
か
っ
た

り
、
動
き
が
ゆ
っ
く
り
だ
か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
能

楽
師
の
、
あ
の
ゆ
っ
た
り
し
た
﹁
息
」
の
共
有
に
よ
っ
て
、
い

つ
の
間
に
か
身
心
変
容
の
境
に
誘
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

徳 島新聞　2014年8月1日 朝刊
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1
「
心
身
問
題
」が
含
む
問
題

1-

1
　
心
身
分
離
と
心
身
統
合
、心
身
の
根
底
に
あ
る
も
の

心
身
問
題
と
は
、
心
と
身
体
の
関
係
を
探
究
す
る
問
題
で

あ
る
が
、
こ
の
心
身
問
題
自
体
に
既
に
一
種
の
問
題
が
含
ま

れ
て
い
る
。﹁
心
身
問
題
」
が
含
む
問
題
と
は
、
心
身
関
係
を

尋
ね
る
問
題
設
定
そ
の
も
の
に
先
行
理
解
が
前
提
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
い
て
い
、
心
身
関
係
は
、
一
元

論
的
に
捉
え
ら
れ
る
か
、
二
元
論
的
に
捉
え
ら
れ
る
か
で
あ

る
。
一
元
論
的
な
立
場
に
は
、
三
界
は
唯
心
の
所
現
と
見
る

仏
教
の
唯
識
思
想
の
よ
う
に
、
心
の
み
実
在
す
る
と
す
る
唯

心
論
・
観
念
論
と
、
脳
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
活
動
が
心
の
働
き

を
生
み
出
す
と
す
る
唯
脳
論
の
よ
う
に
、
物
質
的
身
体
の
働

き
を
基
礎
に
置
く
唯
物
論

︱
近
年
で
は
物
理
主
義

physicalism

と
も
呼
ぶ

︱
が
あ
る
。
ま
た
、
二
元
論
的
な

立
場
に
は
、
心
身
双
方
向
の
因
果
的
作
用
を
認
め
る
心
身
二

元
論
︵dualism

デ
カ
ル
ト
な
ど
︶、
心
身
間
の
相
互
作
用
を
認

め
な
い
心
身
並
行
論
︵parallelism

ス
ピ
ノ
ザ
な
ど
︶、
ま
た
身

体
か
ら
心
へ
の
因
果
的
作
用
の
み
を
認
め
る
随
伴
現
象
論

︵epiphenom
enalism

ラ
・
メ
ト
リ
ほ
か
︶
な
ど
が
あ
る
。

近
年
の
顕
著
な
傾
向
は
、
神
経
科
学
や
認
知
科
学
の
研
究

成
果
を
受
け
て
、
心
身

0

0

問
題
が
心
脳

0

0

問
題
に
置
き
換
え
ら
れ

て
探
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
論
調
は
、

心
や
意
識
は
脳
の
物
理
化
学
的
過
程
か
ら
生
ま
れ
る
と
す
る

唯
物
論
的
色
彩
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
チ

ァ
ー
マ
ー
ズ
が
提
起
し
た
よ
う
な
意
識
のhard problem

︵
脳

の
物
理
的
過
程
か
ら
主
観
的
な
意
識
経
験
︹
ク
オ
リ
ア
︺
が
い
か

に
し
て
生
ま
れ
る
の
か
と
い
う
難
問1

︶
と
か
、harder problem

︵
こ
の
私
は
な
ぜ
私
な
の
か
と
い
う
自
己
同
一
性
を
巡
る
さ
ら
な

る
難
問
︶
に
取
り
組
む
こ
と
な
く
、
大
方
の
研
究
者
は
、
意

識
のeasy problem

︵
脳
の
物
理
的
過
程
を
踏
ま
え
て
意
識
の
働

き
を
解
明
す
る
問
題
︶
に
専
念
す
る
た
め
、
意
識
の
働
き
を
脳

の
過
程
に
還
元
す
る
唯
脳
論
が
、
必
然
的
に
こ
の
分
野
の
主

流
を
形
成
す
る
。

こ
の
よ
う
な
近
年
の
研
究
動
向
に
図
ら
ず
も
一
石
を
投
じ

る
結
果
と
な
っ
た
の
は
、
脳
神
経
外
科
学
の
医
師
エ
ベ
ン
・

ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
の
臨
死
体
験
で
あ
る
。
感
染
経
路
不
明
の

大
腸
菌
性
髄
膜
炎
に
罹
患
し
た
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
は
、
心
停

止
し
た
の
み
な
ら
ず
脳
の
高
次
機
能
も
停
止
し
た
七
日
間
に
、

極
め
て
明
瞭
で
清
澄
な
非
日
常
的
な
体
験
を
し
た2

。
こ
の
臨

死
体
験
は
、
脳
の
物
理
化
学
的
過
程
が
心
的
過
程
を
生
み
出

す
と
い
う
仮
説
に
対
す
る
有
力
な
反
証
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
心
身
問
題
に
は
暗
黙
の

前
提
が
含
ま
れ
て
い
る
問
題
が
あ
る
。
人
間
存
在
を
﹁
心
」

と
﹁
身
︵
脳
︶」
に
二
分
し
た
上
で
、
心
身
︵
心
脳
︶
の
二
者

関
係
を
捉
え
た
り
、
心
身
︵
身
心
︶
を
全
体
的
に
一
如
と
見

た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
分
法
を
踏
ま
え
た

上
で
、
二
を
い
か
に
関
係
づ
け
る
か
、
あ
る
い
は
一
と
見
な

す
か
と
い
う
説
明
が
後
付
け
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
心
身
が

一
体
で
あ
り
な
が
ら
、
二
に
も
区
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
経
験

的
実
感
に
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
心
身
問
題
が
二
分
法
を
前

提
と
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
極
め
て
自
然
な
思
考
法
で
あ

る
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
心
身
問
題
が
暗
黙
に
含
む
二
分
法
に
つ
い
て
は
、

心
は
身
体
を
離
れ
て
も
存
在
す
る
と
見
る
か
、
心
は
身
体
と

一
つ
で
あ
る
と
見
る
か
で
、
見
解
が
分
か
れ
る
。
前
者
は
﹁
心

身
分
離
説
」、
後
者
は
﹁
心
身
統
合
説
」
と
呼
べ
よ
う
。
西
洋

世
界
で
は
心
身
分
離
を
原
理
と
す
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム ︵
ギ
リ
シ
ア

心
身
問
題
と
魂
の
死
後
存
続

―
ベル
ク
ソ
ン
の
哲
学
的
思
索
を
手
引
き
に
し
て

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
哲
学

棚
次
正
和

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
教
授
／
宗
教
哲
学
・
祈
り
研
究
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思
想
︶
と
、
心
身
統
合
の
生
き
た
人
間
を
重
視
す
る
ヘ
ブ
ラ

イ
ズ
ム
︵
ユ
ダ
ヤ
思
想
︶
と
の
対
立
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

プ
ラ
ト
ン
は
﹃
パ
イ
ド
ン
﹄
の
中
で
、
死
を
恐
れ
ず
に
従
容

と
し
て
毒
杯
を
仰
ぐ
師
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
次
の
よ
う
に
語
ら

せ
て
い
る
。﹁
思
惟
が
最
も
見
事
に
働
く
の
は
、
魂
が
聴
覚
、

苦
痛
、
快
楽
と
い
っ
た
肉
体
的
な
も
の
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
肉
体
を
離
れ
て
出
来
る
だ
け
魂
に
な
っ
て
、
肉
体
と

の
協
力
も
接
触
も
出
来
る
だ
け
拒
み
、
も
の
の
真
実
を
追
究

す
る
時3

」
で
あ
る
。
死
は
﹁
肉
体
か
ら
の
魂
の
解
放
と
離
脱
」

で
あ
る
か
ら
、
真
に
哲
学
す
る
こ
と
は
﹁
平
然
と
し
て
死
ぬ

こ
と
を
訓
練
す
る
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
﹁
肉
体
か

ら
の
魂
の
解
放
と
離
脱
」
を
目
指
す
思
想
は
、
心
身
分
離
説

の
代
表
で
あ
ろ
う
。
形
相
︵eidos

魂
︶
は
、
質
料
︵hyle

身

体
︶
な
し
で
も
存
在
し
う
る
の
で
あ
る
。

他
方
、﹃
旧
約
聖
書
﹄
に
お
け
る
人
類
誕
生
に
ま
つ
わ
る
二

カ
所
の
記
述
︱
一
つ
は
﹁
創
世
記
」
第
一
章
第
二
六
節
の

﹁
神
は
ま
た
言
わ
れ
た
、﹃
わ
れ
わ
れ
の
か
た
ち
に
、
わ
れ
わ

れ
に
か
た
ど
っ
て
人
を
造
り
、
こ
れ
に
海
の
魚
と
、
空
の
鳥

と
、
家
畜
と
、
地
の
す
べ
て
の
獣
と
、
地
の
す
べ
て
の
這
う

も
の
と
を
治
め
さ
せ
よ
う
﹄。
神
は
自
分
の
か
た
ち
に
人
を
創

造
さ
れ
た
。」
と
い
う
箇
所
、
も
う
一
つ
は
﹁
創
世
記
」
第
二

章
第
七
節
の
﹁
主
な
る
神
は
土
の
ち
り
で
人
を
造
り
、
命
の

息
を
そ
の
鼻
に
吹
き
い
れ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
人
は
生
き
た
者

と
な
っ
た
」
と
い
う
箇
所
︱
に
従
え
ば
、
人
類
は
﹁
神
の

像
と
似
姿
」
と
﹁
土
の
ち
り
に
命
の
息
」
と
い
う
二
重
の
仕

方
で
創
造
さ
れ
た
。
前
者
が
霊
的
次
元

0

0

0

0

の
創
造
だ
と
す
れ
ば
、

後
者
は
心
身
統
合
態

0

0

0

0

0

の
創
造
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
が
、
土

の
塵
に
命
の
息
が
吹
き
込
ま
れ
て
﹁
生
き
た
人
間
」
と
な
っ

た
と
い
う
人
間
観
は
、
心
身
統
合
説
の
典
型
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
形
相
︹
命
の
息
︺
は
質
料
︹
土
の
塵
︺
と
合
体
し

て
初
め
て
、﹁
生
き
た
人
間
」
が
成
立
す
る
。

こ
う
し
た
﹁
心
身
分
離
説
」
と
﹁
心
身
統
合
説
」
は
、
世

界
中
到
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
心
身
観
の
二
類
型
だ
と
推
察

さ
れ
る
が
、
こ
の
両
説
は
、
じ
つ
は
必
ず
し
も
排
斥
し
合
う

関
係
に
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
心
身
が
二
つ
に
分
離
し
た

後
、
心
が
別
の
微
細
な
身
体
を
ま
と
う
︱
よ
り
正
確
に
は
、

微
細
な
身
体
を
ま
と
っ
て
い
た
こ
と
が
顕
わ
と
な
る
︱
と

考
え
れ
ば
、
両
説
は
矛
盾
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
心
身
問
題

に
は
心
身
を
二
分
す
る
暗
黙
の
前
提
が
既
に
横
た
わ
っ
て
い

る
の
で
、
心
身
問
題
の
本
当
の
問
題

0

0

0

0

0

は
、
そ
の
二
分
法
自
体

の
是
非
を
同
時
に
問
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
経
験
的
実
感
に
最
も
近
い
心
身
相
関
的
な
二
元
論
は
、

理
論
的
な
不
備
を
抱
え
込
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

心
身
相
関
が
成
り
立
つ
根
拠
が
何
で
あ
る
か
不
明
で
あ
り
、

ま
た
心
身
相
関
に
お
い
て
自
己
超
越
・
自
己
実
現
が
遂
行
さ

れ
る
方
向
性
が
曖
昧
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
が
解

決
策
を
示
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
思
考
す
る
精
神

と
延
長
を
持
っ
た
身
体
が
合
一
す
る
理
由
が
説
明
不
可
能
で

あ
る
。
延
長
な
き
精
神
が
延
長
あ
る
身
体
と
つ
な
が
る
接
点

は
、
原
理
上
ど
こ
に
も
な
い
。
非
延
長
的
な
精
神
は
、
延
長

的
な
身
体
の
中
に
局
在
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
の
必

要
も
な
い
。
つ
ま
り
、
精
神
は
身
体
の
ど
こ

0

0

に
も
な
い

0

0

が
、
確

か
に
あ
る

0

0

の
で
あ
る
。
こ
の
逆
説
を
い
か
に
理
解
す
れ
ば
い

い
の
か
。
説
明
を
要
す
る
の
は
、
人
間
は
い
か
な
る
構
造
や

次
元
を
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
問
題

と
な
る
の
は
、
心
身
関
係

0

0

0

0

よ
り
も
人
間
の
存
在
構
造

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で

あ
る
。

1-

2
　
用
語
の
混
乱

と
こ
ろ
で
、
本
論
の
表
題
に
あ
る
﹁
魂
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
人
間
の
精
神
活
動
や
そ
の
本
体
を
指
す
用
語
は
、
必
ず

し
も
厳
密
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
霊
、

霊
性
、
霊
魂
、
魂
、
心
、
心
霊
、
心
魂
、
心
性
、
心
理
、
精

神
な
ど
は
、
国
語
辞
典
を
繙
い
て
も
厳
密
な
意
味
は
つ
か
め

な
い
。
ち
な
み
に
、
手
元
の
﹃
岩
波
国
語
辞
典 

第
三
版
﹄
に

よ
れ
ば
、
霊
は
﹁
肉
体
に
宿
っ
て
肉
体
を
支
配
す
る
働
き
を

も
つ
も
の
。
肉
体
を
離
れ
た
人
間
の
精
神
的
本
体
。
た
ま
し

い4

」、
霊
魂
は
﹁
肉
体
と
は
別
の
、
し
か
し
肉
体
に
も
宿
っ
て

諸
活
動
を
支
配
し
、
死
後
も
滅
び
な
い
と
考
え
ら
れ
る
、
精

神
的
実
体
。
た
ま
し
い5

」、
魂
は
﹁
身
体
に
宿
っ
て
心
の
働
き

を
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
る
も
の
。
古
来
、
肉
体
か
ら
独
立
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
た6

」、
心
は
﹁
体
に
対
し
︵
し
か
も
体
の

中
に
宿
る
も
の
と
し
て
の
︶
知
識
・
感
情
・
意
志
な
ど
の
精
神

的
な
働
き
の
も
と
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
。
ま
た
、
そ

の
働
き7

」、
心
霊
は
﹁
肉
体
を
離
れ
て
も
存
す
る
と
考
え
た
場

合
の
、
心
の
本
体
。
魂8

」、
心
魂
は
﹁
た
ま
し
い
。
精
神9

」、
心

性
は
﹁
こ
こ
ろ
。
精
神10

」、
心
理
は
﹁
心
の
働
き
。
意
識
の
状

態
・
変
化11

」、
精
神
は
﹁
人
間
の
心
。
非
物
質
的
・
知
的
な
働

き
を
す
る
と
見
た
場
合
の
心12

」
と
あ
る
。

霊
、
霊
魂
、
魂
、
心
、
精
神
な
ど
は
、
要
す
る
に
、
肉
体

に
宿
り
な
が
ら
肉
体
か
ら
独
立
し
う
る
人
間
の
精
神
活
動
と

そ
の
本
体
と
了
解
さ
れ
て
い
る
が
、
相
互
に
意
味
が
重
な
る

た
め
に
、そ
の
語
に
固
有
の
意
味
内
容
が
明
確
で
は
な
い
。
こ

の
曖
昧
な
言
語
使
用
に
起
因
す
る
混
乱
に
は
、
漢
字
の
移
入

や
外
国
語
の
翻
訳
の
問
題
も
絡
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。
た

と
え
ば
、spirit

―soul, esprit

―âm
e, G

eist

―Seele

と
い
う
広
義

の
精
神
活
動
に
関
す
る
二
語
の
セ
ッ
ト
を
翻
訳
す
る
場
合
、

霊
―魂
、
精
神
―魂
、
精
神
―心
、
霊
性
―霊
魂
、
魂
―心
、
心

霊
―心
な
ど
、
ま
ち
ま
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
にm

ind, 
heart ︵coeur, H

erz

︶
が
加
わ
れ
ば
、
紛
糾
の
度
は
さ
ら
に
増

す
。
精
神
活
動
を
指
す
用
語
の
曖
昧
さ
は
、
身
体
の
認
識
に

も
混
乱
や
先
入
見
を
招
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
上
述
し
た

よ
う
な
心
身
問
題
と
い
う
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
再
考
す
る
に
際
し
て
、
以

下
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
的
思
索
に
考
察
の
手
が
か
り

を
求
め
て
み
た
い
と
思
う
。
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2
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
帰
趨
す
る
と
こ
ろ

―
魂
の
死
後
存
続

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
が
、
一

九
〇
六
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
の
間
に
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク

ソ
ン
と
交
わ
し
た
対
話
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
が
、﹃
ベ
ル

ク
ソ
ン
と
の
対
話
﹄︵Entretiens avec Bergson, 1959

︶
で
あ
る
。
そ

の
中
に
個
人
の
死
後
存
続
︵la survie personnelle

︶
に
関
し
て
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
一
点
に
収
斂
す
る
三
つ
の
証
拠
を
挙
げ
た
話

が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
は
神
秘
家
の
経
験
で
す
。
今
か
ら
来
世
に
参
与
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
来
世
を
け
っ
し
て
排
除
す
る
の

で
は
な
く
、
た
だ
そ
こ
に
既
に
い
る
の
で
す
。
第
二
は
意

識
、
つ
ま
り
、
現
世
か
ら
脳
を
無
限
に
溢
れ
て
い
る
魂
で

す
。
こ
れ
は
﹃
物
質
と
記
憶
﹄
の
帰
結
で
す
。
最
後
に
第

三
に
心
霊
科
学
が
、
肉
体
の
目
で
見
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

よ
っ
て
、
死
後
存
続
の
低
位
部
分
の
な
に
も
の
か
を
知
覚

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
た
ぶ
ん
死
後
存
続
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
証
言
は
、
今
日
の
人
間
に
と
っ
て

重
み
を
も
つ
唯
一
の
も
の
で
す13

。︵
一
九
三
二
年
四
月
三
日
︶

三
つ
の
証
拠
と
は
、
神
秘
家
の
神
秘
体
験
、
哲
学
的
思
索

の
帰
結
、
そ
し
て
心
霊
科
学
の
報
告
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ

の
列
挙
順
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
神

秘
家
の
証
言
を
最
も
重
視
し
て
い
る
。
神
秘
家
た
ち
が
真
理

を
語
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠
を
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
彼
ら
の
そ

れ
ぞ
れ
独
自
で
特
異
な
経
験
の
間
に
存
在
す
る
符
合
一
致
に

見
出
し
て
い
た14

。
こ
の
符
合
一
致
に
信
頼
を
寄
せ
る
の
を
拒

め
ば
、
学
問
全
体
が
崩
壊
す
る
と
さ
え
語
っ
て
い
る
。
た
だ
、

神
秘
家
は
魂
の
死
後
存
続
︵survivance de l ’âm

e

︶
や
不
滅
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
に
も
僅
か
し
か
書
き
記
し
て
い
な
い
こ
と

に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
驚
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
﹁
神
と
一

体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
神
に
お
い
て
生
き
、
神
に
お
い
て

彼
岸
と
交
渉
を
持
っ
て
い
る15

」
た
め
に
、
彼
ら
に
は
そ
れ
が

光
の
如
き
明
証
さ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
気
づ
い
た
と
い

う
。
さ
ら
に
、﹁
彼
岸
に
対
す
る
熱
烈
な
信
仰
は
人
類
を
変
え

る
も
の
だ
と
信
じ
ま
す
」
と
い
う
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
の
言
葉
に
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
﹁
君
の
言
う
こ
と
に
全
面
的
に
賛
同
し
ま
す
。

宗
教
生
活
へ
の
復
帰
の
み
が
人
類
を
焦
眉
の
危
急
か
ら
救
う

こ
と
が
で
き
ま
す16

」
と
応
え
て
い
る
。
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

が
挙
げ
た
順
序
に
従
っ
て
、
三
つ
の
証
拠
に
関
す
る
彼
の
見

解
を
も
う
少
し
子
細
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

2-

1
　
神
秘
家
の
神
秘
的
経
験

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
神
秘
家
の
体
験
や
神
秘
主
義
に
関
心
を
抱

き
始
め
た
の
は
一
九
〇
八
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、﹃
創

造
的
進
化
﹄︵
一
九
〇
七
年
︶
を
出
版
し
た
翌
年
、
彼
が
四
九

歳
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、﹃
道
徳
と
宗
教
の
二
つ
の
源

泉
﹄︵
一
九
三
二
年
、
以
下
﹃
二
源
泉
﹄、
あ
る
い
はD

S.

と
略
記
、

数
字
は
頁
数17

︶
ま
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
四
半
世
紀
の
間
、
二
つ

の
論
文
集
の
出
版
︱
﹃
精
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹄︵
一
九
一
九

年
︶、﹃
思
想
と
動
く
も
の
﹄︵
一
九
三
四
年
、
以
下PM

. 

と
略

記
︶

︱
以
外
は
沈
黙
を
守
っ
た
。

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
経
験
と
推
論
以
外
の
真
理
の
出
所
を
認

め
ず
、
何
よ
り
も
哲
学
の
方
法
の
確
立
に
腐
心
し
て
い
た
が
、

哲
学
的
思
索
を
進
め
る
過
程
で
、
神
秘
家
に
よ
る
非
日
常
的

経
験
の
哲
学
的
価
値
を
問
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ

の
結
果
、
宗
教
伝
統
を
異
に
す
る
神
秘
家
た
ち
の
証
言
が
符

合
一
致
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、
彼
ら
の
証
言
を
哲
学
的
思
惟

の
有
力
な
補
助
線

0

0

0

︵lignes auxiliaires

︶
と
し
て
利
用
す
べ
き
こ

と
を
説
く
に
至
っ
た
。
日
常
的
経
験
や
哲
学
的
思
惟
だ
け
で

は
届
か
な
い
認
識
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
神
秘
家
た
ち
の
証

言
を
事
実
の
線
分

0

0

0

0

0

と
見
な
し
た
。
個
々
の
経
験
的
事
実
を
線

分
に
な
ぞ
ら
え
、
一
本
一
本
の
線
分
は
十
分
な
長
さ
を
持
た

ぬ
た
め
に
、
単
に
真
理
の
方
向
し
か
指
し
示
さ
な
い
と
見
立

て
た
。
測
量
技
師
な
ら
、
直
接
足
を
運
べ
な
い
地
点
へ
の
距

離
を
測
る
た
め
に
は
、
到
達
可
能
な
二
地
点
か
ら
当
該
地
点

へ
方
向
鏡
照
準
を
つ
け
る
﹁
交
会
測
量
法
︵m

éthode de 

recoupem
ent

︶」
を
採
る
は
ず
で
あ
る
。
普
通
人
に
は
経
験
さ

れ
な
い
稀
有
な
神
秘
的
経
験
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
様
々
な

神
秘
家
の
証
言
︹
事
実
の
線
分
︺
が
指
し
示
す
方
向
を
比
較
・

検
討
し
な
が
ら
相
互
に
照
合
さ
せ
る
交
会
測
量
法
に
よ
っ
て

測
定
す
る
他
は
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ

形
而
上
学
を
決
定
的
に
進
歩
さ
せ
う
る
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、

そ
の
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
が
漸
次
蓄
積
さ
れ
て
、
次

第
に
蓋
然
性
の
度
合
い
を
増
し
て
ゆ
く
知
識
に
到
達
す
る

﹁
経
験
的
な
形
而
上
学
」
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

神
秘
的
経
験
︵expérience m

ystique

︶
と
い
え
ど
も
、
神
秘

家
に
よ
る
経
験
的
事
実
に
違
い
な
い
。
し
か
し
神
秘
的
経
験

が
そ
れ
単
独
で
決
定
的
に
確
実
な
真
理
を
哲
学
者
に
も
た
ら

す
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
客
観
的
価
値
を
持
ち
う
る
た
め

に
は
、
哲
学
や
科
学
が
依
拠
す
る
客
観
的
な
経
験
と
妥
当
な

推
論
に
よ
っ
て
、
そ
の
種
の
経
験
の
可
能
性
や
蓋
然
性
が
保

証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
力
説
す
る
の
は
、
神

秘
的
経
験
と
哲
学
的
思
惟
と
の
相
互
補
強
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
方
で
神
秘
的
経
験
は
通
常
の
経
験
を
超
え
た
実
在
の
深
み

を
哲
学
に
提
供
し
、
他
方
で
哲
学
は
思
惟
の
客
観
性

0

0

0

0

0

0

を
神
秘

的
経
験
に
投
げ
返
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る

︵D
S.263-265

︶。

そ
れ
に
し
て
も
、
神
秘
的
経
験
と
は
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ

う
な
経
験
を
指
す
の
か
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

ズ
編
﹃
宗
教
・
倫
理
百
科
事
典
﹄
の
﹁
神
秘
主
義
」
の
項
に

は
、﹁
神
と
の
直
接
的
交
渉
の
第
一
次
的
経
験
と
、
絶
対
的
実

在
と
の
魂
の
可
能
な
合
一
に
つ
い
て
の
神
学
的
形
而
上
学
的

教
説
の
双
方
を
含
む
」
が
、
前
者
を
神
秘
的
経
験
︵m

ystical 
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experience

︶
と
呼
び
、
後
者
を
神
秘
主
義
︵m

ysticism

︶
の
名

で
示
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る18

。
ま
た
、﹃
宗
教
学
辞
典
﹄
の

﹁
神
秘
主
義
」
の
項
に
は
、﹁
神
、
最
高
実
在
、
あ
る
い
は
宇

宙
の
究
極
根
拠
な
ど
と
し
て
考
え
ら
れ
る
絶
対
者
を
そ
の
絶

対
性
の
ま
ま
に
自
己
の
内
面
で
直
接
に
体
験
し
よ
う
と
す
る

立
場
、
そ
し
て
そ
の
体
験
に
よ
っ
て
自
己
が
真
実
の
自
己
に

な
る
と
す
る
立
場19

」
と
さ
れ
、
そ
の
体
験
の
特
徴
と
し
て
直

接
性
・
不
可
説
性
・
内
面
性
・
受
動
性
・
生
命
性
・
主
体
性

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
神
秘
家
の
宗
教
的
文
化
的
背
景

は
多
種
多
様
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら
の
証
言
は
驚
く
ほ
ど
内
面

的
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、﹁
神
秘
的
経
験
」
の
特
徴

に
つ
い
て
は
共
通
認
識
が
あ
る
が
、
歴
史
的
な
教
説
と
し
て

の
﹁
神
秘
主
義
」
に
関
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
神
秘
家
や
神
秘
主
義
に
関
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
自
身

は
、
ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
た
の
か
。
　

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、﹁
真
の
神
秘
主
義
」
を
﹁
生
の
躍
動
︵élan 

vital

︶」
と
の
関
係
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、﹁
そ
れ
の
位
置
は
、
物
質
中
を
貫
い
て
放
出
さ
れ
た

精
神
の
本
流
が
、
お
そ
ら
く
達
し
よ
う
と
望
み
な
が
ら
現
実

に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
地
点
に
あ
る
」︵D

S.226

︶。
つ
ま

り
、
神
秘
主
義
を
人
類
の
進
化
し
た
状
態
の
先
取
り
と
見
な

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
秘
家
は
各
々
が
独
自
の
霊
性
を
体

現
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
出
現
の
つ
ど
﹁
唯
一
の
個
体
か
ら

成
る
新
し
い
種
の
創
造
」︵D
S.97

︶
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
　 

神
秘
家
と
神
秘
主
義
に
対
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
基
本
理
解

は
、
さ
ら
に
以
下
の
二
つ
の
言
葉
か
ら
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、﹁
偉
大
な
神
秘
家
と
は
人
間
種
の
物
質
性
の
ゆ
え
に

指
定
さ
れ
た
様
々
な
制
限
を
乗
り
越
え
、
神
の
働
き
を
続
け
、

か
く
し
て
そ
れ
を
さ
ら
に
先
へ
伸
ば
し
て
ゆ
く
よ
う
な
個
性

だ
ろ
う︵Le grand m

ystique serait une individualité qui franchirait 

les lim
ites assignées à l ’espèce par sa m

atérialité, qui continuerait et 

prolongerait ainsi l ’action divine.

︶」︵D
S.233

︶
と
い
う
言
葉
A

で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、﹁
そ
れ
［
完
全
な
神
秘
主
義
］
は
行

為
で
あ
り
、
創
造
で
あ
り
、
愛
で
あ
ろ
う︵C

elui-ci serait action, 

création, am
our.

︶」︵D
S.238

︶［
括
弧
内
は
筆
者
の
補
足
］
と
い

う
言
葉
B
で
あ
る
。﹃
二
源
泉
﹄
の
中
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
神

秘
主
義
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
東
洋
︵
特
に
イ
ン
ド
︶
と
キ
リ
ス

ト
教
の
三
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
が
、
神
秘
主
義
の
極
致
を

﹁
生
が
顕
わ
に
し
て
い
る
創
造
的
努
力
と
触
れ
合
う
こ
と
、
し

た
が
っ
て
ま
た
こ
の
努
力
と
部
分
的
に
一
つ
と
な
る
こ
と
」

︵D
S.233

︶
に
見
る
立
場
か
ら
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
︱
そ
の

哲
学
的
発
展
の
頂
点
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
︱
で
は
、
脱
我
や

観
照
に
止
ま
っ
て
行
動
へ
と
展
開
し
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
人

間
の
意
志
が
神
の
意
志
と
一
つ
に
な
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た

点
で
不
完
全
と
見
な
さ
れ
る
。
ま
た
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
仏

教
な
ど
が
高
揚
し
た
言
葉
で
慈
悲
を
薦
め
な
が
ら
も
、
躍
動

不
足
で
運
動
が
﹁
中
途
で
停
止
し
て
、
人
間
的
生
は
離
れ
な

が
ら
も
神
的
生
に
は
届
か
ず
、
二
つ
の
活
動
の
中
間
で
無
の

眩
暈
の
内
に
宙
吊
り
に
な
っ
て
い
る
た
め
」︵D

S.238

︶、
魂

が
躓
く
可
能
性
が
あ
る
と
危
惧
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
完
全

な
神
秘
主
義
は
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
や
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ

ン
ダ
に
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
始
動
さ
せ
た
の
は
、
他
な

ら
ぬ
西
欧
の
産
業
文
明
で
あ
り
、
西
欧
起
源
の
機
械
技
術
の

導
入
に
よ
る
組
織
や
制
度
の
改
革
を
通
し
て
初
め
て
厭
世
思

想
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
見
て
い
る
。
　

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
見
解
で
は
、
完
全
な
神
秘
主
義
が
実
現
さ

れ
た
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
を
引
き
継
い
だ
偉
大
な

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
家
、
た
と
え
ば
聖
パ
ウ
ロ
、
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
聖
テ
レ
ジ
ア
、
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
ら
︱
ベ
ル
ク

ソ
ン
在
世
時
で
は
イ
エ
ス
の
マ
リ
ア
修
道
院
長
、
ラ
ザ
レ
派

僧
院
の
プ
ー
ジ
ェ
師
ら
︱
に
お
い
て
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
系

フ
ラ
ン
ス
人
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
完
成
さ
れ
た

姿
を
キ
リ
ス
ト
教
、
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
に
見
出
し

た
。
神
秘
家
の
言
動
は
見
神
体
験
や
脱
我
と
い
う
非
日
常
的

状
態
を
伴
う
が
ゆ
え
に
、
し
ば
し
ば
精
神
異
常
者
と
同
類
視

さ
れ
る
が
、
彼
ら
の
確
か
な
知
的
健
康
や
良
識
に
よ
っ
て
見

紛
う
こ
と
な
く
識
別
さ
れ
う
る
。
ま
た
、
何
よ
り
も
彼
ら
自

身
が
そ
の
種
の
非
日
常
的
体
験
を
究
極
的
状
態
に
至
る
た
め

の
途
上
の
出
来
事
と
見
な
し
て
い
る
と
い
う
。

さ
て
、
言
葉
A
と
言
葉
B
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
が
神
秘
家
や
神
秘
主
義
を
前
著
﹃
創
造
的
進
化
﹄
で

提
示
し
た
﹁
生
の
躍
動
」
と
い
う
宇
宙
創
造
の
根
源
的
な
運

動
原
理
の
中
で
捉
え
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
人
間
が
生

物
種
で
あ
る
以
上
、
様
々
な
物
質
的
制
約
を
被
る
こ
と
は
不

可
避
だ
が
、
神
秘
家
は
そ
の
物
質
的
制
約
を
乗
り
越
え
て
神

の
意
志
と
一
体
と
な
っ
て
生
の
躍
動
を
さ
ら
に
先
へ
と
伸
ば

そ
う
と
す
る
。
彼
ら
が
位
置
す
る
の
は
、
ま
さ
に
﹁
精
神
の

本
流
が
、
お
そ
ら
く
達
し
よ
う
と
望
み
な
が
ら
現
実
に
は
到

達
で
き
な
か
っ
た
地
点
」、
つ
ま
り
生
の
進
化
運
動
を
先
取
り

し
た
地
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
類
の
彼
方
へ
の
跳
躍
と
し
て

﹁
唯
一
の
個
体
か
ら
成
る
新
し
い
種
の
創
造
」
と
言
え
る
も
の

だ
が
、
創
造
的
進
化
を
遂
げ
る
﹁
生
の
躍
動
」
は
、
神
秘
家

に
お
い
て
ペ
ル
ソ
ナ
の
要
素
を
鮮
や
か
に
体
現
さ
せ
る
。
言

葉
A
が
神
秘
主
義
を
進
化
運
動
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
た
の

に
対
し
て
、
言
葉
B
は
そ
の
﹁
生
の
躍
動
」
が
﹁
愛
の
躍
動
」

へ
と
根
源
的
に
転
調
・
変
容
し
た
次
元
を
指
す
も
の
と
解
さ

れ
る20

。
完
全
な
神
秘
主
義
の
証
と
さ
れ
た
﹁
行
為
」
と
﹁
創
造
」

と
﹁
愛
」
は
、﹁
神
の
意
志
と
の
合
一
」
と
い
う
究
極
的
状
態

が
有
す
る
力
動
性
の
三
局
面
と
理
解
さ
れ
る
以
上
、
そ
れ
ら

は
常
人
の
実
現
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
神
秘

家
は
、
人
間
的
制
約
を
克
服
し
た
超
人

0

0

で
あ
る
と
同
時
に
、
神

の
働
き
の
全
き
受
動
者
た
る
神
の
協
働
者

0

0

0

0

0

、
そ
れ
ゆ
え
小
さ

0

0

な
神
々

0

0

0

と
も
呼
ば
れ
う
る
存
在
で
あ
る
。

こ
の
脈
絡
に
お
い
て
﹁
行
為
︵action

︶」
の
対
概
念
と
想
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定
さ
れ
る
の
は
、﹁
観
照
︵theoria

︶」
で
あ
る
。
物
事
の
本
質

を
直
観
す
る
と
い
う
目
的
そ
れ
自
体
で
あ
る
﹁
観
照
」
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
で
は
最
高
の
精
神
活
動
と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
﹁
行
為
︵praxis

︶」
や
﹁
制
作
︵poiesis

︶」
は
、
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
下
位
の
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
こ
こ
で
﹁
行
為
」
に
与
え
る

意
味
は
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
る
。
神
の
意
志
と

の
合
一
に
神
秘
主
義
の
極
致
を
見
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、﹁
観

照
」
は
主
知
主
義
的
な
態
度
、
あ
る
い
は
開
か
れ
つ
つ
あ
る

魂
の
態
度
で
あ
っ
て
、
い
っ
た
ん
は
身
を
起
こ
し
た
が
、
躍

動
不
足
の
ゆ
え
に
﹁
開
い
た
も
の
」
へ
は
超
出
で
き
ず
に
魂

が
知
性
の
平
面
に
落
ち
、
捨
て
去
っ
た
﹁
閉
じ
た
も
の
」
に

は
無
関
心
を
行
ず
る
態
度
に
す
ぎ
な
い
。
知
的
観
念
と
現
実

的
行
動
の
間
隙
を
跳
び
超
え
る
に
は
、
十
分
な
躍
動
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
行
為
に
対
す
る

観
照
の
優
位
を
逆
転
さ
せ
、
行
為
を
観
照
の
上
位
に
置
い
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
完
全
な
神
秘
主
義
は
、
何
よ
り
も

﹁
行
動
的
神
秘
主
義
︵m

ysticism
e agissant

︶」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
﹁
行
為
」
観
念
は
、
必
ず
し
も

一
様
で
は
な
い
。﹁
行
動
す
る
た
め
に
見
る
︵voir pour agir

︶」

と
言
わ
れ
る
日
常
的
認
識
、
お
よ
び
そ
れ
を
方
法
的
に
厳
密

化
さ
せ
た
科
学
的
認
識
は
、
行
動
の
観
点
か
ら
時
間
を
空
間

化
し
、
現
実
の
運
動
を
不
動
に
還
元
す
る
操
作
に
基
づ
い
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
事
の
本
質
を
洞
察
す
る
た
め
に
は
、

純
粋
に
﹁
見
る
た
め
に
見
る
︵voir pour voir

︶」
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
直
観
は
静
的
な
観
照
で
は
あ
り
え
ず
、
現
実

を
持
続
の
相
の
下
に

0

0

0

0

0

0

0

見
る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
動
的
な
現
実

を
捉
え
て
直
観
自
身
が
運
動
と
化
す
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
こ

そ
が
、﹁
見
る
た
め
に
行
動
す
る
︵agir pour voir

︶」
と
も
言

う
べ
き
行
動
的
神
秘
主
義
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
こ
の
境
位
で

は
、
観
照
は
行
為
に
連
動
し
て
、
い
わ
ば
観
照
的
行
為

0

0

0

0

0

の
境

位
が
姿
を
現
わ
す
の
で
あ
る
。

﹁
創
造
︵création

︶」
は
、﹃
二
源
泉
﹄
以
前
の
著
作
で
は
意

識
の
創
造
的
自
由
や
生
の
創
造
的
進
化
運
動
を
意
味
し
て
い

た
。﹃
二
源
泉
﹄
で
言
わ
れ
る
﹁
創
造
」
は
、
意
識
や
生
命
の

内
発
的
な
予
見
不
可
能
な
創
造
性
の
他
に
、
創
造
主
と
被
造

物
の
関
係
を
射
程
に
入
れ
た
宇
宙
進
化
論
的
な
視
野
の
拡
が

り
の
中
で
考
察
さ
れ
、
し
か
も
﹁
愛
」
の
原
理
と
結
び
つ
い

た
、
よ
り
い
っ
そ
う
根
源
的
な
地
平
で
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
。

﹃
創
造
的
進
化
﹄
で
の
生
の
躍
動
の
﹁
中
心
」
が
、﹃
二
源
泉
﹄

で
は
創
造
主
た
る
﹁
神
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
神
は
﹁
愛

で
あ
り
、
愛
の
対
象
で
あ
る
」︵D

S.267

︶
こ
と
が
顕
わ
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
神
秘
家
を
焼
き
尽
く
す
﹁
愛
︵am

our

︶」

は
、
理
性
の
名
の
下
に
薦
め
ら
れ
る
同
胞
愛
で
も
、
本
能
的

感
情
に
根
ざ
す
家
族
愛
や
祖
国
愛
で
も
な
い
。
神
秘
家
の
人

類
愛
は
、
理
知
や
情
意
の
根
源
に
あ
る
愛
、
つ
ま
り
﹁
万
物

を
創
造
し
た
愛
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
﹁
愛
」
が
欲

す
る
こ
と
は
、﹁
神
の
佑
助
を
得
て
、
人
間
種
の
創
造
を
完
成

す
る
こ
と
」︵D

S.248

︶
で
あ
っ
て
、﹁
被
造
物

︱
種
と
し

て
の
人
間
︱
を
創
造
す
る
努
力
に
変
え
、
定
義
の
上
か
ら

停
止
と
決
ま
っ
た
も
の
を
運
動
に
変
え
よ
う
と
す
る
」

︵D
S.249

︶。
こ
う
し
て
、
宇
宙
の
創
造
原
理
た
る
﹁
生
の
躍

動
」
は
、
隠
さ
れ
て
い
た
実
相
、
す
な
わ
ち
﹁
愛
の
躍
動
」

の
次
元
へ
と
転
調
さ
れ
る
。
創
造
と
は
﹁
創
造
す
る
者
た
ち

を
創
造
し
、
神
の
愛
を
受
け
る
に
値
す
る
存
在
を
仲
間
と
し

給
う
神
の
御
業
」︵D

S.270

︶
で
あ
る
。
神
秘
家
が
示
唆
す
る

世
界
観
を
受
け
入
れ
る
と
き
、﹁
宇
宙
と
は
、
愛
と
愛
さ
ず
に

お
か
ぬ
要
求
と
の
可
視
的
で
可
触
的
な
側
面
に
す
ぎ
な
い
」

︵D
S.271

︶
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
宇
宙
論

的
展
望
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、﹁
創
造
力
」
に
し
て
か
つ
﹁
ペ
ル
ソ
ナ
」
で
あ
る
と

す
る
、
一
見
宥
和
し
難
い
二
項
を
含
む
神
観
を
可
能
な
ら
し

め
る
も
の
こ
そ
、﹁
愛
」
に
他
な
ら
な
い
。
創
造
原
理
が
非
ペ

ル
ソ
ナ
的
と
す
る
前
提
に
は
、
創
造
が
﹁
無
か
ら
の
創
造
」、

す
な
わ
ち
初
め
に
無
や
カ
オ
ス
が
あ
っ
て
後
で
存
在
や
秩
序

が
付
加
さ
れ
た
と
す
る
先
入
見
が
潜
ん
で
い
る
。
無
の
観
念

は
、
有
の
否
定
と
い
う
論
理
的
操
作
と
、
求
め
た
も
の
が
無

い
ゆ
え
の
失
望
と
い
う
心
理
的
契
機
を
隠
し
持
つ
た
め
に
、
有

の
観
念
よ
り
も
内
容
が
多
い
の
で
あ
る21

。
し
た
が
っ
て
、﹁
無

か
ら
の
創
造
」
の
考
え
を
放
棄
す
れ
ば
、
ペ
ル
ソ
ナ
も
進
化

運
動
の
最
先
端
で
見
出
さ
れ
る
特
性
で
は
な
く
、
既
に
宇
宙

開
闢
の
と
き
に
存
在
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
宇
宙
創
世

時
に
潜
在
す
る
﹁
超
意
識
」
の
想
定
や
、﹁
物
質
と
知
性
の
同

時
発
生
」︵PM

.230, 236

︶
に
関
す
る
仮
説
︱
意
識
の
緊
張

の
弛
緩
か
ら
物
質
の
発
生
を
説
く
仮
説
︱
は
、
ペ
ル
ソ
ナ

的
精
神
原
理
と
非
ペ
ル
ソ
ナ
的
物
質
原
理
の
峻
別
と
同
時
に
、

そ
の
両
者
の
相
互
浸
透
の
可
能
性
を
も
強
く
示
唆
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
　

神
秘
的
経
験
と
は
、
要
す
る
に
﹁
神
と
一
体
の
経
験
」
で

あ
り
、
神
の
臨
在
に
お
い
て
魂
が
歓
喜
に
包
ま
れ
る
経
験
で

あ
る
。
こ
の
表
現
自
体
が
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
観

を
前
提
し
て
お
り
、
第
一
次
的
な
経
験
と
い
う
よ
り
も
、
宗

教
的
解
釈
を
経
た
第
二
次
的
な
教
説
と
共
振
す
る
も
の
で
あ

る
。
も
う
少
し
一
般
化
し
て
、﹁
絶
対
と
の
統
一
の
経
験
」
と

言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
絶
対
と
は
、
生
滅
す
る
現
象
と

し
て
の
相
対
を
絶
し
た
実
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
相
対
と
関

わ
る
と
き
、
空
間
的
に
は
無
限
、
時
間
的
に
は
永
遠
と
仰
が

れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
神
秘
的
経
験
は
、
死
す
べ
き
人

間
が
不
死
な
る
生
命
を
自
覚
・
再
認
す
る
逆
説
的
経
験
と
な

る
。
何
よ
り
も
神
秘
家
自
身
が
、
こ
の
世
に
お
い
て
既
に
魂

の
永
生
を
自
証
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、﹁
心
身
問
題
」
の
探

究
は
、
神
秘
的
経
験
を
哲
学
的
思
索
の
補
助
線

0

0

0

と
す
る
こ
と

で
、﹁
魂
の
死
後
存
続
」
の
可
能
性
、
む
し
ろ
蓋
然
性
さ
え
考

え
う
る
地
平
へ
と
出
る
こ
と
に
な
る
。
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2
　
哲
学
的
思
索
の
帰
結

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
魂
の
死
後
存
続
に
関
す
る
証
拠
と
し
て
挙

げ
た
二
つ
目
は
、
彼
自
身
の
長
年
に
わ
た
る
哲
学
的
思
索
の

帰
結
で
あ
る
。
心
身
問
題
を
主
題
的
に
論
じ
た
の
は
、
著
書

﹃
物
質
と
記
憶
﹄︵M

atière et M
émoire, 1896, 

以
下M

M
.

と
略
記22

︶

で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
着
眼
し
た
の
は
、
心
理
と
生
理
の

関
係
、
す
な
わ
ち
心
身
の
相
互
作
用
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
記
憶
の
大
脳
局
在
問
題
に
凝
縮
さ
れ
、
最
終
的
に
は
言

葉
の
記
憶
︵
失
語
症aphasie
︶
の
問
題
に
帰
着
し
た
。

﹃
物
質
と
記
憶
﹄
で
は
、
心
身
問
題
が
精
神
と
物
質
の
接
合

点
で
あ
る
記
憶
力
、
と
り
わ
け
言
葉
の
聴
覚
的
記
憶
力
の
問

題
と
し
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
存

在
す
る
も
の
は
一
切
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
眼

前
に
開
か
れ
る
多
彩
な
形
像
も
、
意
識
に
浮
か
ぶ
多
様
な
心

像
も
、
す
べ
て
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
観

念
論
者
が
表
象

0

0

と
呼
ぶ
も
の
以
上
だ
が
、
実
在
論
者
が
事
物

0

0

と
呼
ぶ
も
の
以
下
で
あ
る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、﹁
事
物
と
表
象

の
中
間
的
存
在
」︵M

M
.5

︶
で
あ
る
。
観
念
論
が
物
質
を
精

神
の
内
部
に
移
し
、
実
在
論
が
事
物
を
認
識
主
観
の
外
に
置

く
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
物
質
的
対
象
を
そ
れ
自
体

で
存
在
し
、
し
か
も
我
々
が
認
め
る
ま
ま
の
精
彩
あ
る
姿
を

し
て
い
る
と
認
め
る
。
二
つ
の
極
論
を
捨
て
て
、
常
識
の
観

点
に
立
つ
の
で
あ
る
。
存
在
す
る
も
の
は
一
切
イ
マ
ー
ジ
ュ

で
あ
り
、
自
然
法
則
に
従
っ
て
常
に
互
い
に
作
用
を
受
け
た

だ
け
反
作
用
を
返
し
合
っ
て
い
る
。
受
け
た
作
用
と
返
さ
れ

る
反
作
用
の
間
に
は
恒
常
の
因
果
関
係
が
働
い
て
お
り
、
自

由
が
侵
入
す
る
余
地
は
な
い
。
宇
宙
の
全
現
象
の
相
互
作
用

は
、
こ
う
し
て
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
相
互
作
用
と
見
な
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
外
的
知
覚
の
み
な
ら
ず
内
的
感
情
に
よ
っ
て

も
知
ら
れ
る
特
殊
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
イ

マ
ー
ジ
ュ
の
総
体
︵
つ
ま
り
宇
宙
︶
に
お
い
て
、
諸
々
の
イ
マ

ー
ジ
ュ
が
相
互
に
受
け
取
っ
た
作
用
を
必
然
的
な
仕
方
で
返

し
合
っ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
受
け
取
っ
た
作
用
の
返
し
方

を
あ
る
程
度
選
択
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
の
特
殊
な
イ

マ
ー
ジ
ュ
、
そ
れ
が
﹁
私
の
身
体
︵m

on corps

︶」
で
あ
る
。

知
覚
の
開
け
、
す
な
わ
ち
﹁
私
の
身
体
を
取
り
巻
く
諸
対
象

は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
私
の
身
体
の
可
能
的
行
動
︵l ’action 

possible de m
on corps

︶
を
反
射
し
て
い
る
」︵M

M
.16

︶
の
で

あ
り
、﹁
私
の
身
体
」
は
﹁
行
動
の
中
心
」
で
あ
る
。
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
、﹁
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
総
体
を
物
質
︵la m

atière

︶
と
呼

び
、
そ
の
同
じ
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
或
る
特
殊
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
、
す

な
わ
ち
私
の
身
体
の
可
能
的
行
動
へ
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
場

合
に
は
、
こ
れ
を
物
質
の
知
覚
︵la perception de la m

atière

︶」

︵M
M

.17

︶
と
呼
ぶ
。
要
す
る
に
、﹁
物
質
」
と
﹁
物
質
の
知

覚
」
の
二
系
列
を
定
立
す
る
の
だ
が
、
こ
の
二
系
列
は
、
科

学
︵science

︶
と
意
識
︵conscience

︶
の
二
系
列
に
対
応
し
て

い
る
。﹁
精
神
と
物
質
」
の
問
題
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
論
の
視
点

か
ら
﹁
知
覚
と
物
質
」
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

次
い
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
認
識
の
主
観
性
を
構
成
す
る

記
憶
力
を
ひ
と
ま
ず
括
弧
に
入
れ
、﹁
純
粋
知
覚
︵perception 

pure

︶」
の
仮
説
を
提
出
す
る
。
そ
れ
は
﹁
現
在
の
内
に
没
入

し
て
あ
ら
ゆ
る
形
の
下
で
の
記
憶
力
を
除
去
し
、
物
質
に
つ

い
て
直
接
的
か
つ
瞬
間
的
直
観
を
獲
得
し
得
る
よ
う
な
知
覚
」

︵M
M

.31

︶
で
あ
り
、
非
人
格
的
な
知
覚
で
あ
る
。
物
質

0

0

と
物0

質
の
知
覚

0

0

0

0

の
隔
た
り
は
、
現
存

0

0

︵la présence

︶
と
表
象

0

0

︵la 
représence

︶
の
隔
た
り
で
あ
っ
て
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
表
象
は
、

じ
つ
は
そ
の
現
存
よ
り
も
少
な
い
。﹁
対
象
を
照
ら
し
出
す
の

で
は
な
く
、
反
対
に
対
象
の
若
干
の
側
面
を
闇
の
中
に
隠
し
、

対
象
そ
の
も
の
の
大
部
分
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
」︵M

M
.34

︶

に
よ
っ
て
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
表
象
が
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う

に
、
ま
ず
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
総
体
と
し
て
の
物
質
世
界
全
体
に

権
利
上
は
位
置
し
て
い
て
、
そ
の
現
存
す
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
の

減
少
と
し
て
知
覚

0

0

を
捉
え
返
す
の
で
あ
る
。﹁
私
の
身
体
」
は

現
実
的
行
動
の
形
で
物
質
世
界
の
必
然
の
リ
ズ
ム
に
時
間
的

遅
延
を
挿
入
す
る
と
同
時
に
、
可
能
的
行
動
の
形
で
周
囲
の

諸
対
象
を
利
害
関
係
に
応
じ
て
空
間
的
に
階
梯
づ
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
﹁
純
粋
知
覚
」
の
分
析
を
通
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は

以
下
の
二
つ
の
結
論
に
導
か
れ
る
。
一
つ
は
、
脳
は
た
だ
行

動
の
道
具
で
あ
り
、
表
象
を
生
み
出
す
道
具
で
は
な
い
と
い

う
、
知
覚
に
お
け
る
脳
の
役
割
に
つ
い
て
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
、
純
粋
知
覚
に
お
い
て
我
々
は
外
的
事
物
の
実
在
性
に

触
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
結
論

は
直
接
的
な
検
証
を
許
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
、
今
度
は
検
証
可
能
な
﹁
記
憶
力
︵m

ém
oire

︶」
の

問
題
に
着
眼
し
、
純
粋
知
覚
の
理
論
に
二
つ
の
主
観
的
要
素

﹁
記
憶
力
」
と
﹁
感
情
」︵
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
現
実
に
内
面
か
ら
知

覚
す
る
こ
と
︶
を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
身
体
に
拡
が
り

0

0

0

︵extension

︶
を
回
復
さ
せ
、
知
覚
に
持
続

0

0

︵durée

︶
を
取
り

戻
さ
せ
る
。

イ
マ
ー
ジ
ュ
の
保
存
と
再
認
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
二
種
類
の
形
式
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ

る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
保
存
に
関
し
て
は
、﹁
習
得
さ
れ
た
記

憶
」︵
過
去
を
身
体
の
運
動
機
構
の
中
に
定
着
し
た
も
の
︶
と
﹁
自

発
的
記
憶
」︵
一
切
の
出
来
事
を
細
大
漏
ら
さ
ず
記
憶
イ
マ
ー
ジ

ュ
の
形
で
記
録
し
た
も
の
︶
が
区
別
さ
れ
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
再

認
に
つ
い
て
も
、﹁
自
動
的
再
認
」︵
記
憶
の
介
入
を
ま
た
ず
に

身
体
だ
け
で
行
な
う
再
認
︶
と
﹁
注
意
的
再
認
」︵
過
去
の
記
憶

イ
マ
ー
ジ
ュ
を
現
在
の
知
覚
的
運
動
の
中
で
把
握
し
直
す
再
認
︶

に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
再
認
の
疾
患
で
も
、
知
覚
と
随
伴

運
動
の
絆
の
破
壊
と
、
過
去
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
喚
起
不
能
の

二
種
類
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
者
で
は
自
動
的
注
意

0

0

0

0

0

の
感
覚
運
動
機
構

0

0

0

0

0

0

0

が
冒
さ
れ
、
後
者
で
は
有
意
的
注
意
の
表

0

0

0

0

0

0

0

象
機
構

0

0

0

が
冒
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
知
覚
さ
れ
た
イ
マ

ー
ジ
ュ
、
感
情
を
帯
び
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
す
べ
て
保
存
さ
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れ
て
い
る
。
こ
の
記
憶
の
全
体
的
保
存
と
い
う
着
想
は
、﹁
純

粋
記
憶
︵souvenir pur

︶」23

の
概
念
に
結
晶
化
す
る
。
そ
れ
は
、

物
質
の
一
部
を
な
す
﹁
純
粋
知
覚
」
の
対
極
に
位
置
す
る
精

神
の
深
奥
に
潜
む
実
体
的
基
盤
で
あ
る
。
こ
の
両
極
に
挟
ま

れ
て
生
を
照
ら
す
有
用
な
記
憶
が
想
起
さ
れ
て
﹁
運
動
図
式

︵schèm
e m

oteur
︶」
に
嵌
め
込
ま
せ
る
の
と
同
様
に
、
感
覚
的

知
覚
も
﹁
運
動
図
式
」
に
則
っ
て
身
体
的
運
動
を
準
備
さ
せ

る
生
へ
の
注
意

0

0

0

0

0

が
、
生
物
種
と
し
て
の
人
間
固
有
の
活
動
を

根
底
で
誘
導
し
て
い
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
な
哲
学
的
思
索
か
ら
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
辿
り

着
い
た
結
論
は
、﹁
身
体
の
役
割
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮

者
が
楽
譜
に
対
し
て
行
な
う
よ
う
に
精
神
の
生
︵la vie de 

l ’esprit

︶
を
演
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
精
神
の
生
の
動
的
分
節
を

強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。
脳
の
機
能
は
思
惟
す
る
こ
と
に
存

す
る
の
で
は
な
く
、
思
惟
が
夢
の
中
に
没
す
る
の
を
妨
げ
る

こ
と
に
存
す
る
。
脳
は
生
へ
の
注
意

0

0

0

0

0

の
器
官
︵l ’organe de 

l’attention à la vie

︶
で
あ
る
」︵PM

.80

︶
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
著
書
﹃
物
質
と
記
憶
﹄
以
外
に
、
ベ
ル
ク
ソ

ン
が
心
身
論
を
主
題
的
に
考
察
し
た
論
考
は
、
少
な
く
と
も

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
﹁
脳
と
思
考
︵Le cerveau et la pensée

︶

︱
一
つ
の
哲
学
的
錯
覚
」︵
一
九
〇
四
年
︶、
い
ま
一
つ
は

﹁
心
と
身
体
︵L

’âm
e et le corps

︶」︵
一
九
一
二
年
︶
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
、
論
文
集
﹃
精
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
︵L’énergie spirituelle

︶﹄

︵
一
九
一
九
年
、
以
下ES.

と
略
記24

︶
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

論
文
﹁
脳
と
思
考
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ

れ
る
。﹁
一
つ
の
脳
の
状
態
が
与
え
ら
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
一

つ
の
決
ま
っ
た
心
理
状
態
が
導
か
れ
る
」
と
い
う
主
張
、
あ

る
い
は
﹁
意
識
は
脳
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
以
上
に
は

何
も
告
げ
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、
一
般
に
心
身
並
行
論

︵parallélism
e

︶
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
デ
カ
ル
ト
哲

学
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
を
後
継
者
た
ち
が
極
端
に
ま

で
押
し
進
め
た
形
而
上
学
的
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
哲
学
者
た
ち

が
そ
れ
以
外
の
解
答
を
用
意
し
な
か
っ
た
た
め
、
生
理
学
者

や
心
理
学
者
が
科
学
的
な
準
則
で
あ
る
か
の
ご
と
く
説
明
に

利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
心
身
並
行
論
は
、
一
つ
の
根

本
的
な
矛
盾
を
有
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
脳
と
思
考
の

関
係
を
説
明
す
る
際
に
、
観
念
論
︵idéalism

e

︶
で
あ
れ
、
実

在
論
︵réalism

e

︶
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
一
方
か
ら
他
方
へ
と

表
記
方
式
が
す
り
替
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る25

。

観
念
論
は
対
象
と
そ
の
変
化
を
﹁
表
象
︵représentation

︶」

と
し
て
扱
い
、
実
在
論
は
﹁
事
物
︵chose

︶」
と
し
て
扱
う
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
要
求
は
互
い
に
排
除
し
合
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
心
身
並
行
論
に
関
す
る
観
念
論
的
な
説
明
は
、

無
意
識
の
う
ち
に
擬
似
実
在
論
へ
と
移
行
す
る
。
観
念
論
に

と
っ
て
外
部
の
対
象
は
イ
マ
ー
ジ
ュ
︵
心
像
︶
で
あ
り
、
脳

も
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
心
身
並
行
論
で
は
部0

分
は
全
体
に
等
し
い

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
矛
盾
し
た
命
題
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
ま
た
当
初
は
一
つ
の
﹁
表
象
」
と
見
ら
れ
た
脳
と

脳
内
の
動
き
は
、﹁
事
物
」︵
表
象
の
背
後
に
あ
る
隠
れ
た
原
因
︶

と
し
て
押
し
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
追
憶
の
場

合
、
そ
の
対
象
は
現
存
し
な
い
が
、
追
憶
は
い
つ
で
も
現
存

し
て
い
る
。
知
覚
さ
れ
る
対
象
と
完
全
に
作
用
す
る
表
象
と

は
合
致
す
る
は
ず
だ
が
、
追
憶
さ
れ
る
対
象
は
不
完
全
に
し

か
作
用
し
な
い
表
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
表
象
の
分
節
が

不
完
全
と
な
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
そ
の
背
後
に
何
も
の
か

が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

他
方
、
実
在
論
的
な
説
明
に
従
え
ば
、
外
部
対
象
の
表
象

は
、
脳
の
状
態
の
付
帯
現
象
に
す
ぎ
な
い
か
、
脳
の
運
動
は

た
だ
知
覚
が
意
識
さ
れ
る
機
会
に
な
る
だ
け
か
、
あ
る
い
は

知
覚
と
脳
の
運
動
は
、
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
一
つ
の
実
在

の
二
つ
の
翻
訳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
科
学
は
物
体
の
本
性

を
﹁
実
在
性
」
の
方
向
に
究
明
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
物
体

と
そ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
そ
れ
以
外
の
物
体
と
の
関
係
︵
つ

ま
り
相
互
作
用
︶
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
外
部

の
対
象
が
脳
を
変
化
さ
せ
て
表
象
を
起
こ
さ
せ
た
と
し
た
は

ず
だ
が
、
脳
の
外
部
の
対
象
を
取
り
去
っ
て
も
、
脳
の
変
様

が
単
独
で
そ
れ
ら
の
表
象
を
描
く
能
力
を
持
つ
と
見
な
す
に

至
る
。
脳
が
残
る
と
見
る
の
は
、
表
記
方
式
が
実
在
論
か
ら

観
念
論
に
こ
っ
そ
り
移
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

﹁
脳
の
状
態
を
知
覚
や
記
憶
の
等
価
物
と
み
な
す
の
は
、
ど
の

名
で
そ
の
方
式
が
呼
ば
れ
る
に
せ
よ
、
い
つ
で
も
、
部
分
は

全
体
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
」︵ES.204

︶
の
で

あ
る26

。
一
方
、
論
文
﹁
心
と
身
体
」
は
、
著
書
﹃
物
質
と
記
憶
﹄

を
部
分
的
に
要
約
し
た
よ
う
な
論
考
で
あ
る
。
心
と
身
体
の

関
係
に
つ
い
て
の
唯
物
論
者
の
主
張
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う

な
も
の
だ
。
遠
く
か
ら
来
た
振
動
が
目
や
耳
に
印
象
を
与
え
、

そ
の
刺
激
が
脳
に
伝
え
ら
れ
て
視
覚
や
聴
覚
に
な
る
の
で
、
知

覚
は
身
体
の
内
部
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
脳
の
中
で
は
た
え

ず
変
化
が
起
こ
り
、
分
子
と
原
子
が
た
え
ず
新
し
く
置
き
換

わ
っ
て
い
る
。
意
識
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
燐
光
の
よ
う
に
付

け
加
え
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
過
去
を
思
い
出
す
の
は
、

録
音
版
が
音
を
録
音
す
る
よ
う
に
、
過
去
の
痕
跡
を
脳
が
保

存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
意
識
は
原
子
や
分
子
の
運
動
を

創
り
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
意
識
は
そ
れ
ら
の
運

動
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
し
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
由
意

志
を
人
間
に
認
め
る
の
は
単
な
る
信
仰
で
あ
る
。

こ
の
種
の
主
張
は
、
物
理
化
学
的
現
象
に
対
す
る
観
察
と

実
験
を
基
に
ま
と
め
ら
れ
た
法
則
を
意
識
現
象
に
も
適
用
す

る
こ
と
に
由
来
す
る
。
心
の
生
が
身
体
の
生
に
結
び
つ
い
て

お
り
、
両
者
間
に
連
関
が
あ
る
こ
と
は
経
験
的
に
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
心
と
脳
は
等
価
的
で
あ
る
と

主
張
す
る
の
は
、
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
釘
に
掛
け
ら
れ
た
服

の
場
合
に
、
そ
の
釘
の
細
部
が
逐
一
、
服
の
細
部
に
対
応
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
と
同
様
に
、
意
識
は
確
か
に
脳
に

か
か
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
意
識
は
脳
の
働
き
そ
の
も
の
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だ
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

外
か
ら
の
観
察
と
実
験
に
依
存
す
る
科
学
的
方
法
で
は
、

脳
し
か
見
え
な
い
の
で
、
科
学
者
は
思
考
も
脳
の
機
能
に
す

ぎ
な
い
も
の
と
見
な
し
、
ま
た
過
去
三
世
紀
間
の
哲
学
が
こ

の
点
に
関
し
て
提
出
し
た
唯
一
の
精
緻
な
仮
説
は
、
心
と
身

体
の
間
に
厳
密
な
並
行
関
係
を
認
め
る
学
説
で
あ
っ
た
た
め
、

心
の
状
態
は
﹁
身
体
が
拡
が
り
や
運
動
の
中
に
表
現
す
る
も

の
を
、
思
考
と
か
感
情
の
言
葉
に
翻
訳
す
る
こ
と
だ
け
に
限

ら
れ
て
し
ま
っ
た
」︵ES.40
︶
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
自
由

意
志
に
多
少
の
余
地
を
残
し
た
が
、
そ
の
留
保
は
ス
ピ
ノ
ザ

や
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
手
で
体
系
の
論
理
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
、

デ
カ
ル
ト
哲
学
は
デ
カ
ル
ト
主
義
者
に
よ
っ
て
縮
め
ら
れ
、
生

理
学
の
中
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
ラ
・
メ
ト
リ27

、
エ
ル
ヴ
ェ

シ
ウ
ス28

、
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ネ29

、
カ
バ
ニ
ス30

の
よ
う
な
一
八
世

紀
の
哲
学
者
は
、
一
九
世
紀
の
科
学
が
最
も
よ
く
利
用
で
き

た
も
の
を
一
七
世
紀
の
形
而
上
学
か
ら
取
っ
て
き
た
の
だ
と
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
指
摘
す
る
。
並
行
論
は
経
験
的
事
実
で
は
な

く
、
一
七
世
紀
の
形
而
上
学
的
仮
説
な
の
で
あ
る
。

十
全
に
活
動
し
て
い
る
脳
の
中
を
見
て
、
原
子
の
行
き
来

す
る
動
き
を
辿
り
、
そ
の
働
き
を
解
説
で
き
る
人
が
い
る
と

仮
定
し
よ
う
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
、﹁
意
識

の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
思
考
や
感
情
に
対
し
て
、
こ

の
人
は
、
ち
ょ
う
ど
舞
台
で
役
者
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と

は
す
べ
て
は
っ
き
り
見
え
る
が
、
彼
ら
の
言
っ
て
い
る
こ
と

は
一
言
も
聞
こ
え
な
い
観
客
と
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る
で

し
ょ
う
。
…
︹
中
略
︺
…
同
じ
よ
う
に
、
も
し
脳
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
の
知
識
が
完
全
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
し
て

ま
た
私
た
ち
の
心
理
学
が
完
全
な
も
の
だ
と
し
た
ら
、
私
た

ち
は
、
或
る
決
ま
っ
た
心
の
状
態
に
応
じ
て
脳
の
中
に
起
こ

る
こ
と
を
、
正
確
に
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
し

か
し
そ
の
反
対
は
不
可
能
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
脳
の
同
じ
状

態
に
対
応
す
る
も
の
を
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
心
の
様
々

な
状
態
の
中
か
ら
た
だ
一
つ
選
び
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
す
」︵ES.44

︶。

こ
の
脳
と
意
識
の
関
係
は
、
釘
と
そ
れ
に
掛
け
ら
れ
る
服

の
関
係
、
額
縁
と
そ
こ
に
入
る
絵
の
関
係
、
舞
台
の
演
劇
と

パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
関
係
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
の
棒
と

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
関
係
な
ど
、
様
々
な
比
喩
で
語
ら
れ
て
い

る
。
思
考
の
人
工
的
な
模
造
品
︹
心
像
や
観
念
の
組
合
せ
︺
で

は
な
く
、
思
考
そ
の
も
の
を
捉
え
る
と
き
、
本
質
的
に
内
向

す
る
連
続
し
た
切
れ
目
な
き
変
化
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、

そ
れ
は
た
え
ず
外
向
す
る
変
化
︹
行
動
や
身
振
り
︺
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。
思
考
は
行
動
に
向
け
ら
れ
る
が
、
現
実

の
行
動
に
至
ら
な
い
と
き
、
思
考
は
起
こ
り
う
る
か
も
し
れ

な
い
潜
在
的
な
行
動
を
素
描
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
脳

は
﹁
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
器
官
」
で
あ
り
、
脳
の
役
割
は
﹁
精

神
の
働
き
を
し
ぐ
さ
で
表
わ
し
、
ま
た
精
神
が
適
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
外
界
の
状
態
を
し
ぐ
さ
で
表
わ
す
」︵ES 47

︶

こ
と
で
あ
る
。
精
神
の
働
き
は
脳
の
働
き
か
ら
溢
れ
出
し
て

い
る
が
、
脳
は
﹁
精
神
の
働
き
の
中
か
ら
運
動
と
し
て
演
じ

ら
れ
る
も
の
や
具
現
化
で
き
る
も
の
一
切
を
抜
き
出
し
、
か

く
し
て
脳
は
精
神
が
物
質
に
嵌
め
込
ま
れ
る
場
と
な
っ
て
い

る
、
ま
さ
に
そ
の
ゆ
え
に
、
脳
は
い
つ
も
精
神
の
環
境
へ
の

適
応
を
保
証
し
、
精
神
に
た
え
ず
現
実
と
の
接
触
を
保
た
し

め
て
い
る
」︵ES.47

︶。
つ
ま
り
、﹁
脳
は
正
確
に
言
っ
て
、
思

考
の
器
官
で
も
感
覚
や
意
識
の
器
官
で
も
な
い
。
脳
は
意
識

や
感
情
や
思
考
を
現
実
の
生
に
向
か
っ
て
緊
張
さ
せ
て
い
る

も
の
、
し
た
が
っ
て
有
効
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て

い
る
も
の
」︵ES.47

︶
で
あ
り
、﹁
生
へ
の
注
意

0

0

0

0

0

の
器
官
」
な

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
主
張
の
根
拠
は
、
何
で
あ
る
の

か
。
心
身
並
行
論
に
最
も
都
合
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、

記
憶
の
事
例
で
あ
る
。﹁
思
考
の
働
き
の
う
ち
で
、
脳
の
中
に

場
所
を
指
定
で
き
た
た
だ
一
つ
の
機
能
は
記
憶
」︵ES.50

︶
で

あ
り
、
ブ
ロ
ー
カ
が
言
葉
の
発
声
運
動
の
忘
却
が
大
脳
左
第

三
前
頭
脳
回
の
傷
害
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
か
を
示

し
た
の
だ
が
、
記
憶
が
脳
の
中
で
陰
画
紙
や
録
音
盤
の
よ
う

に
蓄
え
ら
れ
る
と
し
た
説
明
は
、
人
を
過
ち
に
導
く
も
の
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
ば
或
る
人
物
の
視
覚
像
は
無
数

に
異
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
我
々
が
そ
の
人
物
の
記
憶
を
思

い
出
す
の
は
、
た
だ
一
つ
の
像
だ
か
ら
で
あ
る
。
失
語
症
患

者
の
場
合
、
記
憶
が
失
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、﹁
脳
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
へ
の
適
応
力

0

0

0

0

0

0

0

が
衰

弱
し
て
い
る
」︵ES.53

︶
の
で
あ
る
。
記
憶
が
意
識
化
さ
れ
る

と
運
動
を
通
し
て
行
動
に
つ
な
が
る
が
、
運
動
を
予
め
描
く

こ
と
で
記
憶
を
意
識
化
す
る
そ
の
能
力
が
冒
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
名
詞
や
形
容
詞
に
比
べ
て
、
動
詞
が
思
い
出
す
の

が
楽
な
の
は
、
そ
れ
が
動
作
を
表
現
し
、
動
作
は
身
振
り
で

表
わ
さ
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

記
憶
が
脳
の
中
に
保
存
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
で
は
ど
こ

に
保
存
さ
れ
る
の
か
。
ど
こ
に

0

0

0

と
い
う
問
い
自
体
が
、
精
神

に
つ
い
て
語
る
際
に
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
記
憶
は
身
体

の
中
で
は
な
く
、
精
神
の
中
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

我
々
の
内
面
的
な
生
の
全
体
は
、
意
識
が
最
初
に
目
覚
め
た

と
き
か
ら
始
ま
っ
た
た
だ
一
つ
の
文
の
よ
う
な
も
の
で
、
コ

ン
マ
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
も
ピ
リ
オ
ド
は
打
た
れ
て
お
ら

ず
、
我
々
の
過
去
の
す
べ
て
は
意
識
下
に
あ
る
、
と
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
想
定
す
る
。
意
識
は
現
わ
れ
出
る
の
に
自
分
の
外
に

出
る
必
要
は
な
く
、
い
つ
も
あ
る
か
ら
、
ヴ
ェ
ー
ル
を
取
り

除
く
だ
け
で
い
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
﹁
精
神
は
、
意
識
の
中
か
ら
行
為
に
役
立
つ
も

の
だ
け
を
抜
き
出
し
、
そ
の
ほ
か
の
大
部
分
を
霞
ん
だ
ま
ま

に
し
て
お
く
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
仲
立
ち
と
し
て
、
事
物

の
中
に
自
己
を
嵌
め
込
む
の
で
す
。
記
憶
の
働
き
の
中
で
脳

が
果
た
す
役
割
は
こ
れ
で
す
。
そ
れ
は
過
去
を
保
存
す
る
の

に
役
立
つ
の
で
は
な
く
、
ま
ず
過
去
を
覆
い
、
次
に
実
際
に
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役
立
つ
も
の
だ
け
を
目
立
た
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
こ

と
で
す
」︵ES.57

︶。
魂
の
不
滅
性
そ
の
も
の
は
実
験
的
に
証

明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
経
験
の
領
域
で
そ
の

こ
と
の
可
能
性
を
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
る
。﹁
心
︵
魂
︶
の

働
き
は
脳
の
働
き
の
外
に
溢
れ
、
ま
た
脳
は
、
意
識
に
現
わ

れ
る
も
の
の
中
か
ら
そ
の
一
部
分
を
運
動
に
転
換
さ
せ
る
と

い
う
だ
け
の
も
の
な
ら
、
心
が
死
後
も
生
き
残
る
と
い
う
こ

と
は
、
あ
り
う
る
こ
と
と
な
り
、
…
︹
中
略
︺
…
今
度
は
否

定
す
る
人
が
そ
れ
を
証
明
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
」

︵ES.59

︶
の
で
あ
る
。

2-

3
　
心
霊
科
学
の
報
告

魂
の
死
後
存
続
に
関
す
る
第
三
の
証
言
と
し
て
ベ
ル
ク
ソ

ン
が
挙
げ
た
の
は
、
心
霊
科
学
︵science psychique
︶
か
ら
の

報
告
で
あ
る
。
彼
は
心
霊
現
象
研
究
協
会
︵SPR

︶
の
会
長
に

選
ば
れ
た
一
九
一
三
年
の
五
月
に
、
ロ
ン
ド
ン
心
霊
現
象
研

究
協
会
で
講
演
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
﹁︿
生
き
て
い

る
人
の
ま
ぼ
ろ
し
﹀
と
︿
心
霊
研
究
﹀︵︽Fantôm

es de vivants

︾

et

︽recherche psychique

︾︶」
と
し
て
論
文
集
﹃
精
神
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る31

。
　

心
霊
現
象
は
、
疑
い
も
な
く
自
然
科
学
の
対
象
と
な
る
現

象
と
同
じ
種
類
の
も
の
だ
が
、
そ
の
研
究
方
法
は
自
然
科
学

の
方
法
と
は
何
の
関
係
も
な
い
場
合
が
多
い
、
と
ベ
ル
ク
ソ

ン
は
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
心
霊
研
究
が
物
理
学
や
化
学
の

よ
う
な
方
法
を
取
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
心
霊
研
究
は
科

学
的
で
は
な
い
と
結
論
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
近
代
科

学
は
、
観
察
や
実
験
の
方
法
に
よ
っ
て
、
た
だ
一
つ
の
点
、
す

な
わ
ち
﹁
計
量
︵la m

esure

︶」
に
集
中
さ
せ
た
。
近
代
科
学

は
、
い
つ
も
理
想
と
し
て
数
学
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
、
近
代
科
学
は
、
精
神
現
象
を
そ
れ
と
同
等
で
計
量
で
き

る
現
象
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
か
を
探
究
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
計
量
に
委
ね
ら
れ
な
い

0

0

と
い
う
こ
と
が
精
神
的
な
も

の
の
本
質
に
属
す
る
が
、
脳
の
動
き
を
心
の
動
き
と
同
等
で

あ
る
か
の
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
、
厳
密
な
心
身
並
行
関
係

の
仮
説
が
作
ら
れ
た
。
言
葉
の
記
憶
の
病
気
︹
失
語
症
︺
は
、

脳
の
ひ
だ
の
損
傷
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
記
憶
を
脳
の
機

能
と
見
て
、
視
覚
や
聴
覚
や
発
声
運
動
に
よ
る
言
葉
の
記
憶

が
、
脳
の
表
皮
の
中
に
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
的
研
究
の
帰
結
は
、
脳
の

傷
害
は
、
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
り
困

難
に
し
た
り
す
る
、
そ
の
想
起
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
を
冒
し

て
い
る
の
で
あ
り
、﹁
脳
の
役
割
は
、
精
神
が
記
憶
を
必
要
と

す
る
と
き
に
、
精
神
が
身
体
か
ら
、
探
し
求
め
ら
れ
た
記
憶

に
適
当
な
枠
を
提
供
す
る
と
な
る
よ
う
な
態
度
、
あ
る
い
は

生
ま
れ
か
け
の
運
動
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

︵ES.74

︶
に
あ
る
。
一
般
に
思
考
の
働
き
に
お
い
て
、
脳
は

﹁
精
神
が
考
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
状
況
に
よ
っ
て
考
え
る
よ

う
に
導
か
れ
る
こ
と
を
演
技
に
あ
ら
わ
す
運
動
や
態
度
を
、
身

体
に
刻
印
す
る
だ
け
の
役
割
」︵ES.74

︶
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

我
々
が
生
き
て
い
る
世
界
に
意
識
を
固
定
さ
せ
る
の
が
、
脳

な
の
で
あ
る
。
物
質
の
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
正
確
さ
、
厳

密
さ
、
証
明
へ
の
配
慮
、
単
に
可
能
的
な
も
の
と
確
実
な
も

の
と
を
区
別
す
る
習
慣
を
我
々
は
身
に
つ
け
た
の
で
あ
る
か

ら
、
精
神
の
科
学
は
、
そ
の
正
確
さ
を
要
求
す
る
習
慣
の
お

か
げ
で
﹁
心
理
的
現
実
と
い
う
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
の
領
域
」

に
恐
れ
る
こ
と
な
く
入
っ
て
い
け
る
、
と
彼
は
講
演
を
締
め

括
っ
て
い
る
。 

心
霊
現
象
の
研
究
は
、
一
八
四
八
年
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
で
起
き
た
ハ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
事
件
が
直
接
の
引
き
金
に
な

っ
た
。
引
っ
越
し
て
き
た
フ
ォ
ッ
ク
ス
家
に
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
現
象
が
頻
発
し
、
幼
い
姉
妹
が
幽
霊
と
ラ
ッ
プ
音
で
交

信
し
た
結
果
、
幽
霊
の
正
体
が
殺
害
さ
れ
て
地
下
に
埋
め
ら

れ
た
行
商
人
だ
と
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
件
を
契
機

に
、
一
八
七
二
年
に
は
英
国
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
協
会

︵The Spiritualist A
ssociation of G

reat Britain, SA
G

B

︶、
一
八
八

二
年
に
英
国
に
心
霊
現
象
研
究
協
会
︵The Society for 

Psychical Research, SPR

︶、
一
八
八
五
年
に
米
国
心
霊
現
象
研

究
協
会
︵A

SPR

︶、
一
八
九
三
年
に
米
国
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

ス
ト
協
会
︵N

SA

︶
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ

の
動
向
と
は
別
に
、
一
八
七
五
年
に
は
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
夫

人
が
神
智
学
協
会
を
創
設
し
て
い
る
。

霊
媒
は
米
国
で
数
多
く
輩
出
し
た
が
、
心
霊
研
究
が
主
に

行
な
わ
れ
た
の
は
英
国
で
あ
る
。
心
霊
研
究
を
推
進
さ
せ
た

時
代
的
背
景
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
唯

物
思
想
が
急
激
に
台
頭
し
始
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
マ

ル
ク
ス
主
義
思
想
︵
一
八
四
八
年
﹃
共
産
党
宣
言
﹄
発
表
︶
や

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
︵
一
八
五
九
年
﹃
種
の
起
源
﹄
出
版
︶

な
ど
が
世
間
を
席
巻
し
、
唯
物
史
観
・
適
者
生
存
・
自
然
淘

汰
な
ど
の
思
想
に
対
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
必

要
性
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
科
学
的
唯
物
論
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
対
極
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
教
義
上

の
霊
的
誤
謬
︵
原
罪
や
最
後
の
審
判
な
ど
︶
を
修
正
す
る
役
割

を
も
担
っ
た
と
思
わ
れ
る32

。
　

当
初
、
心
霊
研
究
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ル
ッ
ク
ス
、
オ

リ
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ッ
ジ
、
シ
ャ
ル
ル
・
リ
シ
ェ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ジ
ェ
イ
ム
ズ
な
ど
著
名
な
研
究
者
が
参
加
し
た
が
、
次
第
に

科
学
的
検
証
に
専
念
す
る
心
霊
科
学

0

0

0

0

と
霊
性
探
究
を
重
視
す

る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
分
岐
し
た
。
心
霊
科
学
は
、
テ

レ
パ
シ
ー
、
透
視
、
催
眠
術
な
ど
を
科
学
的
実
験
に
よ
っ
て

解
明
し
よ
う
と
し
、
一
九
三
〇
年
代
よ
り
超
感
覚
的
知
覚

︵ESP

︶
や
念
力
︵PK

︶
な
ど
を
扱
う
超
心
理
学

0

0

0

0

︵
J
・
B
・

ラ
イ
ン
ら
︶
へ
と
発
展
し
た33

。
ま
た
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
は
、
霊
界
の
存
在
と
霊
界
と
の
通
信
の
可
能
性
を
、
し
た

が
っ
て
魂
の
死
後
存
続
を
認
め
る
前
提
に
立
っ
て
、
人
類
の
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普
遍
的
霊
性
の
確
認
と
連
帯
を
目
指
す
方
向
へ
進
ん
だ
。
そ

の
流
れ
は
、
霊
魂
再
生
を
否
定
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
と
、
霊
魂

再
生
を
肯
定
す
る
フ
ラ
ン
ス
系
に
大
別
で
き
る
。
前
者
に
お

い
て
は
、
イ
ン
ペ
レ
ー
タ
ー
霊
団
よ
り
通
信
を
受
け
た
牧
師

ス
テ
イ
ン
ト
ン
・
モ
ー
ゼ
ス
の
﹃
霊
訓
﹄︵
一
八
八
三
年
︶、
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
か
ら
の
通
信
を
カ
ミ
ン
ズ
が
受

け
取
っ
た
﹃
永
遠
の
大
道
﹄︵
一
九
三
二
年
︶、﹃
個
人
的
存
在

の
彼
方
﹄︵
一
九
三
五
年
︶
な
ど
が
公
表
さ
れ
、
後
者
に
属
す

る
も
の
に
は
、
ア
ラ
ン
・
カ
ル
デ
ッ
ク
の
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム

︵﹃
霊
の
書
﹄
一
八
五
七
年
、﹃
霊
媒
の
書
﹄
一
八
六
一
年
︶
が
あ

り
、
ラ
テ
ン
系
諸
国
や
南
米
で
普
及
し
た
。
こ
れ
ら
の
心
霊

研
究
の
報
告
に
よ
っ
て
、
伝
統
宗
教
が
説
く
﹁
魂
の
死
後
存

続
」
の
観
念
に
科
学
の
光
が
当
て
ら
れ
た
の
だ
が
、
死
の
本

質
は
依
然
と
し
て
厚
い
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
ま
ま
だ
と
い

う
印
象
は
拭
い
難
い
。
そ
れ
は
、
物
質
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

意
識
を
物

理
化
学
的
な
現
象
面
か
ら
捉
え
る
方
法
自
体
に
、
そ
も
そ
も

の
認
識
的
限
界
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
考
慮
す

べ
き
は
、
意
識
を

0

0

0

物
質
面
に
投
影
す
る
こ
と
な
く
意
識
と
し

0

0

0

0

て0

析
出
し
う
る
よ
う
な
認
識
方
法
に
関
す
る
抜
本
的
な
革
新

で
あ
る
。
科
学
は
既
成
の
認
識
枠
組
み
の
発
展
的
解
消
を
迫

ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
現
代
科
学
の
知
識
︵scientia

︶
と
太
古

か
ら
の
叡
知
︵sapientia

︶
と
が
統
合
さ
れ
る
よ
う
な
新
た
な

地
平
が
探
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

3
諸
事
実
の
線
分
が
収
斂
す
る
そ
の
先
に

あ
る
も
の
―
人
間
の
全
体
像

以
上
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
魂
の
死
後
存
続
の
証
言
と
し
て
挙

げ
た
﹁
神
秘
家
の
神
秘
的
経
験
」﹁
哲
学
的
思
索
の
帰
結
」

﹁
心
霊
科
学
の
報
告
」
に
関
し
て
、
多
少
の
考
察
と
検
討
を
加

え
て
み
た
。
神
秘
家
の
神
秘
的
経
験
と
心
霊
科
学
が
取
り
扱

う
心
霊
現
象
は
と
も
に
経
験
的
事
実
に
違
い
な
い
が
、
一
般

人
が
日
常
的
に
経
験
す
る
境
位
を
超
え
て
い
る
点
で
、
例
外

事
象
︵anom

aly

︶
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
例
外
事
象
を
理
論

的
に
説
明
し
う
る
か
否
か
で
、
科
学
の
対
象
領
域
の
広
狭

0

0

と

認
識
の
深
浅

0

0

が
決
ま
る
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
、
ベ
ル
ク
ソ

ン
は
、
哲
学
に
神
秘
的
経
験
と
心
霊
科
学
の
報
告
と
い
う
二0

重
の
補
助
線

0

0

0

0

0

を
持
ち
え
た
お
か
げ
で
、
哲
学
的
思
惟
を
よ
り

い
っ
そ
う
確
実
な
も
の
と
す
る
諸
事
実
の
線
分
が
収
斂
す
る

方
向
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
の
視
界
に
入
っ
て
き

た
も
の
こ
そ
、﹁
魂
の
死
後
存
続
」
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
敢
行
し
た
経
験
的
な
形
而
上

学
の
試
み
は
、
人
間
観
に
関
し
て
分
裂
し
た
二
つ
の
命
題
を

我
々
の
前
に
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
つ

は
﹁
人
は
死
ぬ
︵M

an is m
ortal.

︶」
と
い
う
言
い
古
さ
れ
た
常

識
的
な
命
題
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
﹁
人
は
死
な
な
い
︵M

an 

is im
m

ortal.

︶」
と
い
う
太
古
の
叡
知
を
反
映
し
た
命
題
で
あ

る
。
こ
の
死
の
不
可
避
性
と
不
死
性
︵
永
遠
性
︶
の
対
立
は
、

人
間
理
解
に
お
い
て
い
か
に
調
停
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
か
。

﹁
心
身
問
題
」
は
、
神
経
科
学
や
認
知
科
学
の
成
果
を
踏
ま

え
て
物
理
主
義
的
一
元
論
の
立
場
や
心
身
二
元
論
の
立
場
か

ら
論
じ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
人
間
像
も
、

上
半
身
な
き
下
半
身
像

0

0

0

0

や
首
な
し
地
蔵

0

0

0

0

0

の
よ
う
な
奇
怪
さ
を

漂
わ
せ
て
い
る
。
人
間
の
全
体
像

0

0

0

を
復
原
し
よ
う
と
す
る
と

き
、
上
述
し
て
き
た
﹁
魂
の
死
後
存
続
」
の
問
題
は
、
決
定

的
に
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
。﹁
心
身
問
題
」
と
﹁
魂
の

死
後
存
続
」
は
、
直
接
に
は
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
見
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
心
︵
魂
︶
が
物
理
的
身
体
か
ら

独
立
し
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
心
︵
お
よ
び
心
が
ま
と
う
微
細

な
身
体
︶
は
、
生
き
た
物
理
的
身
体
が
機
能
停
止
し
た
後
も

存
続
す
る
可
能
性
、
む
し
ろ
蓋
然
性
は
あ
る
の
で
あ
り
、﹁
心

身
問
題
」
は
、
そ
の
変
容
し
た
心
身
状
態
が
、
永
遠
性
と
の

関
係
を
持
つ
か
否
か
を
問
わ
ず
に
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
。﹁
心
身
問
題
」
そ
れ
自
体
が
、
い
わ
ば
質
的
な
変
容

を
遂
げ
て
、﹁
魂
の
死
後
存
続
」
と
い
う
根
本
問
題
と
結
び
つ

く
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

心
身
二
元
の
奥
に
働
く
﹁
霊
」
を
自
覚
的
に
洞
察
で
き
た

と
き
、
我
々
は
三
元
論
の
立
場
に
転
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
と
き
、
我
々
が
眺
め
る
人
間
像
は
一
変
す
る
に
違
い
な
い
。

二
元
論
は
、
不
可
視
的
で
分
割
不
可
能
な
﹁
心
」
と
可
視
的

で
分
割
可
能
な
﹁
身
」
と
い
う
相
互
変
換
不
可
能
な
二
項
対

立
が
前
提
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
心
は
身
で
は
な
く
、
身
も
心

で
は
な
い
。
そ
の
二
項
対
立
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
で
、
心
と

0

0

し
て
の
身

0

0

0

0

が
浮
上
す
る
。
心
が
身
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
心

は
端
的
に
身
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
﹁
身
」
が
物
理
的
身
体

だ
け
で
は
な
く
、
多
次
元
的
な
重
層
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、﹁
心
」
の
次
元
は
、
不
生
不
滅
の

﹁
霊
」
の
次
元
と
、
生
滅
す
る
現
象
と
し
て
の
狭
義
の
﹁
心

︵
魂
︶」
の
次
元
に
二
分
さ
れ
る
。
こ
の
二
元
論
か
ら
三
元
論

へ
の
転
換
は
、
人
間
観
に
驚
天
動
地
の
変
革
を
も
た
ら
す
に

相
違
な
い
。
と
い
う
の
も
、
人
間
は
不
死
な
る
﹁
霊
」
の
次

元
と
死
す
べ
き
﹁
心
身
」
の
次
元
に
同
時
に
跨
が
っ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
可
死
性
と
不
死
性
に
同
時
に
関

与
す
る
こ
と
の
逆
説
的
認
識
を
転
回
点
に
、
心
身
関
係
が
根

源
的
な
変
容
を
遂
げ
る
技
法
と
し
て
、
宗
教
︵
霊
性
︶・
武

道
・
芸
術
な
ど
の
修
練
が
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。                                     

現
代
日
本
人
の
大
半
が
抱
く
人
間
像
は
、
ま
だ
首
な
し
地

0

0

0

0

蔵0

に
近
い
も
の
で
あ
る
。
首
な
し

0

0

0

で
あ
る
以
上
、
不
死
な
る

霊
性
の
認
識
に
は
届
い
て
い
な
い
。
だ
が
、
地
蔵

0

0

で
あ
る
限

り
、
霊
性
︵
神
性
・
仏
性
︶
を
蔵
す
る
存
在
と
見
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
首
な
し
地
蔵

0

0

0

0

0

は
、
自
己
矛
盾
的

な
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
現
代
日
本
人
の
認
識
境
位
を
的
確

に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
我
々
自
身
の
自
己
変
容
、
身
心
変
容
で
あ
る
。
そ
れ
は

ひ
と
え
に
、﹁
人
は
死
ぬ
」
と
﹁
人
は
死
な
な
い
」
と
い
う
相
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矛
盾
す
る
二
つ
の
命
題
を
統
一
的
に

0

0

0

0

了
解
し
う
る
強
靱
な
視

力
を
い
か
に
し
て
獲
得
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
死
の
不

可
避
性
と
不
死
性
の
両
面
に
同
時
に
跨
が
る
人
間
存
在
の
不

思
議
は
、
こ
こ
で
い
ま
生
き
て
い
る
こ
の
我
々
の
実
存
に
確

か
に
現
存
し
て
い
る
。
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デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
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・
チ
ャ
ー
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﹃
意
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︱

脳
と
精
神
の
根
本
理
論
を
求
め
て
﹄︵
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︶。

2
　
エ
ベ
ン
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
﹃
プ
ル
ー
フ
・
オ
ブ
・
ヘ
ヴ

ン
﹄︵
白
川
貴
子
訳
、
早
川
書
房
、
二
〇
一
三
年
︶。

3
　
プ
ラ
ト
ン
﹃
パ
イ
ド
ン
﹄︵
岩
田
靖
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
八
年
︶。

4
　
西
尾
実
・
岩
淵
悦
太
郎
・
水
谷
静
夫
編
﹃
岩
波
国
語
辞
典 

第

三
版
﹄︵
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
［
一
九
六
三
年
］︶、
一

一
六
六
頁
。

5
　
前
掲
書
、
六
八
三
頁
。

6
　
前
掲
書
、
一
一
六
六
頁
。

7
　
前
掲
書
、
三
七
五
頁
。

8
　
前
掲
書
、
五
六
二
頁
。

9
　
前
掲
書
、
五
五
三
頁
。

10
　
前
掲
書
、
五
五
五
頁
。 

11
　
前
掲
書
、
五
六
一
頁
。

12
　
前
掲
書
、
五
九
三
頁
。

13
　Jacques C

hevalier, E
n

tretien
s A

vec B
erg

so
n

, Plon, 
1959, p.160.

︹
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
﹃
ベ
ル
ク
ソ
ン

と
の
対
話
﹄︵
仲
沢
紀
雄
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年
︶、

一
八
一
頁
。︺
た
だ
し
、
こ
こ
は
私
訳
。

14
　
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。

15
　
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。

16
　
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。

17
　H

enri Bergson, Les D
eux Sources de la M

orale et de la Religion , 
P. U

. F., 1969[1932].  

翻
訳
は
、﹃
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央
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九
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年
︶
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収
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森
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偉
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京
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版
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九
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年
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神
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田
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六
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頁
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20
　
棚
次
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﹁
ベ
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ク
ソ
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の
神
秘
主
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理
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に
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い
て
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哲
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・
思
想
論
集
﹄
第
一
八
号
︵
筑
波
大
学 

哲
学
・
思
想
学
系
、

一
九
九
三
年
︶、
八
七
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〇
九
頁
。

21
　﹃
ベ
ル
グ
ソ
ン
全
集
4
　
創
造
的
進
化
﹄︵
松
浪
信
三
郎
・
高

橋
允
昭
訳
、
白
水
社
、
一
九
六
六
年
︶、
二
六
六
―二
七
二
頁
。

22
　H

enri Bergson, M
atière et M

émoire , P. U
. F., 1968[1939]. 

翻

訳
は
﹃
ベ
ル
グ
ソ
ン
全
集
2
　
物
質
と
記
憶
﹄︵
田
島
節
夫

訳
、
白
水
社
、
一
九
七
〇
年
︶
を
参
照
し
た
。

23
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、﹁
純
粋
な
状
態
で
の
内
的
経
験
は
、
持
続

0

0

す
る

0

0

︵durer

︶
こ
と
、
し
た
が
っ
て
不
壊
の
過
去
を
現
在
の

内
に
不
断
に
伸
長
す
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
﹃
実
体

︵substance

︶﹄
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
憶
が
ど
こ
に

保
存
さ
れ
て
い
る
か
を
求
め
る
労
を
省
く
ば
か
り
か
、
そ
れ

を
求
め
る
こ
と
を
禁
じ
て
も
い
た
の
だ
、
と
気
付
い
た
」

︵PM
.80

︶
と
述
懐
し
て
い
る
。

24
　H

enri Bergson, L’énergie Spirituelle , P. U
. F., 1967[1919]. 

翻
訳

は
﹃
世
界
の
名
著
64
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
﹄︵
澤
瀉
久
敬
編
、
中

央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
︶
所
収
の
﹁
心
と
身
体
」︵
飯
田

照
明
訳
︶、﹁
脳
と
思
考
」︵
池
長
澄
訳
︶
を
参
照
し
た
。

25
　
観
念
論
の
表
記
方
式
は
、﹁
物
質
の
本
質
的
な
も
の
は
、
そ

の
物
質
に
つ
い
て
私
た
ち
が
持
つ
表
象
の
中
に
す
っ
か
り
展

示
さ
れ
て
い
る
か
、
展
示
さ
れ
う
る
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
実
在
す
る
も
の
の
分
節
︵
切
れ
目
︶
は
私
た
ち
の
表
象

の
分
節
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
実
在
論
の
表
記
方
式
と
は
、﹁
物
質
が
表
象
と
は

独
立
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
表
象
の
下
に

は
捉
え
が
た
い
こ
の
表
象
の
原
因
が
あ
り
、
現
実
的
な
知
覚

の
背
後
に
は
可
能
性
や
潜
在
性
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す

る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
私
た
ち
の
表
象
に
見
ら
れ
る
区
分

と
分
節
は
、
単
に
私
た
ち
の
知
覚
の
仕
方
と
相
対
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
肯
定
」
で
あ
る
。

26
　
同
論
文
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
上
述
し
た
根
本
的
な
錯
誤
を

強
化
す
る
補
助
的
な
錯
覚
と
し
て
、
①
脳
に
あ
る
魂

0

0

0

0

0

と
い
う
、

す
な
わ
ち
表
象
が
皮
質
に
こ
も
っ
て
い
る
と
い
う
暗
黙
の
内

の
考
え
、
②
因
果
関
係
と
い
う
も
の
は
機
械
的
で
あ
っ
て
、

宇
宙
に
は
数
学
的
に
計
算
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
は
何
も
な

い
と
い
う
考
え
、
③
表
象

0

0

と
い
う
観
点
か
ら
も
の
自
体

0

0

0

0

と
い

う
観
点
に
移
る
た
め
に
は
、
形
像
的
で
絵
画
的
な
表
象
の
か

わ
り
に
、
色
彩
の
な
い
素
描
と
そ
の
部
分
相
互
の
数
学
的
な

関
係
ま
で
還
元
さ
れ
た
そ
の
同
じ
表
象
を
置
き
換
え
れ
ば
そ

れ
で
よ
い
と
す
る
考
え
、
④
二
つ
の
全
体
が
連
帯
的
で
あ
れ

ば
、
一
方
の
ど
の
部
分
も
他
方
の
一
つ
の
決
ま
っ
た
部
分
と

連
帯
的
で
あ
る
と
す
る
考
え
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
心
身

並
行
論
に
対
す
る
批
判
的
な
検
討
を
経
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
れ
が
﹁
自
然
の
決
定
論
と
の
関
連
で
精
神
を
考
察

す
る
理
論
へ
の
出
発
点
」︵ES.210

︶
と
な
り
う
る
、
と
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
考
え
て
い
る
。
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︶
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︶
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︶
は
ス
イ
ス
の

博
物
学
者
・
哲
学
者
。﹃
精
神
論
﹄︵
一
七
五
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四
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カ
バ
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ス
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五
七
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八
〇
八
︶
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フ
ラ
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ス
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医
学

者
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哲
学
者
。
パ
リ
大
学
医
学
部
教
授
。﹃
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と
精
神
の

関
係
﹄︵
一
八
〇
二
年
︶。

31
　
翻
訳
は
﹃
ベ
ル
グ
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ン
全
集
5
　
精
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹄︵
渡

辺
秀
訳
、
白
水
社
、
一
九
六
五
年
︶
に
従
っ
た
。

32
　
三
浦
清
宏
﹃
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
歴
史

│
心
霊

研
究
か
ら
超
心
理
学
へ
﹄︵
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
︶、
二
〇

八
―二
二
一
頁
。

33
　
日
本
で
は
既
に
明
治
四
三
︵
一
九
一
〇
︶
年
に
今
村
新
吉

︵
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
︶
と
福
来
友
吉
︵
東
京
帝

国
大
学
助
教
授
︶
が
、
心
霊
現
象
を
科
学
的
に
取
り
上
げ
、

御
船
千
鶴
子
の
透
視
実
験
や
長
尾
郁
子
の
念
写
実
験
を
行
な

っ
て
い
る
。
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1
課
題

一
九
世
紀
末
以
来
の
心
霊
研
究
の
対
象
に
は
、
身
心
変
容

と
呼
ぶ
べ
き
現
象
︵
ト
ラ
ン
ス
、
憑
依
な
ど
メ
ン
タ
ル
な
も
の

や
、
同
時
両
在
︹bilocation

︺、
身
体
浮
遊
︹levitation

︺、
身
体

伸
長
︹elongation

︺
な
ど
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
も
の
︶
が
溢
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
﹁
霊
媒
」
の
周
辺
で
起
こ
っ
た
が
、
彼

︵
女
︶
ら
の
何
ら
か
の
特
殊
な
能
力
・
資
質
︵
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
︶
は
先
天
的
・
突
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
起
こ
っ

た
こ
と
に
関
し
て
も
非
自
発
的
・
受
動
的
で
あ
っ
た
の
で
、
そ

こ
で
は
当
事
者
︵
霊
媒
と
研
究
者
の
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
︶
の

目
立
っ
た
技
法
が
主
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
方
、

﹁
死
者
」
が
重
要
な
作
用
者
と
し
て
、
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

本
論
で
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
心
霊
研
究
を
中
心
に
、
ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
語
り
直
し
と
も
読
め
る
最
近
の
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
ラ

ズ
ロ
の
議
論
ま
で
視
野
に
入
れ
て
、﹁
霊
媒
術
」﹁
霊
界
通
信
」

﹁
自
働
現
象
」︵
心
霊
研
究
用
語
︶、﹁
人
格
転
換
」︵
精
神
医
学

用
語
︶、﹁
憑
依
託
宣
」︵
宗
教
人
類
学
用
語
︶
な
ど
と
呼
ば
れ

る
現
象
の
核
と
な
る
、
死
後
存
続
の
論
じ
ら
れ
方
に
つ
い
て
、

論
じ
て
み
る
。
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
の
は
、
死
後
存
続

の
人
格
・
個
︵
人
︶
性
︵personality

︶、
自
律
性
︵autonom

y

︶、

個
体
性
︵individuality

︶
を
考
え
る
際
に
見
え
隠
れ
す
る
、﹁
中

心
・
中
枢
︵center

︶」
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
死
後
存
続

の
問
題
を
、
死
者
の
﹁
セ
ン
タ
ー
」
に
注
目
し
て
考
え
る
と

い
う
課
題
、
と
く
に
そ
れ
を
ジ
ェ
イ
ム
ズ
研
究
の
文
脈
で
考

え
る
こ
と
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

死
者
に
は
生
者
と
同
様
の
自
律
性
、
個
︵
人
︶
性
、
個
体

性
を
保
持
す
る
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
と
も
生

者
︵
の
記
憶
や
意
識
や
脳
︶
に
寄
生
し
て
﹁
役
柄
」
を
演
じ
る

だ
け
な
の
か
と
い
う
の
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
最
後
ま
で
こ
だ

わ
り
続
け
た
問
題
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
精
粗
に
考
え
ら

れ
た
。
最
も
粗
く
は
、﹁
死
者
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
説
と
﹁
記
憶

や
連
想
」
説
と
が
、
対
比
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
い

だ
に
﹁
意
志
」
を
考
え
て
、
背
後
に
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
能
動
的
原
因
、
明
確
に
限
定
さ
れ
た
意
志
」
が
あ
る
、
と

さ
れ
る
と
、
網
目
が
細
か
く
な
っ
て
く
る
。

﹁
意
志
」
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
哲
学
で
最
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
あ
り
、
霊
媒
現
象
に
関
連
し
て
も
、﹁
二
つ
の
意
志
」

が
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
。
死
者
の
記
憶
や
連
想
の
背

後
︵
↓
セ
ン
タ
ー
︶
に
、
明
確
に
限
定
さ
れ
た
意
志
が
あ
る
、

と
い
う
想
定
は
、
死
後
存
続
問
題
の
急
所
で
あ
る
。
こ
こ
に

注
目
す
る
と
、
死
者
は
、﹁
意
志
の
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
生

者
と
同
程
度
の
自
律
性
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
﹁
思
弁
的
生
物
学
」
が
浮
き
彫
り
に
な

る
。意

識
は
、
人
と
人
、
ま
た
人
と
環
境
の
あ
い
だ
の
﹁
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
網
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
他
方
ま
た
、

自
分
が
﹁
意
識
の
中
心
」
で
あ
る
と
同
じ
く
他
者
も
﹁
意
識

の
中
心
」
で
あ
る
こ
と
は
、
全
員
が
合
意
す
る
。
意
見
が
分

か
れ
る
の
は
、
個
々
の
﹁
セ
ン
タ
ー
」
と
全
体
の
﹁
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
ど
ち
ら
が
先
在
的
か
、
と
い
う
点
か
ら
で
あ
る

︵
ハ
ン
フ
リ
ー
、
一
七
八
、
一
九
一
頁
︶。

と
こ
ろ
が
こ
の
同
じ
問
題
が
、
生
者
な
ら
ぬ
死
者
に
関
し

ジェ
イ
ム
ズ
の
心
霊
研
究
圏
に
お
け
る

身
心
変
容
問
題

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
哲
学

津
城
寛
文

筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
専
攻
教
授
／
宗
教
学
・
神
道
行
法
研
究
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て
は
、
死
者
も
意
識
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
段
階
か
ら
、
す
で
に
意
見
が
分
か
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
で

脳
の
機
能
が
問
題
と
な
る
と
、
心
霊
研
究
で
は
、
死
者
は
そ

の
機
能
を
ど
う
保
存
す
る
か
、
と
い
う
問
い
に
な
る
。﹁
脳
」

の
機
能
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
す
る
講
演
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、

﹁
生
産
機
能
」
と
﹁
伝
達
機
能
」
を
区
別
し
、
脳
は
意
識
の
伝

達
器
官
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
し
か
し
こ
の
伝
達
理
論
で
は
、

有
限
の
肉
体
器
官
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
個
人
性
の
特
徴
で

あ
る
﹁
有
限
性
」
が
ど
う
な
る
の
か
、
曖
昧
で
あ
り
、﹁
大
理

論
」
的
な
説
明
に
と
ど
ま
る
。

し
た
が
っ
て
、﹁
有
限
性
」
を
持
つ
不
死
性
の
想
像
に
は
、

伝
達
理
論
を
超
え
た
も
の
が
必
要
に
な
る
。
つ
ま
り
、
肉
体

や
脳
な
し
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
器
官
や
組

織
、
シ
ス
テ
ム
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
仮
説
を
わ
か

り
や
す
い
比
喩
に
し
て
語
る
︵
に
落
ち
る
︶
と
す
れ
ば
、
生
体

の
脳
神
経
系
に
対
応
す
る
霊
体
の
器
官
系
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
は
対
応
す
る
、
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
端
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、﹁
マ
イ

ヤ
ー
ズ
通
信
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
友
人
マ

イ
ヤ
ー
ズ
の
死
後
、
二
〇
年
ほ
ど
し
て
自
動
書
記
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、﹁
宇
宙
的
貯
水
池
」
の
内
部
の
ト
ポ

グ
ラ
フ
ィ
は
何
か
と
い
う
問
題
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
﹁
マ
イ
ヤ

ー
ズ
︵
の
︶
問
題
」
と
命
名
し
た
問
い
に
、
端
的
な
答
え
が

綴
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
そ
の
人
の
研
究
に
は
、
根
本
的
経
験
、
多
元

的
宇
宙
、
信
じ
る
と
い
う
意
志
、
余
剰
な
信
仰
、
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ズ
ム
、
宗
教
経
験
︵
神
秘
主
義
と
回
心
︶、
心
霊
研
究
な

ど
の
圏
域
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
分
離
し
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち

で
浸
透
し
合
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
研
究
者
は
、
こ
れ
ら

の
ど
こ
か
︵
単
数
、
複
数
︶
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
心
霊
研
究
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
た

ジ
ェ
イ
ム
ズ
論
は
少
数
あ
る
が
︵
た
と
え
ば
最
近
で
は
、
堀
、
二

〇
一
一
年
、
な
ど
は
、
か
な
り
立
ち
入
っ
た
も
の
︶、
単
著
と
な

る
と
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
密
接
に
関

連
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
こ
こ
に
立
ち
寄
る
も
の
は
少
な
く
な

い
︵
た
と
え
ば
、
冲
永
、
二
〇
〇
七
年
、
伊
藤
、
二
〇
〇
九
年
、

な
ど
は
、
章
・
節
レ
ベ
ル
で
、
触
れ
て
い
る
︶。

2
現
代
日
本
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
研
究
者
は
、心

霊
研
究
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
か

伊
藤
邦
武
と
冲
永
宜
司
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
研
究
者
と
し
て

は
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
︵
と
評
価
さ
れ
た
受
賞
作
品
︶
で
、
か
つ

心
霊
研
究
の
核
心
部
に
説
き
及
ん
で
い
る
、
典
型
例
で
あ
る
。

死
後
存
続
問
題
を
第
一
の
関
心
と
し
な
い
こ
の
二
著
が
、
ど

こ
ま
で
立
ち
寄
っ
て
、
ど
こ
か
ら
立
ち
入
っ
て
い
な
い
か
、
確

認
す
る
。

冲
永
宜
司
﹃
心
の
形
而
上
学
︱
ジ
ェ
イ
ム
ズ
哲
学
と
そ

の
可
能
性
﹄︵
創
文
社
、
二
〇
〇
七
年
︶
は
、﹁
仏
教
的
な
空
」

﹁
無
我
」
を
虚
焦
点
と
し
て
見
据
え
な
が
ら
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の

﹁
純
粋
経
験
」﹁
意
識
の
流
れ
」
を
吟
味
し
た
も
の
で
あ
る
。
強

調
し
た
い
の
は
、
自
己
・
自
我
・
我
・
主
体
等
々
と
い
っ
た

﹁
作
用
の
極
︵
点
︶」
が
、
純
粋
経
験
や
空
の
体
験
に
お
い
て

は
消
去
さ
れ
る
﹁
概
念
形
式
」
で
あ
る
と
い
う
﹁
究
極
」
の

議
論
と
、﹁
死
後
に
も
存
在
す
る
意
識
を
も
っ
た
霊
魂
が
存

在
」
す
る
か
、
死
者
は
﹁
生
身
の
人
間
の
よ
う
な
個
人
的
な

意
識
に
お
い
て
存
続
」
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
死
者
の
意

識
の
有
無
を
問
う
議
論
と
の
、
レ
ベ
ル
差
で
あ
る
︵
冲
永
、
三

六
三
、
四
八
一
―四
九
二
頁
︶。
冲
永
の
整
理
に
よ
っ
て
浮
き
彫

り
に
な
る
の
は
、
究
極
の
レ
ベ
ル
の
議
論
で
は
、
私
た
ち
人

間
の
意
識
の
中
心
性
す
ら
﹁
消
去
」
さ
れ
る
の
に
、﹁
死
後
」

を
論
じ
る
レ
ベ
ル
で
は
、
生
前
の
意
識
の
個
人
性
、﹁
生
身
」

の
﹁
個
人
」
の
意
識
は
前
提
さ
れ
つ
つ
、﹁
死
後
」
の
意
識
の

個
人
性
が
疑
わ
れ
る
、
と
い
う
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
推

論
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
推
論
で
は
、
生
き
て
い
る
私
の
心
は
実
体
で

は
な
い
が
、
し
か
し
自
律
的
に
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
、
他
方
、
死
者
の
魂
は
も
ち
ろ
ん
実
体
で
は
な
く
、
か

つ
自
律
的
な
機
能
も
持
た
な
い
よ
う
だ
、
と
な
る
。
後
半
の

部
分
は
、
死
者
の
魂
も
も
ち
ろ
ん
実
体
で
は
な
い
が
、
し
か

ウィリアム・ジェイムズ

フレデリック・ウィリアム・ヘンリー・マイヤーズ
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し
自
律
的
に
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ

と
が
不
可
能
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

伊
藤
邦
武
﹃
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
多
元
的
宇
宙
論
﹄︵
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
︶
も
、
冲
永
と
同
様
の
話
題
を
、
広
く
関
連
付
け

つ
つ
論
じ
て
い
る
が
、
と
く
に
﹁
多
元
的
宇
宙
」
と
﹁
純
粋

経
験
」
に
焦
点
を
絞
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
、
宇
宙
︵
精
神
を

含
む
︶
の
構
成
要
素
、
基
盤
と
し
て
、
精
神
要
素
を
想
定
し
、

世
界
観
と
し
て
は
汎
心
論
に
立
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
、

そ
の
延
長
線
上
で
心
霊
研
究
に
立
ち
寄
っ
て
、
霊
媒
が
死
者

の
言
葉
を
語
る
霊
界
通
信
を
め
ぐ
る
議
論
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し

よ
う︵
言
葉
を
交
わ
そ
う
︶と
す
る
意
志︵will to com

m
unicate

︶」

と
、﹁
人
格
化
し
よ
う
︵
役
柄
を
演
じ
よ
う
︶
と
す
る
意
志
︵will 

to personate

︶」
の
二
つ
で
あ
る
。

こ
の
対
を
な
す
二
つ
の
意
志
に
関
し
て
、
伊
藤
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
よ
う
と
す
る

意
志
」
は
﹁
外
部
」
の
者
か
ら
、﹁
人
格
化
し
よ
う
と
す
る
意

志
」
は
受
け
取
る
者
︵
霊
媒
︶
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
し
て
、
両

者
の
コ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
霊
界
通
信
が
起
こ
る
と

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
説
明
し
て
い
る
が
、
し
か
し
誰
の
言
葉
な
の

か
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
も
パ
イ
パ
ー
夫
人
に
も
確
信
が
な
か
っ

た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
︵
伊
藤
、
一
〇
七
―一
〇
八
頁
︶。

こ
れ
は
誤
っ
た
ま
と
め
で
は
な
い
が
、
引
用
・
検
討
し
て

い
る
箇
所
︵Jam

es, 1986, pp.356, 359

︶
に
挟
ま
れ
た
数
頁
に
は
、

つ
ぎ
の
節
で
検
討
す
る
と
お
り
、
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
こ
と

が
、
思
考
実
験
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
延
々
と
空
想
が
展

開
さ
れ
る
部
分
は
、
よ
ほ
ど
興
味
が
な
い
か
ぎ
り
敬
遠
さ
れ

る
。同

じ
﹁
二
つ
の
意
志
」
に
つ
い
て
、
そ
の
出
所
と
い
う
﹁
限

定
さ
れ
た
問
題
」
に
集
中
し
た
の
が
、
堀
論
文
︵
堀
、
二
〇

一
一
年
︶
で
あ
る
。﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
意
志
」
の
伝
え

る
真
実
の
情
報
の
ソ
ー
ス
は
何
か
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
箇
条
書

き
で
七
つ
に
整
理
し
た
。︵
1
︶
た
ま
た
ま
当
た
っ
た
、︵
2
︶

多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
噂
、︵
3
︶
参
加
者
が
不
注
意
に
ほ

の
め
か
し
た
、︵
4
︶
生
前
の
ホ
ジ
ソ
ン
か
ら
聞
い
て
い
た
こ

と
が
霊
媒
の
何
か
の
記
憶
に
あ
っ
た
、︵
5
︶
生
前
の
ホ
ジ
ソ

ン
そ
の
他
か
ら
交
霊
会
で
聞
い
た
こ
と
が
、
覚
醒
時
は
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
霊
媒
の
ト
ラ
ン
ス
状
態
の
記
憶
に
あ
っ
た
、

︵
6
︶
テ
レ
パ
シ
ー
と
い
う
説
明
で
き
な
い
仕
方
で
、
参
加
者

や
遠
く
に
い
る
生
者
の
心
を
探
っ
た
、︵
7
︶
宇
宙
的
貯
蔵
庫

︵cosm
ic reservoir

︶
の
よ
う
な
も
の
へ
の
ア
ク
セ
ス
。
そ
こ
で

は
地
上
の
諸
事
実
の
す
べ
て
の
記
憶
が
貯
蔵
さ
れ
て
、
連
想

を
成
す
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
諸
セ
ン
タ
ー
︵personal centers

︶
の

ま
わ
り
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

堀
は
こ
れ
を
説
明
し
た
上
で
、
二
つ
の
意
志
に
つ
い
て
の

伊
藤
の
区
別
を
確
認
し
、
何
歩
か
踏
み
込
ん
で
い
る
が
︵
堀
、

二
〇
一
一
年
、
二
一
〇
―二
一
六
頁
︶、
さ
ら
に
あ
と
数
歩
、
踏

み
込
ん
で
み
た
い
。

ま
ず
、
堀
が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
情
報
の
ソ
ー
ス
の
七
つ

の
整
理
に
先
立
ち
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
﹁
死
後
生
存
し
て
い
る

ホ
ジ
ソ
ン
の
霊
以
外
︵other than R

. H
. ’s surviving spirit

︶」
の

ソ
ー
ス
と
し
て
、
と
断
っ
て
い
る
の
で
、
番
号
が
つ
い
て
い

な
い
こ
の
﹁
死
後
生
存
し
て
い
る
ホ
ジ
ソ
ン
の
霊
」
の
可
能

性
を
合
わ
せ
て
、
真
実
の
情
報
の
ソ
ー
ス
は
、
八
つ
に
な
る

︵Jam
es, 1986, p.255

︶。

つ
ぎ
に
、
こ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
だ
が
、
伊
藤
と
堀
が
と

も
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
説
に
お
け
る
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
よ

う
と
す
る
意
志
」
は
、
霊
媒
の
内
部
あ
る
い
は
外
部
と
し
つ

つ
、﹁
人
格
化
し
よ
う
と
す
る
意
志
」
は
、
一
貫
し
て
霊
媒
の

内
部
に
位
置
付
け
て
い
る
の
に
対
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
必
ず

し
も
﹁
内
部
」
だ
け
と
は
考
え
ず
、﹁
外
部
の
意
志
︵external 

will

︶」︵Jam
es, 1986, p.359

︶
を
射
程
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
こ

の
周
辺
に
は
、
類
似
し
た
性
格
を
持
っ
た
意
志
も
、
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
細
部
が
気
に
な
る
の
は
、
私
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ

そ
の
他
と
共
有
す
る
、
心
霊
研
究
の
知
識
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
自
身
も
微
妙
な
言
い
方
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
文
章
に
沿
っ
て
、
検
討
し
よ
う
。

3
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
本
文
の
襞
に
分
け
入
る

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
文
体
の
特
徴
は
、
心
の
現
象
を
論
じ
る
と

き
は
、
回
り
く
ど
い
表
現
に
な
る
こ
と
だ
が
、
と
く
に
心
霊

現
象
を
論
じ
る
際
は
、
そ
れ
が
捉
え
に
く
い
の
に
応
じ
て
﹁
形

式
的
に
散
漫
」
と
な
り
、
心
霊
研
究
が
批
判
を
受
け
や
す
い

の
に
比
例
し
て
慎
重
に
な
り
、
細
か
く
説
明
す
る
た
め
に
入

り
組
ん
だ
表
現
に
な
り
、
短
絡
的
な
誤
解
を
避
け
る
た
め
に

用
語
が
工
夫
さ
れ
、
等
々
が
重
な
っ
て
、
ひ
と
き
わ
襞
の
多

い
、
流
れ
の
悪
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
主
題
を
語
る

と
き
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
、﹁
読
者
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
」

と
い
う
心
が
け
が
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
放
棄
さ
れ
、
わ
ざ
と

持
っ
て
回
っ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
検
討
す
る

あ
た
り
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
心
霊
研
究
の
核
心
と
思
わ
れ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
﹁
二
つ
の
意
志
」
を
と
り
あ
え
ず
明
確
に

対
比
さ
せ
た
上
で
、
微
妙
な
話
を
始
め
る
重
要
な
部
分
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
断
固
と
し
た
口
上
で
始
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
問
題
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
前
提
さ
れ
た

意
志
が
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
、
ど
ん
な

姿
で
思
い
描
く
の
が
、
最
も
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
か
？

こ
こ
で
ま
た
い
つ
も
の
如
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ネ
ウ
マ
論

的
な
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ひ
と
ま
ず
抽
象
的
な

形
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。︹
…
…
︺

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
よ
う
と
す
る
意
志
は
、
永
続
的
な
モ

ノ
︵entity

︶
か
ら
来
る
の
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
場
合
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に
応
じ
て
出
現
す
る
モ
ノ
か
ら
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ホ

ジ
ソ
ン
の
霊
で
あ
れ
ば
、
永
続
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
劣
位
の
寄
生
的
な
霊
︵﹁
ダ
イ
モ
ン
」
や
エ
レ
メ
ン
タ
ル
な

ど
、
伝
統
的
に
あ
り
と
あ
る
名
前
で
呼
ば
れ
た
も
の
︶
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
も
永
続
的
な
モ
ノ
で
あ
ろ
う
。
間
に
合
わ
せ
に

で
き
た
︵im

provised

︶
モ
ノ
は
、
地
球
の
記
憶
の
宇
宙
的

貯
水
池
か
ら
浮
き
上
が
る
、
一
つ
の
限
定
さ
れ
た
意
識
の

プ
ロ
セ
ス
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
起
こ
る
の
は
、
特
定

の
踏
み
な
ら
さ
れ
た
道
︵tracts
︶
に
お
け
る
系
統
的
活
動

性
︵system

atized activity

︶
に
好
都
合
な
、
あ
る
条
件
が
満

た
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。︵
…
︶

も
し
人
の
夢
遊
的
な
あ
る
い
は
自
働
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
、
異

な
っ
た
階
層
の
霊
的
な
モ
ノ
た
ち
︵spiritual entities of a 

different order

︶
と
関
係
を
分
担
し
、
互
い
に
干
渉
す
る
と

い
う
傾
向
が
、
事
実
と
し
て
あ
り
そ
う
だ
と
な
れ
ば
、
そ

の
と
き
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
よ
う
と
す
る
意
志
︵
と

私
が
呼
ん
で
き
た
も
の
︶
だ
け
で
は
な
く
、
人
格
化
し
よ
う

と
す
る
意
志
す
ら
も
ま
た
、
霊
媒
自
身
の
夢
的
生
活
の
外

部
に
あ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
支
離
滅
裂
の
す

べ
て
が
彼
女
だ
け
の
責
任
で
は
な
く
、
彼
女
よ
り
も
劣
位

の
意
識
の
セ
ン
タ
ー
︵centres of consciousness lower than 

hers

︶
が
関
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
は
ち
ょ
う

ど
、
よ
り
優
位
の
セ
ン
タ
ー
が
、
流
れ
の
中
の
真
実
の
支

流
に
属
す
る
よ
り
説
明
し
が
た
い
こ
と
を
引
き
起
こ
す
か

も
し
れ
な
い
の
と
、
同
様
で
あ
る
。︵Jam

es, 1986, pp.356-

357

︶
こ
れ
を
受
け
て
、
さ
ら
に
﹁
面
白
く
な
っ
て
く
る
」
の
が
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
部
分
で
あ
る
。

こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
の
筋
書
は
、
込
み
入
っ
て

面
白
く
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
私
た
ち
が
つ
ぎ
の
よ
う
に

問
い
か
け
る
と
き
、
筋
書
は
さ
ら
に
込
み
入
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
眠
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
半
ば
眠
っ
て
い
る
状

態
の
意
志
が
、
霊
媒
が
ト
ラ
ン
ス
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

間
歇
的
に
再
活
性
化
さ
れ
、
意
識
を
持
っ
た
霊
の
人
格
に

な
る
の
は
、
如
何
に
し
て
か
？
︹
…
…
︺

あ
な
た
の
行
い
が
後
に
な
っ
て
意
識
的
に
思
い
出
さ
れ
る

た
め
に
は
、
そ
れ
は
物
質
的
宇
宙
に
痕
跡
を
残
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
生
き
て
い
る
あ
い
だ
、
そ
の
痕
跡
は
、
お
も
に

脳
に
あ
る
。
し
か
し
死
に
よ
っ
て
脳
が
失
わ
れ
る
と
、
痕

跡
は
行
為
の
あ
ら
ゆ
る
記
録
と
い
う
形
で
存
在
し
、
そ
れ

は
外
的
宇
宙
に
貯
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
宇
宙
は

人
間
の
す
べ
て
の
行
い
に
よ
っ
て
構
造
を
変
え
て
い
く
。

物
質
的
自
然
の
大
き
な
連
続
体
の
中
に
は
、
何
か
の
諸
帯

域
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
系
統
的
な
活
動
の
潜
在
力
が
生
来

備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ど
こ
か
の
︵
諸
︶
部
分
で
活

動
が
始
ま
る
時
に
は
い
つ
で
も
、
強
調
さ
れ
た
活
動
が
起

こ
る
。
物
質
的
痕
跡
の
残
り
も
す
べ
て
同
時
に
振
動
を
作

り
、
こ
の
宇
宙
は
再
び
、
ホ
ジ
ソ
ン
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

活
動
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
振
動
す
る
シ
ス
テ
ム
の

﹁
意
識
的
局
面
」
は
、
ホ
ジ
ソ
ン
の
霊
が
生
き
返
っ
た
も
の

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
該
の
霊
に
対
応
す
る
よ
う
な

物
質
的
痕
跡
の
シ
ス
テ
ム
は
、
不
完
全
に
し
か
立
ち
上
が

ら
な
い
。
私
自
身
は
、
外
部
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
よ

う
と
す
る
意
志
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。︵Jam

es, 

1986, pp.357-359

︶

と
り
ま
と
め
る
と
、
霊
的
な
モ
ノ
た
ち
は
、﹁
意
識
の
セ
ン

タ
ー
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

の
心
の
哲
学
か
ら
い
え
ば
、
生
者
が
意
識
の
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
の
と
同
じ
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ノ
の

レ
ベ
ル
の
系
統
的
な
活
動
性
︵System

atic activity, system
atised 

activity

︶、
帯
域
︵tracts

︶、︵
神
経
︶
系
、︵
神
経
︶
束
︵Jam

es, 

1986, pp.357, 358

︶
と
い
っ
た
表
現
は
、
ホ
ジ
ソ
ン
論
文
の
書

評
の
一
節
の
、
生
者
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
﹁
神
経
組
織
の
習

慣
︵habits of ...neural organism

︶」
と
い
う
言
葉
︵Ibid., p.190

︶

に
対
応
す
る
。

こ
こ
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
霊
媒
の
潜
在
意
識
の
活
動
が
、

﹁
人
格
化
」
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
こ
と
を
、﹁
変
装
」
と
い

う
用
語
で
強
調
し
て
い
る
。﹁
人
格
化
し
よ
う
と
す
る
意
志
」

が
、
も
し
霊
媒
側
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
︵
他
人
を
演
ず
る
の
だ

か
ら
︶﹁
変
装
し
よ
う
と
す
る
意
志
」
と
言
い
換
え
る
の
が
ふ

さ
わ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、﹁
人
格
化
し
よ
う
と
す

る
意
志
」
の
重
心
も
霊
媒
の
外
部
に
あ
る
、
つ
ま
り
霊
に
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
仮
説
︵
細
々
と
し
た
主
張
︶
を
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ
は
考
え
て
い
た
。
ま
し
て
、
記
憶
内
容
に
つ
い
て

は
、
霊
媒
の
外
部
に
重
心
が
あ
る
こ
と
を
、﹁
宇
宙
的
貯
水

池
」
と
い
う
有
名
な
表
現
で
、
展
開
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、

生
者
に
お
け
る
神
経
組
織
の
習
慣
と
、
死
者
に
お
け
る
系
統

的
な
活
動
性
の
帯
域
は
、
類
比
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
生

き
て
い
る
有
機
体
の
組
織
は
、
霊
に
お
け
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
活
動
性
に
対
応
す
る
、
と
い
う
仮
説
に
つ
な
が
る
。

4
脳
の
機
能
に
対
応
す
る

「
心
霊
的
意
識
網
」と
い
う
仮
説

心
霊
研
究
の
意
義
、
そ
れ
に
関
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
姿
勢
、

個
人
的
な
結
論
の
選
択
、
な
ど
に
つ
い
て
、
心
霊
研
究
圏
の

内
向
き
に
報
告
し
た
文
章
や
、
ま
た
哲
学
的
、
心
理
学
的
著

作
の
中
で
心
霊
研
究
に
言
及
し
た
文
章
の
ほ
か
に
、
外
部
の

知
識
層
向
け
の
入
門
的
な
文
章
が
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
の
﹁
人
間
の
不
滅
性
を
研
究
す
る
た
め
の
寄

付
講
座
」
イ
ン
ガ
ソ
ー
ル
講
演
で
行
っ
た
﹁
人
間
の
不
滅
性

︱
想
定
さ
れ
る
二
つ
の
反
論
」︵
一
八
九
八
年
︶、
も
う
一
つ
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は
最
後
の
原
稿
と
な
っ
た
﹁
あ
る
﹃
心
霊
研
究
者
﹄
の
確
信
」

︵
一
九
〇
九
年
︶
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
読
み
や
す
く
、
よ
く
引

用
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ど
ち
ら
も
共
通
し
て
、
自
他
の
区

別
あ
る
個
︵
体
︶
性
、
人
格
性
が
、
関
心
の
的
に
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
﹁
脳
」
の
機
能
が
中
心
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
る
前
者
を
検
討
し
、
一
〇
年
後
の
﹁
確
信
」
で
補
足

し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、﹁
マ
イ
ヤ
ー
ズ
通
信
」
の
仮
説
に
つ

な
げ
て
み
る
。

﹁
人
間
の
不
滅
性
︱
想
定
さ
れ
る
二
つ
の
反
論
」
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
私
の
関
心
か
ら
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
脳
の
機
能

が
意
識
の
伝
達
に
あ
る
と
い
う
主
張
、
も
う
一
つ
は
脳
と
い

う
肉
体
器
官
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
意
識
の
個
︵
人
︶
性
は

ど
う
な
る
か
と
い
う
設
問
で
あ
る
。
前
者
は
現
在
の
脳
科
学

で
も
問
わ
れ
て
い
る
問
題
、
後
者
は
現
在
あ
ま
り
問
わ
れ
な

い
心
霊
研
究
特
有
の
問
題
で
あ
る
。

脳
の
機
能
が
伝
達
に
あ
る
、
と
い
う
前
者
の
主
張
は
、
湯

沸
し
器
、
引
き
金
、
鍵
盤
、
プ
リ
ズ
ム
な
ど
の
比
喩
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
︵Jam

es, 1973, pp.288-299

︶。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
脳
の
﹁
伝
達
的
機
能
」
に
関
し
て
、
そ
れ

に
よ
る
意
識
の
変
容
は
﹁
閾
を
通
常
よ
り
も
下
げ
る
」
こ
と

に
よ
る
と
だ
け
説
い
て
、﹁
ど
の
よ
う
に
下
げ
る
か
？
」
と
い

う
技
法
に
関
す
る
問
い
は
な
い
。
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て

﹁
脳
の
閾
」
が
下
が
る
と
、
こ
こ
を
超
え
た
世
界
か
ら
流
入
が

あ
る
と
い
う
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
的
な
説
明
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
伝
達
理
論
は
、
脳
の
閾
が
意
識
を
制
約
す
る
こ
と
を
示

す
が
、
で
は
、
脳
と
い
う
肉
体
器
官
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
意

識
の
制
約
は
ど
う
な
る
か
、
有
限
な
人
格
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
ど
う
な
る
の
か
と
問
う
の
が
、
つ
ぎ
の
一
節
で
あ
る
。

私
た
ち
が
望
む
の
は
、
個
人
と
し
て
の
制
約
︵restrictions

︶

で
あ
り
、
自
分
が
自
分
で
、
他
人
は
他
人
で
あ
る
と
区
別

で
き
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
、
特
徴
で
あ
り
、
つ
ま
り
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
の
有
限

性
︵finitenesses

︶
や
制
限
︵lim

itations

︶
が
、
私
た
ち
の
人

格
的
エ
ッ
セ
ン
ス
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
有
限
の
肉
体
器

官
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
制
限
や
条
件
は
ど
う
な
る

の
か
？
︵Jam

es, 1973, p.301

︶

こ
の
問
い
は
、
哲
学
心
理
学
か
ら
、
す
で
に
心
霊
研
究
側

に
踏
み
込
ん
で
い
る
。﹁
あ
る
﹃
心
霊
研
究
者
﹄
の
確
信
」
は

さ
ら
に
歩
を
進
め
、
結
論
部
に
は
、
肉
体
と
脳
な
し
に
、
意

識
を
制
約
し
、
有
限
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
器

官
や
組
織
、
シ
ス
テ
ム
は
何
か
、
と
い
う
問
い
が
綴
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
共
有
の
意
識
の
貯
水
池
を
仮
定
す
れ
ば

︹
…
…
︺
問
題
は
、
そ
の
構
造
は
何
か
、
そ
の
内
部
の
ト
ポ

グ
ラ
フ
ィ
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
い
は
、

マ
イ
ヤ
ー
ズ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
正
確
に
定
式
化
さ
れ
た

も
の
で
、
以
後
の
科
学
者
に
よ
っ
て
﹁
マ
イ
ヤ
ー
ズ
の
問

題
」
と
呼
ば
れ
る
に
値
す
る
。
こ
の
母
な
る
海
に
お
け
る
、

個
体
化
あ
る
い
は
孤
島
化
の
条
件
は
何
か
？
　
そ
の
中
で

諸
人
格
は
別
々
に
機
能
す
る
ど
の
よ
う
な
帯
域
、
ど
の
よ

う
な
系
統
的
活
動
に
対
応
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
ま

た
個
々
の
﹁
霊
た
ち
」
は
、
そ
こ
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う

か
？
︹
…
…
︺
ど
れ
く
ら
い
永
続
的
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い

は
束
の
間
の
存
在
だ
ろ
う
か
？
　
ど
の
よ
う
に
相
互
に
影

響
し
合
う
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
し
て
再
び
問
う
が
、
宇
宙

的
意
識
と
物
質
と
の
関
係
は
、
何
だ
ろ
う
か
？
　
物
質
の

よ
り
微
細
な
諸
形
態
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
折
に
ふ
れ
て
、

魂
の
海
に
お
け
る
諸
個
体
化
と
機
能
的
に
連
結
し
、
そ
の

時
、
そ
の
時
だ
け
、
姿
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
？
︵Jam

es, 

1986, p.374

︶

霊
の
系
統
的
活
動︵System

atic activity, system
atized activity

︶

の
帯
域
︵tracts

︶、︵
神
経
︶
系
、︵
神
経
︶
束
が
、
想
像
さ
れ

て
、
そ
れ
ら
が
、
生
者
に
お
け
る
﹁
神
経
組
織
の
習
慣
︵habits 

of ...neural organism

︶」
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
、
示
唆
し
た
。

生
者
に
お
け
る
神
経
組
織
の
習
慣
と
、
死
者
に
お
け
る
系
統

的
な
活
動
性
の
帯
域
が
、
類
比
的
に
考
え
ら
れ
て
、
生
き
て

い
る
有
機
体
の
組
織
は
、
霊
に
お
け
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
活
動
性
に
対
応
す
る
、
と
い
う
仮
説
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の

文
章
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
る
。

こ
の
仮
説
を
わ
か
り
や
す
い
比
喩
に
し
て
語
る
︵
に
落
ち

る
︶
と
す
れ
ば
、
肉
体
の
脳
神
経
系
に
対
応
す
る
霊
体
の
活

動
系
が
あ
り
、
双
方
の
回
路
は
対
応
す
る
、
と
な
る
。
ジ
ェ

イ
ム
ズ
が
こ
の
よ
う
に
持
っ
て
回
っ
た
言
い
方
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
、﹁
マ
イ
ヤ
ー
ズ
通
信
」︵
一
九
二
四
―一
九
三
四
年

の
書
記
︶
は
、
以
下
の
よ
う
に
端
的
に
表
現
し
て
、
ニ
ュ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
に
近
付
い
て
い
る
。

ま
わ
り
に
巨
大
な
蜘
蛛
の
巣
が
あ
る
と
想
像
せ
よ
。
こ
の

蜘
蛛
の
巣
の
糸
が
、
記
憶
な
い
し
想
念
を
、
あ
た
か
も
電

線
が
電
気
を
伝
え
る
よ
う
に
脳
髄
に
運
ぶ
︵
カ
ミ
ン
ズ
、
二

〇
〇
〇
年
、
一
一
九
頁
︶

記
憶
は
海
に
似
て
い
る
︹
…
…
︺
あ
な
た
が
た
の
周
囲
に

あ
っ
て
、
大
洋
の
水
の
よ
う
に
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い
。

︹
…
…
︺
あ
な
た
が
た
の
ま
わ
り
を
取
り
巻
く
湿
気
の
よ
う

な
も
の
だ
と
も
言
え
る
。
地
上
に
あ
る
時
も
あ
な
た
が
た

は
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
中
に
、
こ
の
見
え
な
い
記
憶
の
貯

蔵
庫
か
ら
記
憶
を
引
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
︵
同
、
一

二
二
頁
︶

わ
れ
わ
れ
︵
帰
幽
者
︶
は
物
質
的
脳
は
持
た
な
い
が
、
あ

る
心
霊
的
意
識
網
︵psychic web

︶
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

網
は
正
確
に
は
脳
の
方
式
と
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
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は
無
数
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
か
神
経
区
画
を
持
つ
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
い
く
つ
も
の
意
識
中
枢
︵centers

︶

を
持
ち
、
そ
れ
が
︿
大
統
一
原
理
﹀︵
本
霊
︶
か
ら
流
れ
込

む
心
霊
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
い
る
︵
同
、
一
三
一
頁
︶

人
間
の
魂
は
想
像
力
の
働
く
有
限
の
焦
点
で
あ
り
中
枢

︵finite focus or centre for im
agination

︶
な
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
高
次
の
意
識
レ
ヴ
ェ
ル
で
物
質
的
身
体
と
関
係
を
も
っ

て
働
く
と
き
は
殊
に
そ
う
な
の
で
あ
る
︵
カ
ミ
ン
ズ
、
一
九

八
六
年
、
一
一
頁
︶

生
者
の
意
識
・
記
憶
も
死
者
の
意
識
・
記
憶
も
、
す
べ
て

包
含
さ
れ
る
宇
宙
的
貯
水
池
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
問
い
か
け

る
問
い
を
不
問
に
付
す
と
、
宇
宙
的
貯
水
池
と
個
々
の
生
き

て
い
る
人
間
の
意
識
は
、
全
体
と
そ
の
部
分
と
い
う
、
き
わ

め
て
大
雑
把
な
﹁
一
即
多
」
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
理

論
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。﹁
マ
イ
ヤ
ー
ズ
通
信
」
は
、
宇
宙

的
貯
水
池
の
内
部
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
何
か
と
い
う
問
い
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ
が
﹁
マ
イ
ヤ
ー
ズ
︵
の
︶
問
題
」
と
命
名
し
た
問

い
に
、
端
的
に
答
え
て
い
る
。

5
個
体
性
の
死
後
存
続
説
の

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
選
択

心
霊
研
究
に
不
快
感
を
抱
き
つ
つ
研
究
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ

は
、
と
く
に
パ
イ
パ
ー
現
象
の
理
解
に
戸
惑
い
、﹁
こ
の
よ
う

に
、
パ
イ
パ
ー
夫
人
の
ト
ラ
ン
ス
記
憶
は
、
通
常
の
人
間
的

な
記
憶
で
は
な
い
。
こ
の
無
類
の
正
確
さ
を
説
明
す
る
に
は
、

彼
女
の
孤
立
し
た
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
セ
ル
フ
に
自
然
な
能
力
が

付
与
さ
れ
て
い
る
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
通
信
す
る
﹃
霊
﹄

に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
別
々
の
記
憶
シ
ス
テ
ム
が
集
ま
っ
た
も

の
と
す
る
か
、
二
者
択
一
で
あ
る
。
こ
の
選
択
を
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
」︵Jam

es, 1986, 

pp.190-191

︶
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
霊
媒
現
象
の
研
究

者
の
仮
説
や
結
論
の
選
択
は
、
二
通
り
が
可
能
で
あ
り
、
同

等
の
権
利
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
の
実
用
性
の
哲
学
の

権
化
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、﹁
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
そ
の
実
在
は
、
価
値
的
に
︹
…
…
︺
実
在
論
的
に

も
肯
定
さ
れ
る
」
と
い
う
、﹁
宗
教
的
実
在
の
容
認
の
哲
学
的

根
拠
」
に
も
な
る
。
冲
永
は
慧
眼
に
も
、
注
レ
ベ
ル
な
が
ら
、

こ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
意
外
な
含
意
を
指
摘
し
て
い
る

︵
冲
永
、
二
〇
〇
七
年
、
三
七
三
、
三
七
七
頁
︶。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
﹁
選
択
に
は
準
備
が
要
る
」
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
持
つ
デ
ー
タ
の
量
的
な
多
寡
、
質

的
な
高
低
に
よ
る
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
選
択
を
意
味
す

る
。
仮
説
や
結
論
、
ま
た
そ
れ
に
先
立
つ
方
法
論
、
さ
ら
に

は
課
題
や
対
象
も
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
的
に
選
択
さ
れ
る
。

そ
れ
は
博
打
的
な
決
断
主
義
で
は
な
く
、
準
備
を
し
た
度
合

い
に
応
じ
て
、
自
他
に
と
っ
て
の
信
憑
性
や
納
得
性
が
増
す
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
省
の
積
み
重
ね
や

手
持
ち
の
材
料
が
変
わ
る
と
、
判
断
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
ラ
ズ
ロ
と
い
う
、
現
代
の
重
要
な
思
想
家
を

例
に
、
そ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
を
示
す
。

ラ
ズ
ロ
に
注
目
す
る
理
由
は
三
つ
あ
り
、
一
つ
め
は
、
ラ

ズ
ロ
が
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
的
世
界
観
の
グ
ル
ー
プ
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
め
は
、
ラ
ズ
ロ
が
情
報
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
宇
宙
的
連
続
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
時
折
ジ
ェ
イ

ム
ズ
を
引
用
し
て
ま
と
め
て
い
る
こ
と
、
三
つ
め
は
、
ラ
ズ

ロ
が
お
そ
ら
く
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
心
霊
研
究
を
よ
く
知
ら
な

い
で
、
同
じ
よ
う
な
疑
問
に
突
き
当
た
っ
て
、
同
じ
よ
う
な

揺
ら
ぎ
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
め
、
ラ
ズ
ロ
の
評
価
は
、
指
導
的
思
想
家
た
ち
の
ピ

ア
レ
ヴ
ュ
ー
で
高
く
、
現
時
点
で
の
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
的

思
想
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
。
た
と
え
ば
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
・
グ
ロ
フ
は
、
現
代
科
学
の
洞
察
を
統
合
し
て
包
括
的
な

﹁
万
物
の
理
論
」
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
は
ラ
ズ
ロ
で
あ
る
と
評

価
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
ラ
ズ
ロ
の
基
本
的
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
﹁
ア
カ
シ
ッ
ク
︲
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の

﹁
宇
宙
的
貯
水
池
」
を
含
む
古
今
東
西
の
神
秘
思
想
や
自
然
科

学
思
想
と
通
底
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
︵
ラ
ズ
ロ
、
二
〇

〇
八
年
、
二
〇
四
頁
︶。

二
つ
め
、
ラ
ズ
ロ
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
﹁
私
た
ち
は
海
に
浮

か
ぶ
島
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
そ
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
表
現
す
る
こ
と
を
好
ん
で
い
る
︵
ラ
ズ
ロ
、
一

九
九
九
年
、
二
八
九
頁
、
ラ
ズ
ロ
、
二
〇
〇
五
年
、
一
三
九
頁
︶。

そ
し
て
三
つ
め
、
ラ
ズ
ロ
の
死
者
観
は
、
意
識
の
存
続
を

思
わ
せ
る
死
者
の
記
憶
は
、﹁
情
報
体
と
し
て
の
宇
宙
」
に
由

来
す
る
と
さ
れ
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
﹁
宇
宙
的
貯
水
池
」
説

そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
同
じ
材
料
を
同
じ
順

序
で
並
べ
て
、
お
そ
ら
く
反
省
だ
け
変
化
し
て
、
結
論
が
真

逆
、
つ
ま
り
、
肉
体
の
死
を
超
え
て
存
続
す
る
こ
の
別
の
個

人
は
、﹁
ど
こ
か
別
の
場
所
に
、
お
そ
ら
く
リ
ア
リ
テ
ィ
の
別

の
次
元
に
生
き
て
い
る
」﹁
個
人
の
魂
︵
個
霊
︶
と
い
う
古
く

か
ら
の
概
念
に
似
た
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
い
う
説
明
に
な
っ
た
り
す
る
。
世
界
観
、
解
釈
の
﹁
選

択
に
は
準
備
が
要
る
」
と
言
わ
れ
る
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

の
恰
好
の
実
例
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
説
明
は
、
二
〇
〇
四

年
第
一
版
の
著
書
︵Laszlo, Science and the Akashic Field

︶
と
、
二

〇
〇
六
年
の
著
書
︵Laszlo, Science and the Reenchantment of the 

Cosmos

︶
の
も
の
で
、
変
わ
り
目
は
そ
の
あ
い
だ
の
ど
こ
か
で

あ
る
。
二
〇
〇
四
年
段
階
で
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
後
に
重
要
な
問
い
か
け
を
し
よ
う
。
人
類
が
こ
れ
ま
で

に
問
い
か
け
た
最
大
の
問
い
の
な
か
で
も
最
も
刺
激
的
な

も
の
だ
。
そ
れ
ば
﹁
私
た
ち
の
肉
体
が
死
ん
だ
あ
と
も
、
意
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識
は
存
続
す
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
︵
ラ

ズ
ロ
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
八
頁
、Laszlo, 2004, p.121

︶

邦
訳
書
︵
二
〇
〇
五
年
︶
は
、
原
著
の
第
一
版
︵2004

︶
と

も
第
二
版
︵2007
︶
と
も
対
応
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
翻

訳
と
原
著
第
一
版
で
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
解
釈
は
つ
ぎ
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
死
者
が
﹁
別
の
次
元
の
現
実
の
な
か

に
、
な
お
も
存
在
す
る
」
な
ら
、
こ
れ
は
﹁
真
の
不
死
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、﹁
希
望
に
満
ち
た
結
論
で
あ
る
が
、
真
実

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
︵not likely to be true

︶」。
こ
れ
に
対

し
て
、
も
う
一
つ
の
、﹁
よ
り
可
能
性
の
高
い
説
明
」
は
﹁
情

報
体
と
し
て
の
宇
宙
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
、
と
︵
ラ
ズ
ロ
、

二
〇
〇
五
年
、
二
二
五
頁
、Laszlo, 2004, p.160

︶。

こ
の
よ
う
に
﹁
希
望
に
満
ち
た
結
論
で
あ
る
が
、
真
実
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
」
と
自
信
あ
り
げ
に
断
言
さ
れ
て
い
た

の
が
、
原
著
第
二
版
︵2007

︶
で
は
、
や
や
ト
ー
ン
を
変
え

て
、
哲
学
者
か
ら
の
書
簡
の
引
用
と
い
う
形
を
と
っ
て
、﹁
宇

宙
の
絶
え
間
な
い
経
験
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
新
た
な
よ
り
高

い
形
の
個
体
性
」﹁
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
経
験
の
領
域
」

が
あ
る
と
さ
れ
、﹁
最
後
の
考
察
」
で
は
、﹁
不
滅
の
魂
と
い

う
ペ
レ
ニ
ア
ル
な
直
観
」
と
は
異
な
る
が
、﹁
た
だ
一
つ
の
こ

と
、
脳
と
身
体
の
機
能
が
止
ま
っ
て
も
、
意
識
は
消
え
失
せ

な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
し
て
、
個
体
性
の
死
後
持
続
、

不
滅
が
強
調
さ
れ
て
い
る
︵Laszlo, 2007, pp.127-128

︶。
こ
の

死
者
観
は
、
生
者
の
記
憶
説
に
は
収
ま
ら
な
い
。

二
つ
の
版
の
あ
い
だ
、
二
〇
〇
六
年
の
著
書
で
は
、
同
じ

材
料
、
同
じ
推
論
が
、
結
論
部
で
、﹁
魂
」
や
﹁
霊
」
と
い
う

ペ
レ
ニ
ア
ル
な
言
葉
に
接
近
し
、
真
逆
の
解
釈
と
な
っ
て
い

る
。﹁
問
題
な
の
は
、
個
人
の
意
識
が
ど
の
よ
う
に
し
て
肉
体

の
死
を
超
え
て
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
」

と
い
う
設
問
を
受
け
て
、
そ
れ
は
﹁
回
想
の
一
部
と
し
て
」

だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
﹁
死
ん
だ
後
も
生
き
て
い
る
人
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
の
人
特
有

の
﹃
霊
﹄
な
い
し
﹃
魂
﹄︵integral “ spirit”  or “ soul”  of a person

︶

と
し
て
」
だ
ろ
う
か
、
と
選
択
肢
を
示
す
。
後
者
は
個
人
の

不
死
を
示
唆
し
、﹁
ど
こ
か
別
の
場
所
に
、
お
そ
ら
く
リ
ア
リ

テ
ィ
の
別
の
次
元
に
生
き
て
い
る
︵living elsewhere, perhaps 

on another plane of reality or in another dim
ension

︶」と
説
明
さ

れ
る
︵
ラ
ズ
ロ
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〇
八
頁
︶。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
、

死
後
を
含
む
世
界
観
、
解
釈
の
選
択
に
お
い
て
、﹁
選
択
を
す

る
に
は
準
備
が
要
る
」
と
う
ま
く
表
現
し
た
、
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
の
恰
好
の
実
例
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
的
形
而
上
学
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に

あ
る
ラ
ズ
ロ
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
﹁
宇
宙
的
貯
水
池
」
な
ど

を
ア
カ
シ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
と
呼
ぶ
こ
と
、
死
後
の
記
憶

を
ホ
ロ
グ
ラ
ム
的
﹁
痕
跡
」
と
呼
ぶ
こ
と
な
ど
、
ジ
ェ
イ
ム

ズ
的
用
語
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
し

て
死
後
生
の
説
明
に
つ
い
て
は
迷
い
を
共
有
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
回
帰
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

6
身
心
変
容
技
法
研
究
、宗
教
研
究
と
の

位
置
関
係

ジ
ェ
イ
ム
ズ
﹁
あ
る
﹃
心
霊
研
究
者
﹄
の
確
信
」
の
冒
頭

に
、﹁
創
造
主
は
こ
の
自
然
の
一
領
域
が
、
永
遠
に
不
可
解
な

ま
ま
に
留
め
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
た
く
な
る
」
と
い
う
、
有
名
な
述
懐
が
あ
る
︵Jam

es, 1986, 

p.362

︶。
こ
れ
は
、
不
愉
快
で
不
可
解
な
現
象
が
気
ま
ぐ
れ
で

あ
る
こ
と
を
、
不
承
不
承
に
受
け
入
れ
た
証
言
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る
身
心
変
容
技
法
を
考
え

る
際
、
変
容
を
い
か
に
導
く
か
と
い
う
﹁
技
法
」
の
問
題
は
、

実
践
家
︵
グ
ロ
フ
な
ど
︶
に
お
い
て
は
瞑
想
や
呼
吸
の
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
と
な
り
、
理
論
家
︵
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
ラ
ズ
ロ
︶
に
お

い
て
は
﹁
瞑
想
や
祈
り
に
よ
っ
て
」﹁
変
性
意
識
に
お
い
て
」

と
し
て
ス
キ
ッ
プ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
心
霊
研
究
は
、

受
動
的
﹁
他
力
的
」
な
実
践
を
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
い
わ
ば
﹁
無
技
法
の
技
法
」
と
い
っ
た
特
徴
を
示
し
て
お

り
、﹁
技
法
」
の
概
念
を
洗
練
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

宗
教
研
究
に
お
い
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
心
霊
研
究
は
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
パ

イ
パ
ー
夫
人
を
霊
媒
と
す
る
ホ
ジ
ソ
ン
の
霊
界
通
信
を
扱
っ

た
、
量
的
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
晩
年
の
報
告
︵Jam

es, 1986, 

pp.253-360

︶
も
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
宗
教
学
、
宗
教
心
理
学
、

宗
教
人
類
学
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
憑
依
︵
精
神
医
学
で
は

﹁
人
格
転
換
」︶
と
の
関
連
で
、
細
か
く
参
照
さ
れ
る
例
は
見
当

た
ら
な
い
。
理
由
の
一
つ
は
、
心
霊
研
究
︵
そ
の
後
身
で
あ
る

超
心
理
学
︶
の
学
術
世
界
に
お
け
る
地
位
の
不
安
定
さ
に
あ

る
が
、
た
と
え
ば
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
、
心
霊
研
究
・

超
心
理
学
が
有
益
で
あ
る
こ
と
は
、 一
九
五
〇
年
代
当
時
、
大

き
な
期
待
を
持
た
れ
て
い
た
超
心
理
学
と
の
関
連
で
、
宗
教

学
者
エ
リ
ア
ー
デ
や
民
族
学
者
フ
ィ
ン
ダ
イ
ゼ
ン
ら
が
期
待

を
表
明
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
︵
津
城
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
七

―二
〇
九
頁
︶。

六
〇
年
後
の
今
日
も
、
同
じ
期
待
を
述
べ
ざ
る
を
得
な
い
。

﹁
霊
媒
術
」﹁
霊
界
通
信
」︵
心
霊
研
究
用
語
︶、﹁
人
格
転
換
」

︵
精
神
医
学
用
語
︶、﹁
憑
依
託
宣
」︵
宗
教
人
類
学
用
語
︶
な
ど

と
呼
ば
れ
る
現
象
の
核
に
は
、
人
間
の
死
後
存
続
と
い
う
千

古
の
問
題
が
あ
る
。
ご
く
最
近
の
心
霊
研
究
圏
は
、
こ
の
千

古
の
問
題
に
関
す
る
一
つ
の
有
効
な
糸
口
と
な
る
。

と
く
に
今
日
、﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
が
玉
石
混
淆
し
、

宗
教
が
事
件
化
す
る
と
き
、
社
会
は
そ
の
扱
い
に
困
惑
し
て

い
る
が
、
心
霊
研
究
で
報
告
検
討
さ
れ
た
詐
欺
や
イ
ン
チ
キ

の
事
例
が
、
一
定
の
見
通
し
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

逆
に
言
う
と
、
心
霊
研
究
の
知
見
な
し
に
、
宗
教
・
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
事
件
化
に
は
、
対
処
が
難
し
い
。
宗
教
研
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究
の
死
角
を
少
な
く
す
る
と
い
う
最
も
広
義
の
意
味
で
、
心

霊
研
究
は
重
要
で
あ
る
。

最
も
狭
義
に
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
研
究
は
、
今
で
も
宗
教
学

︵
お
よ
び
心
理
学
、
哲
学
︶
の
課
題
と
し
て
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
が
、
そ
の
要
の
位
置
に
あ
っ
た
の
が
心
霊
研
究
で

あ
る
こ
と
は
、
伊
藤
、
冲
永
、
堀
ら
の
研
究
が
確
認
し
て
い

る
。
心
霊
研
究
に
光
を
当
て
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
研
究

に
も
大
き
な
死
角
が
残
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
大
部
の

資
料
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
さ
え
も
進
ん
で
い

な
い
の
は
、
弁
解
の
で
き
な
い
怠
慢
で
あ
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

専
門
家
た
ち
の
さ
ら
な
る
参
加
が
望
ま
れ
る
。
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は
じ
め
に
―
湯
浅
泰
雄
の
修
行
論
と

身
体
技
法
論
と
の
出
会
い

筆
者
が
、
湯
浅
泰
雄
の
修
行
論
と
身
体
技
法
論
に
関
心
を

持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
筆
者
自
身
の
内
に
お
け
る
﹁
日
本
人

で
あ
る
わ
た
し
」
と
﹁
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
わ
た
し
」
と
い

う
二
つ
の
異
な
る
世
界
の
出
会
い
だ
っ
た
。
筆
者
は
、
ド
イ

ツ
の
ザ
ン
ク
ト
・
オ
ッ
テ
ィ
リ
エ
ン
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修

道
院
で
の
修
道
士
た
ち
と
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
に
よ
る
祈
り

の
体
験
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
神
学
を
勉
強
し
始
め
る
と
、
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
で
体
験
し
た
祈
り
と
神
学
の
学
問
体

系
と
の
間
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
神
学
の
学
問
体
系
に
は
、

西
洋
伝
統
思
想
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
、
言
葉
の
伝
統
、
す

な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
哲
学
的
︵
あ
る
い
は
神
学
的
︶
概
念
を
正

し
く
解
釈
し
、
明
晰
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
確
認
で

き
る
。
し
か
し
こ
の
中
で
筆
者
が
、
祈
り
の
体
験
を
母
胎
と

し
た
霊
性
の
伝
統
を
、
人
間
の
身
体
や
身
心
変
容
の
問
題
に

即
し
て
論
じ
て
い
る
研
究
に
出
会
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
こ
の
中
で
、
東
洋
伝
統
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
整
体

な
ど
の
心
身
技
法
や
身
心
変
容
の
問
題
︵
特
に
筆
者
が
日
常
的

に
体
験
し
て
い
た
身
体
に
お
け
る
気
の
作
用
︶
が
、
キ
リ
ス
ト

教
の
霊
性
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
問
い
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
の

が
、
湯
浅
泰
雄
の
修
行
論
と
身
体
技
法
論
だ
っ
た
。
湯
浅
の

修
行
法
や
身
体
技
法
に
お
け
る
身
体
の
考
察
の
う
ち
、
筆
者

は
主
に
身
体
に
お
け
る
気
の
位
置
に
注
目
し
た
。
湯
浅
が
身

体
に
お
け
る
﹁
無
意
識
」
の
部
分
に
注
目
し
、
そ
こ
に
修
行

法
と
気
の
は
た
ら
き
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
た
こ
と
は
と

て
も
興
味
深
い
。
そ
し
て
湯
浅
が
、
こ
の
心
身
関
係
を
修
行

の
実
践
と
い
う
視
点
か
ら
探
究
し
、
心
身
二
元
論
克
服
を
目

指
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
人
間
存
在
の
意
味
を
総
合
的

な
視
野
で
問
う
て
い
く
う
え
で
、
大
切
な
点
で
あ
る
。

1
「
身
体
」の
ス
ペ
イ
ン
語
訳
を
め
ぐ
っ
て

筆
者
は
湯
浅
の
身
体
論
と
気
の
問
題
に
つ
い
て
、
ス
ペ
イ

ン
語
で
博
士
論
文
を
執
筆
し
た
。
そ
の
際
に
浮
き
彫
り
と
な

っ
た
﹁
身
体
」
の
訳
語
を
め
ぐ
る
問
題
を
提
示
し
、
湯
浅
に

お
け
る
心
身
二
元
論
克
服
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る

た
め
の
契
機
と
し
た
い
。

﹁
身
体
」
は
通
常
ス
ペ
イ
ン
語
で
、“ cuerpo”  

あ
る
い
は 

“ corporeidad”  

と
訳
さ
れ
る
。
哲
学
思
想
史
に
お
い
て
、
人
間

と
は
何
か
に
つ
い
て
論
じ
る
時
、
中
心
の
問
題
と
な
る
の
は 

“ cuerpo y alm
a”

︵
身
体
と
魂
︶あ
る
い
は “ cuerpo y m

ente”

︵
身

体
と
精
神
︶で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の “ cuerpo y alm

a (m
ente)”  

と
い
う
表
現
に
お
い
て
す
で
に
、
心
身
の
二
元
性
が
表
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
身
体
と
魂
︵
精
神
︶
の
間
に“ y”

︵
〜
と
︶

と
い
う
接
続
詞
を
置
く
こ
と
で
、
身
体
と
精
神
と
を
個
々
の

別
の
概
念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
潜
在
的
に
人
間
の
意
識
の

中
に
習
慣
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

湯
浅
泰
雄
の
修
行
論
と
身
体
技
法
論

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
哲
学

桑
野
　
萌

ラ
モ
ン
・
リ
ュ
リ
大
学
哲
学
研
究
科
研
究
員
／
哲
学
的
人
間
学
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
体
系
に
お
け

る
、
心
身
の
概
念
の
捉
え
方
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
た
の

は
、
ス
ペ
イ
ン
の
思
想
家
で
あ
り
、
精
神
科
医
の
ペ
ド
ロ
・

ラ
イ
ン=
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
︵
一
九
〇
八
―二
〇
〇
一
︶
で
あ
る

︵
以
下
、
ラ
イ
ン
と
す
る
︶。
西
洋
思
想
史
に
お
い
て
は
習
慣
的

に
﹁
身
体
」
と
﹁
精
神
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
を
区
別
し
、
果

た
し
て
両
者
は
、
ど
の
よ
う
に
結
合
可
能
な
の
か
を
問
う
。
そ

し
て
心
身
は
本
来
一
元
的
な
の
か
、
二
元
的
な
の
か
と
い
う

問
題
へ
と
発
展
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
課
題
に
対
し
て

ラ
イ
ン
は
、
心
身
二
元
論
と
唯
物
的
一
元
論
と
い
う
二
つ
の

極
論
に
対
し
て
、
第
三
の
道
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
立
場

に
つ
い
て
、
ラ
イ
ン
の
弟
子
の
デ
ィ
エ
ゴ
・
グ
ラ
シ
ア
は
、

﹁
創
発
的
一
元
論
︵m

onism
o em

ergentista

︶」
と
よ
ん
で
い
る
。

以
下
、
ラ
イ
ン
の
著
書
、Alma, cuerpo, persona

か
ら
の
引
用
で

あ
る
。

身
体
の
は
た
ら
き
と
精
神
の
は
た
ら
き
は
そ
の
実
在
に
お

い
て
違
い
は
な
い
。
た
だ
、
別
々
の
方
法
で
観
察
可
能
で

あ
る
。

身
体
の
は
た
ら
き
、
単
な
る
消
化
機
能
は
身
体
的
機
能
で

な
く
、
身
体
機
能
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
ほ
う
が
適
切

で
あ
る
。
精
神
の
は
た
ら
き
は
、
単
な
る
精
神
的
機
能
で

な
く
、
精
神
的
機
能
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
ほ
う
が
適

切
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
二
つ
の
は
た
ら
き
の
性
質
の
根

本
的
な
一
体
性
と
相
対
的
な
違
い
に
つ
い
て
の
根
拠
付
け

に
あ
る1

。

ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
語
の “ m

i cuerpo”

︵
わ
た
し

の
体
︶
と
い
う
表
現
に
は
、﹁
わ
た
し
の
所
有
物
と
し
て
の

体
」
と
い
う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に

主
体
で
あ
る
自
我
が
客
体
と
し
て
の
体
を
認
識
す
る
の
で
は

な
く
、
ラ
イ
ン
が
強
調
し
た
の
は
、
こ
の
世
界
に
、︿
今
―こ

こ
﹀
と
し
て
身
体
に
お
い
て
存
在
す
る
わ
た
し
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
身
体
と
自
我
は
一
体
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
。
身
体
は
、
無
機
的
な
物
質
で
は
な
く
、
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
︵
活
力
︶
そ
の
も
の
で
あ
り
、
生
き
た
身
体
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
心
身
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
、“ m

i cuerpo y yo”

﹁
わ
た
し
の
体
と
わ
た
し
」
と
表
現
す
る
の
は
、
不
適
切
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ“ m

i cuerpo: yo”

﹁
わ
た
し
自
身
で

あ
る
身
体
」
と
表
記
す
る
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
疑
問
を
提
示
し
て
い
る2

。

一
方
、
哲
学
者
で
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
ホ
ア
ン
・
マ
シ
ア
は
、

ラ
イ
ン
の
心
身
論
を
発
展
さ
せ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

﹁
身
体
」
と
﹁
精
神
」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
概
念
を
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
け
る
の
か
を
問
題
の
中
心
に
据
え
る
の
で
は
な

く
、
身
体
と
は
﹁
主
体
に
な
り
つ
つ
あ
る
身
体
」
で
あ
る
と

述
べ
た
。
マ
シ
ア
は
、
身
体
の
概
念
の
特
質
に
つ
い
て
二
つ

の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
外
界
か
ら
科
学
的
に
観

察
さ
れ
る
身
体
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
身
体
は
﹁
わ
た
し
の

所
有
物
と
し
て
の
身
体
」
と
い
う
特
質
を
有
す
る
。
第
二
に
、

身
体
を
内
面
か
ら
現
象
学
的
に
捉
え
る
、
生
き
た
身
体
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、﹁
わ
た
し
は
身
体
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、﹁
こ

の
わ
た
し
と
し
て
の
身
体
は
、
主
体
に
な
り
つ
つ
あ
る
身
体
」

で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
マ
シ
ア
が
述
べ

て
い
る
身
体
と
は
、
心
や
精
神
を
統
合
す
る
身
体
で
は
な
く
、

﹁
精
神
に
な
り
つ
つ
あ
る
身
体
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
マ
シ
ア
は
日
本
語
の
﹁
心
身
」
と
い
う
言
葉
は
、
ま

さ
に
生
き
た
身
体
を
表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
は
な
い

か
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
日
本
語
の
﹁
心
身
」
と
い
う
言

葉
に
照
ら
さ
れ
て
、
マ
シ
ア
は
、
心
身
関
係
に
つ
い
て
論
じ

る
と
き
、“ cuerpo y m

ente” , “ cuerpo y alm
a

︵o espíritu
︶
で

は
な
く“ cuerpo-m

ente” , “ corpóreo espiritual”

と
い
う
表
現
を

適
用
し
て
い
る
。

次
に
日
本
語
の
﹁
身
体
」
と
い
う
概
念
を
考
え
る
た
め
に

哲
学
者
、
市
川
浩
︵
一
九
三
一
―二
〇
〇
二
︶
の
心
身
関
係
論

を
参
照
し
た
い
。
市
川
は
、﹁
身
」
と
い
う
日
本
語
の
表
現
の

分
析
を
通
し
て
、
独
自
の
身
体
論
を
展
開
し
て
い
る
。
市
川

の
身
体
の
概
念
の
分
析
も
、
身
体
と
精
神
の
一
体
不
可
分
性

に
焦
点
を
当
て
て
い
る
点
に
お
い
て
ラ
イ
ン
や
マ
シ
ア
の
指

摘
し
た
心
身
関
係
の
問
題
と
類
似
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

市
川
は
精
神
と
身
体
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
﹁
精
神
と
し

て
の
身
体
」﹁
身
体
と
し
て
の
精
神
」
と
述
べ
て
い
る
。
市
川

に
よ
る
と
、﹁
身
」
は
単
な
る
身
体
で
も
な
け
れ
ば
、
精
神
で

も
な
く
、
し
か
し
時
と
し
て
、
身
体
と
精
神
の
双
方
に
接
近

す
る
、
精
神
で
あ
る
身
体
、
あ
る
い
は
身
体
で
あ
る
精
神
と

し
て
の
︵
実
存
︶
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

﹁︿
精
神
﹀
あ
る
い
は
︿
身
体
﹀
と
い
う
こ
と
ば
は
、
す
で
に

さ
ま
ざ
ま
な
先
入
観
を
は
ら
ん
だ
︿
人
間
的
現
実
﹀
の
あ
る

決
ま
っ
た
分
け
方
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い3

」
の
で
あ
る
。

ま
た
、
身
体
と
い
う
言
葉
の
﹁
身
」
を
分
析
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

︿
身
﹀
は
肉
か
ら
心
ま
で
を
ふ
く
み
生
き
身
と
し
て
の
人

間
存
在
全
体
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
あ
る4

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
拙
論
に
お
い
て
は
﹁
身
体
」

と
い
う
言
葉
の
ス
ペ
イ
ン
語
訳
を“ el ser propio cuerpo”

が
ふ

さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
以
下
、
拙
論
か
ら
の

引
用
で
あ
る
。

身
体
と
は
、
わ
た
し
で
あ
る
と
こ
ろ
の
身
体︵el ser propio 

cuerpo

︶
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
本
論
で
は
、
身
体
を

“ cuerpo” , “ corporalidad”

と
訳
す
よ
り
も
、
心
身
の
一
体
性

︵unidad corporeo espiritual

︶
を
強
調
し
た
い
。
つ
ま
り
か

ら
だ
、
精
神
、
こ
こ
ろ
の
側
面
を
不
可
分
な
関
係
と
し
て
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伴
う
身
体
に
つ
い
て
浮
き
彫
り
に
し
た
い
の
で
あ
る5

。

2
湯
浅
の
身
体
論
と
心
身
二
元
論

克
服
の
道

湯
浅
は
、
西
田
幾
多
郎
、
和
辻
哲
郎
に
代
表
さ
れ
る
近
代

日
本
の
哲
学
者
た
ち
の
思
想
の
根
底
に
、
儒
教
、
仏
教
な
ど

の
東
洋
の
伝
統
的
思
索
の
中
核
で
あ
る
身
体
へ
の
関
心
が
潜

在
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
東
洋
の
伝
統
的

思
考
様
式
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
身
体
の
問
題
を

ベ
ル
グ
ソ
ン
、
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
哲
学
的

心
身
論
、
心
理
学
お
よ
び
精
神
医
学
、
さ
ら
に
心
身
医
学
や

東
洋
医
学
に
照
ら
し
、
独
自
の
身
体
論
を
展
開
し
た
。
湯
浅

の
論
じ
て
い
る
身
体
と
は
、
単
な
る
肉
体
的
な
器
官
だ
け
で

は
な
く
、
人
間
の
内
面
、
無
意
識
の
領
域
を
含
む
﹁
心
身
」

を
指
す
。
つ
ま
り
身
体
と
は
、
人
間
の
全
存
在
を
指
す
。
わ

た
し
た
ち
は
自
己
を
﹁
今
―こ
こ
」
す
な
わ
ち
時
間
と
空
間

に
存
在
す
る
身
体
を
通
し
て
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
身
体
と
は
、
自
己
の
存
在
根
拠
を
問
う
た
め
の
道
で
あ

り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
身
体
論
は
、
認
識
論
や
存
在
論

と
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
で
は
湯
浅
の
心
身
二

元
論
克
服
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

東
洋
の
身
体
観
は
、
西
洋
と
比
べ
る
と
、
心
と
身
体
を
一

体
不
可
分
な
も
の
と
捉
え
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
心
と
身
体
が
分
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
な
い
。
日
常
的
な
体
験
の
中
で
の
体
と
心
の
異
な
る
現
象

を
ま
ず
認
め
、
自
覚
し
、
そ
の
う
え
で
修
行
と
い
う
実
践
を

通
し
て
ど
の
よ
う
に
心
身
の
一
体
性
を
回
復
し
て
い
く
か
と

い
う
問
い
か
ら
出
発
す
る
の
が
、
東
洋
の
伝
統
に
お
け
る
修

行
や
身
体
技
法
を
基
盤
と
し
た
湯
浅
の
身
体
論
の
立
場
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
湯
浅
に
よ
る
二
元
論
克
服
と
は
、
日
常

的
に
体
験
し
て
い
る
心
身
の
二
元
性
を
修
行
と
い
う
実
践
を

通
し
て
、
克
服
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
禅
に
お

け
る
﹁
心
身
一
如
」
と
は
、
心
身
の
二
元
性
を
修
行
と
い
う

実
践
を
通
し
て
克
服
し
た
う
え
で
の
理
想
的
境
地
で
あ
る
。

湯
浅
の
言
葉
で
言
い
換
え
る
と
そ
れ
は
、﹁
心
と
身
体
に
お
い

て
見
出
さ
れ
る
二
元
的
で
両
義
的
な
関
係
が
解
消
し
、
両
義

性
が
克
服
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
意
識
に
と
っ
て
新
し
い
展
望
︱

ひ
ら
か
れ
た
地
平
と
も
い
え
る
よ
う
な
︱
が
み
え
て
く
る

こ
と6

」
で
あ
る
。
湯
浅
に
よ
る
と
、
心
身
二
元
論
の
克
服
と

い
う
試
み
は
、
西
洋
思
想
史
上
で
も
追
究
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
東
洋
の
伝
統
的
身
体
技
法
に
み
ら
れ
る
﹁
心
身
一
如
」

の
思
想
の
独
自
性
は
、
心
身
関
係
を
本
来
一
元
的
な
の
か
そ

れ
と
も
二
元
的
な
の
か
と
理
論
的
に
問
う
の
で
は
な
く
、
日

常
的
に
体
験
し
て
い
る
二
元
性
か
ら
出
発
し
、
実
践
的
な
訓

練
に
よ
っ
て
そ
れ
を
ど
う
克
服
し
て
い
く
か
を
問
う
こ
と
で

あ
る
と
い
う
。
こ
の
心
身
一
如
を
理
想
的
境
地
と
し
、
そ
れ

を
実
践
的
に
問
う
姿
勢
に
お
い
て
、﹁
修
行
」
の
考
え
方
の
独

自
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

3
湯
浅
の
修
行
論

は
じ
め
に
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
湯
浅

の
修
行
論
は
、
修
行
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
る
思
想
に
つ
い
て

の
理
論
的
考
察
に
焦
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
湯
浅
は
自
ら

の
修
行
体
験
に
基
づ
い
た
哲
学
的
考
察
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
る
な
ら
、
彼
が
目
指
し
て
い
た
の
は
、
東
洋
の
さ

ま
ざ
ま
な
伝
統
的
身
体
技
法
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
修
行
法
の
現

代
的
意
味
を
問
う
こ
と
で
あ
る7

。

湯
浅
に
よ
る
と
﹁
修
行
」
の
考
え
方
は
、
東
洋
の
哲
学
的

思
考
様
式
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
で
あ
り
、
心
身
二
元
論

克
服
の
た
め
の
カ
ギ
で
あ
る
と
い
う
。
で
は
、﹁
修
行
」
と
は

い
っ
た
い
何
な
の
か
。
湯
浅
は
修
行
を
次
の
よ
う
に
定
義
し

て
い
る
。

修
行
と
は
、
世
俗
的
な
日
常
経
験
の
場
に
お
け
る
生
活
規

範
よ
り
以
上
の
き
び
し
い
拘
束
を
自
己
の
心
身
に
対
し
て

課
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
平

均
的
人
間
が
送
っ
て
い
る
生
き
方
以
上
の
︿
生
﹀︵Leben 

m
ehr als

︶
に
至
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る8

。

﹁
社
会
の
平
均
的
人
間
が
送
っ
て
い
る
生
き
方
以
上
の

︿
生
﹀」
と
は
、
湯
浅
の
言
う
﹁
人
格
の
向
上
」
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
。
湯
浅
は
、
東
洋
の
修
行
論
に
お
い
て
は
、﹁
心

身
諸
能
力
の
訓
練
と
向
上
は
ど
の
よ
う
な
道
を
通
っ
て
行
わ

れ
よ
う
と
も
、
結
局
は
す
べ
て
ひ
と
つ
の
共
通
な
中
心
で
あ

る
人
格
の
核
心
に
導
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い9

」
と
述

べ
て
い
る
。﹁
人
格
の
核
心
」
と
は
、
湯
浅
に
と
っ
て
、
個
と

し
て
の
自
分
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
う

な
ら
ば
、
個
と
し
て
の
人
間
の
根
拠
へ
の
問
い
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
修
行
と
は
、
生
活
規
範

よ
り
厳
し
い
拘
束
を
心
身
に
対
し
て
課
す
と
い
う
実
践
を
通

し
て
、
人
間
の
内
面
性
の
奥
底
に
あ
る
﹁
真
の
自
己
」
を
探

求
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

湯
浅
は
、
東
洋
思
想
の
伝
統
の
特
質
の
一
つ
は
個
の
修
行

体
験
が
哲
学
的
思
索
の
基
礎
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
東
洋
の
倫
理
学

は
、
常
に
心
の
内
面
的
浄
化
と
人
格
変
容
の
現
実
的
な
体
験

を
重
要
視
す
る
。
そ
し
て
こ
の
修
行
と
い
う
実
践
を
通
し
た

内
面
的
浄
化
と
人
格
変
容
の
体
験
が
、
超
越
の
ひ
ら
き
へ
の

道
標
に
な
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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4
身
体
に
お
け
る
気
の
位
置

湯
浅
哲
学
の
特
徴
の
一
つ
は
、
東
洋
の
伝
統
の
修
行
法
か

ら
見
出
さ
れ
る
個
の
身
心
変
容
の
体
験
を
軸
と
し
た
身
体
論

を
構
築
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
る
。
湯
浅
の
こ
の
哲
学

研
究
へ
の
姿
勢
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
修
行
生
活
の
体
験
を

通
し
て
信
仰
の
心
理
や
修
行
体
験
、
身
体
の
問
題
に
関
心
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
湯
浅
は
、
ベ

ル
グ
ソ
ン
の
心
身
関
係
論
や
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
に
代
表
さ

れ
る
、
現
象
学
的
思
索
に
よ
る
心
身
関
係
の
考
察
に
留
ま
ら

ず
に
、
ユ
ン
グ
の
深
層
心
理
学
や
身
心
医
学
、
さ
ら
に
修
行

法
、
身
体
技
法
な
ど
を
自
ら
の
身
体
図
式
に
取
り
入
れ
、
独

自
の
身
体
論
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
湯

浅
の
身
体
図
式
の
中
で
﹁
気
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
湯
浅
の
身
体
論
は
、
わ
た
し
た

ち
が
日
常
的
に
体
験
し
て
い
る
心
身
の
二
元
性
を
ど
の
よ
う

に
克
服
す
る
か
と
い
う
問
い
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
身
体
図
式
に
お
い
て
心
身
の
二
元
的
な
関
係
を
克
服
し
、

﹁
心
身
一
如
」
へ
と
向
か
っ
て
い
く
た
め
の
鍵
は
何
か
。
こ
こ

で
、
湯
浅
は
、
体
と
心
の
架
け
橋
と
な
る
、
気
の
は
た
ら
き

に
注
目
し
た
。
気
は
、
修
行
を
理
解
す
る
う
え
で
も
重
要
な

概
念
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
東
洋
の
伝
統
に
お
い
て
、
修
行

は
呼
吸
法
な
ど
、
気
を
練
る
訓
練
を
基
礎
と
し
て
、
発
展
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
湯
浅
は
﹁
気
」
の
作
用
を
、
心
身
の

二
元
性
を
克
服
す
る
た
め
の
鍵
で
あ
る
と
同
時
に
、
東
洋
の

伝
統
に
お
け
る
世
界
観
や
人
間
観
を
理
解
す
る
た
め
の
キ
ー

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
気
の
研
究
を

通
し
た
、
宗
教
、
哲
学
、
科
学
な
ど
の
枠
を
超
え
た
総
合
的

学
問
の
構
築
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

5
湯
浅
に
よ
る
身
体
図
式

―
身
体
を
組
織
し
て
い
る
回
路

湯
浅
は
、
身
体
機
能
を
ま
ず
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に

身
体
の
生
理
的
機
能
を
支
配
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

神
経
系
に
即
し
て
分
析
し
、
さ
ら
に
経
絡
系
と
い
う
不
可
視

な
、
潜
在
的
回
路
の
は
た
ら
き
を
考
慮
に
い
れ
、
身
体
の
機

能
を
総
合
的
に
捉
え
な
お
そ
う
と
し
た
。
湯
浅
に
お
け
る
身

体
の
シ
ス
テ
ム
は
、︵
1
︶
外
界
感
覚
運
動
回
路
、︵
2
︶
全

身
内
部
感
覚
回
路
、︵
3
︶
情
動
本
能
回
路
、︵
4
︶
無
意
識

的
準
身
体
の
四
回
路
に
対
応
し
た
、
四
段
階
か
ら
成
っ
て
い

る
。
こ
の
四
回
路
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
別
々
の
シ
ス
テ

ム
で
は
な
く
、
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ

ら
の
回
路
の
分
析
を
通
し
て
湯
浅
は
生
き
た
身
体
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
性
と
全
体
性
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る10

。
以
下
、

湯
浅
の
提
唱
し
た
、
身
体
図
式
を
紹
介
す
る
。

5-
1
　
外
界
感
覚
運
動
回
路

外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
と
り
こ
れ
を
脳
へ
と
伝
え
る
感
覚

器
官
と
、
外
へ
と
働
き
か
け
る
運
動
器
官
と
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
て
い
る
一
種
の
情
報
の
回
路
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
、
感
覚

神
経
と
運
動
神
経
か
ら
な
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
﹁
感
覚
―運

動
機
構
」
と
よ
ん
だ
。
こ
の
機
構
は
、
生
活
の
有
用
性
の
た

め
に
組
織
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ

は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
考
え
方
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
﹁
感
覚
―運
動
回
路
」
と
よ
ん
だ
。
つ
ま
り
外
界
に
関

わ
る
行
動
の
た
め
に
習
慣
化
さ
れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

5-

2
　
全
身
内
部
感
覚
回
路

湯
浅
は
第
二
の
回
路
を
身
体
の
状
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て

の
内
部
情
報
装
置
と
位
置
づ
け
、
そ
の
機
能
を
二
つ
に
分
け

て
い
る
。

運
動
感
覚
回
路
︵kinesthesis

︶　
運
動
神
経
と
運
動
器
官
を
結
ぶ

情
報
回
路
で
あ
り
、
身
体
の
運
動
感
覚
に
関
す
る
回
路
で
あ

る
。
こ
の
回
路
は
、
第
一
の
外
界
感
覚
―運
動
回
路
を
支
え

て
い
る
体
内
情
報
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
や
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
な
ど
の
哲
学
者
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
第
一
の
外
界
感
覚
―運
動
回
路
を
支
え
る

役
割
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ベ
ル

グ
ソ
ン
、
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る
と
、
こ
の
運
動
感
覚

回
路
は
、
外
界
感
覚
運
動
回
路
︵
客
観
的
身
体
︶
の
シ
ス
テ
ム

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
﹁
運
動
図
式
」
あ
る
い
は
﹁
身
体

図
式
」
で
あ
り
、
運
動
諸
能
力
の
習
慣
づ
け
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
は
、
感
覚
運
動
回

路
で
あ
る
﹁
客
観
的
身
体
」
の
シ
ス
テ
ム
の
底
に
﹁
生
け
る

身
体
」
す
な
わ
ち
﹁
習
慣
的
身
体
」
の
シ
ス
テ
ム
が
潜
在
し

て
い
る
と
し
た
。

内
臓
感
覚
神
経
︵somesthesis

︶　
運
動
感
覚
の
底
辺
に
あ
る
暗
い

意
識
の
部
分
で
無
意
識
と
関
係
し
て
い
る
。
皮
膚
感
覚
、
深

部
感
覚
、
平
衡
感
覚
お
よ
び
内
臓
感
覚
の
総
称
を
体
性
内
部

感
覚
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
臓
感
覚
を
中
心
と
し
た

身
体
の
状
態
に
関
す
る
内
部
情
報
の
シ
ス
テ
ム
を
ま
と
め
て

ソ
メ
ス
テ
ー
シ
ス
と
し
て
い
る
。

湯
浅
は
こ
の
第
二
の
回
路
を
﹁
自
動
制
御
装
置
」︵
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
︶
に
例
え
て
い
る
。
こ
の
回
路
で
は
、
内
部
に
お

こ
っ
た
変
化
が
中
枢
部
に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
の
指
令
が
末
端
か
ら
送
り
返
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
回

路
は
、
自
分
が
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
状
態
、
自

分
自
身
の
身
体
に
つ
い
て
の
気
づ
き
、
言
い
換
え
れ
ば
身
体

の
自
己
把
持
的
意
識
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
べ
て
の
身

体
運
動
は
記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ピ
ア
ノ
の
練
習
の
積
み
重
ね
で
、

意
識
し
な
く
て
も
指
が
徐
々
に
覚
え
上
達
し
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
の
練
習
を
繰
り
返
す
う
ち
に
コ
ツ
を
覚
え
、
上
達
し
た
り
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す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
判
断
す
る
と

い
う
意
識
の
底
に
お
い
て
は
一
種
の
自
動
記
憶
装
置
が
あ
り
、

蓄
積
さ
れ
た
過
去
の
失
敗
デ
ー
タ
な
ど
が
意
識
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
れ
、
次
は
失
敗
し
な
い
よ
う
に
指
令
す
る
。
こ
の

繰
り
返
し
が
練
習
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
練
習
と
は
身
体
を
一

定
の
方
向
に
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
動

記
憶
装
置
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
の
が
、
全
身
内
部
感
覚

回
路
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、
湯
浅
は
記
憶
な
ど
の
心
理

作
用
と
身
体
の
生
理
作
用
の
関
係
に
着
目
し
て
い
る
。
記
憶

と
は
過
去
の
記
憶
デ
ー
タ
を
貯
蔵
し
て
い
る
無
意
識
と
意
識

を
つ
な
げ
る
作
用
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
身
体
の
シ

ス
テ
ム
は
無
意
識
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る11

。

湯
浅
は
、
こ
の
第
二
の
回
路
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
無
意

識
の
研
究
の
重
要
性
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
湯

浅
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
や
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
の
心
身
論
は
、
人

間
︵
主
体
︶
と
環
境
の
間
に
成
り
立
つ
行
動
的
な
関
わ
り
に

注
目
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
近
代
哲
学
に
と
っ
て
新
し
い
見

方
を
示
し
、
二
元
的
思
考
の
克
服
へ
の
道
を
ひ
ら
い
た
と
評

価
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
両
者
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋

の
哲
学
者
た
ち
の
思
考
の
中
心
が
感
覚
―運
動
系
、
意
識
―皮

膚
系
と
、
意
識
が
、
第
一
回
路
と
第
二
回
路
の
﹁
運
動
感
覚

回
路
」
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
湯
浅
は
、
修
行
法
の
観
点
か
ら
身
体
を
な
が
め
、
情

動
と
無
意
識
に
関
わ
る
﹁
自
律
系
」
つ
ま
り
第
二
の
回
路
の

内
臓
感
覚
神
経
と
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
第
三
の
回
路
、
情
動

本
能
回
路
の
研
究
の
重
要
性
を
提
示
し
た
。

5-

3
　
情
動
本
能
回
路

身
体
の
無
意
識
の
部
分
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
食
欲
や

性
欲
な
ど
人
間
の
本
能
と
関
係
し
て
お
り
、
内
臓
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
自
律
神
経
系
と
関
係
し
て
い
る
回
路
。
生
命
の

維
持
装
置
と
も
い
え
る
。
普
通
の
状
態
で
は
、
視
覚
や
聴
覚

の
よ
う
に
身
体
の
特
定
部
位
に
局
所
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
自
律
神
経
に
関
わ
る
回
路
で
あ
る
。

自
律
神
経
系
は
、
怒
る
、
悲
し
む
な
ど
の
情
動
の
は
た
ら
き

と
関
係
し
て
い
る
。
情
動
の
は
た
ら
き
は
、
全
身
的
な
も
の

で
、
具
体
的
に
身
体
の
ど
こ
の
部
分
と
結
び
つ
い
て
い
る
か

特
定
で
き
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
湯
浅
は
、
身
体
の
考
察

に
お
い
て
、
東
洋
の
伝
統
医
学
や
心
身
医
学
、
そ
し
て
深
層

心
理
学
の
視
座
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の

分
野
に
お
い
て
、
人
間
の
情
動
の
は
た
ら
き
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
東
洋
の
修
行
法
に
お
け
る
身

体
観
は
情
動
と
無
意
識
に
関
わ
る
自
律
系
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
。
情
動
作
用
は
、
心
身
関
係
に
お
け
る
、
意
識
の

部
分
に
よ
る
表
層
的
構
造
と
無
意
識
の
部
分
で
あ
る
基
本
的

構
造
を
結
ぶ
機
能
で
あ
る
。

5-

4
　
無
意
識
的
準
身
体

湯
浅
は
、
第
四
の
回
路
、
す
な
わ
ち
経
絡
系
と
い
う
潜
在

意
識
、
無
意
識
の
領
域
を
身
体
図
式
に
取
り
入
れ
、
身
体
の

機
能
を
総
合
的
に
捉
え
な
お
そ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
身
体

の
奥
深
く
に
あ
る
潜
在
的
、
基
本
的
構
造
に
注
目
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
第
四
回
路
は
解
剖
学
的
視
点
か
ら
み
る
と
、
外

か
ら
感
覚
に
よ
っ
て
認
識
で
き
な
い
見
え
な
い
回
路
で
あ
り
、

心
理
学
的
に
み
る
と
、
通
常
意
識
で
は
感
知
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
無
意
識
下
の
潜
在
的
回
路
で
あ
る
と
い
う
。
湯
浅
は

こ
の
経
絡
系
シ
ス
テ
ム
を
﹁
無
意
識
的
準
身
体
」
と
よ
ん
で

い
る
。
そ
れ
は
、﹁
無
意
識
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
わ
た

し
た
ち
が
通
常
意
識
し
て
い
な
い
部
分
で
あ
り
、
意
識
に
よ

っ
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
客
観
的
身
体
を
支
え
、
生
理
的

機
能
を
活
性
化
さ
せ
、
身
体
を
外
界
︵
世
界
、
環
境
︶
と
交
流

さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
湯
浅
に
よ
る
と
、
気

の
は
た
ら
き
は
こ
の
無
意
識
の
領
域
に
関
連
し
て
い
る
。

人
間
の
身
体
は
、
そ
の
多
く
の
部
分
は
意
識
で
は
捉
え
ら

れ
な
い
、
無
意
識
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

伝
統
的
な
東
洋
医
療
や
、
瞑
想
法
の
分
析
に
よ
る
と
、
こ
の

無
意
識
の
部
分
を
流
れ
る
気
の
は
た
ら
き
は
、
人
間
の
生
理

的
機
能
と
結
び
つ
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
心
理
的
機
能

と
も
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

湯
浅
は
、
気
と
い
う
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
そ

の
実
態
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
生

き
た
身
体
を
め
ぐ
っ
て
い
る
生
体
特
有
の
一
種
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
流
れ
で
あ
り
、
情
動
と
深
い
関
係
の
あ
る
意
識
下
の
﹁
潜

在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

湯
浅
に
よ
る
と
気
の
流
れ
は
、
心
理
的
側
面
か
ら
み
れ
ば
、

瞑
想
や
ト
ラ
ン
ス
、
深
い
祈
り
な
ど
特
異
な
状
況
下
で
、
通

常
の
意
識
と
は
違
っ
た
状
態
で
感
知
で
き
る
と
い
う
。
整
体
、

気
功
や
武
術
な
ど
の
身
体
技
法
の
訓
練
を
積
ん
だ
人
は
、
気

の
流
れ
を
感
知
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
状
態
は
、
無
意
識

の
は
た
ら
き
が
表
面
に
現
れ
て
き
た
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て

ヨ
ー
ガ
や
気
功
な
ど
の
健
康
維
持
法
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
気

の
は
た
ら
き
が
、
身
体
の
生
理
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
客
観
的

な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
現
代
で
は
、
修
行
者
や
気
功
実
践
者

の
身
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
用
を
物
理
的

方
法
で
捉
え
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
気
の
流

れ
は
、
東
洋
の
伝
統
的
医
療
法
に
お
い
て
も
瞑
想
法
に
お
い

て
も
、
身
体
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
治
療
法
や
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
整
え
て
い
く
た
め
の
作
用
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
禅
な
ど
の
瞑
想
の
際
に
は
、
情
動
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
訓
練
は
心
理
的
作
用
と
関
係
し
て
い
る

と
い
え
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ガ
が
健
康
法
と
し
て
も
ち
い
ら
れ

る
背
景
に
は
生
理
的
作
用
へ
の
効
果
と
関
連
が
見
受
け
ら
れ

る
。
近
代
的
二
分
法
が
人
間
と
自
然
の
関
係
を
考
え
る
際
に
、

ま
ず
物
理
的
自
然
の
観
察
か
ら
は
じ
め
、
次
に
そ
れ
を
生
命

現
象
に
及
ぼ
し
、
最
後
に
心
の
問
題
に
至
る
と
い
う
順
序
を
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と
る
の
に
対
し
て
、
気
の
考
え
方
を
基
礎
に
し
た
人
間
論
で

は
、
身
心
変
容
の
主
体
的
な
体
験
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
か
ら

外
界
と
の
関
係
を
探
る
。
そ
し
て
心
身
一
体
と
し
て
の
人
体

を
小
宇
宙
と
捉
え
、
環
境
︵
も
の
︶
と
し
て
の
大
宇
宙
と
の

対
応
関
係
を
考
え
る
。
つ
ま
り
気
の
考
え
方
に
照
ら
さ
れ
た

人
間
観
は
主
体
的
な
実
践
的
体
験
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
気
の
考
え
方
に
支
え
ら
れ
た
、

﹁
こ
こ
ろ
︱
か
ら
だ
︱
も
の
」
の
順
序
で
人
間
を
捉
え
よ
う
と

す
る
人
間
論
に
お
い
て
は
、
主
観
と
客
観
、
身
体
と
心
と
い

う
二
分
法
の
考
え
方
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
湯
浅
は
、
気
と
は
身
体
と
精
神
、
物

と
心
を
媒
介
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
デ
カ
ル
ト
の
物
心

二
分
法
で
は
説
明
で
き
な
い
第
三
の
存
在
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

6
身
体
に
お
け
る「
気
」の
は
た
ら
き
と

修
行

湯
浅
の
提
唱
し
た
、
修
行
論
あ
る
い
は
身
体
技
法
論
に
お

け
る
気
の
は
た
ら
き
を
主
に
三
つ
の
視
点
か
ら
論
じ
て
み
た

い
。

6-

1
　
科
学
、医
学
的
次
元

深
層
心
理
学
や
心
身
医
学
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
経
験
科
学

の
観
点
か
ら
は
、
修
行
を
は
じ
め
と
す
る
身
心
訓
練
の
技
法

が
身
心
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
か
、
ま
た
気
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
ど
の
よ
う
に
身
体
を
流
れ
、
ま
た
身
体
に
ど
の

よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
現
代
の
心
身
論
を
め
ぐ
る
学
際
研
究
で
は
、
経
験

科
学
の
見
地
か
ら
、
気
の
流
れ
が
身
体
の
生
理
的
機
能
と
心

理
的
機
能
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
、
ど
の
よ
う
に
外
界
と
つ

な
が
っ
て
い
る
か
の
作
用
を
示
す
た
め
の
試
み
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
湯
浅
は
、
東
洋

医
学
研
究
の
成
果
で
あ
る
経
絡
敏
感
人
の
症
例
、
ま
た
経
絡

系
の
発
見
に
貢
献
し
た
本
山
博
の
電
気
生
理
学
測
定
の
研
究

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る12

。
ま
た
、
呼
吸
は
通
常
意
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
さ
れ
る
自
律
神
経
系
に
影

響
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
呼
吸

法
は
、
修
行
の
基
礎
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
東
洋
医
学
に
お

い
て
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
技
と
し
て
発
展
し
た
。
こ
の

よ
う
な
伝
統
に
お
け
る
心
身
の
捉
え
方
を
哲
学
的
見
地
と
経

験
科
学
的
見
地
の
相
互
関
係
に
お
い
て
再
検
証
す
る
こ
と
は
、

心
身
論
を
全
体
的
、
総
合
的
な
視
野
で
研
究
し
て
い
く
た
め

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

6-

2
　
人
間
学
・
倫
理
的
次
元

身
心
変
容
や
気
の
問
題
は
、
東
洋
の
伝
統
文
化
の
中
で
、

修
行
を
中
心
と
す
る
瞑
想
体
験
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
洋
哲
学
の
特
質
は
、
個
の
修
行
体

験
に
お
け
る
身
心
変
容
が
、
知
的
探
求
の
出
発
点
と
し
て
重

要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
気
の

思
想
は
人
格
形
成
、
つ
ま
り
倫
理
学
や
人
間
学
の
問
題
と
深

く
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。
老
子
の
﹁
無
為
」
と
い
う
言

葉
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
洋
の
伝
統
思
想
に
お
い
て

倫
理
と
は
、
外
か
ら
課
さ
れ
る
規
範
で
は
な
く
て
、
人
間
の

内
面
か
ら
自
発
的
に
生
じ
る
、
心
の
状
態
、
人
格
を
示
し
て

い
る
。
自
己
の
内
面
の
奥
底
の
本
来
的
自
己
と
一
体
化
す
る

こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。
儒
教
や
道
教
の
思
想
に
お
い
て
倫

理
は
自
然
や
道
と
ど
の
よ
う
に
調
和
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
問
題
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
気
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
く
る
の
か
。

気
は
心
身
を
媒
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
心
身
と
外

界
︵
自
然
︶
を
結
ぶ
は
た
ら
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
気
の
流

れ
は
自
然
と
人
間
の
調
和
を
維
持
す
る
鍵
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
教
や
儒
教
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋

思
想
の
中
で
は
人
格
の
形
成
や
徳
と
は
気
の
流
れ
を
鍛
錬
す

る
こ
と
で
実
現
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

伝
統
に
お
い
て
、
倫
理
学
︵
人
間
学
︶
は
超
越
の
次
元
と
不

可
分
の
関
係
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

6-

3
　
霊
的
次
元

気
の
作
用
は
、
人
間
の
無
意
識
の
領
域
と
関
わ
っ
て
い
る
。

湯
浅
の
身
体
図
式
に
お
い
て
気
は
、﹁
無
意
識
的
準
身
体
」
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
修
行
と
は
こ
の
気
の
作
用
を

訓
練
し
、
無
意
識
の
底
に
潜
在
的
に
沈
ん
で
い
る
人
間
存
在

の
根
拠
を
探
る
た
め
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
気
の
考

え
方
に
照
ら
さ
れ
た
修
行
論
、
身
体
論
を
基
礎
と
し
た
人
間

学
に
お
い
て
、
霊
性
の
探
求
と
は
、
内
面
の
奥
底
に
あ
る
﹁
真

の
自
己
」
を
発
見
し
て
い
く
歩
み
を
指
す
の
で
あ
る
。

気
の
概
念
は
中
国
の
古
代
思
想
に
お
い
て
、
人
間
観
と
世

界
観
、
宇
宙
観
を
包
括
す
る
基
礎
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
伝
統
下
に
お
い
て
気
は
、
す
べ
て
の
生
き
物
を
生
か
す
、

い
の
ち
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

気
と
は
、
呼
吸
に
よ
っ
て
心
身
を
媒
介
し
、
人
間
と
外
界
を

結
ぶ
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

考
え
る
と
瞑
想
と
は
、
呼
吸
法
の
訓
練
を
通
し
て
、
自
ら
の

身
体
の
無
意
識
の
領
域
に
潜
在
す
る
気
の
流
れ
を
誘
導
し
、

変
容
さ
せ
、
外
界
の
大
自
然
と
の
一
体
化
を
目
指
す
こ
と
を

通
し
て
、
大
宇
宙
に
根
差
し
た
真
の
自
己
の
姿
を
発
見
し
て

い
く
試
み
と
い
え
る
。

7
修
行
に
お
け
る
倫
理
と
霊
性
の

不
可
分
性

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
湯
浅
に
お
け
る
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
探
求
は
、
修
行
と
い
う
実
践
を
通
し
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て
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
心
身
を
一
体
化
さ
せ
て
い
く
か
、
と

い
う
実
践
的
課
題
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
湯
浅
は
、

東
洋
に
お
け
る
形
而
上
学
の
特
徴
は
、
理
論
的
考
察
に
よ
っ

て
で
は
な
く
、
自
己
の
魂
を
ど
の
よ
う
に
導
く
か
、
と
い
う

修
行
を
通
し
た
実
践
的
課
題
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
湯
浅
は
、
意
識
的
な
確
信
に
基
づ

い
て
探
究
さ
れ
る
哲
学
で
は
な
く
、
無
意
識
の
次
元
に
埋
も

れ
た
真
の
自
己
か
ら
見
出
さ
れ
る
、
人
間
の
知
恵
を
追
求
す

る
﹁
メ
タ
・
プ
シ
キ
カ
」
の
道
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
修
行
と
い
う
実
践
的
な
問
い
を
基
盤
と
し
た
身
心
変
容

と
気
の
研
究
は
、
精
神
と
物
質
を
分
離
し
た
、
近
代
か
ら
の

二
元
論
的
傾
向
を
克
服
す
る
た
め
の
基
礎
概
念
と
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
科
学
・
哲
学
・
医
術
・
宗
教
な
ど
の
枠
を
超
え
、

新
し
い
人
間
学
探
求
の
道
を
開
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
湯
浅
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

東
洋
の
伝
統
的
科
学
は
物
質
に
つ
い
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
な
く
て
人
体
︵
心
と
身
体
︶
の
﹁
わ
ざ
」
と
し
て
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
発
達
し
て
き
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
哲
学
は
、
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
で
は
な
く
て
、
メ

タ
人
間
学
な
の
で
あ
る
。
メ
タ
・
人
間
学
と
は
人
間
が
真

に
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
道
を
求
め
る
実
践
的

な
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
知
で
あ
る13

。

湯
浅
の
指
摘
し
た
倫
理
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
不
可

分
性
か
ら
は
、
彼
の
哲
学
者
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
と
っ
て
哲
学
と
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
に
基
づ
く
学
問
研
究
で
は
な
く
、
自
己
へ
の
問
い
を
出
発

点
と
し
た
霊
性
の
探
求
な
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
に
出
版

さ
れ
た
著
作
﹃
近
代
日
本
の
哲
学
と
実
存
思
想
﹄
の
中
で
湯

浅
は
、﹁
哲
学
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
普
遍
的
真
理
の
追
求
を

意
味
し
て
い
る14

」
が
、
そ
れ
と
同
時
に
普
遍
的
真
理
の
探
究

は
常
に
﹁
自
己
の
属
す
る
現
状
に
制
約
さ
れ
た
状
況
、
伝
統

文
化
の
歴
史
性
に
支
配
さ
れ
て
い
る
中
で
行
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
事
実
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
わ
た
し
た
ち
人
間
は
、
自
ら
の
属
す
る
世
界
の
伝

統
文
化
、
思
想
史
、
言
語
な
ど
の
探
求
を
通
し
て
、
大
宇
宙

に
お
け
る
自
分
の
立
ち
位
置
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
こ
の
自

己
の
発
見
と
い
う
営
み
を
通
し
て
、
は
じ
め
て
﹁
普
遍
的
真

理
」
の
探
究
へ
と
至
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
著
書
﹃
東
洋
文
化
の
深
層
﹄
の
序
説
の
中
で
湯
浅

は
、
民
族
特
殊
性
か
ら
人
類
的
普
遍
性
へ
の
道
と
い
う
観
点

か
ら
、
真
の
普
遍
的
思
考
へ
と
近
づ
く
第
一
歩
と
し
て
自
ら

の
文
化
的
土
壌
を
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に
外
へ
目
を
向
け

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る15

。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
湯
浅
に
お
い
て
﹁
人
生
を
い
か
に
生
く
べ
き
か
」
と
い

う
倫
理
的
問
い
は
、
普
遍
的
真
理
で
あ
る
人
間
存
在
の
根
拠

の
探
求
の
通
路
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
湯
浅
の
日
本
思
想
史
、
東

洋
・
西
洋
思
想
史
、
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
お
よ
び
伝
統
文
化

の
探
求
は
、
最
終
的
に
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
探
求
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

心
身
二
元
論
克
服
を
軸
と
し
た
湯
浅
哲
学
は
わ
た
し
た
ち

に
何
を
問
い
か
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
湯
浅
の
哲
学
的
問
い
、

あ
る
い
は
自
己
へ
の
問
い
と
は
、
大
宇
宙
で
あ
る
神
に
小
宇

宙
で
あ
る
自
分
が
ど
の
よ
う
に
一
体
化
し
て
い
く
か
、
あ
る

い
は
ど
の
よ
う
に
大
宇
宙
の
意
志
に
従
っ
て
、
世
界
と
調
和

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
使
命
に
あ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
湯
浅
は
こ
の
よ
う
な
使
命
を
、
修
行
、
身
体
技

法
を
軸
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
の
研
究
に
お
い
て

実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
領
域
の
思
想
家
あ
る
い
は
思
想
を
契
機
と
し
て
、

自
ら
の
人
間
学
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
湯
浅
は
生
涯
を
通
し

た
使
命
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

湯
浅
哲
学
に
お
け
る
﹁
自
己
へ
の
問
い
」
と
は
、
世
界
︵
あ

る
い
は
宇
宙
︶
に
お
け
る
個
と
し
て
の
人
間
の
立
ち
位
置
を
指

す
。
世
界
・
宇
宙
に
お
け
る
真
の
自
己
へ
の
探
求
は
、
お
の

ず
と
社
会
に
、あ
る
い
は
普
遍
的
世
界
に
開
か
れ
て
い
く
。
湯

浅
は
晩
年
、
彼
の
著
書
﹃
哲
学
の
誕
生
﹄
に
お
い
て
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、
イ
エ
ス
の
癒
し
の

わ
ざ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。﹁
神
の
愛
の
あ
か
し
」
で
あ

る
癒
し
の
わ
ざ
が
イ
エ
ス
の
信
仰
者
だ
け
で
な
く
、
全
人
類

に
及
ん
で
い
る
と
い
っ
た
イ
エ
ス
の
言
葉
に
つ
い
て
湯
浅
は
、

そ
の
現
代
的
意
味
を
問
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
﹁
そ
こ
に
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
う
ち
に
霊

性
の
は
た
ら
き
が
潜
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る16

。」
か
ら

で
あ
る
。
愛
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
伝
統
の
枠
を
超
え
た
人
間

性
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
湯
浅
の
言
及

は
、
哲
学
を
営
む
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
問

い
か
け
で
あ
る
と
思
う
。
イ
エ
ス
が
語
っ
た
﹁
愛
」
な
ど
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
近
代
理
性
に
よ
っ
て
埋
も
れ
て
し

ま
っ
た
伝
統
的
知
恵
の
意
味
を
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く

時
と
場
、
言
語
な
ど
の
状
況
の
中
で
、
追
究
す
る
こ
と
こ
そ
、

哲
学
を
営
む
者
の
使
命
で
あ
る
と
筆
者
は
、
考
え
る17

。
こ
の

問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
か
、
特
に
イ
エ
ス

の
癒
し
な
ど
の
東
西
の
伝
統
に
お
け
る
宗
教
・
哲
学
と
医
術

の
結
び
つ
き
と
い
う
普
遍
的
現
象
の
現
代
的
意
味
と
は
何
か

を
探
る
こ
と
が
、
現
段
階
に
お
け
る
筆
者
の
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。

注
1
　P. Laín Entralgo, Alma, cuerpo, persona , p.175.
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2
　C

f. P. Laín Entralgo, Cuerpo y alma , p.313.

3
　
市
川
浩
﹃
身
体
論
集
成
﹄、
七
頁
。

4
　
前
掲
書
、
二
〇
―二
一
頁
。

5
　
拙
論
、El 気

(=K
I) en la filosofía de Yasuo Yuasa , p.199.

6
　
湯
浅
泰
雄
﹃
身
体
論
﹄、
一
四
六
頁
。

7
　
湯
浅
の
修
行
論
、
身
体
技
法
論
の
研
究
の
関
心
は
、
一
九
五

〇
年
代
に
本
山
博
の
も
と
で
送
っ
て
い
た
瞑
想
と
修
行
の
体

験
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
湯
浅

は
修
行
の
現
代
的
意
味
に
つ
い
て
主
に
二
つ
の
観
点
か
ら
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
つ
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ひ
と
の
み

ち
教
団
の
信
徒
で
あ
っ
た
両
親
の
影
響
で
抱
い
て
い
た
信
仰

と
修
行
体
験
に
つ
い
て
、
ユ
ン
グ
の
心
理
学
を
契
機
に
追
究

し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
修
行
の
体
験

を
通
し
て
身
体
の
問
題
に
関
心
を
抱
き
、
心
身
医
学
や
東
洋

医
学
を
通
し
て
伝
統
的
身
体
技
法
の
意
味
を
探
求
し
た
こ
と

で
あ
る
。

8
　
前
掲
書
、
二
一
五
頁
。

9
　
前
掲
書
、
三
三
三
頁
。

10
　
湯
浅
の
身
体
図
式
に
つ
い
て
は
、
主
に
﹃
湯
浅
泰
雄
全
集
第
一

四
巻
﹄
に
収
め
ら
れ
て
い
る
﹃
東
洋
の
身
体
論
と
現
代
﹄︵
一

一
〇
―一
二
九
頁
︶
と
﹃
気
・
修
行
・
身
体
﹄︵
三
九
八
―六

〇
七
頁
︶、
ま
た
、N

agatom
o Shigenori

著
のAttunement 

through the body

︵pp.59-74.

︶
の
中
の
﹁
湯
浅
泰
雄
の
身
体

論
」
を
参
照
し
た
。

11
　
湯
浅
泰
雄
﹃
気
・
修
行
・
身
体
﹄、
四
三
七
―四
三
八
頁
。

12
　﹁
経
絡
敏
感
人
」
の
症
例
に
関
し
て
は
、
長
浜
善
夫
・
丸
山

昌
朗
﹃
経
絡
の
研
究

︱
東
洋
医
学
の
基
本
的
課
題
﹄︵
杏

林
書
院
、
一
九
五
〇
年
︶、
電
気
生
理
学
測
定
の
研
究
に
関

し
て
は
、
本
山
博
﹃
経
絡

︱
臓
器
機
能
測
定
に
つ
い
て
﹄

︵
宗
教
心
理
出
版
、
一
九
七
四
年
︶
を
参
照
の
こ
と
。

13
　
湯
浅
泰
雄
﹃﹁
気
」
と
は
何
か
﹄、
四
五
頁
。

14
　
湯
浅
泰
雄
﹃
近
代
日
本
の
哲
学
と
実
存
思
想
﹄、
六
頁
。

15
　
湯
浅
泰
雄
﹃
東
洋
文
化
の
深
層
﹄、
二
一
九
―二
二
一
頁
。

16
　
湯
浅
泰
雄
﹃
哲
学
の
誕
生
﹄、
三
六
六
頁
。

17
　
こ
の
伝
統
的
知
恵
の
意
味
の
再
考
察
に
関
し
て
、
P
・
ラ
イ

ン=

エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
は
福
音
記
者
ヨ
ハ
ネ
が
﹁
神
は
愛
で
あ

る
」
と
記
し
た
こ
と
へ
の
解
釈
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
興
味

深
い
論
考
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
福
音
記
者
ヨ
ハ
ネ
は
﹁
神

は
愛
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
ヨ
ハ
ネ
の
言
葉
に
つ
い
て

後
の
神
学
者
た
ち
は
神
を
最
高
の
存
在
者
と
し
て
描
き
、
無

限
の
知
恵
を
備
え
、
無
限
の
慈
し
み
を
も
つ
、
全
能
・
霊
的

存
在
と
し
て
定
義
し
た
。
ヨ
ハ
ネ
に
お
け
る
愛
と
し
て
の
神

の
捉
え
方
と
後
の
神
学
者
た
ち
の
神
の
定
義
は
対
照
的
で
あ

る
。
前
者
は
、
神
の
存
在
を
定
義
す
る
た
め
の
形
而
上
学
的

な
主
体
は
必
要
と
さ
れ
ず
、﹁
根
源
的
な
活
動
」
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
神
は
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
的

な
存
在
の
概
念
に
当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
西
洋

思
想
史
に
お
い
て
神
は
、
最
高
の
愛
、
知
恵
、
能
力
な
ど
を

備
え
た
﹁
存
在
者
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
思
弁

的
な
捉
え
方
は
は
た
し
て
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
著
名
な

神
学
者
ら
は
そ
れ
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
う
言

う
。
神
は
存
在
者
以
上
の
﹁
何
か
」
で
あ
る
。﹁
神
は
愛
で

あ
る
」
と
い
う
と
き
の
福
音
記
者
ヨ
ハ
ネ
も
同
じ
こ
と
を
ほ

の
め
か
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
神
は
、

ま
ず
な
に
よ
り
も
﹁
愛
す
る
活
力
︵
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
︶」
で

あ
る
。︵cf. P. Laín Entralgo, Q

ué es el hombre , pp.46-53.

︶ 

参
考
文
献

湯
浅
泰
雄
﹃
近
代
日
本
の
哲
学
と
実
存
思
想
﹄
創
文
社
、
一
九
七

〇
年

湯
浅
泰
雄
﹃
東
洋
文
化
の
深
層

︱
心
理
学
と
倫
理
学
の
間
﹄

︵
一
九
八
二
年
︶﹃
湯
浅
泰
雄
全
集
第
五
巻
﹄
白
亜
書
房
、
二
〇
〇

一
年
、
二
一
四
―四
四
四
頁

湯
浅
泰
雄
﹃
気
・
修
行
・
身
体
﹄︵
一
九
八
六
年
︶﹃
湯
浅
泰
雄
全

集
第
一
四
巻
﹄
白
亜
書
房
、
一
九
九
九
年
、
三
九
八
―六
〇
七
頁

湯
浅
泰
雄
﹃
東
洋
の
身
体
論
と
現
代
﹄︵
一
九
八
七
年
︶﹃
湯
浅
泰

雄
全
集
第
一
四
巻
﹄
白
亜
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
一
〇
―一
二

九
頁

湯
浅
泰
雄
﹃
身
体
論
﹄︵
一
九
九
〇
年
︶﹃
湯
浅
泰
雄
全
集
第
一
四

巻
﹄
白
亜
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
三
六
―三
九
三
頁

湯
浅
泰
雄
﹃﹁
気
」
と
は
何
か

︱
人
体
が
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹄

N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
一
年

湯
浅
泰
雄
﹃
ユ
ン
グ
と
キ
リ
ス
ト
教
﹄
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九

九
六
年

湯
浅
泰
雄
﹃
哲
学
の
誕
生

︱
男
性
性
と
女
性
性
の
心
理
学
﹄
人

文
書
院
、
二
〇
〇
四
年

市
川
浩
︵
中
村
雄
二
郎
［
編
］︶﹃
身
体
論
集
成
﹄
岩
波
現
代
文
庫
、

二
〇
〇
一
年

Laín Entralgo, Pedro, El cuerpo hum
ano: Teoría actual , M

adrid, 
Espasa C

alpe, 1989 
Laín Entralgo, Pedro, Cuerpo y alma , M

adrid, Espasa C
alpe, 1991

Laín Entralgo, Pedro, Alma, cuerpo, persona , ed. C
írculo de lectores, 

Barcelona, 1995
Laín Entralgo, Pedro, Q

ué es el hombre: Evolución y sentido de la vida , 
O

viedo. N
obel, 1999

M
asiá Juan, El animal vulnerable , U

. P. C
om

illas, M
adrid, 1997

N
agatom

o Shigenori, Attunem
ent through the body , N

ew York, 
SU

N
Y

 Press, 1992
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は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
身
心
変
容
技
法
の
一
つ
と
し
て
の
心
身

医
学
に
お
け
る
自
律
性
療
法
が
、
そ
の
起
源
を
ド
イ
ツ
古
典

哲
学
に
持
つ
が
故
に
、
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
と
の
紐
帯
を
再
生

す
る
こ
と
が
自
律
性
療
法1

に
と
っ
て
も
、
ま
た
ド
イ
ツ
古
典

哲
学
に
と
っ
て
も
発
展
と
再
生
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
示
す

こ
と
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
始
元
と
し
て
の
カ
ン
ト

の
超
越
論
哲
学
の
理
解
の
困
難
性
が
、
理
性
を
越
え
る
概
念

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
節
で
は
、
心

身
医
学2

の
起
源
が
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
、
特
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の

哲
学
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第
三
節
で
は
カ
ン
ト
が
自
ら
の

哲
学
を
哲
学
の
予
備
学
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
自

律
性
療
法
は
、
予
備
学
と
し
て
の
カ
ン
ト
哲
学
を
理
解
す
る

上
で
の
さ
ら
な
る
予
備
の
﹁
行ぎ

ょ
う
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第

四
節
で
は
自
律
性
療
法
の
概
略
を
示
す
。
第
五
節
で
は
後
期

シ
ェ
リ
ン
グ
を
理
解
す
る
た
め
の
予
備
行
と
し
て
の
自
律
性

療
法
を
論
じ
る
。
第
六
節
で
は
シ
ェ
リ
ン
グ
﹃
啓
示
の
哲
学
﹄

に
お
け
る
ポ
テ
ン
ツ
論
の
前
半
部
を
概
説
す
る
。
第
七
節
で

は
シ
ェ
リ
ン
グ
﹃
啓
示
の
哲
学
﹄
に
お
け
る
ポ
テ
ン
ツ
論
の

後
半
部
を
自
律
性
療
法
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る
現
象
を
交
え

て
概
説
す
る
。
お
わ
り
に
課
題
と
展
望
を
示
す
。

1
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
の
原
理
と
し
て

の
自
律
概
念
の
理
解
不
能
性

我
々
が
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
、
な
か
で
も
カ
ン
ト
に
始
ま
る

超
越
論
哲
学
︵transzendentale Philosophie
︶
の
理
解
に
お
い

て
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
最
大
の
難
関
は
、
カ
ン
ト
が
自
ら

の
超
越
論
哲
学
の
要か

な
め
と
し
た
自
律
︵A

utonom
ie

あ
る
い
は
ア

プ
リ
オ
リa priori

︶
概
念
の
理
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン

ト
が
﹁
純
粋
︵rein

︶」
と
い
う
概
念
を
も
っ
て
言
い
表
し
た
、

経
験
と
と
も
に
始
ま
る
が
、
経
験
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は

な
い
表
象
︵Vorstellung

3

︶
の
存
在
で
あ
る
。

我
々
の
意
識
は
、
こ
れ
を
大
き
く
二
つ
に
区
分
し
う
る
。
す

な
わ
ち
自
分
自
身
で
自
由
に
使
用
可
能
な
随ず

い

意い

意
識
と
、
自

分
の
意
志
で
は
制
御
不
能
な
不
随
意
意
識
で
あ
る
。
自
分
自

身
で
自
由
に
操
作
可
能
な
随
意
意
識
を
、
カ
ン
ト
は
悟
性

︵Verstand

︶
と
呼
ん
だ
が
、
し
か
し
カ
ン
ト
は
悟
性
に
は
ア
プ

リ
オ
リ
な
範
疇
︵K

ategorie

4

︶
と
い
う
自
律
的
原
因5

が
存
在
し

て
い
て
こ
れ
が
﹁
純
粋
」
悟
性
概
念
だ
と
言
う
。
こ
の
場
合

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
人
間
が
思
惟
す
る
場
合

に
は
、
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
﹁
ア
プ
リ
オ

リ
」
な
原
理
と
し
て
こ
れ
ら
を
用
い
て
思
惟
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
言
う
。
な
ら
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
我
々
の
自
由
意
志
で
選

択
し
た
概
念
で
は
な
く
、
我
々
に
思
惟
の
道
具
と
し
て
不
随

意
意
識
の
中
に
備
わ
っ
た
も
の
︵
と
は
い
え
、﹁
根
源
的
獲
得

︵acquisitio originaria

︶」
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
︶
と
カ
ン
ト

は
考
え
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
不
随
意
意
識
の
範
囲

に
存
在
し
て
い
る
悟
性
の
﹁
自
律6

」
を
我
々
は
い
か
に
す
れ

ば
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ

自
律
性
療
法（
心
身
医
学
）と
後
期
シェ
リ
ン
グ
の

神
話
と
啓
示
の
哲
学

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
哲
学

濱
田
　
覚

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
︵
教
育
学
講
座
︶
博
士
後
期
課
程
三
回
生
／
教
育
哲
学
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と
で
あ
る
。
随
意
意
識
の
範
囲
内
の
表
象
で
あ
れ
ば
我
々
は

自
由
に
意
識
︵
表
象
︶
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
が
ひ

と
た
び
、
不
随
意
意
識
の
地
盤
︵Boden

7

︶
に
踏
み
込
ま
な
け

れ
ば
見
出
せ
な
い
存
在
だ
と
さ
れ
た
場
合
、
我
々
は
こ
れ
︵
つ

ま
り
ア
プ
リ
オ
リ
な
原
理
︶
を
、
い
か
に
し
て
﹁
思
惟
」
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
我
々
の
悟
性
︵
こ
れ
を
い
ま
仮
に
随
意

意
識
と
す
る
な
ら
ば
︶
は
、
不
随
意
意
識
の
地
盤
で
は
機
能
し

な
い8

か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
表
︵Tafel der 

K
ategorien

︶
も
、
な
ぜ
そ
れ
が
﹁
ア
プ
リ
オ
リ
」
で
あ
る
の

か
が
証
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
証
明
な
し
に
は
、
そ
の

後
の
演
繹
的
説
明
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
に
、
で
あ
る
。

こ
の
、
カ
ン
ト
が
超
越
論
哲
学
の
基
礎
概
念
と
し
て
用
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
解
す
る
た
め
の
﹁
梯

か
け
は
し︵

階か
い

梯て
い

・
階

段
︶」
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
﹁
問
題
」
は
、
カ
ン
ト
以
後
の

ド
イ
ツ
古
典
哲
学
を
通
じ
て
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。2

心
身
医
学
と
ド
イ
ツ
古
典
哲
学

と
こ
ろ
が
我
々
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
医
学
研
究
の
思
い
が

け
な
い
副
産
物
と
し
て
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト9

が
道
付
け
た
心
身
医

学
の
、
現
代
へ
つ
な
が
る
発
展
の
成
果
と
し
て
の
自
律
性
療

法
︵A

utogenic Therapy

︶
に
、
カ
ン
ト
の
﹁
自
律
」
や
﹁
ア

プ
リ
オ
リ
︵
あ
る
い
は
﹁
純
粋
」︶」
概
念
を
理
解
す
る
﹁
技

法
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
ま
た
逆
に
、
自
律
性
療
法
の
本
来
的
な
長
所
・
意

義
は
、
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
理
解
な
く
し
て
は
、
得
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
主
張
し
た
い
と
思
う
。

つ
ま
り
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
完
成
も
、
自
律
性
療
法
の
さ

ら
な
る
発
展
も
、
両
者
の
歴
史
的
関
係
の
復
元
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
以
上
の
事
柄
は
、
心
身
医
学
が
、
そ
の
起
源
を
ド

イ
ツ
古
典
哲
学
︵
中
で
も
特
に
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
︶
に
持
っ
て

い
る
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

従
来
の
精
神
医
学
と
哲
学
と
の
結
び
つ
き
は
精
神
医
学
や

心
身
医
学
と
実
存
哲
学
︵
特
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
現
存
在
分
析
︶

と
に
限
ら
れ
て
き
て
い
た
が
、
実
存
主
義
は
、
西
谷
啓
治
の

指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
宗
教
と
科
学
と
を
媒
介
す
る
哲
学

の
本
来
的
な
役
割
を
十
分
に
果
た
し
得
な
い10

。
し
た
が
っ
て

哲
学
の
本
来
的
な
批
判
と
媒
介
の
機
能
は
ド
イ
ツ
古
典
哲
学

へ
遡
っ
て
再
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
の

こ
と
へ
の
気
付
き
を
形
成
す
る
意
味
で
も
、
子
孫
と
し
て
の

心
身
医
学
と
祖
先
と
し
て
の
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
と
の
歴
史
的

展
開
過
程
の
再
生
が
必
須
の
課
題
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
心
身
医
学
と
、
そ
の
起
源
と
し
て
の
ド
イ
ツ
古

典
哲
学
と
の
歴
史
的
関
係
復
元
の
課
題
は
、
ひ
と
り
心
身
医

学
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
方
法
的
原
理
を
い
ま
だ
欠

く
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
に
と
っ
て
も
最
重
要
課
題
な
の
で
あ
る
。

3
「
予
備
学
」の「
予
備
行
」と
し
て
の

自
律
性
技
法

カ
ン
ト
は
自
ら
﹁
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回︵Kopernikanische 

W
ende

︶」
と
称
し
て
創
始
し
た
超
越
論
哲
学
を
、
し
か
し
新

た
な
形
而
上
学
へ
の
﹁
予
備
学
︵Propädeutik

：
準
備
教
育
︶」

に
過
ぎ
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
格
的
に
哲
学
す

る
こ
と
︵das Philosophieren

︶
を
始
め
る
前
に
、
哲
学
者
の

理
性
に
潜
む
﹁
仮
象
︵
独
断
や
極
端
な
懐
疑
論
︶」
を
払
拭
し

て
お
く
︵
仮
象
と
﹁
現
象
︵Erscheinung

︶」
と
の
区
別
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
超
越
論
的
反
省
の
技
法
を
修
得
し
て
お
く
︶

必
要
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
理
性
が
不
可
避

的
に
陥
る
仮
象
の
悪
影
響
を
受
け
て
、
有
名
な
ア
ン
チ
ノ
ミ

ー
︵
二
律
背
反
︶
を
解
決
す
る
判
断
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
で
し
か
し
我
々
は
、
そ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
﹁
予

備
学
」
に
対
し
て
さ
ら
に
﹁
予
備
行ぎ

ょ
う︵

準
備
修
行
︶」
と
し
て

自
律
性
療
法
の
技
法
を
修
得
し
て
お
く
べ
き
こ
と
の
必
須
性

を
強
調
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
に

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
理
性
の
理
解
能
力
を
越
え
る
根
源
概

念
︵ursprünglicher Begriff

︶
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
︵
特
に

﹁
超
越
論
的
︵transzendental

︶」
と
形
容
さ
れ
る
概
念
︶、
こ
れ
ら

の
理
解
な
く
カ
ン
ト
哲
学
の
理
解
は
十
分
に
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
は
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
理
解
に

も
影
響
す
る
の
で
あ
る
が
、
理
性
能
力
を
越
え
る
概
念
︵
限

界
概
念
︵G

renzbegriff

︶
と
し
て
の
物
自
体
︵D

ing an sich

︶
の

理
解
を
カ
ン
ト
は
断
念
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
自
律
概
念
や
ア
プ

リ
オ
リ
概
念
も
ま
た
十
分
に
理
性
能
力
を
越
え
る
概
念
︶
の
理
解

を
︵
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
︶
得
る
た
め
に
は
、
理
性
を
越
え

た
能
力
を
用
い
る
技
法
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

通
常
は
、
理
性
を
越
え
た
能
力
を
用
い
る
技
法
は
、
宗
教

の
秘
儀
︵Esoterik

：secret ritual

︶
が
扱
う
分
野
︵Feld

︶
で
あ

る
が
、
カ
ン
ト
は
宗
教
を
仮
象
︵
ま
た
は
独
断D

ogm
a

︶
と
考

え
る
︵
な
ぜ
な
ら
ば
、
悟
性
の
自
律
と
感
性
の
自
律
を
純
粋
統
覚

︵reine A
pperzeption

︶
で
統
一
す
る
現
象
界
を
越
え
た
世
界
の
実

在
性
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
︶
の
で
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学

を
継
承
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
宗
教
の
修
行
法
を
、
そ
の
ま
ま

哲
学
へ
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
故
に
、
フ
ィ
ヒ

テ
も
シ
ェ
リ
ン
グ
も
西
田
幾
多
郎
も
︵
実
際
に
は
本
人
た
ち
は

用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
︶
宗
教
的
修
行
法
を
︵
少
な
く
と

も
︶
哲
学
的
著
作
の
中
に
持
ち
込
む
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
フ
ィ
ヒ
テ
は
知
的
直
観︵intellektuelle A

nschauung

︶

を
用
い
た
し
、
初
期
の
シ
ェ
リ
ン
グ
も
︵
ヘ
ー
ゲ
ル
や
エ
ッ
シ

ャ
ン
マ
イ
ア
ー
ら
に
批
判
さ
れ
る
ま
で
は
︶
そ
れ
に
同
調
し
た

が
、
後
期
の
シ
ェ
リ
ン
グ
は
脱
自
︵Ekstasis

︶
に
活
路
を
見

出
し
、
西
田
幾
多
郎
も
ま
た
、
場
所
の
論
理
を
開
拓
す
る
こ
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と
で
宗
教
的
修
行
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
見
性
の
境
地
を
哲

学
す
る
道
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
。

フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ェ
リ
ン
グ
や
西
田
の
尽
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
知
的
直
観
や
脱
自
や
場
所
論
で
も
、
や
は
り
我
々
は
理

性
を
越
え
る
能
力
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
道
︵
方
法
︶
を
得

た
と
は
言
い
難
い
。

と
こ
ろ
が
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
を
継
承
し
た
ド
イ
ツ
古

典
哲
学
︵
中
で
も
シ
ェ
リ
ン
グ
の
哲
学
︶
を
基
礎
と
し
て
精
神

医
学
を
確
立
し
た
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト
の
医
学
を
淵
源
と
す
る
心

身
医
学
の
自
律
性
療
法
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
可
能
と
な
る
唯

一
の
道
が
存
在
し
て
い
る
と
我
々
は
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
、
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
哲
学
と
の
架
橋
が
与
え
ら

れ
て
い
な
い
宗
教
の
場
合
、
カ
ン
ト
が
仮
象
︵
ま
た
は
独
断

論
︶
だ
と
し
て
批
判
し
た
論
理
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
の
論
理

を
覆
す
だ
け
の
反
論
を
与
え
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
を
継
承
し
た

ド
イ
ツ
古
典
哲
学
を
起
源
と
す
る
心
身
医
学
の
自
律
性
療
法

で
あ
れ
ば
、
カ
ン
ト
が
﹁
不
可
能
」
と
言
っ
た
︵
し
か
し
そ

れ
で
も
カ
ン
ト
は
﹁
自
然
の
技
巧
︵Technik der N

atur

︶」
と
い

う
概
念
で
﹁
人
間
的
技
術
︵m

enschliche A
rt

︶」
と
区
別
さ
れ
る

技
や
力
の
存
在
を
認
め
て
は
い
た
︶
理
性
を
越
え
る
能
力
を
︵
ド

イ
ツ
古
典
哲
学
は
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
を
十
分
に
吟
味
し
た
上

で
あ
え
て
そ
れ
を
踏
み
越
え
て
い
る
の
で
︶
理
性
が
︵
少
な
く
と

も
統
制
原
理
と
し
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
︶
理
解
し
つ
つ
用
い

る
道
︵
理
性
と
非
理
性
と
の
架
橋
︶
を
与
え
ら
れ
る
可
能
性
を

持
つ
か
ら
で
あ
る
。

4
自
律
性
療
法
概
説

自
律
性
療
法
︵autogenic therapy

︶
と
は
、

︵
1
︶
自
律
訓
練
法
︵autogenic training, 

略
称 

A
T
︶
に
お
け
る

標
準
練
習11

︵standard exercise, 

略
称 

S
E
︶
で
の

受
動
的
注
意
集
中
︵passive concentration

︶
を

基
礎
的
技
法
と
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
律
性
移
行
︵autogenic shift

︶
が
生
じ

て
得
ら
れ
る

栄
養
補
充
的
な
心
理
生
理
的
状
態
と
し
て
の
自
律
性
状

態
︵autogenic state

︶
の
獲
得
後
に

受
動
的
受
容
︵passive acceptance

︶
た
る

﹁
無
心
」
の
態
度
︵carte blanche

12 attitude

︶
を
修
得
し
て

︵
2
︶
自
律
性
黙
想
︵autogenic m

editation

︶
に
お
け
る

黙
想
練
習
︵m
editative exercise, 

略
称 

M
E
︶

の
結
果
と
し
て
の

﹁
無
意
識
か
ら
の
応
答
︵answers from

 the unconscious

︶」

を最
終
的
な
終
着
点
︵
目
的
地
︶
と
し
つ
つ
、

︵
3
︶ 

自
律
性
修
正
︵autogenic m

odification, 

略
称 

A
M
︶
に
お

け
る

①
意
志
訓
練
公
式
︵intentional form

ula, 

略
称 

I
F
︶
と

②
特
定
器
官
公
式
︵organ-specific form

ula, 

略
称
O
S
F

ま
た
は
O
F
︶

ま
た
、

︵
4
︶ 

自
律
性
中
和
︵autogenic neutralization, 

略
称 

A
N
︶
に
お

け
る

①
自
律
性
除
反
応
︵autogenic abreaction, 

略
称 

A
A
︶
と

②
自
律
性
言
語
化
︵autogenic verbalization, 

略
称 

A
V
︶

を最
終
的
な
終
着
点
︵
目
的
地
︶
へ
向
か
う
ま
で
に
遭
遇

す
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
困
難
や
抵
抗
を
回
避
し
て
安

全
に
目
的
地
点
へ
の
到
達
を
可
能
化
す
る
具
体
的
な
補

助
手
段
的
技
法
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
身
医
学
に
お
け
る
自
律
性
療
法
の
、
そ
れ
以
外
の
︵
す

な
わ
ち
、
非
自
律
性
の
︶
心
理
学
的
療
法
や
精
神
医
学
的
療
法

と
本
質
的
に
異
な
っ
た
特
徴
は
、
次
の
よ
う
な
仮
説
に
基
づ

い
た
治
療
的
技
法
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大

脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
た
だ
単
に
機
能
的
に
障
害
を
引
き
起

こ
す
素
材
を
記
録
し
た
り
、
発
生
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
関

係
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
機
能
的
に

障
害
を
起
こ
さ
せ
る
妨
害
が
ど
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
大

脳
自
体
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
障
害
を
起
こ

さ
せ
る
妨
害
を
減
少
さ
せ
た
り
、
除
去
し
た
り
す
る
た
め
に

は
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
し
て
、
蓄
積
さ
れ
た
大
脳
障

害
の
素
材
の
病
的
機
能
の
潜
在
力
を
減
じ
た
り
、
中
和
し
た

り
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、
知
っ
て
い
る
と
い

う
仮
定
で
あ
る13

。

ま
た
こ
の
仮
説
は
、
十
分
な
機
会
が
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
な
仮
定
を
も
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己

調
節
の
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
的
︵
自
律
訓
練
的
︶
様
式
に
お
い
て
、

獲
得
し
た
り
、
維
持
し
た
り
、
再
建
し
た
り
す
る
機
能
的
な

調
和
を
目
的
と
し
た
、
生
来
備
わ
っ
て
い
る
力
の
存
在

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
仮

定
し
て
い
る14

。

さ
ら
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
仮
定
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
よ
う
に
積
極
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
力
の
作
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
も
の
は
、
個
人
の
発
達
的
な
位
置
づ
け
の
表
現
や
、
構

造
上
、
ま
た
機
能
上
の
可
能
性
の
構
成
や
限
界
と
一
致
し
て

自
己
実
現
に
向
か
お
う
と
す
る
自
然
的
な
傾
向
や
、
体
内
、
体

外
か
ら
起
こ
る
臨
機
応
変
の
順
応
の
持
続
性
を
巧
く
処
理
す

る
た
め
の
適
切
な
試
み
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
仮
定
し

て
い
る15

。

5
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
の
神
話
と
啓
示
の

哲
学
を
理
解
す
る
た
め
の
予
備
行

シ
ェ
リ
ン
グ
の
最
終
結
論
と
し
て
の
﹃
啓
示
の
哲
学16

﹄
は

﹃
神
話
の
哲
学17

﹄
の
結
論
に
基
づ
い
て
講
義
さ
れ
、﹃
神
話
の
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哲
学
﹄
に
お
い
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
シ
ェ
リ
ン
グ
が
知
り
う
る

限
り
の
す
べ
て
の
世
界
の
神
話
を
文
献
学
的
に
調
査
し
、
そ

の
展
開
の
歴
史
を
辿
り
、
最
後
は
﹁
秘
儀
」
に
ま
で
至
る
の

で
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
宗
教
に
お
け
る
﹁
秘
儀
」
を
修
得
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
︵
現
在
の
宗
教
研
究
の
よ

う
に
、
文
献
的
な
知
識
の
み
で
済
ま
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
知
る

由よ
し

も
な
い
が
︶。
し
か
し
ペ
ー
ツ
に
よ
れ
ば
﹃
サ
モ
ト
ラ
ケ
論18

﹄

で
シ
ェ
リ
ン
グ
は
神
話
の
宗
教
的
次
元
を
見
出
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
脱
自19

︵Ekstasis

︶
を
、
積
極
哲
学
の

方
法
的
原
理
と
し
て
︵
前
期
の
知
的
直
観
に
代
え
て
︶
採
用
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
、
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
の
﹃
啓
示
の
哲
学
﹄

は
脱
自
理
解
が
﹁
予
備
行
」
と
し
て
必
須
で
あ
る
。

い
ま
こ
れ
を
我
々
は
、
自
律
性
療
法
の
技
法
に
よ
っ
て
概

説
し
た
い
。
自
律
性
療
法
は
、
自
律
訓
練
法
に
よ
っ
て
、
通

常
の
意
識
状
態
︵
す
な
わ
ち
、
理
性
の
通
常
状
態
︶
で
あ
る
﹁
能

動
的
注
意
集
中
︵active concentration

︶」
を
い
っ
た
ん
解
除

し
て
﹁
受
動
的
注
意
集
中
︵passive concentration

︶」
へ
と
移

行
︵U

m
schaltung; shift

︶
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
標
準
練
習
の

公
式
︵form

ula

︶
で
、
手
足
の
重
温
感
と
体た

い

軀く

の
温
感
と
前ぜ

ん

額が
く

の
冷
涼
感
︵
呼
吸
も
、
吐
く
息
を
ゆ
っ
く
り
に
変
え
る
こ
と
で

︵
吸
う
息
は
通
常
ど
お
り
で
も
構
わ
な
い
︶
心
拍
数
も
減
少
さ
せ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
充
的
︵trophotropic

︶
状
態
に
変
化
さ
せ

る
︶
を
伴
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
律
性
状
態
︵autogenic 

state

︶
へ
と
心
理
生
理
的
状
態
を
変
容
さ
せ
る
。
さ
ら
に
は

受
動
的
注
意
集
中
の
態
度
を
修
得
し
た
後
に
、
受
動
的
受
容

︵passive acceptance

︶
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
律
性
解

放
の
諸
様
相
︵m

odalities of autogenic discharges

︶
を
自
分
自

身
の
心
理
生
理
的
︵psychosom

atic

︶
分
野
で
生
起
さ
せ
、
こ

れ
を
無
妨
害
原
理
︵principle of non-interference

︶
を
遵
守
し

て
無
心
の
態
度
︵carte blanche attitude

︶
で
観
察
す
る
こ
と
を

修
得
す
る
。
こ
れ
は
シ
ュ
ル
ツ20

や
ル
ー
テ21

が
仮
定
し
た
、
中

心
脳
保
安
解
放
系
︵centrencephalic safety-discharge system

, 

略

称 C
SD

S

：
中
心
脳
が
安
全
に
放
電
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
︶
に
よ
る

脳
制
御
的
︵brain-directed

︶
な
処
理
の
自
由
な
遂
行
を
妨
げ

な
い
﹁
受
動
―受
容
的
、
許
容
的
、
非
指
示
的
、
非
限
定
的

か
つ
非
妨
害
的
な
態
度22

」
で
、
こ
の
脳
制
御
的
処
理
を
妨
げ

な
い
態
度
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
︵
体
得
で
き
て
い
な
い
と
︶、

心
理
生
理
的
に
複
雑
か
つ
体
系
化
さ
れ
た
自
律
性
中
和
諸
過

程
の
自
由
な
進
行
が
生
起
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ン
ト
が
自
律
︵A

utonom
ie

︶
と
言
い
、
ア

プ
リ
オ
リ
︵a priori

︶
と
言
い
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
知
的
直
観

︵intellektuelle A
nschauung

︶
と
言
い
、
ま
た
ゲ
ー
テ
が
直
観

的
悟
性23
︵intuitiver Verstand

︶
と
言
い
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
脱
自

︵Ekstasis

︶
と
言
っ
た
、
一
連
の
理
性
を
越
え
る
︵
あ
る
い
は
、

理
性
以
前
の
︶
能
力
に
関
し
て
、
こ
れ
を
、
自
律
性
療
法
で
仮

定
さ
れ
て
い
る
、
中
心
脳
保
安
解
放
系
に
よ
る
脳
制
御
的
テ

ー
マ
︵brain-directed them

a

︶
の
存
在
で
あ
る
と
仮
定
的
に
捉

え
る
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
や
ド

イ
ツ
古
典
哲
学
あ
る
い
は
西
田
哲
学
や
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の

哲
学
を
理
解
す
る
時
の
最
大
の
困
難
で
あ
る
﹁
理
性
を
越
え

る
地
盤
や
分
野
」
に
﹁
於
て
あ
る
も
の
」
の
﹁
素
材
︵
内
実
︶」

を
実
感
的
に
摑
み
取
る
確
実
で
︵
簡
単
と
は
言
え
な
い
が
と
に

か
く
﹁
訓
練
︵training

︶
や
練
習
︵Ü

bung

︶」
す
る
こ
と
で
到
達

可
能
で
あ
る
と
い
う
一
つ
の
﹁
道
︵
架
橋
︶」
と
し
て
の
︶
到
達

可
能
な
方
法
を
得
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
我
々
が
自
律
性
療
法
に
お
い
て
出
逢
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
、
思
い
が
け
な
い
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
意
志
と
は
﹁
無

関
係
」
と
し
か
思
え
な
い
不
可
解
な
現
象
は
、
カ
ン
ト
の
超

越
論
哲
学
や
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
あ
る
い
は
西
田
哲
学
や
ホ
ワ

イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
プ
ロ
セ
ス
思
想
を
理
解
す
る
場
合
に
遭
遇
す

る
数
多
く
の
超
越
論
的
概
念
と
符
合
し
て
い
る
場
合
が
少
な

く
な
い
。

カ
ン
ト
が
悟
性
の
﹁
自
律
」、
感
性
の
﹁
自
律
」、
反
省
的

判
断
力
の
﹁
自
己
自
律
︵H

eautonom
ie

︶」
と
言
う
場
合
の
自

律
は
、
自
律
性
療
法
に
お
け
る
自
律
性
︵autogenic

︶
と
無
関

係
で
は
な
い
と
思
え
る
。

ま
た
知
的
直
観
で
あ
れ
直
観
的
悟
性
で
あ
れ
脱
自
で
あ
れ

西
田
哲
学
に
お
け
る
絶
対
無
の
自
覚
的
自
己
限
定
で
あ
れ
、

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
永
遠
的
客
体
︵eternal object

︶
の
進
入

︵ingression

︶
で
あ
れ
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
概
念
を
、
自
律
性

療
法
を
遂
行
す
る
場
合
に
我
々
が
自
律
性
状
態
や
自
律
性
解

放
に
お
い
て
遭
遇
す
る
不
可
解
で
不
随
意
な
現
象24

で
あ
る
と

仮
定
し
て
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
、
論
理
的
・
文
献
学
的
か
つ
言
語
学
的
に
理
解
し

よ
う
と
す
る
だ
け
の
方
法
に
加
え
て
、
よ
り
事
柄
に
即
し
た
、

︵
し
か
も
論
理
も
語
学
も
不
要25

と
な
る
︶
ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

6
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ『
啓
示
の
哲
学
』に

お
け
る
ポ
テ
ン
ツ
論（
前
半
部
）

シ
ェ
リ
ン
グ
の
﹃
啓
示
の
哲
学
﹄
に
お
け
る
ポ
テ
ン
ツ
論

︵
展
相
論
と
も
表
現
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
非
存
在
︵
皆
無
と
し
て

の
ウ
ー
ク
・
オ
ン
で
は
な
く
現
実
存
在
で
は
な
い
が
存
在
し
な
い

わ
け
で
は
な
い
非
存
在
と
し
て
の
、
メ
ー
・
オ
ン
︶
と
し
て
の
始

元
が
存
在
化
し
て
再
び
非
存
在
へ
と
相
転
移
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
描

く
か
ら
で
あ
る
︶
に
相
当
す
る
箇
所26

の
論
理
だ
け
を
素
描
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
は
存
在
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
現
実

の
存
在
か
ら
始
め
て
い
て
は
無
駄
で
あ
り
、
い
ま
だ
現
実
に

は
存
在
し
な
い
が
、
将
来
現
実
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
も
の

と
し
て
の
非
存
在
︵
存
在
以
前
者
︶
を
、
哲
学
の
始
元
︵
出
発

点
︶
と
す
る
。
こ
の
始
元
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
で
言
わ
れ
る
と

こ
ろ
の
ア
ル
ケ
ー27
︵
根
源
存
在
︶
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
存

在
以
前
者
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
四
原
因
説
に
則
れ
ば
作
用

因
︵causa efficiens

︶
で
あ
る
。
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始
元
と
し
て
の
存
在
以
前
者
︵das vor dem

 Sein Seiende

︶

を
シ
ェ
リ
ン
グ
は
第
一
原
理
と
し
て
の
﹁
存
在
可
能
者
︵das 

sein Könnende

28

︶」
と
第
二
原
理
と
し
て
の
﹁
純
粋
存
在
者
︵das 

rein Seiende
︶」
と
に
区
分
す
る
。

第
一
原
理
と
し
て
の
存
在
可
能
者
を
シ
ェ
リ
ン
グ
は
後
に
、

質
料
因
︵causa m

aterialis

︶
と
も
呼
び
、
第
二
原
理
と
し
て
の

純
粋
存
在
者
を
後
に
、
形
相
因
︵causa form

alis

︶
と
も
呼
ぶ
。

存
在
可
能
者
と
純
粋
存
在
者
に
区
分
さ
れ
た
存
在
以
前
者

は
、
存
在
可
能
者
と
純
粋
存
在
者
と
の
解
き
得
ざ
る
統
一
性

︵untrennbare Einheit

︶
が
主
張
さ
れ
て
純
粋
存
在
可
能
者
︵das 

rein sein Könnende

︶
と
し
て
第
三
原
理
で
あ
り
﹁
存
在
に
お

い
て
も
ま
た
自
己

0

0

を
意
欲
し
得
な
い
が
故
に
、
存
在
に
お
い

て
ポ
テ
ン
ツ
す
な
わ
ち
主
体
に
留
ま
る
も
の
︵das im

 Seyn 

Potenz oder Subjekt Bleibende, weil es im
 Seyn auch nicht sich 

wollen kann

29.

︶」
と
表
現
さ
れ
る
。

こ
の
第
三
原
理
を
シ
ェ
リ
ン
グ
は
後
に
、
目
的
因
︵causa 

finalis

︶
と
も
表
現
し
て
い
る
。

そ
し
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
存
在
以
前
者
を
、
そ
の
可
能
性
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
可
能
性
を
展
開
し
尽
く
す
こ
と
で
、
存

在
以
前
者
に
お
け
る
可
能
な
表
現
を
検
討
し
終
え
た
こ
と
を

も
っ
て
、
第
一
原
理
と
第
二
原
理
と
第
三
原
理
の
全
体
を

﹁
完
成
せ
る
精
神
︵vollkom

m
ener G

eist

︶」
と
呼
び
、
こ
こ
で

初
め
て
存
在
以
前
者
が
精
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
、
そ
れ
が
完
全
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て

そ
れ
を
﹁
神
」
と
表
現
し
て
も
よ
い
段
階
に
到
達
し
た
こ
と

を
述
べ
る
。

7
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ『
啓
示
の
哲
学
』に

お
け
る
ポ
テ
ン
ツ
論（
後
半
部
）

シ
ェ
リ
ン
グ
は
ポ
テ
ン
ツ
論
の
前
半
部
で
存
在
以
前
者
を

﹁
完
成
せ
る
精
神
」
と
し
て
規
定
し
尽
く
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
﹁
も
し
も
理
性
的
存
在
者
が
存
在
す
る
な
ら
ば
」
と

い
う
前
提
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
必
然
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

し
か
し
﹁
も
し
も
非
理
性
的
存
在
者
が
存
在
す
る
な
ら
ば
」

と
い
う
前
提
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
必
然
的
プ
ロ
セ
ス
の
可

能
性
を
我
々
は
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
シ
ェ
リ
ン

グ
は
言
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
理
性
的
存
在
者
の
み
が
こ
の
世

の
中
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
世
の
中
に
諸
悪
は
存
在
で

き
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
事
実
、
我
々
は

世
の
中
に
諸
悪
の
存
在
を
見
て
い
る
。
こ
の
時
に
発
し
た
シ

ェ
リ
ン
グ
の
問
い
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
問
い
と
し
て
も
有

名
な
﹁
最
後
の
問
い
は
い
つ
も
こ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
も
そ

も
何
か
が
存
在
す
る
の
か
。
な
ぜ
無
で
は
な
く
或
る
も
の
が

存
在
す
る
の
か
︵
無
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

の
か30

︶」
で
あ
る
。

こ
れ
を
説
明
す
る
の
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
存
在
可
能
者
の

存
在
可
能
と
い
う
能
力
が
、
本
来
的
な
不
可
分
離
統
一
性
を

破
っ
て
、
単
独
で
存
在
へ
と
起
ち
上
が
っ
た
場
合
の
プ
ロ
セ

ス
を
検
討
す
る
。
つ
ま
り
世
界
は
常
に
、
理
性
的
存
在
者︵
し

た
が
っ
て
叡
智
者
︶
が
支
配
す
る
と
は
限
ら
ず
、
非
理
性
的
存

在
者
︵
そ
れ
故
、
存
在
す
べ
き
で
は
な
い
も
の
︶
が
支
配
す
る

可
能
性
だ
っ
て
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
存

在
す
べ
き
で
は
な
い
も
の
︵
そ
れ
故
、
純
粋
存
在
者
と
の
不
可

分
離
統
一
性
を
破
っ
て
単
独
で
存
在
化
し
た
存
在
可
能
者
︶
が
存

在
へ
と
起
ち
上
が
っ
た
場
合
を
検
討
す
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
質
料
因
と
し
て
の
存
在
可
能
者
は
す

で
に
起
動
因
︵causa efficiens

︶
と
化
し
て
い
る
と
シ
ェ
リ
ン

グ
は
分
析
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
連
動
し
て
、
形
相
因
で
あ

り
、
本
来
は
存
在
へ
と
起
ち
上
が
る
ポ
テ
ン
ツ
を
ま
っ
た
く

も
っ
て
欠
く
非
存
在
で
し
か
な
い
純
粋
存
在
者
は
、
作
用
因

︵causa efficiens

︶
に
さ
せ
ら
れ
る
と
分
析
す
る31

。

こ
こ
で
少
し
自
律
性
療
法
で
観
察
さ
れ
る
現
象
か
ら
説
明

す
る
と
、
我
々
の
判
断
が
い
ま
仮
に
仮
象
に
陥
っ
て
い
る
と

す
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
判
断
は
、
カ
ン
ト
に
言
わ
せ
れ
ば
、

悟
性
の
自
律
と
感
性
の
自
律
の
同
位
︵Koordination

︶
的
関

係
︵
こ
の
関
係
、
す
な
わ
ち
悟
性
と
感
性
と
が
対
当
・
同
格
に
関

係
す
る
相
互
性
は
、
統
一
原
理
と
し
て
の
純
粋
統
覚
あ
る
い
は
構

想
力
︵Einbildungskraft

︶
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
場
合
は
成
立

し
て
い
る
が
、
こ
れ
︶
を
逸
脱
し
て
、
例
え
ば
悟
性
の
自
律
で

感
性
の
自
律
を
押
さ
え
付
け
る
よ
う
な
判
断
が
行
わ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
に
、
感
性
の
自
律
が
悟
性
の
自
律
を
無
視

す
る
よ
う
な
判
断
が
行
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
、
当
然
な
が

ら
可
能
で
あ
る
か
ら
︵
な
ぜ
な
ら
ば
悟
性
と
感
性
と
の
バ
ラ
ン

ス
は
根
源
的
に
は
同
等
に
保
た
れ
る
よ
う
に
判
断
力
の
自
己
自
律

原
理
で
制
御
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
悟
性
と
感
性
は
そ
れ
ぞ
れ

判
断
力
か
ら
は
独
立
し
て
自
律
化
し
た
機
能
で
あ
る
の
で
、
ま
た

通
常
、
悟
性
︵
左
脳
的
機
能
︶
は
感
性
︵
右
脳
的
機
能
︶
よ
り
も

優
位
で
あ
る
た
め
、
判
断
力
の
自
己
自
律
原
理
に
よ
る
︵
と
い
う

よ
り
も
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
我
の
統
一
原
理
や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
プ
ネ
ウ

マ
と
し
て
の
精
神
の
統
一
原
理
と
し
た
ほ
う
が
確
か
で
あ
る
が
︶

自
己
調
節
機
能
を
逸
脱
す
る
可
能
性
は
、
こ
れ
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
︶
存
在
可
能
者
が
純
粋
存
在
者
と
の
解
き

得
ざ
る
統
一
性
を
破
壊
し
て
、
存
在
へ
と
単
独
で
起
ち
上
が

っ
て
、
現
実
存
在
の
支
配
者
た
ら
ん
と
す
る
自
由
は
存
在
す

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
存
在
す

べ
き
も
の
が
こ
の
現
実
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
が
永
遠
の
真

実
で
あ
る
と
人
間
は
考
え
た
く
は
な
い
の
で
、
そ
れ
故
、
理

性
的
存
在
者
が
、
非
理
性
的
存
在
者
と
の
不
均
衡
を
回
復
し

て
︵
こ
れ
は
病
気
で
言
え
ば
健
康
が
回
復
さ
れ
て
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
認
識
論
で
は
判
断
の
歪
み
や
仮
象
を
糺た
だ

さ
れ
て
︶
再
び

﹁
完
成
せ
る
精
神
」
へ
と
復
帰
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
描
い
て

い
る
。

こ
の
場
合
、
作
用
因
︵causa efficiens

︶
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
に
な
っ
た
純
粋
存
在
者
は
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
ポ
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テ
ン
ツ
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

現
実
存
在
界
へ
と
姿
を
現
し
て
い
る
の
で
、
我
々
は
本
来
で

あ
れ
ば
決
し
て
感
覚
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
純
粋
存
在
者
を
、

こ
の
時
ば
か
り
は
、
す
な
わ
ち
、
判
断
の
歪
み
や
精
神
の
病

が
癒
え
る
場
合
に
は
、
観
察
可
能
化
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
が
﹁
物
自
体

は
認
識
不
能
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
一
定
の
限
度
に
お
い
て

覆
す
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
﹁
純
粋
存
在
者
」
こ
れ
を
自
律
性
療
法
の
用
語
で

言
え
ば
﹁
中
心
脳
保
安
解
放
系
の
脳
制
御
的
実
在
」
は
、
カ

ン
ト
の
言
う
よ
う
に
、
通
常
の
理
性
的
状
態
︵
能
動
的
注
意
集

中
状
態
︶
で
は
決
し
て
姿
を
現
さ
な
い
実
在
︵
あ
る
い
は
隠
れ

た
能
力
︶
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
の
判
断
環
境
が
汚
染
さ

れ
て
、
こ
の
判
断
環
境
を
再
生
せ
ん
が
た
め
に
、
一
念
発
起

し
て
自
律
性
療
法
を
、
生
涯
を
通
じ
て
粘
り
強
く
根
気
よ
く

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
我
々
は
、
我
々
の
生

来
的
に
備
わ
っ
た
、
純
粋
存
在
者
と
し
て
の
中
心
脳
保
安
解

放
系
に
よ
る
脳
制
御
的
な
自
律
性
中
和
現
象
を
実
際
に
ラ
イ

ブ
で
直じ

か

に
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
し
か

も
ま
た
、
そ
の
動
き
を
、
長
年
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
記
録

し
て
そ
の
歴
史
を
知
る
こ
と
も
可
能
化
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
禅
宗
で
は
﹁
己
事
究
明
」
と
い
わ

れ
る
。
自
律
性
療
法
に
お
け
る
中
心
脳
保
安
解
放
系
の
脳
制

御
的
処
理
の
リ
ア
ル
な
事
実
経
過
を
観
察
す
る
こ
と
は
、
止

観
業
に
お
い
て
、
思
惟
を
止
め
て
観
ず
る
行
為
と
二
つ
の
事

柄
︵
異
質
の
行
為
︶
で
は
な
い
。
そ
う
し
て
禅
宗
に
お
け
る
己

事
究
明
が
見
性
へ
と
結
果
す
る
よ
う
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
純

粋
存
在
者
に
よ
る
存
在
可
能
者
の
逸
脱
︵
こ
れ
を
シ
ェ
リ
ン
グ

は
最
初
の
脱
自
と
す
る
︶
の
連
れ
戻
し
行
為
︵
こ
れ
を
シ
ェ
リ

ン
グ
は
今
一
つ
の
よ
り
良
き
脱
自
と
し
て
区
別
す
る
︶
に
よ
っ
て

何
が
結
果
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
﹁
認
識
が
生
ず
る
」

と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
逸
脱
し
た
存
在
可
能
者
の
、
純
粋
存
在
者
に

よ
る
連
れ
戻
し
行
為
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
精
神
が
自
分
自

身
を
意
志
と
し
て
﹁
存
在
に
お
い
て
も
ま
た
自
己

0

0

を
意
欲
し

得
な
い
が
故
に
、
存
在
に
お
い
て
ポ
テ
ン
ツ
す
な
わ
ち
主
体

に
留
ま
る
も
の
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ

ち
、
精
神
の
自
覚
が
発
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

ポ
テ
ン
ツ
論
の
後
半
部
は
、
存
在
論
的
に
は
創
造
の
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
認
識
論
的
に
は
、﹁
完
成
せ
る
精

神
」
の
﹁
完
成
せ
る
精
神
」
と
し
て
の
自
覚
の
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
。お

わ
り
に

今
回
は
身
心
変
容
技
法
の
一
つ
と
し
て
心
身
医
学
の
自
律

性
療
法
を
紹
介
し
、
こ
の
技
法
は
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
を
起
源

と
し
て
い
る
が
故
に
哲
学
と
結
合
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
時
代

の
哲
学
は
、
ま
だ
科
学
と
宗
教
と
を
媒
介
す
る
批
判
と
反
省

の
機
能
を
哲
学
が
同
等
に
保
持
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
の

で
、
我
々
は
自
律
性
療
法
と
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
と
を
、
現
在

は
歴
史
の
悪い

た

戯ず
ら

の
せ
い
で
互
い
に
末
裔
と
先
祖
で
あ
る
こ
と

を
、
互
い
に
自
覚
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
直
系
の
血
縁

関
係
に
あ
る
こ
と
を
精
神
医
学
史
的
に
辿
る
こ
と
を
試
み
た
。

カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
の
成
果
と
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
成
果

を
、
現
代
の
発
展
し
た
自
律
性
療
法
の
成
果
と
に
結
節
し
、こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
精
神
医
学
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
現
存
在
分

析
論
と
の
結
合
に
留
ま
ら
ず
、
心
身
医
学
と
ド
イ
ツ
古
典
哲

学
と
を
結
節
さ
せ
う
る
超
越
論
哲
学
的
心
身
医
学
が
創
造
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
初
め
て
シ
ェ
リ
ン
グ
の
﹁
哲

学
的
宗
教
」
も
現
実
的
に
展
望
し
う
る
よ
う
に
な
る
と
我
々

は
考
え
る
。

今
回
は
な
ぜ
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
哲
学
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
ま
た
な
ぜ
、
精
神
分
析
学
や
精
神
医
学
や
分
析
心
理

学
や
臨
床
心
理
学
で
は
な
く
、
心
身
医
学
の
自
律
性
療
法
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か32

と
い
う
こ
と
の
根
拠
を
、
西
谷
啓

治
の
論
拠
を
元
に
論
じ
る
こ
と
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
︵
西
谷
啓
治
は
現
代
の
人
間
学
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
っ

て
宗
教
の
核
を
抜
き
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
人
間
学
は
早
晩
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
﹁
自
覚
さ
れ
ざ
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る33

︶。

ま
た
自
律
性
療
法
は
本
来
、
医
学
︵
医
師
︶
の
領
分
で
あ

り
、
哲
学
者
や
教
育
者
は
、
認
定
さ
れ
た
資
格
な
く
こ
れ
を

実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
宗
教
の
領
分
に

関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関

し
て
も
西
谷
啓
治
は
、
科
学
と
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で

哲
学
と
接
す
れ
ば
科
学
と
宗
教
が
哲
学
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

科
学
と
宗
教
と
哲
学
と
は
、
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
分
と
自

律
性
を
保
持
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
全
体
と
し
て
一
個
の
学
問

と
し
て
機
能
し
う
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
も
結
論
を
出
し
て
い
る34

。
こ
の
論
点
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
と
し
て
は
、
哲
学
的
課
題
と
し
て
は
超

越
論
哲
学
と
自
律
性
療
法
と
の
歴
史
的
関
係
を
復
元
す
る
こ

と
で
あ
り
、
教
育
的
課
題
と
し
て
は
、
自
律
性
療
法
で
は
セ

ラ
ピ
ス
ト
と
練
習
者
に
と
も
に
求
め
ら
れ
る
脳
制
御
的
テ
ー

マ
の
自
由
な
遂
行
を
可
能
化
す
る
無
妨
害
原
理
あ
る
い
は
無

心
の
態
度
を
、
教
師
と
生
徒
と
の
関
係
に
応
用
す
る
こ
と
で

あ
る
。
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注1
　autogenic therapy. 

最
初
に
注
意
す
べ
き
は
、
自
律
性
療
法
は
、

そ
の
指
導
は
医
師
免
許
な
く
︵
も
し
く
は
例
え
ば
日
本
自
律

訓
練
学
会
な
ど
の
認
定
資
格
が
な
け
れ
ば
︶
実
施
で
き
な
い

医
療
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
我
々

は
そ
れ
を
紹
介
す
る
に
留
め
る
の
で
あ
り
、
そ
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
専
門
医
︵
心
療
内
科
医
︶
の
指
導
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
ち
な
み
に
論
者
は
一
九
七
九
年
の
夏
ご
ろ
よ
り
︵
自
身
が

﹁
神
経
症
」
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
を
承う

け
て
︶
自
律
性
療
法

を
、
専
門
書
を
熟
読
す
る
こ
と
に
よ
り
自
分
自
身
に
実
施
し

︵
な
ぜ
な
ら
専
門
医
の
指
導
を
受
け
る
心
理
生
理
的
余
裕
が

皆
無
で
あ
っ
た
た
め
︶、
そ
れ
以
後
、
今
日
に
い
た
る
ま
で

継
続
的
に
修
得
・
実
施
し
続
け
、
二
〇
一
四
年
で
三
五
年
の

︵
自
分
自
身
へ
の
︶
実
施
経
験
を
持
つ
。
そ
れ
は
単
に
知
的

欲
求
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
心
理
生
理
的
な
危
機
か
ら
の

回
復
を
希
求
す
る
文
字
ど
お
り
人
生
と
命
を
懸
け
た
適
用

︵apply

︶
で
あ
る
。

2
　psychosom

atische M
edizin: psychosom

atic m
edicine. 

か
つ

て
は
精
神
身
体
医
学
と
も
訳
さ
れ
、
日
本
で
は
心
療
内
科
学

と
も
称
さ
れ
て
い
る
が
、
哲
学
で
は
精
神
︵G

eist

︶
は
心
理

と
異
な
る
意
味
な
の
で
、
本
稿
で
は
心
身
医
学
と
い
う
訳
語

を
採
用
す
る
。

3
　
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
はidea, perception, representation

と

も
表
現
さ
れ
る
が
ド
イ
ツ
語
で
はVorstellung

で
あ
る
。
ま

た
ギ
リ
シ
ア
語
で
はφαντασία

で
あ
る
。

4
　
カ
ン
ト
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
表
︵Tafel der K

ategorien

︶
に
よ
っ

て
十
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
次
の
よ
う
に
区
分
し
た
。

1
　
量
︵Q

uantität

︶

(1)
単
一
性 Einheit   

(2)
数
多
性 Vielheit   

(3)
全
体
性 A

llheit 

2
　
質
︵Q

ualität

︶

(1)
実
在
性Realität  

(2)
否
定
性N

egation  

(3)
制
限
性Lim

itation

3
　
関
係
︵Relation

︶

(1)
実
体
性
︿
実
体
と
属
性
：
実
体
と
偶
有
性
︵Substanz und 

Inhärenz: substantia et accidens

︶﹀

(2)
因
果
性
︿
原
因
性
と
依
存
性
：
原
因
と
働
き
︵K

ausalität 
und D

ependenz: U
rsache und W

irkung

︶﹀

(3)
相
互
性
︿
相
互
性
：
能
働
者
と
受
働
者
と
の
交
互
作
用

︵G
em

einschaft: W
echselw

irkung zw
ischen dem

 
H

andelnden und Leidenden

︶﹀

4
　
様
相
︵M

odalität

︶

(1)
可
能
性
―不
可
能
性
︵M

öglichkeit-U
nm

äglichkeit

︶

(2)
存
在
性
―非
存
在
性
︵D

asein-N
ichtsein

︶

(3)
必
然
性
―偶
然
性
︵N

otwendigkeit-Z
ufälligkeit

︶

5
　
カ
ン
ト
は
原
因
と
原
理
と
を
一
応
区
別
し
て
い
る
︵
場
所
に

よ
っ
て
は
区
別
さ
れ
な
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
︶。
カ
ン

ト
に
よ
る
と
原
因
は
従
位
︵Subordination

︶
関
係
で
主
客

や
因
果
の
相
互
関
係
。
原
理
は
同
位
︵Koordination

︶
関
係

で
、
同
格
で
対
当
な
相
互
関
係
と
い
う
区
別
。
こ
の
区
別
は

既
に
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
︵Bruno, G

iordano, 1548-
1600

︶
が D

e la causa, principio, et U
no

︵1584, 

邦
訳
﹃
原
因
・

原
理
・
一
者
に
つ
い
て
﹄
加
藤
守
通
訳
、
東
信
堂
、
一
九
九

八
年
︶
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
や
シ
ェ
リ
ン
グ
は

ブ
ル
ー
ノ
の
、
こ
の
区
別
を
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

6
　
悟
性
の
自
律
が
不
随
意
意
識
︵
す
な
わ
ち
理
性
を
越
え
る
地

盤
な
い
し
分
野
︶
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
は
論
理
的
に

矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
、
カ
ン
ト
が
言
う
自
律
を
我
々
は
随
意

意
識
の
ど
こ
に
も
求
め
る
こ
と
は
実
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
カ
ン
ト
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
﹁
純
粋
」
悟
性
概

念
と
称
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
経
験
に
よ

ら
な
い
﹁
純
粋
」
な
概
念
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
が
存
在
す
る

超
越
論
的
場
所
︵transzendentaler O

rt

︶
は
経
験
の
領
域
で

あ
る
随
意
意
識
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

7
　
カ
ン
ト
は
領
域
︵G

ebiet

︶
と
地
盤
︵Boden

︶
と
分
野

︵Feld

︶
を
区
別
し
た
。
領
域
と
は
客
観
的
妥
当
性
の
主
張
が

可
能
な
構
成
的
現
象
界
の
判
断
範
囲
。
地
盤
と
は
実
践
理
性

の
統
制
的
原
理
に
よ
る
立
法
行
為
が
可
能
な
倫
理
的
判
断
圏

域
。
分
野
と
は
構
成
的
で
も
統
制
的
で
も
な
い
が
表
象
と
し

て
現
れ
う
る
限
り
で
の
す
べ
て
の
判
断
範
囲
︵
叡
智
界
＝
可

想
界
︶
を
指
す
。

8
　
つ
ま
り
、
不
随
意
意
識
の
地
盤
で
は
悟
性
と
は
異
な
る
認
識

源
泉
が
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の

機
能
は
悟
性
と
は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
表
象
の
異
質
な
認
識
源
泉
を
区
別
す
る
能
力
を

カ
ン
ト
は
超
越
論
的
反
省
と
呼
ん
だ
。
こ
の
超
越
論
的
反
省

こ
そ
が
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
に
必
須
の
能
力
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
不
随
意
意
識
の
地
盤
で
機
能
す
る
認
識
源
泉

を
︵
知
的
直
観 intellektuelle A

nschauung

に
よ
っ
て
︶
把

握
し
た
の
は
フ
ィ
ヒ
テ
で
︵
カ
ン
ト
に
は
見
出
せ
な
か
っ

た
︶
フ
ィ
ヒ
テ
は
そ
れ
を
自
我
︵
純
粋
意
志
︶
と
呼
び
、
自

我
を
理
論
理
性
と
実
践
理
性
と
の
統
一
原
理
と
し
た
。
つ
ま

り
カ
ン
ト
の
最
深
の
原
理
は
純
粋
統
覚
︵reine A

pperzep-
tion

︶
で
あ
り
、
純
粋
統
覚
が
悟
性
と
感
性
と
の
統
一
原
理

と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
し
か
し
カ
ン
ト
は
理
論
理
性
と
実

践
理
性
と
の
統
一
原
理
︵
架
橋
︶
を
見
出
せ
ず
、
二
元
論
に

陥
り
、
こ
の
二
元
論
の
体
系
的
矛
盾
を
、
反
省
的
判
断
力
の

自
己
自
律
原
理
を
架
橋
︵
統
一
原
理
︶
発
見
の
た
め
の
立
法

原
理
と
し
て
︵﹃
判
断
力
批
判
﹄
の
序
論
で
︶
提
示
す
る
に

留
ま
っ
た
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
そ
れ
︵
架
橋
＝
統
一
原
理
︶
を

自
我
︵
す
な
わ
ち
カ
ン
ト
の
純
粋
統
覚
の
さ
ら
に
根
底
に
自

我
を
純
粋
意
志reiner W

ille

︶
と
し
て
見
出
し
た
。

　
そ
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
見
出
し
た
純
粋
意
志
こ
そ
、
我
々
の

悟
性
︵
随
意
意
識
︶
を
越
え
る
地
盤
に
存
在
し
て
い
る
認
識

源
泉
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
の
把
握
に
は
我
々
に
は
自
律
性
療

法
を
用
い
る
こ
と
な
く
し
て
は
︵
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
神
に

の
み
認
め
ら
れ
る
能
力
と
さ
れ
た
知
的
直
観
を
自
由
に
駆
使

で
き
た
天
才
フ
ィ
ヒ
テ
で
も
な
い
限
り
︶
不
可
能
で
あ
る
。

9
　
精
神
身
体
的
︵psychosom

atisch

心
理
生
理
的
︶
と
い
う
言

葉
を
、
最
初
に
医
学
文
献
に
用
い
た
の
は
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト

︵H
einroth, Johann C

hristian A
ugust, 1773-1843

︶
で
あ
っ

た︵H
einroth, Lehrbuch der Störungen des Seelenlebens oder der 

Seelenstörungen und ihrer Behandlung . Vogel, Leipzig, 1818

︶。

ち
な
み
に
心
身
医
学
︵psychosom

atische M
edizin

︶
と
い

う
術
語
を
初
め
て
用
い
た
の
は D

eutsch, Felix

︵1884-1964

︶

で
、
一
九
二
二
年
に
な
っ
て
︵
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト
か
ら
百
四
年

も
経
過
し
て
︶
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト
は
、
ド
イ
ツ
で
最
初
に
精
神
医
学
︵Psychi-

atrie

︶
の
講
座
が
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
設
置
さ
れ
た
時
︵
一

八
一
一
年
︶
に
任
命
さ
れ
た
教
授
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ド

イ
ツ
で
最
初
の
精
神
医
学
の
大
学
正
教
授
で
あ
る
。
ま
た
ハ

イ
ン
ロ
ー
ト
は
、
講
座
設
置
と
同
時
︵
一
八
一
一
年
︶
に
ピ

ル
ナ
︵Pirna

︶
に
設
立
さ
れ
たSonnenstein A

sylum

︵
ゾ
ネ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
精
神
病
院
︶
の
医
師
で
も
あ
っ
た
。

　
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト
は
﹁
心
身
医
学
の
祖
」
と
言
わ
れ
て
お
り
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︵
西に
し

丸ま
る

四し

方ほ
う

﹃
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト 

狂
気
の
学
理 

ド
イ
ツ
浪
漫
派

の
精
神
医
学
︵﹃
心
的
生
活
の
障
害
お
よ
び
そ
の
治
療
に
つ

い
て
の
書
﹄
よ
り
︶﹄
一
九
九
〇
年
、
二
九
四
頁
︶、
も
と
も

と
は
哲
学
や
神
学
に
向
か
お
う
と
し
て
い
た
︵
上
掲
書
、
二

九
五
頁
︶。
そ
の
た
め
、
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト
は
、
ド
イ
ツ
古
典

哲
学
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
お
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
﹃
大

論
理
学
﹄︵
一
八
一
二
―一
六
年
︶
や
、
い
わ
ゆ
る
小
論
理
学

︵
一
八
一
七
年
：﹃
エ
ン
ツ
ィ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
﹄
に
収
め
ら
れ
て

い
る
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
講
義
録
︶
の
影
響
を
受
け
て
上
記
の

﹃
教
科
書
︵Lehrbuch der Störungen des Seelenlebens oder der 

Seelenstörungen und ihrer Behandlung

︶﹄︵1818

︶
を
書
い
た

と
指
摘
す
る
資
料
も
あ
る
︵C

auwenbergh, Luc S, “ J. C
hr. A

. 
H

einroth

︵1773-1843

︶a psychiatrist of the G
erm

an 
Rom

antic era,”  H
istory of Psychiatry  2(8), London: SA

G
E, 

1991, pp.365-383

︶。

　
ま
た
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
の
影
響

を
受
け
て
い
た
と
い
う
指
摘
︵H

einroth, 1818

の
一
九
七
五

年
の
英
訳
のM

ora

に
よ
る Introduction, p. xii

に
お
い
て
︶

も
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
、
意
識
の
歴
史
に
関
す
る
記
述

︵﹃
超
越
論
的
観
念
論
の
体
系
﹄
一
八
〇
〇
年
︶
の
影
響
を
指

摘
す
る
資
料
︵vgl. Thiher, A

llen, Revels in M
adness: Insanity 

in M
edicine and Literature , U

niversity of M
ichigan, U

.S.A
. 

1999, p.174ff.

︶
も
あ
る
。

　
そ
し
て
最
も
決
定
的
な
影
響
と
し
て
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の

﹃
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
私
講
義
﹄︵
一
八
一
〇
年
︶
に
見
ら

れ
るinsanity

とsin

と
を
等
値
す
る
考
え
に
影
響
を
受
け
て
、

一
八
一
八
年
の
上
記
の
﹃
教
科
書
﹄
に
お
い
て
︵
一
八
二
三

年
の
著
作
に
お
い
て
も
︶
精
神
障
害
の
原
因
を
罪
︵sin

︶
に

置
い
た
と
さ
れ
る
資
料
が
複
数
あ
る
こ
と
で
あ
る
︵Bartlett, 

Steven Jam
es, The pathology of m

an: A study of hum
an evil . 

Springfield, Illinois, U
.S.A

.: C
harles C

 Thom
as Pub Ltd. 

2005, p.60: R
oelcke, Volker, K

rankheit und K
ulturkritik. 

Psychiatrische G
esellschaftsdeutungen im

 bürgerlichen Zeitalter 
1790-1914 . Frankfurt/M

: C
am

pus. 1999, S.86

︶。

　
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
お

よ
び
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ハ
イ
ン
ロ
ー
ト
の
思
想
的
連
関
は
、
ド

イ
ツ
古
典
哲
学
の
思
想
や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
哲
学
が
、
心
身
医

学
誕
生
の
思
想
的
源
泉
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

10
　﹃
西
谷
啓
治
著
作
集
6
　
宗
教
哲
学
﹄︵
創
文
社
、
一
九
八
七

年
︶、
二
二
頁
参
照
。

11
　

1
重
感
、
2
温
感
、
3
心
臓
調
整
、
4
呼
吸
、
5
腹
部
温
感
、

6
前
額
冷
涼
感
で
あ
る
。
ま
た
終
了
局
面
に
は
必
ず
﹁
消
去

動
作
︵ending procedure

　
1
両
腕
開
閉
・
両
肘
屈
伸
、
2

深
呼
吸
、
3
開
眼
︶」
を
行
い
、
自
律
性
状
態
を
解
除
す
る

必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
受
動
的
集
中

状
態
が
持
続
し
て
、
通
常
の
意
識
状
態
で
あ
る
能
動
的
集
中

状
態
を
取
り
戻
せ
な
い
こ
と
に
よ
る
支
障
を
日
常
生
活
に
お

い
て
も
た
ら
し
た
り
、
あ
る
い
は
頭
痛
や
倦
怠
感
な
ど
の
身

体
症
状
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

12
　carte blanche 

白
紙
委
任
、
全
権
委
任
、
無
条
件
の
許
可
、︵
〜

す
る
︶
完
全
な
自
由
︵
こ
こ
で
は
、
脳
の
制
御
シ
ス
テ
ム
に

全
権
︵
完
全
な
自
由
︶
を
譲
る
︵
与
え
る
︶
意
味
︶。

13
　

W
・
ル
ー
テ
編
﹃
自
律
訓
練
法
　
Ⅵ
巻
﹄︵
誠
信
書
房
、
一

九
七
七
年
︶、
二
頁
参
照
。

14
　ebd. 

強
調
は
論
者
に
よ
る
。

15
　ebd. 

強
調
は
論
者
に
よ
る
。

16
　
初
め
て
講
義
さ
れ
た
の
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
が
︵
イ
ン
ゴ
ル

シ
ュ
タ
ッ
ト Ingolstadt 

か
ら
︶
移
転
再
創
建
さ
れ
て
︵
一
八

二
六
年
︶以
後
の
一
八
三
一
年
の
冬
学
期︵W

intersem
ester

︶

か
ら
一
八
三
二
年
の
夏
学
期
︵Som

m
ersem

ester

︶
に
か
け

て
で
あ
り
、
ま
た
一
八
三
一
年
は
ヘ
ー
ゲ
ル
︵H

egel, G
. W

. 
F. 1770-1831

︶
が
亡
く
な
っ
た
年
で
あ
る
が
、
そ
の
時
シ
ェ

リ
ン
グ
は
五
六
歳
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
ベ
ル
リ
ン
大

学
で
も
﹃
啓
示
の
哲
学
﹄
を
講
義
し︵
一
八
四
一
―四
二
、
一

八
四
四
―四
五
年
︶
こ
の
時
の
シ
ェ
リ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
六

六
―六
七
歳
、
六
九
―七
〇
歳
で
あ
っ
た
。

17
　﹃
神
話
の
哲
学
﹄
が
最
初
に
講
義
さ
れ
た
の
は
エ
ア
ラ
ン
ゲ

ン
大
学
で
一
八
二
一
年
の
夏
学
期
で
あ
っ
た
の
で
﹃
啓
示
の

哲
学
﹄
よ
り
も
十
年
早
い
︵
シ
ェ
リ
ン
グ
四
六
歳
︶。﹃
神
話

の
哲
学
﹄
を
シ
ェ
リ
ン
グ
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
﹃
啓
示
の

哲
学
﹄
に
四
年
先
ん
じ
て
一
八
二
八
年
に
講
義
し
、
ま
た
ベ

ル
リ
ン
大
学
で
は
逆
に
﹃
啓
示
の
哲
学
﹄︵
一
八
四
一
―四
二

年
︶
の
後
︵
一
八
四
二
年
︶
に
講
義
し
て
い
る
。︵vgl. Peetz, 

Siegbert, “ D
ie Philosophie der M

ythologie,”  F. W
. J. Schelling , 

Stuttgart, W
eim

ar: M
etzler, 1998, pp.150-168.

︶

18
　﹃
サ
モ
ト
ラ
ケ
の
神
々
﹄
一
八
一
五
年
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
︵
ヘ

ー
ゲ
ル
の
﹃
精
神
の
現
象
学
﹄
一
八
〇
七
年
に
対
す
る
応
答

と
し
て
の
︶﹃
自
由
論
﹄︵
一
八
〇
九
年
︶
を
書
き
上
げ
た
後
、

自
分
自
身
の
哲
学
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
﹃
世
界
生
成
論

︵D
ie  W

eltalter

︶﹄
に
一
八
一
一
年
か
ら
一
八
一
五
年
ま
で
取

り
組
ん
だ
が
、
そ
こ
で
シ
ェ
リ
ン
グ
は
神
話
の
宗
教
的
次
元

を
発
見
し
、﹃
サ
モ
ト
ラ
ケ
論
﹄
を
最
後
に
﹃
世
界
生
成
論
﹄

の
構
想
は
﹃
神
話
と
啓
示
の
哲
学
﹄
へ
と
転
換
さ
れ
た
︵vgl. 

ebd.

︶。

19
　
齋
藤
義
一
﹁
シ
ェ
リ
ン
グ
の
﹁
積
極
哲
学
」
へ
の
途
と
し
て

の
﹁
脱
自
」
概
念
に
つ
い
て
」﹃
人
文
論
集
﹄
第
九
巻
第
一
・

二
号
︵
神
戸
商
科
大
学
、
一
九
七
三
年
︶、
五
六
―八
五
頁
参

照
。

20
　Schultz, Johannes H

einrich, 1884-1970. 

自
律
訓
練
法
の
創

始
者
。
神
経
症
研
究
で
有
名
。

21
　Luthe, W

olfgang, 1922-1985. 

自
律
訓
練
法
研
究
中
に
自
律

性
解
放
現
象
を
発
見
し
、
自
律
性
中
和
法
を
開
発
し
た
。

22
　

W
・
ル
ー
テ
編
﹃
自
律
訓
練
法
　
Ⅵ
巻
﹄︵
誠
信
書
房
、
一

九
七
七
年
︶、
四
五
〇
頁
。

23
　Förster, Eckart

︵1952- 

︶
に
よ
れ
ば
、
ゲ
ー
テ
が
継
承
し
た

カ
ン
ト
の
﹃
判
断
力
批
判
﹄
第
七
六
・
七
七
節
の
直
観
的
悟

性
は
、﹁
総
合
的
＝
普
遍
的
悟
性
と
し
て
の
直
観
的
悟
性
」

で
あ
り
、
根
源
的
悟
性
、
す
な
わ
ち
世
界
原
因
と
し
て
の
直

観
的
悟
性
で
は
な
い
。
ま
た
フ
ィ
ヒ
テ
が
継
承
し
た
知
的
直

観
は
﹁
可
能
性
︵
思
惟
︶
と
現
実
性
︵
存
在
︶
の
産
出
的
統

一
と
し
て
の
知
的
直
観
」
で
あ
り
、
物
自
体
の
非
感
性
的
直

観
と
し
て
の
知
的
直
観
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
直
観
的
悟
性

の
能
力
と
知
的
直
観
の
能
力
を
﹃
判
断
力
批
判
﹄
第
七
六
・

七
七
節
の
カ
ン
ト
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
︵
も
ち
ろ
ん
、

部
分
的
に
認
め
た
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
時
期
︵
一
九
七
〇

年
︶
に
お
い
て
も
カ
ン
ト
は
、
物
自
体
を
非
感
性
的
に
直
観

す
る
知
的
直
観
も
、
世
界
原
因
と
し
て
の
直
観
的
悟
性
も
認

め
て
は
い
な
い
︶。vgl. “ D

ie Bedeutung von §§76, 77 der 
K

ritik der U
rteilskraft  für die E

ntw
icklung der 

nachkantischen Philosophie [Teil I]”  Z
eitschrift für 

philosophische Forschung , 56(2), 2002, pp.169-190: “ D
ie 

Bedeutung von §§76, 77 der Kritik der U
rteilskraft  für die 

Entw
icklung der nachkantischen Philosophie [Teil II]”  
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Zeitschrift für philosophische Forschung , 56(3), 2002, pp.321-
345.

︵
邦
訳
：
エ
ッ
カ
ー
ト
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
﹁
カ
ン
ト
以

後
の
哲
学
の
展
開
に
と
っ
て
の
﹃
判
断
力
批
判
﹄
第
七
六
―

七
七
節
の
意
義
［
第
一
部
］」
宮
﨑
裕
助
・
大
熊
洋
行
訳
﹃
知

の
ト
ポ
ス
﹄
八
号
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
哲
学
・
人
間
学
研

究
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
五
五
―一
九
〇
頁
。
同
前
［
第
二

部
］﹃
知
の
ト
ポ
ス
﹄
九
号
、
同
前
、
二
〇
一
四
年
、
一
三

三
―一
八
七
頁
、
参
照
。
邦
訳
の
最
後
︵
九
号
、
一
七
五
―

一
八
六
頁
︶
に
は
訳
者
︵
大
熊
︶
解
題
﹁
直
観
的
悟
性
の
帰

趨
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。︶

24
　
し
か
し
そ
の
現
象
は
、
カ
ン
ト
が
言
う
よ
う
なErscheinung

と
し
て
の
、
二
重
の
媒
介
を
経
た
、
間
接
的
な
現
象
で
は
な

く
、
す
な
わ
ち
、
悟
性
と
い
う
狭
い
領
域
で
の
み
出
会
う
仮

象
的
な
表
象
で
は
な
く
、
生
理
心
理
的
な
地
盤
で
出
会
う
、

直
接
的
な
表
象
と
い
う
意
味
で
、
井
上
円
了
が
有
象
︵
我
々

の
知
覚
で
感
覚
可
能
な
事
象
︶
に
対
す
る
概
念
と
し
て
考
案

し
た
﹁
無
象
」
と
も
表
現
し
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
ド
イ
ツ
語

表
現
と
し
て
は
、
カ
ン
ト
が
用
い
たErscheinung

︵Schein

は
﹁
仮
象
」
の
意
味
な
の
で
現
象
︵Erscheinung

︶
は
仮
象

の
表
象
と
い
う
意
味
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
︶
に
対
し
て

Erseinung

︵﹁
存
在
︵Sein

︶」
が
﹁
発
現
す
る
︵Er-

︶」
と
い

う
意
味
で
﹁
発ほ
つ
在ざ
い
」︶
と
表
現
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

25
　
こ
こ
で
は
論
理
と
語
学
が
不
必
要
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
宗
教
的
次
元
や
理
性
を
越
え
る
次
元
は
、
理
性
を
越
え

る
が
故
に
、
論
理
や
言
語
は
﹁
無
力
」
と
化
す
る
世
界
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
危
機
的
状
況
に
お
い
て
な
お
論
じ
続
け
る

こ
と
は
危
機
に
呑
み
込
ま
れ
て
死
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
精
神
の
危
機
的
状
況
に
お
い
て
は
論
理
そ

の
も
の
が
働
く
能
力
を
喪
失
し
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
壊
滅
的
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
論
理
や

言
語
は
、
使
い
た
く
と
も
使
え
な
い
状
況
な
の
で
あ
る
。

26
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
講
義
の
﹁
原
」
草
稿
で
は
第
四
講
義
か
ら

第
十
六
講
義
ま
で
︵U

PhO
, S. 23. Z

. 27

―S. 100. Z
.17

︶
で
、

ベ
ル
リ
ン
大
学
講
義
草
稿
で
は
第
九
講
義
か
ら
第
十
三
講
義

ま
で
︵SW

, S. 204. Z
. 1

―S. 281 Z
. 29

︶。
ち
な
み
に
こ
こ
で

U
PhO

: F. W
. J. Schelling, U

rfassung der Philosophie der 
O

ffenbarung . H
rsg. v. W

. E. Ehrhardt, 2
 Teil bde, H

am
burg, 

1992.

SW
: F. W

. J. von Schellings sämmtliche W
erke , H

rsg. v. K
arl F. 

A
ugust Schelling, 1. A

bteilung: 10 B
de. (= I-X

): 2. 
A

bteilung: 
4

 Bde. (= X
I-X

IV
), Stuttgart, A

usburg, 1856-
61. (Z

itiert: SW
, Bd., S.) [= Schellings W

erke. N
ach der 

O
riginalausgabe in neuer Anordnung , H

rsg. v. M
. Schröter, 6

 
H

auptbde., 6
 Ergänzungsbände, M

ünchen, 1927ff., 21958ff.]

27
　αρ

χή

﹁
支
配
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
。
初
め
運
動
や

行
為
、
論
理
な
ど
の
出
発
点
、
前
提
と
な
る
も
の
、
ま
た
は

そ
れ
を
支
え
る
﹁
原
理
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
。
初

期
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
た
ち
は
物
質
生
成
の
ア
ル
ケ
ー
を
四
元

素
に
お
い
た
が
、
後
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
り
﹃
形
而
上

学
﹄
第
五
巻
第
一
章
に
お
い
て
、
ア
ル
ケ
ー
の
厳
密
な
意
味

分
け
が
な
さ
れ
た
︵﹃
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
﹄
に

よ
る
︶。

28
　
シ
ェ
リ
ン
グ
は
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
﹁
一
者
︵das Eine

︶」
が

単
に
一
様
な
唯
一
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
一
者
は

動
く
こ
と
も
変
化
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
無
能
で
無
内
容

︵
空
虚
︶
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
一
者

に
対
し
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
自
分
の
概
念
は
存
在
可
能
で
も
あ

る
の
で
存
在
へ
と
起
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
前

期
に
批
判
さ
れ
た
﹁
唯
一
者
か
ら
い
か
に
し
て
具
体
的
な
現

実
存
在
が
生
じ
る
の
か
︵
あ
る
い
は
神
が
純
粋
で
最
高
の
善

で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
諸
悪
は
い
か
に
し
て
説
明
さ
れ
る

の
か
︶」
と
い
う
問
い
に
も
答
え
う
る
原
理
と
な
っ
た
と
し

て
、
自
ら
の
前
期
の
哲
学
も
﹁
消
極
」
哲
学
と
批
判
し
た
上

で
、
哲
学
的
宗
教
が
可
能
な
積
極
哲
学
を
主
張
し
た
。

29
　SW

, X
III, S. 237, Z

. 26f. 

強
調
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
る
。

30
　D

ie letzte Frage ist im
m

er: w
arum

 ist überhaupt etw
as, 

warum
 ist nicht nichts?

31
　
シ
ェ
リ
ン
グ
はcausa efficiens
が
持
つ
多
義
性
、
す
な
わ
ち

始
元
︵
ア
ル
ケ
ー
︶
で
あ
り
、
作
用
因
で
あ
る
と
と
も
に
、

起
動
因
で
も
あ
る
多
義
性
を
用
い
て
理
性
的
存
在
者
の
非
理

性
化
︵
逸
脱
︶
と
復
元
過
程
を
論
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
、
存
在
可
能
者
に
は
起
動
因
と
し
て
の
意
味
、
純
粋

存
在
者
に
は
作
用
因
と
し
て
の
意
味
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。

32
　
最
も
大
き
な
根
拠
は
、
自
律
性
療
法
の
み
が
﹁
自
律
性
」
を

駆
使
し
う
る
技
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
技
法

は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
﹁
介
入
」
や
練
習
者
の
﹁
主
体
的
努

力
」
な
ど
に
よ
っ
て
脳
制
御
的
処
理
の
自
律
性
が
阻
害
さ
れ

て
し
ま
う
、
非
自
律
性
技
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

33
　﹃
西
谷
啓
治
著
作
集
6
　
宗
教
哲
学
﹄︵
創
文
社
、
一
九
八
七

年
︶。
特
に
西
谷
の
学
位
論
文
で
あ
る
﹁
宗
教
哲
学

︱
序

論
」
三
―一
〇
一
頁
参
照
。

34
　﹁
宗
教
と
哲
学

︱
哲
学
及
び
宗
教
と
科
学
の
立
場
」︵﹃
西

谷
啓
治
著
作
集
6
　
宗
教
哲
学
﹄
創
文
社
、
一
九
八
七
年
︶、

一
〇
三
―一
三
七
頁
。﹃
西
谷
啓
治
著
作
集
11
　
禅
の
立
場
﹄

︵
創
文
社
、
一
九
八
七
年
︶、
三
―三
〇
一
頁
参
照
。﹁
宗
教
と

哲
学

︱
哲
学
及
び
宗
教
と
科
学
の
立
場
」
で
は
哲
学
と
媒

介
さ
れ
る
べ
き
科
学
の
態
度
︵
ド
グ
マ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

し
て
の
思
想
を
持
た
ず
、
純
粋
に
実
証
的
で
あ
る
こ
と
を
専

ら
と
す
る
態
度
︶
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
教
に
関

し
て
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
課
題
に
応
え
た

の
が
﹃
禅
の
立
場
﹄
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
哲
学
に
媒
介
さ

れ
う
る
宗
教
の
形
態
は
禅
︵
純
粋
な
﹁
行
」
と
し
て
の
宗

教
︶
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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は
じ
め
に

私
自
身
の
賀
川
豊
彦
に
関
す
る
関
心
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

神
学
大
学
に
お
け
る
二
〇
一
一
年
四
月
五
日
の
﹁
賀
川
記
念

講
演
」
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
と
き
か
ら
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。
賀
川
は
、
一
八
一
二
年
に
創
立
さ
れ
た
米
国
長

老
教
会
の
神
学
大
学
を
一
九
一
六
年
に
卒
業
し
て
お
り
、
私

の
先
輩
に
当
た
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
彼
は
わ
が
母
校
の
歴
史

に
お
い
て
唯
一
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
あ
げ
ら
れ
た︵
四

回
も
︶
卒
業
生
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。﹁
賀
川
記
念
講

演
」
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ
て
、
三
人
の
日
本
の
神

学
者
た
ち
、
古
屋
安
雄
、
小
山
晃
佑
、
お
よ
び
森
本
あ
ん
り

の
後
に
、
初
め
て
の
外
国
人
と
し
て
私
に
そ
の
重
い
責
任
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
講
演
当
日
の
一
年
前

ぐ
ら
い
に
声
を
か
け
ら
れ
た
と
き
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
当

時
賀
川
に
つ
い
て
ま
だ
本
当
に
大
ざ
っ
ぱ
な
こ
と
し
か
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
一
生
懸
命
、
勉
強
し
な
い
と
無
責
任
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、﹁
賀
川
記
念

講
演1

」
の
準
備
が
き
っ
か
け
で
賀
川
へ
の
関
心
を
強
く
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

賀
川
豊
彦
は
ど
う
い
う
点
が
も
っ
と
も
魅
力
的
で
ま
た
ユ

ニ
ー
ク
で
あ
る
か
と
聞
か
れ
た
場
合
、
本
人
が
﹁
私
は
科
学

的
な
神
秘
主
義
者
だ2
︵I am

 a scientific m
ystic

︶」
と
い
う
自
己

定
義
を
言
い
出
し
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
い
っ

た
い
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。﹁
科
学
的
な
神
秘
主
義
者
」。

そ
れ
を
解
く
ま
で
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、﹃
賀
川
豊

彦
全
集
﹄
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
そ
の
自
己
定
義
で
彼
が

言
い
た
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
何
と
な
く
自
分
な
り
に
言
葉

が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す3

。

私
は
、
実
践
神
学
︵
キ
リ
ス
ト
教
教
育
学
︶
が
専
門
で
あ
り

ま
す
が
、
賀
川
の
教
育
論
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
最
初
に
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

彼
の
教
育
論
に
し
て
も
、
経
済
論
に
し
て
も
、
宗
教
論
に
し

て
も
、
す
べ
て
は
、﹁
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢

︵Seeing A
ll Things W

hole

︶」
と
い
う
彼
の
独
自
な
神
秘
主
義

的
な
宇
宙
論
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。﹃
賀
川
豊

彦
全
集
﹄
に
収
載
さ
れ
た
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
含
む
断
片
的

な
著
作
︱
多
く
は
講
演
、
講
義
、
説
教
、
座
談
な
ど
の
秘

書
に
よ
る
記
録
︱
の
ど
こ
を
見
て
も
、
こ
の
﹁
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢
」
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

こ
の
文
献
は
、
体
系
な
し
に
賀
川
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
学
説

を
自
由
に
取
り
出
し
て
飛
び
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
読

む
側
に
し
て
み
れ
ば
、
多
少
な
り
と
も
傾
向
が
見
て
と
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
賀
川
に
﹁
方
法
論
」
が

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
﹁second level

︵
論
理
的
な
知

能
的
思
考
︶」
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
﹁first level

︵
生
命
的
な
直
観
的
思
考
︶」
と
い
う
基
調
で
言
い
表
せ
る
か
ら

で
す
。
賀
川
に
と
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
世
界
と

宇
宙
は
、
長
い
進
化
史
に
お
い
て
宇
宙
意
思
︵
＝
神
︶
か
ら

大正10年頃の賀川豊彦 

賀
川
豊
彦
の
教
育
論
の
背
景
に
関
す
る
一
考
察

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
哲
学

ト
マ
ス
・
ジ
ョ
ン
・ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス

日
本
国
際
基
督
教
大
学
財
団
主
任
研
究
員
／
教
育
学
・
賀
川
豊
彦
研
究
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生
じ
た
、﹁
生
命
」
と
﹁
意
識
」
を
﹁
創
発
的
な
軸
︵em

ergent 

axes
︶」
と
す
る
、
数
多
く
の
フ
ァ
セ
ッ
ト
を
持
つ
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
よ
う
な
、
動
的
な
﹁
生
き
て
い
る
も
の
」
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
賀
川
は
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
﹁
生

き
て
い
る
も
の
」
に
対
し
て
、
論
理
的
・
理
性
的
説
明
に
終

始
し
て
、
直
観
を
軽
視
し
た
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
全
体
が
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
懸
念
す
る
姿
勢
を
示
し
て

い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
と
く
に
二
〇
世
紀
の
日
本
で
、
明

治
期
に
輸
入
し
て
き
た
欧
米
型
の
近
代
研
究
大
学
組
織
の
諸

学
問
分
野
に
お
い
て
、
人
間
知
が
ま
す
ま
す
互
い
に
関
係
の

な
い
畑
と
し
て
細
分
化
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
中
で
、
こ
の
よ

う
な
宇
宙
論
を
想
像
し
続
け
た
こ
と
は
き
わ
め
て
珍
し
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
最
初
に
ア
ン
リ
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
一
九
三
二
年
に

出
版
さ
れ
た
﹃
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
﹄
か
ら
一
つ
の
関
連

し
た
引
用
を
紹
介
し
ま
す
。

事
実
、
よ
ろ
こ
び
と
は
、
拡
散
し
た
神
秘
的
直
観
が
世
界

中
に
伝
播
さ
せ
る
、
生
の
単
純
さ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ

ろ
こ
び
と
は
ま
た
、
拡
大
さ
れ
た
科
学
的
経
験
の
な
か
で
、

彼
岸
の
幻
視
の
あ
と
に
自
動
的
に
続
く
単
純
さ
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
完
全
な
精
神
的
革
新
が
行
な
わ
れ
な

い
場
合
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
ぬ
け
策
に
訴
え
、
ま
す

ま
す
侵
入
し
て
く
る
﹁
統
制
」
に
服
し
、
障
害
物
︱
わ

れ
わ
れ
の
本
性
が
文
明
に
対
し
て
さ
し
向
け
て
い
る
障
害

物
︱
を
一
つ
一
つ
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

抜
本
的
な
方
策
を
と
る
に
せ
よ
そ
う
で
な
い
に
せ
よ
、
ど

う
し
て
も
決
断
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
人
類
は
自
ら
な
し

と
げ
た
進
歩
の
重
荷
の
下
で
、
半
ば
圧
し
潰
さ
れ
、
呻
い

て
い
る
。
人
類
は
、
自
分
の
未
来
が
自
分
次
第
だ
と
い
う

こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
な
い
。
人
類
は
ま
ず
、
自
分
が

生
き
続
け
よ
う
と
欲
し
て
い
る
か
否
か
を
見
て
み
る
こ
と

だ
。
次
に
人
類
が
自
ら
問
う
べ
き
こ
と
は
、
自
分
は
た
だ

生
き
る
こ
と
だ
け
を
欲
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ

の
ほ
か
に
、
宇
宙
の
︱
神
々
を
つ
く
る
た
め
の
機
械
で

あ
る
宇
宙
の
︱
本
質
的
機
能
が
、
反
抗
的
な
わ
が
地
球

上
で
ま
で
も
、
遂
行
さ
れ
る
に
必
要
な
努
力
を
惜
し
ま
な

い
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る4

。

こ
れ
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
﹃
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
﹄
の
締

め
く
く
り
か
ら
の
引
用
で
す
。
こ
れ
は
、
悲
惨
な
第
一
次
世

界
大
戦
を
経
験
し
て
き
た
世
界
に
対
す
る
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
最

後
の
、
い
わ
ば
遺
言
予
言
の
言
葉
で
す
。
な
ぜ
こ
れ
を
引
用

す
る
か
と
い
う
と
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
、
当
時
の
主
流
派
の
実

存
主
義
哲
学
傾
向
に
逆
ら
っ
て
、
こ
の
本
の
中
で
、
思
い
切

っ
て
、﹁
静
的
宗
教
︵static religion

︶」
が
作
り
出
す
﹁
閉
じ

ら
れ
た
社
会
︵closed societies

︶」
を
批
判
し
な
が
ら
、
偉
大

な
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
者
た
ち
が
体
現
す
る
﹁
動
的
宗
教

︵dynam
ic religion

︶」
が
作
り
出
す
﹁
開
か
れ
た
社
会
︵open 

societies

︶」
を
高
く
評
価
す
る
か
ら
で
す
。
彼
の
場
合
、
ほ
と

ん
ど
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
者
に
限
定
す
る
の
で
す
。
少
し
、

イ
ン
ド
と
、
ギ
リ
シ
ャ
、
仏
教
の
神
秘
主
義
に
触
れ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
概
要
だ
け
で
、
焦

点
を
合
わ
せ
て
い
る
の
は
、
彼
の
文
化
圏
に
属
す
る
キ
リ
ス

ト
教
神
秘
主
義
者
で
す
。

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
神
秘
主
義
者
へ
の
高
い
評
価
は
、
た
だ
社

会
的
機
能
的
効
果
の
た
め
で
は
な
く
て
、
神
秘
主
義
者
た
ち

は
﹁
単
純
な
割
り
切
れ
な
い
愛
を
も
っ
て
全
人
類
を
抱
き
か

か
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
哲
学
者
た
ち
も
深
い
感
化
を
受
け

て
い
る
か
ら
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
神
秘
主
義
者
た
ち
は
、

﹁
神
を
通
し
て
、
神
の
力
に
よ
っ
て
、
神
的
愛
で
全
人
類
を
愛

す
る
」
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
言
っ
て
い
ま
す5

。
と
に
か
く
、
現

に
近
代
技
術
が
発
明
し
た
武
器
を
利
用
す
る
戦
争
に
よ
る
絶

滅
に
直
面
す
る
人
類
に
対
し
て
、
宇
宙
そ
の
も
の
を
﹁
神
々

を
つ
く
る
た
め
の
機
械
」
と
し
て
把
握
す
る
神
秘
主
義
者
の

貢
献
と
こ
れ
か
ら
の
役
目
は
、
思
っ
た
よ
り
も
は
る
か
に
大

き
い
の
で
は
な
い
か
と
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
こ
の
遺
言
で
予
言

し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
賀
川
の
自
己
定
義
で
あ
る
﹁
科
学
的
な
神
秘
主

義
者
」、
彼
の
恍
惚
体
験
と
日
々
の
瞑
想
と
祈
り
の
修
練
、
ま

た
﹁
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢
」
と
い
う
宇
宙

論
の
試
み
、
さ
ら
に
﹁
部
落
問
題
」
を
中
心
に
し
て
、
た
し

か
に
彼
が
当
時
日
本
と
欧
米
の
知
識
人
階
級
の
あ
い
だ
で
流

行
っ
て
い
た
社
会
的
進
化
論
と
関
連
し
た
﹁
人
種
起
源
説
」

と
﹁
優
性
論
」
と
偏
見
と
錯
誤
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
は
批
判
す
べ
き
点
で
す
が
、
一
四
年
あ
ま
り

の
神
戸
新
川
と
い
う
ス
ラ
ム
街
で
の
生
活
か
ら
創
発
さ
れ
た

幅
広
い
領
域
に
お
け
る
社
会
事
業
の
具
体
的
な
貢
献
︵
宗
教
、

教
育
、
組
合
経
済
、
救
援
活
動
、
医
療
、
農
業
、
平
和
、
人
権
、
政

治
な
ど
︶
を
思
い
返
す
と
、
や
は
り
賀
川
豊
彦
は
、
日
本
の

近
代
史
が
作
り
出
し
た
偉
大
な
る
キ
リ
ス
ト
教
の
科
学
的
な

神
秘
主
義
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
や
は
り
、
キ
リ
ス

ト
の
﹁
贖
罪
愛
」
と
そ
れ
に
伴
う
﹁
連
帯
責
任
感
」
を
具
体

化
し
よ
う
と
す
る
﹁
神
を
通
し
て
、
神
の
力
に
よ
り
、
神
的

な
愛
を
持
っ
て
全
人
類
を
愛
」
そ
う
と
す
る
賀
川
は
、
そ
の

脱
線
と
失
敗
を
忘
れ
ず
に
、
中
江
藤
樹
︵
一
六
〇
八
―一
六
四

八
︶
や
二
宮
尊
徳
︵
一
七
八
七
―一
八
五
六
︶
の
よ
う
な
﹁
動

的
な
聖
人
︵active saint

︶」
を
志
し
た
人
だ
と
認
め
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
賀
川
は
、
日
本
生
ま
れ
日
本
育
ち
で
す
が
、
日

本
と
い
う
枠
を
越
え
る
器
の
大
き
さ
の
持
ち
主
で
も
あ
り
ま

し
た
。
新
渡
戸
稲
造
に
対
す
る
追
悼
文
の
中
で
、
賀
川
は
新

渡
戸
に
つ
い
て
﹁
永
遠
の
青
年
」
と
い
う
詩
を
書
い
て
い
ま

す
。
濱
田
陽
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、﹁
新
渡
戸
の
魂
の
大
き

さ
を
讃
え
る
言
葉
は
、
そ
の
遺
志
を
受
け
継
ご
う
と
す
る
賀

川
自
身
の
決
意
に
も
読
め
る6

」
の
で
す
。
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永
遠
の
青
年

大
き
か
っ
た
ね

そ
の
輪
郭
は
︱

す
っ
き
り
し
て
ゐ
た
ね

そ
の
肌
合
は

武
士
道
に

世
界
魂
を
注
入
し
た

そ
の
気
魂
は

日
本
の
島
に
容
れ
る
の
に
は

少
し
大
き
過
ぎ
た
ね

年
と
共
に

若
く
な
る

あ
の
気
持
の
よ
い

霊
魂
︱

ど
こ
か
ら
　
あ
ゝ
し
た

若
々
さ
が
湧
く
だ
ら
う
か
と

い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
た

永
遠
の
青
年7

！

新
渡
戸
と
賀
川
は
単
な
る
﹁
国
際
人
」
で
は
な
く
て
、
武

士
道
と
い
う
﹁
和
魂
」
の
上
に
﹁
世
界
魂
」
が
加
え
ら
れ
た

日
本
人
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
と
も
見
え
る
二
重
の
主
体
性
を

て
い
ね
い
に
説
明
す
る
た
め
に
は
別
の
講
義
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
﹁
永
遠
の
青
年
」
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
複
雑
な
表
現
と
し
て
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
と
い
う
の
は
、
一
方
で
、
若
く
て
、
未
熟
の
ま
ま
大

人
に
な
ろ
う
と
し
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
他

方
、
歳
を
と
っ
て
も
生
き
生
き
し
て
い
る
と
い
う
意
味
合
い

も
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
賀
川
は
、﹁
ど
こ
か
ら
あ
ゝ
し
た

若
々
さ
が
湧
く
だ
ら
う
か
」
と
い
う
謎
を
後
世
に
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。

日
本
の
社
会
で
こ
だ
わ
り
の
多
い
﹁
所
属
問
題
」
か
ら
考

え
て
も
、
賀
川
豊
彦
は
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
彼
は
原

則
と
し
て
既
成
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
長
老
教
会
で
あ
っ
た
日
本

基
督
教
会
︵
戦
後
は
日
本
基
督
教
団
︶
の
牧
師
と
伝
道
者
と
し

て
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ラ
ム
街
で
の
地
味
な
救
霊
救

援
活
動
の
出
発
か
ら
ま
っ
た
く
新
し
い
精
神
的
社
会
運
動
を

作
り
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
賀
川
は
、
日
本
基
督
教
会
に
﹁
所

属
」
す
る
よ
り
も
、
事
実
上
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
創
造
さ

れ
た
﹁
救
霊
団
」、﹁
イ
エ
ス
の
友
会
」、﹁
雲
柱
社
」
な
ど
、
別

の
新
し
い
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
ま
し
た
。
没
後

五
四
年
た
っ
て
も
な
お
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

中
で
は
、
こ
と
に
賀
川
の
科
学
的
な
神
秘
主
義
と
宇
宙
論
と

い
う
側
面
を
ど
う
捉
え
評
価
す
べ
き
か
は
非
常
に
複
雑
な
問

題
で
あ
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
順
序
と
し
て
世
界
近

代
史
、
日
本
近
代
史
、
さ
ら
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
限

定
せ
ず
、
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
史
と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史

と
い
う
枠
に
お
い
て
賀
川
を
捉
え
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
や
は
り
、
賀
川
が
新
渡
戸
に
つ
い
て
言
っ

た
言
葉
に
な
ら
っ
て
、﹁
日
本
の
島
に
容
れ
る
の
に
は
／
少
し

大
き
過
ぎ
た
ね
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

賀
川
の
教
育
論
の
思
想
背
景

﹃
賀
川
豊
彦
全
集
﹄
の
第
六
巻
に
は
、
宗
教
教
育
に
関
す
る

次
の
書
物
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹁
日
曜
学
校
教
授
法
」︵
翻
訳
、
一
九
一
五
年
︶

﹁
イ
エ
ス
伝
の
教
え
方
」︵
一
九
二
〇
年
︶

﹁
魂
の
彫
刻
」︵
一
九
二
六
年
︶

﹁
宗
教
教
育
の
本
質
」︵
一
九
二
九
年
︶

﹁
宗
教
教
育
入
門
」︵
一
九
三
〇
年
︶

﹁
自
然
と
性
格
」︵
一
九
三
三
年
︶

﹁
幼
児
自
然
教
案
」︵
一
九
三
三
年
︶

﹁
子
供
の
叱
り
方
と
叱
ら
ず
に
育
て
る
工
夫
」︵
一
九
三
二

年
︶賀

川
の
教
育
論
は
、
一
言
で
い
え
ば
﹁
大
正
生
命
主
義

︵vitalism

︶」
と
合
衆
国
の
﹁
ボ
ス
ト
ン
人
格
主
義
︵Boston 

personalism

︶」
の
統
合
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
一
九
二
二

年
の
﹁
生
命
宗
教
と
生
命
芸
術
」
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
の
ベ

ル
グ
ソ
ン
の
初
期
著
作L’Évolution Créatrice ︵1907

︶
と M

atière et 

M
émoir ︵1908

︶
に
現
れ
る
生
命
主
義
の
影
響
が
強
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
賀
川
の
考
え
は
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
大
学
の

神
学
部
で
教
え
て
い
た
バ
ウ
ン
︵Borden Parker Bowne

︶
の

著
作
か
ら
の
感
化
の
ほ
う
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
な
ど
の
生
命
主
義

よ
り
も
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
九
五
五
年
の
短
い
自
伝

﹁
わ
が
村
を
去
る
」
に
お
い
て
、
本
人
は
そ
の
影
響
に
つ
い
て

こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

バ
ウ
ン
の
人
格
主
義
の
宗
教
哲
学
は
、
明
治
学
院
の
図

書
館
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
わ
た
し
は
感
謝
し
た
。
十
七

才
の
こ
ろ
バ
ウ
ン
の
宗
教
哲
学
を
読
ん
で
か
ら
、
今
日
ま

で
、
あ
ま
り
思
想
的
に
動
揺
せ
ず
に
、
人
格
主
義
の
宗
教

哲
学
の
中
心
に
進
ん
で
こ
ら
れ
た
の
は
、
若
い
時
に
よ
い

書
物
に
出で

会く
わ

し
た
た
め
だ
と
わ
た
し
は
思
っ
て
い
る8

。

バ
ウ
ン
は
唯
物
論
と
観
念
論
の
対
立
を
越
え
、
人
格
主
義

と
い
う
哲
学
に
お
い
て
、
一
種
の
中
庸
を
開
拓
し
て
い
っ
た

ア
メ
リ
カ
人
の
哲
学
者
で
す
。
バ
ウ
ン
自
身
は
ド
イ
ツ
の
ゲ

ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
のRudolf H

erm
ann Lotze

の
下
で
勉
強

し
て
、 Lotze

論
の
解
釈
を
ア
メ
リ
カ
で
紹
介
し
た
人
で
す
。

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
型
の
自
由
主
義
神
学
論
の
源
流
と
な
り

ま
す
。
賀
川
自
身
は
、
若
い
と
き
か
ら
の
直
感
で
、
一
九
世

170

第三部 ❖身心変容の哲学



紀
の
唯
物
論
と
観
念
論
の
極
端
な
対
立
は
、
人
類
に
不
幸
を

生
み
出
す
こ
と
を
懸
念
し
ま
し
た
。

し
か
し
バ
ウ
ン
と
賀
川
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
共
通
点
は
、

同
じ
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
中
に
あ
っ
て
、
バ
ウ
ン
の
場
合
は
、

一
八
世
紀
の
英
国
人
伝
道
者
、
社
会
改
革
者
で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
が
始
め
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
人
で
、
賀

川
は
長
老
教
会
に
所
属
し
な
が
ら
も
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
が
起
こ

し
た
運
動
を
日
本
で
の
自
分
の
運
動
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
し

た
こ
と
で
す9

。

つ
ま
り
、
賀
川
の
原
点
で
あ
る
精
神
運
動
と
社
会
運
動
の

表
裏
一
体
論
は
、
こ
の
人
格
主
義
に
根
拠
が
あ
り
ま
す
。
お

も
し
ろ
い
史
実
と
し
て
、
米
国
の
黒
人
運
動
家
で
あ
る
M
・

L
・
キ
ン
グ
牧
師
は
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
神
学
部
で
こ
の
バ

ウ
ン
の
後
任
で
あ
るEdgar Sheffield Brightm

ann
の
下
で
同

じ
バ
ウ
ン
の
人
格
主
義
を
勉
強
し
、
そ
れ
は
自
分
の
基
本
的

な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
と
告
白
し
て
い
ま
す
。

教
育
実
践
と
宇
宙
観

賀
川
と
妻
ハ
ル
は
、
教
育
は
精
神
運
動
と
社
会
運
動
を
裏

付
け
る
大
事
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
、

ス
ラ
ム
街
で
の
活
動
の
最
初
期
か
ら
、
教
育
に
か
な
り
の
力

を
注
ぎ
ま
し
た
が
、
週
一
回
だ
け
の
日
曜
学
校
で
は
全
然
も

の
足
り
な
い
と
早
く
か
ら
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
一
九
三
一

年
に
牧
会
を
し
て
い
た
東
京
の
松
沢
教
会
の
隣
で
松
沢
幼
稚

園
を
創
立
し
た
と
き
に
、
賀
川
は
よ
う
や
く
幼
児
教
育
に
対

し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

賀
川
は
、
当
時
の
宗
教
心
理
学
説
が
主
張
し
て
い
た
よ
う

に
、
大
人
は
す
で
に
人
格
を
形
成
し
て
い
る
の
で
、
神
の
愛

に
基
づ
く
人
格
主
義
的
・
生
命
主
義
的
宗
教
教
育
を
本
気
で

や
る
な
ら
ば
、
幼
児
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
賀
川
は
、
伝
道
、
労
働
運
動
、
農
業
運
動
、

組
合
運
動
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

賀
川
の
人
格
主
義
的
・
生
命
主
義
的
宗
教
教
育
論
は
、
宗

教
、
芸
術
、
お
よ
び
科
学
を
統
合
す
る
形
で
、
六
つ
の
教
育

活
動
を
時
間
的
な
傾
向
で
区
分
し
ま
す
。

現
在
に
関
し
て
：
自
然
、
芸
術
、
瞑
想
と
祈
り

過
去
に
関
し
て
：
歴
史

未
来
に
関
し
て
：
労
作
、
博
愛

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
す
べ
て
は
﹁
人
格
的
接
触
」

に
お
い
て
行
わ
れ
る
は
ず
だ
と
言
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
﹁
自
然
」
の
教
育
活

動
は
、
決
し
て
机
の
上
の
活
動
で
は
な
く
て
、
子
ど
も
た
ち

を
森
の
中
、
丘
の
上
、
川
の
そ
ば
、
畑
な
ど
に
連
れ
て
行
き
、

あ
る
い
は
キ
ャ
ン
プ
の
と
き
に
深
夜
の
野
原
な
ど
に
連
れ
て

行
っ
て
、
生
き
も
の
の
世
界
を
生
き
た
ま
ま
に
見
る
、
聞
く
、

触
る
、
臭
う
、
味
わ
う
、
つ
ま
り
身
体
的
に
自
然
を
体
験
す

る
と
い
う
意
味
で
す
。
大
自
然
、
大
宇
宙
、
さ
ら
に
神
へ
の

尊
敬
と
驚
異
の
念
を
具
体
的
に
身
に
つ
け
る
た
め
、
自
然
界

の
鉱
物
、
植
物
、
動
物
、
天
体
、
宇
宙
に
あ
る
す
べ
て
の
も

の
ま
で
五
官
を
通
し
て
体
験
さ
せ
ま
す
。
身
体
と
意
識
が
与

え
ら
れ
た
人
格
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
な
る
べ
く
直

接
に
大
自
然
と
宇
宙
の
﹁
一
体
性
」
を
身
体
的
に
感
じ
ら
れ

る
機
会
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

宇
宙
観
、動
的
宗
教
と
神
秘
主
義

先
ほ
ど
の
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
の
関
連
で
は
、
賀
川
は
静
的
宗

教
指
導
者
︵static religious leader

︶
で
は
な
く
て
、
動
的
宗
教

指
導
者
︵active religious leader

︶
で
す
。
賀
川
は
、
い
ろ
い
ろ

な
社
会
事
業
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
宗
教
的
な
活
動
家

︵religious activist

︶
と
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
本
人
の
真
の
ね
ら
い
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
先

ほ
ど
言
っ
た
よ
う
な
﹁
動
的
な
聖
人
」
に
な
り
た
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。﹁
宗
教
的
な
活
動
家
」
と
﹁
動
的
な
聖

人
」
と
は
、
言
葉
の
上
で
は
似
て
い
ま
す
が
、
順
序
と
強
調

点
に
お
い
て
逆
の
意
味
を
持
ち
ま
す
。
つ
ま
り
、
賀
川
の
志

は
、
た
だ
単
に
﹁
活
動
家
」
で
は
な
く
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
に
倣
っ
て
﹁
贖
罪
愛
」
を
実
践
す
る
﹁
動
的
な
聖
人
」

な
の
で
す
。

一
九
四
九
年
の
﹁
東
洋
思
想
の
再
吟
味
」
に
お
い
て
、
賀

川
は
、
中
国
明
代
の
儒
者
で
あ
る
王
陽
明
の
教
え
を
日
本
に

紹
介
し
た
中
江
藤
樹
を
高
く
評
価
し
、
深
い
敬
意
を
言
い
表

し
て
い
ま
す
。
姉
崎
正
治
の
説
に
同
意
し
て
、
藤
樹
の
一
神

教
的
思
想
が
当
時
迫
害
中
に
あ
っ
た
切
支
丹
思
想
か
ら
影
響

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
ま
す
。

藤
樹
に
於
て
陽
明
学
派
が
キ
リ
ス
ト
教
と
一
緒
に
な
つ

た
。
が
、
陽
明
学
と
い
つ
て
も
、
藤
樹
の
そ
れ
は
支
那
の

陽
明
学
で
は
な
く
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
的
陽
明
学
で
あ

つ
た
。
こ
れ
が
熊
沢
蕃
山
と
な
り
、
大
塩
平
八
郎
と
な
り
、

西
郷
隆
盛
と
な
り
、
吉
田
松
陰
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

中
江
藤
樹
は
か
や
う
に
非
常
に
大
き
な
感
化
を
残
し
た

人
で
、
日
本
に
於
け
る
動
的
な
聖
人
の
道
の
開
拓
者
で
あ

る
。
日
本
に
於
け
る
陽
明
学
派
は
中
江
藤
樹
か
ら
始
つ
て

ゐ
る
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
は
迫
害
を
受
け
た
が
、
中
江

藤
樹
を
通
し
て
神
の
摂
理
が
働
い
た
。
聖
人
の
道
は
キ
リ

ス
ト
教
に
よ
つ
て
中
江
藤
樹
の
う
ち
に
伝
は
つ
た10

。

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
理
解
に
よ
る
と
、
静
的
宗
教
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
既
成
社
会
制
度
を
守
る
た
め
の
宗
教
で
あ
っ
て
、

動
的
宗
教
と
は
、
受
け
継
い
だ
人
知
を
越
え
て
、
人
々
を
新

し
い
境
界
線
と
水
平
線
へ
と
導
い
て
い
く
も
の
で
す
。
動
的
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宗
教
は
、
静
的
宗
教
の
﹁
内
を
守
る
」
精
神
と
違
っ
て
、﹁
宇

宙
」、﹁
宇
宙
意
志
」、﹁
神
」
と
い
う
究
極
的
水
平
線
を
意
識

し
な
が
ら
、
絶
え
ず
外
へ
と
動
い
て
い
く
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
に

よ
る
と
、﹁
偉
大
な
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
秘
主
義
者
」
は
、
こ

の
動
的
宗
教
を
代
表
し
ま
す
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
、
こ
の
よ
う

な
人
た
ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

か
れ
︵
偉
大
な
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
家
︶
を
焼
き
つ
く
す
愛
は
、

も
は
や
単
に
、
神
に
対
す
る
一
人
の
人
間
の
愛
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
間
に
対
す
る
神
の
愛
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
れ

は
、
神
を
通
し
て
、
神
に
よ
っ
て
、
神
的
愛
で
全
人
類
を

愛
す
る11

。

英
国
の
作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
に
関
す
る
文
書
の
中
で
、
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

聖
人
は
、
無
罪
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
る
ま
で
に
、
必
ず
有

罪
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
し
か
し
適

用
さ
れ
る
べ
き
基
準
は
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
同
じ

で
は
な
い
。

Saints should always be judged guilty until they are proved 
innocent, but the tests that have to be applied to them

 are 
not, of course, the sam

e in all cases 12.

賀
川
は
、
無
論
完
全
な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

賀
川
自
身
の
志
は
、
間
違
い
な
く
﹁
動
的
な
聖
人
」
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。﹁
聖
人
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
も
ち

ろ
ん
私
に
は
結
論
を
出
せ
ま
せ
ん
が
、
全
体
像
を
見
て
、
た

と
え
ば
日
本
の
社
会
、
ま
た
世
界
に
対
す
る
貢
献
を
含
め
る

と
、
賀
川
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
言
っ
て
い
る
﹁
偉
大
な
る
キ

リ
ス
ト
教
の
神
秘
主
義
者
」
の
一
人
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま

す
。

こ
の
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
賀
川
に
は
、﹁
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
全
体
か
ら
見
る
」
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
賀

川
の
考
え
は
、
一
種
の
﹁
キ
リ
ス
ト
教
の
一
元
論
︵C

hristian 

M
onism

︶」
を
言
い
表
し
て
い
ま
す
。
普
通
の
感
覚
で
は
、﹁
あ

の
世
」
と
﹁
こ
の
世
」
が
無
関
係
で
あ
っ
て
も
、
神
の
人
格

啓
示
と
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
集
中
す
る
﹁
科
学
的
な

神
秘
主
義
者
」
で
あ
る
賀
川
の
中
で
は
、
そ
の
よ
う
な
﹁
超

越
」
対
﹁
内
在
」
の
分
離
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
た
の

で
す
。

こ
れ
は
東
洋
思
想
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
賀
川
の
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
の
仕
方
は
、
こ
の
よ

う
な
強
い
一
元
論
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
ま
す
。﹁
神
と
人

格
」︵
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
︶、﹁
大
自
然
と
人
格
」︵
宇
宙
観
︶、

ま
た
﹁
人
格
と
人
格
」︵
倫
理
観
︶
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
は
、
ば

ら
ば
ら
で
は
な
く
て
、
互
い
に
貫
通
す
る
相
互
補
完
性
を
も

つ
関
係
と
し
て
、
ま
た
、﹁
人
格
」
と
い
う
座
標
軸
か
ら
捉
え

ら
れ
る
は
ず
だ
と
賀
川
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人
格
中

心
的
な
立
場
は
、
当
然
賀
川
の
教
育
論
と
実
践
に
も
現
れ
て

き
ま
す
。現

代
的
な
宇
宙
論
の
必
要
性

賀
川
が
、
当
時
の
日
本
の
自
然
科
学
者
た
ち
に
訴
え
て
い

た
の
は
、﹁
な
ぜ
宇
宙
論
を
出
せ
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
宇
宙
論
に
触
れ
な
い
科
学
者
に
対
し
て
い
つ
も
厳
し
い

批
判
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
当
時
多
く
の
欧
米
の
自
然
科
学

者
た
ち
は
、
宇
宙
論
に
相
当
な
力
を
注
い
で
い
た
か
ら
で
す13

。

賀
川
は
、
よ
く
科
学
書
を
読
ん
で
そ
の
国
際
的
な
傾
向
を
把

握
し
て
い
ま
し
た
。
科
学
者
は
す
べ
て
が
必
ず
し
も
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
に
対
し
て
、
大
胆
に
宇

宙
論
を
探
求
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
ま
す
。
賀
川
は
、
生

命
に
は
宇
宙
的
な
神
秘
が
潜
ん
で
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
し

た
し
、
ま
た
、
生
き
る
こ
と
は
驚
く
こ
と
、
意
義
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
目
的
あ
る
こ
と
と
い
う
精
神
的
な
発
見
は
、
子
ど
も

た
ち
と
青
年
た
ち
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
と
賀
川
は
自

分
の
人
生
経
験
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
、
宇
宙
論
の
探
求
に

関
し
て
諦
め
て
い
な
い
の
で
す
。

一
つ
の
具
体
例
と
し
て
、
満
州
事
変
︵
一
九
三
一
年
︶
お
よ

び
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
︵
一
九
三
三
年
︶
後
の
嵐
の
た
だ
中

で
、
賀
川
は
中
村
獅
雄
と
共
に
、Sir Jam

es Jeans, The N
ew 

Background of Science ︵1933

︶
の
翻
訳
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

賀
川
は
そ
の
序
文
の
中
で
、
ド
ブ
ロ
グ
リ
ー
、
シ
ュ
レ
デ
ィ

ン
ガ
ー
、
エ
デ
ィ
ン
グ
ト
ン
、
ハ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
、
ミ
リ
カ

ン
、
コ
ン
プ
ト
ン
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
に
代
表
さ
れ
る

新
し
い
物
理
学
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
を
述
べ
て
い

賀川の「動的宗教」による
「三角の福音理解」

（神と人格の関係）

（人格と人格の関係） （大自然と人格の関係）

スピリチュアリティ

倫理観 宇宙観

「あらゆるものを全体から見る姿勢」
“Seeing all things whole”

人
格
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ま
す
。
彼
は
そ
れ
を
﹁
十
九
世
紀
の
唯
物
論
か
ら
唯
心
的
転

換
を
な
し
つ
ゝ
あ
る14

」と
い
い
、ジ
ー
ン
ズ
をFriedrich A

lbert 
Lange, G

eschichte des M
aterialism

us und Kritik seiner Bedeutung in der 

G
egenwart

︵15

F
・
A
・
ラ
ン
ゲ
﹃
唯
物
論
史
﹄
賀
川
豊
彦
訳
、
春

秋
社
、
一
九
二
九
年
︶
︱
賀
川
は
他
の
訳
者
と
と
も
に
一
九

二
九
年
に
訳
し
て
い
た
︱
の
相
応
し
い
継
承
者
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

ラ
ン
ゲ
が
、
新
カ
ン
ト
派
の
立
場
か
ら
論
理
的
に
唯
物
論

に
反
対
し
た
に
対
し
て
、
新
し
い
物
理
学
︵
ジ
ー
ン
ズ
に
よ

っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
︶
が
論
理
の
立
場
を
離
れ
、
物
理
学

そ
の
も
の
ゝ
内
容
か
ら
唯
心
論
に
転
向
せ
ん
と
す
る
そ
の

進
歩
発
達
を
、
我
々
は
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い16

。

ジ
ー
ン
ズ
の
著
書
へ
の
序
文
に
お
け
る
賀
川
の
結
び
の
言

葉
は
、
生
涯
に
わ
た
る
彼
の
科
学
と
宇
宙
論
へ
の
関
心
の
背

後
に
あ
る
精
神
的
動
機
に
言
及
し
て
い
ま
す
。

私
は
科
学
そ
れ
自
身
を
、
決
し
て
排
斥
し
な
か
つ
た
。
そ

れ
と
は
反
対
に
、
科
学
そ
れ
自
身
が
霊
魂
の
窓
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
新
し
い
科
学
が
、
さ
う

し
た
立
場
を
と
ら
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
を
私
は
嬉
し
く
思

つ
て
ゐ
る
。
私
の
希
望
す
る
処
は
、
日
本
の
自
然
科
学
者

が
、
更
に
深
く
実
験
室
を
通
し
て
、
宇
宙
の
実
在
の
本
質

に
切
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

物
的
宇
宙
が
結
局
、
宇
宙
精
神
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
彼

等
は
発
見
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
日
を
待
ち
つ
つ
私
は
、
日

本
の
読
書
界
に
こ
の
書
を
送
り
出
す17

。

賀
川
は
古
臭
い
理
念
で
あ
る
と
考
え
る
科
学
主
義

︵scientism

︶
に
対
し
て
批
判
的
で
す
が
、
他
方
、
こ
れ
ら
の

言
葉
は
、
ク
ー
ル
な
科
学
的
研
究
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
広
大

な
宇
宙
に
お
け
る
生
命
の
目
的
に
関
す
る
、
よ
り
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
あ
る
、
美
的
な
、
か
つ
開
か
れ
た
解
釈
に
寄
与
す
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
、
彼
の
強
く
か
つ
お
そ
ら
く
幾
分
ナ
イ
ー
ブ

な
信
仰
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

敬
虔（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）と
教
育

﹁
宗
教
教
育
の
本
質
」
の
中
で
、
賀
川
は
﹁
敬
虔
」︵
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
︶
に
つ
い
て
次
の
定
義
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

敬
虔
は
宗
教
の
本
体
で
あ
る
。
そ
の
敬
虔
を
過
去
現
在

未
来
に
通
じ
て
理
解
す
る
為
に
、
我
々
は
、
今
迄
に
考
へ

た
六
種
類
の
方
法
︵
自
然
、
芸
術
、
瞑
想
と
祈
り
、
歴
史
、
労

作
、
博
愛
︶
を
用
ひ
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
敬
虔
は
、

自
己
を
単
位
と
し
な
い
生
活
そ
の
も
の
で
あ
り
、
絶
対
よ

り
有
限
の
世
界
を
見
直
す
気
持
ち
で
あ
る
。

18

こ
の
﹁
自
己
を
単
位
と
し
な
い
生
活
」
と
﹁
絶
対
よ
り
有

限
の
世
界
を
見
直
す
気
持
ち
」
と
い
う
理
解
は
、
無
論
キ
リ

ス
ト
教
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
回
心
前
に
熱
心

な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
っ
た
使
徒
パ
ウ
ロ
は
、
ガ
ラ
テ
ヤ
の
信

徒
へ
の
手
紙
二
章
の
一
九
―二
〇
節
で
は
、
自
己
を
突
破
す

る
キ
リ
ス
ト
信
仰
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
神
に
対
し
て
生
き
る
た
め
に
、
律
法
に
対
し

て
は
律
法
に
よ
っ
て
死
ん
だ
の
で
す
。
わ
た
し
は
、
キ
リ

ス
ト
と
共
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い

る
の
は
、
も
は
や
わ
た
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト

が
わ
た
し
の
内
に
生
き
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
わ
た
し
が

今
、
肉
に
お
い
て
生
き
て
い
る
の
は
、
わ
た
し
を
愛
し
、
わ

た
し
の
た
め
に
身
を
献
げ
ら
れ
た
神
の
子
に
対
す
る
信
仰19

に
よ
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
同
じ
パ
ウ
ロ
は
、
第
一
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の

手
紙
二
章
一
四
―一
六
節
で
、﹁
キ
リ
ス
ト
の
思
い
︵νούν

  

Χ
ριστού

︶」
を
抱
く
﹁
霊
の
人
」
に
つ
い
て
こ
う
言
い
ま
す
。

自
然
の
人
は
神
の
霊
に
属
す
る
事
柄
を
受
け
入
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
り
、
理

解
で
き
な
い
の
で
す
。
霊
に
よ
っ
て
初
め
て
判
断
で
き
る

か
ら
で
す
。
霊
の
人
は
一
切
を
判
断
し
ま
す
が
、
そ
の
人

自
身
は
だ
れ
か
ら
も
判
断
さ
れ
た
り
し
ま
せ
ん
。﹁
だ
れ
が

主
の
思
い
を
知
り
、
主
を
教
え
る
と
い
う
の
か20

。」
し
か
し
、

わ
た
し
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
の
思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。

賀
川
は
、
こ
の
﹁
自
己
を
単
位
と
し
な
い
生
活
」
と
﹁
絶

対
よ
り
有
限
の
世
界
を
見
直
す
気
持
ち
」
を
真
剣
に
受
け
止

め
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、﹁
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
ど
う
い
う

人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
か
れ
た
場
合
、
賀
川
は
、
使

徒
パ
ウ
ロ
の
よ
う
に
、﹁
私
に
倣
い
な
さ
い
」
と
答
え
た
よ
う

で
す21

。
賀
川
は
、
概
念
で
は
な
く
て
、
生
き
方
と
し
て
こ
の

participatio Christi

︵
キ
リ
ス
ト
参
与
︶
とimitatio Christi

︵
キ
リ
ス
ト

摸
倣
︶
を
と
ら
え
ま
し
た
。
賀
川
の
﹁
敬
虔
」︵
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
︶
の
理
解
の
背
景
に
は
、
新
約
聖
書
の
教
え
と
と

も
に
、
先
ほ
ど
の
儒
教
的
な
﹁
動
的
な
聖
人
」
の
志
、
ひ
ょ

っ
と
し
て
仏
教
の
﹁
無
我
」︵
パ
ー
リ
語
のanattā

、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
のanātm

an

︶
の
影
響
な
ど
も
当
然
あ
る
で
し
ょ
う
。

﹁
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
体
か
ら
見
」
よ
う
と
す
る
賀
川
は
、
静

寂
主
義
︵quietism

︶
と
密
教
を
避
け
て
、
絶
え
ず
、
神
︱
大

自
然
︱
社
会
、
つ
ま
り
宇
宙
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
人
格
的

﹁
敬
虔
」︵
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
︶
を
目
指
し
ま
し
た
。

賀
川
の
敬
虔
︵
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
︶
の
﹁
教
育
の
対

象
」
を
考
え
る
と
き
、﹁
人
格
」
と
い
う
概
念
を
見
な
け
れ
ば

173

賀川豊彦の教育論の背景に関する一考察



な
り
ま
せ
ん
。
大
正
一
三
年
の
﹁
愛
の
科
学
」
は
、
賀
川
の

人
格
主
義
と
進
化
論
の
統
合
論
を
言
い
表
し
て
い
ま
す
。

進
化
の
法
則
は
善
の
所
在
地
と
し
て
の
﹁
我
」
の
み
に

発
見
せ
ら
れ
、﹁
我
」
は
進
化
の
法
則
と
連
絡
を
取
つ
て
、

始
め
て
そ
の
宇
宙
と
の
連
絡
が
理
解
出
来
る
の
で
あ
る22

。

彼
が
こ
こ
で
考
え
て
い
る
﹁
我
」
は
、
決
し
て
近
代
思
想

に
現
れ
た
﹁
自
律
し
た
個
人
︵autonom

ous individual

︶」
で

は
な
く
て
、
神
、
大
自
然
と
他
の
人
と
の
関
係
的
な
人
格
全

体
、
つ
ま
り
身
、
心
、
知
、
魂
を
包
括
し
ま
す
。
言
わ
ば
、
こ

の
﹁
人
格
」
は
、
神
、
大
自
然
と
他
の
人
と
の
関
係
に
溶
け

込
み
、﹁
我
」
を
な
く
し
て
、﹁
無
我
」
の
体
験
を
し
ま
す
。
大

正
一
五
年
の
﹁
暗
中
隻
語
」
の
中
に
、﹁
真
理
と
し
て
の
人

格
」
と
い
う
一
段
落
が
あ
り
ま
す
。

真
理
は
人
間
の
為
で
あ
る
。
そ
れ
は
充
分
人
間
的
で
あ

つ
て
差
支
へ
な
い
。
非
人
間
的
真
理
と
見
え
る
も
の
も
そ

れ
が
人
間
の
所
産
で
あ
る
以
上
、
人
間
性
の
刻
印
を
持
つ

て
居
る
。
真
理
は
結
局
人
間
性
を
脱
し
得
る
も
の
で
は
な

い
。
非
人
間
的
法
則
を
以
つ
て
、
宗
教
の
基
礎
に
し
や
う

と
し
て
、
努
力
し
た
仏
教
が
、
最
も
人
間
的
な
如
来
阿
弥

陀
を
案
出
し
た
こ
と
に
依
つ
て
も
、
こ
の
辺
の
消
息
が
良

く
判
る
。

否
、
宇
宙
に
存
在
す
る
唯
一
の
真
理
は
、
人
間
性
そ
の

も
の
な
の
だ
。
即
ち
普
通
、
人
格
と
呼
ば
れ
て
来
て
居
る

も
の
は
、
宇
宙
の
真
理
の
焦
点
で
あ
つ
て
そ
れ
に
依
つ
て

の
み
、
宇
宙
が
認
識
せ
ら
れ
、
そ
れ
の
み
に
依
つ
て
、
宇

宙
の
実
在
が
実
在
そ
の
も
の
と
し
て
直
観
さ
れ
る
の
だ
。

そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
真
理
と
は
人
格
で
あ
る
と
云
つ
て
も

少
し
も
差
支
へ
な
い
。
凡
て
の
真
理
は
人
格
に
導
き
、
そ

し
て
人
格
は
真
理
の
終
点
で
あ
る
。
否
真
理
そ
の
も
の
で

あ
る23

。

﹁
敬
虔
」︵
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
︶
の
﹁
教
育
の
目
的
」
は

﹁
第
三
の
曙
へ
の
準
備
」
で
あ
る
、
と
賀
川
は
昭
和
四
年
の

﹁
宗
教
教
育
の
本
質
」
で
言
っ
て
い
ま
す
。

敬
虔
の
教
育
は
、
こ
の
第
三
の
曙
に
対
す
る
準
備
の
教

育
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。︹
中
略
︺
そ
の
為
に
私
は
、
宗

教
教
育
と
い
ふ
も
の
を
敢
て
狭
く
区
切
ら
な
い
で
、
全
宇

宙
に
拡
が
る
生
命
の
可
能
性
の
感
得
に
努
力
し
て
き
た
。

自
然
を
通
し
て
宇
宙
進
化
と
生
命
進
化
の
方
向
を
知
り
、

芸
術
を
通
し
て
、
心
理
的
可
能
性
を
納
得
し
、
瞑
想
を
通

し
て
良
心
の
可
能
性
を
学
び
、
労
働
を
通
し
て
人
間
能
力

の
可
能
性
を
、
愛
を
通
し
て
人
間
建
築
の
可
能
性
を
、
そ

し
て
宗
教
歴
史
を
通
し
て
宇
宙
意
思
の
可
能
性
を
観
測
し

て
き
た
。
敬
虔
の
肝
要
は
こ
れ
ら
の
可
能
性
に
更
に
新
し

き
可
能
性
を
加
へ
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
人
間
が
宇
宙

意
志
に
同
化
し
得
る
の
可
能
性
で
あ
る24

。

賀
川
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
古
生
物
学
者
の
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・

シ
ャ
ル
ダ
ン
と
同
じ
く
、
近
代
科
学
、
と
く
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
進
化
論
の
精
神
的
、
ま
た
宗
教
的
な
意
義
に
つ
い
て
瞑
想

し
て
き
ま
し
た
。
先
の
引
用
を
見
る
と
、
そ
の
進
化
論
に
対

す
る
瞑
想
は
、
広
い
定
義
を
持
つ
敬
虔
教
育
の
実
践
ま
で
へ

も
応
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。﹁
自
然
」

は
科
学
︵
も
の
︶、﹁
芸
術
」
は
心
理
︵
こ
こ
ろ
︶、﹁
瞑
想
」
は

良
心
︵
倫
理
︶、﹁
労
働
」
は
努
力
︵
身
体
︶、﹁
宗
教
歴
史
」
は

宇
宙
意
志
︵
神
︶
に
気
づ
く
こ
と
に
よ
り
、
究
極
的
に
﹁
宇

宙
意
志
に
同
化
し
得
る
」
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
引
用

に
は
、
は
っ
き
り
賀
川
に
よ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
宇

宙
観
と
倫
理
観
の
相
補
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

結
局
、﹁
第
三
の
曙
」
と
は
﹁
生
命
」
に
目
覚
め
る
体
験
な

の
で
す
が
、
こ
の
﹁
生
命
」
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
生
命
論
に

影
響
さ
れ
た
賀
川
の
著
作
に
よ
く
出
て
く
る
﹁
譬
喩
」
で
あ

っ
て
、
決
し
て
生
物
学
的
な
意
味
の
み
を
言
い
表
す
の
で
は

な
く
て
、﹁
宇
宙
意
志
」、﹁
宇
宙
生
命
」、﹁
神
の
力
」、﹁
神
」

ご
自
身
と
い
う
哲
学
的
、
宗
教
的
な
実
在
を
包
括
す
る
﹁
宗

教
美
的
同
義
語
︵religio-aesthetic synonym

︶」
な
の
で
す
。
大

正
一
三
年
の﹁
イ
エ
ス
の
内
部
生
活
」に
お
い
て
、賀
川
は
な
ぜ

﹁
譬
喩
」
を
用
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
の
宗
教
は
、
体
験
の
宗
教
で
あ
る
。
演
繹
で
も

な
く
、
帰
納
で
も
な
く
、
直
観
に
依
つ
て
の
み
得
る
も
の

で
あ
る
。
従
つ
て
之
を
説
明
す
る
に
当
つ
て
も
、
譬
喩
を

用
ひ
る
事
が
、
他
の
論
理
を
使
用
す
る
よ
り
も
優
つ
て
ゐ

る25

。
賀
川
は
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
に
対
し
て
開
か
れ
た

精
神
の
持
ち
主
で
す
。
ふ
つ
う
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
は
排
他
的
、
つ
ま
り
﹁
こ
れ
じ
ゃ
な
い
と
だ
め
だ
」
と

い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
社
会
に
お
い
て
強
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
賀
川
は
、
大
衆
が
信
仰
し
て
い
た
宗
教
に
関
し

て
、
深
い
理
解
と
柔
軟
性
を
備
え
て
い
ま
す
。
大
衆
に
向
か

っ
て
知
ら
な
い
キ
リ
ス
ト
教
用
語
を
紹
介
す
る
よ
り
も
、
適

当
な
仏
教
用
語
が
あ
れ
ば
そ
ち
ら
を
選
択
し
ま
す
。
た
と
え

ば
、
ふ
つ
う
﹁C

hrist ’s incarnation

」
を
﹁
キ
リ
ス
ト
の
受

肉
」
と
訳
し
ま
す
。
し
か
し
賀
川
は
、﹁
受
肉
」
を
避
け
て
、

﹁
化
身
」
と
い
う
仏
教
用
語
を
使
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の

精
神
遺
産
、
精
神
文
化
が
つ
く
り
出
し
て
き
た
﹁
宗
教
性
」

︵
反
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
傾
向
を
含
め
て
︶
を
絶
え
ず
意
識
す

る
伝
道
者
な
の
で
す
。
福
音
を
語
る
と
き
、
適
当
な
共
通
用

語
が
な
い
場
合
は
、﹁
宇
宙
意
思
」
の
よ
う
な
広
い
解
釈
の
可

能
性
が
あ
る
哲
学
用
語
を
選
択
す
る
の
で
す
。

彼
は
主
に
社
会
活
動
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
し
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か
し
賀
川
の
﹁
本
職
」
は
、
間
違
い
な
く
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
伝
道
で
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
聴
く
相
手
は
ほ
と
ん

ど
キ
リ
ス
ト
教
を
知
ら
な
い
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
に
耳

を
と
ざ
し
て
い
る
大
衆
で
す
。
そ
こ
で
、
賀
川
は
な
る
べ
く

日
本
人
な
ら
誰
で
も
理
解
で
き
る
言
葉
を
用
い
て
、
自
分
な

り
の
﹁
贖
罪
愛
」
と
﹁
連
帯
責
任
の
意
識
」
の
福
音
を
語
り

ま
し
た
。
賀
川
は
青
年
期
に
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
意

志
論
に
憧
れ
て
、
多
く
の
場
合
わ
ざ
わ
ざ
﹁
神
」
と
言
わ
ず

に
﹁
宇
宙
意
志
」
を
用
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
賀
川
は
言
葉

を
語
る
伝
道
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
日
本
の
﹁
動

的
な
聖
人
」
を
志
し
な
が
ら
、
一
四
年
間
神
戸
新
川
と
い
う

ス
ラ
ム
街
で
の
生
活
と
働
き
を
通
し
て
、
慎
ま
し
い
生
活
を

送
ろ
う
と
し
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。
賀
川
の
小
説
﹃
死
線
を

越
え
て
﹄
と
い
う
大
正
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
な
け
れ
ば
、
誰

に
も
注
目
さ
れ
な
い
人
物
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

賀
川
は
、
キ
リ
ス
ト
の
﹁
贖
罪
愛
」
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
グ

ソ
ン
が
言
う
宇
宙
の
﹁
本
質
的
機
能
」
に
対
し
て
目
が
開
か

れ
、﹁
動
的
な
聖
人
」
を
志
し
て
、
伝
道
、
教
育
と
多
面
的
な

社
会
改
造
活
動
を
通
し
て
、
現
代
人
の
こ
こ
ろ
の
内
に
﹁
生

命
」
へ
の
憧
れ
と
驚
異
の
念
を
引
き
起
こ
そ
う
と
努
力
し
た

の
で
す
。
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雄
訳
︵
恒
星
社
、
一
九
三
四
年
︶
序
文
。 

15
　
英
訳 F. A

. Lange, H
istory of M

aterialism and Criticism of its 
Present Importance  (London: Truebner, 1881). 

16
　
ジ
ー
ン
ズ
﹃
科
学
の
新
背
景
﹄
序
文
。 

17
　
ジ
ー
ン
ズ
﹃
科
学
の
新
背
景
﹄
序
文
。 

18
　
賀
川
豊
彦
﹁
宗
教
教
育
の
本
質
」﹃
賀
川
豊
彦
全
集
﹄
第
六

巻
、
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
、
二
九
五
頁
。 

19
　﹁
神
の
子
の
信
仰
」
と
い
う
訳
も
可
能
。 

20
　
旧
約
聖
書
イ
ザ
ヤ
書
四
〇
章
一
三
節
の
引
用
﹁
主
の
霊
を
測

り
う
る
者
が
あ
ろ
う
か
。
主
の
企
て
を
知
ら
さ
れ
る
者
が
あ

ろ
う
か
」。 

21
　﹁
わ
た
し
に
倣
う
者
に
な
り
な
さ
い
」
お
よ
び
﹁
わ
た
し
が

キ
リ
ス
ト
に
倣
う
者
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
も
こ
の

わ
た
し
に
倣
う
者
と
な
り
な
さ
い
」︵
第
一
コ
リ
ン
ト
の
信

徒
へ
の
手
紙
四
章
一
六
節
、
一
一
章
一
節
︶。 

22
　
賀
川
豊
彦
﹁
愛
の
科
学
」﹃
賀
川
豊
彦
全
集
﹄
第
七
巻
、
キ

リ
ス
ト
教
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
、
二
〇
九
頁
。 

23
　
賀
川
豊
彦
﹁
暗
中
隻
語
」﹃
賀
川
豊
彦
全
集
﹄
第
二
二
巻
、
キ

リ
ス
ト
教
新
聞
社
、
一
九
六
四
年
、
七
二
頁
。 

24
　
賀
川
豊
彦
﹁
宗
教
教
育
の
本
質
」﹃
賀
川
豊
彦
全
集
﹄
第
六

巻
、
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
、
二
九
六
頁
。
同

じ
本
に
お
い
て
、﹁
敬
虔
に
よ
る
宗
教
教
育
」
と
い
う
題
の

も
と
に
次
の
七
つ
の
項
目
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。︵
1
︶

神
聖
へ
の
教
育
、︵
2
︶
宇
宙
意
志
へ
の
同
化
、︵
3
︶
信
仰

の
教
育
、︵
4
︶
救
に
就
い
て
の
教
育
、︵
5
︶
宇
宙
愛
に
就

い
て
の
教
育
、︵
6
︶
拝
む
こ
と
の
教
育
、︵
7
︶
環
境
と
敬

虔
の
教
育
。 

25
　
賀
川
豊
彦
﹁
イ
エ
ス
の
内
部
生
活
」﹃
賀
川
豊
彦
全
集
﹄
第

一
巻
、
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
、
三
三
九
頁
。 
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本
研
究
で
は
、
催
眠
と
瞑
想
の
脳
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

多
く
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
統
一
的
な
理
論
を
提
案
す
る
。
瞑
想

や
催
眠
の
脳
内
機
構
を
考
え
る
上
で
、﹁
自
己
」
概
念
と
﹁
感

情
」
が
脳
内
で
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
自
己
は
永
続
的
自
己
と
一
時
的
自
己
か

ら
構
成
さ
れ
る
。
永
続
的
自
己
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と
そ
れ
を

処
理
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
構
に
基
づ
き
、
過
去
に
行
っ
た
自
身

の
行
為
を
内
省
し
、
意
思
決
定
な
ど
に
用
い
る
。
一
方
、
一
時

的
自
己
は
自
己
主
体
感
・
自
己
所
有
感
・
自
己
存
在
感
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
末
梢
か
ら
く
る
神
経
信
号

︵
外
受
容
、
自
己
受
容
、
内
受
容
信
号
︶
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
予

測
と
そ
の
予
測
誤
差
に
基
づ
く
自
己
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
イ
メ
ー
ジ
を
操
作
す
る
の
は
運

動
指
令
か
ら
感
覚
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
予
測
す
る
信
号
に
基
づ

く
と
考
え
ら
れ
た
︵
乾
、
二
〇
〇
九
︶。
こ
れ
に
つ
い
て
は

f
M
R
I
実
験
に
よ
っ
て
最
近
実
証
さ
れ
た
︵Sasaoka

ら
、

2014

︶。
自
己
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
は
、
一
人
称
視
点
の
イ
メ

ー
ジ
生
成
機
能
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
自
己
の
身
体
図
式

を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
機
能
が
正
確
に
働
く
必
要
が
あ
る
︵
運
動

指
令
・
自
己
受
容
感
覚
↓
視
覚
︶。
さ
ら
に
我
々
は
自
己
を
身
体

外
に
抜
け
出
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
他
者
の
心
を

読
む
機
能
の
一
部
で
あ
る
視
点
変
換
な
ど
の
機
能
が
実
現
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
視
点
変
換
を
司
る
脳
部
位
の
疾
患
に
よ
り
幽

体
離
脱
が
生
ず
る
。
幽
体
離
脱
で
は
、
身
体
を
抜
け
出
た
自

己
に
視
点
が
あ
り
物
理
的
身
体
を
外
部
観
察
す
る
。
健
常
者

も
ま
た
、
任
意
の
環
境
内
の
位
置
か
ら
自
己
を
見
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
者
か
ら
見
た
自
己
を
も
推
論
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
脳
内
過
程
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
﹁
自
由
エ
ネ
ル
ギ

ー
原
理
」︵Friston, 2010

︶
の
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
統
一
理
論
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な

三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
つ
づ
い
て
催

眠
に
お
け
る
脳
活
動
計
測
の
デ
ー
タ
を
概
括
し
、
さ
ら
に
瞑

想
に
お
け
る
脳
活
動
変
化
を
概
括
す
る
。
最
後
に
﹁
自
由
エ

ネ
ル
ギ
ー
原
理
」
に
基
づ
く
そ
れ
ら
の
脳
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

関
す
る
統
一
理
論
を
提
案
す
る
。

1
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
D
M
N
）の
機
能

瞑
想
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
D
M
N
で
あ

る
。
D
M
N
は
内
側
前
頭
前
野
、
側
頭
頭
頂
接
合
部
︵TPJ

︶、

楔
前
部
お
よ
び
側
頭
極
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

角回

側頭極

楔前部
後部帯状皮質

内側
前頭前野

側頭葉
内側

図1　デフォルトモードネットワーク（DMN）

自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
理
に
基
づ
く
催
眠
と
瞑
想
の

統
一
理
論

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

乾
　
敏
郎

京
都
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科
教
授
／
認
知
神
経
科
学
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1-

1
　
内
側
前
頭
前
野
の
機
能

内
側
前
頭
前
野
は
自
己
に
関
す
る
内
的
処
理
や
心
の
理
論

課
題
、
一
般
的
推
論
な
ど
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

示
さ
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
推
論
に
お
け
る
前
提
の
内
容
が

何
で
あ
れ
、
ま
た
対
象
が
人
で
あ
れ
そ
れ
以
外
の
も
の
で
あ

れ
、
帰
納
的
推
論
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

き
た
︵G

oel et al., 1997
︶。
ま
たFangm

eier

ら
︵2006

︶
は
演

繹
的
推
論
過
程
に
お
い
て
、
前
提
の
統
合
段
階
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
我
々
は

こ
れ
ま
で
内
側
前
頭
前
野
が
自
己
と
他
者
の
視
点
の
切
り
替

え
に
お
い
て
の
抑
制
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
︵
た
と
え
ば
、
笹
岡
・
乾
、
二
〇
一
四
︶。
ま
た
心

の
理
論
課
題
に
お
い
て
内
側
前
頭
前
野
が
推
論
に
用
い
て
は

い
け
な
い
前
提
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た︵
横

井
ら
、
二
〇
〇
七
︶。

1-

2
　
T
P
J
と
楔
前
部
の
機
能

一
方
、
T
P
J
は
視
点
変
換
や
他
者
視
点
取
得
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
側
頭
極
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶

の
想
起
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
属

性
を
統
合
す
る
ハ
ブ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
︵Patterson et 

al., 2007

︶。

ま
た
楔
前
部
は
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
な
ど
に
関
与
し
て
お
り
、

お
そ
ら
く
推
論
過
程
に
お
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
機
能
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。Freton

ら

︵2014

︶
は
一
人
称
視
点
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い
出
す
傾
向

は
右
楔
前
部
体
積
と
相
関
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

C
avanna and Trim

ble

︵2006

︶
に
よ
れ
ば
楔
前
部
の
前
方
領

域
が
自
己
中
心
的
イ
メ
ー
ジ
に
、
後
方
領
域
が
エ
ピ
ソ
ー
ド

記
憶
に
関
与
し
て
い
る
。
ま
たFink

ら
︵1997

︶
は
左
内
側

頭
頂
葉
と
左
補
足
運
動
野
は
複
雑
な
図
形
に
対
す
る
局
所
的

処
理
お
よ
び
大
域
的
処
理
の
間
の
注
意
の
ス
イ
ッ
チ
の
回
数

と
相
関
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
たStephan

ら

︵1995

︶
は
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
運
動
で
、
ま
たG

erardin

ら
︵2000

︶
は
指
の
運
動
で
、
実
際
に
運
動
す
る
と
き
よ
り
も

運
動
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
と
き
の
ほ
う
が
楔
前
部
の
活
動
が
高

い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。M

ellet

ら
︵1995

︶
も
上
後
頭
皮

質
は
視
覚
探
索
の
心
的
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
と
維
持
に
関
連
し

て
お
り
、
楔
前
部
は
注
意
と
探
索
に
関
係
し
て
い
る
と
し
た
。

2
中
央
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
C
E
N
）と

顕
著
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
S
N
）の
機
能

C
E
N
は
、
背
側
前
頭
前
野
と
後
部
頭
頂
葉
か
ら
構
成
さ

れ
、
S

N
は
背
側
前
帯
状
皮
質
、
前
島
、
扁
桃
体
、
お
よ
び

黒
質
・
腹
側
被
蓋
野
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

2-

1
　
C
E
N
と
前
帯
状
皮
質
の
機
能

最
近
、
実
行
制
御
の
よ
り
詳
細
な
機
能

分
担
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
て
い
る
。

H
edden and G

abrieli

︵2010

︶は
実
行
制
御

に
お
け
る
抑
制
と
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
機
能
に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
抑
制
と

は
課
題
に
関
連
の
な
い
情
報
を
抑
制
す
る

機
能
を
指
し
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
は
複
数
の
ル

ー
ル
の
間
も
し
く
は
情
報
間
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
指
す
。

抑
制
機
能
に
は
背
外
側
前
頭
前
野
お
よ
び
腹
外
側
前
頭
前

野
と
頭
頂
葉
お
よ
び
T
P
J
が
関
与
し
て
お
り
、
ス
イ
ッ
チ

ン
グ
に
は
頭
頂
葉
と
左
背
外
側
前
頭
前
野
が
関
係
し
て
い
た
。

両
方
の
共
通
の
領
域
と
し
て
は
背
外
側
前
頭
前
野
と
前
帯
状

皮
質
と
基
底
核
で
あ
っ
た
。
ま
た
最
近
サ
ル
で
、
前
頭
前
野

か
ら
頭
頂
葉
に
実
行
制
御
信
号
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

最
近C

annon

ら
︵2009

︶
は
前
帯
状
皮
質
の
機
能
に
つ
い

て
興
味
深
い
報
告
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
前
帯
状
皮
質
が
皮

質
下
と
皮
質
の
ゲ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
働
き
を
行
い
、
C
E
N
に

信
号
を
送
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
前
帯
状
皮

質
が
C
E
N
に
対
し
て
そ
の
必
要
性
を
検
出
し
、
背
外
側
前

頭
前
野
に
信
号
を
送
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

詳
細
な
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。M

enon and 
U

ddin

︵2010

︶
も
前
島
と
前
帯
状
皮
質
は
顕
著
な
刺
激
が
検

出
さ
れ
る
と
中
央
実
行
系
に
信
号
を
送
る
と
考
え
て
い
る
。

Bush

ら
︵2000

︶
は
、
前
帯
状
皮
質
に
お
け
る
認
知
領
域
と

情
動
領
域
の
区
分
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
︵A

D
H

D

︶
の
協
力
者
は
ス
ト
ル
ー
プ
課
題

の
間
、
認
知
領
域
を
活
性
化
す
る
の
に
失
敗
す
る
。
通
常
、
認

知
領
域
は
注
意
分
割
課
題
の
間
に
活
性
化
し
、
逆
に
感
情
領

域
の
活
性
化
が
減
少
す
る
。
ま
た
そ
の
逆
の
現
象
も
別
の
課

題
で
見
出
さ
れ
て
い
る
。

Benuzzi

ら
︵2008

︶
は
他
者
が
痛
み
を
感
じ
る
ビ
デ
オ
と

受
け
入
れ
が
た
い
︵
気
持
ち
が
悪
い
︶
ビ
デ
オ
を
観
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
部
位
を
比
較
し
た
。
周
膝
帯
状

皮
質
お
よ
び
左
前
島
の
信
号
強
度
は
知
覚
さ
れ
た
不
快
感
と

線
形
関
係
に
あ
っ
た
。
一
方
、
痛
み
を
伴
う
シ
ー
ン
の
観
察

に
お
い
て
は
頭
頂
弁
蓋
と
中
心
後
回
、
後
部
頭
頂
皮
質
を
含

む
左
頭
頂
葉
の
活
性
化
を
誘
発
し
た
。

詳
細
な
部
位
を
無
視
し
て
ま
と
め
る
と
、
前
帯
状
皮
質
は
、

後部
頭頂皮質

背側
前頭前皮質

扁桃体
黒質

腹側被蓋野

背側
前帯状皮質

前島

図3　顕著性ネットワーク（SN）

図2　中央実行ネットワーク（CEN）
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抑
制
と
選
択
、
顕
著
性
検
出
、
不
快
感
な
ど
に
関
係
し
て
い
る
。

2-
2
　
感
情
と
は
予
測
信
号
で
あ
る

Pollatos
ら
︵2007

︶
に
よ
れ
ば
、
情
動
が
ト
リ
ガ
ー
さ
れ

る
部
位
は
、
腹
内
側
前
頭
前
野
・
扁
桃
体
・
脳
幹
核
・
視
床

下
部
と
前
脳
基
底
部
で
、
内
受
容
性
の
気
付
き
が
一
次
構
造

︵
島
・
体
性
感
覚
野
︶
と
二
次
の
構
造
︵
前
帯
状
皮
質
・
前
頭
前

野
︶
の
活
性
化
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。G

u

ら
︵2013

︶
に
よ
る
と
、
前
島
は
前
帯
状
皮
質
ま
た
は
前
頭

前
野
か
ら
来
る
内
受
容
信
号
の
予
測
信
号
と
実
際
の
内
受
容

信
号
を
受
け
取
り
、
予
測
誤
差
が
大
き
い
と
感
情
の
気
付
き

が
生
じ
る
。
ま
た
前
島
障
害
に
よ
り
、
前
頭
頭
頂
型
認
知
症

の
亜
型
に
お
け
る
V
E
N
︵
フ
ォ
ン
エ
コ
ノ
モ
ニ
ュ
ー
ロ
ン
︶

障
害
や
自
閉
症
の
無
感
情
症
が
生
じ
る
。

内
臓
感
覚
は
自
律
神
経
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
感
覚
で
あ

り
、
自
律
神
経
は
消
化
器
や
呼
吸
器
、
泌
尿
器
、
生
殖
器
、
血

管
な
ど
の
平
滑
筋
と
腺
に
分
布
し
て
、
そ
の
運
動
や
分
泌
を

制
御
し
て
い
る
。
内
臓
感
覚
は
臓
器
の
状
態
に
伴
う
感
覚
で

内
臓
痛
や
渇
き
、
膨
満
感
、
痛
み
、
尿
意
、
性
欲
な
ど
に
関

係
す
る
。Seth

ら
︵2012

︶
は
、
帯
状
皮
質
や
腹
側
前
頭
前
野

か
ら
内
受
容
感
覚
を
予
測
し
、
予
測
誤
差
を
前
島
で
検
出
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
い
わ
ゆ
る

感
情
は
こ
の
内
受
容
感
覚
の
予
測
信
号
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
予
測
信
号
が
不
正
確
で
あ
れ
ば
何

ら
か
の
感
情
障
害
が
生
じ
る
。
逆
に
予
測
が
正
確
で
あ
り
予

測
誤
差
が
小
さ
い
と
き
に
は
自
己
存
在
感
が
生
ま
れ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
内
受
容
感
覚
は
自
律
神
経
信
号
に
よ
っ
て

作
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
予
測
信
号
は
間
接
的
に
自
律
神
経
信

号
の
予
測
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
自
己
存
在
感
は
今
こ
こ
に

自
分
は
い
る
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。
ま
た
物
理
的
身
体
の
中

に
自
己
が
存
在
す
る
と
い
う
感
覚
で
も
あ
る
。
離
人
症
に
お

い
て
は
自
己
存
在
感
が
非
常
に
乏
し
く
、
こ
れ
は
内
受
容
性

予
測
信
号
が
不
正
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
離
人
症
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
予
測
信
号
が
不

正
確
で
あ
る
の
で
前
島
の
予
測
誤
差
が
比
較
的
小
さ
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
自
己
主
体
感
に
お
け
る

統
合
失
調
症
の
さ
せ
ら
れ
体
験
と
同
様
の
状
態
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
一
方
、
慢
性
的
に
内
受
容
性
予
測
信
号
が
強
い

場
合
に
は
不
安
障
害
に
な
る
。

3
催
眠
に
よ
る
活
動
変
化

3-

1
　
背
外
側
前
頭
前
野

R
aij

ら
︵2009

︶
は
催
眠
暗
示
の
間
の
右
背
外
側
前
頭
前
野

の
活
性
化
の
強
さ
が
暗
示
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
痛
み
の
主

観
的
な
強
さ
お
よ
び
二
次
体
性
感
覚
野
の
活
性
化
の
強
さ
と

相
関
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
（
図
4
）。
し
た
が
っ
て
右
背

外
側
前
頭
前
野
は
暗
示
に
よ
っ
て
課
題
特
異
的
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
領
域
に
お
け
る
機
能
を
調
節
し
て
い
る
ら
し
い
。
ま
た
同

様
にC

raw
ford

ら
︵1993

︶
は
催
眠
に
よ
る
無
痛
を
経
験
し

て
い
る
と
き
に
両
側
の
前
頭
前
野
が
賦
活
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
前
頭
前
野
の
抑
制
機
能

に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
たBlakem

ore

ら
︵2003

︶
は
背
外
側
前
頭
前
野
が
後
部

頭
頂
皮
質
に
運
動
の
遠
心
性
コ
ピ
ー
が
伝
え
ら
れ
る
の
を
抑

制
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
（
図
4
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
催
眠

に
よ
る
一
種
の
さ
せ
ら
れ
体
験
が
生
ず
る
。Szechtm

an

ら

︵1998

︶
は
催
眠
に
よ
る
幻
聴
や
幻
覚
を
経
験
し
て
い
る
場
合

右
の
前
帯
状
皮
質
の
強
い
活
性
化
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
報
告

し
て
い
る
。

R
ainville

ら
︵1999

︶
は
、
催
眠
に
よ
っ
て
生
じ
た
痛
み
の

強
さpain sensation

と
痛
み
の
不
快
感pain affect

を
評
価
し

た
。
痛
み
の
不
快
感
評
価
は
、
知
覚
さ
れ
た
痛
み
の
強
さ
と

は
独
立
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
刺
激
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

た
心
拍
数
増
加
と
痛
み
の
不
快
感
の
評
価
の
間
の
有
意
な
相

関
が
見
ら
れ
た
が
、
痛
み
の
強
さ
と
は
相
関
し
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
痛
み
情
動
と
自
律
神
経
系
活
性
化
の
間
に
直
接
の
機

能
相
互
作
用
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼

ら
の
感
覚
性
評
価
で
は
な
く
被
験
者
の
痛
み
不
快
評
価
を
変

え
る
催
眠
暗
示
は
、
体
性
感
覚
野
で
は
な
く
前
帯
状
皮
質
の

活
動
変
化
に
対
応
し
た
。
ま
た
暗
示
に
関
連
し
て
左
背
外
側

前
頭
前
野
と
左
右
の
後
部
頭
頂
皮
質
と
楔
前
部
で
活
動
の
上

昇
が
見
ら
れ
た
（
図
5
）。
こ
れ
はH

utchison

ら
︵1999

︶
が
、

選
択
的
に
痛
み
を
伴
う
熱
や
機
械
的
刺
激
に
応
答
す
る
単
一

の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
ヒ
ト
の
前
帯
状
皮
質
で
発
見
し
て
い
る
こ

と
と
よ
く
対
応
す
る
。
そ
し
て
、
痛
み
知
覚
の
前
帯
状
皮
質

に
対
す
る
役
割
を
支
持
し
た
。
ま
たBenuzzi

ら
︵2008

︶
に

よ
る
と
、
痛
み
を
伴
う
シ
ー
ン
を
見
る
と
、
選
択
的
に
頭
頂

弁
蓋
、
中
心
後
回
と
左
の
頭
頂
葉
が
活
性
化
し
た
が
、
受
け

後部
頭頂皮質

背側
前頭前皮質

催眠誘導

（左前頭前野）

予測信号をブロック

各領域を制御

図4　催眠誘導
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入
れ
が
た
い
気
持
ち
の
悪
い
シ
ー
ン
を
見
る
と
、
後
部
帯
状

皮
質
が
活
動
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
催
眠
に
よ
っ
て
、
脳

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
野
の
活
動
が
変
調
さ
れ
、
実
際
に
刺
激

を
受
け
た
と
き
と
類
似
し
た
活
動
を
脳
内
で
再
現
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

C
ojan

ら
︵2009
︶
は

f
M
R
I
を
用
い
て
催
眠
麻
痺
の

研
究
を
行
っ
た
。
通
常
の
状
態
で
は
一
次
運
動
野
は
右
背
側

運
動
前
野
お
よ
び
左
小
脳
に
よ
り
強
い
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
示
し
た
が
、
催
眠
の
間
は
、
運
動
野
と
楔
前
部
の
活
動
上

昇
と
と
も
に
、
一
次
運
動
野
が
右
角
回
と
左
楔
前
部
と
の
間

に
、
よ
り
強
い
結
合
度
を
示
し
た
（
図
6
）。
お
そ
ら
く
右
角

回
は
他
者
視
点
と
関
係
し
て
い
る
の
で
他
者
視
点
か
ら
見
た

自
己
を
楔
前
部
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
す
べ
て
の
条
件
で
前
帯
状
皮
質
と
眼
窩
前

頭
皮
質
の
活
動
が
増
加
し
た
。Egner

ら
︵2005

︶
の
催
眠
が

前
頭
前
野
前
部
と
前
帯
状
皮
質
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
る

C
E
N
︵
中
央
実
行
系
︶
か
ら
一
部
の
能
動
的
抑
制
ま
た
は
離

断
を
伴
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
整
合
す
る
。

3-

2
　
前
帯
状
皮
質

一
方R

ainville

ら
︵1997

︶
は
催
眠
暗
示
に
よ
る
痛
み
の
軽

減
は
前
帯
状
皮
質
の
活
動
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
た

（
図
5
参
照
）。
ま
たD

eeley

ら
︵2013

︶
は
催
眠
麻
痺
に
お
い

て
前
帯
状
皮
質
︵BA

24

︶
が
優
位
運
動
反
応
の
無
意
識
的
・

意
識
的
な
抑
制
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

Short

ら
︵2010

︶
は
、
背
外
側
前
頭
前
野
と
前
帯
状
皮
質

が
、
瞑
想
中
に
他
に
向
い
た
注
意
を
集
中
す
べ
き
対
象
に
戻

す
と
き
に
活
性
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

3-

3
　
楔
前
部

Pyka

ら
︵2011

︶
は
催
眠
麻
痺
で
右
背
外
側
前
頭
前
野
・

角
回
と
楔
前
部
の
間
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
上
昇
す
る
こ

と
を
示
し
た
。
ま
たC

ojan

ら
︵2009

︶
は
催
眠
で
は
暗
示
や

心
像
の
効
果
が
楔
前
部
で
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
動
が
制

御
さ
れ
る
と
考
え
た
。

一
方
、K

jaer and Lou

︵2000

︶
は
瞑
想
時
に
お
け
る
楔
前

部
と
前
頭
前
野
の
相
互
作
用
は
内
省
的
な
自
己
意
識
の
高
い

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
意
識
の
状
態
で
あ
る
と

仮
定
し
て
い
る
。

4
瞑
想
に
よ
る
脳
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

変
化

Brewer

ら
︵2011

︶
に
よ
る
と
瞑
想
の
熟
練
者
の
場
合
は
瞑

想
法
に
よ
ら
ず
内
側
前
頭
前
野
お
よ
び
後
部
帯
状
皮
質
の
活

性
度
が
低
下
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
7
）。
ま
た
同

時
に
機
能
的
結
合
度
の
分
析
か
ら
後
部
帯
状
皮
質
・
前
帯
状

皮
質
と
背
側
前
頭
前
野
の
間
に
強
い
結
合
が
見
出
さ
れ
て
い

る
（
図
8
）。
す
な
わ
ち
瞑
想
熟
練
者
は
、
D
M
N
の
結
合
は

弱
く
な
っ
て
い
る
が
、
自
己
参
照
過
程
と
関
連
す
る
領
域
は

強
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。Farb

ら
︵2007

︶
は
、
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
瞑
想
︵
自
己
参
照
条
件
︶
と
瞬
間
集
中
瞑
想
に
つ
い

て
、
初
心
者
と
瞑
想
八
週
間
コ
ー
ス
修
了
経
験
者
の
脳
活
動

を
調
べ
た
。

ま
ず
瞬
間
集
中
瞑
想
に
お
い
て
、
経
験
者
は
初
心
者
に
比
べ

て
、
内
側
前
頭
前
野
の
活
動
低
下
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
逆
に
、

角
回
や
二
次
体
性
感
覚
野
の
顕
著
な
活
動
が
見
ら
れ
た（
図
7
）。

一
方
初
心
者
に
お
い
て
は
、
右
島
と
腹
内
側
前
頭
前
野
の

間
に
強
い
結
合
が
見
ら
れ
た
が
、
経
験
者
に
お
い
て
は
こ
の
結

合
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
時
に
経
験
者
に
お
い
て
は
右
島
と

角回

感覚 vs 不快感

側頭極

楔前部
後部帯状皮質

内側
前頭前野

側頭葉
内側

後部
頭頂皮質

角回

側頭極

背側
前頭前皮質

楔前部
後部帯状皮質

M1

扁桃体
黒質

腹側被蓋野

背側
前帯状皮質

前島

内側
前頭前野

側頭葉
内側

図5　Hypnotic suggestion　左前頭前野↑

図6　催眠麻痺（hypnotic paralysis）
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背
外
側
前
頭
前
野
の
機
能
的
結
合
度
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
たTaylor

ら
︵2013

︶
に
よ
れ
ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
に
お
い
て
、
熟
練
者
で
は
初
心
者
と
比
較
し
て
D
M
N

領
域
間
で
の
機
能
的
結
合
の
低
下
が
確
認
さ
れ
た
が
、
一
部
の

領
域
間
で
は
機
能
的
結
合
が
増
加
し
た
。
具
体
的
に
は
内
側

前
頭
前
野
と
右
下
頭
頂
小
葉
の
間
お
よ
び
後
部
帯
状
皮
質
／

楔
前
部
と
左
頭
頂
小
葉
の
間
お
よ
び
左
右
の
下
頭
頂
小
葉
の

間
の
強
い
結
合
度
が
見
ら
れ
た
（
図
9
）。
こ
れ
ら
は
現
在
の

瞬
間
を
意
識
さ
せ
る
瞑
想
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
熟
練
者
に
お
い
て
は
背
内
側
前
頭
前
野

︵D
M

PFC

︶
と
腹
内
側
前
頭
前
野
︵V

M
PFC

︶
の
間
の
結
合

度
が
低
下
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
背
内
側
前
頭
前
野
と
左

角
回
の
間
の
結
合
低
下
お
よ
び
腹
内
側
前
頭
前
野
と
側
頭
葉

の
間
の
結
合
度
が
低
下
し
た
。
ま
ず
背
内
側
前
頭
前
野
と
腹

内
側
前
頭
前
野
の
結
合
度
の
低
下
に
よ
っ
て
思
考
や
知
覚
を

客
観
的
に
受
け
入
れ
、
情
動
的
評
価
を
行
う
こ
と
を
抑
制
で

き
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
腹
内
側
前
頭

前
野
も
背
内
側
前
頭
前
野
も
側
頭
葉
と
の
結
合
度
が
低
下
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
自
伝
的
情
動
記
憶
の
再
生
や
符
号
化

の
低
下
な
ど
に
つ
な
が
り
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン

グ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

おD
e R

idder

ら
︵2007

︶
に
よ
る
と
、
右
側
頭
頭
頂
接
合
部

お
よ
び
右
楔
前
部
や
右
上
側
頭
回
お
よ
び
上
側
頭
溝
な
ど
の

活
性
化
に
よ
っ
て
体
外
離
脱
体
験
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
瞑
想
と
体
外
離
脱
体
験
と
の
関
連
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

Taylor

ら
︵2011

︶
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
お
い
て
、
特

に
初
心
者
に
お
い
て
情
動
的
処
理
を
行
う
と
き
に
お
い
て
も
左

の
扁
桃
体
の
ダ
ウ
ン
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
導
し
た
と
報
告
し

て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
現
在
の
瞬
間
の
意
識
お
よ
び
受
容

能
力
を
通
し
て
情
緒
的
安
定
性
へ
導
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

5
統
一
理
論

5-

1
　
予
測
符
号
化
と
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
理

ど
の
よ
う
に
し
て
自
己
運
動
の
予
測
が
可
能
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。C

hristensen

ら
︵2007

︶
は
、
虚
血
性
神
経
ブ
ロ

ッ
ク
を
利
用
し
て
、
自
己
受
容
感
覚
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
な

い
状
態
で
随
意
運
動
時
に
一
次
体
性
感
覚
皮
質
の
活
動
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
随
意
運
動
に
伴
い
、
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
に
運
動
指
令
信
号
の
コ
ピ
ー
︵
遠
心
性
コ
ピ

ー
︶
が
一
次
体
性
感
覚
皮
質
に
伝
達
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
従
来
、
自
己
の
運
動
の
結
果
予
測
に
遠
心
性
コ
ピ
ー
が

使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
彼
ら
の
実
験
で
こ

角回

側頭極

楔前部
後部帯状皮質

内側
前頭前野

側頭葉
内側

側頭葉
BA21

扁桃体

側頭葉
内側

DMPFC

楔前部
後部帯状皮質

低下

情動的評価の低下
思考、知覚を受け入れる

記憶再生の低下
自伝的情動記憶の再生
符号化の低下（TP）

VMPFC

左角回

右角回

★

★

後部
頭頂皮質

角回

側頭極

背側
前頭前皮質

楔前部
後部帯状皮質

扁桃体
黒質

腹側被蓋野

背側
前帯状皮質

前島

内側
前頭前野

側頭葉
内側

図7　瞑想 1

図9　瞑想 3 　瞑想実践者（3.3年）vs統制群

図8　瞑想 2
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れ
が
間
接
的
で
は
あ
る
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
他
者
の
運
動
を
予
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の

対
応
す
る
運
動
実
行
部
位
が
事
前
に
活
性
化
す
る
こ
と
を
、

K
ilner

ら
︵2004

︶
は
脳
波
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
実
験

協
力
者
に
は
、
物
体
へ
到
達
把
持
運
動
を
す
る
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ

プ
、
お
よ
び
手
が
動
か
な
い
静
止
し
た
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ
プ
が
提

示
さ
れ
た
。
提
示
直
前
に
ど
の
ビ
デ
オ
が
提
示
さ
れ
る
か
色
で

知
ら
さ
れ
た
。
加
え
て
実
験
協
力
者
が
実
際
に
物
体
に
到
達
把

持
運
動
を
行
う
条
件
も
用
意
さ
れ
た
。
結
果
は
、
他
者
の
運
動

が
期
待
さ
れ
る
と
き
他
者
の
到
達
把
持
運
動
が
開
始
さ
れ
る

約
五
〇
〇
ミ
リ
秒
前
か
ら
脳
波
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
こ
の

開
始
時
間
や
脳
波
の
記
録
さ
れ
た
部
位
は
、
実
験
協
力
者
が

実
際
に
運
動
を
開
始
す
る
条
件
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
あ
っ
た
。

K
ilner

︵2011

︶
は
腹
側
経
路
に
お
い
て
動
作
の
意
図
や
ゴ

ー
ル
が
事
前
に
予
測
さ
れ
、
そ
れ
が
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
シ

ス
テ
ム
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
行
為
の
結

果
の
予
測
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

筆
者
ら
は
以
前
、
視
覚
系
が
網
膜
像
か
ら
外
界
の
構
造
や

状
態
を
推
定
し
て
い
る
と
仮
定
し
、
視
覚
系
の
階
層
間
で
の

前
向
き
と
後
ろ
向
き
の
結
合
を
通
じ
て
こ
の
計
算
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
計
算
理
論
を
提
案
し
た
︵
川
人
・
乾
、
一
九
九

〇
︶。
こ
の
理
論
で
は
、
前
向
き
結
合
で
逆
光
学
計
算
︵
す
な

わ
ち
仮
説
の
生
成
︶
を
行
い
、
後
ろ
向
き
結
合
で
は
順
光
学
計

算
︵
す
な
わ
ち
仮
説
の
検
証
︶
を
行
い
、
そ
の
誤
差
が
再
び
前

向
き
結
合
に
入
力
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
こ

れ
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
考
え
で
あ
る
﹁
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
理
」
な
る
も
の
が
提
案
さ
れ
て
い
る
︵Friston, 2010

︶。
こ

の
理
論
は
、
脳
内
の
ほ
と
ん
ど
の
領
域
間
で
、
双
方
向
性
結

合
を
通
じ
て
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
小
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
後
ろ
向
き
結
合
で
低

次
領
域
へ
の
入
力
の
予
測
を
行
い
、
そ
の
レ
ベ
ル
で
実
際
の

入
力
と
予
測
の
誤
差
を
と
る
。
こ
の
予
測
が
物
理
学
に
お
け

る
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
応
す
る
。
こ
の
理
論
は
、
ミ
ラ
ー

ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
モ
デ
ル
に
も
適
用
さ
れ
、
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ

ン
が
予
測
回
路
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
 F
は
、

と
表
現
で
き
る
。
第
1
項
の
確
率
は
、
自
己
が
持
つ
生
成
モ

デ
ル
 mか
ら
感
覚
入
力

と
そ
の
原
因
 ϑ
が
生
起
す
る
確

率
 pで
あ
る
。
ま
た
、
モ
デ
ル
か
ら
感
覚
入
力
が
生
成
さ
れ

る
確
率
の
関
数
な
の
で
、
第
1
項
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
呼
ば
れ

る
。
第
2
項
の
確
率
は
、
脳
内
神
経
活
動
　
か
ら
そ
の
原
因

 ϑ
が
生
起
し
た
と
推
定
さ
れ
る
確
率
で
あ
る
。
な
お ln 

は
自

然
対
数
で
あ
り
、 

ｑ
＜
	 
＞

は
 qに
関
す
る
期
待
値
で
あ
る
。

自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
小
化
す
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

働
く
こ
と
に
よ
っ
て
予
測
誤
差
が
最
小
と
な
り
、
よ
り
適
切

な
予
測
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。Friston

︵2010

︶

の
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
小
化
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
を

求
め
る
と
、
階
層
レ
ベ
ルn-1

へ
の
入
力
信
号
に
対
す
る
予
測

信
号
が
階
層
レ
ベ
ル
n
か
ら
階
層
レ
ベ
ルn-1

へ
送
ら
れ
、
階

層n-1

に
お
い
て
予
測
誤
差
が
計
算
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
誤

差
が
再
び
階
層
n
に
伝
え
ら
れ
、
よ
り
正
し
い
予
測
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
脳
内
で
は
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
予
測
信
号
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

5-

2
　
後
部
帯
状
皮
質
の
重
要
性

後
部
帯
状
皮
質
は
D
M
N
と
記
憶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
情
動
と
記
憶
に
関
係
す
る

パ
ペ
ッ
ツ
回
路
の
一
部
に
も
な
っ
て
い
る
︵
パ
ペ
ッ
ツ
回
路
は
、

帯
状
回
↓
海
馬
↓
乳
頭
体
↓
視
床
前
核
↓
帯
状
回
︶。

後
部
帯
状
皮
質
の
機
能
に
つ
い
て
は
大
別
し
て
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
島
と
協
調
し
て
感
情
の
認
知
的
制
御
を
行
っ
て
い
る

 µ

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
評
価

と
関
連
し
、
さ
ら
に
は
自
己
の
気
付
き
や
意
識
と
密
接
に
関

連
す
る
︵
た
と
え
ば
、D

am
asio, 1999

︶
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
ま
さ
に
予
測
信

号
を
出
力
し
予
測
誤
差
を
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
前

帯
状
皮
質
は
感
情
す
な
わ
ち
自
律
神
経
信
号
の
予
測
信
号
を

出
力
す
る
部
位
で
あ
る
と
近
年
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
説
明
は
矛
盾
し
な
い
。

つ
ぎ
に
後
部
帯
状
皮
質
が
D
M
N
と
記
憶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ハ
ブ
で
あ
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
過
去
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
記
憶
な
ど
の
読
み
出
し
を
媒
介
す
る
機
能
も
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ま
た
パ
ペ
ッ
ツ
の
情

動
と
記
憶
の
回
路
の
一
つ
の
ノ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

さ
ら
に
強
い
支
持
が
得
ら
れ
る
。
ま
たBuckner

ら
︵2008

︶

は
、
将
来
を
想
像
し
た
り
他
者
の
視
点
を
想
像
し
た
り
自
伝

的
記
憶
検
索
な
ど
の
処
理
を
行
う
と
き
こ
の
二
つ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
ノ
ー
ド
で
あ
る
後
部
帯
状
皮
質
が
統
合
的
な

役
割
を
担
う
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
認
知
地
図
の
研
究
か

ら
楔
前
部
や
脳
梁
膨
大
後
皮
質
は
自
己
中
心
座
標
と
環
境
中

心
座
標
の
変
換
を
す
る
重
要
な
部
位
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5-

3
　
催
眠
と
瞑
想
の
統
一
理
論

こ
こ
で
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
要
点
を
ま
と
め
る
と

・
背
外
側
前
頭
前
野
は
、
情
報
の
抑
制
と
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
も
つ

・
感
情
と
は
自
律
神
経
信
号
の
予
測
信
号
で
あ
る

・
後
部
帯
状
皮
質
は
、
情
動
と
記
憶
の
回
路
の
一
部
で
あ

り
か
つ
D
M
N
の
一
部
で
あ
る

・
後
部
帯
状
皮
質
は
、
感
情
の
認
知
的
制
御
、
自
己
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
意
識
の
中
核
部
位
で
あ
る

・
楔
前
部
は
前
方
領
域
が
自
己
中
心
的
イ
メ
ー
ジ
に
、
後
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方
領
域
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
に
関
与
し
て
い
る

と
な
る
。
ま
ず
催
眠
暗
示
に
よ
っ
て
C
E
N
の
、
特
に
背
外

側
前
頭
前
皮
質
が
活
動
し
、
予
測
信
号
の
伝
達
先
の
部
位
に

対
す
る
感
度
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、Blakem

ore

ら
︵2003

︶
の
研
究
か
ら
、
C
E
N

に
よ
っ
て
運
動
野
か
ら
頭
頂
葉
に
伝
え
ら
れ
る
予
測
信
号
が

抑
制
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
予
測
信
号
の
感
度
を
低
下
さ
せ

る
働
き
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
機
構
に
よ
っ
て
痛
み
︵
特
に
不
快
感
︶
の
変
調
に
関

し
て
は
楔
前
部
ま
た
は
後
部
帯
状
皮
質
お
よ
び
下
頭
頂
小
葉

の
感
度
が
変
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
変

化
の
強
さ
は
C
E
N
を
構
成
す
る
背
外
側
前
頭
前
野
の
活
動

の
強
さ
に
比
例
し
て
い
る
。
催
眠
麻
痺
に
お
い
て
は
同
様
に

背
外
側
前
頭
皮
質
が
楔
前
部
、
後
部
帯
状
皮
質
や
角
回
を
制

御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
部
帯
状
皮
質
か
ら
運
動
野
へ
の
抑

制
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
脳
幹
に
よ
っ
て
自
律
神
経
系
を
通
じ
て
ホ
メ
オ
ス

タ
シ
ス
機
能
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
脳
幹
の
上
部
に
位
置
す
る

視
床
下
部
は
、
こ
れ
に
対
し
て
指
令
を
送
り
そ
の
参
照
点
を

変
更
す
る
機
能
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
例
と
し
て
、
病
気
の

と
き
は
体
温
を
上
昇
さ
せ
る
。
さ
ら
に
高
次
領
野
で
あ
る
後

部
帯
状
皮
質
や
前
頭
眼
窩
皮
質
は
、
予
測
的
に
こ
の
参
照
点

を
前
も
っ
て
変
化
さ
せ
る
機
能
が
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、R

ainville

ら
︵1999

︶
が
示
し
た
よ
う
に
痛
み
情
動
と
自

律
神
経
系
活
性
化
の
間
に
直
接
の
機
能
相
互
作
用
を
暗
示
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
C
E
N
に
よ
っ
て
後
部
帯
状
皮
質
か
ら

下
位
部
位
へ
の
信
号
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
、
暗
示
さ
れ
た

感
情
状
態
が
予
測
信
号
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
だ
け
で
は

な
く
実
際
に
情
動
状
態
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
理
に
従
い
高
次

か
ら
低
次
部
位
ま
で
一
貫
し
た
状
態
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
瞑
想
に
お
い
て
は
、
結
果
と
し
て
D
M
N
を
構
成

す
る
内
側
前
頭
前
野
や
楔
前
部
、
後
部
帯
状
皮
質
の
活
動
低

下
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
避
け
現

在
の
自
己
に
注
意
を
集
中
さ
せ
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。Brewer

ら
︵2011

︶
の
機
能
的
結
合
の
分
析
か
ら
す

る
と
、
催
眠
と
同
様
、
瞑
想
に
お
い
て
も
C
E
N
を
構
成
す

る
背
外
側
前
頭
前
野
に
よ
っ
て
、
帯
状
皮
質
や
内
側
前
頭
前

野
が
抑
制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
瞑
想
の
経
験
を

積
む
こ
と
に
よ
り
、
自
己
や
他
者
の
こ
と
を
内
省
す
る
D
M
N

の
一
部
が
協
調
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
領
野
間
の
同
期
が
高
ま

り
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
背
内
側
前
頭
前
野
、
楔
前
部
、
後
部
帯
状
皮
質
お

よ
び
下
頭
頂
小
葉
で
あ
る
。
機
能
的
結
合
度
の
変
化
は
、
領

野
に
送
ら
れ
る
制
御
信
号
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
た
と
え
ば

背
内
側
前
頭
前
野
の
活
動
を
抑
制
す
る
こ
と
を
学
習
す
る
と
、

こ
れ
と
結
合
し
て
い
る
部
位
と
の
同
期
頻
度
も
低
下
し
て
、
そ

の
結
果
、
機
能
的
結
合
も
低
下
す
る
。
ま
た
注
意
機
能
に
よ

っ
て
、
複
数
の
部
位
に
γ
周
波
数
帯
域
の
同
期
が
生
じ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
学
習
と
と
も
に
γ
振
動
が
増
加
し
、γ

振
動
の
増
加
の
程
度
と
学
習
速
度
が
相
関
す
る
と
い
う
報
告

も
あ
る
。
ま
た
γ
振
動
に
よ
っ
て
そ
の
部
位
へ
の
信
号
入
力

が
増
強
さ
れ
、
各
部
位
へ
の
信
号
伝
達
を
次
々
に
増
強
す
る

ら
し
い
。
瞑
想
で
は
、
C
E
N
に
よ
っ
て
関
連
部
位
に
γ
同

期
に
よ
る
抑
制
や
活
性
化
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
学
習
の
結

果
機
能
的
結
合
度
の
増
加
や
低
下
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

付
記
　

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
上
越
教
育
大
学
得
丸
定
子
先
生
お

よ
び
日
本
基
督
教
団
伊
丹
教
会
堀
剛
先
生
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
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前
巻
﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
三
号
で
は
、
瞑
想
時
の

脳
波
測
定
実
験
の
背
景
を
紹
介
し
、
仮
説
を
提
示
し
た
。
現

時
点
で
六
名
の
瞑
想
時
の
脳
波
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
あ
る
程

度
の
解
析
を
し
た
の
で
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
結
果
に
つ
い

て
報
告
す
る
。
本
研
究
は
、
現
在
さ
ら
に
実
験
協
力
者
を
追

加
し
、
最
終
的
に
は
専
門
誌
の
論
文
と
し
て
の
刊
行
を
目
指

し
て
い
る
が
、
そ
の
関
係
で
、
デ
ー
タ
や
結
果
の
詳
細
に
つ

い
て
は
最
終
版
の
論
文
で
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
本
報
告
で

は
あ
く
ま
で
も
結
果
の
概
要
を
進
捗
報
告
と
い
う
形
で
ま
と

め
る
こ
と
と
す
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想

現
在
で
は
、
瞑
想
に
関
す
る
認
知
神
経
科
学
研
究
は
数
多

く
行
わ
れ
、
多
く
の
論
文
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
脳
波
研
究

で
は
、
研
究
に
よ
っ
て
違
い
は
見
ら
れ
る
も
の
の
α
波
、
θ

波
の
パ
ワ
ー
が
瞑
想
時
に
増
大
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
︵C

ahn &
 Polich, 2006

︶。
実
際
に
は
、
瞑
想
の
手
法
に
よ

っ
て
結
果
が
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
一
貫
し
た
知
見
が
得
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
脳
波
成
分
の
振
幅
を
指
標
と
し
た
研
究

か
ら
は
全
体
を
包
括
す
る
よ
う
な
理
論
的
な
解
釈
は
提
出
さ

れ
て
い
な
い
。
現
時
点
で
は
、
瞑
想
を
広
く
一
般
的
に
捉
え
、

そ
の
背
後
に
あ
る
脳
の
働
き
に
つ
い
て
意
味
の
あ
る
科
学
的

結
論
を
引
き
出
す
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
研
究
で
は
、
多
様
な
瞑
想
技
法
の
う
ち
、
近
年
注
目
が

高
ま
っ
て
い
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
焦
点
を
当
て
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
は
、
原
始
仏
教
を
源
流
と
す
る

瞑
想
群
の
総
称
で
あ
る
。
近
年
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想

に
関
す
る
科
学
研
究
の
増
加
の
背
景
に
は
、
瞑
想
実
践
か
ら

宗
教
色
を
薄
め
、
宗
教
行
為
と
い
う
よ
り
は
一
種
の
心
理
療

法
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
動
き
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
がK

abat-Z
inn

ら
︵1992

︶

に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ト
レ
ス
低
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
八
週
間
の
集
中
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
低
減
を
目
指
す
も

の
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
を
対
象
に
し
た
比
較
的

大
き
な
サ
ン
プ
ル
の
研
究
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
う
一
つ
はSegal

ら
︵2002

︶
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
認
知
療
法
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
はK

abat-Z
inn

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
類
似
し
た
八
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
う
つ

病
の
再
発
の
防
止
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
無
作
為
統
計

試
験
を
用
い
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
認
知
療
法
に
よ
り
う
つ

病
の
再
発
率
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
に
比
べ
て
低
下
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
瞑
想
が
科
学
的
研
究
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
は
、
特
定
の
対
象
に
意
図
的
・

継
続
的
に
注
意
を
集
中
す
る
集
中
瞑
想
︵focused attention 

m
editation: FA

︶
と
今
こ
の
瞬
間
に
生
じ
て
い
る
経
験
に
気
づ

き
、
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
洞
察
瞑
想

︵open m
onitoring m

editation: O
M

︶
の
二
種
類
の
瞑
想
技
法

が
含
ま
れ
て
い
る
︵Lutz et al. 2008

︶。
た
だ
し
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
認
知
療
法
に
お
い
て
は
、
明
示
的
に
F
A
瞑
想
と

O
M
瞑
想
が
区
分
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
法
が
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
。
ま
た
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
継
続
的

な
実
践
は
、
自
己
参
照
的
な
反
芻
の
減
少
を
通
じ
て
う
つ
の

再
発
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
F
A
あ

る
い
は
O
M
の
ど
の
よ
う
な
効
果
に
よ
る
も
の
か
は
明
ら
か

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
脳
の
シ
ス
テ
ム
特
性

―
脳
波
測
定
に
よ
る
検
討

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

齋
木
　
潤

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
／
認
知
科
学

184

第四部 ❖身心変容の科学



に
な
っ
て
い
な
い
。

近
年
の
心
理
療
法
的
な
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
お
い

て
は
、
あ
ま
り
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
源
流
で

あ
る
仏
教
瞑
想
、
特
に
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
瞑
想
に
お
い
て
は
、
集

中
瞑
想
、
洞
察
瞑
想
に
加
え
て
、
慈
悲
瞑
想
︵loving kindness 

m
editation: LK

︶
が
行
わ
れ
て
い
る
。
我
々
が
行
っ
た
実
験
で

は
、
ヴ
ィ
パ
サ
ナ
瞑
想
の
実
践
者
を
実
験
協
力
者
と
し
た
の

で
、
後
述
す
る
脳
波
測
定
実
験
で
は
、
F
A
、
O
M
瞑
想
に

加
え
て
、
L
K
瞑
想
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
加
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
ス
ト
レ
ス
低

減
、
う
つ
状
態
の
再
発
予
防
等
、
心
理
特
性
、
心
理
状
態
の

変
化
を
誘
発
す
る
こ
と
が
科
学
的
な
研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
瞑
想
に
よ
る
心
理
的
な
変
化
の
神
経
基
盤

の
研
究
が
近
年
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
実
験
で
は
、

脳
波
デ
ー
タ
か
ら
脳
の
シ
ス
テ
ム
特
性
を
反
映
す
る
指
標
に

着
目
し
て
解
析
を
行
っ
た
。
以
下
、
実
験
の
内
容
を
報
告
す

る
前
に
、
本
実
験
で
用
い
た
脳
波
の
指
標
で
あ
る
脳
波
の
長

範
囲
時
間
相
関
︵Long-range tem

poral correlation, 

以
下

L
R
T
C
と
略
︶
を
解
説
し
、
本
実
験
の
仮
説
を
提
示
す
る
。

脳
の
シ
ス
テ
ム
特
性
：
デ
フ
ォ
ル
ト
モ

ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
長
範
囲
時
間
相

関（LRTC

）

脳
活
動
を
解
析
す
る
手
法
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ど
の
ス

ケ
ー
ル
の
活
動
を
解
析
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
動
物
研
究
で
よ
く
行
わ
れ
る
単

一
ニ
ュ
ー
ロ
ン
活
動
記
録
は
、
脳
活
動
の
最
も
局
所
的
な
解

析
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
一
方
で
、
脳
波
測
定
、

f
M
R
I

実
験
な
ど
で
観
測
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
よ
り
大
域
的
な
シ
ス
テ

ム
特
性
を
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
脳
波
測
定
、
M
R
I
実

験
の
解
析
は
よ
り
局
所
的
な
解
析
か
ら
、
極
め
て
シ
ス
テ
ム

的
な
も
の
ま
で
が
あ
る
。
例
え
ば
、
M
R
I
研
究
で
言
え
ば
、

各
ボ
ク
セ
ル
の
活
性
化
を
独
立
に
解
析
す
る
手
法
は
よ
り
局

所
的
な
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
最
近
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る

機
能
的
結
合
性
解
析
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
析
は
、
脳
活
動
の

大
域
的
な
シ
ス
テ
ム
特
性
を
扱
う
も
の
と
言
え
る
。

我
々
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
神
経
基
盤
を
考
え

る
う
え
で
、
脳
の
大
域
的
な
シ
ス
テ
ム
特
性
を
反
映
し
た
指

標
に
着
目
し
て
い
る
。
特
に
、
M
R
I
研
究
に
お
い
て
注
目

さ
れ
て
い
る
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク︵default m

ode 

network: D
M

N

︶、
そ
れ
と
脳
波
研
究
に
お
い
て
最
近
提
案
さ

れ
て
い
る
脳
波
の
長
範
囲
時
間
相
関
︵LRTC

︶
を
取
り
上
げ
、

実
験
的
に
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
指
標
に
共
通
す

る
特
徴
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認
知
症
や
統
合
失
調
症

の
よ
う
な
精
神
疾
患
に
よ
り
特
性
が
変
化
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
心
理
特
性
︵trait

︶
の
変
化
、

差
異
を
反
映
す
る
指
標
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

D
M
N
に
つ
い
て
は
、
心
的
状
態
︵state

︶
の
変
化
で
あ
る

瞑
想
に
よ
る
変
化
も
実
験
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で

は
、
D
M
N
と
L
R
T
C
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
す
る
。

デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（D
M

N

）

近
年
で
は
、
脳
の
シ
ス
テ
ム
を
局
所
的
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
︵
紡

錘
状
回
顔
領
域
、
海
馬
傍
回
場
所
領
域
と
い
っ
た
、
特
定
の
情
報

処
理
に
特
化
し
た
領
域
︶
の
集
合
体
と
し
て
見
る
見
方
か
ら
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
が
結
合
し
て
形
成
さ
れ
る
大
ス
ケ
ー
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
︵large-scale network

︶
の
集
合
体
と
し
て
見
る
見
方

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
︵Buckner et al., 2013

︶。
大
ス
ケ
ー

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、
注
意
の
機
能
に
関
わ
る
背
側

注
意
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
認
知
制
御
に
関
わ
る
制
御
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
多
く
の
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
︵D

M
N

︶
で
あ
る
。
D
M
N
の
名
前
は
、

f
M
R
I
実

験
に
お
け
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
な
る
レ
ス
ト
条
件
に
お
け
る

脳
活
動
に
由
来
す
る
。﹁
何
も
し
な
い
」
レ
ス
ト
条
件
に
お
い

て
活
動
が
高
ま
る
一
連
の
領
域
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
内

側
前
頭
前
皮
質
︵m

PFC

︶、
後
部
帯
状
皮
質
︵PC

C

︶
／
楔

前
部
︵Precuneous

︶、
下
頭
頂
小
葉
︵IPL

︶、
側
頭
葉
内
側
部

︵M
TL

︶
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
D
M
N
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。
レ
ス
ト
時
の
活
動
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
人
は

レ
ス
ト
の
際
に
内
言
や
自
己
言
及
的
な
思
考
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
外
界
の
刺
激
に
対
す
る
情
報
処
理
で
は
な
く
、
自

己
の
内
部
状
態
に
関
す
る
情
報
処
理
に
関
わ
る
大
ス
ケ
ー
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

D
M
N
が
注
目
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
理
由
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
精
神
疾
患
を
含
む
人
間
の
心
理
特
性
と
よ
く
相
関
す

る
こ
と
で
あ
る
。
加
齢
に
よ
っ
て
D
M
N
の
特
性
が
変
化
す

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
D
M
N
に
関
し
て
は
、

瞑
想
時
の
脳
活
動
を
対
象
に
し
た
研
究
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、

心
理
特
性
だ
け
で
な
く
、
心
的
状
態
︵state

︶
と
の
関
連
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
瞑
想
と
D
M
N
の
関
連
を
検
討
し
た
研
究

にBrewer

ら
︵2011

︶
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
瞑
想
の
一
〇
年
以
上
の
経
験
者
と
、
年
齢
、
性
別
な
ど

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
統
制
群
に
対
し
、
三
種
類
の
瞑
想
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
技
法︵concentration, loving-kindness, choiceless awareness

︶

の
実
施
時
、
お
よ
び
安
静
状
態
で
の
脳
活
動
を

f
M
R
I
に

よ
っ
て
測
定
し
た
。
こ
れ
ら
三
手
法
は
、focused attention

︵FA

︶、
慈
悲
瞑
想
︵loving-kindness

︶、open m
onitoring 

︵O
M

︶
に
対
応
す
る
︵Lutz et al. 2008

︶。
こ
の
研
究
で
は
、
特

に
、
D
M
N
の
活
動
と
、
D
M
N
の
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
機
能
的
結
合
性
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
を
行
い
、
瞑

想
時
に
は
統
制
群
と
比
較
し
て
瞑
想
経
験
者
群
は
D
M
N
の

活
動
が
有
意
に
低
下
す
る
こ
と
、
ま
た
、
D
M
N
の
一
部
で

185

マインドフルネス瞑想と脳のシステム特性  　脳波測定による検討－



あ
る
後
部
帯
状
皮
質
︵PC

C

︶
と
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
含
ま
れ
る
背
側
前
部
帯
状
皮
質
︵dA

C
C

︶、
背
外
側
前
頭

前
野
︵dlPFC

︶
と
の
機
能
的
結
合
性
が
有
意
に
増
加
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
第
一
に
、
瞑
想
の
経

験
者
は
瞑
想
時
にm

ind wandering

の
よ
う
な
課
題
非
関
連

思
考
が
低
減
し
て
い
る
こ
と
︵
D
M
N
活
動
の
低
下
︶、
課
題

非
関
連
思
考
の
低
下
は
、
D
M
N
と
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
競
合
の
強
化
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
両
者
の
協
調
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
︵
D
M
N

と
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
的
結
合
性
の
増
加
︶
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
る
。

脳
波
の
長
範
囲
時
間
相
関

Linkenkaer-H
ansen

ら
︵2001

︶
は
脳
波
の
長
範
囲
時
間
相

関
︵LRTC

︶
を
解
析
し
、
ヒ
ト
の
安
静
時
の
脳
活
動
が
数
秒

で
は
な
く
、
分
単
位
の
長
い
時
間
範
囲
で
相
関
を
持
つ
こ
と
、

時
間
相
関
が
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
一
〇
名
の
成
人
男
性
が
、
開
眼
、
あ
る
い
は
閉
眼
で

二
〇
分
間
の
安
静
状
態
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
そ
の
際

の
脳
活
動
を
M
E
G
と
E
E
G
の
同
時
計
測
に
よ
り
測
定

し
た
。
α
波
と
β
波
の
時
間
相
関
を
解
析
し
た
結
果
、
そ
の

振
幅
の
変
動
は
数
千
周
期
に
わ
た
っ
て
相
関
を
持
つ
と
と
も

に
ベ
キ
関
数
の
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
則
に
従
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
安
静
時
の
脳
波
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

が
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
持
つ
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。Linkenkaer-H

ansen

ら
は
脳
波
の
ス
ケ
ー
ル

フ
リ
ー
性
が
、
理
論
的
に
は
脳
活
動
の
自
己
組
織
化
臨
界
性

︵self-organized criticality, 

以
下
S

O
C
と
略
︶
を
反
映
し
て
い

る
可
能
性
を
議
論
し
て
い
る
。
S

O
C
と
は
、
系
が
自
発
的

に
平
衡
状
態
と
し
て
の
臨
界
点
に
近
づ
き
、
そ
の
後
の
定
常

状
態
で
臨
界
点
の
近
傍
を
揺
ら
ぎ
続
け
る
性
質
を
指
し
、
代

表
的
な
例
が
﹁
砂
山
崩
し
」
で
あ
る
︵Bak et al., 1988

︶。
砂

を
雨
の
よ
う
に
降
ら
せ
る
と
小
さ
な
山
を
形
成
す
る
が
、
傾

斜
が
急
に
な
り
す
ぎ
る
と
崩
れ
て
一
定
の
臨
界
的
な
傾
斜
を

保
と
う
と
し
続
け
る
。
砂
山
以
外
に
も
、
森
林
火
災
、
地
震
、

河
川
の
形
成
な
ど
多
く
の
自
然
現
象
が
S

O
C
を
持
つ
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
︵
矢
久
保
、
二
〇
一
三
︶。Linkenkaer-

H
ansen

ら
の
デ
ー
タ
は
脳
活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
も

S
O
C
を
持
つ
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

Linkenkaer-H
ansen

ら
は
S

O
C
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
の

持
つ
特
質
と
し
て
新
し
い
状
況
に
対
し
て
瞬
時
に
適
応
で
き

る
柔
軟
性
を
挙
げ
て
い
る
。
よ
り
一
般
的
に
は
、
S

O
C
を

備
え
た
脳
と
い
う
複
雑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
外
界
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
攪
乱
に
対
し
て
素
早
く
適
応
的
に
対
処
で
き
る
性

質
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
L
R
T
C
と
い
う
指
標
は
、

脳
の
そ
う
し
た
性
質
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

L
R
T
C
は
自
己
組
織
化
臨
界
性
︵SO

C

︶
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
研
究
で
は
、

L
R
T
C
が
外
界
か
ら
の
刺
激
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
︵Linkenkaer-H

ansen et al., 2004

︶。

一
方
、
安
静
状
態
の

f
M
R
I
研
究
の
流
れ
と
同
様
、
安
静

状
態
の
脳
活
動
の
特
性
か
ら
精
神
疾
患
や
脳
の
病
変
な
ど
を

識
別
す
る
可
能
性
の
模
索
が
L
R
T
C
を
用
い
た
研
究
で
も

行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
初
期
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
患
者
は
頭
頂
葉
の
α
波
と
前
頭
前
野
の
θ
波
に
お
い

て
、
L
R
T
C
が
弱
ま
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る︵M

ontez 

et al., 2009

︶。
ま
た
、
う
つ
病
の
患
者
で
は
、
θ
波
の
L
R
T
C

が
消
失
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
︵Linkenkaer-H

ansen 

et al., 2005

︶。
さ
ら
に
、
統
合
失
調
症
の
患
者
は
、
統
制
群
と

比
較
し
て
α
波
、
β
波
の
振
幅
に
は
差
が
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
こ
れ
ら
の
周
波
数
帯
の
L
R
T
C
が
有
意
に
減
弱
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
︵N

ikulin et al., 2012

︶。

こ
の
よ
う
に
L
R
T
C
を
用
い
た
研
究
は
、
脳
活
動
の
時

間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
注
目
し
た
脳
波
研
究
に
お
い
て
、

M
R
I
を
用
い
た
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

︵D
M

N

︶
の
研
究
と
似
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
D
M
N

の
研
究
が
脳
活
動
の
空
間
的
な
相
関
関
係
に
着
目
す
る
の
に

対
し
て
、
L
R
T
C
は
そ
の
時
間
相
関
に
着
目
す
る
点
で
相

補
的
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
、
瞑
想
の
脳
研
究
に

お
い
て
は
、
近
年
D
M
N
に
着
目
し
た
研
究
が
激
増
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
瞑
想
時
の
脳
活
動
を
L
R
T
C
を
用
い
て

行
っ
た
も
の
は
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
L
R
T
C
は
精

神
疾
患
の
よ
う
なtrait

と
し
て
の
脳
の
特
性
の
み
な
ら
ず
、

state

と
し
て
の
脳
の
時
間
特
性
も
反
映
す
る
と
考
え
れ
ば
、
瞑

想
時
に
L
R
T
C
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
瞑
想
を
神
経
科
学
的
に
理
解
す
る
う
え

で
重
要
な
課
題
と
言
え
る
。

瞑
想
時
の
脳
活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ 

ク
ス
―
L
R
T
C
に
着
目
し
た
解
析

以
下
、
現
在
進
行
中
の
我
々
が
行
っ
て
い
る
瞑
想
時
の
脳

波
測
定
研
究
の
報
告
を
行
う
。

仮
説
：
瞑
想
は
脳
の
自
己
組
織
化
臨
界
性
を
高
め
る

L
R
T
C
は
自
己
組
織
化
臨
界
性
︵SO

C

︶
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
S

O
C
は
シ
ス
テ
ム
の
適
応
的
柔
軟

性
と
関
連
し
、
S

O
C
の
状
態
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
は
新
た
な

状
況
に
対
し
て
瞬
時
に
、
か
つ
柔
軟
に
適
応
で
き
る
。
ま
た
、

L
R
T
C
を
用
い
た
解
析
か
ら
精
神
疾
患
や
認
知
症
な
ど
の

脳
の
変
性
疾
患
に
よ
り
、
S

O
C
の
状
態
が
健
常
者
に
比
べ

て
低
下
す
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
瞑
想
の
目
的

が
適
応
的
、
柔
軟
な
心
の
状
態
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
と

す
る
と
、
瞑
想
に
よ
っ
て
脳
の
S

O
C
状
態
が
高
ま
る
可
能
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性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
瞑
想

時
の
脳
波
の
L
R
T
C
解
析
を
行
い
、
瞑
想
手
法
に
よ
る
違

い
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

方
法

実
験
参
加
者
　
仏
教
瞑
想
実
践
者
六
名
が
参
加
し
た
。
こ
の

う
ち
一
名
︵
男
性
︶
は
瞑
想
経
験
を
三
〇
年
以
上
も
つ
達
人
レ

ベ
ル
の
瞑
想
者
で
、
残
り
五
名
︵
男
性
三
名
、
女
性
二
名
︶
は
、

ヴ
ィ
パ
サ
ナ
瞑
想
の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
経
験
を
八
五
〇
時
間
か
ら
三
〇
〇
〇
時

間
も
つ
瞑
想
経
験
者
で
あ
っ
た
。

装
置
　
脳
波
測
定
は
電
磁
シ
ー
ル
ド
を
施
し
た
ブ
ー
ス
を
利

用
し
、
ブ
ー
ス
内
に
畳
と
座
布
団
を
用
意
し
て
、
通
常
の
瞑

想
時
に
近
い
状
態
で
測
定
を
行
っ
た
。
脳
波
測
定
用
に
二
九

個
の
電
極
を
装
着
し
、
眼
球
運
動
モ
ニ
タ
ー
の
た
め
の
眼
電

図
測
定
用
の
電
極
を
四
つ
装
着
し
た
。

手
続
き 

　
一
五
分
間
の
脳
波
測
定
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
五
セ
ッ
シ

ョ
ン
行
っ
た
。
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
最
終
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
安

静
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
閉
眼
で
何
も
せ
ず
、
た
だ
し
眠
っ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
し
た
状
態
で
脳
波
を
測
定
し
た
。
第
二
セ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
F
A
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
O
M
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
慈
悲
瞑
想

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

解
析
　

L
R
T
C
解
析
は
、
ト
レ
ン
ド
除
去
変
動
解
析

︵D
FA

︶
を
用
い
た
。
D
F
A
はPeng

︵1995

︶
が
開
発
し
た

手
法
で
、
時
系
列
デ
ー
タ
が
非
定
常
で
あ
る
場
合
に
も
適
用

で
き
、
脳
波
デ
ー
タ
の
L
R
T
C
解
析
に
お
い
て
は
最
も
優

れ
た
手
法
と
言
わ
れ
て
い
る
。
D
F
A
は
L
R
T
C
が
ゼ
ロ

の
時
に
〇
・
五
の
値
を
取
り
、
時
間
相
関
が
強
く
な
る
ほ
ど

そ
の
値
が
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

我
々
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
安
静
時
に
比
べ
て
瞑
想
時
に

は
、
D
F
A
の
値
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

L
R
T
C
の
時
間
変
動
を
測
定
す
る
た
め
に
A
T
v

D
F
A

と
い
う
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
た
︵Berthouze &

 Farm
er, 2012

︶。

通
常
の
L
R
T
C
は
長
い
測
定
時
間
全
体
で
時
間
相
関
を
推

定
す
る
が
、
A
T
v

D
F
A
は
あ
る
時
間
窓
を
設
定
し
て
そ

れ
を
移
動
し
、
L
R
T
C
の
時
間
変
動
を
推
定
で
き
る
。
本

研
究
で
は
、
六
〇
秒
の
時
間
窓
を
設
定
し
て
時
間
変
動
を
推

定
し
た
。
変
動
の
大
き
さ
を
評
価
す
る
た
め
に
、
変
動
係
数

を
用
い
て
条
件
間
の
比
較
を
行
っ
た
。

A
T
v

D
F
A
に
よ
る
L
R
T
C
の
時
間
変
動
は
、
前
頭

中
央
︵Fz

︶、
前
頭
左
部
︵F7

︶、
前
頭
右
部
︵F8

︶、
頭
頂
中

央
︵Pz

︶、
頭
頂
後
頭
左
部
︵PO

9

︶、
頭
頂
後
頭
右
部
︵PO

10

︶

の
六
カ
所
の
電
極
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
推
定
を
行
っ
た
。
各

電
極
の
波
形
に
対
し
て
L
R
T
C
の
時
間
変
動
を
求
め
た
の

ち
、
各
電
極
の
時
間
変
動
の
類
似
性
を
評
価
す
る
た
め
に

L
R
T
C
の
変
動
時
系
列
の
相
関
係
数
を
算
出
し
た
。
電
極

ペ
ア
ご
と
に
相
関
係
数
の
平
均
が
条
件
間
の
差
異
を
統
計
的

に
検
定
し
た
。
相
関
係
数
の
平
均
値
の
差
の
検
定
に
お
い
て

は
、
フ
ィ
シ
ャ
ー
の
Z
変
換
を
行
っ
た
。

結
果瞑

想
条
件
間
、お
よ
び
安
静
条
件
と
の
比
較
に
関
し
て
、α

波
、
β
波
、
θ
波
の
振
幅
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、
従
来
の
瞑
想
研
究
の
報
告
と
一
致
し
な
い
。

特
に
、
多
く
の
先
行
研
究
で
α
波
が
安
静
状
態
に
対
し
て
増

加
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
デ
ー
タ
を
見
る

と
そ
の
傾
向
を
示
す
協
力
者
は
い
る
も
の
の
集
団
と
し
て
の

一
貫
し
た
傾
向
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
で
推
定
し
た
L
R
T
C
に
関
し

て
も
条
件
間
の
有
意
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
L
R
T
C
に

つ
い
て
も
周
波
数
成
分
の
場
合
と
同
様
、
個
人
ご
と
に
見
る

と
条
件
間
で
顕
著
な
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

の
差
異
が
一
貫
性
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
集
団
と
し
て
は
統
計

的
に
有
意
な
違
い
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
に
つ

い
て
は
あ
と
で
考
察
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
A
T
v

D
F
A
を
用
い
た
L
R
T
C
の

時
間
変
動
デ
ー
タ
か
ら
以
下
の
統
計
的
に
有
意
な
差
異
が
見

出
さ
れ
た
。
電
極
F
z
と
電
極
F
7
に
お
い
て
、
O
M
瞑
想

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
最
初
の
安
静
セ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
も
L
R
T
C

の
時
間
変
動
の
指
標
で
あ
る
変
動
係
数
が
有
意
に
減
少
し
た

（
図
1
）。
統
計
的
に
有
意
な
差
異
は
こ
の
二
カ
所
の
み
で
あ

っ
た
が
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
に
は

安
静
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
と
比
べ
て
変
動
係
数
の
値
が
低
く
な
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

次
に
、
O
M
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
に
、
第
一
安
静
セ
ッ
シ

ョ
ン
時
と
比
べ
て
L
R
T
C
の
電
極
間
時
間
相
関
が
有
意
に

低
下
し
た
。
図
2
に
統
計
的
に
有
意
な
相
関
係
数
の
差
異
が

見
ら
れ
た
電
極
ペ
ア
を
図
示
す
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
慈

図 1 　LRTCの時間変動。電極Fz（左）とF7（右）での結果を表示。黒の
実線で表示された曲線が第1安静条件、グレーの点線で表示された曲線が
OM瞑想条件
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悲
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
第
二
安
静
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
よ
り
も
相

関
が
高
く
な
る
ペ
ア
が
一
つ
あ
る
の
を
除
け
ば
、
す
べ
て
O
M

瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
と
第
一
安
静
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
で
の
差
異

で
あ
り
、
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
L
R
T
C
の
時
間
変

動
の
電
極
間
の
類
似
性
が
低
下
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
統

計
的
に
有
意
な
変
化
は
O
M
瞑
想
時
の
み
に
観
察
さ
れ
た
が
、

相
関
係
数
の
カ
ラ
ー
プ
ロ
ッ
ト
（
図
3
）
を
見
る
と
、
第
一

安
静
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
比
べ
て
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
全
般
に

相
関
係
数
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
3
で
は

白
色
は
相
関
係
数
が
高
く
、
黒
く
な
る
ほ
ど
相
関
係
数
が
低

く
な
る
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
当
初
の
予
測
と
は
異
な
り
、
瞑
想

セ
ッ
シ
ョ
ン
時
に
安
静
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
比
べ
て
L
R
T
C
の

値
そ
の
も
の
が
上
昇
す
る
と
い
う
こ
と
は
起
こ
ら
な
か
っ
た

が
、
瞑
想
時
、
特
に
O
M
瞑
想
時
に
L
R
T
C
の
時
間
変
動

が
よ
り
安
定
的
に
な
る
こ
と
、
ま
た
電
極
間
で
の
時
間
変
動

の
類
似
性
が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し

か
し
、
現
時
点
で
は
ま
だ
六
名
分
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
統
計

解
析
に
お
い
て
も
本
来
必
要
な
多
重
比
較
に
お
け
る
有
意
水

準
の
調
整
な
ど
も
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
報
告
さ
れ

て
い
る
結
果
は
あ
く
ま
で
も
予
備
的
、
暫
定
的
な
も
の
で
あ

り
、
協
力
者
を
増
や
し
た
の
ち
の
最
終
的
な
結
果
は
異
な
る

も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

考
察ま

ず
、
実
験
協
力
者
の
脳
波
デ
ー
タ
に
は
か
な
り
大
き
な

個
人
差
が
観
察
さ
れ
た
。
瞑
想
条
件
と
安
静
条
件
、
あ
る
い

は
瞑
想
条
件
間
で
は
、
個
々
の
協
力
者
を
見
る
と
脳
波
成
分

の
パ
ワ
ー
や
L
R
T
C
の
値
な
ど
に
お
い
て
か
な
り
の
差
異

が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
条
件
間
の
差
は
協
力
者
間

で
の
一
貫
性
に
乏
し
く
、
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
が
六
名
の
段
階

で
は
統
計
的
に
有
意
な
差
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
瞑
想
時

の
脳
波
の
大
き
な
個
人
差
が
示
す
も
の
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
瞑
想
に
よ
っ
て
生
じ
る

脳
活
動
の
変
化
が
か
な
り
小
さ
な
も
の
で
、
脳
波
測
定
に
伴

う
ノ
イ
ズ
に
埋
も
れ
が
ち
な
た
め
大
き
な
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ

が
必
要
に
な
る
可
能
性
で
あ
る
。
一
方
、
本
来
、
瞑
想
に
よ

る
主
観
的
な
状
態
の
変
化
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
個
々

人
で
異
な
る
脳
活
動
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
し
て
定
義
さ

れ
る
主
観
的
な
状
態
は
、
我
々
が
現
在
用
い
て
い
る
脳
波
測

定
の
指
標
の
レ
ベ
ル
で
共
通
し
た
脳
活
動
を
基
盤
に
し
て
は

い
な
い
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
て
言
え

ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
る
F
A
あ
る
い
は
O
M
と
い

う
心
的
状
態
は
、
α
波
の
振
幅
の
増
加
と
い
っ
た
あ
る
単
独

の
指
標
と
個
別
的
に
連
合
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の

指
標
の
複
雑
な
布
置
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、α

波
の
み
を
見
て
い
て
も
協
力
者
間
で
共
通
し
た
変
化
は
見
出

せ
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
仮
に
F
A
、
O
M
と
い
う
状
態

が
、
異
な
る
い
く
つ
か
の
脳
波
成
分
の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
現

出
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
人
が
α
波
を
増
大
さ
せ
る
こ

と
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
別
の
人
は
、
逆

に
α
波
を
減
弱
さ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
瞑
想
の
修
行
が
目
指
し
て
い
る

状
態
は
、
例
え
ば
、
あ
る
実
験
課
題
に
習
熟
し
た
状
態
に
比

べ
る
と
、
か
な
り
抽
象
的
に
し
か
示
す
こ
と
の
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う

状
態
が
、
一
人
一
人
異
な
る
脳
の
状
態
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
可
能
性
と
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

本
実
験
に
お
い
て
、
L
R
T
C
の
値
に
つ
い
て
は
、
条
件

間
の
差
異
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
状
態
変
数
と
し
て
の

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
こ
う
し
た
特
殊
性
を
反
映
し
て
い
る

図 2 　LRTCの時間変化の電極間相関。左：OM瞑想条件で、第1安静条
件よりも相関が低下した電極ペア。右：LK瞑想条件で第2瞑想条件よりも相
関が増加したペア
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図 3 　各実験条件におけるLRTCの時間変化の電極間相関。相関の高
いペアほど白、低いペアほど黒い色で表示した。図形を付しているペアは、
瞑想条件間で相関係数の値が統計的に有意に異なるもの（図2で表示され
ている電極ペアに相当する）
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可
能
性
が
あ
る
。
統
合
失
調
症
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認
知
症

と
い
っ
た
脳
の
変
性
疾
患
に
伴
う
特
性
の
変
化
は
、
脳
活
動

の
生
理
的
な
基
盤
の
大
き
な
変
化
を
含
み
、
こ
こ
に
は
疾
患

そ
れ
ぞ
れ
に
か
な
り
高
い
共
通
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
場
合
は
、
脳
の
変
性
疾
患
に
相
当
す
る

よ
う
な
脳
の
生
理
基
盤
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
は
低

く
、
ま
た
、
そ
れ
故
に
、
脳
活
動
の
個
人
差
に
応
じ
て
、
脳

活
動
の
シ
ス
テ
ム
特
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
異
な
る
方
法
で

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
状
態
に
到
達
し
て
い
る
可
能
性
も
想

定
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
個
々
の
脳
の
デ
フ
ォ
ル
ト
と

し
て
の
状
態
に
よ
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
到
達
す
る
た

め
の
方
法
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
協
力
者
に
共
通
し
て
生
じ
る
あ
る
変
化
を
追
求
す
る
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

一
方
、
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
が
ま
だ
小
さ
い
段
階
で
あ
る
た

め
第
一
種
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
統
計
的
に
有
意
な
条
件
間
の
差
異
が
観
測
さ
れ

た
部
分
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
L
R
T
C
の
時
間
変
動
の

大
き
さ
が
O
M
瞑
想
条
件
で
、
第
一
安
静
条
件
よ
り
も
有
意

に
減
少
し
た
と
い
う
結
果
は
、
O
M
瞑
想
に
よ
り
、
脳
活
動

の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
よ
り
変
動
の
少
な
い
安
定
し
た
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
L
R
T
C
が
外

界
か
ら
の
刺
激
な
ど
に
よ
り
そ
の
値
が
変
動
す
る
こ
と
は
、

Linkenkaer-H
ansen

ら
︵2001

︶
な
ど
で
も
す
で
に
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
知
見
を
考
慮
す
る
と
、
O
M
瞑
想
時
に
は
、

外
界
の
刺
激
、
あ
る
い
は
自
己
参
照
的
な
内
部
刺
激
に
よ
る

L
R
T
C
の
攪
乱
的
な
変
動
が
低
減
し
て
い
る
と
解
釈
す
る

こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
L
R
T
C
の
時
間

変
動
パ
タ
ー
ン
の
電
極
間
の
相
関
を
見
る
と
、
O
M
瞑
想
条

件
で
、
第
一
安
静
条
件
よ
り
も
有
意
に
低
下
す
る
と
い
う
結

果
は
、
瞑
想
に
よ
り
脳
領
域
間
が
比
較
的
自
律
的
に
活
動
す

る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
L
R
T
C
の

時
間
変
動
の
電
極
間
相
関
は
、
L
R
T
C
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
が
電
極
間
で
ど
の
く
ら
い
同
期
的
か
を
表
す
指
標
で
あ

り
、
安
静
時
の
ほ
う
が
異
な
る
領
域
間
の
活
動
が
よ
り
同
期

的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

脳
波
デ
ー
タ
の
場
合
は
空
間
的
な
領
域
に
つ
い
て
の
情
報

が
乏
し
い
た
め
に
直
接
的
な
比
較
は
難
し
い
が
、
こ
の
結
果

は
、
前
述
し
た

f
M
R
I
を
用
い
たBrewer

ら
の
研
究
の
結

果
と
整
合
的
に
解
釈
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、Brewer

ら
は

瞑
想
時
に
D
M
N
の
活
動
の
低
下
を
報
告
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
D
M
N
を
構
成
す
る
領
域
間
の
活
動
の
同
期
性
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

Brewer

ら
は
D
M
N
と
課
題
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
間
の
負

の
相
関
が
弱
ま
る
こ
と
も
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
競
合
的
な
活
動
が
よ
り
自
律
的
に
な
っ
た
と
い
う
意
味

で
、
本
実
験
の
結
果
と
整
合
的
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
本
実
験
に
お
い
て
、
こ
の
変
化
が
O
M
瞑
想
条
件
で
最

も
強
く
見
ら
れ
た
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
O
M
瞑
想

はK
abat-Z

inn

に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
定
義
で
あ
る

﹁
意
図
的
に
、
今
こ
の
瞬
間
に
、
判
断
せ
ず
に
、
注
意
を
と
ど

め
る
こ
と
」
と
い
う
状
態
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
る
。﹁
判
断

せ
ず
に
」
と
い
う
部
分
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
自
律
的
に
外

界
に
対
し
て
注
意
が
向
け
ら
れ
た
状
態
を
作
る
と
い
う
状
態

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
領
域
間
の
活
動
の
同
期
性
を
低
く

保
ち
つ
つ
、
外
界
、
内
部
の
刺
激
に
よ
っ
て
脳
の
大
域
的
状

態
︵
本
実
験
で
は
L
R
T
C
︶
が
大
き
な
変
動
を
被
ら
な
い
状

態
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
経
験
者
で
あ
る
六
名
の
協
力
者
に
は

共
通
し
て
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
今
後
、
瞑
想
経
験
を

持
た
な
い
協
力
者
の
脳
活
動
と
の
比
較
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ

の
変
化
が
ど
の
程
度
瞑
想
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
固
有
の

変
化
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
研
究
に
お
い
て
は
、﹁
協
調
に
よ
る
制
御
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
提
示
し
、
瞑
想
と
は
協
調
に
よ
る
制
御
の
手
法
で

あ
る
と
い
う
仮
説
を
検
証
し
て
き
た
。
当
初
は
、
脳
波
デ
ー

タ
の
う
ち
、
L
R
T
C
に
着
目
し
、
瞑
想
時
の
脳
活
動
が
安

静
時
に
比
べ
て
よ
り
自
己
組
織
化
臨
界
性
︵SO

C

︶
が
高
い

状
態
に
な
る
と
い
う
仮
説
の
検
証
を
試
み
た
。
L
R
T
C
を

用
い
た
先
行
研
究
で
は
、
脳
の
変
性
疾
患
に
よ
り
L
R
T
C

が
低
減
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
瞑
想
に
よ
り
脳
の
シ

ス
テ
ム
的
柔
軟
性
で
あ
る
自
己
組
織
化
臨
界
性
が
高
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
素
朴
な
仮
説
を
提
起
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
実
験
の
結
果
は
こ
の
仮
説
を
支
持
し
な
か
っ
た
。
一
方
、

L
R
T
C
の
時
間
変
動
お
よ
び
そ
の
電
極
間
類
似
性
に
着
目

す
る
と
、
O
M
瞑
想
時
に
L
R
T
C
の
時
間
変
動
が
縮
小
し
、

電
極
間
の
類
似
性
が
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
瞑
想
に

よ
る
こ
の
脳
活
動
の
変
化
は
﹁
協
調
に
よ
る
制
御
」
と
い
う

考
え
と
整
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
価

値
が
あ
る
。
厳
密
な
科
学
研
究
と
し
て
は
、
協
力
者
の
追
加
、

対
照
群
の
デ
ー
タ
な
ど
ま
だ
す
べ
き
こ
と
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
験
か
ら
瞑
想
に
よ
っ
て
生
じ
る
脳

活
動
の
変
化
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
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1
統
合
医
療
と
は
何
か

近
年
、
統
合
医
療
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

統
合
医
療
と
は
、
近
代
科
学
の
枠
組
に
則
り
生
命
科
学
的
知

見
に
依
拠
す
る
近
代
西
洋
医
学
と
、
従
来
の
医
学
と
は
そ
の

出
自
を
異
に
す
る
種
々
の
補
完
代
替
医
療
︵com

plem
entary 

and alternative m
edicine, C

A
M

︶
と
を
統
合
し
、
全
人
的
な
医

療
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
医
学
の
新
た
な
潮
流
の
こ
と
で
あ

る
。
と
り
わ
け
一
九
九
三
年
ハ
ー
バ
ー
ド
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

ク
ー
ル
教
授
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
の
論
文
が

刊
行
さ
れ
て
以
降
そ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
︵Eisenberg, 1993

︶。

統
合
医
療
研
究
の
機
運
の
高
ま
り
の
背
景
に
は
二
つ
の
大

き
な
問
題
、
す
な
わ
ち
︵
1
︶
疾
病
構
造
の
変
化
︱
医
学
・

医
療
技
術
の
進
歩
な
ら
び
に
生
活
︵
衛
生
︶
環
境
の
整
備
に

よ
り
、
か
つ
て
死
因
の
多
く
を
占
め
て
い
た
感
染
症
な
ど
の

割
合
が
低
く
な
り
、
代
わ
っ
て
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
病
が
そ
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
在
の

生
命
科
学
的
な
医
療
は
必
ず
し
も
そ
の
変
化
に
う
ま
く
対
応

で
き
て
い
な
い
こ
と
︵Butler, 2008

︶、︵
2
︶
先
進
各
国
に
お

い
て
国
家
予
算
を
逼
迫
す
る
規
模
に
ま
で
増
大
し
て
い
る
過

大
な
医
療
費
負
担
、
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医

学
・
医
療
に
関
す
る
情
報
の
入
手
が
容
易
に
な
り
︵
3
︶

Q
O
L
の
観
点
か
ら
、
よ
り
全
人
的
な
医
療
を
望
む
人
々
が

増
え
た
、
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
に

特
有
の
医
療
に
関
わ
る
諸
問
題
を
解
決
し
う
る
新
し
い
試
み

と
し
て
現
在
統
合
医
療
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
状
の
統
合
医
療
研
究
に
は
方
法
論
的
な
不
備

が
あ
り
、
そ
れ
が
分
野
の
進
展
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
を
ま

ず
は
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
論
は
、
哲
学
的
基
礎
論
レ
ベ

ル
で
の
齟
齬
を
認
識
し
、
そ
の
方
法
論
を
批
判
的
に
反
省
す

る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。
そ
の
上
で
、
現
代
日
本
手
技
療

法
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
分
野
の
方
法
論
的
限
界

を
乗
り
越
え
う
る
可
能
性
を
示
す
。

1-

1
　
統
合
医
療
研
究
の
現
状

統
合
医
療
研
究
の
最
大
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
従
来
の

西
洋
医
学
的
医
療
に
補
完
代
替
医
療
︵
以
下
C
A
M
︶
を
組

み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
時
代
の
要
望
に
叶
う
医
療
が
提
供
で

き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
、
特
に
生
活
習
慣
病
や
心
療
内
科
・

精
神
科
的
疾
患
に
対
す
る
統
合
医
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効

性
を
科
学
的
に
示
す
こ
と
、
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

C
A
M
の
臨
床
効
果
を
科
学
的
か
つ
実
証
的
に
評
価
す
る
こ

と
が
ま
ず
は
先
決
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
状
行
わ
れ
て
い
る
研
究
で
は
︱
東
洋
医
学
、
特

に
鍼
治
療
を
そ
の
研
究
対
象
と
し
、
無
作
為
化
比
較
対
照
試

験
︵random

ized controlled trial, RC
T

︶
を
応
用
し
て
そ
の
効

果
を
測
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
︱
C
A
M
の
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
な
臨
床
効
果
を
示
す
こ
と
が
い
ま
だ
で
き
ず
に
い
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
ま
ず
、︵
1
︶
新
薬
開
発
の
現
場
に

お
い
て
特
定
の
物
質
が
持
つ
薬
理
効
果
を
評
価
す
る
た
め
に

開
発
さ
れ
た
要
素
還
元
主
義
的
な
手
法
で
あ
る
R
C
T
が
、

そ
の
よ
う
な
方
法
論
が
必
ず
し
も
奏
功
す
る
と
は
限
ら
な
い

現
代
日
本
手
技
療
法

―
ヴェル
テ
ブ
ロ・セ
ラ
ピ
ー
の
実
証
的
研
究
へ
向
け
て

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

藤
守
　
創

パ
リ
大
学
科
学
史
科
学
哲
学
研
究
所
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C
A
M
の
臨
床
効
果
評
価
に
無
反
省
に
援
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
つ
い
で
、︵
2
︶
近
代
科
学
の
枠
組
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と

の
多
い
C
A
M
を
支
え
る
種
々
の
医
学
理
論
が
、
と
も
す
れ

ば
研
究
の
現
場
に
お
い
て
無
視
さ
れ
、
結
果
そ
の
本
来
の
豊

か
さ
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
二
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
問

題
点
は
、
研
究
を
支
え
る
方
法
論
的
反
省
を
欠
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
近
代
科
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
収
ま
り
き
ら
な

い
出
自
を
持
つ
C
A
M
を
近
代
科
学
の
枠
組
内
で
捉
え
る
た

め
に
は
、
い
っ
た
ん
分
野
を
支
え
る
哲
学
的
・
認
識
論
的
レ

ベ
ル
に
立
ち
返
っ
て
そ
こ
か
ら
ス
タ
デ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
を
立

ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
方
法
論
に
注
意
が

払
わ
れ
て
い
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
結
果
、
統
合

医
療
研
究
の
認
識
論
的
枠
組
に
重
大
な
齟
齬
が
あ
る
こ
と
が

看
過
さ
れ
、
分
野
の
進
展
に
大
き
な
障
碍
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
点
大
切
な
こ
と
と
し
て
、︵
3
︶
人
間

の
感
覚
を
科
学
的
表
現
に
翻
訳
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
挙
げ

ら
れ
る
。
多
く
の
C
A
M
に
お
い
て
、
診
断
、
患
者
の
病
理

状
態
の
把
握
は
、
術
者
の
感
覚
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
東

洋
医
学
に
お
い
て
も
﹁
気
」
は
分
析
す
る
も
の
で
は
な
く
感

じ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
気
を
実
証
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
野
心
的
な
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
が
︵Kong , K

aptchuk,  et 

al., 2007

︶、
定
量
的
な
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
一
般
に
人
間
の
感
覚
的
所
与
に
科
学
的
表

現
を
与
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
こ
と
が
C
A
M
の
臨
床

効
果
を
実
証
的
に
評
価
す
る
際
に
も
障
壁
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
始
ま
り
に
お
い
て
困
難
な
課
題
に
逢
着
し

て
い
る
統
合
医
療
研
究
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
要
因
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
戦
略
的
に
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

︵
1
︶
統
合
医
療
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
C
A
M
の
実
証
的
な

評
価
法
の
確
立
、︵
2
︶
統
合
医
療
研
究
を
支
え
る
認
識
論
的

枠
組
の
構
築
、
と
い
う
二
重
の
問
題
構
成
を
立
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
問
題
解
決
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。︵
1
︶
は

医
学
的
・
実
証
的
な
研
究
、︵
2
︶
は
哲
学
的
・
科
学
認
識
論

的
な
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
二
者
は
密
接
に
絡
ん
で
お
り
、
そ

の
こ
と
が
問
題
を
い
っ
そ
う
難
し
く
さ
せ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、
本
論
に
お
い
て
は
、
こ
の

二
者
を
注
意
深
く
切
り
分
け
、
後
者
が
前
者
を
制
限
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
統
合
医
療
の
利
点
を
明
ら
か
に

す
る
方
途
を
探
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
哲
学
的
・
認
識
論
的
な

視
点
か
ら
統
合
医
療
研
究
の
実
際
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

有
効
な
医
学
的
・
実
証
的
方
法
論
を
抽
出
し
、
そ
の
方
法
論

に
則
っ
た
ス
タ
デ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。

1-

2
　
方
法
論
的
反
省
の
実
際

上
述
の
問
題
構
成
を
次
の
よ
う
な
手
続
き
で
検
討
し
た
。

︵
A
︶
C
A
M
の
臨
床
効
果
評
価
へ
の
R
C
T
の
応
用
の
分
析

︵
B
︶
統
合
医
療
研
究
に
お
け
る
認
識
論
レ
ベ
ル
で
の
齟
齬
の

摘
出

︵
C
︶
日
中
両
伝
統
医
学
を
比
較
分
析
し
、
現
代
日
本
手
技
療

法
を
日
本
伝
統
医
学
の
発
展
系
と
し
て
析
出

以
下
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
羅
列
す
る
。

︵
A
︶
R
C
T
の
再
評
価

現
状
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
方
法
論
で
あ
る
R
C
T

を
、
そ
の
認
識
論
的
枠
組
に
立
ち
返
っ
て
再
評
価
し
た
。

R
C
T
を
支
え
る
哲
学
の
骨
子
︵
の
ひ
と
つ
︶
は
、
物
理
的

実
体
に
還
元
し
う
る
原
因
と
結
果
の
間
に
存
在
す
る
線
形
関

係
が
対
照
を
利
用
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
に
多
く
の
C
A
M
に
お
い
て
は

施
術
の
実
際
を
い
く
つ
か
の
物
理
的
要
素
に
還
元
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
あ
ま
り
実
践
的
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
施

術
と
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
る
結
果
と
の
間
に
は
必
ず
し
も
一

対
一
の
関
係
が
存
在
す
る
と
も
限
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

C
A
M
の
特
性
を
考
慮
す
る
と
R
C
T
の
適
用
に
は
慎
重
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。
条
件
を
考
察
・
分
析
し
、
R
C
T
の
適

用
が
可
能
な
場
合
と
そ
う
で
は
な
い
場
合
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。

︵
B
︶
統
合
医
療
研
究
に
お
け
る
認
識
論
レ
ベ
ル
で
の
齟
齬
の

摘
出各

種
の
C
A
M
に
お
い
て
は
、
生
化
学
的
な
医
学
で
は
容

認
し
え
な
い
独
自
の
医
学
理
論
に
よ
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

科
学
的
な
統
合
医
療
研
究
の
現
場
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
理

論
で
重
視
さ
れ
て
い
る
価
値
を
、
そ
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ

か
ら
無
視
し
た
り
排
除
し
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
結

果
、
多
く
の
C
A
M
は
そ
れ
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
豊
か
さ

を
失
っ
て
し
ま
う
。
で
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
例
え
ば

﹁
気
」
の
理
論
な
ど
を
科
学
研
究
の
現
場
に
無
理
に
持
ち
込
も

う
と
し
て
も
、
今
度
は
か
え
っ
て
明
証
性
や
客
観
性
と
い
っ

た
科
学
が
本
来
持
つ
優
れ
た
点
を
毀
損
し
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
統
合
医
療
研
究
が
抱
え
て
い
る
認
識

論
レ
ベ
ル
で
の
齟
齬
で
あ
り
、
こ
の
分
野
の
発
展
を
阻
害
し

て
い
る
原
理
的
な
デ
ィ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決

な
く
し
て
分
野
の
発
展
は
期
待
で
き
な
い
。

︵
C
︶
現
代
日
本
手
技
療
法
の
科
学
史
的
析
出

山
田
慶
兒
、
栗
山
茂
久
ら
は
、
日
中
両
伝
統
医
学
の
科
学

史
的
分
析
を
行
い
、
江
戸
期
に
お
い
て
中
国
伝
統
医
学
理
論

が
主
に
後
藤
艮
山
、
香
川
修
庵
ら
古
方
派
の
医
師
た
ち
に
よ

っ
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
従
来
の

気
の
理
論
に
よ
ら
な
い
日
本
独
自
の
形
態
学
的
な
病
理
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
文
献
学
的
に
明
ら
か

に
し
た
︵
香
川
一
七
八
八
、
山
田
・
栗
山
一
九
九
七
︶。
こ
れ
ら

の
議
論
を
敷
衍
し
て
筆
者
は
現
代
日
本
手
技
療
法
を
江
戸
期

古
方
派
の
医
師
た
ち
の
実
践
の
発
展
系
と
し
て
科
学
史
的
に
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析
出
し
、
こ
の
療
法
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
脱
理
論
的
性
向
に
よ
っ
て
認
識
論
的
齟
齬
か
ら
相
当
程
度

解
放
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
特
に
脊
椎
の
歪
み
の
矯
正
を
主

た
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
い
る
も
の
で
は
、
そ
の
治
療
対
象

の
特
性
に
よ
り
、
M
R
I
や
C
T
な
ど
の
今
日
的
な
デ
ヴ
ァ

イ
ス
を
用
い
れ
ば
脊
椎
骨
の
位
置
変
位
を
測
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︵
詳
細
は
二
〇
一
三
年
に
発
表

し
た
拙
稿
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。FU

JIM
O

R
I  et al., 2013

︶。

こ
の
よ
う
な
方
法
論
的
反
省
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
現
代

日
本
手
技
療
法
︵
整
体
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
、
主

と
し
て
脊
椎
・
骨
盤
の
矯
正
に
特
化
し
た
手
技
療
法
︶
を
研
究
対

象
と
し
て
、
術
者
の
感
覚
的
所
与
を
M
R
I
を
用
い
て
解
析

し
、
そ
れ
に
基
づ
く
診
断
に
科
学
的
な
裏
付
け
を
与
え
る
こ

と
を
目
指
す
研
究
を
実
践
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︵
感
覚
の
問

題
に
対
処
す
る
実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
あ
る
︶。
ま
た
、
本

論
に
お
い
て
は
、
こ
の
療
法
は
﹁
ヴ
ェ
ル
テ
ブ
ロ
・
セ
ラ
ピ
ー

︵Vertebrotherapy

︶」
と
命
名
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
現
代
日
本
手
技
療
法
、

ヴ
ェ
ル
テ
ブ
ロ・セ
ラ
ピ
ー
の
M
R
I
を

用
い
た
実
証
的
研
究

現
在
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
鎌
田
東

二
教
授
と
同
セ
ン
タ
ー
に
敷
設
さ
れ
た
M
R
I
を
用
い
た
研

究
を
共
同
で
進
め
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
脊
椎
矯
正
を
主

た
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
す
る
ヴ
ェ
ル
テ
ブ
ロ
・
セ
ラ
ピ
ー
の
施

術
者
が
﹁
感
じ
て
い
る
」
脊
椎
の
歪
み
を
M
R
I
に
よ
っ
て

撮
像
し
、
感
覚
に
よ
っ
た
病
理
状
態
の
把
握
に
実
証
的
な
裏

付
け
を
与
え
、
定
量
的
な
議
論
を
可
能
に
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
に
よ
り
、

椎
骨
の
位
置
情
報
と
病
理
学
的
所
見
と
の
相
関
の
探
究
や
施

術
前
後
の
椎
骨
の
位
置
情
報
の
差
分
を
数
値
化
し
比
較
検
討

す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

2-

1
　
着
想
の
背
景

西
洋
医
学
の
病
理
学
に
お
い
て
は
、
病
理
所
見
を
万
人
が

共
有
で
き
る
よ
う
に
視
覚
情
報
化
・
数
値
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
客
観
性
・
明
証
性
を
担
保
し
て
い
る
。
一
方
、
施

術
者
が
変
わ
れ
ば
病
理
所
見
も
変
わ
り
う
る
、
感
覚
に
よ
る

把
握
に
重
き
を
置
い
て
い
る
C
A
M
の
診
断
学
に
は
こ
の
よ

う
な
客
観
性
・
明
証
性
が
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
︵Kuriyam

a, 

2002

︶。
人
の
感
覚
を
重
視
す
る
こ
と
に
は
欠
点
ば
か
り
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
︵K

aptchuk, et al. 1998

︶、
C
A
M
の
臨
床

効
果
を
正
し
く
科
学
的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
施
術

を
支
え
る
感
覚
に
よ
っ
た
診
断
に
一
定
の
客
観
性
を
備
え
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
脊
椎
の
歪
み
の
矯
正
に
特
化
し
た
療
法
ヴ
ェ
ル

テ
ブ
ロ
・
セ
ラ
ピ
ー
を
研
究
対
象
に
据
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

脊
椎
の
﹁
歪
み
」
は
M
R
I
や
C
T
と
い
っ
た
今
日
的
な

医
療
デ
ヴ
ァ
イ
ス
で
捕
捉
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
手
技
療
法
施
術
者
が
﹁
歪
み
」
と
主
張
す
る
椎
骨

の
微
細
な
位
置
変
位
で
も
、
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
に
固
定
さ
れ
た

細
胞
の
よ
う
に
、
目
で
見
え
る
も
の
と
し
て
抽
出
で
き
れ
ば
、

そ
の
視
覚
情
報
を
位
置
情
報
に
置
き
換
え
て
数
値
化
し
、
定

量
的
議
論
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
施
術
前
後
の
差
分
を
測
り
臨
床
的
ア
ウ
ト
カ
ム
と
比
較

す
る
こ
と
に
よ
り
臨
床
効
果
の
実
証
的
な
評
価
も
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

術
者
が
感
覚
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
る
病
理
的
状
態
が
、

﹁
気
の
流
れ
」
の
よ
う
な
形
而
上
学
的
実
体
で
は
な
く
﹁
骨
の

歪
み
」
と
い
っ
た
物
理
的
実
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
上
述
の
認

識
論
的
齟
齬
を
回
避
し
つ
つ
C
A
M
の
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
、
現
代
日
本
手
技
療
法
、
ヴ
ェ
ル
テ
ブ

ロ
・
セ
ラ
ピ
ー
を
研
究
対
象
と
し
て
選
択
し
、
C
A
M
研
究

の
抱
え
る
原
理
的
な
デ
ィ
レ
ン
マ
を
回
避
し
つ
つ
当
療
法
の

臨
床
効
果
を
実
証
的
に
評
価
す
る
こ
と
、
感
覚
に
よ
る
診
断

に
科
学
的
な
表
現
を
与
え
、
C
A
M
の
臨
床
効
果
評
価
研
究

に
定
量
的
な
議
論
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
与
え
る
こ
と
を

目
指
す
。

2-

2
　
研
究
課
題
の
全
体
像

こ
の
研
究
で
は
、
人
体
の
組
織
お
よ
び
構
造
を
、
核
磁
気

共
鳴
画
像
診
断
装
置
︵M

R
I

︶
を
用
い
た
計
測
と
、
実
験
者

に
よ
る
体
表
・
脊
椎
へ
の
触
診
か
ら
分
析
を
行
う
。
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
統
合
医
療
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、

C
A
M
を
科
学
的
な
医
療
に
統
合
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

こ
れ
ら
療
法
の
臨
床
効
果
を
実
証
的
に
評
価
す
る
方
法
論
を

確
立
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
C
A
M
が
人
間
の
感
覚
を
重

視
し
た
診
察
法
・
治
療
法
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、
人
の
感
覚

を
実
証
的
に
検
証
す
る
こ
と
の
難
し
さ
か
ら
、
C
A
M
の
臨

床
効
果
の
科
学
的
で
有
効
な
評
価
方
法
を
確
立
で
き
な
い
で

い
る
。
本
研
究
で
は
、
日
本
の
手
技
療
法
を
M
R
I
を
用
い

て
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
術
者
の
感
得
し
て
い
る
身
体

や
脊
椎
の
歪
み
」
が
M
R
I
の
画
像
と
し
て
得
ら
れ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
両
者
の
関
係
性
を

評
価
し
、
術
者
の
感
覚
を
実
証
的
に
検
証
可
能
な
も
の
と
し

て
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
研
究
に
お
い
て
術
者

の
感
覚
と
M
R
I
画
像
間
と
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

手
技
療
法
全
体
の
科
学
的
分
析
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
と
期
待

さ
れ
る
。

本
研
究
は
、
M
R
I
や
C
T
と
い
っ
た
今
日
的
な
医
療
デ

ヴ
ァ
イ
ス
を
駆
使
し
て
、
今
ま
で
科
学
的
・
実
証
的
な
研
究

対
象
と
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
﹁
手
技
療
法
に
お
け
る
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人
間
の
感
覚
に
依
拠
し
た
診
断
・
病
理
状
態
把
握
」
を
定
量

的
に
取
り
扱
う
初
の
試
み
で
あ
る
。

2-

3
　
研
究
内
容
・
研
究
方
法

課
題
名
：
M
R
I
を
用
い
た
現
代
日
本
手
技
療
法
に
お
け
る

臨
床
効
果
の
科
学
的
解
明
と
客
観
的
評
価
法
の
確
立

方
法
：

1
　

M
R
I
に
よ
る
被
験
者
の
撮
像

︱
脊
椎
の
歪
み
＝

椎
骨
の
位
置
情
報
の
視
覚
化

ヴ
ェ
ル
テ
ブ
ロ
・
セ
ラ
ピ
ー
に
お
い
て
施
術
者
が
触
診
に

よ
っ
て
被
術
者
の
体
表
よ
り
感
得
し
う
る
の
は
、
各
椎
骨
棘

突
起
上
縁
部
︵
以
下
、
棘
上
部
︶
で
あ
る
。
横
突
起
や
椎
体
本

体
は
体
表
よ
り
手
掌
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
研
究
に
お
い
て
は
棘
上
部
に
特
に
着
目
し
、

M
R
I
画
像
上
に
て
各
椎
骨
棘
上
部
の
領
域
を
確
定
し
、
相

隣
る
椎
骨
棘
上
部
の
位
置
関
係
を
定
義
し
、
帰
納
的
に
脊
椎

全
体
の
棘
上
部
の
並
び
を
得
、
三
次
元
画
像
と
し
て
視
覚
化

す
る
。

1
︲
1
　

M
R
I
に
よ
り
被
験
者
の
脊
椎
像
を
取
得
す
る
。

先
行
研
究
を
参
照
し
、
脊
椎
部
の
撮
像
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ー

ケ
ン
ス
な
ど
を
予
め
決
定
す
る
︵G

yftopoulos, 2012

︶。

1
︲
2
　
得
ら
れ
た
画
像
上
で
各
椎
体
の
座
標
を
三
次
元
に

定
義
す
る
。

左
右
軸
：
左
手
側
―右
手
側
、
上
下
軸
：
頭
側
―足
側
、
前

後
軸
：
背
側
―腹
側
と
定
義
す
る
。
各
椎
骨
棘
上
部
の
背
面

像
お
よ
び
腹
面
像
︵
左
右
軸
・
上
下
軸
︶・
左
右
側
面
像
︵
上

下
軸
・
前
後
軸
︶・
上
下
側
面
像
︵
前
後
軸
・
左
右
軸
︶
上
に
お

い
て
各
椎
骨
棘
上
部
の
領
域
を
確
定
し
、
各
平
面
上
︵
左
右

軸
・
上
下
軸
平
面
、
上
下
軸
・
前
後
軸
平
面
、
前
後
軸
・
左
右
軸

平
面
︶
で
の
正
中
線
お
よ
び
重
心
を
決
定
す
る
（
図
1
参
照
）。

1
︲
3
　
相
隣
る
椎
骨
棘
上
部
の
重
心
間
を
結
ぶ
直
線
を
定

義
し
、
各
平
面
上
に
射
影
、
重
心
間
の
距
離
を
測
定
す
る
。

各
椎
骨
棘
上
部
固
有
の
正
中
軸
の
な
す
角
を
求
め
、
相
隣
る

椎
骨
棘
上
部
ど
う
し
の
相
対
的
位
置
関
係
を
定
義
す
る
。
帰

納
的
に
す
べ
て
の
棘
上
部
の
相
対
的
位
置
関
係
を
定
義
し
、

全
体
像
を
得
る
（
図
2
・
図
3
参
照
）。

1
︲
4
　
得
ら
れ
た
椎
骨
棘
上
部
の
相
対
的
位
置
関
係
を
三

次
元
空
間
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
（
図
4
参
照
）。

2
　
感
覚
に
よ
る
脊
椎
の
歪
み
の
把
握

本
セ
ク
シ
ョ
ン
は
熟
練
の
有
資
格
者
︵
鍼
灸
師
、
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
：
国
家
資
格
︶
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
一

般
に
、
マ
ニ
ュ
ピ
レ
ー
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ
ー
は
非
侵
襲
的
で

あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
︵Kuczynski et al., 2012, Pohlm

an et al., 

2012

︶。

2
︲
1
　
被
験
者
伏
臥
位
で
、
施
術
者
が
手
指
に
よ
っ
て
腸
骨

稜
お
よ
び
大
転
子
に
触
れ
て
骨
盤
、
股
関
節
の
状
態
を
確
か

め
る
。
ヤ
コ
ビ
ー
ラ
イ
ン
の
水
平
度
を
目
視
で
確
認
す
る
、
股

関
節
の
検
索
。

2
︲
2
　
被
験
者
伏
臥
位
で
、
施
術
者
が
手
掌
に
よ
っ
て
脊
椎

に
触
れ
、
胸
椎
・
腰
椎
・
仙
椎
の
歪
み
︵
上
下
軸
・
左
右
軸
・

前
後
軸
に
対
す
る
捻
転
︶
を
検
索
す
る
。

2
︲
3
　
検
索
結
果
を
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
す
る
。

上
下
軸
：
頭
側
―足
側
、
左
右
軸
：
左
手
側
―右
手
側
、
前

後
軸
：
背
側
―腹
側
の
三
方
向
に
分
類
し
て
、
感
得
し
た
椎

骨
の
歪
み
を
三
次
元
的
に
記
述
す
る
。
そ
の
際
に
、
感
得
し

た
歪
み
の
度
合
い
を
0
―3
度
の
四
段
階
の
ス
ケ
ー
ル
に
よ

っ
て
ス
コ
ア
化
す
る
︵
0
：
無
歪
、
1
：
弱
い
歪
み
、
2
：
中

程
度
の
歪
み
、
3
：
強
い
歪
み
︶。

3
　
施
術
者
の
感
覚
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
脊
椎
の
歪
み
の
デ

ー
タ
と
M
R
I
画
像
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
を
比
較
し
、

画
像
上
で
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

4
　
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
数
学
的
処
理
方
法
を
検
討
・
確
立

す
る
。

5
　
患
者
本
人
ま
た
は
ご
家
族
︵
以
下
、
患
者
等
︶
の
同
意
の

図1

各棘上部の正中線を定義 棘上部を線分で近似

頸椎

胸椎

腰椎

仙椎

相隣る棘上部の正中線のなす角と
重心（中央の点）間の距離を定義

線分で近似した棘上部を3次元
座標空間に展開する

図2 図3 図4
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得
ら
れ
た
場
合
は
、
個
別
に
全
身
状
態
・
病
状
・
神
経
学
的

所
見
・
画
像
等
の
医
療
情
報
を
可
能
な
限
り
入
手
し
て
精
査

し
、
病
態
を
考
察
す
る
。

上
掲
の
図
（
図
1
・
図
2
）
は
、
棘
上
部
の
︿
左
右
軸
・
上

下
軸
﹀
平
面
へ
の
射
影
像
を
長
楕
円
形
に
て
近
似
し
、
模
式

的
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
︵﹁
歪
み
＝
位
置
変
位
」
は
実
際
よ
り

も
強
調
︶。
三
次
元
座
標
空
間
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
棘
上
部
全
体

像
（
図
4
）
上
で
回
帰
曲
線
を
定
義
す
る
︵
回
帰
曲
線
を
得
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
固
定
し
て
お
け
ば
同
一
の
生
デ
ー
タ
か
ら
は
常

に
同
じ
曲
線
が
得
ら
れ
る
︶。
施
術
の
前
後
像
を
比
較
す
れ
ば

施
術
の
実
際
を
座
標
幾
何
デ
ー
タ
と
し
て
処
理
で
き
る
。

適
切
な
数
学
的
方
法
を
用
い
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
定
量

的
に
解
析
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

例
1
　
ヤ
コ
ビ
ー
ラ
イ
ン
の
中
点
と
肩
甲
棘
の
中
点
と
を

結
ん
だ
直
線
を
身
体
の
正
中
線
と
定
義
、
各
棘
突
起
上
縁
部

の
正
中
線
と
の
な
す
角
を
評
価
。

例
2
　
脊
椎
像
の
三
次
元
復
元
画
像
上
に
て
回
帰
曲
線
を

定
義
。
施
術
前
後
の
回
帰
曲
線
の
差
分
を
評
価
。

例
3
　
図
1
の
よ
う
な
三
つ
組
内
で
な
す
角
・
重
心
間
距

離
を
定
義
し
位
置
変
位
を
評
価
。
k
を
ソ
ー
ト
す
る
。

2-

4
　
考
察

本
研
究
の
特
色
・
独
創
的
な
点
は
、
先
行
研
究
の
理
論

的
・
方
法
論
的
限
界
を
乗
り
越
え
、
認
識
論
的
基
盤
よ
り
構

築
さ
れ
た
首
尾
一
貫
し
た
理
論
構
成
を
持
つ
実
証
研
究
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
統
合
医
療
研
究
を
行
き
詰
ま

ら
せ
て
い
る
原
因
を
臨
床
効
果
の
評
価
方
法
の
技
術
論
に
と

ど
ま
ら
せ
る
こ
と
な
く
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

分
野
の
根
底
に
あ
る
認
識
論
レ
ベ
ル
で
の
齟
齬
を
抉
り
出
し
、

日
本
手
技
療
法
を
研
究
対
象
に
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
そ
の
齟
齬

を
回
避
し
、
結
果
有
効
な
C
A
M
の
臨
床
効
果
評
価
研
究
が

で
き
る
と
考
え
る
。

3
結
語

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
C
A
M
研
究
が
、
臨
床
効
果
評
価
に

お
い
て
決
定
打
を
欠
い
て
い
た
の
は
、
そ
れ
ら
に
方
法
論
的

反
省
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
主
た
る
原
因
で
あ
る
が
、

人
間
の
感
覚
を
定
量
的
に
評
価
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
も
そ

の
一
因
が
あ
っ
た
。
術
者
が
感
じ
て
い
る
﹁
気
」
を
定
量
的

に
評
価
し
よ
う
と
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
が
、
十
分
に
よ
く

そ
の
目
的
を
達
し
え
て
い
る
も
の
は
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、﹁
椎
骨
」
と
い
う
物
理
的
実

体
に
特
化
し
、
微
細
で
高
精
度
な
画
像
が
得
ら
れ
る
デ
ヴ
ァ

イ
ス
を
利
用
し
、
過
去
の
研
究
を
渉
猟
し
た
上
で
厳
密
な
測

定
プ
ロ
ト
コ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
本
研
究
に
よ
っ
て
人
間

の
感
覚
的
所
与
を
科
学
的
表
現
に
翻
訳
す
る
手
法
確
立
へ
の

第
一
歩
が
画
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

手
法
を
他
の
C
A
M
研
究
に
も
応
用
す
れ
ば
、
臨
床
効
果
評

価
研
究
に
新
た
な
展
望
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て

は
統
合
医
療
研
究
全
体
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
や
オ
ス
テ

オ
パ
シ
ー
と
い
っ
た
手
技
療
法
に
は
親
和
性
が
高
く
、
そ
れ

ら
療
法
の
治
療
機
序
の
解
明
に
も
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。さ

ら
に
、
現
代
日
本
手
技
療
法
の
施
術
者
が
感
得
し
て
い

る
微
細
な
椎
骨
の
位
置
変
位
と
病
理
的
状
態
と
の
相
関
機
序

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
脊
椎
の
形
状
と
連
環
さ
せ
た
﹁
椎
骨

変
位
形
態
病
理
学
」
と
い
っ
た
新
し
い
学
問
分
野
の
創
設
も

考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
新
し
い
診
断
学
を
基
礎
に
お
い

た
ソ
フ
ト
開
発
と
い
っ
た
事
業
化
も
射
程
で
き
る
だ
ろ
う
。

追
記

現
在
今
夏
行
っ
た
撮
像
実
験
の
結
果
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
解
析
中

で
あ
る
。
次
回
の
報
告
で
は
上
記
プ
ロ
ト
コ
ル
に
則
っ
た
解
析
結

果
を
示
す
べ
く
鋭
意
準
備
中
で
あ
る
。
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1
は
じ
め
に

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
、
原
始
仏
教
瞑
想
を
起
源
と
す

る
概
念
で
あ
り
、
今
こ
の
瞬
間
に
生
じ
続
け
て
い
る
内
的
・

外
的
な
対
象
を
判
断
せ
ず
に
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
︵Baer, 

2003

︶。
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
状
態
を
実
現
す
る
た
め

の
実
践
は
、
身
心
の
特
定
の
症
状
の
治
療
を
目
的
と
す
る
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
心
理
療
法
と
、
身
心
の
全
体
に
蓄
積
し
て

い
る
条
件
反
応
の
消
去
を
目
的
と
す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
瞑
想
は
さ
ら
に
、
出
家
者
の
指
導
に
よ
る
実
践
と
、
在
家

者
の
指
導
に
よ
る
実
践
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

在
家
者
の
指
導
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
し
て
、
日

本
で
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
に
ゴ
エ
ン
カ
式
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ

ー
瞑
想
が
あ
る
。
な
お
、
ゴ
エ
ン
カ
式
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑

想
で
は
、
ア
ー
ナ
パ
ー
ナ
瞑
想
︵
集
中
瞑
想
︶・
ヴ
ィ
パ
ッ
サ

ナ
ー
瞑
想
︵
洞
察
瞑
想
︶・
メ
ッ
タ
ー
瞑
想
︵
慈
悲
瞑
想
︶
の

三
つ
の
瞑
想
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
、
全

体
を
示
す
際
に
は
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
と
記
載
し
、
個
別
の

瞑
想
を
示
す
際
に
は
、
集
中
瞑
想
・
洞
察
瞑
想
・
慈
悲
瞑
想

と
記
載
す
る
。

こ
の
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
を
扱
っ
た
研
究
で
は
、
一
〇
日

間
コ
ー
ス
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、
身
心
の
健
康
の
改
善

︵K
rygier et al., 2013

︶、
薬
物
乱
用
の
低
下
︵Bowen et al., 2006

︶、

囚
人
の
再
犯
率
の
低
下
︵H

im
elstein, 2010

︶
な
ど
の
効
果
が

み
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
瞑
想
実
践
者
に

お
い
て
、
内
受
容
感
覚
に
関
連
す
る
右
の
島
皮
質
や
感
情
の

調
整
に
関
連
す
る
海
馬
の
密
度
や
体
積
が
増
加
し
て
い
た
こ

と
や
︵H

ölzel et al., 2008; Lazar et al., 2005

︶、
瞑
想
中
に
、
感

情
の
調
整
に
関
連
す
る
前
頭
前
皮
質
や
前
側
前
帯
状
皮
質
の

活
性
が
上
昇
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
︵H

ölzel et al., 

2007

︶。
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
効
果
や
脳
の

物
理
的
構
造
や
活
動
へ
の
影
響
は
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
関
係
や
、
さ
ら
に
心
と
瞑
想
の
全

体
的
な
関
係
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
今
後
、
瞑
想
が
脳
活
動
を
通
じ
て
身
心
に
影
響
を

及
ぼ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
実
験
デ
ザ
イ

ン
を
構
築
す
る
前
提
と
し
て
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
で
説
明

さ
れ
て
い
る
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
瞑
想
の
プ
ロ

セ
ス
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

以
下
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
位

置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
歴
史
的
背
景
・
特

徴
・
コ
ー
ス
概
要
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
ゴ
エ
ン
カ
式

瞑
想
法
で
説
明
さ
れ
る
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
瞑

想
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
検
討
し
な
が
ら
モ
デ
ル
化
す
る
。

2
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
概
要

2-

1
　
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
歴
史

二
五
〇
〇
年
以
上
前
に
ブ
ッ
ダ
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た

瞑
想
法
は
、
一
一
世
紀
に
ビ
ル
マ
︵
ミ
ャ
ン
マ
ー
︶
に
伝
わ
り
、

僧
侶
の
た
め
の
瞑
想
法
と
し
て
僧
院
の
中
で
代
々
伝
え
ら
れ
て
き

た
。
以
下
で
は
こ
の
僧
院
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
瞑
想
法

が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
大
衆
化
し
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
と

し
て
世
界
へ
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
四
人
の
瞑
想
指
導
者
の
経
歴
を
述
べ
る
。
そ
の
際
、
基

本
的
な
情
報
は
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
研
究
機
関
で
あ
る

Vipassana Research Institute

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
お
け
る
身
体
感
覚
の

重
要
性
―
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
瞑
想
の
プ
ロ
セ
ス
の
連
結
環

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

藤
野
正
寛

京
都
大
学
教
育
学
研
究
科
修
士
一
回
生
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︵http://w
w

w.vridham
m

a.org/H
om

e.aspx

︶。
そ
の
他
の
参
照

に
つ
い
て
は
本
文
中
に
引
用
文
献
を
記
載
す
る
。

ヴ
ェ
ン・レ
ー
ディ・
サ
ヤ
ド
ー（Ven�Ledi�Sayadaw,�1846-

1923

）
ビ
ル
マ
で
近
代
仏
教
の
祖
と
呼
ば
れ
る
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ

ド
ー
は
、
一
八
四
六
年
に
マ
ン
ダ
レ
ー
の
北
西
に
あ
る
、
現

在
の
モ
ン
ユ
ワ
地
区
で
生
ま
れ
た
。
八
歳
で
少
年
僧
侶
に
、

二
〇
歳
で
僧
侶
と
な
り
、
さ
ら
な
る
仏
教
教
学
研
究
の
た
め

に
、
一
八
六
七
年
に
当
時
の
ビ
ル
マ
王
朝
の
首
都
で
あ
る
マ

ン
ダ
レ
ー
へ
移
住
し
た
。
特
に
パ
ー
リ
語
や
ア
ビ
ダ
ン
マ
に

関
し
て
非
凡
な
才
を
発
揮
し
、
一
八
七
一
年
に
ビ
ル
マ
王
朝

に
よ
っ
て
マ
ン
ダ
レ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
仏
典
結
集
で

は
、
ア
ビ
ダ
ン
マ
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
一
八
八
二
年
に
モ

ン
ユ
ワ
地
区
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
パ
ー
リ
語
を
僧
侶
に
教
え

る
と
と
も
に
、
呼
吸
︵ānāpāna

︶
と
感
覚
︵vedanā

︶
に
注
意

を
向
け
る
洞
察
瞑
想
の
修
行
に
取
り
組
み
始
め
た
。
さ
ら
に

一
八
八
六
年
に
は
、
モ
ン
ユ
ワ
の
北
に
あ
る
レ
ー
デ
ィ
の
森

に
移
住
し
、
レ
ー
デ
ィ
僧
院
を
開
い
た
。
当
時
ビ
ル
マ
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
が
一
八
八
五
年
に
マ
ン
ダ
レ
ー
を
陥
落
さ
せ
、
一

八
八
六
年
に
ビ
ル
マ
を
併
合
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ビ
ル

マ
王
朝
に
よ
る
サ
ン
ガ
︵
僧
伽
︶
の
統
制
・
支
援
が
な
く
な

り
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
も
宗
教
不
介
入
政
策
に
よ
っ
て
統
制
・

支
援
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ン
ガ
の
荒
廃
が
進

ん
で
い
た
︵
藏
本
、
二
〇
一
一
︶。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機

感
を
抱
い
た
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
は
、
サ
ン
ガ
の
統
制
・

支
持
の
主
要
な
担
い
手
と
な
っ
た
在
家
者
に
働
き
か
け
る
た

め
に
、
在
家
者
で
も
理
解
し
や
す
い
仏
教
書
を
多
く
著
し
、
さ

ら
に
ビ
ル
マ
の
多
く
の
土
地
を
訪
れ
て
、
在
家
者
に
対
し
て

仏
教
教
学
や
仏
教
瞑
想
を
指
導
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の

中
で
、
一
九
一
五
年
に
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
の
も
と
に
訪

れ
て
い
た
在
家
者
の
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
を
、
在
家
者
と
し
て

は
初
め
て
の
瞑
想
指
導
者
と
し
て
任
命
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

瞑
想
法
を
在
家
者
に
拡
め
る
上
で
非
常
に
重
要
な
き
っ
か
け

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
は
、
そ

の
後
一
九
一
九
年
に
失
明
し
て
か
ら
は
瞑
想
指
導
に
専
念
し
、

一
九
二
三
年
に
逝
去
し
た
。

サ
ヤ・テ
ッ
ジ
ー（Saya�Thetgyi,�1873-1945

）

サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
は
、
一
八
七
三
年
に
ヤ
ン
ゴ
ン
の
南
の

農
村
の
貧
し
い
農
家
で
生
ま
れ
た
。
幼
い
頃
か
ら
家
計
を
支

え
る
た
め
に
働
き
、
六
年
間
の
教
育
を
受
け
た
以
外
は
出
家

を
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
一
六
歳
の
時
に
、
地

主
兼
米
商
人
の
娘
と
結
婚
し
た
。
彼
ら
は
ビ
ル
マ
の
伝
統
に

従
い
、
彼
女
の
両
親
や
姉
妹
と
と
も
に
暮
ら
し
、
二
人
の
子

ど
も
に
恵
ま
れ
た
。
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
は
こ
の
頃
に
出
家
・

還
俗
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
二
三
歳
の
頃
に
集
中
瞑
想
と

出
会
い
、
修
行
を
開
始
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
の
間
は
平
和

な
生
活
が
続
い
て
い
た
が
、
一
九
〇
三
年
に
村
で
コ
レ
ラ
が

蔓
延
し
、
二
人
の
子
ど
も
を
は
じ
め
、
多
く
の
親
族
が
病
死

し
た
。
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
は
、
深
い
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が

れ
、
妻
と
そ
の
姉
の
許
し
を
得
て
、
悲
し
み
か
ら
抜
け
だ
す

道
を
求
め
る
修
行
の
旅
に
出
た
。
数
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
僧

院
や
指
導
者
の
も
と
を
訪
れ
な
が
ら
瞑
想
修
行
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
〇
七
年
頃
に
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
の
も
と

に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
で
さ
ら
に
七
年
間
の
修
行
を
行
っ
た
。

そ
の
後
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
は
故
郷
に
帰
り
、
瞑
想
修
行
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
徐
々
に
瞑
想
指
導
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
一
五
年
に
、
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
か
ら
在
家
者

と
し
て
初
め
て
の
瞑
想
指
導
者
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
は
、
故

郷
で
瞑
想
セ
ン
タ
ー
を
開
き
、
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
の
手

引
書
に
基
づ
い
て
、
本
格
的
な
瞑
想
指
導
を
始
め
た
。
こ
の

時
期
に
、
一
〇
日
間
の
コ
ー
ス
の
原
型
が
で
き
あ
が
り
、
生

徒
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
、
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
の
代

理
で
瞑
想
熟
練
者
が
瞑
想
指
導
を
行
う
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き

点
は
、
こ
の
瞑
想
セ
ン
タ
ー
で
提
供
さ
れ
る
食
事
や
必
需
品

の
す
べ
て
が
、
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
の
妻
や
そ
の
姉
を
含
む
親

族
の
多
大
な
協
力
と
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
点
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
在
家
者
に
よ
る
在
家
者
の
た
め
の

瞑
想
コ
ー
ス
と
そ
の
運
営
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
原

型
が
で
き
あ
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ヤ
ジ
・
ウ
・
バ
・

キ
ン
は
、
一
九
三
七
年
に
こ
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
、
修
行
を

開
始
し
て
い
る
。
一
九
四
五
年
に
、
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
の
妻

が
亡
く
な
り
、
そ
の
姉
も
体
調
を
崩
し
て
か
ら
、
サ
ヤ
・
テ

ッ
ジ
ー
は
三
〇
年
に
及
ん
で
指
導
を
続
け
て
い
た
瞑
想
セ
ン

タ
ー
を
離
れ
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
移
り
住
ん
だ
。
ヤ
ン
ゴ
ン
で
も

瞑
想
指
導
を
続
け
、
同
一
九
四
五
年
に
逝
去
し
た
。

サ
ヤ
ジ・ウ・バ・キ
ン（Sayagyi�U

�Ba�Khin,�1899-1971

）

ウ
・
バ
・
キ
ン
は
、
一
八
九
九
年
に
ヤ
ン
ゴ
ン
の
労
働
者

階
級
の
家
庭
で
生
ま
れ
た
。
当
時
の
ビ
ル
マ
は
イ
ギ
リ
ス
領

イ
ン
ド
の
統
治
下
に
あ
り
、
英
語
能
力
の
重
要
性
が
高
い
時

代
で
あ
っ
た
。
ウ
・
バ
・
キ
ン
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
優
れ

た
英
語
能
力
を
発
揮
し
、
高
校
で
は
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
。

し
か
し
、
家
計
を
支
え
る
た
め
に
、
大
学
に
は
進
学
せ
ず
、
高

校
卒
業
後
は
、
経
理
局
で
事
務
員
と
し
て
働
き
始
め
た
。
当

時
の
行
政
機
関
で
働
い
て
い
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
イ
ギ
リ
ス

人
や
イ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
に
、
サ
ヤ
・
テ
ッ

ジ
ー
の
生
徒
を
通
じ
て
集
中
瞑
想
を
体
験
し
、
瞑
想
に
可
能

性
を
感
じ
た
ウ
・
バ
・
キ
ン
は
、
す
ぐ
に
一
〇
日
間
の
休
み

を
と
っ
て
、
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
の
一
〇
日
間
コ
ー
ス
に
参
加

し
た
。
コ
ー
ス
で
は
、
一
日
目
に
集
中
瞑
想
の
指
導
を
受
け
、

二
日
目
に
は
洞
察
瞑
想
の
指
導
を
受
け
た
。
こ
の
時
点
で
は
、

ま
だ
現
在
の
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
︵
三
日
間
の
集
中
瞑
想
と
七

日
間
の
洞
察
瞑
想
︶
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
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る
。
ウ
・
バ
・
キ
ン
は
、
こ
の
一
〇
日
間
コ
ー
ス
後
に
、
監

査
局
の
事
務
所
所
長
に
昇
進
し
て
い
る
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
領

イ
ン
ド
か
ら
分
離
し
て
イ
ギ
リ
ス
連
邦
内
の
自
治
領
と
な
っ

た
ビ
ル
マ
に
お
い
て
、
数
少
な
い
ビ
ル
マ
人
の
事
務
員
と
し

て
白
羽
の
矢
が
た
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
ウ
・
バ
・
キ
ン
は
、
在
家
者
と
し
て
行
政
機
関
の
仕

事
と
瞑
想
実
践
の
両
立
を
継
続
し
、
一
九
四
八
年
に
、
イ
ギ

リ
ス
か
ら
独
立
し
た
ビ
ル
マ
で
、
初
め
て
の
経
理
局
局
長
に

任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
か
ね
て
よ
り
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
か

ら
瞑
想
指
導
を
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

一
九
五
〇
年
に
、
経
理
局
内
に
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
協
会
を
設

立
し
、
行
政
機
関
で
働
く
人
々
を
対
象
と
し
た
瞑
想
コ
ー
ス

を
開
始
し
た
。
一
九
五
二
年
に
コ
ー
ス
参
加
者
の
増
加
に
あ

わ
せ
て
、
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
協
会
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
に
発
展
し
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
の
開
設
は
、
サ
ヤ
・
テ
ッ
ジ
ー
か
ら
受
け
継
い
だ
瞑
想

法
を
、
ビ
ル
マ
国
内
の
在
家
者
に
拡
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
ま
た
、
当
時
の
ビ
ル
マ
で
は
、
英
語
を
使
い
こ
な
せ
る

瞑
想
指
導
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
瞑
想
法

を
ビ
ル
マ
国
外
の
在
家
者
に
も
拡
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

一
九
五
五
年
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
サ
テ
ィ
ヤ
・
ナ
ラ
ヤ
ン
・

ゴ
エ
ン
カ
が
訪
れ
て
瞑
想
実
践
を
開
始
し
て
い
る
。
一
九
五

四
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
ヤ
ン
ゴ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
六
回

仏
典
結
集
で
は
、
ウ
・
バ
・
キ
ン
は
在
家
者
と
し
て
そ
の
開

催
に
携
わ
り
、
特
に
寄
付
の
管
理
責
任
者
と
し
て
貢
献
し
た
。

一
九
六
七
年
に
政
府
の
仕
事
を
辞
し
て
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー

で
瞑
想
指
導
に
専
念
し
、
一
九
七
一
年
に
逝
去
し
た
。

サ
テ
ィ
ヤ
・
ナ
ラ
ヤ
ン・
ゴ
エ
ン
カ（Satya�N

arayan�G
oenka,�

1924-2013

）

ゴ
エ
ン
カ
は
、
一
九
二
四
年
に
マ
ン
ダ
レ
ー
の
裕
福
な
イ

ン
ド
系
の
実
業
家
の
家
庭
で
生
ま
れ
た
。
一
〇
代
の
頃
か
ら

商
売
を
始
め
、
三
〇
歳
に
な
る
頃
に
は
、
ビ
ル
マ
で
も
有
数

の
実
業
家
に
な
り
、
ヤ
ン
ゴ
ン
商
工
会
議
所
の
会
頭
も
務
め

て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
極
度
の
緊
張
が
も
た
ら
す
偏
頭

痛
に
悩
ま
さ
れ
、
二
週
間
に
一
回
の
頻
度
で
モ
ル
ヒ
ネ
を
常

用
し
て
い
た
。
担
当
医
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
モ
ル
ヒ
ネ
中

毒
に
な
る
と
い
う
忠
告
を
受
け
た
ゴ
エ
ン
カ
は
、
治
療
法
を

求
め
て
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本

の
病
院
を
回
っ
た
が
、
治
療
法
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
で
、
一
九
五
五
年
に
、
友
人
の
勧
め
で
ウ
・

バ
・
キ
ン
に
出
会
っ
た
。
ゴ
エ
ン
カ
と
ウ
・
バ
・
キ
ン
が
初

め
て
出
会
っ
た
時
か
ら
ゴ
エ
ン
カ
が
一
〇
日
間
コ
ー
ス
に
参

加
す
る
ま
で
の
経
緯
は
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
重
要
な
基

盤
と
な
る
た
め
、
少
し
詳
細
に
述
べ
る
。
ゴ
エ
ン
カ
は
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
も
コ
ー
ス
に
参
加
で
き
る
か
尋
ね
る
と
、

ウ
・
バ
・
キ
ン
は
、
こ
の
コ
ー
ス
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
と

答
え
た
。
ゴ
エ
ン
カ
は
さ
ら
に
、
偏
頭
痛
を
治
す
た
め
に
コ

ー
ス
に
参
加
し
た
い
旨
を
告
げ
る
と
、
ウ
・
バ
・
キ
ン
は
病

気
の
治
療
が
目
的
な
の
で
あ
れ
ば
、
病
院
に
行
く
べ
き
で
あ

り
、
コ
ー
ス
に
は
参
加
で
き
な
い
と
答
え
た
。
ま
た
、
コ
ー

ス
に
は
心
の
浄
化
す
な
わ
ち
身
心
の
全
体
に
蓄
積
し
て
い
る

条
件
反
応
を
消
去
す
る
た
め
に
参
加
す
る
べ
き
で
あ
り
、
特

定
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
参
加
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
説
明

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ゴ
エ
ン
カ
は
心
の
浄
化
の
目
的
で
参
加

す
る
と
約
束
を
し
、
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
た
。
し
か
し
、
実

際
に
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
六
カ
月
後
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
敬
虔
で
保
守
的
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
家
庭
で
生

ま
れ
育
っ
た
ゴ
エ
ン
カ
に
と
っ
て
、
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
こ

と
は
異
教
に
染
ま
る
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
た
め
で
あ

っ
た
︵
ハ
ー
ト
、 一
九
九
九
︶。
悩
ん
だ
末
に
コ
ー
ス
に
参
加
し

た
ゴ
エ
ン
カ
は
、
こ
の
瞑
想
法
が
宗
教
を
超
え
、
ま
た
病
気

の
治
療
目
的
を
も
超
え
て
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
々
に
恩

恵
を
も
た
ら
す
、
普
遍
的
で
実
践
的
な
瞑
想
法
で
あ
る
こ
と

を
体
験
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
コ

ー
ス
に
参
加
し
て
か
ら
一
四
年
間
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
ウ
・

バ
・
キ
ン
の
も
と
で
瞑
想
修
行
も
継
続
し
た
。
こ
の
時
期
に
、

ゴ
エ
ン
カ
と
ウ
・
バ
・
キ
ン
が
相
談
し
な
が
ら
一
〇
日
間
コ

ー
ス
の
教
示
法
が
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
九
六
九
年
に
、
ウ
・
バ
・
キ
ン
か
ら
指
導
者
に
任
命
さ
れ

た
の
を
機
に
、
イ
ン
ド
に
移
り
、
イ
ン
ド
で
一
〇
日
間
コ
ー

ス
を
開
始
す
る
。
そ
の
後
、
生
徒
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
に
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
制
度
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
指
導
や
講
話
の
標

準
化
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、
世
界
中
の
国
々
を
訪
れ
、
瞑
想

指
導
を
行
っ
た
。
日
本
に
も
、
一
九
八
一
年
か
ら
五
回
訪
れ
、

瞑
想
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
瞑
想
セ
ン
タ

ー
は
世
界
九
二
カ
国
、
二
七
〇
カ
所
に
ま
で
拡
大
し
、
ア
シ

ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
は
八
〇
〇
〇
人
ま
で
増
加
し
た

︵http://w
w

w.dham
m

a.org/

︶。
ゴ
エ
ン
カ
は
そ
の
後
も
瞑
想
指

導
を
続
け
、
二
〇
一
三
年
に
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
で
逝
去
し

た
。

2-

2
　
ゴ
エ
ン
カ
式
ヴィ
パッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
特
徴

以
上
の
よ
う
に
、
代
々
僧
院
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

瞑
想
法
が
、
四
人
の
瞑
想
指
導
者
の
間
で
受
け
継
が
れ
な
が

ら
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
へ
と
変
化
し
て
き
た
過
程
を
概
観

し
た
。
こ
の
よ
う
な
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
に
は
、
五
つ
の
大

き
な
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
心
の
浄
化
す
な
わ
ち
身
心
の
全
体
に
蓄
積
し

て
い
る
条
件
反
応
の
消
去
が
目
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
は
、
人
生
の
苦
し
み
の
一
部
で
あ
る
病

気
の
治
療
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
生
の
苦
し

み
す
べ
て
を
一
つ
ず
つ
取
り
除
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
治
療
を
目
的
と
し
て
コ
ー
ス

に
参
加
す
る
と
、
そ
の
目
的
に
執
着
し
て
し
ま
い
、
執
着
を
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減
ら
し
て
い
く
こ
と
と
は
逆
行
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
に
関
し
て
は
、
特
定
の
症
状

の
治
療
を
目
的
と
す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
心
理
療
法
と
異

な
る
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
目
は
、
宗
教
や
人
種
な
ど
を
問
わ
な
い
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ン
ド
系
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
あ
っ

た
ゴ
エ
ン
カ
が
瞑
想
法
の
恩
恵
を
受
け
、
指
導
者
と
な
っ
た

こ
と
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
は
﹁
生

き
る
た
め
の
技
」
で
あ
り
、
宗
教
や
人
種
を
超
え
て
実
践
可

能
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
誰
で
も
そ
の

技
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
よ
り
よ
い
キ
リ

ス
ト
教
徒
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
よ
り
よ
い
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
に
、
仏
教
徒
は
よ
り
よ
い
仏
教
徒
に
な
れ
ば
い
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
在
家
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
瞑
想
法
が
レ
ー
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
か
ら
サ
ヤ
・

テ
ッ
ジ
ー
に
受
け
継
が
れ
て
か
ら
は
、
指
導
者
や
ア
シ
ス
タ

ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
コ
ー
ス
の
運
営
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ

も
す
べ
て
在
家
者
が
担
っ
て
き
た
。
特
に
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
最
低
条
件
と
し
て
、
経

済
的
に
自
立
し
て
い
る
こ
と
、
五
戒
を
守
っ
て
い
る
こ
と
、
毎

日
二
時
間
以
上
の
瞑
想
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
、
三
〇
日
コ

ー
ス
を
一
回
以
上
受
け
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

ウ
・
バ
・
キ
ン
以
来
、
社
会
で
活
動
を
し
な
が
ら
瞑
想
実
践

を
続
け
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

四
つ
目
は
、
教
示
法
が
標
準
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
瞑
想
法
が
ウ
・
バ
・
キ
ン
か
ら
ゴ
エ
ン
カ
に
受
け
継

が
れ
、
世
界
中
の
在
家
者
に
門
戸
が
開
か
れ
て
い
く
中
で
、
誰

も
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
仏
教
用
語
を
で
き
る
だ
け
減
ら

し
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
の
教
示
が
試
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
制
度
を
導
入
す
る
な
か
で
、
今

ま
で
受
け
継
い
で
き
た
瞑
想
法
が
変
容
し
な
い
よ
う
に
、
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
導
入
さ
れ
て
、
標
準
化
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
標
準
化
に
よ
っ
て
、
世
界
中
の
多
く
の
人
々
が
瞑
想
法

の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
師

匠
と
弟
子
の
関
係
に
お
け
る
、
弟
子
の
資
質
に
あ
わ
せ
た
教

示
な
ど
は
で
き
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
〇
日
間
コ

ー
ス
の
講
話
で
、
ウ
・
バ
・
キ
ン
の
も
と
に
ア
メ
リ
カ
人
の

科
学
者
が
訪
れ
る
場
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ウ
・
バ
・
キ

ン
が
科
学
者
に
い
き
な
り
二
〇
日
間
コ
ー
ス
を
勧
め
、
さ
ら

に
そ
の
一
年
後
に
二
度
目
に
訪
れ
た
際
に
は
四
五
日
間
コ
ー

ス
を
勧
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
一
人
の
指
導
者

が
開
催
す
る
コ
ー
ス
で
の
み
実
現
で
き
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
現
在
の
標
準
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
の

人
の
資
質
が
ど
れ
ほ
ど
優
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
リ
ス
ク
を

避
け
る
た
め
に
、
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
二

〇
日
間
コ
ー
ス
や
四
五
日
間
コ
ー
ス
に
は
参
加
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。

五
つ
目
は
、
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
た
め
の
費
用
が
か
か
ら

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
そ
れ
以
前
に
コ
ー
ス

に
参
加
し
た
人
た
ち
の
寄
付
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
一
〇
日
間

は
、
出
家
者
と
同
じ
よ
う
に
他
者
の
施
し
を
受
け
て
修
行
に

専
念
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、
コ
ー
ス
を
修
了

し
た
人
の
う
ち
、
自
分
の
受
け
た
恩
恵
を
他
の
人
に
も
受
け

て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
た
人
だ
け
が
寄
付
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
が
可
能

な
背
景
の
一
つ
は
、
セ
ン
タ
ー
や
コ
ー
ス
の
運
営
に
関
わ
っ

て
い
る
指
導
者
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
ス
タ
ッ

フ
が
無
償
で
活
動
し
て
お
り
、
人
件
費
が
発
生
し
な
い
た
め

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
コ
ー
ス
で
発
生
す
る
食
費
や
水
道
光
熱

費
と
寄
付
の
差
額
が
少
し
ず
つ
た
ま
っ
て
い
く
中
で
、
新
た

な
宿
泊
棟
が
建
て
ら
れ
た
り
、
設
備
が
購
入
さ
れ
た
り
し
て

い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
、
セ
ン
タ
ー
が

世
界
九
二
カ
国
、
二
七
〇
カ
所
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
の
は
と

て
も
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

2-

3
　
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
コ
ー
ス
概
要

以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
と
特
徴
を
も
っ
た
ゴ
エ
ン
カ

式
瞑
想
法
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
一
〇
日
間
コ

ー
ス
で
参
加
者
に
求
め
ら
れ
る
規
律
・
実
践
す
る
瞑
想
の
種

類
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
コ
ー
ス
の
種
類
に
つ
い
て
も
述
べ

る
。

参
加
者
に
求
め
ら
れ
る
規
律

一
〇
日
間
コ
ー
ス
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
殺
さ
な
い
・

盗
ま
な
い
・
性
行
為
を
行
わ
な
い1

・
噓
を
つ
か
な
い
・
酒
類

や
麻
薬
類
を
摂
ら
な
い
と
い
う
五
戒
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
行

為
が
条
件
反
応
を
作
る
最
も
強
い
原
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
身
心
の
全
体
に
蓄
積
し
て
い
る
条
件
反
応
を
消
去

す
る
と
い
う
コ
ー
ス
の
目
的
と
正
反
対
の
行
為
と
な
る
た
め

で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
の
心
を
観
察
し
て
い
く
際
に
、
池
の

水
が
波
立
っ
て
い
る
と
池
の
底
が
見
え
な
い
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
行
為
を
行
う
と
心
が
乱
れ
て
、
自
分
の
心
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
理
由
に
よ
っ

て
、
参
加
者
は
一
〇
日
間
沈
黙
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
瞑
想
の
技
術
的
な
こ
と
に
つ
い
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
と
生
活
上
の
問
題
に
つ
い

て
コ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
男
女
別
々
に
生
活
し
、
読
み
書
き
・
宗
教
儀

礼
・
他
の
瞑
想
実
践
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
上
で
、
朝
四
時
か
ら
夜
二
一
時
三
〇
分
ま
で
の
間
に
、

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
一
〇
時
間
程
度
の
瞑
想
を
実
践
す
る
と

と
も
に
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
を
理
解
す
る
た
め
の
講
話
を

毎
日
一
時
間
程
度
聴
く
こ
と
と
な
る
（
表
1
）。

199

マインドフルネス瞑想における身体感覚の重要性  　心のプロセスと瞑想のプロセスの連結環－



瞑
想
の
種
類2

一
〇
日
間
コ
ー
ス
の
最
初
の
三
日
間
は
、
集
中
瞑
想
を
実

践
す
る
。
そ
の
目
的
は
、
心
の
統
御
力
を
高
め
る
こ
と
を
通

じ
て
、
集
中
力
と
観
察
力
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
楽
に
座
り
、
目
と
口
を
閉
じ
て
、
鼻

孔
を
出
入
り
す
る
自
然
な
呼
吸
に
意
識
を
集
中
す
る
。
一
般

的
に
、
集
中
す
る
際
に
は
対
象
が
必
要
と
な
る
が
、
ゴ
エ
ン

カ
式
瞑
想
法
で
は
、
自
然
な
呼
吸
を
対
象
と
す
る
。
呼
吸
を

対
象
と
す
る
の
は
、
呼
吸
が
す
べ
て
の
人
に
共
通
す
る
生
理

現
象
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
自
然
な
呼
吸
を
対
象
と
す

る
の
は
、
呼
吸
が
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
は
た
ら
く
現

象
で
あ
り
、
無
意
識
的
な
呼
吸
を
意
識
的
に
観
察
す
る
こ
と

を
通
じ
て
無
意
識
と
意
識
の
境
界
が
取
り
除
か
れ
て
い
く
た

め
で
あ
る
。
ま
た
、
鼻
孔
を
出
入
り
す
る
呼
吸
を
観
察
す
る

の
は
、
集
中
す
る
対
象
を
狭
め
る
こ
と
で
、
よ
り
集
中
力
を

高
め
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
中
瞑
想
を

実
践
す
る
と
、
呼
吸
に
意
識
を
お
い
て
い
る
段
階
、
呼
吸
か

ら
意
識
が
そ
れ
て
い
る
段
階
、
呼
吸
か
ら
意
識
が
そ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
段
階
、
呼
吸
に
意
識
を
戻
す
段
階
を
繰
り

返
す
こ
と
に
な
る
。
は
じ
め
の
間
は
、
意
識
は
落
ち
着
き
な

く
呼
吸
か
ら
そ
れ
て
い
く
が
、
集
中
瞑
想
を
繰
り
返
し
実
践

す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
呼
吸
に
意
識
を
お
い
て
い
る
時
間
が

長
く
な
り
、
呼
吸
か
ら
意
識
が
そ
れ
た
こ
と
に
早
く
気
づ
け

る
よ
う
に
な
り
、
気
づ
い
た
後
に
呼
吸
に
意
識
を
早
く
戻
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
心

の
統
御
力
が
高
ま
り
、
身
体
の
一
部
に
意
識
を
と
ど
め
る
集

中
力
と
、
そ
こ
で
生
じ
て
い
る
身
体
感
覚
に
気
づ
く
観
察
力

が
養
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
の
七
日
間
は
、
洞
察
瞑
想
を
実
践
す
る
。
洞
察
瞑
想
で

は
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
楽
に
座
り
、
目
と
口
を
閉
じ
て
、
鼻

孔
で
自
然
な
呼
吸
を
し
な
が
ら
、
身
体
に
生
じ
て
く
る
身
体

感
覚
を
観
察
す
る
。
最
初
は
、
頭
か
ら
つ
ま
先
ま
で
順
番
を

決
め
て
、
そ
の
順
番
ど
お
り
に
意
識
を
動
か
し
て
い
く
。
そ

の
際
、
特
定
の
身
体
感
覚
を
追
い
求
め
た
り
避
け
た
り
せ
ず

に
、
意
識
の
範
囲
内
で
生
じ
て
き
た
身
体
感
覚
を
判
断
せ
ず

に
観
察
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
そ
の
身
体
感
覚
に
と
ら
わ

れ
ず
に
次
の
場
所
に
意
識
を
移
動
さ
せ
て
い
く
。
こ
こ
で
重

要
な
こ
と
は
、
必
ず
一
定
の
順
番
で
全
身
に
意
識
を
お
い
て

い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
全
身
の
中
で
感
覚
が
生

じ
て
く
る
順
番
で
意
識
を
お
い
て
い
く
と
、
身
体
感
覚
に
気

づ
く
の
が
苦
手
な
場
所
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
一
定
の
順
番
で
、
感
覚
に
気
づ
き
や
す
い
場
所
も

気
づ
き
に
く
い
場
所
も
留
ま
り
す
ぎ
る
こ
と
な
く
避
け
る
こ

と
な
く
観
察
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
身
体
感
覚
に
気
づ
か
な

か
っ
た
場
所
で
も
身
体
感
覚
に
気
づ
く
よ
う
に
な
り
、
一
度

に
気
づ
く
範
囲
も
大
き
く
な
り
、
一
〇
日
目
に
は
、
全
身
の

身
体
感
覚
に
同
時
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

コ
ー
ス
の
種
類

ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
コ
ー
ス
は
一
〇
日
間
コ
ー
ス
以
外

に
、
一
〇
日
間
コ
ー
ス
と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
講
話
の

内
容
が
経
典
の
講
義
に
な
る
サ
テ
ィ
ー
パ
ッ
タ
ー
ナ
ス
ッ
タ

コ
ー
ス
を
は
じ
め
、
二
〇
日
間
コ
ー
ス
・
三
〇
日
間
コ
ー
ス
・

四
五
日
間
コ
ー
ス
・
六
〇
日
間
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
の
共
通
点
は
、
規
律
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
こ
と
、
実
践
す
る
瞑
想
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
前
半
三
割

が
集
中
瞑
想
で
後
半
七
割
が
洞
察
瞑
想
と
い
う
配
分
が
同
じ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
異
な
る
点
は
、
参
加

条
件
が
異
な
っ
て
い
る
点
と
、
講
話
の
内
容
が
異
な
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
参
加
条
件
は
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
厳
し
く
な
る
が
、
こ
れ
は
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な

る
ほ
ど
、
よ
り
身
心
に
深
く
根
ざ
し
た
条
件
反
応
と
向
き
合

う
た
め
に
、
よ
り
高
い
集
中
力
・
観
察
力
・
平
静
さ
が
必
要

と
な
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
講
話
の
内
容
は
一
〇
日
間
コ

ー
ス
で
は
、
複
雑
な
説
明
を
す
る
と
混
乱
が
生
じ
る
た
め
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス

に
な
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
経
典
に
近
い
説
明
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

3
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
れ
に
対
す
る

瞑
想
の
プ
ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
化

3-

1
　
前
提

本
説
で
は
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
一
〇
日
間
コ
ー
ス
を

中
心
と
し
た
瞑
想
法
・
講
話
・
書
籍
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九
九
︶・

体
験
を
前
提
と
し
て
、
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
瞑

想
の
プ
ロ
セ
ス
を
モ
デ
ル
化
す
る
（
図
1
）。

な
お
、
こ
の
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
瞑
想
の
プ

ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
に
関
す
る
限
界
点
に
つ
い
て
事
前
に
述
べ

て
お
く
。
こ
の
モ
デ
ル
は
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
中
で
も
一

〇
日
間
コ
ー
ス
を
前
提
と
し
て
構
築
す
る
。
こ
の
一
〇
日
間

コ
ー
ス
は
他
の
す
べ
て
の
コ
ー
ス
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
コ

ー
ス
で
は
あ
る
が
、
仏
教
用
語
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
た
初

表１　１日のタイムスケジュール

04:00 起床

04:30-06:30 瞑想

06:30-08:00 朝食・休憩
08:00-09:00 瞑想
09:00-11:00 瞑想
11:00-13:00 昼食・休憩・質問（あれば）
13:00-14:30 瞑想
14:30-15:30 瞑想
15:30-17:00 瞑想
17:00-18:00 ティータイム
18:00-19:00 瞑想
19:00-20:15 講話
20:15-21:00 瞑想
21:00-21:30 質問（あれば）
21:30 就寝
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心
者
で
も
わ
か
り
や
す
い
教
示
法
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
モ
デ
ル
と
伝
統
的
な
上
座
部
仏
教
の
解
釈
と
の
間

に
齟
齬
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
齟
齬
の
原
因
は
、

﹁
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
と
伝
統
的
解
釈
が
異
な
っ
た
立
場
を
と

っ
て
い
る
可
能
性
」﹁
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
の
一
〇
日
間
コ
ー

ス
が
わ
か
り
や
す
い
教
示
法
を
採
用
し
た
こ
と
で
表
面
的
に

異
な
っ
た
立
場
に
見
え
て
い
る
可
能
性
」﹁
筆
者
が
ゴ
エ
ン
カ

式
瞑
想
法
の
一
〇
日
間
コ
ー
ス
を
適
切
に
理
解
し
て
い
な
い

可
能
性
」
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
齟
齬
の
可

能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
齟
齬
を
把
握
す
る
た
め
に
も
こ
の
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3-

2
　
心
の
プ
ロ
セ
ス

人
間
は
、
身
体
と
心
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

心
は
意
識
︵viññāna

︶・
知
覚
︵saññā

︶・
感
覚
︵vedanā

︶・

反
応
︵sankhāra

︶
の
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九
九
︶。
こ
こ
で
プ
ロ
セ
ス
と
表
現
し
て

い
る
の
は
、
身
体
と
心
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
変
化
し

続
け
る
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
身
体
と
心
に
は
、
対
象
と
接
触
す
る
五
つ
の
身
体
の

受
容
器
︵
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
︶
と
一
つ
の
心
の
受
容
器

︵
意
︶
が
あ
る
。
こ
れ
ら
六
つ
の
受
容
器
に
対
象
が
接
触
す
る

と
意
識
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
の
意
識
と
は
、
対
象
と
受
容
器

が
接
触
し
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
で
あ
り
、
対
象
の
識
別
や

価
値
判
断
は
含
ま
れ
な
い
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九
九
︶。
意
識
に

続
い
て
、
知
覚
と
感
覚
が
同
時
に
生
じ
る
。
こ
こ
で
の
知
覚

と
は
、
意
識
が
捉
え
た
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

こ
で
対
象
の
識
別
が
行
わ
れ
る
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九
九
︶。
ま

た
、
こ
こ
で
の
感
覚
と
は
、
対
象
と
受
容
器
が
接
触
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
身
体
感
覚
で
あ
り︵G

oenka, online

︶、
対

象
の
識
別
に
従
っ
て
、
快
・
不
快
・
中
性
の
価
値
判
断
が
行

わ
れ
る
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九
九
︶。
こ
れ
ら
の
快
・
不
快
・
中

性
な
感
覚
に
対
し
て
反
応
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
の
反
応
と
は
、

身
体
感
覚
に
対
す
る
意
思
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
快
に
は
渇

望
が
、
不
快
に
は
嫌
悪
が
、
中
性
に
は
無
関
心
が
対
応
し
、
こ

れ
ら
の
反
応
が
心
の
受
容
器
に
接
触
す
る
こ
と
で
新
た
な
プ

ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の

反
応
に
は
、
意
思
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
生
じ
る
条
件
反
応

も
含
ま
れ
、
こ
の
条
件
反
応
が
身
体
と
心
に
蓄
積
す
る
こ
と

で
、
知
覚
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九

九
︶。以

上
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
B
さ
ん
が
A
さ
ん
の
悪
口
を
言
っ

て
い
る
の
を
A
さ
ん
が
聞
く
と
い
う
例
で
説
明
す
る
。
あ
る

音
が
A
さ
ん
の
耳
に
接
す
る
と
、
ま
ず
そ
の
こ
と
に
気
づ
く

︵
意
識
︶。
そ
の
音
が
B
さ
ん
に
よ
る
A
さ
ん
の
悪
口
で
あ
り

好
ま
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
と
識
別
さ
れ
る
と
︵
知
覚
︶、
意

識
に
続
い
て
生
じ
て
い
た
身
体
感
覚
が
不
快
な
身
体
感
覚
と

な
る
︵
感
覚
︶。
そ
の
不
快
な
身
体
感
覚
に
対
し
て
嫌
悪
し
、

そ
れ
を
聞
き
た
く
な
い
・
や
め
さ
せ
た
い
と
い
っ
た
意
思
が

は
た
ら
く
︵
反
応
︶。
そ
の
意
思
が
心
の
受
容
器
に
接
す
る
こ

と
で
不
快
な
身
体
感
覚
と
嫌
悪
が
増
幅
さ
れ
て
い
く
と
と
も

に
、
そ
れ
が
条
件
反
応
と
し
て
身
体
と
心
に
蓄
積
さ
れ
る
︵
反

応
︶。
そ
の
後
別
の
日
に
、
B
さ
ん
が
誰
か
と
話
し
て
い
る
の

を
A
さ
ん
が
聞
い
た
時
に
、
蓄
積
さ
れ
た
条
件
反
応
が
知
覚

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
た
だ
の
話
し
声
を
好
ま
し
く
な
い
も
の

で
あ
る
と
識
別
し
、
身
体
感
覚
が
不
快
な
身
体
感
覚
と
な
り
、

そ
れ
を
聞
き
た
く
な
い
・
や
め
さ
せ
た
い
と
い
っ
た
意
思
が

は
た
ら
く
と
と
も
に
、
そ
れ
が
条
件
反
応
と
し
て
さ
ら
に
身

体
と
心
に
蓄
積
さ
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
で
、
A
さ
ん
は
、
B
さ
ん
の
声
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
B

さ
ん
を
見
た
だ
け
で
も
、
あ
る
い
は
B
さ
ん
の
こ
と
を
考
え

た
だ
け
で
も
不
快
な
身
体
感
覚
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
、
意
識
・
知
覚
・
感
覚
は
、
対
象

が
受
容
器
に
接
す
る
と
受
動
的
に
生
じ
る
。
一
方
、
反
応
は

意
思
の
は
た
ら
き
で
あ
り
能
動
的
に
生
じ
る
。
こ
の
能
動
的

に
生
じ
た
小
さ
な
渇
望
や
嫌
悪
が
繰
り
返
し
蓄
積
さ
れ
て
い

く
と
、
プ
ロ
セ
ス
は
固
着
し
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
固
着
し
パ
タ
ー
ン
化
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
自
分

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
る
と
執
着
す
る
こ
と
が
苦
の

原
因
と
な
る
の
で
あ
る
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九
九
︶。

苦
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
セ
ス
を
止
め
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
意
識
・
知
覚
・
感
覚
は
受
動
的
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
り
、
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
能
動
的

な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
反
応
を
止
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
反
応
を
止
め
る
た
め
に
重
要
な
要
素
と
な
る
の
が
身
体
感

覚
で
あ
る
。
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
で
は
、
は
じ
め
に
集
中
瞑

智慧

意識

感
覚

知
覚

反応

基礎

理解

洞察

心の受容器（1つ）
身体の受容器（5つ）

内部対象
外部対象

発生

蓄積
条件
反応

条件
反応

条件
反応影響

接触

浮上

影響

無常
無我
苦

渇望
嫌悪
無関心

快
不快
中性洞察瞑想→平静さ

集中瞑想→気づき

瞑想のプロセス 心のプロセス

図1　心のプロセスと瞑想のプロセス　ゴエンカ式瞑想法の10日間コースを中心とした瞑
想・講話・書籍・体験を前提として筆者が構築した。
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想
に
よ
っ
て
集
中
力
と
観
察
力
を
高
め
る
こ
と
で
身
体
感
覚

に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
上
で
身
体
感
覚
を
利
用
し

て
、
洞
察
瞑
想
に
よ
っ
て
平
静
さ
を
養
う
こ
と
で
、
反
応
が

徐
々
に
弱
ま
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想

法
が
身
体
感
覚
を
重
視
し
て
い
る
理
由
を
述
べ
た
上
で
、
集

中
瞑
想
と
洞
察
瞑
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
。

3-

3
　
身
体
感
覚
の
重
要
性

洞
察
瞑
想
の
対
象
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
身
体
と
そ
こ

に
含
ま
れ
る
身
体
感
覚
、
心
と
そ
こ
に
含
ま
れ
る
心
所3

の
四

種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想

法
で
は
、
特
に
身
体
感
覚
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
渇
望
や
嫌
悪
は
身
体
感
覚
に
対
し
て

生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
渇
望
や
嫌
悪
を
止
め
る
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る

身
体
感
覚
そ
の
も
の
、
身
体
感
覚
か
ら
ど
の
よ
う
に
渇
望
や

嫌
悪
が
生
じ
て
い
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
渇
望
や
嫌
悪
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
体
験
的
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
︵G

oenka, online

︶。
二
つ
目
は
、
身
体
感

覚
の
観
察
を
通
じ
て
、
身
体
と
心
と
心
所
の
観
察
が
可
能
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
身
体

感
覚
は
身
体
の
枠
組
み
で
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
心
所

は
心
の
枠
組
み
で
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

身
体
感
覚
と
心
所
は
表
裏
一
体
の
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
身
体
感
覚
を

観
察
す
る
こ
と
は
、
身
体
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
で
も
あ

り
、
表
裏
一
体
の
心
所
や
そ
れ
を
含
む
心
を
観
察
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
心
や
心
所
を
無
視
・
軽
視
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
は
あ
る
が
ま
ま
に
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時
に
生
じ
て

い
る
身
体
感
覚
を
観
察
の
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
︵G

oenka, online

︶。

こ
こ
で
、
身
体
感
覚
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
黒
板
に

爪
を
た
て
て
生
じ
た
音
の
例
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
ま
ず
は
、

黒
板
に
爪
を
た
て
て
生
じ
た
音
を
聞
い
た
場
面
を
想
像
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
音
を
聞
く
と
、
多
く
の
人
が

下
腹
部
や
背
筋
に
不
快
な
感
覚
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
音
が
聴
覚
に
接
触
し
た
際
に

生
じ
る
鼓
膜
の
振
動
だ
け
を
身
体
感
覚
と
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
音
が
識
別
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
下

腹
部
あ
た
り
の
不
快
な
感
覚
も
身
体
感
覚
と
言
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
不
快
な
身
体
感
覚
を
下
腹
部

に
感
じ
る
人
も
い
れ
ば
、
背
筋
に
感
じ
る
人
も
い
る
が
、
同

じ
人
に
限
っ
て
言
え
ば
、
何
回
そ
の
音
を
聞
い
て
も
だ
い
た

い
同
じ
場
所
に
不
快
な
身
体
感
覚
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
い
つ
も
同
じ
場
所
で
感
じ
る
身
体
感

覚
に
対
し
て
嫌
悪
が
生
じ
、
そ
れ
が
そ
の
身
体
部
分
に
蓄
積

す
る
こ
と
で
、
固
着
し
パ
タ
ー
ン
化
し
た
プ
ロ
セ
ス
が
形
成

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
際
に
そ
の
音
を
聞
い

た
場
合
だ
け
で
な
く
、
そ
の
音
を
想
像
し
た
だ
け
で
も
、
や

は
り
同
じ
場
所
に
不
快
な
身
体
感
覚
を
感
じ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
外
部
の
対
象
が
身
体
の
受
容
器
︵
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
・
身
︶
に
接
触
し
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
想
像
や

思
考
と
い
っ
た
内
部
の
対
象
が
心
の
受
容
器
︵
意
︶
に
接
触

し
た
場
合
に
も
、
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

3-

4
　
集
中
瞑
想
の
プ
ロ
セ
ス

こ
の
よ
う
な
身
体
感
覚
に
気
づ
か
な
い
う
ち
は
そ
の
身
体

感
覚
に
対
し
て
無
意
識
的
に
反
応
を
繰
り
返
し
、
プ
ロ
セ
ス

が
固
着
し
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
固
着
し
パ
タ
ー
ン
化
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
止
め
る
た
め
に
は
、

ま
ず
身
体
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
︵
ハ
ー
ト
、
一

九
九
九
︶。
例
え
ば
、
寝
て
い
る
間
に
蚊
に
刺
さ
れ
る
と
、
寝

な
が
ら
刺
さ
れ
た
部
位
を
搔
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
意

識
的
に
は
身
体
感
覚
に
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
無
意
識
的
に

は
身
体
感
覚
に
気
づ
い
て
お
り
、
そ
の
身
体
感
覚
に
対
す
る

反
応
が
生
じ
る
と
と
も
に
自
動
的
に
搔
く
と
い
う
行
為
が
生

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
体
感
覚
に
意
識
的
に
気
づ
か

な
い
間
は
、
固
着
し
パ
タ
ー
ン
化
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
、

そ
の
身
体
感
覚
に
自
動
的
に
反
応
し
行
為
が
生
じ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
閾
下
の
刺
激
が
強
い
影
響
を
も
つ
こ

と
を
示
唆
す
る
認
知
心
理
学
の
研
究
が
あ
る
︵Tsushim

a et al., 

2006

︶。
こ
の
研
究
で
は
、
背
景
で
多
数
の
ド
ッ
ト
が
動
い
て

い
る
間
に
、
画
面
中
央
に
六
つ
の
文
字
と
二
つ
の
数
字
が
順

番
に
高
速
で
呈
示
さ
れ
、
呈
示
さ
れ
た
二
つ
の
数
字
を
回
答

さ
せ
る
と
い
う
課
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
図
2
）。
こ
の
背

景
で
動
く
ド
ッ
ト
は
、
総
ド
ッ
ト
数
に
対
し
て
一
定
数
が
同

じ
方
向
に
動
く
割
合
で
あ
る
一
致
率
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
ド
ッ
ト
の
み
を
呈
示
し
て
、
一
致
率
を
〇
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
ど

の
方
向
に
動
い
て
い
る
か
を
実
験
参
加
者
に
回
答
さ
せ
た
と

図2　「刺激」（Tsushima et al., (2006)より抜粋）：背
景で多数のドットが動いている間に、画面中央に6つの
文字と2つの数字が順番に高速で呈示される。矢印はド
ットの動く向きを表している。
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こ
ろ
、
一
致
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
が
閾
下
、
す
な
わ
ち
意

識
的
に
は
同
じ
方
向
に
動
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ

た
。
ま
た
そ
の
際
の
脳
活
動
を

f
M
R
I
で
測
定
し
た
と
こ

ろ
、
視
覚
野
︵M

T

＋
︶
で
は
、
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
て
五

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
有
意
に
活
性
が
上
昇
し
て
い
た
（
図
3

︵
A
︶Relevant fM

R
I

）。
こ
の
よ
う
な
ド
ッ
ト
を
背
景
と
し
て
、

一
致
率
を
条
件
︵
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
・
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
︶
と
し
て
、
画
面
中
央
の
数
字

を
回
答
さ
せ
る
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
差
が
生
じ
な
か
っ
た
が
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
有
意
に
低
下
し
た
（
図
3
︵
A
︶Perform

ance

）。

ま
た
そ
の
際
の
脳
活
動
を

f
M
R
I
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

視
覚
野
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
活
性
が
有
意
に
上
昇
し
て
い

た
（
図
3
︵
A
︶Irrelevant fM

R
I

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
適

切
な
行
動
や
課
題
無
関
連
刺
激
を
抑
制
す
る
外
側
前
頭
前
野

︵LPFC

︶
は
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
て
、
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
活
性
が
有
意
に
上
昇

し
て
い
た
（
図
3
︵
B
︶Irrelevant fM

R
I

）。
こ
れ
ら
の
結
果

か
ら
、
閾
下
刺
激
と
な
る
五
パ
ー
セ
ン
ト
条
件
で
は
、
同
じ

方
向
に
動
く
ド
ッ
ト
に
対
し
て
、
視
覚
野
で
は
刺
激
と
し
て

検
出
さ
れ
て
認
知
資
源
が
割
り
当
て
ら
れ
る
が
、
外
側
前
頭

前
野
で
は
刺
激
と
し
て
検
出
で
き
な
い
た
め
に
抑
制
機
能
が

働
か
ず
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

︵Tsushim
a et al., 2006

︶。
こ
の
研
究
か
ら
も
、
気
づ
け
る
刺
激

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
気
づ
け
な
い
刺

激
に
は
自
動
的
に
反
応
し
て
し
ま
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
、
身

体
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
身
体
感
覚
に
気
づ
く
た
め
に
三
日
間
の
集
中
瞑
想
を

実
践
す
る
こ
と
と
な
る
。
集
中
瞑
想
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
心

の
統
御
力
が
高
ま
り
、
身
体
の
一
部
に
意
識
を
と
ど
め
る
集

中
力
と
、
そ
こ
で
生
じ
て
い
る
身
体
感
覚
に
気
づ
く
観
察
力

が
養
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

3-

5
　
洞
察
瞑
想
の
プ
ロ
セ
ス

身
体
感
覚
に
気
づ
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
し
か
し
身
体

感
覚
に
対
す
る
反
応
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、

先
ほ
ど
の
例
で
、
今
度
は
起
き
て
い
る
と
き
に
蚊
に
刺
さ
れ

る
と
、
刺
さ
れ
た
部
位
の
身
体
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
は
で
き

る
。
そ
の
た
め
自
動
的
に
搔
く
と
い
う
身
体
の
行
為
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
身
体
感
覚
に
対
す
る
嫌
悪
で
あ

る
心
の
反
応
は
ま
だ
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
身
体

感
覚
に
対
す
る
心
の
反
応
を
止
め
る
た
め
に
は
、
気
づ
い
た

身
体
感
覚
に
対
す
る
平
静
さ
が
重
要
と
な
る
︵
ハ
ー
ト
、
一
九

九
九
︶。
平
静
さ
と
は
、
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入

れ
る
心
の
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
平
静
さ
は
、
ゴ
エ
ン

カ
式
瞑
想
法
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
そ
し

て
、
集
中
力
や
観
察
力
と
比
べ
る
と
漠
然
と
し
た
概
念
で
あ

る
た
め
わ
か
り
に
く
い
が
、
こ
の
平
静
さ
も
訓
練
次
第
で
、
そ

の
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
勉
強
を
し

て
い
る
と
き
に
、
車
が
走
る
音
が
聞
こ
え
て
も
平
静
な
気
持

ち
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
集
中
で
き
る
。
し
か

し
、
工
事
現
場
が
で
き
て
ト
ラ
ッ
ク
が
走
る
音
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
る
と
平
静
な
気
持
ち
が
維
持
で
き
な
く
な
り
勉
強

に
集
中
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
平
静

さ
に
も
閾
値
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
ゴ
エ
ン
カ
式

瞑
想
法
で
は
そ
れ
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
平
静
さ
の
閾
値
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
七

日
間
の
洞
察
瞑
想
を
実
践
す
る
こ
と
と
な
る
。
洞
察
瞑
想
を

実
践
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
多
く
の
身
体
感
覚
に
気
づ
け
る

よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
全
身
の
身
体
感
覚
に
同
時
に
気

づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
洞
察
瞑
想
で
重
要
な

こ
と
は
、
す
べ
て
の
身
体
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
で
は
な
く
、
気

づ
い
た
身
体
感
覚
を
利
用
し
て
平
静
さ
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
平
静
さ
を
養
う
た
め
に
は
、
自
ら
の
身
体
の
枠
組
み
の

中
で
身
体
感
覚
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
無
常
・
無
我
・

苦
を
一
つ
ず
つ
理
解
し
、
智
慧
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
仏
教
の
智
慧
は
、
聞
い
た
智
慧
・
考
え
た
智
慧
・
体

験
し
た
智
慧
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
聞
い
た
智
慧
は
、
本

を
読
ん
だ
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
て
人
か
ら
借
り
た
智
慧
で

あ
る
。
考
え
た
智
慧
は
、
本
を
読
ん
だ
り
、
話
を
聞
い
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
自
分
の
頭
の
中
で
検
証
し
て
理

解
し
た
智
慧
で
あ
る
。
体
験
し
た
智
慧
は
、
自
分
で
体
験
の

中
で
検
証
し
て
理
解
し
た
智
慧
で
あ
る
。
仏
教
で
は
、
こ
の

三
つ
の
智
慧
の
中
で
、
体
験
し
た
智
慧
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
体
験
し
た
智
慧
を
積
み
重
ね
る

図3　「実験結果」（Tsushima et al., (2006)より抜粋）：（A）上から順に、ドットのみを
呈示した時のMT＋のBOLD信号（Relevant fMRI）、ドットを背景とした課題時のMT
＋のBOLD信号（Irrelevant fMRI）、ドットを背景とした課題時のパフォーマンスを示し
ている。（B）上から順に、ドットを背景とした課題時のLPFCのBOLD信号（Irrelevant 
fMRI）、ドットのみを呈示した時のLPFCのBOLD信号（Relevant fMRI）を示している。
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た
め
に
、
洞
察
瞑
想
で
は
身
体
感
覚
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。

身
体
感
覚
を
観
察
す
る
と
、
ど
の
身
体
感
覚
も
生
じ
て
は
消

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
体
験
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
か
ら
無
常
の
智
慧
が
一
つ
ず
つ
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
身
体
感
覚
が
心
地
悪
い

場
合
に
意
図
的
に
消
そ
う
と
し
て
も
消
え
ず
、
そ
れ
ら
の
身

体
感
覚
が
心
地
よ
い
場
合
に
意
図
的
に
持
続
さ
せ
よ
う
と
し

て
も
持
続
し
な
い
こ
と
を
体
験
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
は
自
分
で
は
な

い
と
考
え
る
と
、
ど
の
身
体
感
覚
も
自
分
で
は
な
い
こ
と
を

体
験
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
無
我
の
智

慧
が
一
つ
ず
つ
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
よ
う
な
変
化
し
続
け
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
に

執
着
を
し
て
振
り
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
体
験
的
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
苦
の
智
慧
が
一
つ
ず
つ
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
体
感
覚
の

体
験
的
理
解
に
基
づ
い
て
、
無
常
・
無
我
・
苦
に
関
す
る
智

慧
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
智
慧
が
基
礎
と
な

っ
て
、
平
静
さ
が
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
蚊
に

刺
さ
れ
て
痒
み
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
痒
み
が
し
ば
ら
く

す
れ
ば
消
え
る
こ
と
を
体
験
的
に
理
解
し
て
お
り
、
ま
た
今

こ
の
瞬
間
に
痒
み
を
消
そ
う
と
し
て
も
消
そ
う
と
し
な
く
て

も
今
は
消
え
な
い
し
、
消
そ
う
と
し
て
も
消
そ
う
と
し
な
く

て
も
い
ず
れ
は
消
え
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
イ
ラ
イ
ラ
し

て
も
し
な
く
て
も
そ
の
結
果
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
体
験
的

に
理
解
し
て
い
る
こ
と
で
、
今
こ
の
瞬
間
に
消
そ
う
と
し
た

り
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
平
静
さ
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
平
静
さ
の
神
経
活
動
を
示
唆
し
て
い

る
認
知
心
理
学
の
研
究
が
あ
る
︵Taylor et al., 2011

︶。
瞑
想
の

初
心
者
群
と
熟
練
者
群
を
対
象
と
し
て
、
通
常
時
と
瞑
想
時

の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
感
情
を
喚
起
さ
せ
る
写
真
を
呈
示
し
、
覚

醒
度
を
自
己
評
定
さ
せ
る
と
と
も
に
神
経
活
動
を
測
定
す
る

と
い
う
課
題
で
あ
る
。
自
己
評
定
で
は
、
初
心
者
と
熟
練
者

の
間
に
差
は
な
く
、
全
体
と
し
て
通
常
時
よ
り
も
瞑
想
時
の

ほ
う
が
、
覚
醒
度
が
有
意
に
低
下
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
か

ら
は
ど
ち
ら
の
群
で
も
、
瞑
想
に
は
感
情
調
整
機
能
が
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
た
。
し
か
し
神
経
活
動
で
は
、
初
心
者
群

は
通
常
時
と
比
べ
て
瞑
想
時
に
、
左
の
扁
桃
帯
の
活
性
が
低

下
す
る
と
と
も
に
内
側
前
頭
葉
の
活
性
が
上
昇
し
て
い
た
の

に
対
し
て
、
熟
練
者
群
は
通
常
時
と
比
べ
て
瞑
想
時
に
、
左

の
扁
桃
帯
の
活
性
に
差
が
な
い
一
方
で
内
側
前
頭
葉
の
活
性

は
低
下
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
初
心
者
群
は
抑
制

機
能
の
あ
る
内
側
前
頭
葉
の
活
性
を
高
め
て
感
情
に
関
連
す

る
左
の
扁
桃
体
の
活
性
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
感
情
を
調
整

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
一
方
、
熟
練
者
群
は
感
情

に
関
連
す
る
左
の
扁
桃
体
の
活
性
を
抑
制
す
る
こ
と
な
く
反

芻
や
内
省
に
関
連
す
る
内
側
前
頭
葉
の
活
性
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
で
、
感
情
を
調
整
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
︵Taylor et 

al., 2011

︶。
す
な
わ
ち
、
熟
練
者
群
は
、
感
情
が
生
じ
て
も
そ

れ
を
抑
制
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
生
じ
た
も
の
は
生
じ
た

も
の
と
し
て
受
け
入
れ
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
判

断
を
下
さ
な
い
平
静
さ
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

3-

6
　
条
件
反
応
の
消
去

以
上
の
よ
う
に
、
身
体
感
覚
に
気
づ
き
平
静
で
あ
る
と
、

徐
々
に
新
た
な
反
応
が
減
少
し
て
い
き
、
プ
ロ
セ
ス
が
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
も
減
少
し
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、

反
応
に
よ
っ
て
生
じ
る
プ
ロ
セ
ス
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
新
た
な
反
応
が
生
じ
な
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
過
去
に
生
じ
た
条
件
反
応
が
身
体
と
心
に
蓄
積
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
心
は
そ
の
連
続
性
を
保
つ
た
め
に
、
常
に

反
応
を
生
じ
さ
せ
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
外
部
の
対
象
と
身

体
の
受
容
器
の
接
触
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
反
応
が
な
く
な

る
と
、
今
度
は
、
過
去
に
蓄
積
し
た
条
件
反
応
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
て
、
内
部
の
対
象
と
し
て
心
の
受
容
器
と
接
触
し
、

同
じ
よ
う
に
意
識
・
知
覚
・
感
覚
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
感
覚
は
過
去
に
そ
の
条
件
反
応
を
蓄
積
し
た
際
に
生
じ
て

い
た
身
体
感
覚
と
同
じ
身
体
感
覚
で
あ
り
、
こ
の
身
体
感
覚

に
気
づ
か
ず
に
自
動
的
に
反
応
す
る
と
そ
の
条
件
反
応
は
強

化
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
身
体
感
覚
に
気
づ
き
平
静
で
あ
る

と
徐
々
に
新
た
な
反
応
が
減
少
し
て
い
き
、
条
件
反
応
が
消

去
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︵
ハ
ー
ト
、
一
九
九
九
︶。

実
際
、
瞑
想
者
の
体
験
談
で
は
、
こ
の
よ
う
な
段
階
で
さ

ま
ざ
ま
な
感
情
・
思
考
・
眠
気
・
幻
覚
な
ど
が
で
て
き
て
、
そ

れ
ま
で
う
ま
く
行
え
て
い
た
瞑
想
が
う
ま
く
行
え
な
く
な
る

こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
反
応
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
心
の
受
容
器
に
接
触
し
て
新
た
な
プ

ロ
セ
ス
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
だ
認
知

心
理
学
の
研
究
で
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
瞑
想
実
践
者
の
体
験
と
、
認
知
心
理
学
の
研
究
で
行
わ

れ
た
感
覚
遮
断
実
験
︵Bexton et al., 1954

︶
の
実
験
参
加
者
の

体
験
に
は
興
味
深
い
共
通
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
感
覚

遮
断
実
験
は
、
人
間
が
正
常
に
変
化
す
る
環
境
と
そ
れ
に
よ

っ
て
喚
起
さ
れ
る
精
神
活
動
に
ど
の
程
度
依
存
し
て
い
る
か

を
調
べ
る
実
験
で
あ
る
。
実
験
参
加
者
は
体
性
感
覚
・
視

覚
・
聴
覚
が
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い

た
。
そ
の
結
果
、
実
験
参
加
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
幻
覚
を
体
験

し
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
数
日
で
実
験
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
瞑
想
実
践
者
も
実
験
参
加
者
も
ど
ち

ら
も
外
部
刺
激
に
対
し
て
反
応
を
し
な
い
と
い
う
点
と
、
そ

の
後
に
内
部
刺
激
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
瞑
想
実
践
者
は
外
部
刺
激
に

よ
っ
て
生
じ
る
身
体
感
覚
を
用
い
て
平
静
さ
を
養
っ
て
い
た

た
め
に
、
内
部
刺
激
に
対
し
て
も
平
静
さ
を
維
持
で
き
た
が
、
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実
験
参
加
者
は
そ
の
よ
う
な
平
静
さ
を
養
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
内
部
刺
激
に
耐
え
ら
れ
な
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

3-

7
　
コ
ー
ス
で
の
瞑
想
と
日
常
で
の
瞑
想

以
上
で
説
明
し
て
き
た
条
件
反
応
の
消
去
は
主
に
一
〇
日

間
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
こ
と
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
一
回
の
コ
ー
ス
で
す
べ
て
の
条
件
反
応
を
消
去
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、
コ
ー
ス
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
深
く
根

付
い
た
条
件
反
応
を
消
去
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
心
を
タ
マ
ネ
ギ

の
よ
う
に
複
数
の
層
か
ら
で
き
て
い
る
と
仮
定
す
る
（
図
4
）。

一
回
目
の
一
〇
日
間
コ
ー
ス
で
、
集
中
瞑
想
を
三
日
間
実
践

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
レ
ベ
ル
1
の
層
の
身
体
感
覚
を
観
察

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
洞
察
瞑
想
を
七
日
間
実
践
す

る
間
に
、
そ
の
レ
ベ
ル
1
の
層
で
気
づ
い
た
身
体
感
覚
を
利

用
し
て
平
静
さ
を
養
う
。
そ
う
す
る
間
に
、
平
静
さ
の
レ
ベ

ル
が
2
に
あ
が
る
。
次
の
一
〇
日
間
コ
ー
ス
で
、
ま
た
集
中

瞑
想
を
三
日
間
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
度
は
前
よ
り

も
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
2
の
層
の
身
体
感
覚
を
観
察
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
洞
察
瞑
想
を
七
日
間
実
践
す
る
間

に
、
そ
の
レ
ベ
ル
2
の
層
で
気
づ
い
た
身
体
感
覚
を
利
用
し

て
平
静
さ
を
養
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
2

の
層
で
気
づ
く
身
体
感
覚
は
レ
ベ
ル
1
の
層
で
気
づ
い
た
身

体
感
覚
よ
り
も
平
静
さ
を
保
つ
の
が
難
し
い
も
の
が
多
く
な

る
が
、
一
回
目
の
一
〇
日
間
コ
ー
ス
で
平
静
さ
の
レ
ベ
ル
を

2
に
あ
げ
て
い
る
の
で
こ
の
レ
ベ
ル
2
の
層
の
身
体
感
覚
と

も
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
す
る
間
に
、

平
静
さ
の
レ
ベ
ル
が
3
に
あ
が
る
の
で
あ
る
。
ゴ
エ
ン
カ
式

瞑
想
法
で
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
の
一
つ
は
、
身
体

の
一
カ
所
に
意
識
を
置
き
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
タ

マ
ネ
ギ
に
針
を
突
き
刺
す
よ
う
な
も
の
で
、
平
静
さ
の
レ
ベ

ル
が
2
し
か
な
い
の
に
、
い
き
な
り
奥
深
く
の
身
体
感
覚
に

直
面
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に

二
〇
日
間
コ
ー
ス
や
三
〇
日
間
コ
ー
ス
で
は
、
集
中
瞑
想
だ

け
で
六
日
間
や
九
日
間
が
費
や
さ
れ
、
そ
の
あ
い
だ
に
よ
り

深
い
層
の
身
体
感
覚
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
深
い
層
の
身
体
感
覚
と
向
き
合
う
た
め
に
は
、
高
い
レ
ベ

ル
の
平
静
さ
が
必
要
と
な
る
た
め
に
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
で
は

参
加
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

各
コ
ー
ス
で
の
瞑
想
は
ふ
だ
ん
気
づ
い
て
い
る
層
よ
り
も

深
い
層
ま
で
入
っ
て
い
っ
て
、
条
件
反
応
の
消
去
が
行
わ
れ

る
の
に
対
し
て
、
日
常
で
の
瞑
想
で
は
、
条
件
反
応
の
消
去

は
そ
れ
ほ
ど
行
わ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
日
常
で
は
一
日

二
時
間
の
瞑
想
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
瞑
想
を
実
践
し
て

い
な
い
と
き
も
常
に
身
体
感
覚
を
感
じ
続
け
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
感
覚
に
気
づ
い

て
い
る
層
で
新
た
な
条
件
反
応
を
蓄
積
す
る
こ
と
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
日

常
生
活
で
身
体
感
覚
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
五
戒
を

守
る
こ
と
の
重
要
性
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

な
ぜ
な
ら
、
殺
す
・
盗
む
・
誤
っ
た
性
行
為
を
行
う
・
噓
を

つ
く
・
酒
類
や
麻
薬
類
を
摂
る
と
い
う
五
つ
の
行
為
が
、
最

も
強
い
条
件
反
応
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
体
験
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

4
お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
瞑
想
の
プ
ロ
セ
ス
を

ま
と
め
る
。
心
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
意
識
・
知
覚
・
感
覚
・
反

応
の
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
部
・
外

部
の
対
象
が
六
つ
の
受
容
器
に
接
触
す
る
こ
と
で
プ
ロ
セ
ス

が
始
ま
り
、
反
応
が
生
じ
る
こ
と
で
プ
ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ

れ
て
固
着
し
パ
タ
ー
ン
化
す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
止
め
る

た
め
に
、
身
体
感
覚
が
利
用
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
集
中
瞑
想

を
実
践
す
る
こ
と
で
身
体
感
覚
に
気
づ
く
た
め
の
集
中
力
と

観
察
力
が
養
わ
れ
る
。
次
に
洞
察
瞑
想
を
実
践
す
る
こ
と
で

全
身
の
身
体
感
覚
に
同
時
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
こ
の
身
体
感
覚
を
利
用
し
て
、
無
常
・
無
我
・
苦
を

体
験
的
に
理
解
す
る
こ
と
で
平
静
さ
が
養
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
身
体
感
覚
に
気
づ
き
平
静
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
新
た
な
反
応
が
減
少
し
て
い
き
、
過
去

に
蓄
積
し
た
条
件
反
応
が
浮
か
ん
で
く
る
。
さ
ら
に
、
条
件

反
応
に
よ
っ
て
生
じ
る
身
体
感
覚
に
気
づ
き
平
静
さ
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
条
件
反
応
が
消
去
さ
れ
て

い
く
。

こ
の
よ
う
な
心
の
プ
ロ
セ
ス
と
瞑
想
の
プ
ロ
セ
ス
を
モ
デ

ル
化
す
る
と
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
目
的
が
条
件
反

応
の
消
去
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
ま
た
身
体
感
覚
が

両
者
の
連
結
環
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
明
確
に
な

る
。
し
か
し
、
現
在
の
瞑
想
研
究
で
は
、
ま
だ
条
件
反
応
の

消
去
と
身
体
感
覚
の
関
係
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
進

図4　コースでの段階的な瞑想と日常での瞑想の違い
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ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
後
は
こ
の
点
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注1
　
コ
ー
ス
で
は
﹁
性
行
為
を
行
わ
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

在
家
者
の
日
常
で
は
﹁
誤
っ
た
性
行
為
を
行
わ
な
い
」
と
な

っ
て
い
る
。

2
　
ゴ
エ
ン
カ
式
瞑
想
法
で
は
、
一
〇
日
目
に
慈
悲
の
瞑
想
も
実

践
す
る
。
こ
の
瞑
想
は
一
〇
日
間
コ
ー
ス
に
お
い
て
非
常
に

重
要
な
瞑
想
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
省
略
す
る
。

3
　
心
に
属
す
る
作
用
や
特
性
の
こ
と
。
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新
し
い
神
経
現
象
学
に
向
け
て1

現
象
学
は
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
つ
い
て
の
新
し
い
研

究
書
の
影
響
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
身
体
哲
学
の
な
か
で
有
力
な

枠
組
み
に
な
っ
て
い
る
。エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ド
・
サ
ン
ト
ベ
ー
ル

︵Saint-A
ubert, 2006

︶が
、ル
ノ
ー
・
バ
ル
バ
ラ
ス︵Barbaras, 1991

︶

の
後
を
受
け
て
、
知
覚
の
現
象
学
と
主
観
性
に
つ
い
て
の
議

論
を
進
展
さ
せ
た
こ
と
で
、
新
し
い
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
他
者
の
世
界
と
の
関
係
に
お
け
る

身
体
図
式
へ
の
関
心
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
研
究
書
が
明
ら
か

に
し
た
の
は
、
知
覚
と
い
う
も
の
が
、
生
け
る
身
体
︵living 

body

︶
と
い
う
氷
山
の
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
き
ら
れ
た
身
体
︵lived body

︶
に
つ

い
て
の
意
識
は
、
知
覚
で
き
る
水
準
で
あ
る
。
主
観
な
る
も

の
は
、
意
識
で
捉
え
る
感
覚
の
内
容
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ

と
は
で
き
る
が
、
そ
の
感
覚
の
前
に
は
、
生
け
る
身
体
の
下

に
あ
っ
て
暗
黙
的
な
も
の
が
潜
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
メ

ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
こ
の

前
︲
活
動
と
い
う
生
け
る
身
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

初
期
の
会
議
録
﹁
知
覚
の
優
位
」︵
一
九
三
四
年
︶
に
お
い
て

だ
け
で
な
く
、
処
女
作
﹃
行
動
の
構
造
﹄︵
一
九
四
二
年
︶
に

お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
神
経
哲
学
に
よ
る
脳
活
動
の
研
究
は
、

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
哲
学
的
命
題
を
確
認
す
る
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
も
し
P
・
S
・
チ
ャ
ー
チ
ラ
ン
ド
︵
一
九
八
〇
︶
の

神
経
哲
学
が
古
典
的
概
念
で
の
消
去
主
義
︵elim

inativism
︶

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
意
識
と
い
う
概
念
は
脳
の
状
態
を

神
経
学
的
に
描
写
す
る
こ
と
で
説
明
が
つ
く
と
い
う
こ
と
に

な
る2

。
神
経
哲
学
の
系
譜
を
読
み
解
け
ば
︵A

ndrieu, 1998

︶、

一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
が
身
体
の
哲
学
に
と
っ
て
き

わ
め
て
還
元
主
義
的
な
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
身

体
に
お
け
る
相
互
作
用
が
神
経
的
な
情
報
処
理
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
身
体
は
、
哲
学
の
自
然
化
と
い
う

企
て
に
お
い
て
、
い
ま
だ
生
態
学
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
な
か
に

な
か
っ
た
。
電
気
生
理
学
と
生
化
学
は
身
体
的
行
動
の
描
写

の
た
め
の
二
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
。

一
方
、
可
塑
性
︵plasticity

︶
や
弾
性
︵resilience

︶
に
つ
い

て
、
一
九
七
〇
年
代
中
盤
、
新
た
な
代
替
案
が
生
ま
れ
た
。

ギ
ブ
ソ
ン
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
︵G

ibson, 1977, 1979

︶
に
よ
っ

て
、
情
報
に
関
す
る
文
脈
と
生
主
観
的
身
体
化
︵biosubjective 

incorporation: A
ndrieu, 2007

︶
に
着
眼
し
た
こ
と
に
は
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
現
象
学
的
﹁Leib

」
の
概
念
が
科
学

現
象
学
か
ら
顕
現
学
へ
―
一
九
九
〇
年
以
降
フ
ラ
ン
ス

哲
学
に
お
け
る「
生
け
る
身
体living body

」の
誕
生

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
︵Bernard A

ndrieu

︶

ル
ー
ア
ン
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
活
動
研
究
所
教
授

︵Rouen U
niversity, C

entre d ’Etudes des Transform
ations des A

ctivités Physiques et Sportives

︶

訳
・
奥
井
遼

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
上
廣
こ
こ
ろ
学
研
究
部
門
特
定
研
究
員
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的
に
検
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

ド
・
サ
ン
ト
ベ
ー
ル
︵Saint-A

ubert, 2004

︶
は
一
九
四
五
年

か
ら
一
九
五
一
年
ま
で
の
間
に
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
がLeib

とKörper
と
の
間
の
差
異
に
基
づ
い
て
身
体
の
哲
学
を
構
築

し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
純
粋
な
現
象
学
的
概
念
と
し
て
、

﹁Leib

」
は
世
界
と
の
相
互
作
用
に
お
け
る
身
体
の
主
観
的
活

動
を
意
味
し
て
お
り
、
器
官
の
よ
う
な
﹁Körper

」
の
客
観

的
機
能
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
は
、
神
経
科
学
と

の
学
際
研
究
に
つ
い
て
の
現
象
学
の
新
た
な
定
義
に
向
け
た

最
初
の
一
歩
で
あ
る
。
神
経
現
象
学
︵Varela, 1996

︶
は
、
顕

現
︵em

ersion

︶︵A
ndrieu, 2006

︶
と
脳
の
活
性
︵activation

︶

の
意
識
に
お
け
る
現
成
︵enaction

︶︵D
epraz, Varela, Verm

esch, 

2003

︶
に
関
す
る
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
切
り
開
い
た3

。

身
体
行
為
に
お
け
る
神
経
活
動
上
の

顕
現

神
経
科
学
と
現
象
学
と
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
身
体
の
生

態
学
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス

を
介
し
た
脳
と
世
界
と
の
直
接
的
な
相
互
作
用
に
着
目
す
る

企
て
で
あ
る
。
身
体
に
つ
い
て
の
意
識
︱
生
き
ら
れ
た
身

体
の
現
象
学
的
記
述
と
い
う
意
味
に
お
い
て
︱
の
水
面
下

で
、
脳
と
神
経
シ
ス
テ
ム
の
活
動
は
、
身
体
の
生
態
学
の
下

地
を
形
成
し
て
い
る
。

脳
を
感
じ
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
理
由
で
不
可

能
で
あ
る
。

･
生
理
学
的
に
不
可
能
。
感
覚
が
私
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
ま
さ
に
脳
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
か
ら
。

そ
の
感
覚
は
分
割
さ
れ
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
脳
は
、
そ

こ
に
あ
る
も
の
を
意
識
が
感
じ
る
こ
と
の
な
い
意
識
の
条
件

で
あ
る
か
ら
。

･
質
的
に
不
可
能
。
私
た
ち
が
感
じ
る
も
の
は
、
四
五
〇
ミ

リ
秒
の
遅
延
︵Libet, 2005

︶
を
経
る
脳
活
動
の
結
果
で
あ
る

か
ら
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
脈
拍
や
緊
張
を
注
視
し
て
血
液
を

感
じ
る
よ
う
な
過
程
で
あ
る
。

･
技
術
的
に
不
可
能
。
脳
活
動
を
記
録
す
る
の
が
機
械
で
あ

り
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
私
た
ち
が
見
る
も
の
は
心
的
な
表
象

に
よ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
。

け
れ
ど
も
、
フ
ィ
ー
ゲ
ル
︵1967

︶
に
よ
る
脳
画
像
測
定

の
研
究
は
、
一
九
五
八
年
の
ル
ド
ル
フ
・
カ
ル
ナ
ッ
プ
に
お

い
て
も
、
生
き
た
脳
の
機
械
に
参
与
す
る
こ
と
に
よ
る
自
動

反
省
機
械
を
提
唱
し
て
い
る
。
私
が
そ
の
脳
を
見
て
い
る
と

考
え
な
が
ら
、
私
は
自
分
の
脳
活
動
を
見
る
。
そ
れ
は
触
れ

ら
れ
る
感
覚
な
の
で
は
な
く
、
生
け
る
脳
／
生
き
ら
れ
た
脳

の
相
互
作
用
に
参
与
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
り
、

精
神
が
生
理
―心
理
学
的
に
共
鳴
し
な
が
ら
そ
れ
自
身
の
現

れ
に
呼
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
生
き
た
脳

の
機
械
の
中
に
あ
る
も
の
は
、
一
方
で
は
画
像
が
再
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
ま
た
他
方
で
、
活
性
と

知
覚
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
の
間
の
四
五
〇
ミ
リ
秒
の
空

白
が
あ
る
た
め
に
、
技
術
的
幻
影
で
あ
る
と
い
え
る
。

脳
は
意
識
に
と
っ
て
知
覚
で
き
な
い
が
、
精
神
は
そ
れ
自

体
を
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
脳
の
生
き
た
活
動
を
画
像

化
す
る
こ
と
は
、
生
理
的
に
感
じ
る
こ
と
な
く
そ
の
活
性
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
あ
る
射
影
を
具
現
化
す
る
と
き
に
せ

わ
し
な
く
動
い
て
い
る
脳
を
見
る
こ
と
は
、
身
体
と
脳
と
の

因
果
的
な
つ
な
が
り
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
る
相
関
関
係
以

上
の
も
の
を
構
築
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
身
体
は
、
脳
の
活

性
と
流
動
性
か
ら
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
生
き
た
プ
ロ
セ
ス
を

知
覚
す
る
意
識
の
表
面
で
あ
り
結
果
で
あ
る
。
私
た
ち
は
脳

よ
り
遅
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
意
識
は
そ
の
一
時
的
な
状
況

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
き
て
い
る
脳
の
透

明
性
は
、
た
だ
ち
に
意
識
―脳
に
直
接
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
誰
か
に
影
響
を
及

ぼ
す
と
き
、
私
た
ち
は
、
共
鳴
あ
る
い
は
活
性
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
主
観
に
と
っ
て
目
に
見
え
な
い
空
間
に
到
達
す
る
。

こ
の
身
体
的
な
現
実
生
活
︵real-life

︶
の
経
験
の
一
時
的
な
気

づ
き
は
、
た
と
え
現
象
学
的
に
意
識
を
与
え
る
と
し
て
も
、
生

き
て
い
る
デ
ー
タ
や
自
発
的
な
脳
の
決
定
に
お
い
て
、
遅
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

九
〇
年
代
以
降
、
映
像
に
よ
る
測
定
の
発
達
に
伴
っ
て
、フ

脳活動無意識

前反省意識

現象学的
意識知覚
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ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ァ
レ
ラ
の
神
経
現
象
学
︵Varela, 1996

︶
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
る
、
行
動
に
つ
い
て
の
神
経
科
学
的
な
現

象
学
は
、
次
の
こ
と
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
知
覚
は
知
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
神
経
―認
知
的
な
構

造
に
お
け
る
反
応
で
あ
り
、
決
定
や
熟
考
の
神
経
駆
動
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
知
覚
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
行
動
で
あ
る
。
生
主

観
性
は
、
身
体
的
な
現
実
生
活
の
経
験
が
い
か
に
生
き
て
い

る
身
体
の
反
応
の
な
か
に
あ
る
か
、
い
か
に
生
き
て
い
る
身

体
は
身
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
更
す
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
い

か
に
身
体
図
式
を
も
形
作
る
か
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

生
き
て
い
る
脳
は
感
覚
―運
動
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

身
体
生
態
学

身
体
の
運
動
性
は
、
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
以
来
の
運
動

感
覚
と
と
も
に
、﹁
固
有
性
」︵A

ndrieu, 2008

︶
を
発
見
す
る

経
験
と
さ
れ
る
。
生
き
て
い
る
身
体
は
、
意
識
に
到
達
す
る

筋
肉
情
報
を
集
め
る
主
観
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

﹁
身
体
は
主
観
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
身
体
で
あ

る
と
特
定
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
主
観
に
含
ま
れ
る
。
動
か
そ

う
と
努
力
し
た
り
、
努
力
に
抵
抗
し
た
り
し
な
が
ら
主
観
が

存
在
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
そ
れ
自
身
を
知
ら
し
め
る
の
で

あ
る
」︵Barbaras, 2011, 139

︶。
生
き
て
い
る
身
体
は
、
主
観

が
そ
の
内
的
状
態
に
つ
い
て
の
意
識
を
も
つ
と
き
に
の
み
、
現

実
生
活
の
身
体
︵real-life body

︶
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

身
体
的
経
験
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
噓
を
つ
か
な
い
と
い

う
真
実
が
あ
る
。
身
体
は
噓
を
つ
か
な
い
。
身
体
は
、
私
た

ち
が
意
識
す
る
こ
と
な
し
に
自
分
自
身
に
つ
い
て
語
る
。
身

体
か
ら
逃
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
外
か
ら
見
る
も
の

で
あ
り
、
し
ぐ
さ
、
姿
勢
、
身
体
で
生
き
る
技
法
で
あ
る
。
生

き
て
い
る
身
体
は
常
に
行
為
の
中
に
あ
る
︵Berthoz, A

ndrieu 

eds. on 2011

︶。

生
き
た
身
体
の
戦
略
は
、
行
為
の
中
で
た
だ
ち
に
生
き
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
意
識
に
と
っ
て
じ
っ
く
り
と
考

え
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
直
観
的
な
感
覚

は
、
意
識
の
下
︵subconscious

︶
に
あ
る
。
意
識
の
下
と
は
、

習
慣
の
な
か
に
生
態
学
的
に
身
体
化
さ
れ
る
前
運
動

︵predriving

︶
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
感
覚
は
、
経
験
の
流
れ

︵course

︶
に
お
い
て
進
展
す
る
感
覚
的
な
計
画
に
よ
っ
て
主

導
さ
れ
、
こ
の
直
観
的
で
自
発
的
な
性
格
を
、
行
為
の
し
ぐ

さ
に
与
え
る
。
情
報
を
受
け
取
っ
て
適
応
し
な
が
ら
変
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
た
身
体
は
計
画
さ
れ
る
が
、
そ
の

と
き
私
た
ち
は
、
不
安
定
な
健
康
や
再
組
織
化
を
強
い
る
よ

う
な
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
に
よ
る
知
識
を

も
た
な
い
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
生
き
た
身
体
に
つ
い
て
の
知
識
を
邪
魔
す
る
も

の
は
、
感
覚
的
・
感
情
的
情
報
に
誤
っ
た
知
覚
を
与
え
る
よ

う
な
、
現
実
生
活
の
身
体
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
る
。
生
き

ら
れ
た
身
体
だ
と
捉
え
て
い
る
も
の
は
、
現
実
生
活
の
身
体

を
通
じ
た
知
覚
で
あ
る
と
い
う
の
か
？
　
そ
う
す
る
と
、
生

け
る
身
体
か
ら
直
接
帰
結
し
て
い
る
も
の
を
、
現
実
生
活
の

身
体
に
よ
る
知
覚
と
い
か
に
区
別
す
る
と
い
う
の
か
？

･
時
間
。
情
報
伝
達
の
時
間
は
、
脳
の
活
性
化
の
後
四
五
〇

ミ
リ
秒
を
要
す
る
。

･
情
報
の
顕
現
。
情
報
の
顕
現
に
よ
っ
て
、
意
識
状
態
を
修

正
す
る
よ
う
な
、
卒
倒
や
興
奮
、
恐
れ
、
痛
み
が
生
き
て
い

る
身
体
の
影
響
下
で
も
た
ら
さ
れ
る
。

･
遅
延
。
現
実
生
活
の
身
体
に
つ
い
て
の
意
識
に
付
随
す
る

遅
延
は
、
語
り
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
、
生
き
て
い
る
身
体

た
ら
し
め
て
い
る
も
の
か
ら
気
を
そ
ら
す
。
そ
れ
ら
を
私
た

ち
に
報
告
せ
ず
に
、
生
き
て
い
る
身
体
は
し
ぐ
さ
を
し
、
環

境
に
適
応
す
る
よ
う
な
決
定
を
す
る
。

･
失
神
。
失
神
、
無
意
識
、
精
神
盲
、
心
理
学
的
激
怒
に
よ

る
制
御
不
能
。

活
性
は
生
き
た
脳
の
活
動
の
う
ち
に
あ
り
、
そ
れ
は
画
像

化
や
計
測
に
よ
っ
て
記
録
︵D

ehaene, on 2014

︶
さ
れ
う
る
身

体
の
生
態
化
に
答
え
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
証
明

す
る
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

･
環
境
と
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
機
能
に
お
け
る
、
生
き
て

い
る
身
体
の
相
互
作
用
的
生
態
化

･
意
識
で
は
な
い
脳
活
動
へ
の
注
目

･
学
習
に
つ
い
て
の
脳
の
機
能
の
再
組
織
化

私
た
ち
を
顕
現
︵em

ersion

︶
に
気
づ
か
せ
る
の
は
、
生
き

て
い
る
身
体
に
お
い
て
活
性
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に
、
あ
る
い
は
注
意
や
警
戒
の
働
き
に
よ
っ

て
︵D

epraz, on 2014

︶
意
識
に
到
達
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
三
つ
の
運
動
が
記
述
で
き
る
。

･
感
覚
の
あ
る
世
界
に
身
体
を
放
り
込
む
こ
と
は
、
意
識
の

閾
値
の
下
に
あ
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
実
現
す
る
こ
と
な
し

で
直
ち
に
、
生
態
化
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
私

た
ち
の
身
体
の
感
覚
―運
動
的
な
適
応
に
お
い
て
即
座
に
決

定
さ
れ
、
自
発
的
に
生
み
出
さ
れ
る
合
図
を
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
他
者
の
身
体
を
読
む
。

･
そ
れ
ら
の
合
図
は
他
者
の
身
体
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
身
体
に
回
帰
し
、
た
だ
ち
に
気
づ
か
な
い
う
ち
に
生
み
出

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
危
険
、
恐
れ
、
予
感
と
し
て
の
身
体
的

合
図
の
現
前
︵N

oe, 2012

︶
に
よ
る
感
情
へ
の
即
座
の
応
答
で
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あ
る
。

･
社
会
的
コ
ー
ド
を
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
で
、
生
け
る
身
体

の
顕
現
は
、
意
識
で
き
る
知
覚
の
俎
上
に
の
ぼ
っ
て
く
る
。

顕
現
学
的
な
方
法

生
き
て
い
る
身
体
へ
の
接
近
は
二
重
で
あ
る
。
顕
現
学
は

二
重
の
運
動
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
生
き
ら
れ
た
身
体
の
意

識
に
お
い
て
、
生
け
る
身
体
が
生
態
化
す
る
な
か
で
活
性
さ

れ
て
い
た
、
感
情
的
で
前
―運
動
的
な
情
報
を
知
り
直
す
︵re-

know

︶
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
不
随
意
的
な
運
動
、
反

省
の
遂
行
、
お
よ
び
直
接
的
な
感
情
に
よ
る
意
識
に
気
づ
く

こ
と
で
あ
る
。

･
意
識
を
深
め
る
こ
と
、
ヨ
ガ
な
ど
に
よ
る
集
中
や
瞑
想
に

よ
っ
て
、
内
的
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
︵D

epraz, Varela, 

Verm
esch, 2003

︶。

･
気
づ
く
こ
と
に
よ
る
身
体
の
活
性
︵Sacks, 1987

︶、
な
い
し

脳
の
生
き
た
潜
在
的
活
動
。

生
き
て
い
る
身
体
、
生
き
た
脳
へ
接
近
す
る
こ
と
は
、
障

害
を
も
っ
た
人
た
ち
が
試
し
て
い
る
B

M
I
の
よ
う
な
電
気

的
、
神
経
生
物
学
的
に
よ
る
直
接
的
な
働
き
か
け
に
お
い
て

自
己
の
知
覚
を
更
新
す
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
新
し
い
自
己

イ
メ
ー
ジ
は
生
け
る
身
体
の
一
人
称
的
な
知
覚
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
し
、
そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
化
さ
れ
た
自

己
に
よ
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
る
し
計
測
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
彼
ら
／
彼
女
ら
の
脳
で
直
接
感
じ
る
こ
と
な
し
で
、
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
化
さ
れ
た
主
観
は
、
脳
の
知
的
な
働
き
を

利
用
し
て
、
新
し
い
様
式
の
身
体
行
動
を
発
見
す
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
脳
撮
影
法
に
よ
っ
て
活
動
を
ス
ク
リ
ー
ン
で

見
る
こ
と
、
動
作
抜
き
の
思
考
だ
け
で
動
か
す
こ
と
、
脳
の

活
性
に
よ
っ
て
動
き
を
作
る
こ
と
、
そ
の
人
の
中
に
行
動
を

起
こ
す
こ
と
、
注
意
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る

︵M
unkan, 2012

︶。

生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
省
察
を
深
め
る
こ
と
︵
呼
吸
、
鼓

動
、
内
的
感
覚
︶
は
、
フ
ェ
ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
運
動
、
ピ
ラ
テ

ィ
ス
や
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
身
体
運
動
に
お
い
て
シ
ュ
ス
タ
ー

マ
ン
が
身
体
的
な
気
づ
き
と
い
う
概
念
で
発
展
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
︵Shusterm

an, 2008

︶。
た
だ
、
身
体
の
意
識
は
、
自

己
の
内
側
に
注
意
す
る
こ
と
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
方

法
で
あ
る
。
こ
こ
で
要
求
さ
れ
る
の
は
、
生
き
て
い
る
身
体

か
ら
生
み
出
さ
れ
、
言
語
を
介
し
て
、
知
覚
さ
れ
う
る
意
識

に
お
い
て
表
象
化
さ
れ
る
に
至
る
情
報
を
探
求
す
る
こ
と
に

よ
る
、
自
発
性
の
究
明
で
あ
る
。

生
き
て
い
る
も
の
の
活
動
の
軌
跡
は
、
意
識
的
な
自
己
制

御
を
超
え
て
お
り
、
フ
ロ
イ
ト
が
﹃
日
常
生
活
の
精
神
病
理

学
﹄
に
お
い
て
前
意
識
的
な
故
意
の
誤
り
の
概
念
に
関
し
て
、

顕
現
の
不
随
意
的
な
モ
デ
ル
を
描
い
た
よ
う
に
、
現
実
生
活

の
身
体
に
気
づ
い
て
制
御
す
る
こ
と
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
溢
れ
出
る
も
の
と
い
う
の
は
以
下
の
も
の
に
基
づ
い

て
い
る
。

･
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ゴ
ッ
フ
マ
ン
の
意
味
で
の
相
互
行
為
の

儀
礼
に
よ
っ
て
、
文
化
的
に
力
を
受
け
て
い
る
、
気
づ
き
の

感
覚
の
不
十
分
な
フ
レ
ー
ム
。

･
現
実
生
活
の
身
体
の
感
覚
の
幻
覚
の
装
置
を
、
テ
ィ
モ
シ

ー
・
リ
ア
リ
ー
の
L
S
D
に
お
け
る
幻
覚
状
態
に
よ
っ
て
探

求
す
る
︵Penner, on 2014

︶。

･
自
身
の
身
体
の
知
覚
の
新
し
い
感
覚
︵Vigarello, on 2014

︶

は
、
内
的
感
覚
が
顕
現
す
る
経
験
で
あ
り
、
身
体
の
底
知
れ

な
さ
を
発
見
す
る
こ
と
を
間
違
わ
せ
た
り
知
ら
し
め
た
り
す

る
も
の
で
あ
る
。

210

第四部 ❖身心変容の科学



結
論

現
象
学
か
ら
顕
現
学
へ
の
道
の
り
は
、
生
け
る
身
体
の
内

的
活
動
の
記
述
の
た
め
の
新
し
い
一
歩
で
あ
る
。
方
法
的
な

難
し
さ
、
こ
の
研
究
の
関
心
は
、
言
語
に
よ
る
記
述
の
方
法

に
あ
る
。
意
識
的
な
制
御
な
し
の
内
的
感
覚
の
現
状
は
、
環

境
と
の
相
互
作
用
や
他
者
と
の
接
触
に
よ
っ
て
不
随
意
的
に

生
み
出
さ
れ
る
産
物
で
あ
る
。
私
た
ち
の
脳
や
身
体
の
生
態

化
の
活
性
を
迎
え
入
れ
つ
つ
筆
を
と
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

る
。注1

　
本
稿
は
、
平
成
二
七
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
﹁
第
一
回
身
体

の
哲
学
研
究
会
︵
第
三
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
︶」
に

登
壇
し
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
﹁
身
体
の
哲

学
︵Philosophie du C

orps

︶」
の
先
駆
的
研
究
者
で
あ
り
、

心
身
問
題
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
移
植
、
性
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
、
触
れ
る
こ
と
な
ど
、
身
体
に
関
わ
る
広
範
な
問

題
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
身
体
認
識
論
︵Epistem

ology 
du C

orps

︶、
身
体
生
態
学
︵Écologie corporelle

︶
の
分
野

を
開
拓
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ァ
レ
ラ
ら
が
先
鞭

を
つ
け
た
神
経
現
象
学
︵N

euro Phenom
enologie

︶
の
継

承
者
の
一
人
で
も
あ
る
。

2
　
消
去
主
義
と
は
、
心
理
学
や
哲
学
に
お
け
る
心
的
活
動
の
説

明
は
、
や
が
て
科
学
に
取
り
込
ま
れ
、﹁
心
の
哲
学
」
は
﹁
心

の
科
学
」
へ
と
自
然
化
︵naturalization

︶
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
消
去
さ
れ
る
と
す
る
立
場
を
指
す
︵John R

. Searle, 
M

ind: a brief introduction , O
xford U

niversity Press, 2004.

／

ジ
ョ
ン
・
R
・
サ
ー
ル
﹃M

iN
D

︵
マ
イ
ン
ド
︶

︱
心
の

哲
学
﹄
山
本
貴
光
・
吉
川
浩
満
訳
、
朝
日
出
版
社
、
二
〇
〇

六
年
︶。

3
　﹁enact

」﹁enaction

」
と
い
う
概
念
は
、
ヴ
ァ
レ
ラ
ら
が
創

作
し
た
も
の
で
あ
り
、﹁
行
為
の
遂
行
」
を
意
味
す
る
。
こ

こ
で
は
、
知
覚
が
外
部
の
刺
激
を
受
容
す
る
だ
け
の
受
動
的

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
能
動
的
な
身
体
行

為
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
﹁
道
を
作
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意

味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
る

︵Thom
pson, Evan, M

ind in Life: Biology, Phenomenology, and 
the Sciences of M

ind , H
arvard U

niversity Press, 2010

︶。
な
お
、

﹁enaction

」
は
通
常
、﹁
エ
ナ
ク
シ
ョ
ン
」
と
訳
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
議
論
を
喚
起
す
る
た
め
に
も
、
一

部
の
認
知
科
学
者
や
人
類
学
者
が
試
行
的
に
用
い
て
い
る
訳

﹁
現
成
︵
げ
ん
じ
ょ
う
︶」
を
当
て
て
お
き
た
い
。
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- The new sensibility in the perception of its own body (Vigarello, on 2014) is an experience of emersion of internal 
sensations which it is advisable to misguide and to know for discovered the depth of its body.

Conclusion

The passage from phenomenology to emersiology is a new step for the description of internal activation of living body. 
The methodological difficulty, and the interest of this research, is in the modality of description by the language : the emersion of 
internal sensation without the conscious control is a matter produced involuntary by the interaction with our environment and 
contact with others persons. It might be better to pen the mind for welcome the activation of our brain and the ecologization of 
living body.
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Emersiology Method

The access to the alive body is double. The emersiology has a double  movement : on one hand it is re-knowing in the 
consciousness of the lived body the emotional and pre-driving information which had been activated by the body living during its 
ecologization. In other part the emersion is here an awakening of the consciousness by the involuntary movements, the reflexive 
pushes and the direct feelings :

- From the deepening of the consciousness which favors the attention in the internal and intimate states by technics 
of meditation, concentration as with the yoga or buddhism (Depraz, Varela, Vermesch, 2003)

- Activation in the body by the awakening (Sacks, 1987) or living potential action in the brain

The access to its a live body and to its in-vivo brain renews the perception of self in an interaction by the direct action 
on electric and neurobiological activity like the brain Interface Machine demonstrates now for disabilities people. Nevertheless a 
new self image is produced by the first-person perception of the living body and becomes visible and measurable for the interfaced 
subject. Without feeling directly his/her brain, the interfaced subject discovers a new action mode for his/her body using the 
mental work of his/her brain: seeing his/her electroencephalographic activity on a screen, acting by thinking while his/her body is 
motionless, starting a movement by the activation, arising in him/herself an activity, developing mental attention (Munkan, 2012).

The deepening bases on the capacity of mental attention on the reflectivity of the alive (breath, heart rhythm, internal 
sensations) but also on the physical consciousness like Richard Shusterman had developed with his concept of body awareness 
(Shusterman, 2008) by the practice of Feldenkrais, Pilates or Alexander body development of self. The consciousness of body is 
a method top-down by the attention in self of our internal contents : the request is voluntary by the search for this information 
produces from the alive body to the representation of him in perceived consciousness through the language.

The tracks of the activity of the alive come to extend beyond the conscious control of self, as Sigmund Freud had 
described this involuntary model of emersion in Psychopathology of every day about the concept of subconsciously deliberate 
mistake, the control aware of its real-life body.

Because this overflowing is based on :

- The insufficient frame of the aware sensibility which is culturally forced according rites of interactions in the sense 
of Erwing Goffman

- The search for device of invasion of the sensations of the alive in the real-live body by putting itself in states of LSD 
in the LSD with Timoty Leary (Penner, on 2014)

Body in the World

Imsertion
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A Body Ecology 

The motor corporeity would find with the sense of the effort since Maine de Biran, an experience for discovered this 
“property,” an intimate sense of proper body (Andrieu, 2008). The alive body is not know by the subject that the increasing 
of sensory information which reach the consciousness ; “The body is not known by the subject, but included in him without 
becoming identified with him. It is nothing else than what shows itself within the subject existing as drive or effort, like that which 
resists this effort” (Barbaras, on 2011, 139). It is good the alive body which is known by the real-life body only if the subject have 
make a consciousness of his mental states.

There would be in the physical experience the truth which does not lie. The body would not lie. He would speak about 
him without we are conscious of it. What escapes from my body, it is his signs which we observe from the outside but with gestures, 
postures and techniques which alive of our body. The alive body is already in act (Berthoz, Andrieu eds., on 2011).

The strategy of the alive body is to adapt the body lived most immediately in the action, this strategy is not deliberate for 
the consciousness which has no it one. The intuitive sensibility is subconscious, the result of the predriving ecology incorporates 
into the habits. This sensibility is directed by sensory plans developes in the courses of the experience and which gives this intuitive 
and spontaneous character to the gesture of action. By mutating by informative adaptation, the alive body makes planned without 
our knowledge by a precarious health and by a homeostasis in imbalance which forces us to be reorganized?

The obstacle of a knowledge of our alive body is mainly the consciousness of the real-life body which puts a false 
perception on sensory and emotional information. What we take for the alive body is a perception through the real-life body? How 
from then on distinguish what results directly from the body living on its perception by the real-life body:

- The time of the distribution of the information is made above 450 ms after the activation in his brain
- The appearance of an information which takes us come the syncope, the orgasm, the fear, the pain by modifying the 

state of the consciousness under the influence of the alive body
- The delay with which the consciousness of the real-life body reconstituted in a narrative and makes unnoticed what 

makes the alive body : without reporting it to us the alive body carries out gestures and decisions which adapt it to 
the modifications of the environment.

- The faint, the unconsciousness, the psychic blindness which the loss of control by the psychological fury.

The activation is in the activity of the alive brain which produces answers to the ecologization of the body which can be recorded 
(Dehaene, on 2014) by the in vivo imaging, the sensors of measure. What proves :

- The interactive ecologization of the body living in function of its affordances with the environment.
- Underlying an non-conscious activity of brain.
- The reorganization of the brain in function of his learning.
- 

The awakening us the emersion of what was activated in the alive body and what reaches the consciousness involuntary 
or by a work of attention and vigilance (Depraz, on 2014) in what arises.

So three movements can be described :
- The dumping of the body in the world with its sensibility is made below the threshold of consciousness : it comes by 

an ecologization in a immediate way without we realized it. It decides immediately on our sensori-motor adaptation. 
It reads the body of others by understanding the signs produced spontaneously.

- These signs are produced in a involuntary way by the immediate imsertion of a body returned in lively by the 
contacts with the other bodies; it reacts immediately to the feelings by the presence(Noe, 2012) of a physical sign as  
the danger, the fear, the anticipation.

- By crossing the social coding, the emersion of the living body is the condition to the perception by the consciousness
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 To feel his brain is impossible, at least for three reasons : 

- Impossible physiologically because it is by the very brain and its network that the sensation becomes consciousness for 
me. It cannot be divided into halves because the brain is the condition of the consciousness where the consciousness 
cannot feel what allows him to exist.

- Impossible qualitatively because what we feel is the result, with a delay of 450ms (Libet, 2005), the work of the 
brain rather that the process as we can feel him with the blood through the attention on the heart rhythm or on the 
tension.

- Impossible technically because is the machine which registers the activity of the brain and shows him to us on the 
screen without we felt otherwise than by a mental representation the activity.

But with the princip of autocerebroscopy Herbert Feigl(1967) present, in 1958 to Rudolf Carnap, an auto-reflexive 
machine by anticipating the machines of in-vivo brain. I see the activity of my brain as I am thinking that I see him. It is not a 
tactile sensation but the feeling to participate in the interaction living-brain/lived-brain by consciousness, this last correspondent 
in the spirit representing itself the correlation physio-psychology. Yet  this in vivo brain is an one hand technological illusion 
because the image of the activation is a digitized reorganization and on the other hand because the deadline always of 450ms 
between the activation and the consciousness of this one in the perception.

Because the brain is insensible for the consciousness but the spirit can him represent itself. The imaging of the in vivo 
activity of the brain makes feel the activation without feeling them physically. To see his brain bustling on the occasion of the 
realisation of a spot seems to establish more than correlation by describing what would be a link of causality between the body 
and its brain. The body is a surface and a result the consciousness of which perceives the process living that late on the vitality 
and the mobility of the brain. We are late on the brain but our consciousness of the present cannot have access to the temporality 
of its condition. The transparency of the in-vivo-brain is not the immediacy consciousness-brain. When we affect somebody we 
reach invisible spaces for the very subject which go emerse by echo or by activation. This temporality aware of the physical réal-life 
experience is late, even if it to supply us phenomenologically a present consciousness, on the process living data and decisions of 
the voluntary brain

Since the 90s, with the development of the video measures and the movements of the body, a neurobiological 
phenomenology of the action, establishes by Francisco Varela’s neurophenoménology(Varela, 1996), came to demonstrate that 
perception is in retroaction on the neuro-cognitive structure of the intellectual networks and that the action committed the 
perception in the neuro-driving systems of decision and deliberation. The bio-subjectivity studies how the physical real-life 
experience is in retroaction on living body and how the alive body modifies not only its image of the body but also its body schema. 
The alive brain is connected with the sensory-motor system.

Phenoménological
Consciousness
Perception

Pre-Reflexive
Consciousness

Brain Activation
Unconscious
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Toward a new neurophenomenology

The phenomenology is the dominant model in the body philosophy research in France with the new influence of Merleau 
Ponty’s archiv : With the work published by Emmanuel de Saint-Aubert (2006), after the development by Renaud Barbaras (1991) 
around the phenomenology of perception and its consequence for the subjectivity, a new Merleau-Ponty appears : with his interest 
for body schema in the relation with the world of others persons, the archiv reveals how the perception is only the apparent level 
of living body iceberg. The consciouness of lived body is the level of the perception : the subjectivity can studies the content of 
his conscious sensation but this content is the result of an subjacent and implicit activity of the living body. Merleau-Ponty had 
demonstrated this sub-activity of living body, non only in his first conference about «  Le primat de la perception » (1934), but in 
his first book  The structure of behavior (1942).

The research in brain activity by the neurophilosophy among 1980 had participated to confirm the Merleau-Ponty’s 
philosophical thesis. If the neurophilosophy of P.S. Churchland (1980) was very reductionist in her eliminativist project of old 
concept : then the concept of consciouness might be substituted by the neuronal description of brain’s states. The genesis of 
neurophilosophy (Andrieu, 1998) explain how this period, 1980-1990 was very reductionist for the philosophy of body : body, 
in this naturalization of philosophy, is not in an ecological paradigm because the interaction is conditioned by neuronal treatment 
of information. The electrophysiology and chemistry of neuron were the two modalities for the description of physical action.

Or with the plasticity and the resilience, in the middle of 1970’s, a new alternative was born : the impact of the context 
and the biosubjective incorporation(Andrieu, 2007) of information find with the Gibson’s affordance (1977 ; 1979) an scientific 
proof of the phenomenological concept of Leib. Emmanuel de Saint-Aubert (2004) has demonstrated how between 1945-1951 
Merleau-Ponty had founded the philosophy of body in the difference Leib/Körper : as a pure phenomenological concept Leib 
distinguishes the subjective activity of the body in his interaction with the world and the objective function of Körper like an 
organism. This distinction is the first step for the new definition of phenomenology with an interdisciplinary with neurosciences. 
The neurophenomenology(Varela, 1996) open a new field in emersion(Andrieu, 2006) and enaction of brain activation into the 
consciouness(Depraz, Varela, Vermesch, 2003)

Neurodynamic emersion in body action  

This link between neurosciences of action and phenomenology is now established in the ecology of the body by the direct 
interaction of his brain with the affordance in the world. Under the consciousness of the body, in the sense of phenomenological 
description of lived body, the activity of the brain and nervous system defines the condition of body ecology. 
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